
第２節　古代相当面の発掘

　第１項　古代相当面の概要

　この項では、第４面、第５面として発掘された遺構、

遺物のうち、平安時代に属すると思われるものについて

記載する。竪穴建物6２棟、鍛冶遺構２か所、柵２条、焼

土遺構２8か所、土坑２9２基、ピット２76基である。

　前回報告した遺跡東部には土坑が多く認められるもの

の、竪穴建物はごく少数が点在するに過ぎなかった。今

回報告する西部では様相が異なり、南北に延びる尾根の

東西両側や、下位段丘に、いくつかのまとまりを持って

竪穴建物群が認められる。周辺遺跡と同様に、９世紀後

半に竪穴建物が造られ始めるが、6０棟を越える竪穴建物

が見つかる平安時代集落遺跡は他にはない。僅かながら

11世紀に入る竪穴建物もあって、この時期まで継続する

点も、本遺跡の特徴である。出土土器には墨書を伴うも

のが少なからずある。鍛冶遺構は下位段丘の竪穴建物群

と関係するものだろう。柵、焼土は竪穴建物との関係が

捉えられず、性格や機能が判断できず、遺構として認め

がたいものも含まれる。土坑には円形、長円形のものな

どいくつかの形態があり、陥穴とみられる土坑も多い。

　第２項　竪穴建物

　81号竪穴建物がやや古い様相の土器を出しているが、

周辺他遺跡と同様、９世紀代後半に竪穴建物が造られ始

める。９世紀代に位置づけられる竪穴建物は35棟あり、

段丘の上下面にいくつかのグループを持って展開する。

1０世紀代にはやや数を減じて２1棟となり、下位段丘に多

く営まれている。4２号、99号竪穴建物は11世紀に入るも

のと思われ、この地域では最も新しい時期の竪穴建物に

位置づけられる。

　各竪穴が比較的多くの土師器、須恵器、灰釉陶器等を

出土することが特徴で、黒色土器、ロクロ土師器、緑釉

陶器等も含まれる。通有の甕、羽釜や杯・椀類の他、凸

帯付四耳壺を含む須恵器壺類も目を引く。また、墨書土

器を多く持つこと、遺構に伴うものではないが、石製の

権が出土していることも併せて、この地域の中核的な集

落であったことが示される。

（１）19号竪穴建物

位　置　２5‒98―Ｊ・Ｋ-２3・２4グリッド　上位段丘の東

部に孤立的にあり、周辺に同時期の遺構は確認されてい

ない。床面最高標高534.6m。

規模・形状　床面長軸長3.２4m、床面短軸長２.99m、最

大壁高２5㎝。主軸方位Ｎ‒8０°‒Ｅ。平面形は東西に長い

縦長長方形。

覆　土　小礫や炭化物粒を僅かに含む黒褐色土を主体と

する。

床・掘り方　黒褐色～黒色土の地山掘削底面を床面とし、

竃周辺のみロームを含んで硬化した面が見られる。断面

Ａライン西端の壁下に壁溝状の落ち込みが表現される

が、床面、掘り方共に平面的には確認されていない。

竃　東壁中央からやや南寄りにある。燃焼部の半ばを壁

外に張り出す。想定軸方向はＮ―76°―Ｅ。攪乱が著しいが、

燃焼部内や周辺に角礫が散在しており、また左壁には構

造材の抜き取り痕跡と思われる小穴があって、石組みを

有したものらしい。燃焼部は南北幅55㎝、東西長5２㎝ほ

どの楕円形を呈する。煙道は明確に捉えられない。竃前

部から右手の貯蔵穴周辺にかけて焼土が分布し、床面近

くでは強く赤化した焼土ブロックが認められる。燃焼部

内には焼土がなく、灰層も確認されていない。

貯蔵穴　竃右手に当たる東南隅にある。上端で長軸長8２

㎝、短軸長7２㎝ほどの東西に長い偏円形の平面形を呈す

る。床面からの深さは13㎝ほどで、浅い逆台形の断面形

である。覆土には竃構築土起源とみられるロームブロッ

クや焼土、炭化物を含む。

柱穴・ピット・土坑等　確認されていない。

遺物出土状況　竃から貯蔵穴周辺にかけて、土師器甕、

須恵器杯が比較的多く分布するが、使用時の原位置をと

どめると考えられるものはない。竃内には２個体分の土

師器甕破片(７・８)があって、８は貯蔵穴西にある大型

破片と接合する。竃前には小型甕(７)がある。須恵器杯

は竃左手(２)、貯蔵穴(１)及び竪穴中央西壁寄り(３)か

ら出土している。１の杯には底面内外部に墨書がある。

時　期　９世紀第３四半期

（２）20号竪穴建物

位　置　35―６・ ７-Ｙ・Ａ‒５・６グリッド　上位段丘

の東端近くに孤立的にあり、周辺に同時期の遺構は確認
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されていない。床面最高標高53２.37m。

規模・形状　床面長軸長3.０m、床面短軸長２.87m、最

大壁高５㎝。主軸方位Ｎ―77°―Ｅ。平面形はほぼ方形。

断面形は浅い皿状を呈して、壁の立ち上がりも不明瞭で

ある。

覆　土　上層は炭化物粒を少量含む暗褐色土、下層は焼

土粒、炭化物粒を少量含む黒褐色土。中央部を中心に床

面に接して、焼土、炭化材が広く見られる。中央部焼土

の広がりは北東‒南西方向に軸を持つように見え、長1.86

m、幅1.０6m。ケヤキ、クリなどの炭化材が、南西四半

に多く見られる。

床・掘り方　床面に関する記載および掘り方に関する土

層観察所見を欠く。写真記録からの読み取りでは、黒褐

色ないし黒色土からローム土への漸移的な土層に当たる

地山を掘削しており、同質の土壌を埋めて床面を形成し

たものかと思われる。

竃　調査時の所見では東壁南隅近くにあるものとする。

左袖部は地山を掘り残し、燃焼部を僅かに壁外に張り出

す。確認面での燃焼部幅57㎝ほど。軸方向はＮ―74°―Ｅ。

燃焼部中央近くに土師器甕の後円部大型破片が残され

る。覆土は黒褐色土を主体として上層に焼土や炭化物を

少量含む暗褐色土や焼土とロームの混土の薄い層が載る

とされる。燃焼部底の焼土面や灰層は確認されていない。

掘り方の土層観察所見を欠くが、写真記録から見ると黄

色のローム下に黒色ないし黒褐色土があるらしい。

　調査担当者の所見を優先すべきではあるが、これより

やや北の東壁南寄りにある「焼土」と記載された部分に

本来の竃があった可能性を感じる。写真記録で見ると、

この焼土は壁として掘られた面にも断面が見え、さらに

外に伸びている。また礫が焼土近くにあって、土師器甕

の中小破片も多く認められ、竃前部の遺物出土状況とし

ておかしくない。編集段階での所見として付記する。

貯蔵穴　確認されていない。

柱穴・ピット・土坑等　焼土や炭化材が多く残されるが、

建物構造をうかがえる状態にはない。掘り方調査時にＰ

１～Ｐ８及び竃前に１基のピットが確認されている。Ｐ

１・３・４・６・７及び竃前のピットは柱穴、Ｐ２は出

入り口に関するいわゆる梯子穴と想定することが可能な

位置にあるが、柱痕や抜き取り痕跡をとどめるものはな

く、確定しがたい。

Ｐ１　南東隅近くにある。長軸長5２㎝、短軸長46㎝、深

さ９㎝。他のピットに比して大きい。覆土は炭化物を少

量含む暗褐色土を主体とする。

Ｐ２　南壁中央に、壁面に食い込むように掘られる。東

部に礫がある。長軸長２6㎝、短軸確認長２1㎝、深さ1０㎝。

覆土は炭化物を少量含む暗褐色土を主体とする。

Ｐ３　南壁西寄りにある。長軸長3２㎝、短軸長２8㎝、深

さ９㎝。覆土は炭化物を少量含む暗褐色土を主体とする。

Ｐ４　北壁西寄りにある。長軸長２9㎝、短軸長２8㎝、深

さ1２㎝。覆土は炭化物を少量含む暗褐色土を主体とする。

Ｐ５　北壁西寄りを掘り込む。長軸長２9㎝、短軸長２5㎝、

深さ11㎝。覆土は炭化物を少量含む暗褐色土を主体とす

る。

Ｐ６　北東隅にある。長軸長２3㎝、短軸長２1㎝、深さ８

㎝。覆土は炭化物を少量含む暗褐色土を主体とする。

Ｐ７　北東部にある。長軸長3０㎝、短軸長２6㎝、深さ２1

㎝と他のピットより深い。覆土は炭化物を少量含む暗褐

色土を主体とする。

Ｐ８　東壁やや南寄りにあって、焼土に接する。長軸長

34㎝、短軸長２9㎝、深さは1０㎝あるが、底面に小礫があ

る。覆土は炭化物を少量含む暗褐色土を主体とし、小礫

や土器片を含む。

竃前ピット　東壁南隅近くにある。長軸長35㎝、短軸長

34㎝、深さ８㎝。覆土に関する記載はない。

遺物出土状況　竪穴東南部に土師器甕、須恵器椀、皿な

どの破片が比較的多く分布する。土師器甕(３)は竃内に

あるものと考えられたが、竃位置が誤認されているとす

れば当たらない。これ以外には使用時の原位置をとどめ

ると考えられるものはない。竃周辺には土師器甕(４・８・

９)、羽釜(1０)がある。前に竃を想定した東壁南寄りの

焼土周辺では、土師器甕(５・６)、須恵器椀(２)、須恵

器皿(１)がある。５の土師器甕は、南壁中央部にも破片

が分布する。

時　期　９世紀第４四半期～1０世紀第１四半期

（３）21号竪穴建物

位　置　35―８・ ９‒Ｙ～Ｂ―７・８グリッド　下位段丘

の東南部、竪穴建物群の東寄りに位置する。東14mに２２

号竪穴建物、西11mに37号竪穴建物がある。床面最高標

高5２9.45m。

規模・形状　床面長軸長4.２3m、床面短軸長4.２２m、最

第２節　古代相当面の発掘
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第２章　発掘された遺構と遺物
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19号竪穴建物
１　青灰色土　粘質土　泥流礫による押し込み。
２　鉄分凝縮層　泥流礫による押し込み。
３　1０YR4/1　にぶい黄褐色土　黄色細砂を含む。
４　1０YR２/1　黒褐色土　小石、炭粒僅かに含む。
５　1０YR4/6　褐色土　焼土、炭粒含む。カマド崩落土。
６　1０YR3/２　黒褐色土　４層上にローム土を僅かに含む。壁崩落土。
７　1０YR２/1　黒色土　やや締まりあり。

貯蔵穴
１　1０YR4/3　灰黄褐色土　ローム粒、焼土粒含む。
２　黄橙色焼土を多く含む。ローム小ブロック、土器片含む。
３　２層よりロームを多く含む。焼土小ブロック、炭化物、黒色土小

ブロックを含む。
４　焼土ブロック。　

竈
１　1０YR4/6　褐色土　焼土、炭化物粒を含む。カマド崩落土。
２　1０YR5/２　にぶい黄褐色土　土器片、礫を含む。焼土小ブロック混

じり。
３　黄橙色土　焼土主体、シルト質、天井崩落土。
４　1０YR3/２　黒褐色土　４層上にローム土を僅かに含む。壁崩落土。
５　1０YR２/1　黒色土　やや締まりあり。
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大壁高19㎝。主軸方位Ｎ―81°‒Ｅ。平面形はほぼ方形。

断面形は浅い皿状を呈して、壁の立ち上がりも不明瞭で

ある。

覆　土　上層にAs-Kkを含む暗褐色土、中位に締まった

暗褐色土があり、下層には暗褐色土と地山ロームの硬く

締まった混土が部分的に認められる。

床・掘り方　床面及び掘り方埋填土に関する記載、観察

所見を欠く。写真記録と合わせると、黒褐色ないし黒色

土からローム土にかけての地山を掘削して掘り方を形成

し、掘削土の混土を埋めて床面を形成したものかと思わ

れる。南東隅(１号土坑)、北東隅(３号土坑)、北西隅(２

号土坑)に床下土坑が掘削されている。床面中央近くで

長軸長4２㎝、短軸長3０㎝ほどの、不整な平面形を呈する

焼土が確認されている。

竃　東壁中央南寄りにある。両袖は地山を削り残して形

成し、燃焼部は壁内にある。燃焼部の焼土は幅6０㎝、奥

行き58㎝ほどのほぼ円形の平面形を呈していて、燃床部

底面から８㎝高い位置に煙道部底面を置く。燃焼部と煙

道の境は壁の延長位置にあって、この位置での煙道幅は

２5㎝ほどである。煙道両側には礫を抜き取った痕跡とみ

られる小穴が底部の焼土を挟むように連続している。煙

道確認長79㎝。焚き口との境界から僅かに下がって煙道

口に達し、底面と煙道端地表面までの比高は７㎝ほどあ

る。土層断面図に土層番号の記載を欠くため、土層観察

所見との整合が確認できないが、構築土は地山ロームを

用いたものらしい。竃右手の床面に円礫、亜角礫が集中

して残されている。燃焼部には石を用いた痕跡は認めら

れていないが、煙道部には石組の構造が推定され、焚き

口部などに石組み構造があった可能性もあろう。なお、

写真記録では燃焼部中央の支脚を思わせる位置に亜角礫

が置かれているが、礫の下位には焼土ブロックを混じた

黒褐色土が見えていて、支脚としての原位置をとどめる

ものではないようである。

貯蔵穴　確認されていない。

柱穴・ピット・土坑等　掘り方調査時に３基の床下土坑

と５基のピットが確認されている。南東隅の１号土坑は

貯蔵穴が想定される位置にあるが、不整形であり、出土

遺物もない。ピットは柱穴の可能性なしとしないが、い

ずれも断面及び埋土に関する記載を欠くため判断できな

い。

１号土坑　東南隅にある。長円形に近いが、北東辺が張

り出して不整形の平面形を呈する。長軸長1０8㎝、短軸

長6０㎝、深さ1０㎝、長軸方位はＮ―48°―Ｅ。断面、埋没

土に関する記載を欠く。東南壁際にＰ１があるが、切り

合いは不明。

２号土坑　北西隅にある。北壁に沿って長辺を持つ、隅

丸長方形の平面形。長軸長146㎝、短軸長85㎝。深さ８㎝、

長軸方位はＮ―78°―Ｅ。断面、埋没土に関する記載を欠く。

出土遺物はない。

３号土坑　北東隅にある。隅丸長方形ないし長円形の土

坑が東壁から北壁にかけての角に沿ってＬ字形に連続す

る平面形状を呈する。南北の長軸長98㎝、北部の幅74㎝、

南部の幅44㎝、深さ９㎝、長軸方位Ｎ-33°―Ｗ。北東に

Ｐ４が接し、南端東部にＰ５があるが、断面、埋没土に

関する記載を欠くため切り合いは不明。出土遺物はない。

Ｐ１　南壁東端近くにあって１号土坑と切り合う。長軸

長２9㎝、短軸長２7㎝。深さは37㎝あって、南壁をえぐる

ように掘削される。断面、埋没土に関する記載を欠く。

出土遺物はない。

Ｐ２　南西隅近くにある。長軸長２5㎝、短軸長２4㎝。深

さ８㎝。断面、埋没土に関する記載を欠く。出土遺物は

ない。

Ｐ３　北西部にある。２号土坑に近接するが、切り合わ

ない。長軸長4２㎝、短軸長38㎝。深さ11㎝。北東-南西

に長いゆがんだ菱形の平面形を呈する。断面、埋没土に

関する記載を欠く。出土遺物はない。

Ｐ４　北東隅にあって壁に食い込むように掘られる。３

号土坑に接するが、新旧は不明。長軸長２6㎝、短軸長２4

㎝。深さ14㎝。断面、埋没土に関する記載を欠く。出土

遺物はない。

Ｐ５　東壁北寄りにある。長軸長２8㎝、短軸長19㎝。深

さ58㎝。壁に食い込むように掘られ、北東に傾く。３号

土坑と重複するが、新旧は不明。断面、埋没土に関する

記載を欠く。出土遺物はない。

遺物出土状況　東南隅部に円礫、亜角礫が集中する。個

別礫に関する記載がないため判断が困難であるが、竃構

造材であった可能性もある。竃左袖周辺、床面中央西寄

りにも礫が見られる。竃以南の東南四半を中心に羽釜片

が多く認められ、ロクロ土師器甕、須恵器甕、椀、壺な

どの破片も見られる。竃燃焼部には土師器甕と羽釜の破

第２章　発掘された遺構と遺物
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２０号竪穴建物
１　7.5YR　暗褐色土　白色粒を僅かに含む。 炭化物粒を少量含む。 やや鉄分付着。
２　7.5YR　黒褐色土　焼土粒を少量含む。 炭化物粒を少量含む。
３　5YR4/8　赤褐色土　焼土粒を多く含む。 炭化物粒を少量含む。
４　7.5YR　黒褐色土　白色粒を僅かに含む。 炭化物粒を少量含む。
５　7.5YR3/3　暗褐色土　黄橙色土粒を少量含む。 炭化物粒を僅かに含む。
６　7.5YR3/２　黒褐色土　黄橙色土粒を僅かに含む。

竈
１　黒色土　褐色粒を少量含む。炭化物小粒を５％含む。
２　１層に中粒の焼土粒を不均質に２０％含む。
３　7.5ＹＲ２/1　黒色土　炭化物粒を微量含む。
４　３層と褐色砂壌土の混土。

５　焼土を主体とし、３層小ブロックを２０％含む。
６　３層に小粒の焼土粒を５％含む。
７　1０YR8/6　黄橙色土　黄橙色土多く含む。炭化物粒を僅かに含む。
８　7.5YR4/3　褐色土　黄橙色土僅かに含む。
９　7.5YR3/3　暗褐色土　黄橙色土粒を少量含む。炭化物粒を僅かに

含む。

Ｐ１・Ｐ２・Ｐ７・Ｐ８
１　7.5YR　暗褐色土　白色粒を僅かに含む。炭化物粒を少量

含む。
２　7.5YR4/3　褐色土　白色粒を僅かに含む。黄橙色土粒を少

量含む。
Ｐ３
１　7.5YR3/3　暗褐色土　白色粒、黄橙色土粒を僅かに含む。

炭化物粒を少量含む。
２　7.5YR4/3　褐色土　白色粒を僅かに含む。黄橙色土粒を少

量含む。
Ｐ４・Ｐ５・Ｐ６
１　7.5YR3/3　暗褐色土　白色粒を僅かに含む。炭化物粒を少

量含む。
２　7.5YR4/3　褐色土　白色粒を僅かに含む。黄橙色土粒を少

量含む。
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２1号竪穴建物
１　暗褐色土　シルト質でやや軟質。As-Kkを多く

含む。As-Kkは、軽石を含む黄白色細砂質テフ
ラと、暗灰色シルト質テフラとの両者がある。

２　くすんだ暗褐色土　粉っぽい粒子の細かな質
で、締まりがあり固い。炭化物を少量含む。

３　２層と地山の黄色ローム質土の混土。締まって
いて固い。
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竈
１　暗褐色土　硬質で、焼土粒・炭化物を少量

含む。
２　地山と焼土ブロックの混土。
３　黒褐色土　やや軟質で地山土を少量含む。
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３

４

５
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片があり、竃左袖部にも羽釜がある。竃左手には礫に混

じて須恵器椀、須恵器壺がある。須恵器大型甕の破片が

竃右袖から西に向かって点在する。

時　期　1０世紀前半

（４）22号竪穴建物

位　置　35-８―Ｕ～Ｗ―８・９グリッド　下位段丘の東

南部、竪穴建物群の東端近くに位置する。西14mに２1号

竪穴建物、北東６mに２4号竪穴建物がある。67０号・671

号土坑を切る。床面最高標高5２8.9m。

規模・形状　床面長軸長3.9２m、床面短軸長3.２4m、最

大壁高38㎝。主軸方位Ｎ―59°―Ｅ。平面形は北西-南東方

向にやや長い横長の隅丸長方形。

覆　土　最上位に暗灰色の灰を伴うAs-Kkの降下堆積層

が見られる。中位にはくすんだ暗褐色土、下位にはやや

明るく、炭化物を含む暗褐色土が堆積する。壁際には暗

褐色土と地山の黄色砂質土の混土が見られる。

床・掘り方　床面に関する記載及び掘り方埋填土に関す

る土層観察所見を欠く。断面記録によると、掘り方は床

面下２０㎝ほどに達する。竪穴北半ではコ字状に周溝状の

掘り込みが廻る。

竃　東壁南寄りにある。両袖は地山を掘り残して形成す

るように図示される。一方、より内側に下端想定線があっ

て、これが土層断面Ａ－Ａ′３層に相当する。これを採

れば、東壁を大きく弧状に張り出すように掘り、さらに

竃部も大きめに掘り込んで掘り方とし、暗褐色土を貼っ

て竃を構築したものと解釈できる。建物断面Ｂ－Ｂ′ラ

インでは、５層が焼土を多く含んでいて、これも構築土

の残痕と思われる。暗褐色土上位に円礫、角礫が見られ

るが、構造材であるか否か判断できない。燃焼部と煙道

との境界は明瞭ではなく、床面から煙道端までなだらか

に立ち上がる。竃内に焼土があるが、燃焼部位置を示す

ものとしてはやや奥寄りに過ぎ、また竃構築土がこの上

に乗る事から見ると、竃構築前の掘り方底面で形成され

た焼土の可能性もあろう。

貯蔵穴　確認されていない。

柱穴・ピット・土坑等　確認されていない。

遺物出土状況　竃周辺から竪穴西南部にかけて、土師器

甕を中心とした土器片が散在する。竃周辺には土師器甕

(５～８)の大型破片が散在し、竪穴西半には小型甕(４)

の破片が点在する。灰釉陶器長頸壺(３)・須恵器杯(１)・

椀(２)は竪穴の中央近くにある。

時　期　９世紀第３四半期

（５）23号竪穴建物

位　置　35―８―Ｕ・Ｖ―1０・11グリッド　下位段丘の東

南部、竪穴建物群の東端に位置する。南西６mに２２号竪

穴建物がある。床面最高標高5２9.２6m。

規模・形状　床面南北確認長3.55m、床面短軸長3.69m、

最大壁高17㎝。主軸方位Ｎ―63°―Ｅ。ごく浅く、特に北

部が失われているため全形は把握できない。横長長方形

の平面形と思われる。

覆　土　暗褐色土で埋没する。

床・掘り方　掘削底面を床としている。床に接して中央

南部に3０㎝×49㎝ほどの範囲に焼土が、また南西部に83

㎝×71㎝ほどの範囲で炭化物の集中が認められている。

竃　東壁南寄りに壁から張り出すように焼土、炭化物が

認められ、羽釜片が集中するところから、これを竃と想

定している。攪乱が著しく、構造を把握できない。

貯蔵穴　竪穴東南隅からやや内側に入った位置にある。

長径65㎝、短径5２㎝の楕円形の平面形で深さ２6㎝。鉄製

鎌が出土している。

柱穴・ピット・土坑等　確認されていない。

遺物出土状況　竃想定部内及びその前面に土器片が散在

する。また、竃右手にはやや大ぶりのものを含む亜角礫

が集中するが、竃との関係は不明。竃内には羽釜(２・３・

５・６)、土師器甕(１)がある。貯蔵穴からは鉄製鎌の

刃部(７)が出土している。

時　期　1０世紀前半

（６）24号竪穴建物

位　置　２5―99―Ｅ・Ｆ―３～５グリッド　上位段丘西部

平坦面南部にある。北２1mに形状の類似した44号竪穴建

物、北東に43号竪穴建物、北西16mに２6号竪穴建物が

ある。東にピット群や陥穴状のものを含む土坑がある。

744・746・759・771号ピットに切られる。746号ピット

は73２・736・738・741・744号ピットと組み合って掘立

柱建物を構成するものと見られるものである。床面最高

標高536.68m。

規模・形状　床面長軸長4.93m、床面短軸長4.44m、最

大壁高２5㎝。主軸方位Ｎ―７°―Ｗ　東壁はほぼ南北を示

すが、西壁が西に傾いて、北壁が南壁よりやや長くなる。

北壁を下底とする台形気味の方形の平面形を呈する。

第２節　古代相当面の発掘
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２２号竪穴建物
１　As-Kk　上層に暗灰色の粉っぽいシルト質、下層に軽石を含む黄白色の

細砂粒。
１a	 As-Kk上層の暗灰色火山灰。

２　くすんだ暗褐色土　粉っぽい粒子の細かな質で、締まりがあり固い。
炭化物を少量含む。

２a	黄色の粉っぽいシルト質の土層。
３　くすんだ暗褐色土　粉っぽい粒子の細かな質で、締まりがあり固い。

炭化物を少量含む。
４　暗褐色土　３層と近似するが、色調が明るい。炭化物を含む。
５　４層と地山の黄色砂質土の混土。締まっていて固い。
６　暗褐色土　焼土粒と炭化物を多く含む。

竃
１　暗褐色土　硬質。
２　地山の黄色租砂土と１層の混土。
３　暗褐色土　焼土・炭化物を多く含む。硬質。
４　２層と同質で、焼土を多量に含む。
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覆　土　暗灰褐色土で埋没する。確認面ではAs-Kkの堆

積が認められる。

床・掘り方　明確な掘り方は認められず、薄い硬質の淡

灰褐色土が掘削底面上に認められる。東側柱穴間に赤化

の弱い焼土が分布する。６㎝ほどの厚みがあって、円形

の掘り方内に埋填された様な状態で確認されている。

竃　北東隅部にある。残りが悪く、煙道部が調査区界に

かかったこともあって、構造が把握できない。北東-南

西方向に焼土及び竃構築材と思われる黄灰色粘質土が分

布し、構造材に用いられたかとみられる円礫、角礫、亜

角礫が集中する。羽釜片も認められる。粘質土の分布か

ら見た想定主軸方位はＮ―5０°―Ｅで北東方向に突出する。

貯蔵穴　竃右手に当たる東壁北寄りに、東壁に沿うよう

にある。調査時には「住居内土坑」とされている。南北65

㎝、東西53㎝、深さ９㎝。南端近くに礫が数個ある。炭

化物を多く含む灰褐色土で埋没する。

柱穴・ピット・土坑等　床面でＰ１～４の４柱穴、掘り

方でピットと床下土坑各２基が認められた。

Ｐ１　竪穴北西部にある。径２9㎝、深さ39㎝。覆土の記

載を欠くが、細い逆台形の断面形で、最上部に円礫が乗

第２０1図　２２号竪穴建物２・出土遺物

第２節　古代相当面の発掘
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る。Ｐ２との間175㎝、Ｐ４との間２０8㎝。

Ｐ２　竪穴南西部にある。径33㎝、深さ3０㎝。覆土の記

載を欠くが、深い椀状の断面形で、南部が柱痕状に一段

低くなり、北壁側に扁平な礫が立位で入る。Ｐ３との間

２.1２m。

Ｐ３　竪穴南東部にある。径33㎝、深さ31㎝。覆土の記

載を欠くが、南壁が開く逆台形の断面形で、上位に円礫、

亜角礫を含む。Ｐ４との間183㎝。

Ｐ４　竪穴北東部、竃想定位置の前にある。径２5㎝、深

さ44㎝。覆土の記載を欠くが、深く細いＵ字状の断面形

を呈する。

Ｐ５　掘り方調査時に確認された。Ｐ３の北にある。径

２8㎝、深さ16㎝。炭化物を少量含む淡褐色土で埋没す

る。小さな底面から上方に開く。このピットは上位にあ

る476号ピットと同位置にあり、底面レベルは476号ピッ

ト底面より高い位置にあるものとして記載される。調査

担当者の判断を尊重すべきだが、編集段階の所見として、

同ピットの残痕を誤認して掘削、記載した可能性がある

ことを付記する。

Ｐ６　竪穴南東部、Ｐ３の南にある。径２3㎝、深さ19㎝。

炭化物を少量含む淡褐色土で埋没する。Ｕ字状の断面形

を呈する。

１号土坑　竪穴東南隅にある。長軸長58㎝、短軸長4０㎝、

深さ９㎝。平面形は南北に長軸を置く長円形で、浅い皿

第２０２図　２3号竪穴建物・出土遺物

第２章　発掘された遺構と遺物
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２3号竪穴建物
１　暗褐色土
２　地山の黄色砂質土と１層の混土。
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２4号竪穴建物
１　暗灰褐色土　炭化物を少量含む。上面に灰色灰、黒色灰、

粗砂状軽石を含むAs-Kkがのる。
２　暗灰褐色土
３　淡灰褐色土　硬質。床面か。

１号土坑　
１　淡褐色土　炭化物を少量含む。
２号土坑　
１　灰褐色土
２　淡褐色土　炭化物を少量含む。

Ｐ５　１　淡褐色土　炭化物を少量含む。
Ｐ６　１　淡褐色土　炭化物を少量含む。
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26竪穴建物

25-99-J-9+1

Ａ Ａ′
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1

26竪穴建物

０ ２ｍ１: 60

状の断面形を呈する。炭化物を少量含む淡褐色土で埋没

する。

２号土坑　竪穴中央南寄りにある。Ｐ２-３間でＰ３側

に寄る。長軸長97㎝、短軸長68㎝、深さ3０㎝。平面形は

東西に長軸を持つ楕円形、断面形はやや深い鍋状を呈す

る。覆土上位は灰褐色土、下位は炭化物を少量含む淡褐

色土。

遺物出土状況　竃周辺から羽釜(５)、土師器甕(４)、東

南隅近くから須恵器杯(１)が出土している。覆土からは

須恵器杯(２)、灰釉陶器椀(３)のほか、鉄製鎌刃部(７)、

火打金(８)が出土している。

時　期　1０世紀前半

（７）25号竪穴建物

位　置　２5―99―Ｉ・Ｊ―８・９グリッド　上位段丘西部

平坦面南部にある。東部が２6号竪穴建物と重複する。床

面最高標高536.34m。

規模・形状　床面東西確認長２.38m、床面短軸長1.74m、

最大壁高19㎝。主軸方位Ｎ―79°―Ｅ。平面形は東西に長

い隅丸長方形。

覆　土　灰褐色土で埋没する。写真記録で見ると、北壁

部には礫を含む地山ロームが隆起していて、壁の立ち上

がりが礫によって不明瞭になっている。図面記録の残さ

れていない南北方向断面ベルトではロームが遺構内部ま

で連続するかに見え、倒木痕跡の流入土と転倒土の境界

を掘り込みと誤認して掘削したようにも考えられる。調

査担当者による判断を尊重すべきであろうが、編集段階

の所見として付記する。

床・掘り方　掘削底面を床とする。

竃　確認されていない。

貯蔵穴　確認されていない。

柱穴・ピット・土坑等　確認されていない。

遺物出土状況　出土遺物はない。

時　期　土層断面では２6号竪穴建物を切り、２9号竪穴建

物に切られるものとして表現されているが、後述のよう

に２9号竪穴建物の存在自体が成立しないため、切り合い

関係は判断できない。この遺構に帰属する出土遺物もな

いため、時期判断できない。

（８）26号竪穴建物

位　置　２5―99―Ｈ・Ｉ―８・９グリッド　上位段丘西部

平坦面南部にある。西部が２5号竪穴建物と、北西部では

２9号竪穴建物と重複する。東5.6mに44号竪穴建物、南

16mに２4号竪穴建物がある。床面最高標高536.14m。

規模・形状　床面長軸長5.7２m、床面短軸長5.67m、最

大壁高4２㎝。主軸方位Ｎ―２°―Ｗ　平面形はほぼ方形。

壁はやや開き気味に上方に立ち上がる。

覆　土　床面上に焼土や炭化物を多く含む暗灰褐色土が

あり、この上位に淡灰褐色土が乗る。覆土上位にも部分

的に焼土、黄褐色粘質土が見られる。なお、発掘工程上、

西部1/3ほどを平成２8年度(土層断面図Ｂライン)に、東

部を平成２9年度(土層断面図Ａライン)に発掘しており、

両年度で土層断面図・土層観察所見が整合しない。また、

Ｂラインでは土層断面図・土層観察所見が整合しない部

分がある。

床・掘り方　ローム層から黒褐色土層にかけての漸移的

な地山を掘削し、暗褐色土を埋填して上面にロームを

貼って床を構成する。床面のローム土は赤化した部分が

見られる。竪穴中央部には竃前から南北方向に特に硬化

した面が認められる。また、焼土、炭化物が広く分布す

る。平成２8年度調査部分では壁下に周溝がめぐるが、２9

年度調査部では確認されていない。

竃　南壁東寄りに、壁を半円形に掘り込んで構築される。

構造材に用いられたと見られる板状の角礫と、焼土化し

た灰黄褐色粘土が認められ、燃焼部両側壁には板状礫が

第２０5図　２5号竪穴建物

第２節　古代相当面の発掘
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２5号竪穴建物
１　暗灰褐色土　粘性があり硬質。灰色粘土ブロックを少量含む。

焼土・炭化物を少量含む。



立てられている。両壁石の間は53㎝ある。また、壁の延

長上、竃燃焼部中央右寄りに支脚石が立てられている。

焚き口幅51㎝、袖先端から煙道確認端までの長149㎝。

貯蔵穴　確認されていない。

柱穴・ピット・土坑等　11基のピットと２基の土坑が確

認されている。Ｐ１～７は床面調査時に確認されており、

Ｐ８～11は掘り方調査時に確認されている。東南部柱穴

は認められないが、Ｐ１・２・４は柱穴相当位置にあっ

て深く、Ｐ３も同様の深さを持つ。Ｐ１は柱痕と思われ

る軟弱な覆土を持つ。土坑はいずれも明確な掘り込みを

持たない。なお、平成２8年度に調査されたＰ１以外は土

層観察所見が確認できない。

Ｐ１　竪穴南西部、竃右手にある。１号土坑南西隅と接

するが、平成２8年度のピット調査時には土坑は認められ

ていない。長径4２㎝、短径36㎝、深さ47㎝。柱痕部に地

山の黄色砂質土をブロック状に含み、炭化物を多く含む

軟質の灰褐色土が入る。平成２9年度調査時にも土層断面

が採取されていて、覆土中位に礫が入る表現があるが、

これは調査後の埋め戻し土を記載したものと思われるた

め、報告からは割愛した。Ｐ２との間２9０㎝。

Ｐ２　竪穴北西部にある。径36㎝、深さ46㎝。柱痕はな

いが、上面が東側に広がり、この部分に礫が認められる。

Ｐ３との間175㎝、Ｐ４との間3２０㎝。

Ｐ３　竪穴北部中央近くにある。硬化した床面部にある。

長径54㎝、短径45㎝、深さ46㎝。柱痕はないが、上面が

南東側に広がって中段を形成する。礫は入らない。Ｐ４

との間145㎝。

Ｐ４　竪穴北東部にある。長径43㎝、短径36㎝、深さ39

㎝。断面形は深い鍋状あるいはＵ字状。柱痕はない。

Ｐ５　竪穴中央部近くにある。硬化した床面部にある。

北東にＰ６が隣接する。長径3０㎝、短径２6㎝、深さ２5㎝。

コ字状の断面形を呈す。

Ｐ６　竪穴中央部近くにある。硬化した床面部にある。

径２4㎝、深さ14㎝。鍋状の断面形を呈す。

Ｐ７　竪穴南壁西寄りの、竃右手に当たる位置にある。

北西にＰ１、１号土坑が隣接する。長軸長79㎝、短軸長

5２㎝、深さ16㎝。長円形ないし隅丸長方形の平面形で、

断面形は上部の開いた皿状を呈し、土坑に分類すべきか

とも思われる。

Ｐ８　竪穴北東部、Ｐ４の南にある。掘り方調査時に確

認された。径4２㎝、深さ18㎝。底部に凹凸があるが鍋状

に近い断面形を呈す。

Ｐ９　竪穴北部中央近くにある。Ｐ３の北西に当たる。

掘り方調査時に確認された。長径２7㎝、短径２4㎝、深さ

２8㎝。断面形は鍋状を呈する。

Ｐ10　東壁中央に食い込むように掘られる。掘り方調査

時に確認された。長径4０㎝、短径3０㎝、深さ２4㎝。南北

に長い長円形の平面形で、断面形は鍋状を呈する。土層

観察所見はないが、断面図には柱痕を思わせる堆積状況

が示されている。

Ｐ11　東壁南部に食い込むように掘られる。掘り方調査

時に確認された。長径3０㎝、短径２8㎝、深さ3０㎝。断面

形は上部の開いたＵ字状を呈する。

１号土坑　竪穴南西部にある。１号ピットに隣接する。

平成２8年度調査時には確認されていない。長軸長94㎝、

短軸確認長49㎝、深さ1２㎝。南北に長軸を持つ隅丸長方

形状の平面形で、断面形は浅い箱形。写真記録では床面

を切るかにも見える。

２号土坑　竪穴南壁東寄りにある。竃左袖部の下に当た

る。掘り方調査時に確認された。長径1２２㎝、短径118㎝、

深さ15㎝。円形の平面形で、断面は浅い鍋状を呈する。

遺物出土状況　竃周辺から竪穴中央部にかけて須恵器

甕、杯、椀などの破片が散在する。煮沸形態の土器は竃

から離れた竪穴北東隅に土師器甕(16)、覆土中に土師

器小型甕片がある程度で、須恵器杯(６～９)や椀(1０～

14)、皿(１～５)といった供膳形態の土器が多い。1２の

須恵器椀には底部外面に墨書がある。須恵器甕(18)、灰

釉陶器長頸壺(15)などもある。

時　期　９世紀第３四半期

付　記　２9号竪穴建物について

２5―99―Ｉ―９グリッド。上位段丘西部平坦面南部にある。

平成２8年度調査で、僅かに北西隅のみが平面的に確認

され、土層断面の観察所見から、東部で２5号竪穴建物

を、西部で２9号竪穴建物を切る竪穴建物の西壁部分とし

て記載された。復元想定すると、西壁長3.3m、深さ37

㎝。床面最高標高536.13m、西壁の方位はＮ―４°―Ｅを

示す。平成２9年度調査ではこれに連続する遺構が確認さ

れなかったため、竃その他の情報は得られていない。出

土遺物はない。調査時の判断を尊重して掲載するが、２9

年度調査が全くこれを見落としたとは考えがたい。２6号

第２章　発掘された遺構と遺物
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２6・２9号竪穴建物　Ａ－Ａ′・Ｃ－Ｃ′
１　1０YR5/4　にぶい黄褐色土　５～1０㎜の小石、極小の白色軽石を多量に

含む。やや締まりあり。
２　1０YR3/4　暗褐色土　極小の白色軽石を多量に含む。1０～２０㎜の炭化材

を含む。
３　1０YR4/4　暗褐色土　極小の白色軽石を多量に含む。褐色土ブロックを

含む。
４　1０YR7/8　黄褐色土　極小の白色軽石を多量に含む。３～５㎜の小石を

含む。締まりあり。
５　1０YR3/２　黒褐色土　炭化材を多量に混入する。褐色土ブロックを含む。
６　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色焼土粒・ブロックを含む。
７　1０YR3/4　暗褐色土　橙色焼土粒・ブロック、炭化材を含む。
８　1０YR3/4　暗褐色土　炭化材を多量に含む。橙色焼土粒を含む。
９　1０YR3/4　暗褐色土　黄褐色土ブロックを多量に含む。
９′	 1０YR3/２　黒褐色土　黄褐色土粒・ブロックを多量に含む。極小白色軽

石を含む。
1０　1０YR２/1　黒色土　黄褐色土粒・ブロックを多量に含む。焼土ブロック

を含む。
11　1０YR3/２　黒褐色土　極小の白色軽石を含む。締まり弱い。
1２　1０YR3/4　暗褐色土　極小の白色軽石、黄褐色土ブロックを含む。
13　1０YR6/8　明黄褐色土　地山の明黄褐色土主体。

Ｂ－Ｂ′
１　暗灰褐色土　粘性があり硬質。灰色粘土ブロックを少量含む。焼土・

炭化物を少量含む。
２　焼土ブロック　１層と黄褐色粘質土を含む。
３　灰褐色土
４　灰褐色土　炭化材を多量に含む。
５　灰褐色土　
６　淡灰褐色土　焼土・炭化物を少量含む。
７　暗灰褐色土　軟質で、焼土と炭化材を多量に含む。
８　暗褐色土
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Ｐ１　１　1０YR5/4　にぶい黄褐色土　大型の礫を含む。砂質性強く締まりな
い。

Ｐ２　１　1０YR8/8　黄橙色土　地山の明黄褐色土主体。炭化粒を含む。
　　　２　1０YR3/4　暗褐色土　明黄褐色粒を多量に含む。炭化粒を少量含む。
Ｐ３　１　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色軽石、小石、炭化粒を少量含む。

２　1０YR5/3　にぶい黄褐色土　明黄褐色粒を多量に含む。
Ｐ４　１　1０YR3/4　暗褐色土　明黄褐色粒を含む。やや締まりあり。
　　　２　1０YR4/4　褐色土　明黄褐色粒、極小の白色軽石を少量含む。

３　1０YR8/8　黄橙色土　地山の明黄褐色土主体。

Ｐ５　１　1０YR3/２　黒褐色土　明黄褐色粒を少量含む。締まりあり。
Ｐ６　１　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色軽石を含む。炭化粒、極小の白色

軽石を少量含む。
　　　２　1０YR5/3　にぶい黄褐色土　極小の白色軽石、褐色土ブロック

を含む。
Ｐ７　１　1０YR3/２　　黒褐色土　焼土粒、明黄褐色粒を含む。

Ｐ８　１　1０YR4/4　　褐色土　明黄褐色粒を含む。締まり弱い。
２　1０YR8/8　　黄橙色土　地山の明黄褐色土主体。

Ｐ９　１　1０YR3/4　暗褐色土　明黄褐色粒、小石、焼土粒を少量含む。
Ｐ1０　１　1０YR3/２　黒褐色土　明黄褐色粒を少量含む。やや粘質性を帯びる。

２　1０YR3/4　暗褐色土　明黄褐色粒、焼土粒を少量含む。
　　　３　1０YR8/8　黄橙色土　明黄褐色土主体。黒褐色土ブロックを含む。
Ｐ11　１　1０YR3/4　暗褐色土　明黄褐色粒を少量含む。締まり弱い。

２　1０YR8/8　黄橙色土　地山の明黄褐色土主体。
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竃
１　1０YR3/3　暗褐色土　先端に焼土ブロックを含む。黄橙色粒を少量

含む。
２　1０YR3/２　黒褐色土　極小の白色軽石、褐色土、黄橙色土を少量含む。
３　1０YR3/4　暗褐色土　炭化粒、焼土粒・ブロックを含む。
４　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色ブロックを多量に含む。
５　1０YR4/4　褐色土　黄橙色粒を少量含む。
６　1０YR3/3　暗褐色土　焼土粒・ブロックを多量に含む。
７　1０YR5/6　黄褐色土　焼土粒・ブロックを全体に含む。
８　1０YR3/3　暗褐色土　焼土粒・ブロック、黄橙色粒を含む。小石を

少量含む。
９　1０YR3/1　黄褐色土　焼土粒・ブロックを多量に含む。炭化粒を含む。
1０　1０YR２/1　黒色土　焼土粒、炭化粒を少量含む。
11　7.5YR8/8　黄橙色土　焼土ブロック主体。
1２　1０YR3/4　暗褐色土　炭化粒を少量含む。やや粘性を帯びる。
13　5YR7/8　橙色土　焼土粒・ブロック主体。褐色土ブロックを少量含

む。
14　1０YR3/4　暗褐色土　焼土粒を少量含む。
15　1０YR3/3　暗褐色土　黄橙色粒を含む。焼土粒を少量含む。
16　1０YR8/4　浅黄橙色土　極小の白色軽石、黒褐色土ブロックを含む。
17　5YR6/8　橙色土　焼土ブロック。
18　1０YR3/4　暗褐色土　焼土粒、白色軽石、黄橙色粒を含む。締まり

あり。
19　1０YR4/4　褐色土　白色軽石、黄橙色粒を含む。締まりあり。
２０　1０YR5/6　黄褐色土　白色軽石を多量に含む。地山主体。
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竪穴建物の覆土とされる６ａ層(暗灰褐色土)と２9号竪穴

建物の覆土とされる５層(灰褐色土)では、色調や含有物

が異なる。写真記録では５層の下位に６ａ層が連続する

ことが観取され、この上位に堆積する２9号竪穴建物４層

(灰褐色土)と６ａ層は色調こそ違うものの炭化材を多量

に含む点で共通する。しかし、写真記録では、４層とさ

れた部分にさほど多くの炭化材が含まれているようには

見えない。写真外の部分に炭化材が含まれているとすれ

ば、４層東部、５層寄りの部分には炭化材が少なく、西

部に多いことになる。４層、５層共に灰褐色土とされる

が、炭化物の多寡で区分するとすれば、４層東部が５層

に含まれ、４層西部は６ａ層と一体のものとして捉えら

れることになる。この場合、５層は２9号竪穴建物に帰属

するものではなく、土坑状の落ち込みと見るのが妥当と

思われ、これによれば、２9号竪穴建物を想定しなくても、

土層断面の整合的な解釈が可能となるものと考える。

（９）27号竪穴建物

位　置　２5―89―Ｖ～Ｘ―３・４グリッド　発掘区西部の、

段丘西辺を画する小谷に面した西向き斜面にある。3０号

竪穴建物と重複する、あるいは3０号竪穴建物を縮小して

建て替えた建物である。西７mほどの傾斜面に31号竪穴

建物がある。床面最高標高54２.9２m。

規模・形状　床面長軸長5.２6m、床面短軸長5.２２m、最

大壁高65㎝。主軸方位南壁でＮ―81°―Ｗ。平面形はほぼ

方形で、南壁は直線的、北壁は中央がやや膨らむ。東壁

は下位の3０号竪穴建物と重複して明瞭でない。

覆　土　覆土に関する記載を欠く。

床・掘り方　3０号竪穴建物床面上に床を張ったものらしい。

竃　東壁南寄りにある。燃焼部は壁内に置き、煙道を長

く伸ばす。主軸方位はＮ―1０２°―Ｅ。燃焼部、煙道共に側

壁には扁平な礫が並べられ、燃焼部と煙道の接合部以東

にはやはり扁平な礫が懸けられている。焚き口幅9２㎝、

第２1０図　２6号竪穴建物出土遺物２

第２節　古代相当面の発掘
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煙道口近くでの燃焼部幅66㎝、燃焼部掘り方長157㎝、

焚き口までの長1０4㎝。焼土面から側壁石上端までの高

さ54㎝。煙道は長２91㎝まで確認できる。支脚は確認さ

れていない。

貯蔵穴　確認されていない。

柱穴・ピット・土坑等　確認されていない。

遺物出土状況　竃前から左手に当たる北東四半に炭化材

が認められる。また、角礫、亜角礫が多く認められる。

竪穴内全体に土師器・須恵器・灰釉陶器片が多数散在す

る。図示したものだけでも、須恵器杯・椀は1０個体、黒

色土器椀1２個体、灰釉陶器椀６個体の他、土師器甕、須

恵器甕、羽釜、壺、灰釉陶器皿、壺などもある。竃内か

らは黒色土器椀(６・11)、須恵器椀(18)が出土するのみ

で使用時の位置をとどめると考えられるものではない。

煮沸形態の甕、羽釜は覆土あるいは竃からは離れた位置

から出土している。１～1２は黒色土器で、２・３・６・

11に墨書がある。鉄製紡茎(46)、刀子茎(47)、や鎌刃部

基部と思われる鉄製品(48)の他、砥石と思われる石片も

出土している。

時　期　1０世紀前半

（10）30号竪穴建物

位　置　２5―89―Ｖ～Ｘ―３・４グリッド　発掘区西部の、

段丘西辺を画する小谷に面した西向き斜面にある。２7号

竪穴建物と重複する。あるいは２7号建物に建て替えられ

第２11図　２7号竪穴建物１

第２章　発掘された遺構と遺物
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０ 10㎝１:３

第２13図　２7号竪穴建物出土遺物１
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０ 10㎝１:３

０ ４㎝１:２

第２14図　２7号竪穴建物出土遺物２

第２節　古代相当面の発掘
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た建物の可能性もあろう。西７mほどの傾斜面に31号竪

穴建物がある。床面最高標高54２.9m。

規模・形状　床面長軸長6.０6m、床面短軸長5.２m、最

大壁高68㎝。主軸方位Ｎ―8２°―Ｗ。平面形は東西に長い

縦長長方形。西部は２7号竪穴建物と共有する。竃掘り方

分に相当する8０～1００㎝分が、２7号竪穴建物より東に張

り出すことになる。

覆　土　覆土に関する記載を欠く。

床・掘り方　地山を掘り込み、厚さ４～５㎝ほどの床を

貼る。竃左手にあたる東壁北半の、Ｐ１から北東隅にか

けて、長さ1.3mほどにわたって壁下に周溝が掘られる。

幅18㎝、深さ８㎝。

竃　東壁中央にある。燃焼部は僅かに壁外に張り出す。

上面が削平されて、燃焼部端が壁外に延びる部分が確

認されるものの、煙道は確認できない。主軸方位はＮ―

1０6°―Ｅ。燃焼部両側に礫が多く残されており、石組み

の構造を持った竃であっただろう。焚き口に相当すると

思われる左右両側石の間51㎝、この礫の前端から掘り方

東端までの長1０２㎝。右袖右側に長67㎝、幅34㎝ほどの

扁平な礫が有り、これが焚き口天井に使用されたものか

もしれない。燃焼部最大幅77㎝。左壁にあたる北部から

燃焼部奥壁にかけて焼土が残る。掘り方上端長２０6㎝、

掘り方幅95㎝。支脚は確認されていない。覆土に関する

記載を欠く。

貯蔵穴　竃右手に当たる竪穴南東隅にある。北東-南西

に長軸を持つ不整長円形で、長軸長98㎝、短軸長69㎝。

浅い椀状の断面形を呈し、深さ２２㎝。覆土に関する記載

を欠くが、写真記録を参照すると角礫が含まれる。

柱穴・ピット・土坑等　掘り方調査時にＰ１～Ｐ３が確

認されている。すべて土層観察所見を欠く。

Ｐ１　竃左手の東壁を東に向かってえぐり込むように掘

られる。上端長軸長２7㎝、短軸長２3㎝、深さ44㎝。断面

形は狭いＵ字状に近く、下半が狭くなる。

Ｐ２　竪穴北東部にある。上端長軸長39㎝、短軸長35㎝、

深さ38㎝。断面形は上部が開くＵ字状ないし深い椀状で、

写真記録を参照すると、覆土には礫が多く含まれる。

Ｐ３　竪穴中央やや南東寄りにある。865号土坑を切る。

上端長軸長37㎝、短軸長3２㎝、深さ19㎝。断面は底面に

凹凸があって上部が開く椀状。

遺物出土状況　竃内から右手の貯蔵穴にかけて、黒色土

器椀15点など、多くの土器が散在するが、使用時の位置

が保たれているものは認めがたい。竃内には土師器甕片

や、須恵器甕(37・38)、黒色土器椀(1０・13)などがあり、

竃右手には須恵器椀(２1・２7・２8)や黒色土器椀(１)、羽

釜(36)があり、貯蔵穴周辺では大型の須恵器甕(34)のほ

か、須恵器・黒色土器椀(７・1０・11・２０)がややまとまっ

て出土している。５～８・18～２1に墨書があり、18は判

読できないが、他は「石本」と読める。

時　期　1０世紀前半

（11）31号竪穴建物

位　置　２5―9０―Ａ・Ｂ―２・３グリッド　発掘区西部の、

段丘西辺を画する小谷の谷頭近くに面した、北向き斜面

にある。東に７mほど離れた西向き斜面に、２7・3０号竪

穴建物がある。床面最高標高54２.16m。

規模・形状　床面長軸長4.59m、床面短軸長4.5m、最

大壁高53㎝。主軸方位Ｎ-15°―Ｗ。僅かに東西に長いが

ほぼ方形の平面形を呈する。

覆　土　土層観察所見を欠く。

床・掘り方　貼り床が認められる。壁周溝が竃左手から

北西角にかけて及び西壁南端近くから南壁東端まで認め

られる。掘り方には特別な造作は認められていない。

竃　北壁東寄りにある。長1２7㎝、幅1００㎝ほどの長円形

に北壁を掘り込み、壁の延長上に焚き口を設けたものら

しい。焼土は掘り方線より北に延びており、煙道が更に

続くものと思われる。側壁に用いられたとみられる扁平

な礫が多く残されているほか、竃右手の竪穴北東隅近く

にも用石と思われる礫が集積されていて、石組み竃で

あったことが示される。

貯蔵穴　確認されていない。

柱穴・ピット・土坑等　床面調査時にＰ１・Ｐ２が確認

されている。ともに土層観察所見を欠く。

Ｐ１　竪穴北西部、北壁から86㎝、西壁から99㎝の位置

にある。46㎝×44㎝のほぼ円形の平面形で、深さ61㎝あ

る。断面形は狭長な逆台形。上位に礫が乗る。

Ｐ２　竪穴中央西寄りにある。南壁から17０㎝、西壁か

ら1２4㎝の位置で、Ｐ１との間は1.7２mある。径２8㎝ほ

どの円形の平面形で、深さ２7㎝。断面形は上方に開くＵ

字状に近い。平板な礫が立位で入っている。

遺物出土状況　煮沸形態の計測可能な土器が17の甕しか

見られず、かつ竃からは離れた位置にある。竃周辺から

第２章　発掘された遺構と遺物
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０ 10㎝１:３

第２17図　3０号竪穴建物出土遺物１

第２節　古代相当面の発掘
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０ 10㎝１:３

第２18図　3０号竪穴建物出土遺物２
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０ 10㎝１:３ ０ ４㎝１:２

前面にかけては須恵器皿(２～４)、椀(５・８・1０～1２)が

出土し、竪穴南西部にも須恵器椀(９・13)が散在する。２・

３には「井マ」、５には「(□)マ」の墨書がある。灰釉陶器皿・

椀も出土している。竃前から鉄製品(２０)、北東隅の礫集

石中から刀子茎(19)が出土している。

時　期　1０世紀前半

（12）32号竪穴建物

位　置　２5―96―Ｐ・Ｑ―19・２０グリッド　発掘区東端、

上位段丘上の北向き緩傾斜部に孤立的にあり、周辺に同

時期の遺構は確認されていない。床面最高標高531.56m。

規模・形状　床面長軸長4.36m、床面短軸長3.9２m、最

大壁高7２㎝。主軸方位Ｎ―86°―Ｅ。遺構平面図ではやや

南北に長い横長長方形の平面形が描かれる。写真では東

第２19図　3０号竪穴建物出土遺物３

第２節　古代相当面の発掘
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０ 10㎝１:３ ０ ４㎝１:２

西南辺が一回り大きく掘削した状態が記録されていて、

これが平面図の破線で描かれた輪郭を示すものと思われ

る。土層断面Ａラインにおいて外周の５・６層を切って

本竪穴が掘削されたかに見える表現があり、２棟の竪穴

の重複とする解釈で発掘が行われたようである。一方、

Ｂラインでは５・６層が共に想定される壁外に連続する。

土層観察所見では特に地山と５・６層の差違が表現され

ず、写真記録でも明確な差違を見いだしがたい。平面図

における表現を発掘時の最終的な解釈として採用した。

覆　土　炭化物粒、焼土粒を含むやや酸化気味の褐色土

で埋没する。最上位覆土の下部にAs-Kkがブロック状に

含まれる。

床・掘り方　地山を掘り込み、にぶい褐色、黄褐色のブ

ロックや焼土粒、炭化物粒を含む暗褐色土を充填して貼

り床とする。良く踏み固められている。北西部に焼土、

炭化材、炭化物が何らかの構造物の存在を示唆するかの

ように方形の範囲に分布する。掘り方は周囲が深く、中

央は掘り残されたような状態で、北東隅には南北1.２２m、

東西1.２9mの床下土坑が設けられる。南部では比較的小

ぶりの土坑状掘り込みが重複する。

竃　東壁南寄りにある。東南隅の貯蔵穴に接する。東壁

を大きく掘り込んで、石組みの煙道を延ばすが、燃焼部

は壁内にある。燃焼部掘り方の前端から煙道先端までの

長198㎝、燃焼部底部の焼土幅64㎝、奥行き56㎝。壁の

延長線上から煙道が始まり、横長の亜角礫３石が並ぶ。

以東も両側壁に礫が３石並んでいる。燃焼部天井の礫は

第２２２図　31号竪穴建物出土遺物２

第２章　発掘された遺構と遺物
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認められないが、右袖石が立位で残存する。燃焼部底面

には焼土、灰が堆積する。底面から燃焼部奥壁を形成す

るように大振りの円礫が置かれている。

貯蔵穴　竃右手に当たる竪穴東南隅にある。東辺、南辺

は竪穴隅に沿い、西辺がやや短いため、東西にやや長い

隅丸台形状の平面形を呈す。長軸79㎝、短軸長71㎝、深

さ15㎝。断面形は底面が丸みを持つ椀状。覆土の記載を

欠くが、写真記録では上位に若干の焼土粒、炭化物粒、

中位に礫を含む褐色の壌土で埋まり、底面には炭化物が

面的に付着するかに見える。

柱穴・ピット・土坑等　床面調査時にＰ１～Ｐ５、掘り

方調査時に床下土坑１を確認している。Ｐ１・２は入り

口施設、Ｐ３は建物構造にかかわる柱穴、Ｐ４・５は竃

にかかわる柱穴かと思われる。

Ｐ１　南壁中央やや西寄りに壁に接して掘られる。２０㎝

×19㎝、深さ17㎝。底面に礫が当たるが、底面は平坦で

断面形は箱形を呈する。

Ｐ２　南壁ほぼ中央に壁に接して掘られる。Ｐ１との距

離は芯々で65㎝。２０㎝×18㎝、深さ17㎝。断面形はＵ字

状を呈する。

Ｐ３　竪穴中央やや西寄りにある。上面は東西54㎝、南

北45㎝の偏円形の平面形を呈し、北西側に径２5㎝ほどの

柱痕状の小穴がある。深さ39㎝。覆土は白色粒・褐色粒、

炭化粒を僅かに含む褐色土で、根固めに使ったと思われ

る礫を含む。

Ｐ４　竃右手にあって、右袖部を切り込み、貯蔵穴に切

られる。東西長4２㎝、南北確認長33㎝。卵形の平面形を

呈する。床面からの深さ６㎝。覆土は白色粒・褐色粒や

大き目の炭化物を含み、焼土粒を少量含む暗褐色土。底

部に土師器甕片がある。竃左手にあるＰ５との距離は

芯々で14０㎝。

Ｐ５　竃左手にある。竃の袖が明確に捉えられないが、

袖を切り込む位置に当たる。南北長31㎝、東西長２3㎝、

長円形の平面形で、床面からの深さ1０㎝。覆土は白色粒、

褐色粒、炭化粒を含み、焼土粒を少量含む暗褐色土。底

部に須恵器片がある。

１号土坑　竪穴東北隅にある。東西1２9㎝、南北1２２㎝の

不整形の平面形で、深さ41㎝。断面形は上部が開く深い

鍋状。覆土は最下位に汚れの少ない明褐色ロームの再堆

積土があり、上位に暗褐色土が乗る。

遺物出土状況　竃周辺から竪穴南半に土器片が散在す

る。竃周辺では土師器甕(11)、同小型甕(８)がある。11

は竪穴本体の掘り方外に主体片があり、ここに棚状の構

造があった可能性が示唆される。須恵器椀(１～６)が南

～西壁沿い及び竪穴中央西寄りに点在する。１は黒色土

器である。灰釉陶器椀、須恵器甕なども出土している。

時　期　1０世紀前半

（13）33号竪穴建物

位　置　２5―99―Ｕ・Ｖ-５・６グリッド　発掘区中部西

寄り、上位段丘上の東向き緩傾斜部にある。東は２6号竪

穴建物まで5０mほどの間隔が開く。西18mに91号、北西

16mに87号、南1０mに81号竪穴建物がある。床面最高標

高537.58m。

規模・形状　床面長軸長南北4.47m、床面短軸長東西確

認長3.85m、最大壁高16㎝。主軸方位Ｎ-78°-Ｅ。西部

が調査区界にあたり、また全体に上面の削平が著しいた

め、全形が把握できない。西部調査時には遺構が認めら

れていない。ややゆがんだ方形に近い平面形と思われる。

覆　土　炭化物粒、焼土粒を含む暗褐色土で埋没する。

床・掘り方　地山を床面とするが、一部小礫やローム粒、

ロームブロックを含むにぶい褐色土を貼っている。

竃　東壁南寄りにある。東壁を長116㎝、幅6０㎝の長円

形に掘り込み、内側に扁平な礫を立て、粘土を貼って構

築したものと見られる。左側壁部には構造材の礫が立位

で残されている。燃焼部長64㎝。燃焼部内には黄褐色ロー

ムが見られるが、赤化は弱い。

貯蔵穴　確認されていない。

柱穴・ピット・土坑等　竪穴北東部に土坑１が記載され

ているが、土層断面で見ると基本土層６層ないし８層に

相当するとされる竪穴建物覆土を切って構築されている

ため、本竪穴建物に関連する遺構としては認定しない。

遺物出土状況　覆土から土師器甕片が出土しているほ

か、竃内に須恵器椀(２～４)、土師器甕(７)があるが、

使用時の原位置をとどめるものはない。南西隅の破片と

接合した須恵器椀(２)には「邑」と読める墨書がある。

時　期　1０世紀第１四半期

（14）35a号竪穴建物

位　置　２5・２6―8０・71―Y・Ａ―15～17グリッド　発掘

区南西端近くの北向き傾斜面にある。35b号竪穴建物を

第２節　古代相当面の発掘
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Ｐ４　１　7.5YR3/4　暗褐色土　白色粒、褐
色粒、大き目の炭化物含む。焼土
粒を少量含む。底部に土師器片あ
り。

3２号竪穴建物
１　7.5YR２/２　黒褐色土　白色、褐色粒、橙色土粒、小礫を僅かに含む。

下部にAs-Kkをブロック状に含む。
２　7.5YR２/２　黒褐色土　白色、褐色粒、橙色土粒、小礫を僅かに含む。

１層より茶色が強く、締まりがある。
３　7.5YR4/4　褐色土　白色粒、褐色粒、炭化物粒、焼土粒を含む。やや

柔らかい。
４　7.5YR4/4　褐色土　白色粒、褐色粒、炭化物粒、焼土粒を含む。３層

よりやや明るい。
５　7.5YR5/4　にぶい褐色土　褐色粒、橙色土粒、小礫、炭化物粒を僅か

に含む。

６　7.5YR２/２　黒褐色土　橙色土粒を含む。白色粒、褐色粒を少量含む。
炭化物粒を僅かに含む。

７　7.5YR4/4　褐色土　白色粒、褐色粒、炭化物粒、多量の焼土粒を含む。
やや柔らかい。

８　7.5YR3/4　暗褐色土　にぶい褐色ブロックを含む。白色粒、褐色粒、
黄褐色ブロック、炭化物粒、焼土粒を僅かに含む。張り床よく踏み固
められている。

９　7.5YR3/4　暗褐色土　白色粒、褐色粒を含む。炭化物粒を僅かに含む。
やや締まりあり。

1０　7.5YR3/4　暗褐色土　白色粒と多量の褐色粒を含む。やや柔らかい。
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１号土坑　
１　7.5YR3/4　暗褐色土　白色粒、褐色粒を含む。炭化

物粒、焼土粒を僅かに含む。
２　２.5Y6/8　明黄褐色土　黄褐色粒を多く含む。白色

粒、褐色粒を僅かに含む。平面では表層外周部に２
～５㎝の帯状に確認された。

３　7.5YR3/4　暗褐色土　白色粒、褐色粒を含む。炭化
物粒、焼土粒を僅かに含む。１層に近いが締まって
いる。

４　7.5YR3/4　暗褐色土　白色粒、褐色粒、炭化物粒を
僅かに含む。やや茶色が強い。

５　２.5Y6/8　明黄褐色土　白色粒、黒褐色土ブロック
(小径)を含む。
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竃　Ｅ～Ｈ
１　7.5YR２/２　黒褐色土　白色、褐色粒、橙色土粒、小礫を僅かに含む。

住居の２層より茶色が強い。
２　7.5YR4/4　褐色土　白色粒、褐色粒、炭化物粒、焼土粒を含む。や

や柔らかい。
３　7.5YR4/4　褐色土　白色粒をやや多く含む。褐色粒を含む。炭化物

粒、焼土粒を僅かに含む。締まりがあり、黄色みが強い。
４　7.5YR4/4　褐色土　炭化物粒、焼土粒をやや多く含む。白色粒、褐

色粒を含む。やや柔らかい。
５　7.5YR4/4　褐色土　炭化物粒、焼土粒を多く含む。白色粒、褐色粒

を含む。やや柔らかい。
６　7.5YR２/２　黒褐色土　ローム粒、炭化物粒、焼土粒を含む。白色、

褐色粒を僅かに含む。一部下部に焼土層有。
６a	 ２.5Y6/8　明黄褐色土　ローム粒を多く含む。白色、褐色粒、炭化

物粒、焼土粒を僅かに含む。
７　7.5YR２/２　黒褐色土　白色、褐色粒、ローム粒、炭化物粒、焼土粒

を僅かに含む。

８　7.5YR5/4　にぶい褐色土　褐色粒、橙色土粒、小礫、炭化物粒を僅かに
含む。

８a	 ２.5YR3/4　暗赤褐色土　８層が焼けたもの。
９　２.5Y6/8　明黄褐色土　白色粒を含む。粘質がやや強い。
1０　２.5YR4/6　赤褐色土　焼土層。
11　5Y7/1　灰白色土　灰層。

１

２

３ ４

５ ６
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33号竪穴建物
１　7.5YR3/２　黒褐色土　褐色粒子、小礫を少量含む。締まり弱くやわら

かい触感。基本土層６層または８層か。
２　7.5YR4/3　褐色土　径１～２㎝の小礫を少量含む。白色・黄色・褐色

粒子を僅かに含む。締まり弱い。
３　7.5YR２/２　黒褐色土　白色・黄色・橙色粒子が目立つ。細粒の炭化物

を僅かに含む。
４　7.5YR3/3　暗褐色土　細粒の炭化物、細粒の橙色粒子(土器片か)が目

立つ。部分的に鉄分付着。

４′	 7.5YR3/3　暗褐色土　細粒の炭化物、土器片かと思われる細粒の橙色
粒子が目立つ。黄色・褐色粒子を多く含む。部分的に鉄分付着。周囲
の層との間にブロック状のロームが入る。

５　7.5YR3/4　暗褐色土　６層の焼土を多量に含む。径５～1０mmのブロッ
ク状の焼土、黄色・橙色粒子を含む。

５′	 7.5YR3/4　暗褐色土　５層と同様だが、焼土が少ない。
６　２.5YR5/6～7.5YR6/6　明赤褐色～橙色土　焼土。
７　7.5YR5/4　にぶい褐色土　小礫、微細な橙色・褐色・黄色粒子を非常に

多く含む。平面的にはロームがブロック状に入る。上面が床面か。
７′	 7.5YR5/4　にぶい褐色土　７層と同様な層相だが、礫が非常に少ない
８　7.5YR4/3　褐色土　細粒の黄色・褐色粒子を少量含む。橙色粒子を僅

かに含む。地山(上位が確認面)か。基本土層９層相当か。
９　7.5YR4/4　褐色土　白色・黄色粒子を少量含む。ローム漸移層。ロー

ムがブロック状に入るところも見られる。

竃
１　7.5YR4/3　褐色土　白色・黄色・褐色粒子を僅かに含む。径１～２㎝

の小礫を少量含む。締まり弱い。
２　7.5YR3/4　暗褐色土　６層の焼土を多量に含む。径５～1０mmのブロッ

ク状の焼土、黄色・橙色粒子を含む。
３　7.5YR5/4　にぶい褐色土　小礫、微細な橙色・褐色・黄色粒子を非常

に多く含む。
４　7.5YR5/4　にぶい褐色土　小礫、微細な橙色・褐色・黄色粒子を非常

に多く含む。
５　7.5YR5/4　にぶい褐色土　４層と同様な層相だが、礫が非常に少ない
６　２.5YR5/6～7.5YR6/6　明赤褐色～橙色土　焼土。



０ 10㎝１:３

切る。149２号土坑に切られる。南西1０mに66号竪穴建物

がある。床面最高標高545.36m。

規模・形状　床面長軸長4.5２m、床面短軸長4.4m、最

大壁高1０㎝。主軸方位Ｎ―78°―Ｅ。南北が僅かに長く、

東壁がやや短い。西壁、北壁は直線的だが南東隅が丸み

を持つ、ゆがんだ方形の平面形を呈する。35b号竪穴建

物を切って、内接するように掘り込まれる。

覆　土　土層断面の記録図と土層観察所見が一致しな

い。土層断面図と平面図上の床面レベルを比較すると、

断面図下端線より平面図床面が２０㎝前後低くなっている

ところから、土層観察所見は断面図記載部分より下位の

土層についての記載である可能性が高い。断面図が採取

された部分については土層観察所見を欠き、以下につい

ては断面図を欠くことになる。共に不完全であるが、そ

れぞれを掲載する。

床・掘り方　土層観察所見を土層断面図以下に関するも

のと見ると、黄褐色～灰褐色を貼って床としている。床

面南半には南北方向に、西壁近くでは東西方向に軸を持

つ炭化材が並列する。

竃　東壁南寄りにある。35b号竪穴建物の竃を踏襲して

構築されたものと見ている。壁内に短く袖を掘り残して

燃焼部及び煙道を構築する。燃焼部は東西59㎝、南北53

㎝、深さ７㎝ほどで、ほぼ半分が壁内にあたる。燃焼部

前端から煙道端まで13０㎝。燃焼部前面から左手の東壁

際に角礫、亜角礫があり、右袖部には袖石の抜き取り痕

と思われる小ピットがある。掘り方部分のみ土層観察所

見があるが、覆土の詳細は把握できない。写真記録を参

照すると、天井崩落土と思われる黄褐色ロームが厚く焼

土化した部分も見られるため、石組みの構造にローム土

を巻いて構築したものと思われる。

貯蔵穴　確認されていない。

柱穴・ピット・土坑等　竪穴南東部に１号土坑、竃左手

にＰ１～Ｐ３がある。共に機能は判然としない。

１号土坑　東西8０㎝、南北63㎝の偏円形の平面形を呈し、

深さ1０㎝。断面形は底部が丸みを持つ浅い皿状。覆土は

締まりのある黒色土。上面に炭化材が乗る。

Ｐ１　竪穴北東部にある。東壁まで11０㎝、北壁まで97

㎝の位置にある。南北3２㎝、東西２9㎝の円形の平面形で

深さ17㎝。断面形はやや深い椀状。覆土はやや締まりの

弱い黒色土。柱痕は認められていない。

第２２8図　33号竪穴建物出土遺物
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１号土坑
１　7.5YR２/1　黒色土　締まりのある黒色土で、黄褐色

粒と小礫、炭化物を含む。

Ｐ１
１　7.5YR3/1　黒色土　やや締まりの弱い黒色土で、黄

褐色土小ブロックと小礫を含む。
２　7.5YR２/1　黒褐色土　１層に類似するが、黄褐色粒

の含有量が多い。
Ｐ２・Ｐ３　
１　7.5YR3/1　黒褐色土　黒色土と黄褐色土粒の混土

で、炭化物を微量に含む。

35号竪穴建物　
４　7.5YR4/２　灰褐色土　暗褐色土と焼土小ブロックの

混土。
５　5YR5/4　にぶい赤褐色土　７層が焼土化した層。
６　5YR２/1　黒褐色土　黒褐色土主体で、少量の黄褐色

粒と焼土粒と炭化物を含み、やや締まりが弱い。
７　5YR4/3　にぶい赤褐色土　黒褐色土と黄褐色土が層

状に重なったもので、硬く締まりが強い。(貼床)
８　YR3/２　暗褐色土　黒褐色土主体で、黄褐色粒を多

く、焼土粒を微量に含み、硬く締まりのある層。(貼
床)

９　5YR4/２　灰褐色土　黄褐色土主体で、黒褐色土粒を
含み硬くしまった層。(貼床)

1０　5YR4/２　灰褐色土　小礫混じりの黄褐色土主体で、
黒褐色土粒を多く含む。

竈掘り方
６　5YR２/1　黒褐色土　やや粘性のある黒褐色土で、

ローム大粒を少量含む。
７　5YR1.7/1　黒色土　黒色土主体で、黄褐色粒を均一

に含む。
８　5YR6/０　にぶい橙色土　焼土ブロック主体で、黒褐

色土ブロックを含む。
９　5YR6/０　にぶい橙色土　焼土。
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竈掘り方

Ｐ２　竃前左手にある。東壁まで45㎝、北壁まで165㎝。

北西のＰ１まで芯々で1.０5m。径２２㎝ほどの円形の平面

形で深さ８㎝。断面形は椀状。覆土は黄褐色土粒や炭化

物粒を含む暗褐色土。柱痕は認められていない。

Ｐ３　竃前左手にある。竃左袖前端まで78㎝、北壁まで

２００㎝、北東のＰ２まで芯々で5０㎝。径２０㎝ほどの円形

の平面形で、深さ９㎝。断面形は椀状。覆土はＰ２と同

相の暗褐色土。柱痕は認められていない。

遺物出土状況　竪穴北東部を中心に土師器甕片など土器

片が散在するが、使用時の位置をとどめるものはない。

竃からは土師器甕片(８)、北壁中央近くから須恵器椀

(５)が出土している。灰釉陶器皿(６)はカマド前部、緑

釉陶器椀(７)は中央やや西寄りから出土している。他に

鞴羽口片(２０)、不明鉄片(２1)が出土している。

時　期　1０世紀第１～第２四半期

（15）35b号竪穴建物

位　 置　２5・２6-8０・71―Y・Ａ-15～17グリッド　発掘

区南西端近くの北向き傾斜面にある。35ａ号竪穴建物、

第２3０図　35号竪穴建物２・出土遺物

第２節　古代相当面の発掘
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149２号土坑、73号・74号焼土に切られる。南西1０mに66

号竪穴建物がある。床面最高標高545.46m。

規模・形状　床面長軸長5.98m、床面短軸長5.36m、最

大壁高２8㎝。主軸方位南壁でＮ-59°-Ｅ。北に頂点を持

つ隅丸五角形状の平面形を呈する。

覆　土　土層観察所見を欠く。

床・掘り方　掘削底面を床とする。

竃　東壁南寄りにある。35ａ号竪穴建物の竃と重複する。

地山を長く掘り残して袖とし、燃焼部及び煙道を構築す

る。

貯蔵穴　確認されていない。

柱穴・ピット・土坑等　確認されていない。

遺物出土状況　本竪穴に帰属するものとして位置を示さ

れた出土遺物はない。

時　期　不明　

付　記　調査時に35ａ・b号竪穴建物という２棟の竪穴

建物が重複したものと判断されているため、これを記載

した。編集段階の所見としては、35b号竪穴建物に伴う

竃の構造が捉えられないこと、遺物がないこと、写真記

録を参照すると35ａ号竪穴建物竃土層断面における４・

５層に炭化物や焼土が含まれ、地山と同一層のように見

えること、73号焼土との重複部における下端表現を含め、

外形が明確に捉えられていないことなどから、遺構では

ない可能性を考慮すべきと考える。

（16）36号竪穴建物

位　置　35―９―Ｄ・Ｅ―３・４グリッド　下位段丘の東部、

竪穴建物群の中部に位置する。西1０mに39号竪穴建物、

北８mに37号竪穴建物がある。床面最高標高5２9.45m。

規模・形状　床面長軸長3.48m、床面短軸長3.18m、最

大壁高18㎝。主軸方位南壁でＮ―86°―Ｅ。南北にやや長く、

南辺が北辺に比してやや短い、弱い横長台形状の平面形

を呈する。

覆　土　白色軽石、黄橙色粒・ブロックを全体に含む。

２０～4０㎜の地山礫を少量混入する黒褐色土を主体とす

る。

床・掘り方　掘削底面に黄橙色土、にぶい黄橙色土を充

填して床を貼り、その後１号・２号土坑を掘削してこれ

を黒褐色土、暗褐色土で埋めて床面を再構成している。

西部中央に赤化の強い焼土や炭化物、北西部には板状の

炭化材片が認められる。

竃　東壁中央を半円形に掘り込んで構築する。掘り方奥

壁近くが焼土化する。袖や燃焼部の掘り込みは確認され

ていない。左側壁部に扁平な礫があり、構造材の残痕か

と思われる。壁掘り込み部の幅46㎝、壁延長線から掘り

方奥壁まで69㎝。

貯蔵穴　確認されていない。

柱穴・ピット・土坑等　床面調査時に北東隅で径7０㎝、

深さ９㎝ほどの土坑状落ち込みを確認しているが、遺構

名称や土層堆積状況、断面に関する記載を欠く。掘り方

調査時に、１号・２号土坑を確認している。

１号土坑　竪穴南東部にある。長軸長11２㎝、短軸長1０8

㎝、深さ3２㎝ほどで、東西に長い偏円形の平面形、断面

形は上部が開く鍋状を呈する。先述の通り貼り床を切っ

ており、覆土は暗褐色～黒褐色土で、上層に黄橙色土粒

を多量に含む。掘り方東端から東壁下端まで37.5㎝、掘

り方南端から南壁下端まで4２㎝。

２号土坑　北西隅に接するようにある。長軸長96㎝、短

軸長87㎝、深さ２1㎝で、南北に長い偏円形の平面形、断

面形は椀状に近い。

遺物出土状況　竪穴北西部で、板状炭化材と共に須恵器

皿(１)が出土している。

時　期　９世紀後半

（17）37号竪穴建物

位　置　35―９―Ｄ・Ｅ―６・７グリッド　下位段丘の東

部、竪穴建物群の中部に位置する。東11mに２1号竪穴建

物、西14mに38号竪穴建物、南８mに36号竪穴建物があ

る。1０34号・1０79号・119０号土坑に切られる。床面最高

標高5２9.54m。

規模・形状　床面長軸長4.11m、床面短軸長3.18m、最

大壁高37㎝。主軸方位Ｎ―66°―Ｅ。南北に長い横長長方

形の平面形を呈する。

覆　土　やや粘質の黒褐色土を主体とする。床面近くには

白色軽石や黄橙色土ブロックを含む暗褐色土が堆積する。

床・掘り方　掘削底面に、黄橙色土ブロックを含むにぶ

い黄橙色土を充填して床を貼る。竃左手に当たる東壁北

部から北壁、西壁を経て南壁中央近くまで、幅８～13㎝、

深さ３～４㎝の壁周溝をめぐらせる。掘り方では四隅を

土坑状に掘り込むほか、竃前から竪穴南東部にも大きな

掘り込みがある。

竃　東壁南寄りを壁外に隅丸方形状に掘り込む。左右の

第２章　発掘された遺構と遺物
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袖は短く掘り残す。燃焼部はほぼ壁内に置く。両袖部前

端の内側49.5㎝。前端から煙道端部まで83㎝。主軸方位

はＮ―75°―Ｅ。右側壁部に扁平な礫が並ぶように確認さ

れ、掘り方奥の両側に礫の抜き取り跡と思われるピット

があることから、石組みの構造を有したものと思われる。

赤化の強い焼土が袖端部から6０㎝まで認められる。

貯蔵穴　東南隅にある３号土坑が貯蔵穴に相当すると思

われる。長軸長74㎝、短軸長68㎝、深さ1２㎝ほどで、ゆ

がんだ円形の平面形、ほぼ箱形の断面形を呈する。覆土

下層はにぶい黄褐色土、上層は褐色～黒褐色土。北東部

に一段深い掘り込みがある。長軸長36㎝、短軸長3０㎝、

深さ４㎝。土師器甕片が出土している。

柱穴・ピット・土坑等　床面調査時にＰ１～Ｐ３、掘り

方調査時に１号・２号・４号土坑を確認している。Ｐ１

～Ｐ３は柱痕が確認できないが、３号土坑内の掘り込み

と共に柱穴相当位置にある。３号土坑は貯蔵穴として記

載した。

１号土坑　竪穴北東隅にほぼ接するようにある。長軸長

第２31図　36号竪穴建物１

第２節　古代相当面の発掘
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36号竪穴建物
１　1０YR3/1　黒褐色土　極小の白色軽石、黄橙色粒・ブロッ

クを全体に含む。２０～4０㎜の地山礫を少量含む。
２　1０YR7/8　黄橙色土　黄橙色粒を多量に含む。5０～3００㎜

の地山礫を含む。
３　1０YR3/4　暗褐色土　極小の白色軽石を含む。黄橙色粒

を多量に含む。やや粘質。
４　1０YR7/4　にぶい黄橙色土　黄橙色粒、・黄橙色・黒褐色

ブロックを含む。
５　1０YR8/8　黄橙色土　地山の黄橙色砂質土主体。

１号土坑
１　1０YR3/3　暗褐色土　極小の白色軽石、黄橙色粒を多量に含む。

上層に炭化粒を少量含む。
２　1０YR3/1　黒褐色土　極小の白色軽石、黄橙色粒を含む。炭化

物粒を少量含む。1０～２０㎜の地山礫を含む。
３　1０YR3/4　暗褐色土　極小の白色軽石、黄橙色粒を含む。

２号土坑
１　1０YR3/3　暗褐色土　極小の白色軽石、黄橙色粒・ブロックを多

量に含む。
２　1０YR3/1　黒褐色土　極小の白色軽石、黄橙色粒、黒褐色ブロッ

クを含む。締まりあり。
３　1０YR6/8　明黄褐色土　黄橙色粒・ブロックを多量に含む。
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竈掘り方竈

8２㎝、短軸長73㎝、深さ16㎝。ややゆがんだ円形の平面

形で、断面形は鍋状。覆土は暗褐色土が主体で、底面近

くはにぶい黄褐色土。

２号土坑　竪穴南西隅部にある。西壁下端まで1２０㎝、

南壁下端まで２1㎝。Ｐ３に切られる。長軸長79㎝、短軸

長7０㎝、深さ２3㎝。北東-南西に長軸を持ち、北東部が

膨らんだ卵形の平面形を呈し、断面形は鍋状。覆土は暗

褐色土が主体で、底面近くはにぶい黄褐色土。

４号土坑　竪穴北西隅部にある。西壁下端まで15㎝、北

壁下端まで５㎝。長軸長147㎝、短軸長9０㎝、深さ２8㎝。

南北に長軸を持つ、特に西部が乱れてゆがんだ長円形の

平面形で、底面は中央が一段低くなる。覆土は地山の黄

橙色砂質土ブロックを含む黒褐色土。

Ｐ１　竪穴北東部にある。東壁下端まで45㎝、北壁下端

まで114㎝。径２5㎝、深さ６㎝。円形の平面形で断面形

はほぼ箱形。覆土は黄橙色砂質土ブロックを含む褐色土。

Ｐ２　竪穴中央北西寄りにある。西壁下端まで1２０㎝、

北壁下端まで111㎝。径37㎝、深さ14㎝。ややゆがんだ

円形の平面形で、断面形は椀状を呈する。覆土は黄橙色

砂質土ブロックを含む暗褐色土で、柱痕相当位置が攪乱

されている。

Ｐ３	竪穴南西部にある。西壁下端まで18０㎝、南壁下端

まで39㎝。長軸長3２㎝、短軸長２8㎝、深さ２２㎝。南北に

やや長い偏円形の平面形で、断面形はやや深い椀状。覆

土は黄橙色砂質土、黒色土のブロックを含む暗褐色土。

柱痕は確認されていない。

遺物出土状況　竃、貯蔵穴周辺と竪穴南半に、土師器甕

(３)、須恵器皿(１)の破片が散在するが、使用時の位置

をとどめるものではない。貯蔵穴から土師器甕片(４)、

竪穴南西部で須恵器杯(２)が出土している。

時　期　９世紀第３四半期

（18）38号竪穴建物

位　置　35―９―Ｈ～Ｊ―６・７グリッド　下位段丘の東

部、竪穴建物群の中部に位置する。西14mに37号竪穴

建物、南０.4mに39号竪穴建物がある。床面最高標高

5２9.38m。

規模・形状　床面長軸長3.74m、床面短軸長3.54m、最

大壁高5２㎝。主軸方位Ｎ―85°―Ｅ。東西に僅かに長いが、

第２3２図　36号竪穴建物２・出土遺物

第２章　発掘された遺構と遺物

286

竃
１　7.5YR8/8　黄橙色土　焼土主体。僅かに極小の白色軽石を含む。
２　1０YR２/1　黒色土　極小の白色軽石、黄橙色粒を多量に含む。上層

に焼土粒、灰層を含む。
３　1０YR3/1　黒褐色土　極小の白色軽石、黄橙色粒を含む。
４　1０YR3/4　暗褐色土　極小の白色軽石、黄橙色粒を含む。1０～　　　　　　

3０㎜の地山礫を含む。
５　1０YR8/8　黄橙色土　地山の黄橙色砂質土主体。

１
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第２33図　37号竪穴建物１
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37号竪穴建物	
１　1０YR3/1　黒褐色土　極小の白色軽石、黄橙色粒を

全体に含む。やや粘質。
２　1０YR3/4　暗褐色土　極小の白色軽石、黄橙色粒・

ブロックを含む。
３　1０YR8/8　黄橙色土　黄橙色土ブロック。
４　1０YR7/4　にぶい黄橙色土　黄橙色・暗褐色ブロッ

クを含む。
５　1０YR２/1　黒色土　極小の白色軽石、黄橙色粒を含

む。周溝。
６　1０YR3/1　黒褐色土　黄橙色粒を含む。締まりない。

Ｐ１　１　1０YR4/4　褐色土　極小の白色軽石、黄橙色砂質
土ブロックを含む。

Ｐ２　１　1０YR3/3　暗褐色土　黄橙色粒、黄橙色砂質土ブ
ロックを含む。

Ｐ３　１　1０YR3/3　暗褐色土　黄橙色砂質土、黒色ブロッ
クを少量含む。

３号土坑　
１　1０YR3/1　黒褐色土　極小の白色軽石、黄橙色粒を含む。
２　1０YR4/4　褐色土　黄橙色粒、鉄分凝縮ブロックを含む。
３　1０YR3/3　暗褐色土　極小の白色軽石、黄橙色粒、焼土粒を多量に含む。
４　1０YR5/8　にぶい黄褐色土　黄橙色粒を多量に含む。
５　1０YR7/4　にぶい黄橙色土　褐色土ブロックを含む。地山の黄橙色砂

質土主体。
４号土坑　
１　1０YR3/1　黒褐色土　極小の白色軽石、黄橙色粒を含む。地山の黄橙

色砂質土ブロックを不整に含む。

１号土坑　
１　1０YR3/3　暗褐色土　極小の白色軽石、黄橙色粒を多量に含む。締

まり弱い。
２　1０YR7/4　にぶい黄橙色土　地山黄橙色土砂質土主体。
２号土坑　
１　1０YR3/3　暗褐色土　極小の白色軽石、黄橙色粒、焼土粒を多量に

含む。
２　1０YR7/4　にぶい黄橙色土　褐色土ブロックを含む。地山の黄橙色

砂質土主体。
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竈	 　　
１　1０YR3/3　暗褐色土　極小の白色軽石、黄橙色粒を多量に

含む。下層に焼土粒を僅かに含む。
２　1０YR3/4　暗褐色土　焼土粒・ブロック、極小の白色軽石、

黄橙色粒を含む。炭化粒を少量含む。
３　1０YR7/4　にぶい黄橙色土　焼土粒、黄橙色粒を多量に含

む。
４　1０YR7/4　にぶい黄橙色土　焼土粒・ブロック、黄橙色粒

を多量に含む。
５　1０YR3/1　黒褐色土　黄橙色粒を含む。焼土粒を少量含む。
６　1０YR5/4　にぶい黄褐色土　黄橙色粒、黒色土ブロックを

含む。
７　1０YR3/1　黒褐色土　極小の白色軽石、黄橙色粒を多量に

含む。締まりあり。
８　1０YR7/4　にぶい黄橙色土　焼土粒、黄橙色・黒褐色ブロッ

クを含む。
９　1０YR２/1　黒色土　黒色土ブロック主体。
1０　1０YR3/1　黒褐色土　焼土粒、黄橙色粒を含む。
11　1０R6/8　赤橙色土　焼土粒・ブロック主体。黒褐色ブロッ

クを少量含む。
1２　1０YR7/6　明黄褐色土　極小の焼土粒を多量に含む。
13　1０YR3/4　暗褐色土　焼土粒、黄橙色粒を多量に含む。黒

褐色ブロックを少量含む。
14　1０YR4/4　褐色土　焼土粒・ブロックを含む。締まりない。
15　1０YR7/4　にぶい黄橙色土　地山の黄橙色砂質土主体。上

層に焼土粒を含む。
16　1０YR8/8　黄色褐色土　焼土粒・ブロックを含む。黒色土

ブロックを少量含む。
17　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色粒、焼土粒を少量含む。
18　1０YR3/1　黒褐色土　極小の白色軽石、焼土粒を少量含む。

１

２

３

４



ほぼ整った方形の平面形を呈する。壁の残りも良く、上

方に強く立ち上がる。

覆　土　壁際に黒褐色土ブロックを多量に含む暗褐色土

が堆積し、これを黄橙色土粒を多量に含む黒褐色土が覆

う。上位は締まった暗褐色土で、中央部ににぶい黄褐色

土が乗る。

床・掘り方　掘削底面に黒褐色土ブロックを含むにぶい

黄褐色土を充填して床を貼る。竃左手に当たる東壁北寄

りから北西隅まで、及び西壁中央近くから南壁東端の貯

蔵穴(１号土坑)西まで、幅14～18㎝の壁周溝がめぐる。

竃　東壁南寄りを壁外に張り出すように掘り込んで燃焼

部、煙道を構築する。両袖は地山を小さく掘り残す。両

袖前端から煙道端部まで1０5㎝、両袖内側幅5０㎝。燃焼

部中位での掘り方下底幅55㎝で、左側壁は幅33㎝ほどの

中段が形成される。燃焼部の手前側にのみ礫が残されて

おり、石組みの焚き口があったものと想定されるが、側

壁部には礫の抜き取り痕跡が認められないため、燃焼部

や煙道には石組み構造を伴わなかったものと思われる。

焚き口部から燃焼部奥にかけて、強く赤化した焼土が認

められる。掘り方では左袖部手前に長軸長37㎝、短軸長

31㎝、深さ1０㎝ほどの南北にやや長い偏円形の平面形を

呈する小ピットが掘られている。

貯蔵穴　竪穴東南隅にある１号土坑が貯蔵穴に相当す

る。長軸長54㎝、短軸長38㎝、深さ２０㎝。東西に長い長

円形の平面形で、断面形は鍋状。覆土は暗褐色土を主体

とし、炭化材片を含む。下位は炭化物粒を含むにぶい黄

褐色土。須恵器杯が出土している。掘り方では東西84㎝、

南北7０.5㎝ほどの大きさで、東壁、南壁を僅かながらえ

ぐるように掘り込まれている。

柱穴・ピット・土坑等　床面調査時にＰ１が、掘り方調

査時に２号土坑が確認されている。１号土坑は貯蔵穴と

して記載した。

２号土坑　竪穴北東隅にある。長軸長6２㎝、短軸長56㎝、

深さ13㎝。南北にやや長いゆがんだ円形の平面形で、断

面形はやや浅い椀状。覆土は黄橙色土ブロックを含む暗

褐色土。

Ｐ１　西壁中央近くにある。西壁下端との距離6０㎝、北

壁下端との距離18０㎝、南壁下端との距離18２㎝。長軸長

4０㎝、短軸長3０㎝、深さ17㎝。南北に長い偏円形の平面

形で、断面形は椀状。覆土は黒褐色土ブロックを含むに

ぶい黄褐色土で、締まりが弱い。掘り方では壁との間に

小ピットが認められる。

遺物出土状況　竪穴内に土師器、須恵器片が散在するが、

使用時の位置をとどめるものはない。竃左右に土師器甕

片(７・８)、貯蔵穴から須恵器杯(２)、竪穴中央北西寄

りから須恵器杯(４)が出土している。２には外底面に墨

書がある。

時　期　９世紀第３四半期

（19）39号竪穴建物

位　置　35―９―Ｈ・Ｉ―４・５グリッド　下位段丘の東

部、竪穴建物群の中部に位置する。東1０mに36号竪穴建

物、北０.4mに38号竪穴建物がある。1０55号、1０59号土

坑に切られる。床面最高標高5２9.65m。

規模・形状　床面長軸長5.41m、床面短軸長4.０２m、最

大壁高5０㎝。主軸方位Ｎ―69°―Ｅ。南北に長い横長長方

形の平面形を呈する。壁の残りは良く、やや外方に開き

ながら立ち上がる。

覆　土　下位に黄橙色土ブロックを含む黒褐色土があ

り、中位にやや締まりのある暗褐色土が乗る。上位は黄

褐色土ブロックを多量に含むにぶい黄褐色土である。

床・掘り方　床面以下の土層観察所見を欠くが、掘削底

面に11層・15層を充填して床を貼る。掘り方には１号・

２号土坑のほか北東部と南西部に土坑状の掘り込みが見

られる。

竃　東壁中央に２号竃、その南に１号竃がある。１号竃

が新しい。

１号竃　東壁南寄りを掘り込んで燃焼部及び煙道を構築

する。袖は地山と同質の黄橙色砂質土で、焼土粒を含む。

主軸方位はＮ―7０°―Ｅ。袖前端幅8２㎝、燃焼部幅36㎝、袖

前端から竃掘り方端部まで11０㎝。覆土は焼土粒を含む暗

褐色土。燃焼部から煙道にかけて、地山ロームが焼土化

している。袖前端から55.5㎝入った左側壁寄りに石が据

えられる。燃焼部奥の煙道との接合部近くに当たり、ま

た上端レベルが5２9.98mとかなり高いため、支脚として

良いかためらわれる。右側壁部には扁平な礫が据えられ

る。掘り方では左右両壁に礫を抜いた痕跡と思われる凹

みがある事も併せ、石組み構造を有したものと考えられ

る。

２号竃　東壁中央を掘り込んで燃焼部及び煙道を構築す

る。右袖は１号竃に踏襲され、左袖は地山を掘り残した

第２節　古代相当面の発掘
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38号竪穴建物	
１　1０YR5/4　にぶい黄褐色土　黄褐色土ブロックを多

量に含む。極小の白色軽石、黄橙色粒を含む。
２　1０YR3/4　暗褐色土　極小の白色軽石、黄橙色粒を

全体に含む。やや締まりあり。
３　1０YR3/1　黒褐色土　黄橙色粒を多量に含む。極小

の白色軽石を含む。
４　1０YR7/4　にぶい黄橙色土　地山の黄橙色砂質土ブ

ロック、黒褐色土ブロックを含む。締まり弱い。
５　1０YR２/1　黒色土　黄橙色粒を少量含む。
６　1０YR3/3　暗褐色土　極小の白色軽石、黄橙色粒、

黒褐色土ブロックを多量に含む。
７　1０YR7/4　にぶい黄橙色土　黒褐色土ブロックを含

む。地山の黄橙色砂質土主体。
８　1０YR3/1　黒褐色土　極小の白色軽石、黄橙色土ブ

ロックを少量含む。
９　1０YR3/1　黒褐色土　黄橙色土ブロックを含む。

１号土坑
１　1０YR3/4　暗褐色土　極小の白色軽石、黄橙色粒を含む。
２　1０YR8/4　浅黄橙色土　地山の黄橙色砂質土ブロック主体。
３　1０YR3/3　暗褐色土　黄橙色粒、炭化物粒を少量を含む。
４　1０YR7/4　にぶい黄橙色土　黄橙色粒、ブロック、炭化物粒を

全体に含む。
５　1０YR7/4　にぶい黄橙色土　黄橙色砂質土主体。
２号土坑
１　1０YR3/3　暗褐色土　極小の白色軽石、黄橙色粒・ブロックを

多量に含む。

Ｐ１
１　1０YR7/4　にぶい黄橙色土　黒褐色土ブロックを多量に含む。

締まり弱い。
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竃　
１　1０YR3/3　暗褐色土　極小の白色軽石、黄橙色粒、焼土粒を含む。
２　1０YR3/4　暗褐色土　焼土粒・ブロック、黄橙色粒を含む。
３　1０YR7/4　にぶい黄橙色土　黄橙色粒・ブロック、焼土粒・ブロッ

クを多量に含む。
４　1０YR7/4　にぶい黄橙色土　焼土粒・ブロック、黄橙色粒を含む。
５　1０YR3/1　黒褐色土　黄橙色粒を含む。上層に焼土粒を少量含む。
６　1０YR5/4　にぶい黄褐色土　黄橙色粒・黄褐色ブロックを含む。

僅かに焼土粒を含む。締まり弱い。
７　1０YR3/4　暗褐色土　極小の白色軽石、黄橙色粒を含む。
８　1０YR3/1　黒褐色土　黄橙色粒・ブロックを含む。
９　1０YR２/1　黒色土　黄橙色粒、黄褐色ブロックを含む。
1０　1０YR3/1　黒褐色土　焼土粒、黄橙色粒を少量含む。
11　1０YR3/1　黒褐色土　極小の白色軽石、黄橙色粒を含む。焼土粒

を少量含む。やや締まりあり。
1２　1０YR7/4　にぶい黄橙色土　黄橙色砂質土ブロック主体。
13　1０YR4/4　褐色土　黄橙色粒、褐色土ブロックを含む。

１
２

３ ４

５

６
７



０ 10㎝１:３

物らしい。覆土は１号竃の袖と同じく焼土粒を含む黄橙

色砂質土とされており、埋め戻されたものかもしれない。

主軸方位はＮ―6２°―Ｅ。袖前端幅5０㎝、袖部前端には礫

の抜き取り痕などは見られない。また、支脚も認められ

ない。

貯蔵穴　確認されていない。

柱穴・ピット・土坑等　床面調査時にＰ１～Ｐ４、掘り

方調査時に１号、２号土坑が確認されている。

Ｐ１　竪穴中央北西部にある。北壁下端まで171㎝、西

壁下端まで1２9㎝。長軸長34㎝、短軸長31㎝、深さ14㎝。

南北に僅かに長いゆがんだ円形の平面形で、断面形は鍋

状。覆土は黄橙色ブロックを含むにぶい黄橙色土。

Ｐ２　竪穴南東隅近くにある。東壁下端まで64.5㎝、南

壁下端まで51㎝、西のＰ３まで芯々で０.63m。長軸長33

㎝、短軸長２6㎝、深さ1０㎝。東西に長く東部がやや広い

卵形の平面形で、断面形は鍋状。覆土は黄橙色ブロック

を含む暗褐色土。

Ｐ３　竪穴東南隅近くにある。東壁下端まで1２０㎝、南

壁下端まで75㎝。上端では径5０㎝ほどの円形の平面形で、

南西寄りが径33㎝ほどで一段深く掘られる。深さ6０㎝。

断面形は上面が開く深い漏斗状で、覆土は下位に黒褐色

土ブロックを多く含む黄橙色土、上位に暗褐色土が乗る。

柱痕は認められていない。

Ｐ４　竪穴中央近くにある。西壁下端まで２０4㎝、南壁

下端まで２13㎝。長軸長3０㎝、短軸長２4㎝、深さ7㎝。東

西にやや長い偏円形の平面形で、底面が波打って断面形

は不定形。覆土に関する記載を欠く。

１号土坑　竪穴中央近くにある。西壁下端まで２２5㎝、

北壁下端まで２55㎝。長軸長76㎝、短軸長6０㎝、深さ11㎝。

南北に長いゆがんだ長円形の平面形で、断面形は底部が

乱れた鍋状。覆土は黄橙色土、黒色土のブロックを含む

暗褐色土。

２号土坑　１号竃の前にある。竃袖前端線から直近の土

坑上端まで２4㎝。長軸長1２1㎝、短軸長76㎝、深さ13㎝。

東西に長軸を持つ長円形の平面形で、断面形は鍋状。覆

土は黄橙色土、黒褐色土のブロックを含む暗褐色土。

遺物出土状況　竃前から竃右手に当たる竪穴南東部にか

けて礫や土器片が出土している。南東隅部にはやや大ぶ

りの円礫、亜角礫が多く認められる。竃右手に羽釜片(1０)

があり、左手には土師器甕片(６～９)がまとまる。６・

９はロクロ甕である。須恵器杯、椀、甕、壺なども出土

している。３には体部内外面に墨書がある。

時　期　1０世紀前半

（20）40号竪穴建物

位　置　２5―99―Ｇ・Ｈ―15・16グリッド　上位段丘西部

平坦面北部にある。東13mに4２号竪穴建物、南17mに44

号竪穴建物がある。1176号・1２０２号・1２２3号・1２43号土

坑に切られる。床面最高標高535.5m。

規模・形状　床面長軸長4.88m、床面短軸長4.73m、最

大壁高47㎝。主軸方位Ｎ―87°―Ｅ。僅かに南北に長いが、

ほぼ方形の平面形を呈する。発掘区界にあたり、北部で

は上面が大きく削平される。北西隅は1２２3号・1２43号土

坑に切られて把握できない。南部では壁が良く残ってい

る。

覆　土　上位は小礫を含む黒褐色土、下位は小礫や黄色

軽石を含む締まった暗褐色土で、床面上に黄褐色砂質土

をブロック状に含む部分がある。

床・掘り方　掘削底面に床を貼る。床下の土坑は床貼り

後に掘削、再埋設されているため、土坑部分がやや窪ん

でいる。竪穴中央南寄りには特に硬化した面が広がる。

北西隅は攪乱されているため確認できないが、竃左手に

当たる東壁北部から北壁にかけて及び西壁南寄りに、幅

第２37図　38号竪穴建物出土遺物２
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39号竪穴建物
１　1０YR5/4　にぶい黄褐色土　黄褐色土ブロックを

多量に含む。極小の白色軽石、黄橙色粒を含む。
２　1０YR3/4　暗褐色土　極小の白色軽石、黄橙色粒

を全体に含む。やや締まりあり。
３　1０YR3/1　黒褐色土　黄橙色粒を多量に含む。極

小の白色軽石を含む。
４　1０YR7/4　にぶい黄橙色土　地山の黄橙色砂質土

ブロック、黒褐色土ブロックを含む。締まり弱い。
５　1０YR２/1　黒色土　黄橙色粒を少量含む。
６　1０YR3/3　暗褐色土　極小の白色軽石、黄橙色粒、

黒褐色土ブロックを多量に含む。
７　1０YR7/4　にぶい黄橙色土　黒褐色土ブロックを

含む。地山の黄橙色砂質土主体。
８　1０YR3/1　黒褐色土　極小の白色軽石、黄橙色土

ブロックを少量含む。
９　1０YR3/1　黒褐色土　黄橙色土ブロックを含む。

１号土坑
１　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色粒・ブロックを含む。

焼土粒、黒色土ブロックを少量含む。
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Ｐ１　１　1０YR6/4　にぶい黄橙色土　黄橙色粒・ブロッ
クを少量含む。締まり弱い。

Ｐ２　１　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色粒・ブロックを多
量に含む。黒褐色土ブロックを含む。僅かに焼
土粒を含む。

Ｐ３　１　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色粒、黒褐色土ブロッ
クを含む。僅かに焼土粒を含む。

　　　２　1０YR6/4　にぶい黄橙色土　黄橙色粒、黒褐色
土ブロックを含む。

　　　３　1０YR8/6　黄橙色土　黒褐色土ブロックを多量
に含む。黄橙色粒、ブロックを含む。
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１号竈　Ｃ－Ｃ′・Ｅ－Ｅ′　　
１　1０YR3/3　暗褐色土　極小の白色軽石、黄橙色粒を含む。
２　1０YR6/8　明黄褐色土　明黄褐色土ブロック。
３　1０YR7/4　にぶい黄橙色土　黄橙色粒・ブロックを含む。
４　1０YR3/4　暗褐色土　極小の白色軽石、黄橙色粒を多量に含む。

焼土粒、炭化粒を含む。
５　1０R6/8　赤橙色土　焼土粒・ブロック主体。
６　1０YR5/4　にぶい黄褐色土　黄橙色粒・黄褐色ブロックを含む。

僅かに焼土粒、炭化粒を含む。
７　1０YR8/4　浅黄橙色土　地山の黄橙色砂質土主体。焼土粒を少

量含む。
８　1０YR8/8　黄橙色土　黄橙色粒、黒褐色土ブロックを含む。僅

かに焼土粒を含む。
９　1０YR3/1　黒褐色土　焼土粒・ブロックを少量含む。
1０　1０YR3/3　暗褐色土　極小の白色軽石、黄橙色粒、炭化粒を含む。

11　1０YR5/4　にぶい黄褐色土　黄橙色粒を含む。僅かに焼土粒を上層
に含む。

1２　1０YR5/8　黄褐色土　黄橙色粒・ブロック、炭化粒、焼土粒を含む。
13　1０YR3/1　黒褐色土　炭化粒を多量に含む。黄橙色粒、焼土粒を少

量含む。
14　1０YR5/4　にぶい黄褐色土　黄橙色粒・黄褐色ブロックを多量に含

む。僅かに炭化粒を含む。
15　1０YR8/6　黄橙色土　炭化粒を少量含む。地山の黄橙色砂質土主体。
16　1０YR3/4　暗褐色土　黒褐色土ブロックを含む。僅かに炭化粒を含

む。地山の黄橙色砂質土主体。
17　1０YR5/6　黄褐色土　黄橙色粒を含む。炭化粒、焼土粒を少量含む。
18　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色粒、焼土粒を含む。3０㎜ほどの小礫を

含む。
19　1０YR3/1　黒褐色土　黄橙色粒を多量に含む。下層に焼土粒・ブロッ

クを含む。

２号竈　Ｇ－Ｇ′　　
１　1０YR3/3　暗褐色土　極小の白色軽石、黄橙色粒を含む。焼土粒・

ブロックを含む。
２　1０YR5/4　にぶい黄褐色土　焼土粒・ブロックを多量に含む。

極小の白色軽石、黄橙色粒を含む。
３　1０YR8/4　浅黄橙色土　極小の白色軽石、黄橙色粒を含む。焼

土粒、黒褐色土ブロックを少量含む。
４　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色粒、黒褐色土ブロックを含む。焼

土粒を少量含む。
５　1０YR3/3　暗褐色土　極小の白色軽石、黄橙色粒、焼土粒を多

量に含む。
６　1０YR6/4　にぶい黄橙色土　焼土粒・ブロックを多量に含む。
７　1０YR6/8　明黄褐色土　焼土粒・ブロックを多量に含む。極小

の白色軽石、黄橙色粒を少量含む。
８　1０YR5/6　黄褐色土　黄橙色粒、焼土粒を少量含む。
９　1０YR5/4　にぶい黄褐色土　焼土粒、褐色土ブロックを含む。
1０　1０YR8/6　浅黄橙色土　焼土粒を少量含む。地山の黄橙色砂質

土主体。
11　1０YR4/4　褐色土　黄橙色粒・黄褐色ブロックを含む。僅かに

焼土粒を含む。
　　

１・２号竈　Ｈ－Ｈ′　　
１　1０YR8/6　黄橙色土　黒褐色土ブロック、焼土粒を少量含む。

地山の黄橙色砂質土主体。
２　1０YR8/6　黄橙色土　地山の黄橙色砂質土主体。僅かに焼土粒

を含む。締まり弱い。
３　1０YR8/6　浅黄橙色土　焼土粒を多量に含む。
４　1０YR8/6　黄橙色土　焼土粒、黒褐色土ブロックを少量含む。
５　1０YR8/6　黄橙色土　黒褐色土ブロックを含む。焼土粒を少量

含む。

１

２

３
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1２～14㎝、深さ７～９㎝の壁周溝が認められる。竃前に

は焼土が広がり、北東隅にも焼土が認められる。

竃　東壁中央からやや南寄りの壁面を掘り込んで構築さ

れる。掘り方で見ると、燃焼部は壁内にあり、煙道部を

壁外に張り出す。燃焼部の両側壁は扁平な礫を複数列立

て並べて構成しており、煙道部側壁にも礫が並ぶ。土層

観察所見を欠くが、石組み構造を地山ロームと暗褐色土

の混土による構築材で巻いていたものと考えられる。主

軸方位はＮ―87°―Ｅ。袖石の内側幅37.5㎝、袖前端から

掘り方奥部まで1０5㎝、煙道幅２8㎝。底面には赤化の強

い焼土が残され、竃手前にも広がる。

貯蔵穴　竃右手に当たる東南隅近くにある１号土坑が貯

蔵穴に相当するものと思われる。長軸長171㎝、短軸長

1０4㎝、深さ16㎝。東西に長い長方形の平面形で、東部

を中心に須恵器杯椀類が９個体以上出土している。覆土

は焼土粒、炭化物粒を含む暗褐色土。土層断面記録では

床面下にあるものとして記録されている。

柱穴・ピット・土坑等　Ｐ１～Ｐ５及び２号・３号土坑

が床面調査時に記録され、Ｐ６～Ｐ９及び４号土坑が掘

り方調査時に記録されている。１号土坑は貯蔵穴として

記載した。

２号土坑　竪穴南西隅にある。Ｐ４と重複する。長軸長

117㎝、短軸長1.０8m、深さ18㎝、南北にやや長いゆが

んだ隅丸長方形状の平面形を呈し、断面形は浅い鍋状。

覆土は黄色軽石を少量含む暗褐色土。掘り方調査時には

この土坑とＰ８を含む形で、西壁から南西隅部にかけて

大きな掘り込みが認められている。

３号土坑　竪穴北西隅にある。北西部を1２43号土坑に切

られて全容が把握できない。北東-南西方向の長軸長1００

㎝、北西-南東方向の短軸確認長78㎝、深さ14㎝。隅丸

方形に近い平面形を呈し、断面形は鍋状。覆土は黄色軽

石や黄褐色土ブロック、白色軽石を含む暗褐色土。掘り

方調査時には南隅部でＰ９が確認されている。

４号土坑　竪穴中央部東寄りにある。長軸確認長58㎝、

短軸長56㎝、掘り方底面からの深さ17㎝。南北に長い偏

円形の平面形で南部がＰ６と重複する。断面形は鍋状。

覆土は黄色軽石、白色軽石を含む暗褐色土。　

Ｐ１　竪穴のほぼ中央にある。西壁下端まで２０7㎝、北

壁下端まで２37㎝。径48㎝のほぼ円形の平面形で、深さ

６㎝、断面形は浅い皿状。覆土は締まった暗褐色土を主

体とする。

Ｐ２　竪穴中央より南西に寄った位置にある。西壁下端

まで144㎝、南壁下端まで174㎝、北東のＰ１までは芯々

で1０8㎝。長軸長51㎝、短軸長44㎝、深さ17㎝。南北に

やや長い卵形の平面形で断面形は鍋状、覆土は下位に地

山の黄褐色砂を含む暗褐色土、上位にやや軟質の黒褐色

土が乗る。

Ｐ３　南壁中央よりやや西寄りにある。西壁下端まで

２０4㎝、南壁下端まで51㎝。長軸長44㎝、短軸長38㎝、

深さ16㎝。東西に僅かに長い偏円形の平面形で、断面形

は鍋状、覆土は炭化物や黄色軽石を含む黒褐色土。

Ｐ４　南壁西寄りにある。２号土坑と重複する。西壁下

端まで13２㎝、南壁まで4２㎝。長軸長6２㎝、短軸長51㎝、

深さ２1㎝。南北に長い長円形の平面形で、断面形は鍋状。

覆土はローム粒を少量含む暗褐色土。

Ｐ５　竪穴北東部にある。1176号土坑に切られる。北壁

下端まで114㎝、東壁下端まで1２9㎝。径31㎝の円形の平

面形で、深さ46㎝。覆土中央にローム粒・ブロックを多

量に含む暗褐色土が柱痕状に認められる。人為的埋没土

とされる。Ｐ７とともに深く、構造にかかわる柱穴と思

われる。

Ｐ６　竃前に当たる竪穴中央部東寄りにある。北壁下端

まで２55㎝、西壁下端まで3２7㎝。４号土坑と重複する。

径4２～45㎝のややゆがんだ円形の平面形で、深さ８㎝。

断面形はやや深い鍋状。覆土はローム粒・ブロックや焼

土粒、炭化物を含む暗褐色土。

Ｐ７　竪穴南東部にある。東壁下端まで174㎝、南壁下

端まで87㎝。１号土坑の北西隅下位にあたる。径37㎝の

円形の平面形で、掘り方からの深さ35㎝、床面からの深

さは44㎝。断面形は逆台形状。覆土はローム粒や焼土粒

を少量含む黒褐色土。柱痕は認められていないが、Ｐ５

と共に柱穴と考えたい。

Ｐ８　竪穴南西隅近くにある。２号土坑の下位にあり、

南西部掘り方の中にあたる。西壁、南壁の下端までそれ

ぞれ6０㎝。Ｐ４との間は芯々で75㎝。長軸長53㎝、短軸

長46㎝、掘り方底面からの深さ14㎝、床面からの深さ２9

㎝。平面形は東西にやや長い偏円形、断面形は椀状。覆

土はローム粒・ブロックを少量含む黒褐色土。

Ｐ９　竪穴北西部にある。北壁下端から1２3㎝、東壁下

端から345㎝。３号土坑の下位、南端にかかる位置にあ

第２節　古代相当面の発掘
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4０号竪穴建物
１　1０YR２/２　黒褐色土　２０～4０mmの礫を含む。
２　1０YR3/4　暗褐色土　２０～4０mmの礫、黄色軽石を含

む。締まりあり。
３　1０YR3/4　暗褐色土　黄褐色(1０YR5/8)砂をブロック

状に含む。
４　1０YR3/4　暗褐色土　焼土、炭を含む。
５　1０YR3/3　暗褐色土　小石混じる。1０～２０mmの黄褐

色ブロックを含む。
６　1０YR5/6　黄褐色土　地山の黄橙色土を多量に含む。
７　1０YR7/8　黄橙色土　地山の黄橙色土主体。
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たる。長軸長41㎝、短軸長3０㎝、掘り方からの深さ17㎝、

床面からの深さ２8㎝、南北に長い偏円形の平面形で、断

面形は椀状。覆土はローム粒、白色粒を含む暗褐色土。

遺物出土状況　１号土坑東部とその周辺及び竪穴南西隅

近くに杯椀類が多く認められる。竃燃焼部からは土師器

甕片(14～18)、須恵器椀(1２)が出土している。貯蔵穴内

からは須恵器杯(４・５・７)、椀(８・11)、土師器台付

甕脚部(13)が出土しているほか、周辺にも須恵器椀(９)、

皿(２)がある。また、竪穴南西隅にも須恵器杯(６)・椀

(1０)の小さなまとまりがある。１・３～５・８には底部

内外面、体部外面に墨書がある。

時　期　９世紀第３四半期

（21）42号竪穴建物

位　置　２5―99―Ｃ～Ｅ―19・２０グリッド　上位段丘西部

平坦面北部にある。西13mに4０号竪穴建物がある。床面

最高標高535.43m。

規模・形状　床面長軸長4.9２m、床面短軸長4.２7m、最

大壁高２5㎝。主軸方位Ｎ―15°―Ｗ。東西に長い横長の隅

丸長方形の平面形を呈す。壁はさほど高くないが、強く

立ち上がる。

第２43図　4０号竪穴建物２
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１号土坑　１　1０YR3/4　暗褐色土　焼土粒、炭化粒を含む。
２　1０YR5/6　黄褐色土　黄橙色土ブロックを含む。

２号土坑　１　1０YR3/4　暗褐色土　黄色軽石を少量含む。
２　1０YR7/8　黄橙色土　地山の黄橙色土ブロック
　　主体。

３号土坑　１　1０YR3/3　暗褐色土　黄色軽石、黄褐色土ブロッ
クを含む」。

２　1０YR3/4　暗褐色土　黄色軽石、白色軽石を含
む。やや締まる。

３　1０YR7/8　黄橙色土　暗褐色土ブロックを含む。
地山の黄橙色土主体。

４　1０YR7/8　黄橙色土　地山の黄橙色土ブロック
　　主体。

４号土坑　１　1０YR3/4　暗褐色土　黄色軽石、白色軽石を含
む。

２　1０YR7/8　黄橙色土　地山の黄橙色土ブロック
　　主体。

Ｐ１　１　1０YR3/3　暗褐色土　締まりあり。
２　1０YR3/3　暗褐色土　黄褐色砂を多く含む。

Ｐ２　１　1０YR3/２　黒褐色土　やや軟質。
２　1０YR3/3　暗褐色土　黄褐色砂を含む。
３　1０YR5/8　黄褐色土　ブロック状。

Ｐ３　１　1０YR3/２　黒褐色土　炭、黄色軽石を含む。
Ｐ４　１　1０YR3/3　暗褐色土　ローム粒を少量含む。

２　1０YR3/3　暗褐色土　ローム粒・ブロックを多量に
含む。。

Ｐ５　１　1０YR3/3　暗褐色土　ローム粒・ブロックを多量に
含む。人為的埋没土。

２　1０YR3/4　暗褐色土　ローム粒を含む。
３　1０YR5/6　黄褐色土　ローム粒、暗褐色土を含む。
４　1０YR7/8　黄橙色土　地山の黄橙色土主体。

Ｐ６　１　1０YR3/3　暗褐色土　ローム粒・ブロック、焼土粒、
炭化粒を含む。

２　1０YR3/4　暗褐色土　ローム粒、焼土粒、炭化粒を
少量含む。

３　1０YR5/6　黄褐色土　ローム粒、暗褐色土を含む。
４　1０YR7/8　黄橙色土　地山の黄橙色土主体。

Ｐ７　１　1０YR3/２　黒褐色土　ローム粒、焼土粒を少量含む。
粘質。

２　1０YR3/4　暗褐色土　ローム粒、ブロックを少量含
む。

Ｐ８　１　1０YR3/２　黒褐色土　ローム粒、ブロックを少量含
む。

Ｐ９　１　1０YR3/3　暗褐色土　ローム粒・白色粒を含む。
２　1０YR5/6　黄褐色土　ローム粒、暗褐色土を含む。
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竃
１　1０YR3/3　暗褐色土　極小の白色軽石、黄橙色粒、小

石を含む。
２　1０YR3/4　暗褐色土　黒褐色土、黄橙色土を少量含む。
３　1０YR3/4　暗褐色土　極小の白色軽石、焼土ブロック、

黄橙色粒を含む。
４　1０YR3/4　暗褐色土　極小の白色軽石を多量に含む。

黄橙色粒、焼土粒を少量含む。
５　1０R3/1　黒褐色土　黄橙色粒、焼土粒を少量含む。
６　1０YR3/２　黒褐色土　極小の白色軽石を多量に含む。

黄橙色粒を少量含む。
７　1０YR3/4　暗褐色土　極小の白色軽石、黄橙色粒を少

量含む。
８　1０YR3/3　暗褐色土　黄橙色粒・ブロックを含む。僅

かに焼土粒を含む。
９　1０YR3/1　黒褐色土　黄橙色粒、焼土粒を少量含む。
1０　1０YR8/8　黄橙色土　焼土粒を少量含む。
11　7.5R4/6　赤色土　焼土粒主体。
1２　1０YR5/8　黄褐色土　炭化粒、焼土粒を少量含む。
13　1０YR5/3　にぶい黄褐色　黄橙色粒、焼土粒を少量含

む。
14　1０YR5/4　にぶい黄褐色土　焼土粒を僅かに含む。
15　1０YR8/6　黄橙色土　焼土粒を少量含む。
16　1０YR3/4　暗褐色土　極小の白色軽石、黄橙色粒、礫

を含む。
17　1０YR3/3　暗褐色土　黄橙色粒を含む。炭化粒、焼土

粒を少量含む。
18　1０YR3/4　暗褐色土　白色軽石、黄橙色粒を含む。締

まりあり。

１ ２

３

４

５
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覆　土　白色軽石、黄橙色粒を全体に少量含む、やや締

まりのある黒褐色土。上位にAs-Kkを含む暗褐色土が乗

るが、以下はほぼ単層で水平に埋没する。

床・掘り方　掘削底面に白色軽石、黄橙色粒を少量含む

やや粘質の暗褐色土を充填して床を貼る。掘り方には若

干の凹凸があるが、特に深い掘り込みは見られない。

竃　南壁東寄りに１号竃、東隅近くに２号竃がある。

１号竃　南壁東寄りを掘り込んで構築する。両側壁には

扁平な礫が立て並べられており、袖も扁平な礫を構造材

として、黄橙色土粒を多く含む黒褐色土で構築する。袖

部内側幅は39㎝と狭く、袖前端から掘り方端まで118㎝

ある。底部の焼土は煙道の傾斜部にあたり、燃焼部は壁

内にあるものと思われるが、明確には捉えられない。中

央部の煙道に向かう傾斜面に礫が据えられている。

２号竃　南壁東端近くにある。壁を幅２5㎝、奥行き3０㎝

ほどの半円形に掘り込んでおり、壁との接合部には礫が

ある。主軸方位はおよそＮ―159°―Ｅ。袖などの構造はな

いが、両側壁の壁との接合部近くには礫があり、前部床

面には長9２㎝、幅56㎝ほどの範囲に焼土が残されている。

貯蔵穴　確認されていない。

柱穴・ピット・土坑等　竪穴東部にＰ１及び１号土坑、

北西部にはＰ２と２号土坑が重複してある。

１号土坑　竪穴南東部にある。２号竃の前に近い。北壁

下端まで２49㎝、東壁下端まで63㎝。長軸長73㎝、短軸

長59㎝、深さ２6㎝。北東-南西に長い長円形の平面形で、

断面形はやや深い鍋状。覆土は黄橙色土粒を少量含む締

まりの弱い暗褐色土で、角礫を含む。

２号土坑　竪穴北西部にある。東半は1２14号土坑に切ら

れていて、全形は不明。東西に長い長円形に近い平面形と

思われる。東西確認長6０㎝、南北長51㎝、深さ1２㎝。断面

形は鍋状。覆土は白色軽石や黄橙色土粒を含む暗褐色土。

Ｐ１　竪穴北東部にある。北壁下端まで84㎝、東壁下端

まで9０㎝。径3２㎝の円形の平面形で、深さ18㎝、断面形

はやや深い鍋状。覆土は白色軽石、黄橙色粒を含む黒褐

色～暗褐色土。

Ｐ２　竪穴北西部、２号土坑と重複する位置にある。２

号土坑と共に1２14号土坑に切られていて、土坑底面で痕

跡的に確認された。北壁下端まで156㎝、西壁下端まで

144㎝。長軸長34㎝、短軸長２6㎝の東西に長い楕円形の

平面形で、土坑底面からの深さは５㎝ほどしかなく、壁、

床面も乱れているが、直近床面からの深さは２1㎝ある。

覆土は白色軽石を僅かに含む、粘性のある黒色土。

遺物出土状況　竃から１号土坑周辺にかけて、厚手の土

師器甕片(３～５)が散在する。杯椀類は少なく、竃右手

(１)と北壁中央近く(２)で須恵器杯が出土した程度であ

る。

時　期　11世紀前半

（22）43号竪穴建物

位　置　２5―99―Ｃ～Ｅ―1０・11グリッド　上位段丘西部

平坦面中部にある。西1.4mに44号竪穴建物がある。床

面最高標高535.55m。

規模・形状　床面長軸長4.71m、床面短軸長4.64m、最

大壁高59㎝。主軸方位Ｎ-65°―Ｅ。北西隅がやや内側に

入って丸みを持つが、ほぼ方形の平面形を呈する。掘り

込みは深く、壁は垂直に立ち上がる。

覆　土　壁際には地山の黄橙色土や褐色土ブロックを含

む黄橙色、にぶい黄橙色の壁崩落土が堆積する。下位は

細粒の白色粒、黄橙色土粒を含む、締まりのある暗褐色

土、上位には黄橙色粒、黄褐色ブロックや炭化物粒を含

むにぶい黄褐色土が乗る。

床・掘り方　掘削底面に、地山起源のにぶい黄褐色土、

明黄橙色土や黒褐色～暗褐色土を充填して床を貼る。掘

り方は全体に深く、床面下２1～２4㎝に及び、確認面から

でも75㎝以上掘削することになる。さらに、竪穴南西部

には２号・３号土坑、南東部には４号～６号土坑が一段

深く掘られている。５号土坑は２6層を切るが、この上面

で上位掘り方に切られるかに見える。Ｐ７は２6層以下に

ある。これらから見ると、竪穴の建て替えも想定される。

竃　東壁南寄りにある。燃焼部はほぼ壁内におき、壁を

方形に掘り込んで煙道を形成する。主軸方位はＮ―66°―

Ｅ。燃焼部掘り方は南北71㎝、東西68㎝。煙道は幅4０㎝

で、燃焼部との接点から奥壁まで48㎝ほどが確認された。

煙道端部の底面から確認面までは36㎝ほどあり、短い煙

道が立ち上がっていたものかと思われる。右袖は明確に

確認できない。左袖は黒褐色土をベースに、焼土化した

ローム土が乗る。壁との接合部にはピット状の落ち込み

が見られる。左袖前部から煙道奥壁まで64㎝。礫の抜き

取り痕は見られないが、焚き口手前、燃焼部から煙道部

にかけて及び竪穴東南部には角礫が見られ石組み構造が

あった可能性がある。燃焼部奥には角柱状の礫が立位で

第２章　発掘された遺構と遺物
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4２号竪穴建物	
１　1０YR3/1　　黒褐色土　極小の白色軽石、黄

橙色粒を全体に少量含む。やや締まりあり。
２　1０YR3/3　暗褐色土　径1０～15㎜のAs-Kkブ

ロックを含む。
３　1０YR3/4　暗褐色土　極小の白色軽石を含

む。黄橙色粒を少量含む。やや粘質性を帯
びる。

１号土坑　
１　1０YR3/3　暗褐色土　極小の黄橙色粒を少

量含む。締まり弱い。
２号土坑　
１　1０YR3/3　暗褐色土　極小の白色軽石、黄

橙色粒を全体に含む。

Ｐ１　１　1０YR3/1　黒褐色土　極小の白色軽石、黄橙色
粒を少量含む。

２　1０YR3/3　暗褐色土　極小の白色軽石、黄橙色
粒・ブロックを多量に量含む。

３　1０YR２/1　黒色土　極小の白色軽石を僅かに含
む。粘性を帯びる。

Ｐ２　１　1０YR２/1　黒色土　極小の白色軽石を僅かに含
む。粘性を帯びる。
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１号竈　Ｃ－Ｃ′・Ｄ－Ｄ′・Ｅ－Ｅ′　　
１　1０YR3/1　黒褐色土　極小の白色軽石を少量含む。やや締ま

りあり。
２　1０YR3/3　暗褐色土　極小の白色軽石、黄橙色粒を多量に含

む。焼土粒を少量含む。
３　5YR7/6　橙色土　焼土ブロック主体。
４　1０YR3/4　暗褐色土　焼土粒、黄橙色粒を少量含む。
５　7.5YR8/8　橙色土　焼土ブロック主体。
６　1０YR3/3　暗褐色土　極小の焼土ブロックを含む。
７　1０YR3/1　黒褐色土　黄橙色粒、極小の焼土ブロックを含む。
８　1０YR3/4　暗褐色土　極小の白色軽石、極小の焼土粒を含む。
９　1０YR3/3　暗褐色土　極小の白色軽石、黄橙色粒を含む。焼

土粒を上層に僅かに含む。
1０　1０YR3/1　黒褐色土　極小の白色軽石、黄橙色粒を含む。や

や粘性を帯びる。
11　1０YR２/２　黒褐色土　黄橙色粒を多量に含む。極小の白色軽

石を少量含む。締まりあり。

２号竈　Ｅ－Ｅ′・Ｆ－Ｆ′　　
１　1０YR3/1　黒褐色土　焼土粒・ブロックを多量に含む。
２　1０YR3/3　暗褐色土　黄橙色粒を含む。焼土粒を少量含む。
３　1０YR２/２　黒褐色土　極小の白色軽石、黄橙色粒、焼土粒を

僅かに含む。
４　1０YR3/4　暗褐色土　極小の白色軽石、黄橙色粒を含む。や

や粘性を帯びる。



０ 10㎝１:３

据えられている。左右壁のほぼ中央にあって、支脚とし

て良い位置である。竃周辺には広く焼土が分布している。

貯蔵穴　竪穴東南隅の１号土坑が貯蔵穴に相当するもの

と思われる。南北1０4㎝、東西86㎝の長円形の平面形で、

深さ15㎝。断面形は鍋状を呈する。覆土は黄橙色粒を含

む締まりの弱い暗褐色土。北部から土師器甕のやや大型

の破片と直方体状の亜角礫が出土している。

柱穴・ピット・土坑等　床面調査時にＰ１～Ｐ３、掘り

方調査時にＰ４～Ｐ９、２号～６号土坑を確認している。

Ｐ1０は図示されていない。明確に柱痕をとどめるピット

はないが、Ｐ４～Ｐ７は比較的深く、建物構造にかかわ

るかもしれない。１号土坑は貯蔵穴として記載した。

Ｐ１　竪穴ほぼ中央にある。北壁下端まで２1２㎝、西壁

下端まで２15㎝。長軸長２1㎝、短軸長16㎝ほどの北西-南

東に長い楕円形の平面形で、深さ14㎝。断面形は上部の

開いた椀状を呈する。覆土は黄橙色粒を僅かに含む暗褐

色土。南東のＰ２まで芯々で２6㎝。

Ｐ２　竪穴ほぼ中央にある。北壁下端まで２２5㎝、西壁

下端まで２3２㎝。径２1㎝ほどの円形の平面形で、深さ９㎝。

断面形は上部の開いた椀状を呈する。覆土は黄橙色粒を

僅かに含む暗褐色土。

Ｐ３　南壁沿いの西寄りにある。南壁との間には掘り方

調査で確認されたＰ７が接するようにある。東西長39㎝、

南北長36㎝のほぼ円形の平面形で、深さ1０㎝、断面形は

鍋状。覆土は黄橙色粒を僅かに含む暗褐色土。

Ｐ４　西壁沿い北寄りにある。北壁下端まで1２２㎝、西

壁下端まで２8㎝。上面は東西長43㎝、南北長3２㎝の長円

形の平面形で、底部は西に寄り、深さ35㎝。断面形はや

やゆがんだＵ字状を呈する。覆土は上層に白色軽石や、

にぶい黄褐色土ブロックを含む暗褐色土、中位に黒褐色

土があり、下位には黄橙色ブロックを多量に含む暗褐色

土がある。北東のＰ８まで芯々で75㎝。

Ｐ５　竪穴北東部にある。北壁下端まで1２２㎝、東壁下

端まで78㎝。径33㎝のほぼ円形の平面形で、深さ35㎝、

断面形は深い鍋状。覆土は黄橙色粒を含む暗褐色土。

Ｐ６　南壁東寄りに、壁に接して掘られる。東壁まで

115㎝。長軸長4０㎝、短軸長２8㎝、北西-南東に長軸を持

つ楕円形の平面形で、深さ36㎝、断面形は深い鍋状。覆

土はにぶい黄褐色土粒を少量含む黒褐色土。Ｐ７との間

は芯々で171㎝。

Ｐ７　南壁西寄りに、壁に接して掘られる。西壁まで

11０㎝ほど。北端がＰ３に接する。上端では長軸長69㎝、

短軸長38㎝、北西-南東に長い長円形の平面形を呈する

が、南部が一段深く掘られている。深さ3０㎝、断面形は

鍋状に近い。覆土は黄橙色粒を多量に含む締まりの弱い

暗褐色土。

Ｐ８　竪穴北西部にある。北壁下端まで75㎝、西壁下端

まで59㎝。長軸長4０㎝、短軸長33㎝、南北に長い長円形

の平面形で、深さ1０㎝。断面形は鍋状を呈する。覆土は

黄橙色粒を多量に含み、黒褐色土ブロックを少量含む暗
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43号竪穴建物
１　1０YR7/4　にぶい黄橙色土　黄橙色粒を多量に含む。炭化物粒を含

む。
１′	 1０YR7/4　にぶい黄橙色土　細粒の白色粒、黄橙色粒を多量に含む。

炭化物粒を僅かに含む。
２　1０YR5/4　にぶい黄褐色土　黄橙色粒、黄褐色ブロック、炭化物粒

を含む。
３　1０YR3/4　暗褐色土　細粒の白色粒、黄橙色粒を多量に含む。炭化

物粒を僅かに含む。
４　1０YR3/3　暗褐色土　黄橙色粒を多量に含む。炭化物粒を含む。褐

色土ブロックを少量含む。
５　1０YR3/4　暗褐色土　細粒の白色粒、黄橙色粒を含む。締まりあり。
６　1０YR4/4　褐色土　黄橙色粒を多量に含む。黒褐色土ブロックを少

量含む。
７　1０YR8/8　黄橙色土　地山の黄橙色土を多量に含む。褐色土ブロッ

クを含む。
８　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色粒・ブロック、焼土粒・ブロックを含む。

やや粘質。
９　1０YR5/4　にぶい黄褐色土　黄橙色粒、黄褐色ブロックを多量に含

む。細粒の白色粒を含む。
1０　1０YR5/２　にぶい黄橙色土　黄橙色粒、黄褐色土ブロックを含む。
11　1０YR5/8　黄褐色土　黄橙色土ブロック、焼土粒を含む。やや粘質。
1２　1０YR6/4　灰黄褐色土　細粒の白色粒、黄橙色粒を多量に含む。炭

化物粒を含む。

１号土坑
１　1０YR3/3　暗褐色土　黄橙色粒を含む。締まり弱い。
２　1０YR3/4　黄褐色土　黄橙色粒・ブロックを少量含む。
２号土坑
１　1０YR3/4　暗褐色土　白色軽石、黄橙色粒を含む。
２　1０YR3/3　暗褐色土　黄褐色土ブロックを多量に含む。
３　1０YR3/1　黒褐色土　白色軽石、黄橙色粒を含む。炭化粒を少量含む。
３号土坑
１　1０YR3/4　暗褐色土　白色軽石を多量に含む。にぶい黄褐色土ブロッ

クを含む。
２　1０YR3/3　暗褐色土　黄褐色土ブロックを多量に含む。
３　1０YR5/6　黄褐色土　黄橙色ブロックを多量に含む。白色軽石を少量

含む。

Ｐ１　１　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色粒を僅かに含む。
Ｐ２　１　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色粒を僅かに含む。
Ｐ３　１　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色粒を僅かに含む。

２　1０YR3/1　黒褐色土　にぶい黄褐色土粒を少量含む。
Ｐ４　１　1０YR3/4　暗褐色土　白色軽石、にぶい黄褐色土ブロックを含

む。
２　1０YR3/1　黒褐色土　白色軽石を少量含む。
３　1０YR3/3　暗褐色土　黄橙色ブロックを多量に含む。

Ｐ５　１　1０YR3/3　暗褐色土　黄橙色粒を多量に含む。締まり弱い。
２　1０YR3/4暗褐色土　黄橙色粒を僅かに含む。

Ｐ６　１　1０YR3/1　黒褐色土　にぶい黄褐色土粒を少量含む。
Ｐ７　１　1０YR3/3　暗褐色土　黄橙色粒を多量に含む。締まり弱い。
Ｐ８　１　1０YR3/3　暗褐色土　黄橙色粒を多量に含む。黒色土ブロック

を少量含む。
２　1０YR5/6　黄褐色土　黄褐色土ブロック。

Ｐ９　１　1０YR3/3　暗褐色土　黄橙色粒・ブロックを多量に含む。

13　1０YR5/8　黄褐色土　細粒の白色粒、黄橙色粒を含む。炭化物粒を僅
かに含む。

14　1０YR6/8　明黄褐色土　細粒の白色粒、黄橙色粒、黄褐色土ブロック
を含む。小石が混在する。

15　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色粒、黄褐色土ブロックを含む。
16　1０YR3/1　黒褐色土　細粒の白色粒、黄橙色粒を少量含む。
17　1０YR5/4　にぶい黄褐色土　細粒の白色粒、黄橙色粒、黄褐色ブロッ

クを含む。
18　1０YR5/4　にぶい黄褐色土　黄橙色粒、褐色土・黄褐色土ブロックを

多量に含むむ。
19　1０YR3/1　黒褐色土　黄橙色粒を少量含む。
２０　1０YR3/1　黒褐色土　細粒の白色粒、黄橙色粒を含む。黒褐色土ブロッ

クを少量含む。
２1　1０YR3/4　暗褐色土　黄褐色土ブロックを含む。焼土粒を少量含む。
２２　1０YR3/3　暗褐色土　焼土粒・ブロックを多量に含む。
２3　5YR5/8　明赤褐色土　竈焼土主体。
２4　1０YR3/1　黒褐色土　焼土粒を少量含む。
２5　1０YR6/8　明黄褐色土　黄褐色土ブロック、黄橙色粒を含む。
２6　1０YR8/8　黄橙色土　黄橙色土ブロックを多量に含む。地山主体。
２7　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色粒、黄褐色土ブロックを含む。
２8　1０YR3/1　黒褐色土　焼土粒を含む。
２9　1０YR3/3　暗褐色土　黄橙色粒、黄褐色ブロックを少量含む。

４号土坑
１　1０YR3/4　暗褐色土　にぶい黄褐色土ブロックを含む。
２　1０YR3/3　暗褐色土　焼土粒・ブロックを多量に含む。
５号土坑　
１　1０YR3/4　暗褐色土　白色軽石、にぶい黄褐色土ブロックを含む。
２　1０YR3/3　暗褐色土　白色軽石、黄橙色粒を含む。
６号土坑
１　1０YR3/4　暗褐色土　白色軽石、にぶい黄褐色土ブロックを多量に含

む。
２　1０YR3/3　暗褐色土　黄橙色ブロックを多量に含む。
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竃
１　1０YR3/3　暗褐色土　黄橙色粒、黒色土、黄褐色土ブロックを含む。
２　1０YR5/8　黄褐色土　黒色土、黄褐色土ブロックを含む。
３　1０YR3/4　暗褐色土　極小の白色軽石、黄橙色粒・ブロックを含む。
４　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色粒、焼土粒を少量含む。
５　1０YR5/8　黄褐色土　黒褐色土、焼土粒・ブロックを含む。
６　1０YR3/２　黒褐色土　焼土粒を少量含む。
７　1０YR3/4　黄褐色土　焼土ブロックを含む。
８　1０YR3/1　黒褐色土　黒褐色土ブロック。
９　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色粒、焼土粒を少量含む。
1０　1０YR5/4　にぶい黄褐色土　黄橙色ブロック、焼土粒・ブロックを

含む。
11　1０YR3/3　暗褐色土　黄橙色粒を含む。炭化粒、焼土粒を少量含む。
1２　1０YR5/8　黄褐色土　炭化粒、焼土粒を少量含む。
13　1０YR5/3　にぶい黄褐色土　黄橙色粒・ブロックを少量含む。
14　1０YR3/4　暗褐色土　極小の白色軽石を少量含む。
15　1０YR5/8　黄褐色土　焼土粒を僅かに含む。
16　1０YR3/4　暗褐色土　極小の白色軽石、黄橙色粒を含む。
17　1０YR3/3　暗褐色土　黄橙色粒、褐色土ブロックを含む。
18　1０YR3/1　黒褐色土　白色軽石、黄橙色粒、焼土粒を少量含む。
19　1０YR5/4　にぶい黄褐色土　黄橙色ブロックを含む。地山主体。
２０　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色土ブロックを含む。締まりあり。
２1　1０YR3/3　暗褐色土　極小の白色軽石、黄橙色粒を含む。
２２　1０YR3/２　黒褐色土　黄橙色粒を含む。
２3　1０YR3/4　黄褐色土　黄橙色土ブロックを多量に含む。
２4　1０YR5/4　にぶい黄褐色土　極小の白色軽石、黄橙色粒・ブロック

を含む。焼土粒を僅かに含む。
２5　1０YR3/1　黒褐色土　白色軽石、黄橙色粒を少量含む。やや締まり

あり。
２6　1０YR3/3　暗褐色土　黄橙色粒、焼土粒・ブロックを含む。
２7　1０YR3/4　黄褐色土　黄褐色土ブロック。
２8　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色粒、ブロックを含む。
２9　1０YR3/3　暗褐色土　黄橙色粒を含む。上層に焼土粒を僅かに含む。
3０　1０YR3/4　暗褐色土　黒褐色土ブロックを含む。
31　1０YR5/3　にぶい黄褐色　褐色土粒・ブロックを少量含む。
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０ 10㎝１:３ ０ ４㎝１:２

褐色土。南西に近接するＰ４までは芯々で66㎝。

Ｐ９　東壁南寄りの竃左袖基部にある。壁に接して掘ら

れる。長軸長２6㎝、短軸長18㎝、東西に長い楕円形の平

面形で、深さ７㎝。断面形は椀状。覆土は黄橙色粒やブ

ロックを多量に含む暗褐色土。

Ｐ10　断面記録のみあり。黄橙色土、ブロックを含む暗

褐色土で埋没するとの記載がある。

２号土坑　竪穴南西隅に沿うように掘られる。長軸長

1２０㎝、短軸長8０㎝、北西-南東に長軸を持ち、壁に沿っ

て南西部が膨らむ、ゆがんだ長円形の平面形を呈する。

深さ２6㎝、断面形は鍋状。覆土は暗褐色～黒褐色土で、

中位に土器片を含む。土師器甕(3２)が出土している。

３号土坑　２号土坑の北端を切る。長軸長141㎝、短軸

長1０7㎝、北東-南西方向に長い長円形の平面形で、深さ

２1㎝。底部に凹凸があるが、断面形は上部が開く鍋状に

近い。覆土は暗褐色土が主体で、下層に黄橙色土のブロッ

クが多く含まれる。

４号土坑　竪穴南東部、竃の右手前にある。東壁下端ま

で11２㎝、南壁下端まで1２5㎝。５号・６号土坑を切る。

径55㎝ほどのゆがんだ円形の平面形で、深さ２０㎝、断面

形は鍋状。覆土は暗褐色土で、底面近くから須恵器杯、

土師器甕の口縁部片が出土している。

５号土坑　竪穴中央東寄りにある。竃手前に当たる。６

号土坑を切り、４号土坑に切られる。長軸長1２8㎝、短

軸長1０7㎝、南北に長い長円形の平面形を呈し、深さ２3㎝。

底面は凹凸が多いが、断面形は鍋状に近い。覆土は暗褐

色土を主体とする。

６号土坑　竪穴南東部にある。４号・５号土坑に切られ

る。１号土坑とはごく近接するが切り合わない。長軸長

1２０㎝、短軸長94㎝、北東-南西方向に長い長円形の平面

形で、深さ２4㎝。断面形は椀状に近い。覆土は暗褐色土

を主体とする。

遺物出土状況　須恵器杯、椀が広範に散在する。使用時

の位置をとどめるものとは考えがたいが、須恵器杯椀類

や1０個体分もの土師器甕など、大型破片が多い。竃内に

は土師器甕(3０・31)、同台付甕脚(２1・２２)、須恵器杯(３)、

同椀(16)がある。１号土坑からは土師器甕(２8・２9)が出

土している。７には「養丸」の墨書がある。東壁北端近く

からは石製紡輪(34)が出土している。

時　期　９世紀後半

（23）44号竪穴建物

位　置　２5―99―Ｅ～Ｇ―1０・11グリッド　上位段丘西部

平坦面中部にある。西1.２mに43号、東5.6mに２6号、北

17mに4０号竪穴建物がある。1２47号、1２57号土坑を切る。

床面最高標高535.76m。

規模・形状　床面長軸長5.7２m、床面短軸長5.17m、最

大壁高44㎝。主軸方位西壁でＮ―４°―Ｗ　平面形は東西

にやや長い長方形を基本とする。南北壁及び西壁は直線

的だが、北東隅、南東隅に竃があり、東壁は乱れる。壁

は僅かに上方に開くが、強く立ち上がる。

覆　土　暗褐色土を主体とする。中位に黄褐色土のブ

ロックが帯状に入り、埋没途上で堆積環境の変化があっ

第２54図　43号竪穴建物出土遺物３

第２節　古代相当面の発掘
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たことが示される。

床・掘り方　掘削底面に橙色土、にぶい黄褐色土、暗褐

色土などを充填して床を貼る。竪穴東半が特に硬化する。

１号竃左手にあたる北壁東寄りに、径83㎝ほどの円形に

床面が焼土化している部分がある。掘り方は全体に深く、

床面下13～33㎝に及び、確認面から6０㎝以上掘削するこ

とになる。43号竪穴建物と同様に、竪穴の立て替えがあっ

たものと想定される。

竃　北東隅に１号竃、南東隅に２号竃がある。１号竃が

新しく、２号竃は立て替え前の竪穴に伴うものであろう。

１号竃　竪穴北東隅の壁を隅切り状に落として、北東-

南西方向に燃焼部、煙道を伸ばす。長軸長18０㎝、短軸

長7０㎝ほどの掘り方を設けて、壁外に65㎝ほどの煙道が

掘られている。方位はＮ―4０°―Ｅ。壁との接合部近くの

両側壁にピットがあり、右側壁では袖下にもピットが認

められる。立位で残された側壁石もある。燃焼部を中心

に黄灰色粘土の焼土があって、石組み構造に粘土を巻い

て構築したものと考えられる。土層断面Ｂラインの燃焼

部中央付近での両側壁石間は45㎝、焚き口幅２9㎝。燃焼

部底面から確認面まで33㎝。覆土は暗褐色土を主体とす

る。燃焼部奥の底面から羽釜(16)などが出土している。

２号竃　竪穴南東隅に煙道部を壁外に掘り込んで作られ

る。壁との接合部から煙道端部まで63㎝。両壁に構造材

とみられる礫が残り、内側幅２3㎝。主軸方位はＮ―137°―

Ｅ。燃焼部底面から確認面まで55.5㎝。黄灰色粘土の焼

土があって、石組み構造に粘土を巻いて構築したものと

考えられる。掘り方調査時にこの前面で７号土坑が確認

されており、竃構造にかかわるものかと思われる。覆土

は暗褐色土を主体とする。

貯蔵穴　１号土坑が貯蔵穴に相当するとされる。床面下

で確認されたものであるが、２号竃の前に当たる竪穴南

東部にあって、東壁下端まで99㎝、南壁下端まで1２０㎝。

径53㎝の円形の平面形で、深さ14㎝。断面形は箱形。覆

土は焼土粒、炭化物粒を含む黄褐色土。２号竃使用時の

貯蔵穴と考えられたものであろうが、位置的には違和感

がある。

柱穴・ピット・土坑等　床面下で１号～４号土坑が確認

され、掘り方で５号～８号土坑及びＰ１～Ｐ４が確認さ

れている。１号土坑は貯蔵穴として記載した。

２号土坑　竪穴中央南寄りにある。東壁まで２17㎝、南

壁まで147㎝、東の１号土坑まで芯々で13２㎝。長軸長68

㎝、短軸長66㎝、南北に僅かに長い偏円形で、深さ２3㎝。

断面形は鍋状。覆土は暗褐色土を主体とする。

３号土坑　北壁中央近くにある。北壁下端まで33㎝、西

壁下端まで２1０㎝。径47㎝の円形の平面形で、深さ２1㎝、

断面形は上部の開く逆台形に近い。覆土は暗褐色土を主

体とする。

４号土坑　北壁東部に、北壁に接するようにある。西壁

下端まで２73㎝、北壁下端までは５㎝ほどしかない。長

軸長115㎝、短軸長8２㎝、東西に長い隅丸長方形状の平

面形で、深さ９㎝。断面形は浅い鍋状を呈する。床面直

下にあり、床面構成土を浅く掘り込む。覆土は暗褐色土

を主体とする。

５号土坑　掘り方調査時に、６号土坑以下の床下土坑よ

り高い位置で確認されている。確認面標高は533.73mで、

直近の床面標高533.7２mより高く記録されている。１号

竃右手前にあって、東壁に接するように掘られる。径8０

㎝ほどの円形の平面形で、深さ18㎝、断面は椀状を連ね

た形態で、西側が深い。覆土は暗褐色土と黄褐色土が混

在し、他の土坑とは様相が異なる。相当位置上面で羽釜

片が出土しているほか、東壁との間から土師質の脚付き

鍋脚部が出土している。竃との位置からは貯蔵穴的な機

能を果たした土坑である可能性を感じる。

６号土坑　掘り方底面で確認された。竪穴南西隅にある。

西壁下端まで２4㎝、南壁下端まで51㎝。長軸長96㎝、短

軸長9０㎝、僅かに北西-南東方向に長いがほぼ円形の平

面形で、深さ16㎝、断面形は浅い鍋状。覆土は暗褐色土

を主体とする。

７号土坑　掘り方底面で確認された。竪穴南東隅にある。

２号竃前に当たる。東壁下端まで1２㎝、南壁下端まで15

㎝。長軸長89㎝、短軸長7０㎝、北東-南西方向に長い楕

円形の平面形で、深さ1２㎝、断面形は浅い皿状。覆土は

暗褐色土を主体とする。２号竃の構造の一部をなすもの

かもしれない。

８号土坑　掘り方底面で確認された。西壁南寄りにある。

西壁下端まで２4㎝、南壁下端まで174㎝、南の６号土坑

まで31㎝。北端にＰ３が重複する。径9０㎝ほどの円形の

平面形で、深さ54㎝と他の土坑に比して深い。壁、底面

共に乱れるが、断面形は深い鍋状に近い。土層観察所見

を欠く。

第２章　発掘された遺構と遺物
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44号竪穴建物
１　1０YR3/3　暗褐色土　細粒の白色粒、黄橙色

粒を全体に含む。鉄分ブロック、小礫を含む。
締まりあり。

２　1０YR3/3　暗褐色土　黄橙色ブロック、黒褐
色土ブロックを含む。

３　1０YR4/4　褐色土　細粒の白色粒を含む。鉄
分ブロックを少量含む。

４　1０YR3/4　暗褐色土　にぶい黄褐色土ブロッ
クを多量に含む。細粒の白色粒、黄橙色粒を
含む。

５　1０YR3/4　暗褐色土　細粒の白色粒、黄橙色
粒を全体に含む。鉄分ブロックを少量含む。
締まりあり。

６　1０YR3/4　暗褐色土　細粒の白色粒、黄橙色
粒を全体に含む。褐色土、黒褐色土ブロック
を少量含む。締まりあり。

７　1０YR4/6　褐色土　黒褐色土ブロック、褐色
土ブロックを多量に含む。黄橙色粒を含む。
締まりあり。

８　1０YR5/２　にぶい黄橙色土　黄橙色粒、褐色
土ブロックを多量に含む。

９　1０YR3/4　暗褐色土　黄褐色土ブロックを多
量に含む。

1０　1０YR3/1　黒褐色土　ブロック。
11　1０YR5/8　黄褐色土　細粒の白色粒、黄橙色

粒を含む。締まり弱い。
1２　1０YR3/1　黒褐色土　黄橙色粒、小礫を少量

含む。
13　1０YR5/8　黄褐色土　黄褐色土ブロック、地

山小礫を多量に含む。
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１号土坑(貯蔵穴)　	
１　1０YR5/6黄褐色土　焼土粒、炭化粒、黄橙色粒を含む。
２　1０YR3/3　暗褐色土　焼土粒を少量含む。
２号土坑　
１　1０YR3/4　暗褐色土　白色軽石、黄橙色粒を含む。
２　1０YR3/3　暗褐色土　黄褐色土ブロック、黄橙色粒を含む。
３号土坑　	
１　1０YR5/6　黄褐色土　細粒の白色軽石、黄橙粒を多量に含む。
２　1０YR3/3　暗褐色土　黄橙色粒を少量含む。
４号土坑　	
１　1０YR3/4　暗褐色土　焼土粒、ブロックを多量に含む。
２　1０YR3/3　暗褐色土　にぶい黄褐色土ブロックを多量に含む。

５号土坑　	
１　1０YR3/4　暗褐色土　白色軽石、にぶい黄褐色土ブロックを含む。
２　1０YR3/3　暗褐色土　黄褐色土ブロック、黄橙色粒を含む。
３　1０YR5/6　黄褐色土　黄橙色ブロックを多量に含む。白色軽石を

少量含む。
４　1０YR3/1　黒褐色土　にぶい黄褐色土粒を少量含む。
５　1０YR5/6　黄褐色土　黄橙色粒、黄褐色土ブロックを少量含む。
６　1０YR3/4　暗褐色土　暗褐色土ブロックを含む。
６号土坑　	
１　1０YR3/4　暗褐色土　白色軽石、にぶい黄褐色土ブロックを含む。
７号土坑　	
１　1０YR3/4　暗褐色土　白色軽石、黄橙色粒、黄褐色土ブロックを

含む。
　	　　
　	　　

Ｐ１　１　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色粒を僅かに含む。
Ｐ２　１　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色粒を含む。
Ｐ３　１　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色粒を含む。

Ｐ４　１　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙粒、黄褐色土ブ
　　　　　ロックを含む。
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Ｐ１　床面下で確認されている。南壁中央近くにある。

東壁下端まで２7２㎝、南壁下端まで63㎝。２号土坑まで

6０㎝。径２5㎝ほど、南北に僅かに長い偏円形の平面形で、

深さ44㎝。断面形は深いＵ字状。覆土は暗褐色土を主体

とする。

Ｐ２　掘り方底面で確認された。床面構成土下にある。

竪穴南西部にある。西壁下端まで15０㎝、南壁下端まで

157㎝、南西の６号土坑まで4０㎝、北西の８号土坑まで

36㎝。径２２㎝ほどの円形の平面形で、深さ２8㎝、壁がや

や乱れるが、コ字状に近い断面形を呈する。覆土は暗褐

色土を主体とする。

Ｐ３　西壁中央近く、８号土坑内北端にある。西壁まで

6０㎝、南壁まで２43㎝。Ｐ２までは芯々で1２6㎝。長軸長

２7㎝、短軸長18㎝、東西に長い長円形の平面形で、掘り

方底面からの深さ２8㎝。断面形は鍋状を呈する。覆土は

暗褐色土を主体とする。

Ｐ４　掘り方底面で確認された。南壁西端近くにある。

西壁下端まで66㎝、南壁下端まで５㎝。北東のＰ２まで

芯々で153㎝。径２3㎝ほどの円形の平面形で、深さ２8㎝、

断面形は北が深い舌状を呈する。覆土は暗褐色土を主体

第２57図　44号竪穴建物３
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竃　
１　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色粒、焼土粒を含む。締まりあり。
２　1０YR3/3　暗褐色土　焼土粒、黄褐色土、黒褐色土ブロックを含む。
３　1０YR3/4　暗褐色土　焼土粒、黄褐色土ブロックを多量に含む。
４　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色粒、焼土粒を少量含む。
５　1０YR5/3　にぶい黄褐色土　焼土粒、黒褐色土を含む。
６　5YR7/8　橙色土　焼土粒を多量に含む。暗褐色土ブロックを含む。
７　1０YR5/6　黄褐色土　焼土粒、黄褐色土ブロックを含む。黒褐色土

を少量含む。
８　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色粒、焼土粒を含む。締まりあり。
９　1０YR3/4　暗褐色土　細粒の白色軽石、焼土粒を含む。
1０　1０YR7/8　黄橙色土　焼土粒・ブロック主体。

11　1０YR5/3　にぶい黄褐色土　焼土粒、黄褐色土ブロック、黒褐色土
を少量含む。締まりあり。

1２　5YR7/8　橙色土　焼土粒・ブロックを多量に含む。
13　1０YR5/3　にぶい黄褐色土　焼土粒、黄橙色粒を少量含む。
14　1０YR3/4　暗褐色土　極小の白色軽石を少量含む。
15　1０YR5/3　にぶい黄褐色土　灰白粘質土ブロックを含む。
16　1０YR3/4　暗褐色土　極小の白色軽石、焼土粒を含む。
17　1０YR3/3　暗褐色土　焼土粒、ブロックを多量に含む。
18　1０YR3/3　暗褐色土　白色軽石、黄橙色粒、焼土粒を含む。
19　5YR7/8　橙色土　焼土粒・ブロック主体。黒褐色土ブロックを含む。
２０　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙粒、炭化粒を含む。
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とする。

遺物出土状況　１号竃周辺を中心に土器片が点在する。

竃内には羽釜片(16)、土師器甕(９・11)、須恵器杯(２・

３)、椀(７)、小瓶片(８)があり、竃右手には羽釜(18・

19)はじめ、大型破片が認められる。羽釜片は竃左手(17)

からも出土している。甑片(14)や土師器の脚付鍋脚部

(15)もある。また、釘(２1)、鎌と思われる鉄器片(２２)も

出土している。

時　期　1０世紀第４四半期

（24）45号竪穴建物

位　置　２5―9０―Ｔ・Ｕ―13・14グリッド　発掘区西部で、

上位段丘の西辺を画する東向き斜面北部にある。北17.２

mに46号、16.8mに51号、西17.6mに7０号竪穴建物があ

る。床面最高標高54０.２4m。

規模・形状　床面長軸長3.1m、床面短軸長２.98m、最

大壁高34㎝。主軸方位Ｎ―66°―Ｅ。平面形は隅丸方形に

近いが、南北壁はやや外側に膨らみ、東壁北部は内湾気

味に掘り込まれる。この遺跡では小型の竪穴建物である。

覆　土　礫混じりの黒褐色土を主体とする。床面近くに

黄褐色土、明黄褐色土の堆積が見られる。

床・掘り方　掘削底面を床とするが、地山に含まれる礫

が多数露出している。土層断面図２層の明黄褐色土は掘

削した壁面が崩落したブロック、３層は地山そのものと

見られる。土層断面Ｂライン北端の落ち込みはＰ６に相

当するが、写真記録と照合すると１層を掘り込んでいる。

竃焼土が壁外に広がるように認められること、竃内から連

続して分布する甕片が、床面が想定された掘り方底面よ

り高い位置に、レベルをそろえて並ぶことを考え合わせ

ると、深い掘り方を持った竪穴建物で、床面が確認面あ

るいは確認面より高い位置にあった可能性も想定される。

竃　東壁中央からやや南寄りの壁面を長軸長1０3㎝、短

軸長87㎝の偏円形の平面形に掘り込んで構築する。主軸

方位はＮ―77°―Ｅ。壁内には焼土は認められず、壁外が

幅67㎝、奥行き3０㎝の範囲で焼土化する。土層断面では

８層が焼土とされて広い範囲に分布するものとされてい

るが、写真記録を参照するとこの層は地山ロームに相当

するようである。

貯蔵穴　確認されていない。

柱穴・ピット・土坑等　Ｐ１～Ｐ８が確認されている。

Ｐ１　竪穴中央東寄りに、Ｐ２と並ぶようにある。東壁

下端まで81㎝、北壁下端まで167㎝、南壁下端まで147㎝。

第２59図　44号竪穴建物出土遺物２
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Ｐ２まで芯々で87㎝。径２6㎝ほどの円形の平面形で、掘

削底面からの深さ２２㎝。断面形は上部の開いたＵ字状。

覆土は小礫を少量含む黒褐色土。

Ｐ２　竪穴中央西寄りに、Ｐ１と並ぶようにある。西壁

下端まで111㎝、北壁下端まで165㎝、南壁下端まで141㎝。

径２6㎝ほどの円形の平面形で、掘削底面からの深さ17㎝、

確認面から37㎝程度の深さがある。断面形は上部の開い

たＵ字状。覆土は小礫を少量含む黒褐色土。

Ｐ３　竪穴北西部にある。北壁下端まで45㎝、西壁下端

まで93㎝、南のＰ２まで芯々で117㎝。長軸長36㎝、短

軸長２9㎝、南北に長い長円形の平面形で、掘削底面から

の深さ31㎝、断面形はＵ字状。覆土は小礫を多く含む砂

質の黒褐色土。

Ｐ４　竪穴南西隅に、南壁に接してある。西壁下端まで

２1㎝。長軸長34㎝、短軸長3０㎝、平面形は南北にやや長

い偏円形。掘削底面からの深さ２０㎝で、断面形は鍋状。

Ｐ５　北壁中央近くを、壁をえぐり込むように掘り込む。

西に並んであるＰ６まで芯々で48㎝。東壁下端まで138

㎝、西壁下端まで147㎝。径２5㎝ほどの円形の平面形で、

掘削底面からの深さ８㎝、確認面からの深さ２1㎝。断面

形は鍋状。覆土は小礫を僅かに含む黒褐色土。

Ｐ６　北壁西寄りを、壁をえぐり込むように掘り込む。

東のＰ５と並ぶ。東壁下端まで184.5㎝、西壁下端まで

1０8㎝。径２０㎝ほどの円形の平面形で、掘削底面からの

深さ６㎝、確認面からの深さ２1㎝。断面形は鍋状。覆土

は小礫を僅かに含む黒褐色土。

Ｐ７　竪穴北西隅近くに、西壁に食い込むように掘られ

る。長軸長7２㎝、短軸長48㎝、北西-南東方向に長軸を

持つ長円形の平面形で、掘削底面からの深さ31㎝、確認

面からの深さ59㎝。断面形は深い鍋状。

Ｐ８　竪穴北東隅に北壁に食い込むように掘られる。上

面は長軸長5２㎝、短軸長39㎝、北壁に沿って東西に長い

ゆがんだ長円形で、西部が７㎝ほど深い位置から径33㎝

ほどの円形に掘り込まれる。掘削底面からの深さ２1㎝、

確認面からの深さ3０㎝。断面形は椀状を呈する。

遺物出土状況　竃燃焼部相当位置に土師器甕２個体分

(３・４)の比較的大きな破片があり、南壁西端近くの覆

土中位から須恵器杯(１)が出土している。

時　期　９世紀第４四半期

（25）46号竪穴建物

位　置　２5―9０―Ｓ・Ｔ―18～２０グリッド　発掘区西部で、

上位段丘の西辺を画する北向き斜面にある。南17.２mに

45号、西４mに51号竪穴建物がある。13０9号土坑に切ら

れる。床面最高標高539.０２m。

規模・形状　床面長軸長4.65m、床面短軸長4.19m、最大

壁高２3㎝。主軸方位Ｎ―19°―Ｅ。北東隅部が失われているが、

比較的整った横長長方形の平面形を呈する。

覆　土　礫を含む黒褐色土を主体とする。

床・掘り方　掘削底面を床とする。地山は南西隅部が黒

褐色土である以外は砂質の礫混じりローム再堆積土だ

が、北東部は礫が少なく、整った床面となっている。壁

周溝は確認されていない。

竃　北壁東寄りにある。北壁を3０㎝ほど掘り込んで、長

軸長1２1㎝、短軸長1０4㎝の北東-南西に長い隅丸長方形

状の掘り方を形成する。黄灰色ロームを主体とし、暗褐

色土を混じて構築材として築いている。竃右手や東壁中

央近くに亜角礫があるが、竃に用いられた物かは判断で

きない。上部が失われ、また全体に乱されているため、

構造の詳細は把握できない。

貯蔵穴　確認されていない。

柱穴・ピット・土坑等　Ｐ１～Ｐ６が確認されている。

Ｐ１～Ｐ４は竪穴平面全体から見ると南東に寄るが、掘

り方の径や形状、底面レベルが近似しており、建物構造

にかかわる主柱穴とみて良いだろう。

Ｐ１　竪穴北東部にある。東壁想定線まで1０8㎝、北壁

想定線まで158㎝。南のＰ２まで芯々で189㎝、西のＰ３

まで芯々で２3２㎝。径31㎝ほどの円形の平面形で、深さ

２4㎝、断面形はやや深い鍋状。覆土は礫や炭化物を含む

黒褐色土。

Ｐ２　竪穴南東隅近くにある。東壁下端まで69㎝、南壁

下端まで48㎝。西のＰ４まで芯々で２4０㎝。径２6㎝ほど

の円形の平面形で深さ２5㎝。断面形は椀状に近いが、中

央が柱痕状に深くなる。覆土は小礫を多く含む暗褐色土。

Ｐ３　竪穴北西部にある。西壁下端まで1２9㎝、北壁下

端まで186㎝、南のＰ４まで芯々で174㎝。長軸長3２㎝、

短軸長２6㎝、南北にやや長い長円形の平面形で、深さ２1

㎝、断面形はＵ字状に近い。覆土は小礫を僅かに含む黒

褐色土。

Ｐ４　竪穴南西部にある。西壁下端まで1２6㎝、南壁下
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第２6０図　45号竪穴建物
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45号竪穴建物	 	
１　1０YR3/２　黒褐色土　２０～15０㎜の礫をまばらに含む。
２　1０YR7/6　明黄褐色土　細かい粒子状。	
３　1０YR5/6　黄褐色土　砂礫。５～1０㎜の礫を多く含む。
４　1０YR4/6　褐色土　3０～5０㎜の礫を多く含む。

Ｐ１　１　1０YR3/1　黒褐色土　1０～4０㎜の礫を少量含む。
Ｐ２　１　1０YR3/1　黒褐色土　５～3０㎜の礫を少量含む。
Ｐ３　１　1０YR２/3　黒褐色土　３～1０㎜の礫や２０～3０㎜の礫を多く

含む。粒子細かく砂のよう。
Ｐ５　１　1０YR3/1　黒褐色土　５～２０㎜の礫を僅かに含む。
Ｐ６　１　1０YR3/1　黒褐色土　５～15㎜の礫を僅かに含む。



０ 10㎝１:３

端まで6０㎝。径２8㎝ほどの円形の平面形で、深さ２7㎝、

断面形は上部の開くＵ字状。覆土はローム小ブロックを

含む暗褐色土。

Ｐ５　竪穴中央南西寄りにある。Ｐ１～Ｐ４に囲まれた

中にある。南壁下端まで159㎝、西壁下端まで２31㎝。長

軸長5２㎝、短軸長38㎝、北西-南東に長い長円形の平面

形で、深さは15㎝と浅く、断面形は底部の乱れた鍋状。

覆土は小礫を含み、炭化物を僅かに含む褐色土。

Ｐ６　竪穴北西隅に、北壁に食い込むように掘られる。

径２1㎝ほどの円形の平面形で、深さ19㎝、断面形は底部

が傾くがＵ字状に近い。覆土は小礫を僅かに含む黒褐色

土。

遺物出土状況　土器小片が竪穴内に散在するが、量は多

くない。竃前に土師器甕(２)があるほか、竪穴中央から

は鉄製紡茎(７)が出土した。覆土からは須恵器杯(１)、

土師器甕(４)などが出土している。

時　期　９世紀第３四半期

（26）47号竪穴建物

位　置　２5―1００―Ｌ・Ｍ―14・15グリッド　発掘区西部で、

下位段丘西部の傾斜面にある。東8.8mに48号、西北7.２

mに53号、西南16mに57号、南5.6mに5０号竪穴建物が

ある。床面最高標高533.14m。

規模・形状　床面長軸長3.8m、床面短軸長２.8２m、最

大壁高２7㎝。主軸方位Ｎ―65°―Ｅ。平面形は北西-南東方

向にやや長い横長の隅丸長方形。壁は上部が崩れて開く。

覆　土　暗褐色土を主体とする。

床・掘り方　掘削底面にロームブロックを含む暗褐色土

を充填して床を貼る。竃前は南北143㎝、東西1０２㎝ほど

の範囲で特に硬化する。竃右手に当たる竪穴南東部には

南北7０㎝、東西9０㎝ほどの範囲で焼土が見られる。壁周

溝は確認されていない。

竃　東壁中央からやや南寄りを長軸長96㎝、短軸長77㎝

の土坑状に掘り込んで構築する。主軸方位はＮ―64°―Ｅ。

壁外への張り出しは弱く、２２㎝ほどしかない。床面から

掘り方底面まで６㎝ほどしかない。袖はにぶい黄褐色の

粘質土で構築される。右袖部焚き口部には礫が立位で残

され、左側壁にも火を受けて赤化した礫があることから、

石組み構造を伴っていたものであろう。焚き口幅は4０㎝

第２61図　45号竪穴建物出土遺物

第２章　発掘された遺構と遺物
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竃
１　1０YR3/２　黒褐色土　５㎜以下の粒状の礫を含む。土器片を含む。
２　1０YR２/3　黒褐色土　暗赤褐色(２.5YR3/6)の焼土や炭化物を僅かに含

む。暗褐色土(1０YR3/4)を上部に僅かに含む。
３　1０YR3/２　黒褐色土　ブロック状。２㎜程の礫を僅かに含む。粘りなし。
４　1０YR6/6　明黄褐色土　焼土。５㎜程の粒状の炭化物や赤褐色土
(２.5YR4/6)をまばらに含む。4０㎜程の礫を僅かに含む。

５　1０YR3/２　黒褐色土　２０～5０㎜の礫を僅かに含む。
６　1０YR5/8　黄褐色土　粒子が細かく粘りなし。
７　1０YR7/6　明黄褐色土　砂礫状の細かい土、15～5０㎜の礫を多く含む。
８　1０YR6/8　明黄褐色土　焼土。２～３㎜の粒状の礫を少量含む。
９　1０YR5/8　黄褐色土　1０～4０㎜の礫を多く含む。５㎜の礫を少量含む。

１
２

３ ４
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ほどと想定される。竃内には幅4０㎝、奥行き78㎝の範囲

で焼土が見られる。

貯蔵穴　貯蔵穴として確認されたものはない。床面調査

時に確認されたＰ１は貯蔵穴相当位置にあるが、浅く、

底面も整っていない。

柱穴・ピット・土坑等　床面調査時にＰ１・Ｐ２が、掘

り方調査時にＰ３・Ｐ４が確認されている。共に竃周辺

にある。いずれも浅く、竪穴構造にかかわるものとは考

えがたい。

Ｐ１　竪穴南東隅近くにある。掘り方南端から南壁下端

までは９㎝ほど、同じく東端から東壁下端までは２7㎝ほ

どしかない。掘り方調査時に北西で確認されたＰ３を切

る。長軸長49㎝、短軸長4２㎝、北東-南西に長い偏円形

の平面形で、深さ６㎝、底面が乱れており、断面形は不

整形。覆土は暗褐色土を主体とする。

Ｐ２　東壁中央近くに食い込むように掘られる。竃左袖

に接するが切り合わない。北壁下端まで144㎝。径36㎝

ほどの円形の平面形で、深さ13㎝、断面形は底面が乱れ

るが椀状に近い。覆土は暗褐色土を主体とする。

Ｐ３　掘り方調査時に確認された。竪穴南東部にある。

Ｐ１に切られる。東壁下端まで78㎝、南壁下端まで64.5

㎝。長軸長63㎝、短軸長54㎝、南北に長い楕円形の平面

形で、深さ９㎝、断面形は浅い皿状。覆土は暗褐色土を

主体とする。

Ｐ４　竃前にある。西壁下端まで16２㎝、南壁下端まで

15０㎝。掘り方東端から竃掘り方西端まで２1㎝。長軸長

5０㎝、短軸長44㎝、南北に長く、北部がやや広い卵形の

平面形で、深さ11㎝、断面形は乱れた鍋状。覆土は暗褐

色土を主体とする。

遺物出土状況　竪穴南部に土器片が散在する。竃内及び

第２6２図　46号竪穴建物１

第２節　古代相当面の発掘
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46号竪穴建物
１　1０YR3/２　黒褐色土　２０～15０㎜の礫をまばらに含む。
２　1０YR5/6　黄褐色砂　1０～3０㎜の礫を非常に多く含む。
３　1０YR3/4　暗褐色土　黄褐色土(1０YR5/8)を底部に僅かに含む。締まり・粘り共にあり。

Ｐ１　１　1０YR3/1　黒褐色土　1０～1００㎜の礫を含
む。５㎜の炭化物を僅かに含む。

Ｐ２　１　1０YR3/3　暗褐色土　７～２０㎜の礫を多く
含む。

Ｐ３　１　1０YR3/1　黒褐色土　５～15㎜の礫を僅か
に含む。

Ｐ４　１　1０YR3/3　暗褐色土　褐色土(1０YR4/6)、明
黄褐色土(1０YR6/8)をまばらに含む。15㎜
程度のブロック状の浅黄橙土(1０YR8/4)を
含む。

Ｐ５　１　1０YR4/4　褐色土　５㎜の粒状の礫を含む　
1０～15㎜の礫、５～1０㎜の炭化物を僅かに
含む。

Ｐ６　１　1０YR3/1　黒褐色土　1０～２０㎜の礫を僅か
に含む。
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竈掘り方竈

周辺で土師器甕(２～４)が、中央部で須恵器椀(１)があ

るほか、鉄製鎌刃部(５)が出土している。

時　期　９世紀第４四半期

（27）48号竪穴建物

位　置　２5―1００―Ｉ・Ｊ―16・17グリッド　発掘区西部で、

下位段丘西部の傾斜面にある。西8.8mに47号、西南9.6

mに5０号竪穴建物がある。床面最高標高53２.41m。

規模・形状　床面長軸長4.54m、床面短軸長3.89m、最

大壁高34㎝。主軸方位Ｎ―87°―Ｗ。平面形は東西に長い

縦長長方形。

覆　土　炭化物を含む暗褐色土が主体で、壁際には炭化

物、焼土を含む黒褐色土が見られる。

床・掘り方　床面以下の土層観察所見を欠くが、掘削底

面に７層を充填して床を貼る。竃前は特に硬化する。壁

周溝は確認されていない。竃前南部から１号土坑にかけ

ての部分、南西隅のＰ３東部及び北壁沿い中央～東部の

第２63図　46号竪穴建物２・出土遺物

第２章　発掘された遺構と遺物

322

竃
１　1０YR4/1　褐灰色土　砂礫質。２～７㎜の礫を非常に多く含む。15～

3０㎜の礫を少量含む。
２　1０YR3/3　暗褐色土　５～２０㎜の礫を少量含む。５㎜の粒状の炭化物

を僅かに含む。３　1０YR２/1　黒色土　粒子の細かい炭化物を非常に
多く含む。底部に赤褐色(２.5YR4/6)の焼土を含む。

４　1０YR4/6　褐色土　５～７㎜の粒状の礫、橙色(1０YR6/8)の焼土を含む。
２～５㎜の粒状の炭化物を僅かに含む。

５　1０YR3/3　暗褐色土　５～15㎜、２０～5０㎜の礫を、赤褐色(２.5YR4/6)
の焼土や炭化物を僅かに含む。土器片を含む。

６　1０YR4/6　褐色土　焼土。底部にブロック状の赤褐色土(２.5YR4/6)を
含む。

７　1０YR２/3　黒褐色土　粒子が細かく粘りなし。２～３㎜の粒状の礫を

僅かに含む。
８　1０YR4/1　褐灰色土　砂礫質。２～７㎜、15～3０㎜の礫を多く含む。
９　1０YR4/２　灰黄褐色土　５㎜の礫を非常に多く含む。1０～２０㎜の礫を

僅かに含む。
1０　1０YR4/4　褐色土　砂礫を多く含む。1０～15㎜の礫を僅かに含む。
11　1０YR4/２　灰黄褐色土　褐色土(1０YR4/4)を少量含む。２㎜の礫を僅か

に含む。
1２　２.5YR4/8　赤褐色土　焼土。２～７㎜の粒状の炭化物を含む。
13　1０YR4/２　灰黄褐色土　。15～4０㎜の礫を僅かに含む。７㎜の粒状の

礫を含む
14　1０YR4/4　褐色土　５㎜の粒状の暗褐色土(1０YR3/4)を僅かに含む。

１

２

３ ４ ７(1/２)
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床面が焼土化している。１号土坑は焼土の下位にある。

竪穴北東部を中心に、覆土最下位に炭化材が残されてお

り、焼失した建物であることが示される。ケヤキの枝材

と板状材がある。

竃　東壁南寄りにある。燃焼部は壁内に置き、煙道を壁

外に掘り込む。掘り方で見ると、燃焼部は南北長8０㎝、

東西長91㎝の偏円形で、床面からの深さ13㎝ほど掘り込

む。煙道は壁の延長線上から東に延び、77㎝ほどが確認

できる。燃焼部との接合部では、煙道底と燃焼部下端と

の比高が２０㎝ほどある。右袖基部は地山を掘り残すが、

燃焼部及び煙道部には壁石が残されている。石組みの構

造をローム質の構築土で覆って築かれていたものであろ

う。両袖内側２8㎝、煙道幅15～２２.5㎝。燃焼部内から土

師器甕、羽釜が出土している。

貯蔵穴　竃右手に当たる竪穴南東隅にある１号土坑が貯

蔵穴に当たるものと思われる。長軸長94㎝、短軸長66㎝、

南壁に沿うように東西に長い長円形の平面形で、深さ19

㎝、底面が乱れており、東側がやや深くなるが、壁は強

く立ち上がる。羽釜、灰釉陶器皿が出土している。

柱穴・ピット・土坑等　貯蔵穴とした１号土坑のほか、

第２64図　47号竪穴建物１

第２節　古代相当面の発掘

323

Ｐ１　１　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色粒を僅かに含む。
Ｐ２　１　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色粒を含む。
Ｐ３　１　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色粒を含む。
Ｐ４　１　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙粒、黄褐色土ブロックを含む。

47号竪穴建物
１　1０YR3/3　暗褐色土　細粒の白色粒、黄橙色粒を全

体に含む。鉄分ブロック、小礫を含む。締まりあり。
２　1０YR3/3　暗褐色土　黄橙色ブロック、黒褐色土ブ

ロックを含む。
３　1０YR4/4　褐色土　細粒の白色粒を含む。鉄分ブロッ

クを少量含む。
４　1０YR3/4　暗褐色土　にぶい黄褐色土ブロックを多

量に含む。細粒の白色粒、黄橙色粒を含む。
５　1０YR3/4　暗褐色土　細粒の白色粒、黄橙色粒を全

体に含む。鉄分ブロックを少量含む。締まりあり。
６　1０YR3/4　暗褐色土　細粒の白色粒、黄橙色粒を全

体に含む。褐色土、黒褐色ブロックを少量含む。締
まりあり。

７　1０YR4/6　褐色土　黒褐色土ブロック、褐色土ブロッ
クを多量に含む。黄橙色粒を含む。締まりあり。

８　1０YR5/２　にぶい黄橙色土　黄橙色粒、褐色土ブロッ
クを多量に含む。

９　1０YR3/4　暗褐色土　黄褐色ブロックを多量に含む。
1０　1０YR3/1　黒褐色土　黒褐色土ブロック。
11　1０YR5/8　黄褐色土　細粒の白色粒、黄橙色粒を含

む。締まり弱い。
1２　1０YR3/1　黒褐色土　黄橙色粒、小礫を少量含む。
13　1０YR5/8　黄褐色土　黄褐色土ブロック、地山小礫

を多量に含む。
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竃　
１　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色粒、焼土粒を含む。締まりあり。
２　1０YR3/3　暗褐色土　焼土粒、黄褐色土、黒褐色土ブロックを含む。
３　1０YR3/4　暗褐色土　焼土粒、黄褐色土ブロックを多量に含む。
４　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色粒、焼土粒を少量含む。
５　1０YR5/3　にぶい黄褐色土　焼土粒、黒褐色土を含む。
６　5YR7/8　橙色土　焼土粒を多量に含む。暗褐色土ブロックを含む。
７　1０YR5/6　黄褐色土　焼土粒、黄褐色土ブロックを含む。黒褐色土を

少量含む。
８　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色粒、焼土粒を含む。締まりあり。
９　1０YR3/4　暗褐色土　細粒白色軽石、焼土粒を含む。
1０　1０YR7/8　黄橙色土　焼土粒・ブロック主体。

11　1０YR5/3　にぶい黄褐色土　焼土粒、黄褐色土ブロック、黒褐色土を
少量含む。締まりあり。

1２　5YR7/8　橙色土　焼土粒・ブロックを多量に含む。
13　1０YR5/3　にぶい黄褐色土　焼土粒、黄橙色粒を少量含む。
14　1０YR3/4　暗褐色土　極小の白色軽石を少量含む。
15　1０YR5/3　にぶい黄褐色土　灰白色粘質土ブロックを含む。
16　1０YR3/4　暗褐色土　極小の白色軽石、焼土粒を含む。
17　1０YR3/3　暗褐色土　焼土粒、ブロックを多量に含む。
18　1０YR3/3　暗褐色土　白色軽石、黄橙色粒、焼土粒を含む。
19　5YR7/8　橙色土　焼土粒・ブロック主体。黒褐色土ブロックを含む。
２０　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙粒、炭化粒を含む。

１

２

３ ４

５



北東隅から南西隅にかけて対角線上にＰ１～Ｐ３がある。

Ｐ１　竪穴北東隅近くにある。東壁下端まで63㎝、北壁

下端まで２7㎝。径36㎝ほどの円形の平面形で、深さ２０㎝、

断面形は椀状を呈する。覆土は上層が暗褐色土、下層が

灰黄褐色土。

Ｐ２　竪穴中央からやや北東寄りにある。東壁下端まで

164㎝、北壁下端まで141㎝、北東のＰ１まで芯々で1.38

m。径44㎝ほどの円形の平面形だが、南東部上端がやや

崩れる。深さ２０㎝、断面形は椀状。覆土は暗褐色土。

Ｐ３　竪穴南西隅にある。西壁まで39㎝、南壁まで4２㎝、

北東のＰ２まで２67㎝。長軸長49㎝、短軸長41㎝、北東-

南西にやや長い偏円形の平面形で、深さ1０㎝、断面形は

皿状を呈する。覆土は橙色の焼土ブロックを含む黒色土。

遺物出土状況　竃及びその周辺から土師器甕(1２)、羽釜

(２6)、貯蔵穴から羽釜(２5)、灰釉陶器皿(８)が出土して

いる。貯蔵穴北西部では須恵器甕(２1)の破片がまとまっ

て出土している。１は黒色土器、５、６には共に「日」ま

たは「白」と見られる墨書がある。

時　期　1０世紀第１～第２四半期

（28）50号竪穴建物

位　置　２5―1００―Ｊ～Ｌ―1２・13グリッド　発掘区西部で、

下位段丘西部のやや急な傾斜面にある。北西5.6mに47

号、西18mに57号竪穴建物がある。床面最高標高533.49

m。

規模・形状　床面長軸長5.16m、床面短軸長3.93m、最

大壁高87㎝。主軸方位Ｎ―87°―Ｅ。東壁が長く、南北に

長い隅丸台形に近い平面形を呈する。掘り込みは深く、

壁は強く立ち上がる。

覆　土　暗褐色土を主体とする。

床・掘り方　にぶい黄褐色土、明黄褐色土が掘削底面上

にあり、掘削底面を踏み固めて床としたものと思われる。

特に硬化した面が、竃前から南側に延びる。

竃　東壁北寄りにある。壁を一部掘り込むように長軸長

11０㎝、短軸長95㎝の東西に長い不整円形の燃焼部を形

成し、さらに41㎝ほど煙道を伸ばす。燃焼部はほぼ壁内

にあり、燃焼部から煙道にかけて焼土が残る。主軸方位

はＮ―8０°―Ｅ。左袖部と煙道右壁に礫が残り、覆土に焼

土を伴う黄褐色ロームブロックが見られる。袖内側幅53

㎝。礫を構造材とし、ロームを貼って構築したものであ

ろう。

貯蔵穴　確認されていない。

柱穴・ピット・土坑等　掘り方調査時にＰ１～Ｐ９が確

認されている。性格、機能を推定できるものはない。Ｐ

３・Ｐ６は柱穴として良い位置にあるが、他のピットと

覆土も近く、特に深くない。

Ｐ１　竃右手に当たる東壁中央近くにある。東壁下端ま

で3０㎝、北壁下端まで２4０㎝。径3０㎝ほどの円形の平面

形で、東壁側がやや崩れる。深さ２7㎝、断面形はやや深

いＵ字状。覆土は灰黄褐色土を主体とする。

Ｐ２　竪穴中央北東寄りにある。東壁下端まで138㎝、

北壁下端まで19２㎝。長軸長33㎝、短軸長２4㎝、東西に

長いゆがんだ長円形の平面形で、深さ1０㎝、断面形は小

椀状。覆土は黒褐色土を主体とする。

Ｐ３　竪穴北西部にある。西壁下端まで96㎝、北壁下端

まで93㎝。径3０㎝ほどの円形ないし胴張りのある隅丸方

形の平面形で、深さ15㎝、断面形は鍋状。覆土は黒褐色

土を主体とする。

Ｐ４　竪穴中央北西寄りにある。西壁下端まで151㎝、

北壁下端まで２19㎝。長軸長41㎝、短軸長２4㎝、北西-南

東方向に長い楕円形の平面形で、深さ15㎝、断面形はゆ

がんだ椀状。覆土は黒褐色土を主体とする。

Ｐ５　竪穴中央南西寄りにある。西壁下端まで174㎝、

南壁下端まで175㎝。径２4㎝ほどのゆがんだ円形ないし

胴張りのある隅丸方形の平面形で、西壁がやや崩れる。

深さ34㎝で、断面形は狭長なＵ字状。覆土は灰黄褐色土

を主体とする。

Ｐ６　竪穴南西部にある。西壁下端まで99㎝、南壁下端

まで93㎝。長軸長4２㎝、短軸長31㎝、東西に長いゆがん

だ長円形の平面形。深さ16㎝で、上部の開く鍋状の断面

形を呈する。覆土は黒褐色土を主体とする。

Ｐ７　竪穴中央東寄りにある。東端から東壁下端まで54

㎝、南端から南壁下端まで183㎝。長軸長7０㎝、短軸長

64㎝、上端は東西に長く西辺を下底とする隅丸三角形に

近い平面形で、東部が一段深く径35㎝の円形の平面形の

掘り込みがある。中段までの深さ1２㎝、最下部までの深

さ２7㎝。断面形は逆凸状。覆土は暗褐色土を主体とする。

上位に礫がある。

Ｐ８　竪穴中央南東寄りにある。東壁下端まで144㎝、南

壁下端まで19２㎝。長軸長31㎝、短軸長２6㎝、東西にやや

長いゆがんだ長円形の平面形。深さ９㎝、断面形はやや

第２節　古代相当面の発掘
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48号竪穴建物
１　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色粒・ブロックを含む。

礫、炭化物粒を少量含む。
２　1０YR3/3　暗褐色土　黄橙色粒、焼土粒、炭化物

粒を多量に含む。礫を含む。
３　1０YR3/1　黒褐色土　焼土粒、炭化物粒を多量に

含む。
４　1０YR3/4　暗褐色土　黄褐色ブロックを含む。
５　1０YR4/3　にぶい黄褐色土　黄橙色粒、焼土粒を

少量含む。
６　5YR7/8　橙色土　焼土粒・ブロックを多量に含む。

小礫を含む。

１号土坑(貯蔵穴)　
１　1０YR3/1　黒褐色土　焼土粒・ブロック、炭化粒を含む。
２　1０YR3/4　黄褐色土　焼土粒、黄橙色粒を少量含む。
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深い皿状ないし浅い椀状。覆土は暗褐色土を主体とする。

Ｐ９　竪穴中央近くにある。西端から西壁下端まで168

㎝、北端から北壁下端まで２２8㎝。長軸長86㎝、短軸長39

㎝、北西-南東方向に長いゆがんだ長円形の平面形。深

さ16㎝、断面形は鍋状。覆土は黒褐色土を主体とする。

遺物出土状況　竃から竪穴北東隅に土器片が散在する。

土師器甕(1０)、同小型甕(９)、須恵器椀(１・２・５～７)、

同皿(３)、灰釉陶器椀(８)がある。１・２は黒色土器で

ある。

時　期　1０世紀前半

第２67図　48号竪穴建物２
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Ｐ１　１　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色粒、黒褐色土ブロックを含む。
　　　２　1０YR4/２　灰黄褐色土　黄橙色粒・ブロック少量含む。
Ｐ２　１　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色粒、小礫を少量含む。
Ｐ３　１　5YR7/8　橙色土　焼土ブロック。

２　1０YR２/1　黒色土　粘質土。
　　　３　1０YR5/3　にぶい黄褐色土　黄橙色粒を含む。締まりない。

竃
１　1０YR3/２　黒褐色土　黄橙色粒、焼土粒を含む。
２　1０YR4/２　灰黄褐色土　焼土粒・ブロックを多量に含む。締まりあり。
３　1０YR3/4　暗褐色土　焼土粒を少量含む。
４　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色粒・ブロックを含む。焼土粒を少量含む。
５　1０YR3/4　黄褐色土　焼土粒を少量含む。
６　1０YR5/4　にぶい黄褐色土　黄橙色粒を少量含む。
７　1０YR4/２　灰黄褐色土　黄橙色粒、焼土粒、炭化物粒を多量に含む。

粘質土。

８　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色粒、黒褐色土を少量含む。
９　1０YR4/3　にぶい黄褐色土　黄橙色粒を少量含む。
1０　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色粒、焼土粒、黒褐色土粒を含む。
11　1０YR5/3　にぶい黄褐色土　焼土粒、黄褐色土ブロックを少量含む。
1２　1０YR3/1　黒褐色土　黄橙色粒を少量含む。
13　1０YR3/4　暗褐色土　僅かに黄橙色粒、焼土粒を含む。
14　1０YR4/２　灰黄褐色土　焼土粒・ブロック、黄橙色粒を含む。
15　1０YR3/4　黄褐色土　黄橙色ブロックを多量に含む。
16　1０YR5/3　にぶい黄褐色土　黄橙色粒を多量に含む。
17　1０YR3/3　暗褐色土　黄橙色ブロックを少量含む。
18　1０YR3/3　暗褐色土　焼土粒、黒褐色土粒を含む。
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（29）51号竪穴建物

位　置　２5―9０―Ｕ～Ｗ―18・19グリッド　発掘区西部で、

上位段丘の西辺を画する北向きのやや急な斜面にある。

西16.8mに71号、南16.8mに45号、東3.6mに46号竪穴

建物がある。床面最高標高539.２3m。

規模・形状　床面長軸長4.44m以上、床面短軸長4.38m、

最大壁高36㎝。主軸方位Ｎ―5０°―Ｅ。傾斜面にあって北

西壁と北東壁の北部が失われているため全形が把握でき

ないが、北西-南東に僅かに長いものの、ほぼ方形の平

面形を呈するものと思われる。残りの良い南東壁は、や

や上方に開くが強く立ち上がる。

覆　土　壁際には小礫やローム斑を多く含む暗褐色土が

堆積し、中央近くにはやや大きな礫を含む黒褐色土が堆

積する。

床・掘り方　掘削底面を床とするが、小礫が多く露出す

る。地山の傾斜に従って、南が高く、北側は1０㎝ほど低

くなる。

竃　北東壁中央にある。上部が削平されていて、詳細は

把握できない。長軸長89㎝、短軸長41㎝ほどの長円形状

に掘って燃焼部を形成する。燃焼部は２/3ほどが壁内に

置かれる。煙道は把握できない。周辺を含めて構造材に

使用したと思われる礫はない。明黄褐色、灰黄褐色粘土

が面的に残されており、これを構築材としたものであろ

う。燃焼部奥側に掘り方からは若干はみ出して、長軸長

89㎝、短軸長5０㎝ほどの長円形の平面形を呈して焼土が

残される。写真資料では右手奥部と左手前に、竃を切っ

てピット状の掘り込みがあるかに見え、土層断面図２層・

７層はこれの覆土に当たるかもしれない。なお、この両

層についてはＡ・Ｂラインの土層観察所見が一致しない

ため、両者を併記した。

貯蔵穴　確認されていない。竪穴東隅に遺構番号の付さ

れない掘り込みがあり、内部に角礫が落ち込んでいる。

第２69図　48号竪穴建物出土遺物２

第２節　古代相当面の発掘
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5０号竪穴建物
１　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色粒・

ブロックを含む。小礫を少量含む。
２　1０YR3/3　暗褐色土　黄橙色粒・

ブロックを含む。小礫を多量に含
む。締まりあり。

３　1０YR4/3　にぶい黄褐色土　黄橙
色粒を多量に少量含む。

４　1０YR6/8　明黄褐色土	　地山小礫
を多量に含む。黄橙色ブロックを
含む。
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竈掘り方竈

貯蔵穴相当位置にあるものとも思われるが、平面図以外

の記載を欠く。

柱穴・ピット・土坑等　竪穴西部でＰ１～Ｐ３が確認さ

れている。共に比較的深い掘り込みを持つが、柱痕は認

められず、竪穴構造との関係は判断できない。

Ｐ１　南西壁北西部にある。南西壁下端まで２4㎝、北西

壁想定線まで117㎝。径35㎝ほどの円形の平面形で、北

部がやや崩れる。深さ41㎝、断面形は深い鍋状。覆土は

礫を含み締まりのある黒褐色土。

Ｐ２　竪穴西部にある。南西壁下端まで67.5㎝、北西壁

想定線まで5２.5㎝、Ｐ１まで芯々で78㎝。径3０㎝ほどの

円形の平面形で、深さ43㎝、断面形は狭長なＵ字状。覆

土はＰ１同様礫を含む黒褐色土。

Ｐ３　北西壁北東寄りにある。北西壁想定線まで75㎝、

北東壁想定線まで174㎝、Ｐ２まで芯々で２1０㎝。径3０㎝

ほどの円形の平面形で、北東部の上端がやや崩れる。深

第２71図　5０号竪穴建物２

第２節　古代相当面の発掘
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Ｐ１　１　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色粒・ブロックを含む。粘質。
２　1０YR4/２　灰黄褐色土　黄橙色粒、小礫を含む。

Ｐ２　１　1０YR3/1　黒褐色土　黄橙色粒、小礫を含む。
Ｐ３　１　1０YR3/1　黒褐色土　小礫を多量に含む。
Ｐ４　１　1０YR3/1　黒褐色土　黄橙色粒、小礫を含む。

竃
１　1０YR3/２　黒褐色土　黄橙色粒を多量に含む。小礫を含む。
２　1０YR4/２　灰黄褐色土　黄橙色粒を少量含む。
３　1０YR3/1　黒褐色土　黒褐色土ブロック。粘質。
４　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色粒・ブロック、焼土粒を含む。
５　1０YR7/8　黄橙色土　焼土粒・ブロックを多量に含む。
６　1０YR3/1　黒褐色土　黄橙色粒、焼土粒を含む。
７　1０YR5/8　黄褐色土　黄橙色粒、焼土粒、黒褐色ブロックを含む。

粘質土。
８　1０YR4/3　にぶい黄褐色土　黄橙色粒・ブロックを多量に含む。
９　1０YR4/3　暗褐色土　黄橙色粒を少量含む。

Ｐ５　１　1０YR4/２　灰黄褐色土　黄橙色粒、小礫を含む。
Ｐ６　１　1０YR3/1　黒褐色土　黄橙色粒、礫を含む。
Ｐ７　１　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色粒・ブロック、礫を含む。粘質。
Ｐ８　１　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色粒、礫を含む。
Ｐ９　１　1０YR3/1　黒褐色土　黄橙色粒、小礫を含む。

1０　1０YR4/２　灰黄褐色土　焼土粒・ブロック、黄橙色粒を含む。
11　1０YR5/3　にぶい黄褐色土　黄褐色土ブロックを含む。焼土粒を少量

含む。
1２　1０YR3/1　黒褐色土　黄橙色粒を少量含む。
13　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色粒・ブロックを含む。
14　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色粒を含む。
15　1０YR3/4　黄褐色土　黄橙色ブロックを多量に含む。
16　1０YR5/3　にぶい黄褐色土　黄橙色粒を多量に含む。
17　1０YR3/3　暗褐色土　黄橙色粒を少量含む。
18　1０YR6/8　明黄褐色土	　黄橙色ブロック、地山小礫を含む。



０ 10㎝１:３

さ36㎝、深い鍋状の断面形を呈する。覆土は下位に小礫

を含み粘りのある暗褐色土、上位には他と同様の、礫を

含む締まった黒褐色土がある。

遺物出土状況　土師器甕の口縁部小片が出土しているに

とどまる。

時　期　９世紀後半

（30）52号竪穴建物

位　置　２5―9０―Ｍ・Ｎ―２・３グリッド　発掘区西部で、

上位段丘南部のやや緩い北向き傾斜面にある。東3０.8m

には73号竪穴建物があるが、間に小谷を挟む。西の31号

竪穴建物までは4２.8mあり、やや孤立的な立地である。

床面最高標高541.57m。

規模・形状　床面長軸長3.２m、床面短軸長3.15m、最

大壁高1２㎝。主軸方位Ｎ―２1°―Ｅ。東辺がやや長く、こ

れを下底とする台形状の平面形を呈する。残存壁高は低

いが、緩やかに立ち上がって上部に開く。

覆　土　上面の削平が著しく、覆土はごく薄い。暗褐色

土、黒褐色土が主体である。

床・掘り方　掘削底面を床面とする。地山の傾斜に従っ

て、東北側がわずかに低いがほぼ均平である。壁周溝は

認められない。

竃　北東隅に、北東部に張り出すように築かれる。上面

が削平されるため全体は把握できないが、掘り方は径68

㎝ほどの円形で、焼土の広がりから見るとＮ―3２°―Ｅ方

向を示すようだが、燃焼部左右側壁石の据え方に当たる

かと思われる小ピットは、ほぼ南北に並んでいる。手前

側両側ピットの間は36㎝ほどである。また、両側奥壁石

据え方のほぼ中央にも小ピットがある。周辺にある礫と、

焼土化した部分のある灰黄褐色ロームから見て、石組み

構造を有し、ロームを巻いて構築したものであろう。

貯蔵穴　確認されていない。

柱穴・ピット・土坑等　確認されていない。

遺物出土状況　遺物は少ない。竪穴北西部から須恵器杯

(１)が出土しているほか、覆土から土師器小型甕小片が

出土している。

時　期　1０世紀後半

（31）53号竪穴建物

位　置　２5―1００―Ｏ・Ｐ―14・15グリッド　発掘区西部で、

下位段丘西部の傾斜面にある。東7.２mに47号、南8.8m

に57号竪穴建物がある。床面最高標高53２.88m。

規模・形状　床面東西長3.２9m、床面南北確認長1.48m、

最大壁高46㎝。主軸方位Ｎ―65°―Ｅ前後と思われる。北

部は調査区外、南部は試掘トレンチに切られて、全形は

わからない。西壁南端が東へ方向を変える事から見ると、

この部分が南西角に当たるものと思われる。

覆　土　暗褐色土を主体とする。

床・掘り方　地山の傾斜に従って、南西が高く北東が低

いが、ほぼ均平である。壁周溝は確認されていない。

第２7２図　5０号竪穴建物出土遺物
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51号竪穴建物　
１　1０YR２/２　黒褐色土　3０～4０㎜の礫を僅かに含む。
２　1０YR3/4　暗褐色土　３～５㎜の粒状の礫と1０～5０

㎜の礫をまばらに含む。３～７㎜の炭化物を僅かに
含む。

Ｐ１　１　1０YR２/3　黒褐色土　５～２０㎜の礫
を含む。締まりあり。

Ｐ２　１　1０YR２/3　黒褐色土　５～２０㎜の礫
を含む。締まりあり。

Ｐ３　１　1０YR２/3　黒褐色土　５～２０㎜の礫
を含む。締まりあり。

２　1０YR3/4　暗褐色土　２～５㎜の粒
状の礫を僅かに含む。粘りあり。

竃	
１　5YR4/8　赤褐色土　焼土。粘りあり。締まりなし。	
２　1０YR3/4　暗褐色土　1０～２０㎜の礫を僅かに含む。締まりあり。礫

は含まない。	
３　1０YR7/6　明黄褐色土　粒子細かい。締まりあり。	
４　1０YR3/4　暗褐色土　５～1０㎜の礫を僅かに含む。やや締まりなし。
５　1０YR4/２　灰黄褐色土　締まりあり。粘りなし。	
６　1０YR3/3　暗褐色土　炭化物を僅かに含む。粘りあり。	
７　1０YR4/6　褐色土　1０～3０㎜の礫を僅かに含む。締まりあり。粘性

あり。	
８　1０YR２/3　黒褐色土　15㎜の礫を僅かに含む。締まりあり。	
９　1０YR4/4　褐色土　3０㎜の礫を僅かに含む。締まりあり。	
1０　5YR3/6　暗赤褐色土　焼土。粘りあり。
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第２74図　5２号竪穴建物・出土遺物

第２章　発掘された遺構と遺物
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5２号竪穴建物
１　1０YR7/3　にぶい黄橙色土　浅黄橙色ブロックを多量に含む。

鉄分凝縮。
２　1０YR3/1　黒褐色土　黄褐色土ブロック・粒を含む。
３　1０YR3/4　暗褐色土　黒褐色土ブロックを含む。黄褐色粒を

少量含む。粘性あり。
４　1０YR5/3　にぶい黄褐色土　黄褐色粒を多量に含む。
５　1０YR3/3　暗褐色土　黄褐色粒を少量含む。粘性あり。

竃
１　1０YR3/4　暗褐色土　黄褐色粒を少量含む。締まりあり。
２　1０YR7/3　にぶい黄褐色土　焼土ブロックを含む。黄褐色粒を少量

含む。
３　1０YR3/1　黒褐色土　黄褐色土ブロック・粒を含む。
４　1０YR5/3　にぶい黄褐色　黄褐色粒を多量に含む。
５　1０YR3/4　暗褐色土　焼土粒、黄褐色粒を少量含む。
６　1０YR3/3　暗褐色土　明黄褐色土ブロックを含む。
７　1０YR4/4　褐色土　黄褐色粒を含む。粘質土。

１
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竃　東壁にある。南西角の位置から見ると、東壁の南端

近くに当たるものと思われる。壁下端から外方に向けて、

奥行き74㎝ほどＵ字状に掘り込んで燃焼部、煙道を構築

している。左袖部に礫があり、平面図には示されないが、

土層断面図では燃焼部中央近くにも礫が立った状態で出

土している。焼土化した灰黄褐色ロームが認められると

ころから、石組み構造にロームを貼って構築したものと

思われる。燃焼部から煙道にかけて幅3２㎝、奥行き86㎝

ほどの範囲で焼土が認められる。

貯蔵穴　確認されていない。

柱穴・ピット・土坑等　確認されていない。

遺物出土状況　竃周辺を中心に、須恵器甕(２～５)、同

第２75図　53号竪穴建物

第２節　古代相当面の発掘
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53号竪穴建物・竈
１　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色粒・ブロック、小礫を多量に含む。
２　1０YR3/3　暗褐色土　黄橙色粒・ブロック、小礫を含む。１層

に類似するが色味濃い。
３　1０YR4/3　にぶい黄褐色土　黄橙色粒を多量に含む。
４　1０YR3/1　黒褐色土　黒褐色土粘質土ブロック。
５　1０YR4/２　灰黄褐色土　黄橙色ブロックを含む。締まりない。
６　1０YR3/1　黒褐色土　暗褐色土ブロックを多量に含む。

７　1０YR5/8　黄褐色土　黄橙色粒・ブロックを含む。粘質土。
８　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色粒を含む。焼土粒を少量含む。
９　5YR5/8　明赤褐色土　焼土粒・ブロック主体。
1０　1０YR7/8　黄橙色土　黄橙色ブロックを多量に含む。焼土粒を少

量含む。
11　1０YR6/8　明黄褐色土	　地山小礫、黄橙色ブロックを含む。
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壺(１)の破片が点在する。

時　期　1０世紀

（32）54号竪穴建物

位　置　２5―98・99―Ｙ・Ａ―６・７グリッド　上位段丘

西部平坦面西寄りの北東向き緩斜面にある。北西14mに

43号、西２6mに２6号、南西17.２mに２4号、南14.8mに

11０号竪穴建物がある。床面最高標高536.０8m。

規模・形状　床面長軸長5.55m、床面短軸長２.64m、最

大壁高18㎝。主軸方位Ｎ―8２°―Ｗ。西部が削平されてい

るが、掘り方では西壁南部が確認されている。南北に長

い横長の隅丸長方形の平面形を呈する。残存壁高は低い

が、やや上方に開きながら立ち上がる。

覆　土　小礫や炭化物片を含む黒褐色土で埋没する。

床・掘り方　掘削底面にローム斑混じりの暗褐色土を

貼って床面とする。東西16２㎝、南北145㎝ほどの範囲で

特に硬化している。

竃　東壁中央からやや南寄りにある。東壁を幅93㎝、奥

行き5２㎝ほど掘り込んで形成される。平面図には示され

ないが、写真記録及び土層断面で見ると床面から1０㎝ほ

どの深さで長円形に掘り込み、燃焼部を形成したらしい。

第２76図　53号竪穴建物出土遺物
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54号竪穴建物
１　1０YR3/4　暗褐色土　細粒の白色粒、黄橙色粒を全体に含む。

小礫を含む。
２　1０YR3/3　暗褐色土　細粒の白色粒、黄橙色粒を含む。締まり

あり。
３　1０YR4/4　褐色土　細粒の白色粒、黄橙色粒、小礫を含む。
４　1０YR3/4　暗褐色土　にぶい黄褐色土ブロック、小礫を含む。

竃　
１　1０YR3/1　黒褐色土　細粒の白色軽石、焼土粒を少量含む。やや粘質。
２　1０YR5/3　にぶい黄褐色土　焼土粒を僅かに含む。
３　1０YR3/4　暗褐色土　焼土粒、黄褐色土ブロックを僅かに含む。
４　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色粒、焼土粒を少量含む。
５　1０YR8/3　浅黄橙色土　焼土粒、ブロック主体。
６　5YR7/8　橙色土　焼土ブロック。
７　1０YR5/6　黄褐色土　焼土粒、ブロック、黒褐色土ブロックを含む。
８　1０YR5/3　にぶい黄褐色土　焼土粒、褐色土ブロックを少量含む。
９　1０YR3/4　暗褐色土　僅かに焼土粒を含む。
1０　1０YR7/6　明黄褐色土　焼土ブロック。
11　1０YR3/1　黒褐色土　焼土粒、ブロックを含む。

１号土坑　
１　1０YR3/3　暗褐色土　細粒の白色軽石、黄褐色土ブロックを含

む。小礫を少量含む。

Ｐ１　１　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色粒を少量含む。
Ｐ２　１　1０YR3/4　暗褐色土　細粒の白色軽石、黄橙色粒を含む。

黄褐色土ブロックを少量含む。
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内部に幅57㎝、奥行き4２㎝ほど焼土が残される。煙道は確

認されていない。燃焼部内から土師器甕が出土している。

貯蔵穴　確認されていない。

柱穴・ピット・土坑等　掘り方調査時に１号土坑、Ｐ１・

Ｐ２が確認されている。

１号土坑　竪穴南東隅に接してある。貯蔵穴相当位置だ

が、掘り方調査時に確認されており、ごく浅いため機能

は特定できない。径5２～53㎝の円形の平面形で、深さ1０

㎝。断面形は浅い皿状で、覆土は土層観察所見を欠くが、

写真記録から見ると小礫、ローム粒、炭化物片を含む暗

褐色土のようである。覆土上面に土師器甕片がある。

Ｐ１　中央南西寄りにある。西壁下端まで9０㎝、南壁下

端まで84㎝。径２０㎝ほどのゆがんだ円形の平面形で、深

さ８㎝。断面形は椀状。覆土の記載を欠くが、写真記録

から見ると黄褐色の軽石粒を含む暗褐色ないし黒褐色土

で埋没する。

Ｐ２　竪穴北西部にある。北端から北壁下端まで1０㎝ほ

ど、東端から東壁下端まで15０㎝。長軸長59㎝、短軸長

37㎝、北壁に沿って東西に長い隅丸長方形の平面形を呈

し、深さ９㎝、断面形は浅い鍋状。覆土の記載を欠くが、

写真記録から見るとＰ１より黄褐色軽石粒の含有量が少

ない暗褐色ないし黒褐色土で埋没する。

遺物出土状況　竪穴東部に土器片が散在する。竃内から

土師器甕(６)、竃左手前から須恵器杯(２)、竪穴北東隅

から土師器甕(５)、南東部から土師器小型甕(３)、須恵

器杯(１)が出土している。１には寺を表す「寸」かと思わ

れる墨書がある。

時　期　９世紀第３四半期

（33）55号竪穴建物

位　 置　２5・２6―9０・1００・81・91―Y・A―２5・１グリッ

ド　発掘区西部で、上位段丘の西辺を画する北向きのや

や急な斜面にある。北部が64号竪穴建物を切る。南２5.6

mに51号、南西２5.２mに71号竪穴建物がある。東には57

号竪穴建物などがあるが、間に谷を挟む。床面最高標高

535.5２m。

規模・形状　床面長軸長4.9２m、床面短軸長4.77m、最

大壁高33㎝。主軸方位Ｎ―２9°―Ｅ。西壁、北壁が長く東壁、

南壁が短い逆台形状の平面形を呈する。壁は上方にやや

開く。

覆　土　礫を含む暗褐色～黒褐色土を主体とする。

床・掘り方　掘削底面を床とする。壁周溝は確認されて

いない。

竃　北壁中央からやや東寄りにある。左袖は礫を据え、

さらに壁を外方に3０㎝ほど掘り込んでいる。袖前端から

燃焼部端まで1０3㎝、両袖の内側幅２9㎝。燃焼部奥の天

井には礫が置かれている。

第２78図　54号竪穴建物出土遺物
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55号竪穴建物
１　1０YR２/3　黒褐色土　３～５㎜、1０～3０㎜の礫を含む。締まりあり。
２　1０YR２/3　黒褐色土　３～７㎜の礫を含む。炭化物を僅かに含む。締まりあり。
３　1０YR3/4　暗褐色土　２～５㎜、1０～２０㎜の礫を含む。5０～7０㎜の礫を僅かに

含む。締まりあり。
４　1０YR２/3　黒褐色土　２０～3０㎜、1００～3００㎜の礫を含む。締まりあり。
５　1０YR3/4　暗褐色土　２～５㎜、1０～２０㎜の礫を含む。5０～7０㎜の礫を僅かに

含む。締まりあり。
６　1０YR3/4　暗褐色土　1０～3０㎜の礫を多く含む。締まりあり。
７　1０YR3/4　暗褐色土　２～５㎜の礫を含む。1０～5０㎜の礫をまばらに含む。7０

～1００㎜の礫を僅かに含む。締まりあり。
８　1０YR4/4　褐色土　２～５㎜、1０～２０㎜の礫を僅かに含む。締まりあり。
９　1０YR5/8　暗褐色土　５～1０㎜の礫を僅かに含む。やや締まりなし。
1０　1０YR3/4　暗褐色土　２～７㎜の礫を多く含む。締まりあり。

竃
１　1０YR２/3　黒褐色土　炭化物を僅かに含む。締まりあり。
２　1０YR3/4　暗褐色土　５～1０㎜の礫を僅かに含む。炭化物を含

む。やや締まりなし。
３　1０YR6/6　明黄褐色土　砂礫、炭化物を含む。やや締まりなし。
４　1０YR3/4　暗褐色土　明黄褐色土(1０YR6/8)を僅かに含む。
５　1０YR3/4　暗褐色土　粒状の明黄褐色土(1０YR6/8)、15～35㎜の

礫、炭化物を僅かに含む。締まりあり。
６　1０YR6/8　明黄褐色土　粘土状のブロック。竈の天井部の崩落

と思われる。
７　1０YR3/4　暗褐色土　粒状の褐色土(1０YR4/6)をまばらに含む。

15～3０㎜の礫、炭化物を僅かに含む。締まりあり。
８　1０YR4/6　暗褐色土　２㎜の礫を僅かに含む。締まりあり。
９　1０YR3/4　暗褐色土　２～３㎜の礫を僅かに含む。締まりなし。

Ｐ１　１　1０YR3/3　暗褐色土　砂礫を含
む。1０～15㎜の礫を含む。炭化
物を僅かに含む。締まりあり。

２　1０YR5/8　黄褐色土　砂礫を含
む。２㎜、２０～3０㎜の礫を含む。
締まりあり。

Ｐ２　１　1０YR２/3　黒褐色土　２～３㎜
の礫を含む。２０～4０㎜の礫、炭
化物を僅かに含む。締まりあり。

Ｐ３　１　1０YR3/3　暗褐色土　炭化物を
僅かに含む。締まりあり。

Ｐ４　１　1０YR3/3　暗褐色土　1０～２０㎜
の礫、炭化物を僅かに含む。締
まりあり。
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貯蔵穴　確認されていない。

柱穴・ピット・土坑等　Ｐ１～Ｐ４が確認されている。

Ｐ１　竪穴北東隅にある。東壁下端まで66㎝、北壁下端

まで69㎝。径43㎝ほどのゆがんだ円形の平面形で、深さ

18㎝、断面形は鍋状。覆土は砂礫と少量の炭化物を含む

締まりのある暗褐色土を主体とし、北壁側に黄褐色土が

入る。

Ｐ２　竪穴南東隅にある。東壁下端まで81㎝、南壁下端

まで9０㎝、北のＰ１まで芯々で２43㎝。径53㎝ほどの整っ

た円形の平面形で、深さ18㎝、断面形は鍋状。覆土は小

礫と炭化物を僅かに含む締まりのある暗褐色土。

Ｐ３　竪穴南西部にある。西壁下端まで7２㎝、南壁下端

まで7２㎝、東のＰ２まで芯々で２13㎝。長軸長57㎝、短

軸長4２㎝の東西に長い長円形の平面形を基本とするが、

南壁に比較的大きな礫がある。深さ13㎝。覆土は炭化物

を僅かに含む締まりのある暗褐色土。

Ｐ４　竪穴北西隅にある。西壁下端まで51㎝、北壁下端

まで51㎝、南のＰ３まで芯々で378㎝、東南のＰ１まで

芯々で366㎝。長軸長56㎝、短軸長43㎝、南北に長い長

円形の平面形で、深さ８㎝、断面形は底面中央がやや膨

らむ鍋状。覆土は小礫、炭化物を僅かに含む、締まりの

ある暗褐色土。

遺物出土状況　覆土から土師器甕(３・４)、須恵器杯

(１)、同椀(２)が出土している。

時　期　９世紀第４四半期

付　記　掘削底面を床とするものとされるが、写真記録

で見ると壁には黄褐色ローム土が斑状に含まれるのに対

し、床面はこれをほとんど含まない暗褐色土である。床

面下には小礫を多く含む黄褐色ロームの地山がある。こ

の地山を掘削底面として、暗褐色土を貼って床面とした

可能性があろう。床面の認定に誤りがあるとすれば、ピッ

トの認定にもかかわる可能性がある。竃については、写

真記録で見ると、石組み構造に黄褐色ロームを貼って構

築したものと見られる。横断土層断面に示された立位の

礫は平面図上では燃焼部中央にある礫を示すかに見える

が、写真記録では右袖部の壁石にあたる。従って、図面

記録より深い掘り方があったものと考えなくてはならな

い。土層断面の観察所見では焼土は認められておらず、

炭化物も少ないが、掘り方とされる写真記録を見ると面

的な焼土がある。掘り方に関する記載を欠くため、確実

な判断ができないが、図示された基底面は使用面に達し

ていない可能性が高い。また、掘削範囲より北側にロー

ム土が線状に延びているように見えることから、さらに

北に延びる煙道があったものとも思われる。

（34）56号竪穴建物

位　置　２5―9０―Ｄ・Ｅ―11・1２グリッド　発掘区西部の、

段丘西辺を画する小谷に面した西向き斜面の中段的な平

坦面上にある。南3０mに２7号、 3０号、31号、南西46mに

5２号竪穴建物があるがともにやや離れており、孤立的な

立地である。床面最高標高54０.6２m。

規模・形状　床面長軸長3.54m、床面短軸長２.56m、最

大壁高２1㎝。主軸方位Ｎ―58°―Ｅ。北西-南東に長い横長

長方形の平面形を呈する。南壁西部は残存壁高が低いも

のの、比較的強く立ち上がる。南東隅部は残存が悪く、

壁が明瞭ではない。北壁はなだらかに立ち上がり、外方

に開く。

覆　土　上面の削平が著しく、覆土は薄い。暗褐色土、

黒褐色土が主体である。

床・掘り方　掘削底面を床とするが、礫が多い。東部が

高く、西部が低い。壁周溝は確認されていない。

竃　東壁南寄りにある。径87㎝のゆがんだ円形ないし胴

張りのある隅丸方形に近い掘り方で、東部に径6０㎝ほど

のゆがんだ円形の平面形状で焼土化した黄灰色土が残さ

れる。焼土部分は壁外に当たる。内部から土師器甕、須

第２8０図　55号竪穴建物出土遺物
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恵器杯が出土している。

貯蔵穴　確認されていない。

柱穴・ピット・土坑等　確認されていない。

遺物出土状況　竃から土師器甕(３～５)、須恵器杯(１)

が出土しているが、いずれも破片である。覆土から須恵

器椀(２)が出土している。

時　期　９世紀第３～第４四半期

付　記　壁の立ち上がりは不安定で、掘削底面には礫が

多く、地山の土質による緩いうねりもあって、本来の竪

穴構造が失われている可能性がある。竃は焼土化した

ロームが壁外にかつ円形に残されていて、他の竪穴建物

敷設竃とは趣を異にする。側壁、天井構築土や礫も認め

第２81図　56号竪穴建物・出土遺物
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56号竪穴建物
１　暗褐色土　黒褐色土主体で、黄褐色砂質土粒と炭化物粒を

含み、締まりがない。
２　黒褐色土　黒褐色土主体で、黄褐色砂質土粒と小ブロック

を含み、１層より締まりが弱い。
３　にぶい橙色土　5YR7/3　焼土。
４　にぶい赤褐色土　5YR5/3　暗褐色土粒、黒褐色土粒と焼土

粒の混土。
５　赤褐色土　5YR4/3　灰と暗褐色土粒、焼土粒の混土。
６　赤褐色土　5YR5/3　焼土。

竃
１　黒褐色土　黒褐色土と褐色土、焼土粒の混土。

２　黒褐色土　黒褐色土主体で、褐色土大粒を含む。
３　黄灰色土　焼土主体で、炭化物粒を含む

１

２

３

４

５
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57号竪穴建物　Ｂ－Ｂ′
１　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色粒・ブロックを含む。黒褐色土ブロック

を少量含む。

Ａ－Ａ′・竃
１　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色粒、褐色土ブロック、焼土粒を含む。
２　5YR7/8　橙色土　焼土主体。黒褐色土ブロックを少量含む。
３　1０YR4/3　にぶい黄褐色土　黄橙色粒、焼土粒を少量含む。
４　1０YR4/２　灰黄褐色土　焼土粒・ブロックを含む。
５　1０YR4/3　暗褐色土　黄橙色粒を含む。焼土粒を少量含む。やや粘質。
６　1０YR4/3　にぶい黄褐色土　黄橙色土ブロックを含む。締まりあり。

僅かに焼土粒を含む。



られず、構造が把握できない。焼土遺構として報告した

ものに近い様相である。

（35）57号竪穴建物

位　置　２5―1００―Ｐ―11・1２グリッド　発掘区西部で、下

位段丘西部の傾斜面にある。北東16mに47号、北8.8m

に53号、東18mに5０号竪穴建物がある。床面最高標高

533.81m。

規模・形状　床面長軸長南北3.58m、床面短軸長東西確

認長２.００m、最大壁高２㎝。主軸方位Ｎ―8０°―Ｅ。残り

が悪く、東壁以外の３壁を欠く。床面の残存状況から見

ると、方形ないし縦長長方形の平面形を呈したものと思

われる。

床・掘り方　確認面が床面に相当するものらしい。掘削

底面に暗褐色土を貼って床とする。竃前を中心に、東壁

沿いは広く硬化する。壁周溝は確認されていない。

竃　東壁南寄りにある。燃焼部掘り方は東西69㎝、南北

49㎝ほどの長円形で、半ばを壁外に置く。煙道は確認さ

れていない。黄褐色ロームが貼られ、比較的強く、厚く

焼土化している。礫などの構造材は見られない。右側壁

部に径15㎝、深さ1０㎝ほどのピット状の落ち込みがある

が、竃構造との関連は捉えられない。

貯蔵穴　確認されていない。

柱穴・ピット・土坑等　確認されていない。

遺物出土状況　覆土から羽釜片が出土しているのみであ

る。

時　期　1０世紀

（36）59号竪穴建物

位　置　２5・35-99・9―Ｖ～Ｘ-２5・１グリッド　下位

段丘の西部、竪穴建物群の西端に位置する。東6.4mに

61・63・65号竪穴建物がある。西の傾斜面にある48号竪

穴建物までは54m離れている。床面最高標高53０.65m。

規模・形状　床面長軸長6.２8m、床面短軸長5.78m、最

大壁高２1㎝。主軸方位Ｎ―83°―Ｅ。南北にやや長いが、

ほぼ方形の平面形を呈する。西壁、北壁は直線性が高く、

北西角は直角に近く、強く屈曲する。東壁、南壁は僅か

に外方に膨らみ、僅かに外方に開きながら立ち上がる。

覆　土　土層観察所見を欠く。写真記録からは上層に黒

褐色土、下層にはローム斑を含む暗褐色土が堆積するよ

うに見える。

床・掘り方　床下の土坑を埋填し、地山の黄褐色土と暗

褐色土の混土で均平な床面を構成するが、顕著な床貼り

は見られず、基本的には掘削底面を床とする。竃前から

右手にかけて特に硬化した面が見られる。北壁から西壁

南部にかけて、西壁中央部及び南壁西部に幅1２～14㎝、

深さ４～８㎝ほどの壁周溝が見られる。

竃　東壁南寄りにある。長軸長161㎝、短軸長1２7㎝ほど

の東西に長い長円形の平面形の土坑を、壁外に僅かに張

り出すように掘り込み、短い煙道を突出させる。左右両

側壁には礫を並べる。袖部の礫は長く扁平で、溝状の据

え方が残る。残りの良い右袖は、壁との接合部から先端

まで64㎝ほどある。両袖の間は54㎝ほど。燃焼部はほぼ

壁内にあり、奥行き93㎝、幅6０㎝ほどの楕円形状にかな

り強く被熱した焼土が残る。底面には黒色灰の薄層があ

る。壁外への煙道の突出は２7㎝ほどまで確認できる。主

軸方位はＮ―86°―Ｅ。覆土上位には焼土ブロック、褐色、

黄褐色の粘質土、暗褐色土の混土があり、その下に暗褐

色土が流入する。石組み構造にローム起源の粘質土を厚

く貼って構築したものであろう。

貯蔵穴　竃右手、竪穴東南隅にある１号土坑が相当する

かと思われる。竪穴南東隅に沿うようにある。床面では

上端長軸長1０5㎝、同短軸長78㎝、北東-南西に長いゆが

んだ長円形の平面形を呈し、深さ1２㎝ほどの浅い鍋状の

断面形を有するものとされる。床面下の掘り方では、長

軸長15２㎝、短軸長93㎝で、北東-南西に長い不整な隅丸

長方形に近い平面形を示すものとされる。縦断面では北

東部が低く、西南部が一段高くなる。覆土は締まりのあ

る黒色土。土師器甕の口縁部片が出土している。

柱穴・ピット・土坑等　床面調査時に１号土坑及びＰ１

～Ｐ６、床面下で３号・４号土坑、さらに掘り方で５号

土坑を確認している。１号土坑は貯蔵穴として記載した。

２号土坑は断面写真のみある。Ｐ１は浅いがＰ２～Ｐ４

とともに主柱穴相当位置にある。

Ｐ１　竪穴北東部にある。北壁周溝内側まで165㎝、東

壁下端まで117㎝。長軸長78㎝、短軸長7０㎝の偏円形の

平面形で、深さ９㎝、断面形は底部の乱れた浅い鍋状。

覆土は暗褐色土を主体とし、礫を含む。

Ｐ２　竪穴北西部にある。北壁周溝内側まで174㎝、西

壁周溝内側まで1２０㎝、東のＰ１まで芯々で318㎝。長軸

長6２㎝、短軸長5０㎝、南北に長い卵形の平面形で北部が

やや崩れる。深さ16㎝、断面形は箱形に近い。覆土は暗

第２節　古代相当面の発掘
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59号竪穴建物
１　1０YR3/3　暗褐色土　黄橙色粒を全体に含む。灰白色土、鉄分ブロッ

クを含む。
２　1０YR5/8　黄褐色土　細粒の白色粒、黄橙色粒を多量に含む。小礫を

少量含む。

１号土坑　
１　1０YR２/1　黒色土　締まりのある黒色土で、黄褐色粒と小礫、炭化

物を含む。
３号土坑　
１　1０YR5/3　にぶい黄褐色土　黄橙色粒を多量に含む。黒褐色土ブロッ

クを少量含む。

３　1０YR3/4　黄橙色土　黄橙色粒・ブロックを少量含む。
４　1０YR7/8　黄橙色土　地山の黄橙色土主体。
５　1０YR6/8　明黄橙色土　黄橙色粒・ブロックを含む。
６　1０YR8/8　黄橙色土　黄橙色粒・ブロックを多量に含む。

４号土坑　
１　1０YR5/3　にぶい黄褐色土　黄橙色粒を多量に含む。炭化粒を少量

含む。

Ｐ１　１　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色粒・ブロックを含む。
Ｐ２　１　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色粒・ブロックを含む。
Ｐ３　１　1０YR4/２　灰黄褐色土　黄橙色粒、黒色土ブロックを含む。
Ｐ４　１　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色粒・ブロックを含む。
Ｐ５　１　1０YR4/２　灰黄褐色土　黄橙色粒・ブロックを含む。
Ｐ６　１　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色粒・ブロック、砂粒を含む。
Ｐ７　１　1０YR4/２　灰黄褐色土　黄橙色粒、黒色土ブロックを含む。
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褐色土を主体とする。

Ｐ３　竪穴南西部にある。西壁下端まで138㎝、南壁周

溝内側まで84㎝、北のＰ２まで芯々で3２4㎝。長軸長7２

㎝、短軸長65㎝、東西にやや長いゆがんだ円形の平面形

で、深さ38㎝だが、上端から18㎝ほどの位置に中段を持

つ。断面形は中段をもつ鍋状。覆土は灰黄褐色土を主体

とする。

Ｐ４　竪穴南東部にある。東壁下端まで168㎝、南壁下

端まで87㎝、北のＰ１まで芯々で37２㎝、西のＰ３まで

芯々で２73㎝。径56～59㎝のゆがんだ円形の平面形で、

深さ14㎝、断面形は皿状。覆土は暗褐色土を主体とする。

Ｐ５　竪穴中央部北東寄りにある。東壁下端まで２０7㎝、

北壁周溝内側まで２56.5㎝、北東のＰ１まで芯々で117㎝、

南のＰ４まで芯々で２8２㎝。径56～59㎝のゆがんだ円形

の平面形で、深さ２1㎝、断面形は鍋状。覆土は灰黄褐色

土を主体とする。

第２84図　59号竪穴建物２
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Ｐ６　竪穴北西隅にある。北壁周溝上端まで1０㎝足らず、

西壁周溝上端まで２5㎝。南東のＰ２まで芯々で138㎝、

Ｐ３まで芯々で46０㎝。径67～7２㎝のゆがんだ円形の平

面形で床面からの深さ11㎝。断面形は皿状に近い。覆土

は暗褐色土を主体とする。

Ｐ７　掘り方調査時に確認された。竪穴南西部にあり、

Ｐ３に切られる。西壁下端まで166.5㎝、南壁周溝内側

まで81㎝、南北長43㎝、東西残存長２4㎝、円形ないし長

円形の平面形と思われる。確認深さ16㎝、断面形は椀状。

覆土は灰黄褐色土を主体とする。

３号土坑　竪穴中央南部にある。南端から南壁下端まで

6０㎝、東端から東壁下端まで２０7㎝、東端と１号土坑西

端まで69㎝。長軸長76㎝、短軸長68㎝、南北に僅かに長

い円形の平面形で、深さ1０㎝、断面形は浅い鍋状。覆土

はにぶい黄褐色土を主体とする。遺物はない。

４号土坑　竪穴中央東寄りにある。Ｐ５に切られる。東

第２85図　59号竪穴建物３
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竃　　
１　1０YR7/3　にぶい黄橙色土　黄橙色粒、焼土粒・ブロック、暗褐

色土ブロックを含む。
２　1０YR4/２　灰黄褐色土　黄橙色粒、焼土粒・ブロックを含む。
３　1０YR3/4　暗褐色土　焼土粒・ブロック、黄褐色土ブロックを含む。
４　1０YR7/8　黄橙色土　黄橙色粒、焼土粒を少量含む。
５　1０YR5/3　にぶい黄褐色土　焼土粒・ブロックを多量に含む。黒

褐色土ブロックを含む。
６　２.5YR5/8　暗赤褐色土　焼土ブロック主体。
７　1０YR3/4　暗褐色土　焼土粒・ブロック、黄褐色土、黒褐色土ブロッ

クを含む。
８　1０YR8/4　浅黄橙色土　焼土粒・ブロック、黒褐色土ブロックを

含む。
９　1０YR3/4　暗褐色土　黒褐色土ブロックを多量に含む。焼土粒・

ブロックを含む。
1０　1０YR6/6　明黄褐色土　焼土粒・ブロックを少量含む。
11　1０YR7/２　にぶい黄橙色土　砂質土主体。焼土粒を僅かに含む。
1２　1０YR7/8　黄橙色土　黄橙色粒、砂粒を含む。
13　1０YR3/4　暗褐色土　暗褐色土ブロック。焼土粒を僅かに含む。
14　5YR4/8　赤褐色土　焼土ブロック主体。
15　1０YR3/4　暗褐色土　黒褐色土粒、焼土粒を含む。
16　1０YR7/8　黄橙色土　黄橙色土粒、焼土粒を少量含む。黒褐色土

ブロックを少量含む。
17　1０YR6/6　明黄褐色土　焼土粒を少量含む。
18　1０YR5/8　黄褐色土　黄橙色粒を含む。
19　1０YR6/6　明黄褐色土　砂粒を少量含む。
２０　1０YR5/3　にぶい黄褐色土　黄橙色粒、黒褐色土ブロックを少量

含む。
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端から東壁下端まで16２㎝、南端から南壁下端まで２88㎝、

南端から３号土坑北端まで16２㎝。東西69㎝、南北確認

長34㎝、隅丸方形の平面形を基本とするが、東部がやや

崩れる。深さ13㎝、断面形は浅い椀状。覆土はにぶい黄

褐色土を主体とする。遺物はない。

遺物出土状況　竃内及び竃右手に土器片が集中する。竃

内には土師器甕(1２)や台付甕片があり、竃右手から貯蔵

穴にかけても土師器甕(５・６)や須恵器杯(２・３)が出

土している。９～11は床下の５号土坑から出土したもの

である。

時　期　９世紀第３四半期

（37）60号竪穴建物

位　置　35―９―Ｏ～Ｑ―２・３グリッド　下位段丘の中

部緩傾斜面にある。東にやや離れて38号・39号竪穴建物

があり、以東に竪穴が並ぶ。西14mに61号・63号・65号

竪穴建物などがある。東の39号竪穴建物までは、現道に

よる攪乱を挟んで２6.5mほど離れる。1２3２号ピットに切

られる。床面最高標高5２9.97m。

規模・形状　床面長軸長4.２5m、床面短軸長3.76m、最

大壁高48㎝。主軸方位Ｎ―55°―Ｅ。南北にやや長く、東壁

より西壁が短いが、横長の隅丸長方形に近い平面形を呈

する。壁はやや上方に開くが、強く立ち上がる。

覆　土　上層は炭化物や軽石を含む黒褐色～暗褐色土、

第２86図　59号竪穴建物出土遺物
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6０号竪穴建物　　
１　1０YR3/２　黒褐色土　炭化物、小軽石少量含む。
２　1０YR3/4　暗褐色土　炭化物を１層より多く含む。1０mm程の軽石少

量混じる。
３　1０YR3/4　暗褐色土　黄褐色砂大ブロックを含む。
４　1０YR3/4　暗褐色土　黄褐色砂小ブロックを多く含む。
５　1０YR6/8　明黄橙色土　黄褐色砂との混土。
６　1０YR7/8　黄橙色土　黄橙色粒・ブロックを少量含む。

貯蔵穴
１　1０YR3/1　黒褐色土　やや粘性のある黒褐色土

主体で、明黄褐色シルト質土を含む。
２　1０YR4/3　にぶい黄褐色土　明黄褐色シルト質

土主体で、黒褐色土と焼土粒を含む。
３　1０YR4/3　にぶい黄褐色土　黒褐色土ブロック

を含む。黄褐色土ブロックを少量含む。
４　1０YR6/6　明黄褐色土　黒褐色土、明黄褐色土

ブロックを含む。炭化粒を少量含む。
５　1０YR3/4　暗褐色土　黒褐色土ブロックを含む。
６　1０YR4/3　にぶい黄褐色土　黄褐色土ブロック

を少量含む。
７　1０YR7/8　黄橙色土　黄橙色粒・ブロックを少

量含む。

１号土坑　
１　1０YR3/1　黒褐色土　黒褐色シルト質土と明黄褐色の地山土ブロッ

クの混土。
２　1０YR3/1　黒褐色土　黒褐色土主体で、明黄褐色シルト質土と黒色

土ブロックを含む。
３　1０YR3/1　黒褐色土　黒褐土主体で、明黄褐色シルト質土粒と小ブ

ロックを含む。
２号土坑　
１　1０YR3/1　黒褐色土　黒褐色土主体で、明黄褐色シルト質土小ブロッ

クと粒子を多く含む。
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Ｐ１　１　7.5YR3/1	　黒褐色土　ややシルト質で黄褐色
砂質土粒を多く、炭化物粒を微量に含む。

２　1０YR3/1　明黄褐色土　地山のシルト質土。
Ｐ２　１　7.5YR3/1　黒褐色土　黒褐色シルト質土と明黄

褐色の地山土ブロックの混土。

竃　　
１　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色粒、ブロックを含む。焼土粒を少量

含む。
２　1０YR5/3　にぶい黄褐色土　焼土粒・ブロックを多量に含む。
３　1０YR3/4　暗褐色土　焼土粒・ブロック、黄褐色土ブロックを含む。
４　7.5YR8/8　黄橙色土　焼土粒・ブロック主体。黒褐色土ブロック

を含む。
５　1０YR5/3　にぶい黄褐色土　焼土粒を多量に含む。
６　7.5YR7/8　黄橙色土　焼土粒・ブロック主体。黒褐色土ブロック

を含む。
７　7.5YR6/8　橙色土　焼土粒・ブロック主体。
８　1０YR3/4　暗褐色土　焼土粒、黒褐色土ブロックを含む。
９　1０YR3/4　暗褐色土　黒褐色土を含む。焼土粒少量含む。
1０　1０YR3/1　黒褐色土　黄橙色粒を含む。焼土粒を少量含む。
11　1０YR4/3　にぶい黄褐色土　黄橙色粒を含む。焼土粒・ブロック

を少量含む。
1２　7.5YR5/8　明褐色土　焼土主体。黒色土粒を少量含む。
13　5YR4/8　赤褐色土　焼土ブロック主体。
14　1０YR3/4　暗褐色土　焼土粒を少量含む。

１

２
３
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下層は地山の黄褐色砂質土を含む暗褐色土を主体とす

る。

床・掘り方　顕著な床貼りは見られず、基本的には掘削

底面を床とする。床下の土坑は埋填し、均平な床面を構

成する。竃前部が特に硬化する。

竃　東壁やや南寄りにある。壁外にやや張り出すように、

幅97㎝、奥行き94㎝の長円形の掘り込みを設けて燃焼部

とし、3０㎝ほどの段差を持って煙道部を張り出させる。

燃焼部左奥部と煙道部の境界斜面に小ピットが設けられ

る。袖は地山を掘り残して内側に角礫を並べる。竃周辺

には同種角礫が多く見られ、石組み構造に褐色の粘質土

を巻いて構築していたものと考えられる。燃焼部内及び

焚き口前に土師器甕の破片が集中する。

貯蔵穴　竃右手に当たる竪穴東南隅にある。長軸長147

㎝、短軸長11２㎝、東壁、南壁に沿って掘られ、北西部

は不整形に張り出す。深さ２9㎝、断面形は鍋状に近いが、

壁際は壁をえぐるように張り出し、床側は上方に開く。

遺物は多く、土師器甕、須恵器杯、椀、甕が出土している。

柱穴・ピット・土坑等　床面調査時に１号・２号土坑、

Ｐ１・Ｐ２が確認された。掘り方では北壁西部、西壁北

部に土坑状掘り込みが、竃前にピット状の掘り込みが確

認されている。

１号土坑　竪穴北西部にある。北西端から北西壁下端ま

で45㎝、西端から南西壁下端まで99㎝。長軸長98㎝、短

軸長86㎝、北西-南東に長い偏円形の平面形で、深さ２8㎝、

断面形は鍋状を基本とするかと思われるが、北部が落ち

込む。覆土は明黄褐色のシルト質土ブロックを含む黒褐

色土。

２号土坑　竪穴南東部にある。長軸が南西壁に沿い、上

端から壁下端まで２9㎝、東端から南東壁下端まで２7㎝、

長軸長1２4㎝、短軸長53㎝、北西-南東に長い長円形の平

面形で、深さは３㎝とごく浅い。覆土は明黄褐色のシル

ト質土ブロックを含む黒褐色土。南西端西側に大きな礫

があり、上部床面上に須恵器椀がある。

Ｐ１　竪穴北東部にある。北東壁下端まで1２０㎝、北西

壁下端まで135㎝。長軸長49㎝、短軸長44㎝、北東部が

やや崩れた偏円形の平面形で、深さ4０㎝、断面形は中位

から上部が大きく開く漏斗状。覆土は上位が黒褐色土、

下位は明黄褐色土。

Ｐ２　竪穴中央北寄りにある。北東壁下端まで18０㎝、

北西壁下端まで156㎝。１号土坑とほぼ接し、北東のＰ

１までは芯々で63㎝、上端の間隔は1０㎝ほどしかない。

径65㎝ほどの、南東部が特にゆがんだ偏円形の平面形で、

深さ11㎝、断面形はごく浅い皿状。覆土は明黄褐色土ブ

ロックを含む黒褐色土。

遺物出土状況　竃燃焼部内から手前にかけて、土師器甕

の破片(11～13・15・16)が多く見られ、貯蔵穴周辺では

須恵器杯椀類(２・４・８)がまとまってみられる。また、

杯椀類が竪穴中央や隅部にも点在する。２には墨書「小

井」がある。また、1０には内面に焼成後の刻書が見られる。

時　期　９世紀第３～第４四半期

（38）61号竪穴建物

位　置　２5-99-Ｓ・Ｔ-２5グリッド　下位段丘の中部緩

傾斜面にある。東14mに6０号、西6.4mに59号、南1.２m

に6２号竪穴建物がある。65号竪穴建物南辺を切る。北に

63号竪穴建物が接するが切り合わない。床面最高標高

53０.44m。

規模・形状　床面長軸長3.48m、床面短軸長２.75m、最

大壁高39㎝。主軸方位Ｎ―76°―Ｅ。東西に長い縦長長方

形の平面形を基本とする。北辺の両隅が丸みを持ち、特

に北西隅は円弧を描く。壁は上方に開きながら立ち上が

る。南壁中位に中段がある。

覆　土　壁際には褐色砂のブロックを多く含む暗褐色土

が厚く堆積し、中央部は褐色砂の小ブロックや炭化物を

含む締まりの良い暗褐色～黒褐色土が堆積する。

床・掘り方　掘削底面に礫を少量含む暗褐色土を貼って

床面とする。壁際は若干窪むが、壁周溝は確認されてい

ない。掘り方では北東隅部に竃前面に径1００㎝ほどの円

形の範囲で特に硬化した部分がある。

竃　東壁南寄りにある。燃焼部は壁内にあり、長軸上端

長87㎝、短軸上端長8２㎝の東西に長い偏円形の掘り方を

設ける。床面から掘り方底面までは1０㎝ほどある。掘り

方東辺の下底面は壁内にあり、上端が壁外に延びて煙道

と連続する。煙道掘り方の上端幅は燃焼部との接合部で

6０㎝ほど、先端部で34㎝ほどであるが、壁石間の距離は

15㎝ほどとなる。燃焼部端から86㎝ほどの長さで確認さ

れている。燃焼部掘り方底面から煙道口底面までの比高

２7㎝、煙道確認端部底面までの比高は44㎝ある。袖部か

ら煙道部まで両側に角礫、亜角礫があって側壁を形成す

る。左壁の石列はやや乱れるが、右側壁は整った状態を

第２節　古代相当面の発掘
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61号竪穴建物
１　1０YR3/２　黒褐色　小軽石を含む。
２　1０YR3/２　黒褐色　炭化物、褐色砂の小ブ

ロックを含む。締まりあり。
３　1０YR3/4　暗褐色　炭化物、褐色砂の小ブ

ロックを少量含む。締まりあり。
４　1０YR3/4　暗褐色　褐色砂の大ブロックを

多く含む。
５　1０YR3/4　暗褐色　1０～5０mmの礫を少量含

む。
６　1０YR3/4　暗褐色　5０mm程の礫を少量含む。

褐色砂粒が全体に混じる。

63号竪穴建物
１　5YR3/1　黒褐色土　黒色土と黒褐色土ブ

ロックの混土。As-Kk下の土層。
２　5YR3/２　暗赤褐色土　砂質で均質な土層

で、黄褐色砂質土ブロックを少量含む。
３　5YR4/２　灰褐色土　５層土と黄褐色砂質土

ブロックの混土。
４　5YR4/２　灰褐色土　３層に類似するが、黄

褐色土ブロックの含有量が多い。
５　1０YR3/4　灰褐色土　褐色砂質土を含む。

65号竪穴建物
１　1０YR3/3　暗褐色土　黄橙色粒、白色粒を含む。締まりあり。
２　1０YR3/1　黒褐色土　細粒の白色粒、黄橙色粒ブロックを含む。
３　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色橙砂質ブロックを多量に含む。
４　1０YR4/２　灰黄褐色土　黄橙色粒・ブロックを含む。やや粘質。

１号土坑　
１　1０YR3/41　暗褐色土　黄橙色粒、ブロック

を含む。やや粘質。
２　1０YR7/8２　黄橙色土　黄橙色土ブロックを

多量に含む。

Ｐ１　１　1０YR5/31　にぶい黄褐色土　黄褐色
土粒を多量に含む。小礫を少量含む。

２　1０YR7/8２　黄橙色土　砂質土主体。
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保持している。燃焼部奥には天井石も残る。石組み構造

に粘土を巻いて構築したものであろう。焚き口幅は35㎝

ほどかと思われる。

貯蔵穴　竃右手にある１号土坑が貯蔵穴に相当する。竪

穴南東隅に沿って作られ、北東隅は竃右袖に食い込むよ

うに掘られる。東西長7０㎝、南北長69㎝、深さ1０㎝ほど

で断面形は浅いコ字状。覆土は上位が暗褐色土主体で、

中位にかけてやや大型の礫を含み、下位は黄橙色のブ

ロックを含む。須恵器椀が出土している。

柱穴・ピット・土坑等　床面調査時にＰ１、掘り方調査

時に２号土坑が確認されている。１号土坑は貯蔵穴とし

て記載した。

第２91図　61号竪穴建物・出土遺物

第２節　古代相当面の発掘
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61号竪穴建物竃
１　1０YR3/２　黒褐色土　小軽石を含む。
２　1０YR3/２　黒褐色土　黄褐色粘質土ブロック

を含む。
３　1０YR２/1　黒色土　黄褐色粘質土ブロック、

焼土小ブロックを含む。
４　1０YR3/２　黒褐色土　粘質土、焼土ブロック

を含む。
５　5YR4/8　赤褐色土　焼土。
６　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色粒、ブロックを

含む。やや粘質
７　1０YR5/8　黄褐色土　黄褐色土ブロックを含

む。粘質。

１

２

３
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第２9２図　63号竪穴建物・出土遺物

第２章　発掘された遺構と遺物
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竃
１　5YR3/1　黒褐色土　砂質で均質な層で、炭化物粒を少量含む。
２　5YR3/1　黒褐色土　１層に近似するが、焼土粒を多く含む。
３　5YR6/4　にぶい橙色土　シルト質土が焼土化した層。	
４　5YR２/1　黒褐色土　黒褐色土主体で、黄褐色砂質土粒と焼土粒を含む。
５　5YR3/1　黒褐色土　４層に類似するが、焼土粒を含まない。
６　5YR3/1　黒褐色土　１層に近似するが、炭化物細粒と黒色灰をまばらに含

む。
７　5YR3/1　黒褐色土　		黄褐色砂質土粒・ブロックを含む。
８　5YR3/1　黒褐色土　		黄褐色砂質土粒を含む。焼土粒、炭化物細粒をまば

らに含む。
９　1０YR7/8　黄橙色　黄褐色砂質土ブロックを含む。

１

２

３



２号土坑　竪穴北東隅にある。上端東端から東壁下端ま

で1０㎝たらず、上端北端から北壁下端までも1０㎝程度し

かない。長軸長9０㎝、短軸長81㎝、僅かに東西に膨らむ

がほぼ円形の平面形で、深さ８㎝、断面形は浅い皿状。

断面図はないが、観察所見では黄褐色土粒やブロックを

多量に含み、小礫を少量含むにぶい黄褐色土が覆土であ

る。

Ｐ１　竪穴南西部にある。西壁下端まで48㎝、南壁下端

まで45㎝、長軸長58m、短軸長4２㎝、東西に長い長円形

の平面形で、深さ18㎝、断面形は上部に開く椀状。覆土

はにぶい黄褐色土。

遺物出土状況　１号土坑内から須恵器椀(２)、２号土坑

から土師器甕小片が出土したほか、覆土から須恵器杯

(１)、椀(３)、土師器甕小片が出土している。

時　期　９世紀第３四半期

（39）63号竪穴建物

位　置　２5・35-99・９―Ｔ―２5・１グリッド　下位段丘

の中部緩傾斜面にある。東14mに6０号、西6.4mに59号、

南4.4mに6２号竪穴建物がある。65号竪穴建物北西部に

内接するように重複し、竃が北壁西部を切る。南に61号

竪穴建物が接するが切り合わない。146２号土坑に切られ

る。床面最高標高53０.44m。

規模・形状　床面長軸長２.31m、床面短軸長２.11m、最

大壁高53㎝。主軸方位Ｎ―14°―Ｗ。南北に僅かに長い、

偏円形の平面形を呈する。壁は丸みを持って立ち上がり、

上方に開く。

覆　土　下位は褐色砂のブロックを多く含む暗褐色土が

堆積する。壁際には褐色砂の小ブロックや炭化物を含む

暗褐色土が流入する。上位には褐色砂の小ブロックを含

む締まりの良い黒褐色土が堆積する。

床・掘り方　掘削底面に礫を少量含む暗褐色土を貼って

床面とする。壁も同層で貼られることが記録されている。

壁周溝は認められていない。

竃　北端部壁を半円形に突出させるように掘り込んで、

燃焼部と煙道を形成する。燃焼部は径２5㎝ほどの円形の

平面形を呈していて、底面は床面より下がらない。袖部

には礫があり、特に右袖の礫は立位の２石が並んで残っ

ている。燃焼部に落ち込むように、下面が焼土化した明

黄褐色粘土が残されている事から見て、石組み構造に粘

土を巻いて構築した物であろう。煙道は燃焼部端から立

ち上がって、燃焼部中央底部から確認面上端までの距離

5０㎝、比高45㎝ほどで、13０°内外の急角度で確認面に達

する。燃焼部やや奥の右側壁寄りには、円礫の剥片が立

位で認められる。

貯蔵穴　確認されていない。

柱穴・ピット・土坑等　確認されていない。

遺物出土状況　竃内から羽釜(２・３)が出土したほか、

覆土から須恵器椀(１)が出土している。

時　期　1０世紀第１四半期

（40）65号竪穴建物

位　置　２5・35-99・９―Ｓ・Ｔ―２5・１グリッド　下位

段丘の中部緩傾斜面にある。東14mに6０号、西6.4mに

59号、南4.5mに6２号竪穴建物がある。61号、63号竪穴

建物に切られる。床面最高標高53０.5２m。

規模・形状　床面長軸長２.81m、床面短軸長２.76m、最

大壁高44㎝。主軸方位Ｎ―74°―Ｅ。南壁を61号竪穴建物

に切られるため、全形は把握できないが、竃の付き方か

ら見ると、さほど南に張り出すことはないものと思われ

る。ほぼ方形の平面形であろう。壁は丸みを持って立ち

上がり、上方に開く。

覆　土　軽石粒を含む黒褐色土を主体とする。壁際に炭

化物や褐色砂の小ブロックを含む締まりの良い黒褐色土

が流入する。

床・掘り方　掘削底面に炭化物や褐色砂の小ブロックを

含む暗褐色土を貼って床とする。壁周溝は認められてい

ない。竃前に、軸方向をそろえた長円形状の硬化面が広

がる。

竃　南壁が61号竪穴建物に切られるため確定できない

が、東南隅部にあって、東南に張り出して作られたもの

と思われる。11世紀代の竪穴建物に見られるものに近い

位置である。軸方向はＮ―1００°―Ｅを示す。掘り方では燃

焼部前端から煙道部上端まで15０㎝、燃焼部と煙道部が

やや食い違うような掘り方で、最大幅75㎝。中央に長軸

長33㎝、短軸長２０㎝、深さ19㎝ほどのピットがある。内

部及び周辺に角礫、亜角礫が散在しており、燃焼部両側

には立位に据えられた礫も認められる。燃焼部内の両側

壁の間は２０㎝ほどしかない。著しい焼土化は見られない

ものの、黄褐色ロームの大きなブロックがあるので、石

組み構造にロームを巻いて構築したものと思われる。

貯蔵穴　確認されていない。

第２節　古代相当面の発掘
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柱穴・ピット・土坑等　確認されていない。

遺物出土状況　竃周辺から土師器甕(２)、須恵器椀(１)

が出土している。

時　期　９世紀後半

（41）62号竪穴建物

位　 置　２5―99―Ｓ・Ｔ―２3～２5グリッド　下位段丘の

中部緩傾斜面にある。北4.4mに61号竪穴建物がある。

1466号土坑、1２２7号ピットに切られる。床面最高標高

53０.39m。

規模・形状　床面長軸長3.84m、床面短軸長3.２7m、最

大壁高39㎝。主軸方位Ｎ―２２°―Ｗ。東西に長い横長長方

形の平面形を基本とする。壁はやや丸みを持って、上方

に開きながら立ち上がる。

覆　土　暗褐色土を主体とする。西壁際には黄橙色土を

多く含む黒褐色土が堆積する。

床・掘り方　掘削底面ににぶい黄褐色土を貼って床とす

る。壁周溝は認められていない。竃前に偏円形状に硬化

面が広がる。竪穴東南部に、南北5０㎝、東西44㎝ほどの

円形の範囲を占める焼土がある。

竃　南壁中央やや西寄りの壁をＵ字状に掘り込んで構築

第２93図　65号竪穴建物・出土遺物

第２章　発掘された遺構と遺物
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65号竪穴建物竃
１　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色粒を含む。
２　1０YR3/4　暗褐色土　焼土粒、黒褐色土ブロックを含む。
３　1０YR5/4　にぶい黄褐色土　焼土粒・ブロックを多量に含む。

４　1０YR4/3　にぶい黄褐色土　焼土粒・ブロック主体。黒褐色土ブロッ
クを含む。

５　1０YR3/4　暗褐色土　黒褐色土ブロックを含む。焼土粒を少量含む。
６　1０YR3/1　黒褐色土　黒褐色土ブロック
７　1０YR5/3　にぶい黄褐色土　焼土粒、黒褐色土ブロックを含む。
８　1０YR5/8　黄褐色土　黄橙色粒を多量に含む。焼土粒を僅かに含む。
９　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色粒を含む。
1０　1０YR3/4　にぶい黄褐色土　褐色砂質土を含む。
11　1０YR3/4　にぶい黄褐色土　黄橙色粒、焼土粒を少量含む。締まり

あり。
1２　1０YR3/1　黒褐色土　黄橙色粒を含む。粘質。
13　1０YR7/8　黄橙色土　黄橙色粒を含む。焼土粒を僅かに含む。
14　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色砂粒を多量に含む。

１

２
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１号土坑　
１　1０YR3/4	暗褐色土　白色粒、黄橙色粒を多量に含む。黄橙色ブロッ

ク、焼土粒を含む。締まりあり。
２号土坑　
１　1０YR4/3	にぶい黄褐色土　黄褐色土粒・ブロックを多量に含む。

焼土粒を含む。
３号土坑　
１　1０YR4/3	にぶい黄褐色土　黄褐色土粒・ブロックを多量に含む。
４号土坑　
１　1０YR3/1	黒褐色土　黄褐色土ブロックを多量に含む。締まりあり。

焼土　
１　1０YR4/3　にぶい黄褐色土　焼土粒・ブロックを多量に含む。炭

化粒を含む。
２　1０YR3/3　暗褐色土　焼土粒・ブロックを含む。
３　1０YR3/4　暗褐色土　焼土粒を多量に含む。
４　1０YR5/8　黄褐色土　細粒の白色粒、明黄褐色土ブロックを含む。

6２号竪穴建物	　　　
１　1０YR3/3　暗褐色土　細粒の白色粒、黄橙色粒・ブロックを全体

に含む。小礫を少量含む。締まりあり。
２　1０YR3/4　暗褐色土　黄褐色土粒・ブロックを含む。
３　1０YR5/3　にぶい黄褐色土　黄橙色粒、ブロックを多量に含む。
４　1０YR3/1　黒褐色土　細粒の白色粒、黄橙色粒を多量に含む。小

礫を少量含む。

Ｐ１　１　1０YR3/3　暗褐色土　黄橙色粒を全体に含む。
Ｐ２　１　1０YR3/1　黒褐色土　白色粒、黄橙色粒を含む。小礫を

少量含む。
Ｐ３　１　1０YR3/1　黒褐色土　白色粒、黄橙色粒を含む。締まり

あり。
２　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色粒・ブロックを含む。小礫

を少量含む。



Ｅ

Ｅ
′

Ｃ
Ｃ′

Ｄ Ｄ′

25-99-T
-24

1

2

Ｅ

Ｅ
′

Ｃ
Ｃ′

Ｄ Ｄ′

25-99-T
-24

L=
53
0.
60
m

Ｅ
Ｅ
′

5
2

1
7

6
4

3

8
9

10

s
s

L=530.60mＣ Ｃ′

15 8

9
9

45

s s

L=530.60mＤ Ｄ′

11
1312

3

1

14

s s

０ 10㎝１:３

０ １ｍ１: 30

竈掘り方竈

第２95図　6２号竪穴建物２・出土遺物１

第２章　発掘された遺構と遺物　
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竃　　　
１　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色粒を含む。焼土粒を少量含む。
２　1０YR3/4　暗褐色土　焼土粒、黒褐色土ブロックを含む。
３　1０YR5/3　にぶい黄褐色土　焼土粒・ブロックを多量に含む。
４　7.5YR8/8　黄橙色土　焼土粒・ブロック主体。黒褐色土ブロックを含む。
５　7.5YR7/8　黄橙色土　焼土粒・ブロック主体。
６　1０YR3/1　黒褐色土　焼土粒を少量含む。
７　5YR4/88　赤褐色土　焼土ブロック主体。黒褐色土ブロックを少量含む。
８　1０YR3/49　暗褐色土　黄橙色粒を含む。焼土粒を少量含む。
９　1０YR3/4０　にぶい黄褐色土　黒褐色土を含む。焼土粒少量含む。
1０　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色粒、焼土粒を少量含む。締まりあり。
11　1０YR4/3　にぶい黄褐色土　黄橙色粒を含む。焼土粒・ブロックを少量含む。
1２　7.5YR6/8　橙色土　焼土主体。
13　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色粒、焼土粒を少量含む。

１
２

３

４

５ ６

８

11
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する。焚き口部両袖石とこれに架したものと思われる礫

が残っており、これが壁の延長線にほぼ相当するところ

から、燃焼部は壁外に置かれたものと見られる。燃焼部

内の焼土は長53㎝、幅3２㎝ほど。煙道は確認できない。

焚き口側壁石の間２4㎝。右袖石の高19.5㎝、左袖石の高

16.5㎝。火床と架構礫との間は1２～15㎝ほどしかない。

右壁には比較的良く壁石が残る。比較的平坦な礫を構造

材とし、黄褐色、白色の粘土を貼って竃を構築したもの

と見られる。燃焼部内には須恵器杯、同椀等がある。

貯蔵穴　竃右手に当たる竪穴南西隅にある１号土坑が貯

蔵穴に当たるものと思われる。長軸長116㎝、短軸長84㎝、

西壁に沿って南北に長い長円形の平面形で、床面からの

深さ２０㎝ほど。覆土は暗褐色土。断面形は皿状で、内部

から土師器甕、須恵器甕等の破片が出土している。

柱穴・ピット・土坑等　竪穴北部中央近くに２号・３号

土坑が、竪穴中央西寄りに４号土坑がある。また、竪穴

中央に東寄りにＰ１・Ｐ３が、西壁中央南寄りにＰ２が

ある。１号土坑は貯蔵穴として記載した。

２号土坑　竪穴北部中央近くにある。北壁下端まで２1㎝。

長軸長79㎝、短軸長51㎝、南北に長い長円形の平面形で、

床面からの深さ８㎝ほど。底面は平坦。覆土はにぶい黄

褐色土。３号土坑を切る。

３号土坑　２号土坑の東にあって西辺を２号土坑に切ら

れる。北辺は北壁に接する。長軸長1０3㎝、短軸長8０㎝、

南北に長い隅丸長方形の平面形で、床面からの深さ２０㎝

ほど。断面形は鍋状で、壁際がやや深い。覆土はにぶい

黄褐色土。

４号土坑　竪穴中央やや西寄りにある。北壁下端まで

11０㎝、西壁下端まで1０5㎝。長軸長1０8㎝、短軸長98㎝、

東西にやや長い偏円形の平面形を呈する。上層は床面構

成土であるが、写真記録を見ると下層には灰白色の粘土

が貼られている。断面形は浅い皿状。記録された数値が

灰白色粘土の上位か下位かが判然としないが、中央部で

は床面から14～17㎝の深さがある。

Ｐ１　竪穴中央東寄りにある。東壁下端まで63㎝、南壁

下端まで147㎝。径3０㎝ほどのゆがんだ円形の平面形で、

床面からの深さ33㎝。覆土は暗褐色土。

Ｐ２　竪穴西壁中央からやや南寄りにある。上縁南部は

貯蔵穴である１号土坑にほぼ接する。西壁下端まで18㎝、

北壁下端まで156㎝。長軸長41㎝、短軸長31㎝、東西に

長い卵形の平面形で、床面からの深さ1２㎝ほど。底面は

乱れていて、断面形は不整な台形に近い。覆土は黒褐色

土。

Ｐ３　竪穴中央東寄りにある。東壁下端まで84㎝、南壁

下端まで144㎝。径２5㎝ほどのゆがんだ円形の平面形で、

床面からの深さ35㎝。覆土は柱痕様の黒褐色土で両側に

黄橙色土ブロックを含む暗褐色土が入る。Ｐ１とほぼ重

なっており、Ｐ１が床面調査時、Ｐ３が掘り方調査時に

記録されている。同一のピットである可能性があろう。

遺物出土状況　竃内から須恵器椀(１・２)、貯蔵穴内か

ら土師器甕(８)、須恵器甕(1０)が出土したほか、羽釜

(1２)、須恵器椀(３)、壺(９)、灰釉陶器椀(４・５)など

が出土している。

時　期　1０世紀前半

第２96図　6２号竪穴建物出土遺物２

第２節　古代相当面の発掘
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掘り方

（42）64号竪穴建物

位　置　２5・２6―1００・91―Ｙ・Ａ―１グリッド　発掘区西

部で、上位段丘の西辺を画する、北向きのやや急な斜面

にある。北部を55号竪穴建物に切られる。南２9mに51号

竪穴建物がある。東には57号竪穴建物などがあるが、間

に谷を挟む。床面最高標高535.２9m。

規模・形状　床面長軸長3.２7m、床面短軸長２.84m、最

大壁高２1㎝。主軸方位Ｎ―86°―Ｅ。東西に長い縦長長方

形の平面形を呈する。壁は小さな丸みを持って立ち上が

り、やや上方に開く。

覆　土　礫混じりの黒褐色土を主体とする。床面近くに

褐色土、黄褐色土の堆積が見られる。

床・掘り方　掘削底面を床とするが、礫が多い。東部が

高く、西部が低い。壁周溝は確認されていない。

第２97図　64号竪穴建物１

第２章　発掘された遺構と遺物　
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64号竪穴建物	
１　1０YR3/4　暗褐色土　１～２㎜の粒状の礫、炭化物を僅かに含む。

締まりあり。
２　1０YR3/２　黒褐色土　５㎜の礫を僅かに含む。1０㎜の礫、炭化物を

僅かに含む。締まりあり。
３　1０YR２/3　黒褐色土　２～７㎜の礫を僅かに含む。1０～3０㎜の礫を

まばらに含む。炭化物を僅かに含む。締まりあり。
４　1０YR２/3　黒褐色土　1０～２０㎜の礫をまばらに含む。締まりあり。
５　1０YR4/6　褐色土　黄褐色土(1０YR5/8)がブロック状に含まれる。７

～1０㎜の礫を僅かに含む。締まりあり。

Ｐ１　１　1０YR3/3　暗褐色土　炭化物を含む。やや締まりなく、粘り
あり。

２　1０YR4/6　褐色土　５㎜の礫を僅かに含む。やや締まりなし。
Ｐ２　１　1０YR3/3　暗褐色土　粒状の礫を僅かに含む。締まりあり。

２　1０YR4/4　褐色土　５～1０㎜の礫を含む。粒状の礫を多く含
む。締まりあり。

Ｐ３　１　1０YR3/4　暗褐色土　1０～5０㎜の礫を僅かに含む。やや締ま
りなし。

２　1０YR２/3　黒褐色土　砂礫混土。1０～２０㎜の礫を多く含む。
やや締まりなし。

３　1０YR２/3　黒褐色土　砂礫混土。7０～1００㎜の礫を多く含む。
Ｐ４　１　1０YR２/3　黒褐色土　15～3０㎜の礫を多く含む。締まりあり。

２　1０YR3/4　暗褐色土　15～3０㎜の礫を多く含む。やや締まり
なし。
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竃　東壁南寄りにある。壁外に半ば張り出すように、長

軸長1０7㎝、短軸長73㎝、床面からの深さ９㎝ほどの掘

り方を設ける。この南側にも径8０㎝ほどの浅い凹みが

あって、これをまたぐように焼土化したロームが認めら

れる。土層断面図から復元すると、焼土範囲は南北97.5

㎝、東西9０㎝ほどの範囲に及ぶ。掘り方とその周辺に粘

土を貼って、竃本体の構築前に火熱を加えた可能性があ

る。袖には明黄褐色のローム土が用いられ、焚き口から

側壁部には礫が配される。残りの良い右袖では礫が数段

積まれている様子が観察される。石組み構造にローム土

を巻いて構築したものであろう。袖石の間隔から復元す

ると、焚き口幅は14㎝ほど、壁の延長線上に当たる燃焼

部最大幅でも２7㎝ほどしかない。袖前端から煙道部方向

への掘り方端部まで78㎝。内部から土師器甕片が出土し

第２98図　64号竪穴建物２・出土遺物

第２節　古代相当面の発掘
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64号竪穴建物竃
１　1０YR２/3　黒褐色土　５～1０㎜の礫、炭化物を僅かに含む。土器片を含む。

締まりあり。	
２　1０YR4/4　褐色土　焼土。粒状の礫を多く含む。炭化物を僅かに含む。

締まりあり。
３　1０YR5/6　黄褐色土　焼土。暗褐色土(1０YR3/3)、炭化物を含む。締まり

あり。

４　1０YR4/6　褐色土　焼土。赤褐色土(5YR4/6)、炭化物を僅かに含む。
５　1０YR6/8　明黄褐色土　カマドの側面と思われる。２～５㎜の粒状の

礫を含む。２０～6０㎜の礫を僅かに含む。やや粘りあり。
６　1０YR3/4　暗褐色土　２０～3０㎜の礫、粒状の礫、炭化物、土器片を僅

かに含む。締まりあり。
７　1０YR4/6　褐色土　粒子細かい。やや締まりなし。
８　1０YR3/4　暗褐色土　明黄褐色土(1０YR6/8)を所々に含む。粘りあ

り。	
９　7.5YR5/8　明褐色土　焼土。1０～4０㎜の礫を僅かに含む。締まりあり。
1０　1０YR3/3　暗褐色土　3０～6０㎜の礫を僅かに含む。締まりあり。

１

２

３

４



ている。

貯蔵穴　確認されていない。

柱穴・ピット・土坑等　竪穴の各コーナー近くにＰ１～

Ｐ４の４基のピットがある。

Ｐ１　南壁東寄りにある。南壁下端まで２1㎝、東壁下端

まで9０㎝。北東のＰ４まで芯々で２17㎝、西のＰ２まで

芯々で19２㎝。長軸長49㎝、短軸長33㎝、南北に長い長

円形の平面形で、床面からの深さ７㎝で礫に当たる。炭

化物を含む暗褐色土で埋没する。

Ｐ２　竪穴南西隅近くにある。南壁下端まで２7㎝、西壁

下端まで２０㎝。北のＰ３まで芯々で２２8㎝。長軸長4２㎝、

短軸長34㎝、南北に長い長円形の平面形で、床面からの

深さ1０㎝。断面形は浅い鍋状で、締まりのある褐色土、

暗褐色土で埋没する。

Ｐ３　竪穴北西隅にある。西壁下端まで51㎝、北壁下端

まで２7㎝。東のＰ４まで芯々で２44㎝。径4２㎝ほどの円

形の平面形で、床面からの深さ4０㎝、断面形は深い鍋状

で、下層が砂礫混じりの黒褐色土、上層は暗褐色土で埋

没する。底部近くには礫が多く認められる。

Ｐ４　竪穴北東隅にある。東壁下端まで２9㎝、北壁下端

まで39㎝。上端径48㎝ほどの円形の平面形で、床面から

の深さ1０㎝ほどで小さな段を持って径２０㎝ほどに狭ま

る。床面から底面までの深さ37㎝。下位の断面形はＵ字

状に近い。礫を多く含む黒褐色土、暗褐色土で埋没し、

上位は締まっている。

遺物出土状況　竃内から土師器甕片(２・３)、竪穴南西

隅近くから土師器甕片(４)、須恵器杯(１)が出土してい

る。

時　期　９世紀第３四半期

（43）66号竪穴建物

位　置　２6―71―Ｄ・Ｅ―11～13グリッド　発掘区南西端

近くの北向き傾斜面上位にある。北東11mに35ａ・b号

竪穴建物がある。床面最高標高546.55m。

規模・形状　床面長軸長5.００m、床面短軸長3.36/4.87m、

最大壁高39㎝。主軸方位Ｎ―２1°―Ｗ。南北に長く、北壁

が南壁より長い。ゆがんだ横長台形状の平面形を呈する。

壁は丸みを持って立ち上がり、中位から上方にやや開く。

覆　土　土層観察所見を欠く。

床・掘り方　基本的には掘削底面を床とするが、土層観

察所見を欠き、詳細は把握できない。

竃　東壁南寄りにあるが、削平が著しく。構造の詳細は

把握できない。南北1０5㎝、東西113㎝ほどのゆがんだ長

円形の掘り方を設ける。左袖部が一段深く掘られて、床

面からの深さは２4㎝ほどある。壁外への張り出しはほと

んどなく、燃焼部相当部は壁内にある。径5０㎝ほどの範

囲に焼土があるが、これも壁内にある。焼土は下位の赤

化が強いところから、天井部の崩落土とみられる。燃焼

部底面には焼土が見られず、礫や構造材の据え方も確認

できないところから、ローム質の粘土で構築したものと

思われる。

貯蔵穴　確認されていない。

柱穴・ピット・土坑等　南壁西部にＰ１、竪穴西壁北部

にＰ２があるほか、北部中央付近にＰ３～Ｐ５がある。

いずれも土層観察所見を欠く。

Ｐ１　竪穴南壁西部に、南壁に食い込むように掘られる。

西壁下端まで96㎝。径２6㎝ほどの円形の平面形で、床面

からの深さ19㎝、断面形はＵ字状に近い。

Ｐ２　西壁北部に、壁からやや張り出すように掘られる。

北壁下端まで117㎝。径46㎝ほどの円形の平面形で、床

面からの深さ39㎝、断面形は中心が壁側に寄った狭長な

台形。

Ｐ３　竪穴北壁中央近くにある。北壁下端まで69㎝、西

壁下端まで２２5㎝、南に隣接するＰ４まで芯々で31㎝、

東のＰ５まで芯々で9０㎝。径3２㎝ほどの円形の平面形で

床面からの深さ16㎝、断面形は鍋状。

Ｐ４　竪穴北壁中央近くにＰ３と並んである。北壁下端

まで99㎝、西壁下端まで２34㎝、西のＰ２まで芯々で２4０

㎝、北東のＰ５まで芯々で96㎝。東部がトレンチに切ら

れて全形は不明だが、径34㎝ほどの円形の平面形を呈し、

深さ19㎝、断面形はやや深い鍋状。

Ｐ５　竪穴北壁中央からやや東寄りにある。北壁下端ま

で51㎝、西壁下端まで3２1㎝。西部がトレンチに切られ

て全形は不明だが、径２8㎝ほどの円形の平面形を呈する

ものと思われ、深さ1２㎝、断面形は鍋状。

遺物出土状況　竃から羽釜(19)、須恵器椀(５・８)が出

土しているほか、土師器甕(13)、須恵器杯(３)、同皿(１)

などが各壁際から出土している。

時　期　９世紀第３四半期～1０世紀第１四半期

（44）69号竪穴建物

位　置　２6―81―Ｆ・Ｇ―11・1２グリッド　発掘区南西端

第２章　発掘された遺構と遺物　
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近くの北向き傾斜面中位の緩傾斜部にある。東18.5mに

7０号竪穴建物がある。153０号土坑に切られる。床面最高

標高541.33m。

規模・形状　床面長軸長3.96m、床面短軸長3.33m、最

大壁高２０㎝。 主軸方位Ｎ―79°―Ｅ。南北にやや長い横長

長方形の平面形を呈する。北西及び南東隅部は丸みを持

つ。北部は上位が削平される。壁は丸みを持って立ち上

がり、上部にやや開く。

覆　土　土層観察所見を欠く。

床・掘り方　掘削底面に３層を充填して床とする。竃前

は特に硬化し、この部分以外には角礫が多く露出する。

竃　東壁南寄りにある。掘り方は東西115㎝、南北99㎝、

床面からの深さ11㎝ほどで、円形の平面形を呈し、２/3

ほどが壁外に張り出す。地山は砂礫質の黄褐色土で、掘

り方底面を含め、ロームを貼って構築している。両側壁

には平板な礫が立てられている。壁との接合部における

両側壁の間は45㎝ほどあってやや広いが、左袖部ではこ

れに11層が巻かれており、実際の燃焼部規模はこれより

やや小さく見積もるべきだろう。右袖先端部には土師器

甕が倒位で据えられている。土層観察所見を欠く。

貯蔵穴　掘り方調査時に確認された１号土坑が貯蔵穴相

当位置にあるが、貯蔵穴としては特定されていない。

柱穴・ピット・土坑等　掘り方調査時に１号・２号土坑

を確認している。

１号土坑　竪穴南東隅に接してある。北東-南西に長軸

を持つ偏円形の平面形で、長軸長79㎝、短軸長73㎝、掘

り方底面からの深さ11㎝、直近床面からの深さ17㎝。断

面形は鍋状。床面の相当位置からは土師器甕が出土して

いる。

２号土坑　南壁西寄りに接してある。上端西端から西壁

下端まで２1㎝。長軸長144㎝、短軸長66～75㎝。南壁に沿っ

て東西に長軸を持つ、ゆがんだ長円形の平面形で、掘り

方底面からの深さ17㎝。遺物はない。

遺物出土状況　竃右袖に土師器甕(４)が据えられている

ほか、竪穴南東隅から土師器甕(２・５・６)、西壁南部

からも土師器甕(７)が出土した。覆土から須恵器杯(１)

が出土している。

時　期　９世紀第４四半期

（45）70号竪穴建物

位　置　２5・２6―9０・81―Y～B―1２～14グリッド　発掘区

南西端近くの北向き傾斜面中位の緩傾斜部にある。西

18.5mに69号、東17.6mに45号、北15.２mに71号竪穴建

物がある。床面最高標高54０.68m。

規模・形状　床面長軸長5.88m、床面短軸長5.43m、最

第3０２図　69号竪穴建物２
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Ｐ１　１　1０YR3/２　黒褐色土　1０～3０mmの礫を少量含む。
２　1０YR3/２　黒褐色土　褐色砂質土、1０～3０mmの礫を含む。

Ｐ２　１　1０YR3/２　黒褐色土。　
２　1０YR3/２　黒褐色土　褐色砂質土、1０～3０mmの礫を含む。

Ｐ３　１　1０YR3/２　黒褐色土　褐色砂質土ブロックを多く含む。

Ｐ４　１　1０YR3/２　黒褐色土　5０～1００mmの礫を含む。
２　1０YR3/２　黒褐色土　褐色砂質土ブロックを多く含む。

Ｐ５　１　1０YR２/1　黒色土。　
２　1０YR4/4　褐色土　砂質土ブロック。

7０号竪穴建物	
１　1０YR3/２　黒褐色土　1０～1００mmの礫を少量含む。
２　1０YR3/4　暗褐色土　3０～5０mmの礫、褐色砂ブロックを少量含む。

やや締まりあり。
３　1０YR4/4　褐色土　黄褐色土の小ブロックを含む。
４　1０YR3/4　暗褐色土　黄褐色粘質土ブロックを含む。

５　1０YR２/1　黒色土　褐色粘質土ブロックを含む。
６　1０YR5/8　黄褐色土　粘質土ブロック。	
７　1０YR3/２　黒褐色土　褐色砂ブロックを多く含む。3０～1００mmの礫を含む。
８　1０YR4/4　褐色土　粘質土、焼土ブロックを含む。
９　1０YR5/8　黄褐色土　砂質土。

１号土坑　
　１　1０YR3/4　暗褐色土　5０～1００mmの礫を含む。
　２　1０YR3/２　黒褐色土　1０～5０mmの礫、小軽石を含む。
２号土坑　
　１　1０YR3/２　黒褐色土　1０～3０mmの礫を少量含む。
　２　1０YR3/２　黒褐色土　褐色砂質土を含む。3０～5０mmの礫を多く含む。
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大壁高55㎝。 主軸方位Ｎ―56°―Ｅ。北西-南東方向にやや

長い、整った横長長方形の平面形を呈する。北西隅は強

く屈曲するが、他の三隅はやや丸みを持つ。壁はやや丸

みを持って立ち上がり、やや上方に開く。

覆　土　小礫を含む黒褐色～暗褐色土で埋没する。床面

直上には黄褐色粘質土のブロックが点在する。

床・掘り方　掘り方では南壁に沿って、隅丸三角形に近

い平面形を有する掘削具の痕跡が２～３列認められる。

掘削底面に褐色砂ブロックや3０～1００㎜の礫を含む黒褐

色土を充填して床面を構成する。竃部を除いて、幅1０～

２5㎝、床面からの深さ５～15㎝の壁周溝が全周する。竃

前部は幅２8０㎝、長36０㎝ほどの範囲で、幅広く硬化して

いる。

竃　東壁南寄りにある。壁外にやや張り出すように、長

軸長145㎝、短軸長119㎝、床面からの深さ11㎝ほどの、

東西に長軸を持つ偏円形の平面形を呈する掘り方を設け

る。右壁部には径3２㎝、床面からの深さ16㎝ほどの壁石

据え方が、左袖部には径２０～２7㎝、深さ14㎝ほどの据え

第3０4図　7０号竪穴建物２
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竈

方２基が掘られている。扁平な礫を構造材とし、掘り方

底面を含めて比較的厚く粘土を貼って構築したものと思

われる。焼土は壁石の外側にも広がっており、構築途中

段階で火熱を加える工程があったものと見られる。

貯蔵穴　床面調査時に竪穴東南隅の１号土坑、東北隅の

２号土坑が確認されており、共に機能の判断は行われて

いないものの、貯蔵穴の可能性を考え得る位置にある。

１号土坑　竪穴東南隅にある。東端上端から東壁周溝内

側まで２1㎝、南壁周溝内側まで15㎝ほど。径6０～64㎝の

ゆがんだ円形の平面形を呈し、北西部には小さな段があ

る。床面からの深さ２1㎝。断面形は底部の乱れた鍋状。

覆土は竪穴覆土とほぼ同質の、小礫を含んだ黒褐色土。

須恵器椀の高台片が出土している。

２号土坑　竪穴北東隅にほぼ接してある。径74～83㎝の

ゆがんだ円形の平面形で、床面からの深さ5２㎝、断面形

は上部の開いた深い鍋状。覆土は１号土坑と同じく小礫

を含む黒褐色土で、下位には礫が多い。

柱穴・ピット・土坑等　床面調査時に、主柱穴と考えら

れるＰ１～Ｐ４を、掘り方調査時にＰ５を確認している。

Ｐ１　竪穴北東部にある。北壁周溝内側まで153㎝、東

壁周溝内側まで141㎝、西のＰ２まで芯々で２76㎝、南の

Ｐ４まで芯々で354㎝。径41㎝ほどの円形の平面形で、

第3０5図　7０号竪穴建物３
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０ 10㎝１:３ ０ ４㎝１:２

深さ4２㎝。最深部は西側にずれていて、断面形はゆがん

だ舌状。覆土は小礫と褐色砂質土を含む黒褐色土。

Ｐ２　竪穴北西部にある。北壁周溝内側まで153㎝、西

壁周溝内側まで1２3㎝。南のＰ３まで芯々で354㎝。径38

～44㎝のゆがんだ円形の平面形で、床面からの深さ２6㎝。

断面形は深いコ字状。覆土は小礫と褐色砂質土を含む黒

褐色土。

Ｐ３　竪穴南西隅にある。西壁周溝内側まで1０8㎝、南

壁周溝内側まで9０㎝。東のＰ４まで芯々で3００㎝。径35

～37㎝のゆがんだ円形の平面形で、床面からの深さ34㎝。

断面形は上部がやや開くがコ字状に近い。覆土は褐色砂

質土を含む黒褐色土。

Ｐ４　竪穴南東部にある。東壁周溝内側まで1２3㎝、南

壁周溝内側まで69㎝。１号土坑までの間は２7㎝ほど。径

43㎝ほどの円形の平面形で、床面からの深さ２1㎝。断面

形はゆがんだコ字状。覆土は上位に小礫を含み、下位に

第3０7図　7０号竪穴建物出土遺物２
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71号竪穴建物
１　1０YR3/3　暗褐色土　細粒の白色粒、黄橙色粒を多量に含む。小礫を少量含む。
２　1０YR２/1　黒色土　細粒の白色粒、褐色土ブロックを含む。
３　1０YR4/3　にぶい黄褐色土　細粒の白色粒、黄橙色粒・ブロックを含む。締まり

弱い。
４　1０YR3/1　黒褐色土　黄橙色粒、褐色土ブロック、小礫を少量含む。

１号土坑
１　1０YR3/4　暗褐色土　白色粒、黄橙色粒を含む。
２　1０YR3/1　黒褐色土　白色粒、黄橙色粒を含む。
３　1０YR3/3　暗褐色土　黄橙色粒・ブロックを含む。小礫を少量含む。
４　1０YR5/3　にぶい黄褐色土　白色粒、黄橙色粒を含む。小礫を少量含む。

Ｐ１　１　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色粒・ブロックを含む。小礫を少量含む。　
Ｐ２　１　1０YR5/3　にぶい黄褐色土　白色粒、黄橙色粒、小礫を含む。　
Ｐ３　１　1０YR5/3　にぶい黄褐色土　白色粒、黄橙色粒、小礫を含む。	
Ｐ４　１　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色粒・ブロックを含む。	
Ｐ５　１　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色粒、小礫を含む。	
Ｐ６　１　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色粒を多量に含む。締まりあり。	

　　　２　1０YR5/4　にぶい黄褐色土　黄橙色粒を含む。炭化粒を少量含む。	
Ｐ７　１　1０YR２/1黒色土　白色粒、黄橙色粒を含む。	
　　　２　1０YR5/4　にぶい黄褐色土　黄橙色粒・ブロックを多量に含む。	
　　　３　1０YR3/1　黒褐色土　白色粒、黄橙色粒を多量に含む。	
Ｐ８　１　1０YR２/1　黒色土　白色粒、黄橙色粒、小礫を含む。	
　　　２　1０YR5/4　にぶい黄褐色土　黄橙色粒・ブロックを多量に含む。小礫を

含む。	
Ｐ９　１　1０YR6/２　灰黄褐色土　黄橙色粒、小礫を含む。締まり弱い。	
　　　２　1０YR3/1　黒褐色土　白色粒、黄橙色粒を含む。	
Ｐ1０　１　1０YR２/1　黒色土　褐色粘質土ブロック混じる	
　　　２　1０YR4/4　褐色土　砂質土ブロック	
Ｐ11　１　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色粒・ブロックを含む。	
　　　２　1０YR3/1　黒褐色土　白色粒、黄橙色粒を多量に含む。	
Ｐ11　１　1０YR3/1　黒褐色土　黄橙色粒、小礫を含む。	
Ｐ1２　１　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色粒、小礫を含む。	
　　　２　1０YR２/1　黒色土　白色粒、黄橙色粒、小礫を含む。	
Ｐ13　１　1０YR3/1　黒褐色土　白色粒、黄橙色粒を含む
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71号竪穴建物竃
１　1０YR4/２　　灰黄褐色土　黄橙色粒を含む。
２　1０YR5/3　　にぶい黄褐色土　白色粒、黄橙色粒、焼土粒・ブロッ

クを含む。締まりあり。
３　1０YR3/4　　褐色土　黄褐色土ブロックを多量に含む。
４　1０YR3/4　　暗褐色土　黄橙色粒・ブロック、焼土粒を多量に含む。

締まりあり。
５　1０YR3/1　　黒褐色土　焼土粒を少量含む。
６　5YR7/8　　橙色土　焼土粒を多量に含む。暗褐色土ブロックを含む。
７　1０YR5/6　　黄褐色土　焼土粒、黄褐色土ブロックを含む。黒褐色

土を少量含む。
８　1０YR3/4　　暗褐色土　焼土粒、黒色土ブロックを含む。
９　1０YR3/4　　暗褐色土　焼土粒を多量に含む。黄褐色土ブロックを

含む。
1０　1０YR5/8　　黄褐色土　焼土粒を僅かに含む。
11　1０YR7/6　　明黄褐色土　白色粒、黄橙色粒・ブロックを含む。締

まりあり。
1２　1０YR7/4　　にぶい黄橙色土　被熱し土色が変色。黄橙色粒を少量

含む。
13　1０YR3/4　　暗褐色土　暗褐色土ブロック。黄橙色粒を少量含む。
14　1０YR7/8　　黄橙色土　焼土粒・ブロック主体。黒褐色土ブロック

を少量含む。締まりあり。
15　1０YR3/4　　暗褐色土　暗褐色土ブロックを含む。
16　1０YR3/4　　暗褐色土　焼土粒を少量含む。
17　1０YR7/8　　黄橙色土　焼土粒、ブロック主体。
18　1０YR3/1　　黒褐色土　白色粒、黄橙色粒、小礫を含む。
19　1０YR3/4　　暗褐色土　黄橙色粒を多量に含む。小礫を含む。



褐色砂質土ブロックを含む黒褐色土。

Ｐ５　掘り方調査時に確認された。竪穴中央北寄りにあ

る。北壁下端まで２64㎝、東壁下端まで２5２㎝。径3０～3２

㎝の偏円形の平面形で、掘り方底面からの深さ16㎝。断

面形は舌状。覆土は褐色砂質土ブロックで、黒色土ブロッ

クを含む。

遺物出土状況　遺物量は多いが、位置記録を有するもの

が乏しい。竃前に須恵器杯(５)、土師器甕(２3)があり、

竪穴南東隅に須恵器杯(９)があるほか、土師器甕、須恵

器杯多数が出土している。黒色土器椀(１)には底部外面

に墨書「休」がある。

時　期　９世紀第３四半期

（46）71号竪穴建物

位　置　２6―81―Ｂ・Ｃ―17～19グリッド　発掘区南西端

近くの北向き傾斜部にある。南15.２mに7０号、西16.8m

に51号竪穴建物がある。上位には復旧坑第２群がある。

床面最高標高539.87m。

規模・形状　床面長軸長5.19m、床面短軸長4.14m、最

大壁高54㎝。 主軸方位Ｎ―78°―Ｅ。南北に長い、整った

横長隅丸長方形の平面形を呈する。壁は丸みを持って立

ち上がり、やや上方に開く。

覆　土　土層観察所見を欠く。

床・掘り方　土坑状の掘り込みによる凹凸が多く、礫が

ちな掘削底面を３層で充填して床面を構成する。東壁の

竃左手から南壁の中央近くまで、幅２1～２9㎝、深さ９～

11㎝の壁周溝がめぐる。竃前から竪穴中央部にかけて、

南北２95㎝、東西２２3㎝ほどのゆがんだ円形の範囲で床面

が硬化し、この上位に東西２75㎝、南北1２7㎝ほどの範囲

で焼土が乗る。

竃　東壁南寄りにある。長軸長1０8㎝、短軸長86㎝の長

円形の掘り方を壁内に設けて燃焼部とし、壁外に半円形

に張り出すように煙道を置いている。両側壁には平板な

礫を重ねるように立てており、これに黄褐色粘質土を厚

く巻いて構築している。ブロック状の焼土が側壁石背面

にも認められ、竃の作り替えがあった可能性を示すもの

と見られる。竃内から土師器甕、須恵器杯、須恵器甕が

出土している。

貯蔵穴　竃右手に当たる竪穴南東隅に接して設けられた

１号土坑が貯蔵穴に当たるものと思われる。長軸長14０

㎝、短軸長113㎝ほどの、東西にやや長い偏円形の平面

形で、床面からの深さ２1㎝。断面形は鍋状を呈し、西側

は狭い中段を持つ。覆土は観察所見を欠く。上位に土師

器甕や須恵器杯、同椀、同長頸壺などが出土している。

柱穴・ピット・土坑等　床面で確認されたＰ１～Ｐ５及

び壁に掘られたＰ６～Ｐ1２がある。また、掘り方調査時

にＰ13、14が確認されている。Ｐ１～Ｐ４が主柱穴、Ｐ

６～Ｐ1２が壁柱穴相当位置にあるが、いずれも柱痕は確

認されておらず、Ｐ１～Ｐ４はやや浅い。いずれも土層

観察所見を欠く。

Ｐ１　竪穴北東部にある。径3０㎝の円形の平面形で、床

面からの深さ36㎝。断面形は上端が大きく開き、Ｖ字状

に近い。

Ｐ２　竪穴南東部にある。径36～39㎝のゆがんだ円形の

平面形で、床面からの深さ15㎝。断面形は鍋状。

Ｐ３　竪穴南西部にある。径31～33㎝の円形の平面形で、

床面からの深さ15㎝。断面形はゆがんだ椀状。

Ｐ４　竪穴北西部にある。Ｐ14を切る。床面では長軸長

２9㎝、短軸長19㎝の北西-南東に長軸を持つ楕円形の平

面形を呈する。床面からの深さ34㎝。断面形は漏斗状に

近いが、壁面が乱れ、上部が崩れている。

Ｐ５　竪穴南西部、Ｐ３の南西にある。径36～4０㎝の偏

円形の平面形で、床面からの深さ16㎝。断面形はゆがん

だ椀状。

Ｐ６　南壁東部を掘り込んでいる。１号土坑の西端に近

い。径２6～31㎝の偏円形の平面形で、床面からの深さ31

㎝、竪穴確認面からの深さ88㎝。断面形は狭長で、壁面

が中位でやや崩れる。底部はＵ字状。

Ｐ７　南壁西部を掘り込んでいる。径3０～38㎝の偏円形

の平面形で、床面からの深さ２3㎝、竪穴確認面からの深

さ77㎝。断面形は狭長で、壁面は乱れる。底部はやや平

坦で鍋状に近い。

Ｐ８　西壁南部を掘り込んでいる。径２8～36㎝の偏平形

の平面形で、床面からの深さ1０㎝、竪穴確認面からの深

さ48㎝。断面形は狭長で、上部がやや崩れる。底部はＵ

字状に近い。

Ｐ９　西壁中央からやや北寄りを掘り込んでいる。北に

P1０が隣接する。径33～48㎝の偏円形の平面形で、床面

からの深さ48㎝、竪穴確認面からの深さ7２㎝。断面形は

狭長で、壁面は乱れ、上部が崩れる。底部は平坦。

Ｐ10　西壁北部を掘り込んでいる。径２０～２4㎝の偏円形
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の平面形で、床面からの深さ２4㎝、竪穴確認面からの深

さ49㎝。断面形は狭長で、壁面は乱れる。底部はやや丸

みを持ち、鍋状に近い。

Ｐ11　北壁東部を掘り込んでいる。径２3～２8㎝の偏円形

の平面形で、底面は床面と同レベルにある。竪穴確認面

からの深さ２3㎝。断面形はやや深い鍋状。

Ｐ12　東壁北部を掘り込んでいる。径２4～34㎝の偏円形

の平面形で、床面からの深さ６㎝、竪穴確認面からの深

さ45㎝。断面形は狭長なＵ字状。

Ｐ13　断面記録及び写真記録があるが、平面図上に記載

されていない。掘り方調査時に確認された竪穴南西隅部

の落ち込み内にあるピットが相当するものと思われる。

南壁下端まで57㎝、西壁下端まで4２㎝。径２4～２9㎝のゆ

がんだ円形の平面形で、落ち込み下底からの深さ16㎝、

周辺掘り方底面からの深さ２9㎝。断面形は椀状。

Ｐ14　断面記録及び写真記録があるが、平面図上に記載

されていない。掘り方調査時に確認された、Ｐ４と重複

するピットが相当するものと思われる。一辺45㎝ほどの

ゆがんだ隅丸方形の平面形で、掘り方底面からの深さ２5

㎝。断面形は鍋状。

遺物出土状況　竃内から土師器甕(２5)、須恵器杯(４・

５)、須恵器甕(２9)が出土している。１号土坑からは土

師器甕類の破片(13・16・17・２1)が北寄りにまとまって

いるほか、須恵器杯(３・６)、同椀(８)、同長頸壺胴部

(1０)などが出土している。他に土師器甕、須恵器杯・椀・

甕・長頸壺などがある。３には外面に墨痕が認められる。

時　期　９世紀第３～第４四半期

（47）73号竪穴建物

位　置　２5―9０―Ｕ～Ｗ―１～３グリッド　発掘区南西部

のやや緩い北向き傾斜面にある。西２.8mに76号竪穴建

物、東3０.8mには小谷を挟んで5２号竪穴建物がある。傾

斜下位の7０号竪穴建物までは北4０m、傾斜上位の35号竪

穴建物までは南に5０mほどある。床面最高標高54２.6２m。

規模・形状　床面長軸長4.73m、床面短軸長4.２２m、最

大壁高39㎝。主軸方位Ｎ―6２°―Ｅ。南北にやや長い横長

長方形の平面形を呈す。竃右手に当たる南東隅が切り欠

かれるように角度を変えるが、他の三隅は整っている。

壁は小さな丸みを持って立ち上がり、開かない。

覆　土　明黄褐色土、にぶい黄褐色土が主体で、床面近

くには暗褐色土が堆積する。

床・掘り方　掘削底面に明黄褐色土を充填して床面を構

成する。竃前は東西148㎝、南北19０㎝の不整円形状に硬

化面が広がる。壁周溝は認められていない。

竃　東壁南端近くにある。壁外に僅かに張り出すように、

南北幅97㎝、東西長1０7㎝ほどの、西辺を底辺とする隅

丸三角形状の掘り方を設ける。左袖部に扁平な礫が立位

で残されており、周囲には広く黄褐色粘質土が分布する

ところから、石組み構造にローム土を巻いて構築したも

のと見られる。底面は地山で、最大幅２7㎝、長64㎝ほど

の範囲で黒色の灰が面的に残される。土師器甕が出土し

ている。

貯蔵穴　掘り方調査時に確認された１号土坑が貯蔵穴相

当位置にある。竪穴東南隅に接してある。長軸長1０7㎝、

短軸長78㎝の北東-南西に長軸を持つ長円形の平面形を

基本とするが、東北部は東壁南端を切るように東西45㎝、

南北確認長33㎝ほどの半円形に張り出す。掘り方底面か

らの深さ２1㎝、底面に凹凸があるが、断面形は鍋状に近

い。張り出し部底面は６㎝ほど高い位置にある。黄褐色

砂のブロックを多く含む暗褐色土で埋没し、壁際にはや

はり黄褐色砂を含む黒褐色土がこれを切るように堆積す

る。

柱穴・ピット・土坑等　竪穴南東隅に１号土坑、中央南

東寄りに１号ピットがある。１号土坑は貯蔵穴として記

載した。

Ｐ１　竪穴中央からやや南東寄りにある。南壁下端まで

15０㎝、西壁下端まで２０4㎝。径36～48㎝の東西にやや長

い偏円形の平面形で、掘り方底面からの深さ14㎝。断面

形は上部が大きく開く椀状。覆土は黄褐色砂ブロックを

含む黒色土。

遺物出土状況　竃内及び竃右手の竪穴南東隅から土師器

甕(11)、竃左手にやや離れて須恵器椀(３)、西壁際南部

に須恵器椀(９)が出土しているほか、土師器甕、須恵器

杯・椀が出土している。２の須恵器杯には「日」かと思わ

れる墨書がある。

時　期　９世紀第４四半期

（48）76号竪穴建物

位　置　２5―9０―Ｗ・Ｘ―２・３グリッド　発掘区南西部

のやや緩い北向き傾斜面にある。東２.8mに73号竪穴建

物がある。床面最高標高54２.85m。

規模・形状　床面長軸長東西確認長3.5m、床面短軸長

第２章　発掘された遺構と遺物
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１号土坑　
１　1０YR4/1　褐灰色土　黄橙色粒を少量含む。
２　1０YR3/4　暗褐色土　小礫を多量に含む。
３　1０YR5/２　灰黄褐色土　黄橙色粒・ブロックを含む。
　　　

73号竪穴建物
１　1０YR3/3　暗褐色土　白色粒、黄褐色

粒を含む。
２　1０YR6/6　明黄褐色土　白色粒、黄褐

色粒を多量に含む。黒褐色土ブロック
を含む。

３　1０YR5/3　にぶい黄褐色土　黄褐色粒
を多量に含む。暗褐色ブロックを含む。

４　1０YR3/4　暗褐色土　白色粒を含む。
礫が混入する。

５　1０YR3/1　黒色土　黄褐色粒を含む。
６　1０YR5/8　黄褐色土　僅かに黒褐色土

ブロックを含む。
７　1０YR6/6　明黄褐色土　白色粒、	黄褐

色粒を多量に含む。黒褐色土ブロック
を含む。

８　1０YR3/２　黒褐色土　黒褐色土主体。
黄褐色粒を少量含む。

Ｐ１　１　1０YR5/２　灰黄褐色土　黄橙色粒・ブロッ
クを多量に含む。
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南北確認長２.73m、最大壁高６㎝。主軸方位は、残存の

良い南壁でＮ―86°―Ｗ。上位が削平され、東南部のみが

確認された。竃が東壁南端近くにあり、類似竪穴の形状

からみて横長長方形の平面形かと思われる。

覆　土　土層観察所見を欠く。

床・掘り方　掘削底面に２層を貼って床面を構成する。

竃前は南北168㎝、東西11２㎝ほどの半円形の範囲で特に

硬化する。壁周溝はない。

竃　東壁南端近くにある。長軸長69㎝、短軸長53㎝ほど

の南北に長い長円形の掘り方で、東部壁外に3０㎝ほど突

出させる。破壊が著しく、構造を把握することができな

いが、南北49㎝、東西4２㎝程の範囲に一部焼土化した土

塊が分布しており、これが構築材であったものと思われ

る。構造材としての礫などは認められない。須恵器椀が

出土している。

貯蔵穴　確認されていない。

柱穴・ピット・土坑等　確認されていない。

遺物出土状況　竃内に須恵器椀(３・５)があるほか、須

恵器杯、壺の破片が出土している。

時　期　1０世紀第１四半期

第314図　73号竪穴建物２
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竃
１　1０YR7/8　黄橙色土　黄橙色粘質土ブロックを多量に

含む。焼土粒を少量含む。
２　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色粒、焼土粒を含む。締ま

りあり。
３　1０YR7/4　にぶい黄褐色土　焼土粒、黒褐色土を含む。
４　1０YR7/6　明黄褐色土　明黄褐色ブロック土主体。
５　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色粒、焼土粒を含む。
６　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色粘質土ブロック、焼土粒・

ブロックを含む。
７　1０YR２/1　黒褐色土　焼土粒、ブロックを多量に含む。

黄橙色粘質土を少量含む。
８　1０YR7/4　にぶい黄橙色土　黄橙色ブロックを多量に

含む。焼土粒、黒褐色土を含む。
９　1０YR4/1　褐灰色土　黄橙色粒、焼土粒、ブロックを

含む。
1０　1０YR7/6　明黄褐色土　黄橙色粒、焼土粒、ブロック、

炭化粒を多量に含む。
11　1０YR7/8　橙色土　焼土主体。
1２　1０YR２/1　黒色土　黒色土ブロック主体。焼土粒を少

量含む。
13　1０YR２/1　黒褐色土　黄橙色粒を含む。
14　1０YR２/1　黒色土　焼土粒を少量含む。
15　1０YR5/２　灰黄褐色土　黄橙色粒を少量含む。
16　7.5YR6/4　橙色土　焼土粒を多量に含む。
17　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色粘質土ブロック、焼土粒・

ブロック、黒褐色土を含む。
18　1０YR4/1　褐灰色土　焼土粒を少量含む。
19　1０YR7/8　橙色土　焼土主体。黒色土ブロックを含む。
２０　２.5YR6/8　橙色土　焼土ブロック主体。
２1　1０YR7/4　にぶい黄橙色土　黄橙色ブロックを多量に

含む。
２２　1０YR２/1　黒色土　細粒の白色粒を含む。
２3　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色粘質土ブロックを少量含

む。



０ 10㎝１:３

（49）81号竪穴建物

位　置　２5―89―Ｔ・Ｕ―１・２グリッド　発掘区中部西

寄りの上位段丘上の北東向き傾斜部にある。北1０mに

33号、南東９mに115号竪穴建物がある。床面最高標高

538.０6m。

規模・形状　床面長軸長5.1m、床面短軸長4.95m、最

大壁高56㎝。 主軸方位Ｎ―84°―Ｗ。僅かに東西に長いが、

ほぼ整った方形の平面形を呈する。壁はやや丸みを持っ

て立ち上がるが、上方への開きはあまりない。

覆　土　黒色土を主体とする。

床・掘り方　掘削底面に５層を充填して床面を構成す

る。竪穴南西側がやや深い掘り方をもち、竃左手にも土

坑状の掘り込みが見られる。掘削底面から床面まで15～

18㎝。顕著な硬化面、焼土、炭化物等は記録されていない。

竃　東壁南寄りにある。壁外への張り出しは、確認面で

の壁延長線から２０㎝ほどと弱く、壁内にローム土を貼っ

て燃焼部を構築する。左袖部は壁との接点にある１石を

残してほぼ破壊されている。右袖部はやや大ぶりの円礫、

角礫による列が残っており、礫を構造材としていたこと

がわかる。竃右手にある貯蔵穴上面で認められた粘土や

礫は竃の残痕であろう。燃焼部は掘り方前端から確認面

での煙道端まで1２０㎝、袖基部幅45㎝ほどで、内部に長

9０㎝、幅4０㎝ほどの範囲で焼土が記録されている。土師

器甕口縁部が燃焼部右寄りに正位で出土しているが、使

用状況を示すものではない。

貯蔵穴　竃右手に当たる竪穴東南隅にある。東西78㎝、

第315図　73号竪穴建物出土遺物

第２節　古代相当面の発掘
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第316図　76号竪穴建物・出土遺物
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76号竪穴建物
１　1０YR２/1　黒褐色土　黄橙色粒・ブロックを含む。
２　1０YR3/4　暗褐色土　黄橙色粒、小礫を含む。
３　1０YR7/6　明黄褐色土　明黄褐色ブロック。

竃
１　1０YR3/4　暗褐色土　浅黄橙色粒、ブロックを含む。
２　7.5YR6/4　橙色土　焼土粒・ブロックを多量に含む。
３　1０YR7/4　にぶい黄褐色土　焼土粒・ブロックを少量含む。
４　1０YR２/1　黒褐色土　黄橙色粒・ブロックを含む。

１ ３
４

５

６



南北7２㎝ほどのゆがんだ円形の平面形で、床面からの深

さ２9㎝で、断面形はやや深い鍋状。上位に土師器甕片を

含む暗褐色土があり、中位に竃構築土の残痕と思われる

ローム質の粘土、下位にローム斑を含む暗褐色土が堆積

する。

柱穴・ピット・土坑等　床面では記録されていないが、

掘り方調査時に６箇所でピット様の掘り込みが記録され

ている。床面写真では南壁中央、西壁中央に各１基、北

壁中央近くに２基の掘り込みが写っており、これは掘り

方調査時のそれに相当する。いずれも遺構としては採用

されていない。

遺物出土状況　竃燃焼部左側から土師器甕(11)の胴部上

半が正位で出土しているが、下部の大破片が竃左手にあ

るため、使用時の状態ではなく、竃破壊後に据え直した

もののようである。土師器甕は貯蔵穴周辺にも破片が認

められる(13・14)。竃前から竪穴中央部に架けて須恵器

皿(１)、杯(２・４・５・８)が点在する。北東部には小

ぶりの据え砥と思われる砥石がある。２・３には「小井」、

７にも判読できないが墨書がある。

時　期　９世紀第２～第３四半期

（50）87号竪穴建物

位　置　２5―1００―Ａ・Ｂ―７～９グリッド　発掘区中部西

より、上位段丘上の北東向き緩傾斜部にある。南4.4m

に91号、南東15.6mに9２号竪穴建物がある。床面最高標

高537.47m。

規模・形状　床面長軸長6.74m。床面短軸長5.97m。最

大壁高5０㎝。 主軸方位Ｎ―8０°―Ｅ。僅かに南北に長く、

東壁両隅が丸みを持つが、ほぼ整った方形の平面形を呈

する。壁はやや丸みを持って立ち上がるが、上方への開

きはあまりない。

覆　土　土層観察所見を欠く。

床・掘り方　不整な土坑状の掘り込みが多い掘削底面に、

４層・５層を充填して床面を構成する。特に硬化する面

や焼土、炭化物は記録されていない。掘り方調査時には

東壁の竃左手から北壁、西壁を経て南壁中央近くで土坑

状の掘り方に切られるまでの間、壁周溝がめぐることが

記録されている。幅1０～4０㎝で、床面下1２～２5㎝に及ぶ。

竃　東壁南寄りにある。壁内床面を僅かに掘りくぼめて

燃焼部を形成する。右袖の壁との接合部及び左壁の燃焼

部と煙道との接続部近くに、角礫が残っている。袖は基

部のみ地山を僅かに掘り残すが、礫を構造材として、ロー

ム質の粘土で構築したものと思われる。燃焼部は壁内に

あり、上端長8０㎝、幅98㎝ほどの掘り方を持つ。燃焼部

奥壁近くには浅い凹みがある。この底面と確認面での煙

道端の比高57㎝。燃焼部奥壁から煙道端まで8０㎝ほどあ

り煙道は壁外に4０㎝ほど張り出す。燃焼部前端から煙道

中部にかけて、145㎝ほどの長さで焼土が残っている。

燃焼部での最大幅は7０㎝ほどある。竃内及び周辺では顕

著な遺物は確認されていない。

貯蔵穴　竃右手に当たる竪穴南東隅を掘り込んで作られ

る。長軸長135㎝、短軸長1２9㎝、南北に僅かに長い隅丸

長方形の平面形を呈する。断面形はやや深いゆがんだ鍋

状で、底面は平坦。床面からの深さ48㎝。土師器甕片の

ほか、須恵器杯・椀・皿など供膳具が多く出土している。

柱穴・ピット・土坑等　掘り方調査時に８基のピットが

確認されている。Ｐ１・３・６・７は柱穴として良い位

置にあるように思われ、形状、深さ共に近似している。

いずれも土層観察所見を欠く。

Ｐ１　竪穴北西部にある。北壁周溝内側まで1００㎝、西

壁周溝内側まで75㎝。床面での長軸長45㎝、短軸長36㎝、

深さ58㎝。平面形は東西にやや長い円形、断面形は底面

が平坦な、ややゆがんだＵ字状。芯々でＰ６まで315㎝、

Ｐ７まで48０㎝。

Ｐ２　竪穴北東部にある。北壁周溝内側まで54㎝、東壁

周溝内側まで1０5㎝。床面での長軸長56㎝、短軸長51㎝、

深さ２9㎝。平面形は円形、断面形は底部が丸みを持ち、

半円形に近い。芯々でＰ６まで6０㎝、Ｐ４まで84㎝。

Ｐ３　竪穴南東部にある。貯蔵穴の北端西側にあたる。

東壁下端まで1２9㎝、南壁下端まで9０㎝。床面での長軸

長3２㎝、短軸長3０㎝、深さ54㎝。平面形はゆがんだ円

形、断面形は底面が平坦な、深いＵ字状。芯々でＰ６ま

で45０㎝、Ｐ7まで34０㎝。

Ｐ４　竪穴北東隅に接してある。床面での長軸長84㎝、

短軸長78㎝、深さ31㎝。北東部は壁に沿って丸みを持ち、

南西部はやや角張る。断面形は底部が丸みを持ち、上部

は外方に開く。

Ｐ５　竪穴南西隅に接するようにある。攪乱、あるいは

他の遺構と思われる掘り込みの底面にあたる。床面での

長軸長9０㎝、短軸長9０㎝、東の竪穴掘り方底面からの深

さ73㎝。平面形は円形、断面形は深い鍋状を呈する。Ｐ

第２節　古代相当面の発掘
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81号竪穴建物
１　黒色土　小礫を多く含む粗粒土。
２　黒色土　小礫を多く含む、１層より黄色粒少なく若

干の炭化物含む。
３　黒色土　小礫やや少なく、黄色粒を多く含む。
４　暗黄褐色土　ローム粒を多く含み小礫少ない。
５　暗褐色土　小礫、若干の炭化物、黄色粒を含みやや

締まりあり。
６　黄褐色土　地山の黄褐色砂粒土。

貯蔵穴
１　黒黄褐色土　小礫、若干の炭化物、ローム砂粒を含む。
２　明黄褐色土　貼床か、均質なローム土。
３　黒褐色土　小礫、ローム小ブロックを含む粗粒土。
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竃
１　黒褐色土　焼土、黒色土ブロック、小礫を含む。
２　黒褐色土　若干の焼土、黒色土多く、小礫を含む。
３　暗赤褐色土　焼土多く含み、若干の黒色土、ローム粒を含

む。
４　黒褐色土　ローム粒、黒色土、焼土の混土。
５　赤褐色土　焼土ブロック。
６　黄褐色土　若干の焼土、小礫、地山の黄色土粒を多く含む。
７　黒色土　小礫、黒色土、黄褐色土ブロック土の混土。
８　黒褐色土　小礫、黒色土ロームの混土、粗粒土。

１
２

３ ４ ５

６ ７

８

９

1０

1２



０ 10㎝１:３

７まで57㎝。

Ｐ６　竪穴北東部にある。北壁周溝内側まで117㎝、東

壁周溝内側まで93㎝。床面での長軸長34㎝、短軸長33㎝、

深さ4０㎝。平面形は円形、断面形は底面が平坦な、やや

ゆがんだＵ字状。写真記録では、底面中央に柱痕状の凹

みが見られる。芯々でＰ１まで315㎝、Ｐ３まで45０㎝。

Ｐ７　竪穴南西部、攪乱、あるいは他の遺構と思われる

掘り込みの東にあたる。西壁周溝内側の想定線まで9０㎝

ほど、南壁周溝内側まで117㎝。床面での長軸長37㎝、

短軸長36㎝、深さ6２㎝。平面形は円形、断面形は底面が

平らな深い箱形を呈する。芯々でＰ１まで48０㎝。Ｐ３

まで34０㎝。

Ｐ８　竃と貯蔵穴との間に、竃の左袖に接するようにあ

る。床面での長軸長69㎝、短軸長4２㎝、深さ19㎝。平面

形は東西に長い長円形、断面形は椀状に近いが南側に小

さな段を持つ。貯蔵穴上端との間4２㎝。

遺物出土状況　遺物量は多い。覆土以外では貯蔵穴に多

くが集中し、竃周辺からの遺物は少ない。貯蔵穴からは

土師器甕(56・57)のほか、須恵器杯(1０・11・19・38)・

同椀(3０・31・33・34・44)・同皿(２)など供膳具がまとまっ

て出土している。２～８・２7・3０・31・36・4２に「小井」、

９に「井」、35に「物」の墨書があり、46にも判読できない

が墨書がある。凸帯付四耳壺(53)は覆土からの出土であ

る。鉄製紡錘車(66)、椀形滓(67)も出土している。

時　期　９世紀第３～第４四半期

第319図　81号竪穴建物出土遺物２
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（51）91号竪穴建物

位　置　２5―1００―Ａ・Ｂ―４～６グリッド　発掘区中部西

寄り、上位段丘上の北東向き緩傾斜部にある。北4.4m

に87号、東18mに33号竪穴建物がある。床面最高標高

538.０9m。

規模・形状　床面長軸長4.11m、床面短軸長3.69m、最

大壁高13㎝。主軸方位Ｎ―7２°―Ｅ。上面が削平され、詳

細が把握できないが、北西―南東にやや長い隅丸長方形

の平面形を呈する。

覆　土　記録されていない。

床・掘り方　確認面が床面に相当するものと思われる。

竃　東壁南寄りにある。壁外に燃焼部を張り出すように

図示される。幅２7㎝、長6０㎝、床面からの深さ２㎝ほど

の凹みがある。焼土、炭化物に関する記録はない。

貯蔵穴　確認されていない。

柱穴・ピット・土坑等　竪穴建物内部及び壁にかかって、

円形の平面形を呈する1０箇所のピット状落ち込みが図示

されるが、遺構としては認定されていない。

遺物出土状況　竪穴東南隅近くから須恵器椀(２)、南壁

中央近くから須恵器椀(１)が出土している。竪穴中央西

寄りから土師器甕、覆土から土師器台付甕も出土してい

るが、いずれも小片である。

第3２０図　87号竪穴建物１

第２節　古代相当面の発掘
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０ 10㎝１:３

０ ４㎝１:２

時　期　出土遺物、竃位置から見て９世紀後半相当の竪

穴建物として調査されたものと思われるが、竪穴建物と

しての認定根拠が乏しい。

（52）92号竪穴建物

位　置　２5―1００―Ｇ・Ｈ―８グリッド　発掘区中部西寄

り、上位段丘上の北向き緩傾斜部にある。東15.6mに87

号竪穴建物がある。158０号土坑に切られる。床面最高標

高537.76m。

規模・形状　床面長軸長２.34m、床面短軸確認長1.53m、

最大壁高５㎝。主軸方位Ｎ―64°―Ｅ。東南部を158０号土

坑に大きく切られる。西部は平成２０年度に調査された地

区に当たるが、この時には本竪穴建物は認められておら

ず、全体の形状は把握できない。部分的に認められる南

北両壁および遺物の出土状況から、小規模な竪穴建物の

残痕として調査されている。

覆　土　上位は黄褐色土を主体とし、下位は暗褐色土を

主体とする。

床・掘り方　土層断面では貼り床等の構造は記録されて

いないが、写真記録では158０号土坑壁面に、本竪穴建物

床面以下に床面構成土が連続し、その下位に地山ローム

が認められるところから、掘削底面にロームブロックを

含む暗褐色系の土を充填して床面を構成したものとも考

えられる。

竃　確認されていない。

貯蔵穴　確認されていない。

柱穴・ピット・土坑等　確認されていない。

遺物出土状況　須恵器椀(１・２)２点がほぼ同レベルで、

1２０㎝ほどの間隔を置いて、共に正位で出土している。

時　期　９世紀後半

（53）99号竪穴建物

位　置　２5―89―Ｈ～Ｊ―２０・２1グリッド　発掘区中部東

寄り、上位段丘上の北～北西向き緩傾斜部にある。北西

1２.8mに114号竪穴建物がある。1836号土坑を切ること

が記録されている。床面最高標高537.33m。

規模・形状　床面長軸確認長5.67m、床面短軸長5.34m、

最大壁高36㎝。主軸方位北壁でＮ―74°―Ｅ。東壁が調査

区外となるため、全体形状は把握できないが、東西に長

い縦長長方形の平面形を呈するものと考える。壁はやや

丸みを持って立ち上がるが、上方への開きはあまりない。

覆　土　土層観察所見を欠く。

床・掘り方　貼り床等の構造は記録されていないが、床

面を示すと思われる土層断面底面と掘り方を示すと思わ

れる高低図底面の間には1０㎝ほどの差がある。写真記録

を参照すると、掘削底面にローム質の褐色土を含む暗褐

色土を充填して均平な床面を形成したものと見られる。

壁周溝は認められない。竪穴西部から南部にかけて焼土、

炭化材がある。北西隅部、南壁中央西寄り、南東隅部で

は炭化材が放射状に並ぶかのような様相が示されるが、

第3２6図　87号竪穴建物出土遺物５

第２節　古代相当面の発掘
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写真記録を欠く。また、炭化材周辺に焼土が見られ、床

面でも中央部の1836号土坑直上部及び北壁東寄りに焼土

がある。なお、北東隅部には8０号焼土があるが、本竪穴

建物より新しいものとされる。

竃　確認されていない。

貯蔵穴　確認されていない。

柱穴・ピット・土坑等　柱穴と思われるＰ１～Ｐ４があ

る。写真記録では竪穴内を含め、他にも多くのピット状

の落ち込みが見られるが、遺構としては認められていな

い。いずれも土層観察所見を欠く。

Ｐ１　竪穴北東部にある。北壁下端まで13２㎝。東の発

掘区界まで69㎝。床面での長軸長２5㎝、短軸長２1㎝、深

第3２8図　9２号竪穴建物・出土遺物

第3２7図　91号竪穴建物・出土遺物
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9２号竪穴建物
１　黄褐色土　白色粒、ロームブロック含む。
２　暗褐色土　若干のローム粒、炭化物含む。
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さ41㎝。東西に僅かに長いが、ほぼ円形の平面形を呈す

る。断面形は底面がほぼ平らな深い舌状。Ｐ２まで芯々

で２55㎝。

Ｐ２　竪穴南東部にある。東の発掘区界まで63㎝、南壁

下端まで1０8㎝。床面での長軸長２9.5㎝、短軸長２8㎝、

深さ3２㎝。南北に僅かに長く、東西両辺はあまり膨らみ

を持たないが、ほぼ円形の平面形を呈する。断面形は深

いＵ字状。Ｐ３まで芯々で345㎝。

Ｐ３　竪穴南西部にある。西壁まで1２０㎝、南壁まで13２

㎝。床面での長軸長２7㎝、短軸長２4㎝、深さ39㎝。南北

にやや長い偏円形の平面形を呈し、断面形は深い鍋状に

近いが、底面が乱れる。Ｐ４まで芯々で２31㎝。

Ｐ４　竪穴北西部にある。北壁下端まで1２9㎝、西壁下

端まで1２０㎝。床面での長軸長２3.5㎝、短軸長２3.5㎝、

深さ34㎝。ほぼ円形の平面形を呈し、断面形は狭長なＵ

字状。Ｐ１まで芯々で37２㎝。

第3２9図　99号竪穴建物１
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０ 10㎝１:３

０ ４㎝１:２

遺物出土状況　竪穴中央から西部に遺物が多い。中央部

の1836号土坑直上部では、焼土と共に礫や羽釜片(２1・

２２)、骨片が認められている。西壁中央近くでは小型の

須恵器杯(１～６・８・11・14～16)が２～３枚づつ重なっ

た状態で計13枚、まとまって出土した。他に、灰釉小瓶

(18)、土製品円筒形(２０)、釘(２3・２4)等も出土している。

時　期　11世紀前半

（54）103号竪穴建物

位　置　２5―98―Ｔ・Ｕ―２・３グリッド　発掘区中部東

寄り、上位段丘上の北～北西向き緩傾斜部にある。西1０

mに11０号竪穴建物がある。1853・1855号土坑に切られる。

床面最高標高537.２5m。

規模・形状　床面長軸長4.95m、床面短軸長4.38m、最

大壁高37㎝。主軸方位西壁でＮ―15°―Ｗ、竃主軸はＮ―33

第331図　99号竪穴建物出土遺物２

第２節　古代相当面の発掘

397

1２
13 14 15

16

17

18

19

２０

２1

２２

２5
２3(1/２)

２4(1/２)



°―Ｅ。北東隅に竈を置く横長隅丸長方形の平面形を呈す

る。壁は底面から丸みを持って立ち上がる。上方への開

きは少ない。

覆　土　土層観察所見を欠く。

床・掘り方　掘削底面を床とするが、角礫、亜角礫が多

く露出している。壁周溝はない。竪穴中央近くの床面直

上に炭化材がある。北西-南東方向に長軸を向けるもの

が多く、南壁近くでは南北方向を示すものがある。竪穴

南半には点々と焼土が残されている。

竃　竪穴北東隅に北東方向に煙道を延ばして作られる。

燃焼部は壁内にあり、幅41㎝。掘り方前端から煙道との

接続部までの長59㎝、確認面での煙道先端部までの総長

115㎝、煙道部幅２5㎝。両側壁では礫が立て並べられた

状態が見られ、これを構造材とし、ローム質の粘土を巻

いて構築したものと思われる。燃焼部と煙道部の境界部

中央には長円礫が立位で据えられており、燃焼部底面に

は平坦な礫が多く見られる。

貯蔵穴　掘り方調査時に確認された、竃右手に当たる東

壁中央近くの土坑を貯蔵穴としている。床面では長軸長

54㎝、短軸長38～39㎝のゆがんだ長円形の平面形を呈す

る。床面から15㎝ほど下がった位置で西部に中段があり、

東部はさらに15㎝ほど掘り下げられる。底面は径２２㎝ほ

どの円形の平面形を呈する。断面形は底面が東に傾くが

鍋状に近い。土層観察所見を欠く。土師器片が出土して

いる。

柱穴・ピット・土坑等　掘り方調査時にＰ１～Ｐ５を確

認している。いずれも土層観察所見を欠く。

Ｐ１　竪穴南東部にある。東壁下端まで66㎝、南壁下端

まで111㎝。床面での長軸長57㎝、短軸長54㎝、深さ3０㎝。

ゆがんだ円形の平面形で、断面形では西側が一段深く落

ち込む。Ｐ２まで芯々で16０㎝。

Ｐ２　竪穴南壁中央近くにある。東壁下端まで19２㎝、

南壁下端まで２9㎝。床面での長軸長3０㎝、短軸長3０㎝、

深さ19㎝。ほぼ方形の平面形を呈する。底面は乱れてい

て、西側が一段深く落ち込む。Ｐ３まで芯々で141㎝。

須恵器片が出土している。

Ｐ３　竪穴南西部、Ｐ４の東にある。西壁下端まで141

㎝、南壁下端まで6０㎝。床面での長軸長57㎝、短軸長53

㎝、深さ18㎝。南北に僅かに長い、ゆがんだ円形の平面

形を呈する。底面は丸みを持ち、断面形は椀状。Ｐ４ま

で芯々で75㎝。両上縁は15㎝ほどしか離れていない。

Ｐ４　竪穴南西隅近くにある。西壁下端まで57㎝、南壁

下端まで33㎝。床面での長軸長76.5㎝、短軸長51㎝、深

さ18㎝。北西-南東に長い長円形の平面形を呈する。底

面が平坦で壁は上部に開き、皿状の断面形を示す。Ｐ５

まで芯々で２8２㎝。

Ｐ５　竪穴北西部にある。西壁下端まで93㎝、北壁下端

まで45㎝。床面での長軸長7２㎝、短軸長51㎝、深さ31㎝。

北西-南東に長い長円形の平面形を呈する。底面はやや

乱れ、壁の開きは少ない。鍋状の断面形を示す。Ｐ１ま

で芯々で381㎝。

遺物出土状況　竃内、竃周辺から東南隅部に架けて点々

と土師器、須恵器片が点在している。竃内には厚手の土

師器甕(４～６)、羽釜片(８)があり、竃前左手には灰釉

陶器椀(２)、同小瓶の口縁片(３)がある。土師器杯(１)

はかなり高い位置にある。

時　期　1０世紀後半

（55）104号竪穴建物

位　置　２5―9０―Ｂ・Ｃ―11・1２グリッド　発掘区西部の、

段丘西辺を画する小谷に面した西向き斜面にある。1０5

号・11２号竪穴建物に切られる。上位に18２4号土坑、２6

号集石、81号焼土がある。床面最高標高541.71m。

規模・形状　北壁確認長4.3m、床面短軸長4.17m、最

大壁高48㎝。主軸方位北壁でＮ―59°―Ｅ。西壁が急傾斜

部に切られ、南西部が1０5号・11２号竪穴建物に大きく切

られるが、やや東西に長い縦長長方形の平面形を呈した

ものと思われる。壁は強く立ち上がり、上方への開きは

少ない。

覆　土　土層観察所見を欠く。

床・掘り方　掘削底面に８層を充填して床面を構成する。

竃前は特に硬化する。焼土、炭化物などは記録されてい

ない。壁周溝はない。

竃　東壁中央近くにある。燃焼部は半ばを壁外に置く。

袖は捉えられていないが、壁との接合部では両側の壁に

沿って平板な角礫が並び、これより奥側の両側にも礫が

貼られる。左右壁延長線から壁内への燃焼部焼土の張り

出しは44㎝ほどある。右手地山は斜面崩落土で大きな礫

やローム土を含んでおり、竃右側壁はかなり大きな円礫

を残したままで構築される。地山の礫やロームを残しな

がら、焚き口から燃焼部にかけて板状の礫を構造材とし、

第２章　発掘された遺構と遺物
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ローム質の粘土を貼って構築したのであろう。燃焼部と

煙道は境界を持たずに、なだらかな傾斜で連続する。底

面は強く焼土化していて、長181㎝、幅7２㎝ほどの涙滴

状の範囲に焼土が残されている。両側壁中央に平板な礫

が立った状態で見つかっている。燃焼部底面上に接して

いて下部が固定されておらず、支脚としての機能は求め

がたいように思われる。また、右側壁の礫は背面にも焼

土があるところから、燃焼部内に崩落したものであるか、

竃構築時の予備的燃焼によって焼土が形成された後に壁

石として設置されたものか判断できない。須恵器甕口縁

片が出土している。

貯蔵穴　竃右手に当たる竪穴南東隅に壁に接するように

ある。長軸長84㎝、短軸長76㎝、南壁に沿って長軸を持

つ偏円形の平面形を呈する。深さは８㎝ほどで、底面は

丸みを持ち、断面形は浅い椀状を呈する。底面は黄褐色

ロームで、断面図からは以下の地山まで掘削し、ローム

を貼ったかにも思えるが、竃右手からつながる地山崩落

土中のロームを掘り込んだ可能性もある。須恵器杯・椀

類や刀子が出土している。

柱穴・ピット・土坑等　確認されていない。

遺物出土状況　竃から須恵器甕(1０)、貯蔵穴から須恵器

杯・椀類(１～６)、刀子(11)が出土している。１は黒色

土器、４には墨書がある。

時　期　９世紀後半

（56）105号竪穴建物

位　置　２5―9０―Ｂ・Ｃ―11・1２グリッド　発掘区西部の、

段丘西辺を画する小谷に面した西向き斜面にある。1０4

号竪穴建物を切る。11２号竪穴建物に切られる。上位に

18２4号土坑、２6号集石、81号焼土がある。床面最高標高

541.6２m。

第335図　1０4号竪穴建物１
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竈

竈上面

規模・形状　床面長軸長南壁確認長4.２6m、床面短軸長

4.11m、最大壁高45㎝。主軸方位Ｎ―66°―Ｅ。西壁が急

傾斜部に切られ、南西部が11２号竪穴建物に大きく切ら

れるが、やや東西に長い縦長長方形の平面形を呈したも

のと思われる。

床・掘り方　特に硬化した部分や焼土、炭化物などは記

録されていない。壁周溝はない。

竃　東壁中央やや南寄りにある。燃焼部はほぼ壁内にあ

る。長軸長81㎝、焚き口部袖内側幅49㎝ほどの楕円形の

平面形で、床面からの深さ1㎝ほどの浅い凹み状を呈す

る。燃焼部底部と接続する煙道部との比高は７㎝。燃焼

部前端から確認面での煙道端まで151㎝、燃焼部底と煙

道口との比高54㎝。両側壁には亜角礫、円礫が並べられ

る。礫を構造材としつつ、ローム質の粘土を巻いて構築

したものであろう。右側壁より左袖のほうが火熱による

赤化が著しい。

第336図　1０4号竪穴建物２
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０ ４㎝１:２

０ 10㎝１:３

０ 10㎝１:４

貯蔵穴　竃右手に当たる竪穴東南部にある。東壁下端ま

で5０㎝、南壁下端まで1０㎝。長軸長77㎝、短軸長59㎝の

小判形に近い平面形で、床面からの深さ14㎝。底面には

小さな凹凸が多いが、断面形は浅い鍋状に近い。

柱穴・ピット・土坑等　確認されていない。

遺物出土状況　羽釜(５・６)、須恵器椀(１・２)、灰釉

陶器椀(３・４)が出土している。

時　期　９世紀後半

（57）110号竪穴建物

位　置　２5―98―Ｘ・Ｙ―２・３グリッド　発掘区中部東

寄り、上位段丘上の北～北西向き緩傾斜部にある。東1０

mに1０3号、北14.8mに54号、北西２０mに２4号竪穴建物

第337図　1０4号竪穴建物出土遺物

第２章　発掘された遺構と遺物
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がある。床面最高標高536.76m。

規模・形状　床面長軸長4.83m。床面短軸長4.68m。最

大壁高57㎝。主軸方位Ｎ―79°―Ｅ。北東及び南西隅が鋭

角をなす平行四辺形の形状を呈す。壁は壁周溝を介して

立ち上がり、上方への開きは少ない。

床・掘り方　掘削底面を床とする。ローム土を主体とし、

礫等の少ない均平な床面である。竃左手から東壁北端近

くまで及び北壁東部から南壁東端近くまで、狭く浅い壁

周溝がめぐる。炭化材や焼土が多く残されている。炭化

材は北半に多く、特に北西部では竪穴中心に長軸を向け

た放射状の配置が見られる。竃の左右では壁に直交する

炭化材が多い。

竃　東壁南端近くにある。燃焼部につながる凹みの前端

から、確認面での煙道端部まで14２㎝。煙道壁との接合

部に、燃焼部奥にあたる天井が一部残っており、燃焼部

はこれより内側にあったことが示される。焚き口両袖は

厚手の板状礫が立てられる。両袖石基部内側幅46㎝、上

部内側幅4０㎝。燃焼部底面焼土上面からの高さ２7.5㎝。

右側壁は焚き口石の背面に１石があって、これと壁の間

をローム質の粘土で充填して竃を構築している。左袖部

の構造は図、写真共に読み取りがたいが、右袖と同じく

焚き口から壁面までロームを貼っている。袖石外面には

粘土は認められない。竃上面には平たい板状礫が２石

乗っていて、燃焼部の天井に当たるものかもしれない。

燃焼部には、床面から４㎝ほど下がる浅い凹みがあって、

その手前側に焼土が残る。燃焼部につながる凹みの前端

は、右袖石前端より２０㎝ほど手前にあたるが、焼土の前

端は右袖石前端と一致し、燃焼部底凹みの後端には達し

ない。燃焼部底の凹み後端から、さらに6０㎝ほど奥で強

く立ち上がって煙道口に至る。燃焼部下底から煙道確認

面まで68㎝。

貯蔵穴　竃右手前に当たる南壁東部にある土坑を貯蔵穴

としている。長軸長8０㎝、短軸長69㎝、東西にやや長い

長円形の平面形で、床面からの深さ34㎝。底面は僅かに

丸みを持ち、断面形はやや深い鍋状を呈する。覆土は底

部にローム小ブロックを含む、にぶい黄褐色土があり、

その上に黒色土が乗る。中位には黄灰色ロームが入り、

上位に炭化物片や焼土、ロームの小斑を含む黄褐色土が

第339図　1０5号竪穴建物２・出土遺物
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ある。竃右手の竪穴東南隅には壁に沿うように東西56㎝、

南北5０㎝ほどの隅丸方形の平面形を呈する凹みがある。

深さは床面から４㎝ほどと浅い。

柱穴・ピット・土坑等　南壁中央近くに１号土坑、中央

西南寄りに１号ピットがある。共に土層観察所見を欠く。

１号土坑　竪穴南壁中央近くにある。南壁周溝内側まで

２1㎝、西壁周溝内側まで２０1㎝。床面での長軸長7２㎝、

短軸長54㎝、深さ17㎝。南北に長軸を持つ、ゆがんだ菱

形に近い平面形を示す。底面は不規則に乱れる。木根様の

攪乱痕跡があり、植物起源の土壌攪乱の可能性を感じる。

Ｐ１　竪穴中央西南寄りにある。西壁周溝内側まで153

㎝、南壁周溝内側まで141㎝。床面での長軸長3０㎝、短

軸長２6㎝、深さ２6㎝。ゆがんだ円形の平面形で、底面南

部に径1０㎝、深さ1２㎝ほどの柱痕状の落ち込みがある。

竪穴構造にかかわる機能は想定できず、これも植物起源

の土壌攪乱である可能性を感じる。

遺物出土状況　焼失が明確な竪穴建物であるが、顕著な

遺物がない。覆土から土師器、須恵器の小片が出土して

第34０図　11０号竪穴建物１

第２節　古代相当面の発掘
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いる。

時　期　1０世紀

（58）112号竪穴建物

位　置　２5―9０―Ｂ・Ｃ―11・1２グリッド　発掘区西部の、

段丘西辺を画する小谷に面した西向き斜面にある。1０4

号・1０5号竪穴建物を切る。上位に18２4号土坑、２6号集石、

81号焼土がある。床面最高標高541.7２m。

規模・形状　床面長軸長4.18m、床面短軸長3.76m、最

大壁高２6㎝。主軸方位Ｎ―65°―Ｅ。北西隅が急傾斜部に

切られ、北東部は1０5号竪穴建物との切り合いにより明

確さを欠くが、南北がやや長い横長に隅丸長方形の平面

形を呈する。壁はやや丸みを持って立ち上がり、やや上

方に開く。

床・掘り方　特に硬化した部分や焼土、炭化物などは記

録されていない。壁周溝はない。

竃　東壁南寄りにある。焚き口部から煙道部にかけて、

焼土化した粘土が長1０8㎝、幅53㎝ほどの長円形の範囲

に残されている。燃焼部は床面から４㎝ほどの浅い窪み

で、ほぼ壁内にある。壁との接合部で立ち上がり、煙道

となる。燃焼部底面と確認面での煙道端との比高41㎝。

第34２図　11２号竪穴建物・出土遺物
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右袖は明確では無いが、左袖は粘土で構築している。竃

前部には角礫、亜角礫があるが、竃構造との関連は捉え

がたい。

貯蔵穴　確認されていない。

柱穴・ピット・土坑等　確認されていない。

遺物出土状況　灰釉陶器椀(１～３)３点が出土してい

る。４の石皿は竃左袖に用いられていた。

時　期　９世紀後半

（59）114号竪穴建物

位　置　２5―89―Ｌ・Ｍ―２２・２3グリッド　発掘区中部東

第343図　114号竪穴建物
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０ 10㎝１:３

寄り、上位段丘上の西向き緩傾斜部にある。東南1２.8m

に99号、北西13.6mに118号竪穴建物がある。床面最高

標高537.２9m。

規模・形状　床面長軸長4.０２m、床面短軸長3.48m、最

大壁高２5㎝。主軸方位Ｎ―４°―Ｅ。北辺と西辺がやや長く、

弱い台形状の平面形を呈する。壁は丸みを持って立ち上

がり、上方に開く。

床・掘り方　掘削底面を床面とする。小礫を多く含んだ

暗褐色土で、特に硬化した面や炭化材は記録されていな

い。竃から貯蔵穴周辺にかけて及び竃前に竃構築材の残

痕かと思われるロームが分布する。壁周溝はない。

竃　北壁東部にある。幅65㎝、長8０㎝ほどの範囲に不定

型に広がる焼土と、竃前から右の貯蔵穴周辺にかけて構

築材の残痕と思われるローム土が認められたのみで、詳

細な構造は把握できない。掘り方では両袖部が地山を小

さく掘り残して形成される事が記録されている。燃焼部、

煙道の区分は不明瞭で、燃焼部が床面より高レベルにあ

ることや掘り方が燃焼部から煙道方向に傾斜するなど不

自然な点もあるが、袖前端線から確認面での煙道部端ま

で1０1㎝、袖内側幅43㎝、煙道相当部中位での幅２3㎝を

測る。土師器甕破片が出土している。

貯蔵穴　竃右手に当たる竪穴北東隅にある。北壁下端か

ら３㎝、東壁下端から８㎝ほどしか離れていない。長軸

長76㎝、短軸長51㎝で、南北に長く、北部がやや広がる、

ゆがんだ長円形の平面形を呈する。床面からの深さは８

㎝ほどで、浅い皿状の断面形を呈する。上部から須恵器

椀が出土している。

柱穴・ピット・土坑等　確認されていない。

遺物出土状況　竃右前部から黒色土器椀(１)、貯蔵穴内

から須恵器椀(３・４)が出土している。竪穴中央にはや

や大ぶりの平坦な礫がある。他に土師器甕小片がある。

時　期　９世紀後半

（60）115号竪穴建物

位　置　２5―89―Ｐ・Ｑ―２4・２5グリッド　発掘区中部東

寄り、上位段丘上の西向き緩傾斜部にある。南２.4mに

118号、西３mに116号竪穴建物がある。床面最高標高

537.81m。

規模・形状　床面長軸長3.38m、床面短軸長3.０8m、最

大壁高８㎝。主軸方位Ｎ―６°―Ｗ。上部が削平され、全

体に残りは悪いが、南北にやや長い横長長方形の平面形

を呈する。東南隅は丸みを持つ。

床・掘り方　掘削底面を床面とする。小礫を多く含んだ

暗褐色土で、特に硬化した面や炭化材は記録されていな

い。竃左手前には径２5㎝の円形の範囲でローム質の粘土

がある。

竃　東壁中央近くにある。上部が削平され、詳細な構造

第344図　114号竪穴建物出土遺物
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竈 竈掘り方

は把握できない。半ばが壁外に張り出すように、長軸長

8２㎝、短軸長65㎝ほどの長円形の掘り込みを設け、これ

に礫や抜き取り痕跡は確認されていない。ローム質の粘

土を巻いて竃を構築していたものらしい。床面から掘り

方底面までの深さ1２㎝。断面形は椀状。燃焼部は壁内に

置かれ、壁との接合部で小さな段を持って煙道に続く。

燃焼部前端から壁想定線までの奥行き２3㎝、想定幅２7㎝。

確認面での煙道端部までは69㎝ある。焼土分布の範囲は

掘り方の範囲に等しく、掘り方段階で焼土を生成させる

加熱があったものと思われる。

貯蔵穴　確認されていない。

柱穴・ピット・土坑等　確認されていない。

遺物出土状況　竪穴中央西部に土師器・須恵器・羽釜な

どの破片が列状に点在する。竃内からも土師器、須恵器

の小片が出土している。須恵器椀(２)は竪穴南西隅部か

ら、羽釜(４)は竪穴中央から出土したものである。

第345図　115号竪穴建物・出土遺物
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竈 竈掘り方

掘り方

時　期　9世紀後半

（61）116号竪穴建物

位　置　２5―89―Ｒ―２4・２5グリッド　発掘区中部東寄り

の上位段丘上の西向き緩傾斜部にある。南東隅は118号

竪穴建物と隣接する。東２.２mに115号竪穴建物がある。

床面最高標高537.97m。

規模・形状　床面長軸長東壁確認長3.5２m、床面短軸長

北壁確認長1.56m、最大壁高６㎝。主軸方位Ｎ―73°―Ｅ。

削平が著しく、竃底面近くと床面東部の一部が確認され

たにとどまる。壁はほとんど残っておらず、硬化した床

面が周囲よりやや高く残る。

床・掘り方　掘削底面を床面とする。小礫を多く含んだ

暗褐色土で、特に硬化した面や炭化材は記録されていな

い。

竃　東西74㎝、南北6０㎝ほどの偏円形の範囲に残された

焼土を竃の残痕と考えている。東壁の中央近くに当たる

ものと思われる。半ばが壁外に張り出すように、長軸長

84㎝、短軸長75㎝ほどの偏円形の掘り込みを設けている。

燃焼部、煙道は区分できない。礫や抜き取り痕跡は確認

されておらず、ローム質の粘土で竃を構築していたもの

らしい。床面から掘り方底面までの深さ1０㎝。底面は乱

れ、焚き口より煙道部のほうが低い。

貯蔵穴　確認されていない。

柱穴・ピット・土坑等　確認されていない。

遺物出土状況　覆土から土師器、須恵器片が少量出土し

ている。

時　期　不明

（62）118号竪穴建物

位　置　２5―89―Ｑ・Ｒ―２２～２4グリッド　発掘区中部東

寄り、上位段丘上の西向き緩傾斜部にある。北の115号

竪穴建物との間は２.4mほど、北西の116号竪穴建物東壁

南端との間は１mほどしかない。東の114号竪穴建物ま

第346図　116号竪穴建物

第２節　古代相当面の発掘
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では1０.9mある。２０16号土坑に切られる。

規模・形状　床面長軸長4.２7m。床面短軸長3.84m。主

軸方位Ｎ―89°―Ｅ。焼土を竃の残痕とみて、これを東壁

北寄りに置く横長長方形に近い平面形の竪穴建物を想定

したが、削平が著しく、正確な形状は把握できない。

床・掘り方　断面記録及び竪穴建物全景に関する写真記

録を欠くため、記載できない。竃周辺の写真記録から類

推すると、床面以下まで削平されたものと思われる。

竃　径45㎝ほどの不定形な範囲に広がる焼土を竃の痕跡

と見て、竪穴建物東壁北寄りにあると想定している。写

真記録で見ると焼土の赤化は弱く、被熱方向も判然とし

ない。構造材を示すような礫や抜き取り痕跡は確認され

ていない。

貯蔵穴　確認されていない。

柱穴・ピット・土坑等　確認されていない。

遺物出土状況　竃周辺から土師器片、須恵器片が出土し

ている。

時　期　不明

第347図　118号竪穴建物

第２章　発掘された遺構と遺物

414



537.0

536.5

537.5
538.0

535.5 536.0

538.5
539.0

537.0
537.5

537.0
536.5

540.
0 539.5

540.0

539.5
540.5

539
.0

538.5
538.0

53
7.
5

537.5 538.0

539.0

538.5

534.5
535.0 535.5

532.0
532.5

533.0

534.0

536.0

535.5 536.0 536.5 537.0 537.5

535.0

533.5

534.5

537.0

538.
5 537

.5

53
8.
0

539
.5

536.
5

539.0

545.5

540.
5 540.

0

541.0

541.5
542.0
542.5
543.0

544.0 544.5
545.

0

539.5 540.0

539.0
538.5
538.0

537.5

537.0
536.5
536.0

535.5

543.5

546.0
546.5

546.0

545.
0

546.5

547.
0

545.5

544.5
544.0

543.5
543.0

542.5
542.0

541.
5 541

.0 54
0.
5

540.5

540.0540.
0 539.5

539
.0

541.0

541.5
542.0 542.5 543.0 543.5

541.0
541.5
542.0
542.5
543.0

543.5

544.0

531.0

530
.6

530
.7

530.8 530.9 530.9 53
0.
4

53
0.
5

530.5

53
0.
7

53
0.
8

531.
0

530.
4

530.
5

53
0.
6

533.5
532.5 533.0

531.5

532.0

53
0.
5

530.5

534.0 534.5 535.0 535.5 536.0

534.5
534.0 533.5 533.0

532.5
532.0 531.5 531.0

530.4

53
0.
6

53
0.
7

53
0.
8

530.9

530.9

534.8

535.9 536.0

536.3

537.053
7.

1

537.2
537.3

53
7.
4

537
.5

537
.7

537.8

 537.6

537.4 537.3
537.2 537.3 537.4

536.5
536.5536.4

536.2

538.0
537.9
537.8

538.0
537.5

537.0

53
8.
1

53
8.
2

53
7.
8

53
7.
7

53
7.
9

53
8.
0

53
7.
5

53
7.
5

53
7.
45
37
.4 537

.3

53
7.
6

53
7.
7

53
7.
8

53
7.
9

53
7.
7

53
7.
8

537
.9538.0 538.1

537
.6

536.2

536.4 536.5

536.9

536
.4 536.3

536.
2

536.2

536.1

53
5.
9

53
6.
0

53
5.
8

53
5.
7

535.9

536.4 536.5 536.6
536.5 536.6536.7

536.8
536.9

53
6.
3

53
6.
4

53
6.
5

53
7.
0

53
7.
5

536.0

53
6.
1

53
5.
6

53
5.
2

535.3 535
.4

535
.5

535
.6

53
5.
7

535.8 535.9
536.0 536.1

53
8.
0

535.5 535.0535.0 535.5 535.
5535.8

53
5.
6

528.5529.
0

529.5

528.0

529.5
529.5

530
.0

530
.0

529.5

530.0

529.0

528.5
528.5

529.0

52
8.
8

52
8.
7

528
.6

52
9.
5

529.5

529
.0

529.
5

52
8.
8

530.0 530.5

530.6

532.0 534.0
533.0

532.0
533.0 534.0

53
2.
1

532
.5

53
3.
0533.0

53
3.
2

53
3.
1533.253
3.
3

53
3.
4

53
3.
6

53
3.
7

53
3.
8

53
3.
9

53
4.
0

534
.1

53
4.
5

534
.6

53
4.
8 534.7

53
5.
1

53
5.
3

535
.4

535
.5

534
.4 534.3

534
.2 533.1

533.0
533

.1

53
3.
2

53
3.
5

534.
153

4.
3

534.4 534.5
534

.7
534.8

53
4.
953
5.
0

535.
3

53
5.
5

53
5.
6

535.7

535.8

535.5
535.6 535.7

534
.9 534.8

535
.4

533.9
533.8

53
3.
7

53
3.
8

534.3
534.2
534.1

534.0

533.8

533
.4 533

.3

53
4.
0

534.6

534.9

535.2

53
5.
2

53
5.
1

53
4.
2

53
3.
6

533.7

534.0

533.5
533.4 533.5

534.0

535.0

535.5
535.0

534.5

534.2
534.3

534.0

53
4.
1

535.
0

533.1

53
2.
2

53
2.
1

532
.0

53
2.
8

53
2.
953
3.
1

532
.0

53
4.
0

53
2.
5

53
3.
0

53
4.
1 53

3.
9

53
3.
8

53
3.
7

533.6
533.4 533

.3 533.
2

53
3.

5

533
.3 533.253

4.
2

534
.3

533.
0

533.
1

53
3.
0 532

.7

53
2.
6

53
2.
5

533.5

53
2.
3

53
2.
4

532.5

531
.5

53
2.
8

532
.9 53

2.
7

53
2.
6 53
2.
2

53
2.
1

53
2.
3

53
2.
4

53
3.
0

53
2.
9 5
32
.7 53
2.
6

53
2.
5

53
1.
9

53
2.
0 53
1.
5

53
1.
4

53
1.
353
1.
8

536.0

535.
0

536.0

534.5

535.
5

535.0

534.5

533.
5 533.0

532.5

532.0
531

.5

53
1.
0 530

.5 530
.0

53
4.
0

53
4.
5

536.5

537.0

537.5538.0

534.0535.0

536.0

537.0
536.5

537.5

534.5

536.5537.0
537.5

534.7

535.9
535.8
535.7

535.6
535.5

535.
9

536
.0

536.
0

53
6.
0 535
.9

53
5.
8

536
.1

536.2

535.5
536.0

536
.4 536

.3

538.0
538.4 538.7

537.5
537

.5
537.6 537.7
537.8
537.9

53
5.
0 534.5

535.
5

535.4 535
.4

537.9

536.
5

537
.5

36-1-A
-1

26-81-A
-1

26-81-A
-1

25-87-A
-1

35-7-A
-1

35-7-A
-1

95焼土

96焼土96焼土

81焼土

93焼土

57焼土57焼土

59焼土

56焼土

46焼土46焼土 45焼土

44焼土44焼土

10柵

11柵

43焼土

12焼土12焼土

13焼土13焼土

14焼土

15焼土15焼土

16焼土16焼土
22焼土22焼土

20焼土20焼土
19焼土 18焼土18焼土17焼土17焼土

21焼土21焼土

7焼土

8焼土

10焼土10焼土 9焼土

11焼土11焼土

2鍛冶2鍛冶

3鍛冶3鍛冶

100ｍ１: 3500０

　第３項　鍛冶関係遺構

　本遺跡の鍛冶関係遺構としては、前報告で近世相当面

の１号小鍛冶遺構を扱った。寺院関係の建物の下層にあ

り、この建築にかかわる鍛冶作業が行われたものかとも

思われる。また、中世層当面の２9号建物も鍛冶遺構であ

る。ここで報告する鍛冶遺構は、下位段丘面東部で発掘

されたもので、比較的近い位置に２基が並ぶものと想定

されていて、２号・３号鍛冶との名称が付されている。

ともに段丘崖に近い南側にある。中世相当面発掘時に確

認されているが、平安時代の２1号～ ２3号竪穴建物、土坑、

ピット、焼土遺構等とともに図化されており、２号鍛冶

炉からは土師器甕や須恵器碗などが出土しているため、

古代に属するものとした。３号鍛冶は、鍛冶関連遺構で

はない可能性がある。

（１）２号鍛冶

　35-８-Ｕ・Ｖ-７・８グリッド　標高5２9.4m～5２9.5

mの緩傾斜部にある38号・39号焼土、１号～６号台石を

併せて２号鍛冶として発掘している。西の39号焼土西端

から東の６号台石東端まで７mほどある。１号台石と５

号台石を結んだ線の方位はＮ-54°-Ｅを示す。38号・39

号焼土と１号台石に囲まれた範囲を中心に鉄滓が多数分

布している。２号焼土の東辺を西端として、北東方向に

長8.9m、幅４mほど範囲に分布し、２36点が取り上げら

れている。断面を見通した分布状態を見ると、焼土及び

１号台石の周辺部分に集中があり、南端は直立した構造

を示すような区切れ方を示す。また、東西断面ではこの

部分のみ深い位置にまで滓の分布が見られる。ここから、

ゆるやかに下る地形に沿って、北東方向へ滓が移動した

ものと見られ、３～６号台石周辺以東は密度が低下する。

　図示されていないが、１号台石の東1.4mほどに68２

号ピットがあって、これを西端としてＮ-71°-Ｅ方向に

685号までの４基のピットが列状に並ぶ。68２号・683号

ピットは滓の分布が比較的密な部分にあたるが、ピット

上には滓が認められていない。また、滓の分布軸は台石

列より南東側にあって、ピット列の分布軸に近い。

　焼土、１号台石の周辺で土師器甕口縁片(３～６)、同

底部片(２)、須恵器椀高台部片(１)などが出土している。

第348図　古代相当面鍛冶遺構・柵・焼土の位置

第２節　古代相当面の発掘
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０ ５ｍ１: 100

38号焼土　35-8-Ｖ-7グリッド　鉄滓分布域の南端に当

たり、焼土範囲内の鉄滓は２点のみである。東西1.1m、

南北6.7m程の範囲内に焼土が２か所認められる。東の

２号鍛冶①焼土は確認面標高5２9.45m。南北64cm、東西

35cmの範囲内に焼土が分布する。断面図は上位の焼土を

削り取った後に採取されたもののようで、厚さは７cm以

上あったものらしい。断面写真では赤化がほとんど見ら

れない黄褐色土が地山の黒褐色土に乗った状態が記録さ

れている。焼土として示された部分の下部に相当するも

のであろう。加熱方向は判断できない。西の２号鍛冶②

は確認面標高5２9.47m。39号焼土との間にあって、南北

長4２cm、東西幅２1cmの長円形の範囲が示される。断面記

録はなく、現地性や加熱方向は判断できない。

39号焼土　35-8-Ｖ-7グリッド　鉄滓分布域西端にあた

る。南北9２cm、東西4０cmの範囲に主体的な焼土(２号鍛

冶③)の分布があり、この東にも径3０cmの範囲で焼土が

分布する。２号鍛冶③の範囲内には鉄滓は１点しかなく、

この東側に多くの鉄滓が集中する。２号鍛冶③は確認面

標高5２9.47～5２9.5０m。断面図は上位の焼土を削り取っ

た後に採取されたもののようで、焼土が２か所に分かれ

て認められている。写真記録で見ると北側は赤化の強い

焼土が地山上に乗る。南側は汚れた焼土が下部の地山に

浸潤したような状態である。

１号台石　35-8-Ｖ-7グリッド　鉄滓集中部分の北東部

にあたる。２号鍛冶①から6０cm、２号鍛冶②から5２cm、

２号鍛冶③から7０cmの位置にあり、特に２号鍛冶①との

間に鉄滓が集中する。長軸長43cm、短軸長34cmの長円形

の平面形で、上面は南西にやや傾いて僅かに丸みを持ち、

中央が浅く窪む、下部は丸みを持っている。上面標高

5２9.58m。確認面から上面まで９cm、下底まで19cm。叩

打痕等の使用痕跡は観察されていない。

２ 号 台 石　35-8-Ｕ-7・8グリッド　１号台石の北東

156cmにある。１号台石周辺ほどではないが、南側に鉄

滓が多く見られる。３号台石まで148cm。長軸長45cm、

第349図　２号・３号鍛冶の位置

第２章　発掘された遺構と遺物
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短軸長２9cmの長円形の平面形で、上面は丸みを持ち、下

部は平坦。上面標高5２9.54m。ほぼ水平に置かれていて、

確認面から上面まで1０cm、下底まで５cm。叩打痕等の使

用痕跡は観察されていない。

３号台石　35-Ｕ-8グリッド　２号台石の北東157cmにあ

る。南側に鉄滓が散在する。北東の５号台石、北の４号

台石と接する。南北長4０cm、東西長45cmのほぼ円形の平

面形で、扁平な形状であるのだが、斜位に置かれていて

確認面上には肩部が露出し、上面は丸みを持つ。上面標

高5２9.46m。確認面から上面まで５cm、下底まで16cm。

叩打痕等の使用痕跡は観察されていない。

４号台石　35-Ｕ-8グリッド　４号台石の北に接する。

第35０図　２号鍛冶

(ドットは鉄滓等の分布)

第２節　古代相当面の発掘
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鉄滓は北側に点在する程度で、ごく希薄。長軸長51cm、

短軸長33cmの北東-南西に長い隅丸長方形ないし長円形

の平面形で、台形状の断面形を呈するが、上面を平坦に

据える。上面標高5２9.44m。確認面から上面まで５cm、

下底まで11cm。叩打痕等の使用痕跡は観察されていない。

５号台石　35-Ｕ-8グリッド　３号台石の北東、４号台

石の南に接する。鉄滓は南・東側に散在する。長軸長

48cm、短軸長46cmの隅丸方形ないしゆがんだ円形の平面

形で、楕円形状の断面形を呈して上面を平坦に据える。

確認面から上面まで5cm、下底まで1２cm。叩打痕等の使

用痕跡は観察されていない。

６号台石　35-Ｕ-8グリッド　５号台石の北96cmにある。

鉄滓は東側に点在する。長軸長5２cm、短軸長47cmの不整

形な隅丸三角形の平面形で、断面に関する記載はないが、

上面が尖った亜角礫で、他の台石とは趣を異にする。上

面標高5２9.65m。叩打痕等の使用痕跡は観察されていな

い。

（２）３号鍛冶

　35-8-Ｘ-5グリッド　標高5２9.7m～5２9.8mの緩傾斜

部にある焼土を３号鍛冶として発掘している。また、こ

の東にあたる35-Ｗ-5・6グリッドにある礫(１～３)も併

せて図化されており、２号鍛冶と同様に、焼土と台石に

よって構成される鍛冶遺構との解釈がなされている。鉄

滓等を含め、遺物はない。

焼土　南北133cm、東西88cmの範囲に不定形に広がるも

のとされる。確認面の標高は5２9.76～5２9.78mで、周囲

の地山から、やや盛り上がった状態にある。断面図は上

位の焼土を除去した後に採取されたものらしく、平面図

とは整合しない。

礫１　焼土の東131cmにある。南北長5２cm、東西長２5cm、

上面標高5２9.83m。断面に関する記載はないが、周辺確

認面の標高を参照すると、上部まで７cmある。叩打痕等

の使用痕跡は観察されていない。

礫２　礫１の東6０cmにある。長軸長48cm、東西長31cm、

上面標高5２9.81m。北西-南東に長い不整形の平面形を

有する亜角礫。断面に関する記載はないが、周辺確認面

の標高を参照すると、上部まで1０cmある。叩打痕等の使

用痕跡は観察されていない。

礫３　礫２の北1００cmにある。径4０cmのいびつな円形の

平面形で、上面標高5２9.7m。北西-南東に長い不整形の

平面形を有する円礫。断面に関する記載はないが、周

辺確認面の標高を参照すると、上部まで１～ 1０cmある。

叩打痕等の使用痕跡は観察されていない。

付　記　写真記録を見ると、焼土は分布域の東側中央近

くの、西側に湾入した部分に集中しており、他の多くの

部分は加熱痕跡のない、あるいは乏しいローム土である。

また、東側には締まった硬質のロームが南北方向に帯状

に延び、この西側には黄褐色ロームの帯があり、さらに

西に黄灰色のブロックを含む黄褐色ロームがあるかに見

える。倒木痕に近似する様相が観取されるのである。下

位に水平堆積した地山が、樹木の転倒により根鉢に捉え

られたまま回転して地表面に現れた状態が想定される。

写真記録に見られる断面形状も、この推測と矛盾しない。

倒木の幹相当部に焼土を伴う事例も少なくない。何らか

の理由があって鍛冶遺構と命名したものと思われるが、

鉄滓等が採取、記録されていないことも併せ、これを鍛

冶遺構とする根拠は乏しいものと考える。

　第４項　柵

　発掘区中部の尾根東側の、急傾斜面裾部にあたる北西

向き緩傾斜部で、２条の柵が確認された。1０号柵は４基、

11号柵は７基のピットからなり、近い位置にはあるが、

各ピットの形状や配列、方向が異なっていて、相互に関

連を持つものではない。竪穴建物のある場所からは、南

にやや離れる。周囲には円形、隅丸長方形の土坑や小ピッ

トが多く認められる位置に当たる。

（１）10号柵

　２5-88・89-Ｙ～Ｂ-２1グリッド　確認面最高標高

537.88m。北西向き斜面にある。Ｐ３と南の11号柵Ｐ７

との間が15０cmある。Ｐ１は838号土坑の西にほぼ接する

が重複しない。発掘時点では個別ピットとして扱われ

ているが、3.5mほどの間に４基のピットが直線的に並

ぶため、基礎整理段階で改めて柵とされたものである。

方位はＮ-89°-Ｅでほぼ東西を示す。各ピットは径２5～

3０cm、深さ3０cm内外で、比較的良く揃い、Ｐ１・Ｐ２、

Ｐ３・Ｐ４がそれぞれ深さ、底部標高等ともに近い。間

隔はＰ３－Ｐ４間が僅かに狭いが、これも良く揃ってい

る。覆土に関する記載は確認できない。柱痕は認められ

ていない。
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（２）11号柵

　２5-89-Ａ～Ｄ-19～２1グリッド　確認面最高標高

537.98m。北西向き斜面にある。Ｐ７と北の1０号柵Ｐ３

との間が15０cmある。北西に隅丸長方形の836号土坑、南

東に円形の858号土坑があるほか、周囲には小ピットが

多い。当初は個別ピットとして扱われているが、6.２m

ほどの間に７基のピットが直線的に並ぶため、基礎整理

段階で改めて柵とされたものである。方位はＮ-66°-Ｅ。

西端のＰ１-Ｐ２と東端のＰ６-Ｐ７間が短く、この間に

Ｐ３～Ｐ５が配される。およそ東部が浅く、西部が深い

傾向がある。各柱穴は径、浅深及び間隔ともに一定しな

い。中央のＰ４は特に径が小さく、柱通りからもやや外

れた位置にある。覆土に関する記載は確認できない。柱

痕は認められていない。

　第５項　焼土遺構

　古代相当面発掘時に認められた焼土遺構は、２7か所あ

る。各焼土の成因、性格が一様ではないため、分布状況

には必ずしも意味を認め得るものではないが、おおよそ

遺跡の東部、中部、西部にまとまりが見られる。東部に

は７号～1０号焼土、13号～２２号焼土のまとまりがあり、

11号、1２号焼土がこれらから離れて点在する。これらは

発掘時には近世の焼土とされていたが、基礎整理時点で

古代に帰属すると修正されたものである。ただし、８号

焼土は中世の3２4号土坑の上位にあり、９号焼土は同じ

く中世の318号土坑の埋没後に生成されるなど、時期判

定は混乱している。近隣には古代の遺構が乏しく、中・

近世の遺構が多い。２6号～3０号焼土も遠くない位置にあ

る。担当者間での合意を尊重して古代の焼土とするが、

発掘時点での判断も再評価したい。

　中・西部は、周辺に平安時代竪穴建物や土坑が多く見

られる場所である。中部では尾根裾に43号～46号焼土が

並ぶ。いずれも現地で生成されて移動していない焼土と

判断される。東部では81号、93号・95号・96号焼土が浅

い尾根の西縁、浅谷の東縁に並ぶ。また遺跡南西端には

56号・57号・59号焼土がそれぞれやや距離を置いてある

が、この３か所はブロック状の焼土である。

７号焼土　35-7-Ｌ-9グリッド　確認面標高53２.２7m。

4０cm×35cmの、ゆがんだ円形の範囲にひろがる。木根等

の攪乱があって原形が捉えがたいが、赤化の弱い、黄橙

色ロームが地山の黒色土中に入る。深さ1０cmの凹みに

ロームを貼り、上部で火を燃すなどの行為があったもの

と思われる。灰、炭化物等に関する記載はない。南西3.5

mに1０号焼土がある。上位面の1２号掘立柱建物Ｐ3に切

られる。

８号焼土　35-7-Ｎ-９グリッド　確認面標高53２.65m。

第353図　柵の位置

第２章　発掘された遺構と遺物

420



L=
53
8.
00
m

Ａ
Ａ
′

83
8号
土
坑

P1
P2

P3
P4

L=
53
8.
00
m

Ｂ
Ｂ
′

P1 1

L=
53
8.
00
m

Ｃ
Ｃ
′

P2 1

L=
53
8.
00
m

Ｄ
Ｄ
′

P3 1
s

L=
53
8.
00
m

Ｅ
Ｅ
′

P4 1

L=
53
8.
00
m

Ａ
Ａ
′

P1
P2

P3
P4

P5
P6

P7

０
２
ｍ

１
:
60

L=
53
8.
00
m

Ｂ
Ｂ
′

P1 1

L=
53
8.
00
m

Ｃ
Ｃ
′

P2 1

L=
53
8.
00
m

Ｄ
Ｄ
′

P3 1

L=
53
8.
00
m

Ｅ
Ｅ
′

P4 1

L=
53
8.
00
m

Ｆ
Ｆ
′

P5 1

L=
53
8.
00
m

Ｇ
Ｇ
′

P6 1

L=
53
8.
00
m

H
Ｈ
′

P7 1

Ａ
Ａ
′

Ｂ
Ｂ
′

Ｃ

Ｃ
′

Ｄ

Ｄ
′

Ｅ

Ｅ
′

Ｆ
Ｆ
′

Ｇ
Ｇ
′H

Ｈ
′

P1
P2

P3
P4

P5
P6

P7
11
号
柵
列

25
-8
9-
D

-2
0

25
-8
9-
D

-2
0

Ａ
Ａ
′

Ｅ
Ｅ
′

Ｂ
Ｂ
′

Ｃ
Ｃ
′

Ｄ
Ｄ
′

P1

63
8号
土
坑

10
号
柵
列

P2
P3

P4

25
+8
9-
B

-2
0+
2

1０
号
柵

第
1２
表
　　
柵
柱
穴
計
測
表

11
号
柵

第
35
4図
　
柵

第２節　古代相当面の発掘

421

径(
cm
)

深(
cm
)

底
部
標
高(
m
)

調
査
時
名
称

径(
cm
)

深(
cm
)

底
部
標
高(
m
)

調
査
時
名
称

径(
cm
)

深(
cm
)

底
部
標
高(
m
)

調
査
時
名
称

P1
２5
×
２２

33
53
7.
4２

9０
5号
ピ
ッ
ト

P1
２6

68
53
7.
２9

9２
０号
ピ
ッ
ト

P5
２6
×
２4

17
53
7.
76

8２
6号
ピ
ッ
ト

P２
２9
×
２7

34
53
7.
43

9０
4号
ピ
ッ
ト

P２
3０
×
２7

49
53
7.
46

9２
1号
ピ
ッ
ト

P6
36
×
２8

２9
53
7.
67

8２
5号
ピ
ッ
ト

P3
２8
×
２6

２6
53
7.
58

9０
3号
ピ
ッ
ト

P3
２7
×
２5

２6
53
7.
59

91
6号
ピ
ッ
ト

P7
3２
×
２6

15
53
7.
83

8２
3号
ピ
ッ
ト

P4
3０

２9
53
7.
59

9０
２号
ピ
ッ
ト

P4
２０
×
14

41
53
7.
46

9０
7号
ピ
ッ
ト



117cm×87cmの、東西に長いゆがんだ長円形の範囲が示

されるが、輪郭が直線性を持つ部分もある。何らかの立

体的な構造物が倒壊したかのように見える。外周が強く

赤化し、内部にはきめの細かい黄灰色粘土が認められる。

平面図では197号土坑、3２4号土坑の上位にある様に記載

されており、土坑の北側にかけての範囲にひろがる。周

囲には焼土の小ブロックや粒子が散在する。灰、炭化物

等に関する記載はない。

９号焼土　35-7-Ｌ- ５グリッド　確認面標高53２.68m。

36cm×２7cmの、ゆがんだ円形の範囲にひろがる。中世の

318号土坑(前報告掲載)の中にあって、土層断面図の表

現から見ると、土坑埋没後の窪地内で生成されたものと

判断されているらしい。灰白色の粘質土が焼土化した、

明るい色調の焼土である。土坑覆土下位にも焼土ブロッ

クが連続するため、南壁方向から焼土塊が崩落した可能

性もあろう。灰、炭化物等に関する記載はない。

10号焼土　35- ７-Ｌ-８グリッド　確認面標高53２.45

m。57cm×45cmの、北西-南東に長い楕円形の範囲にひ

ろがる。浅い皿状の掘り込みの覆土上層に赤化の弱い焼

土が多量に含まれる。写真記録を欠く。灰、炭化物等に

関する記載はない。

11号焼土　２5-97-Ｄ-２２	グリッド　確認面標高53２.53

m。4２cm×4２cmの、円形の範囲にひろがる。赤褐色の締

まりの弱い焼土である。写真記録を欠く。灰、炭化物等

に関する記載はない。古代相当面においても、上位面に

おいても遺構がほとんど見られない位置で、孤立的にあ

る。

12号焼土　２5-97-Ｒ-２4グリッド　確認面標高534.37m。

9０cm×63cmの、円形の範囲にひろがる。東部は攪乱され

る。深さ２０cm、鍋状の断面形を呈する掘り込みの底部に、

淡橙色の焼土がある。掘り込みの中央には角礫が認めら

れる。灰、炭化物等に関する記載はない。写真記録を欠

く。北西の２3号焼土まで２3mほど離れる。

13号焼土　35-7-Ｘ-１グリッド　確認面標高534.０1m。

9０cm×6０cmの、不定形の範囲にひろがる。土層断面図と

観察所見が整合せず、土層観察所見にも混乱が見られる。

写真記録を欠く。浅い皿状の凹みと淡橙色あるいは浅黄

橙色の焼土があったものらしい。灰、炭化物等に関する

記載はない。南東の２3号焼土までは２3mほど離れるが、

西の14号焼土までは1.２mほどと近い。

14号焼土　２5・35-97・７-Ｘ-２5	・１グリッド　確認面

標高534m。6０cm×57cmの、ゆがんだ円形の範囲にひろ

がる。深さ15cmの断面皿状の掘り込みの中に淡橙色ある

いは浅黄橙色の焼土がある。写真記録を欠く。灰、炭化

物等に関する記載はない。東の13号焼土まで1.２m、西

の15号焼土まで4.5m。

15号焼土　２5-97-Ｙ-２5グリッド　確認面標高534.13m。

57cm×39cmの、ゆがんだ涙滴状の範囲にひろがる。焼土

粒を僅かに含む黒褐色土との記載である。写真記録を欠

く。灰、炭化物等に関する記載はない。東の14号焼土ま

では4.5mあるが、西の16号焼土までは5０cmほどである。

南に２０～２２号焼土が近接する。

16号焼土　２5-98-Ａ-２5グリッド　確認面標高534.14m。

２3cm×２２cmの、円形の範囲にひろがる。淡橙色あるいは

浅黄橙色の焼土。最大６cmの厚さがある。写真記録を欠

く。灰、炭化物等に関する記載はない。東の16号焼土、

南の２２号焼土までそれぞれ5０cm。

17号焼土　２5-97-Ｙ-２3	グリッド　確認面標高534.16

m。39cm×3０cmの、北東-南西に長い長円形の範囲にひ

ろがる。淡橙色あるいは浅黄橙色の焼土ブロックが点在

するようである。写真記録を欠く。灰、炭化物等に関す

る記載はない。北の18号焼土とは1０cmしか離れていない。

18号焼土　２5-97-Ｙ-２3	グリッド　確認面標高534.1m。

6０cm×45cmの、北西-南東に長い楕円形の範囲にひろが

る。淡橙色あるいは浅黄橙色の焼土。９cmの厚さがある。

写真記録を欠く。北の19号焼土まで9０cm、南の17号焼土

とは1０cmしか離れていない。

19号焼土　２5-97-Ｙ-２4グリッド　確認面標高534.２1m。

69cm×36cmの、北東-南西に長い長円形の範囲にひろが

る。淡橙色あるいは浅黄橙色の焼土。1２cmの厚さがある。

写真記録を欠く。灰、炭化物等に関する記載はない。北

の18号焼土とは1０cmしか離れていない。

20号焼土　２5-97・98-Ｙ・Ａ-２4・２5グリッド　確認面

標高534.14m。87cm×4２cmの、北東-南西に長い瓠形の

範囲にひろがる。淡橙色あるいは浅黄橙色の焼土。1０cm

の厚さがある。写真記録を欠く。焼土が集中する部分の

南端に当たり、北東の２1号焼土とは15cmしか離れていな

い。北の２２号焼土との間は6０cmある。

21号焼土　２5-97-Ｙ-２5グリッド　確認面標高534.13m。

45cm×4２cmの、北西-南東に長い楕円形の範囲にひろが
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る。淡橙色あるいは浅黄橙色の焼土。中央部は攪乱され

ているようだが、土層観察所見の色名によると、やや赤

化の強い焼土粒を含むらしい。９cmの厚さがある。写真

記録を欠く。灰、炭化物等に関する記載はない。南西の

２０号焼土とは15cm、北西の２２号焼土とは２０cmしか離れて

いない。

22号焼土　２5-97・98-Ｙ・Ａ-２4・２5グリッド　確認面

標高534.16m。78cm×66cmの、北東-南西にやや長い偏

円形の範囲にひろがる。焼土粒を含む浅黄橙色土の上位

に淡橙色あるいは浅黄橙色の焼土が乗る。焼土の厚さは

９cm。写真記録を欠く。灰、炭化物等に関する記載はな

い。北の16号焼土まで5０cm、南の２０号焼土まで6０cm。

43号焼土　２5-87-Ｙ-２3グリッド　確認面標高537.77m。

57cm×4２cmの、ゆがんだ円形の範囲にひろがる。赤化は

全体に強く、中央より周縁部のほうが強い。断面では上

位が強く赤化し、下方に向けて徐々に弱くなる。地山は

小礫を少量含む暗褐色土である。地山を円形に５cm程の

深さで、皿状断面に掘りくぼめ、ここにロームを貼って、

上位で火をたくなどの行為があったものと思われる。灰、

炭化物等に関する記載はない。西の44号焼土まで1.3m

ほどある。

44号焼土　２5-87・88-Ｙ・Ａ-２3・２4グリッド　確認面

標高537.76m。6０cm×45cmの、ゆがんだ円形の範囲にひ

ろがる。この中に、３か所の特に強く赤化した部分が見

られる。南北は特にロームが集中した部分で、このため

に赤化が目立つ。西の赤化部はローム土の度合いが東よ

り弱いにもかかわらず、赤化が強い。ここに主たる熱源

があったものかもしれない。地山がローム質の土壌であ

るため、周囲も弱く焼土化したものと思われる。灰、炭

化物等に関する記載はない。西の45号焼土までは55cmと

近い。東の43号焼土までも1.3mほどである。

45号焼土　２5-88-Ａ-２3グリッド　確認面標高537.73m。

84cm×81cmの、ゆがんだ円形の範囲にひろがる。中に３

か所の特に強く赤化した部分が見られる。地山はローム

質の土壌で、この３点に熱源があり、周囲も弱く焼土化

したものと思われる。中位のものは加熱部位が不明瞭だ

が、北東部のものは中央が強く赤化している。西部のも

のは中央がやや弱く、周囲がこれを取り巻くように強く

赤化しており、燃料の配置を彷彿とさせる。東の44号焼

土までは55cmしかない。灰、炭化物等に関する記載はな

い。

46号焼土　２5-89-Ｃ-２２グリッド　確認面標高537.73m。

45cm×33cmの、偏円形を基本とし、南西側に棒状の突出

部を持った不整形の範囲にひろがる。中心部が赤化が著

しく、周辺に向かって弱くなる。断面でも上位が強く赤

化するかに見える。地山は小礫を少量含む暗褐色土であ

る。地山を1０cm、円形、皿状断面で掘りくぼめ、ここに

ロームを貼って、上位で火をたくなどの行為があったも

のと思われる。棒状の突出部が強く赤化することなどか

らは、さらに複雑な構造を有した可能性が示される。灰、

炭化物等に関する記載はない。北東8.5mほどの位置に

45号焼土がある。

第355図　焼土遺構の位置
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56号 焼 土　２5-8０-Ｘ・Ｙ-15グリッド　確認面標高

545.２9m。２4cm×18cmの、南北に長い長円形の範囲にひ

ろがる。また、その東北方に幅1０cm、長3０cmの範囲に、

灰あるいはシルトと思われる灰白色の粉体が斑状に分布

する。地山は小礫を含む黒褐色土で、この上に焼土塊が

乗るようである。土層観察所見が確認できないため、詳

細が把握できない。写真記録では焼土の東半が強く赤化

し、西部の浅黄灰色ロームに向けて徐々に酸化の度合い

を減じる。炭化物等に関する記載はない。

57号焼土　２5-8０-Ｔ-２０グリッド　確認面標高544.1m。

45cm×45cmの、円形の範囲にひろがる。土層観察所見が

確認できないため、詳細が把握できない。深さ15cmの円

形、皿状断面の凹み中に、黄色のロームブロックを多く

含む黒褐色土があるかに見える。写真記録から見ると、

赤化はごく弱いらしい。上位に土器片が纏まって出土し

ており、ロームブロックはその下位にも含まれる。土坑

中に土器と共に焼土が廃棄されたものと考えられたもの

か。灰、炭化物等に関する記載はない。

59号焼土　２5-8０-Ｔ-17グリッド　確認面標高544.77m。

48cm×4２cmの、不整円形の範囲にひろがる。深さ６cmの

円形、皿状断面の凹みの覆土上位に黄色のロームブロッ

クがあるかに見える。写真記録から見ると、赤化はごく

弱いらしい。掘り方が記録されているところから、土坑

中に焼土が廃棄されたとの解釈があったものかもしれな

い。灰、炭化物等に関する記載はない。

81号焼土A　２5-9０-Ｂ-11グリッド　確認面標高541.58

m。54cm×51cmの、ゆがんだ円形の範囲にひろがる。

1０5号竪穴建物覆土上位にある。竪穴建物床面からは８

cm上位にある。隣接するＢ焼土との間は試掘溝に切られ

ているが、掘り方では２か所の独立した凹みが認められ

ているため、Ａ・Ｂ両者に区分した。長軸長5０cm、短軸

長4０cm、深さ２～３cmの東西に長い長円形平面の、浅い

凹みの上面を覆う。写真記録から見ると、地山は小礫を

含む暗褐色土で、凹み中に灰黄褐色ロームが入る。焼土

化はごく弱いようだが、東北周縁部にやや強い赤化が見

られる。６cmの厚さがある。灰層が南にあって、こちら

から燃料が供給されたものかと思われる。炭化物等に関

する記載はない。

81号 焼 土 Ｂ　２5-9０-Ｂ・Ｃ-11グリッド　確認面標高

541.58m。45cm×確認長２3cmの、ゆがんだ円形の範囲に

ひろがる。焼土東部は試掘溝に切られるが、掘り方では

長軸長38cm、短軸長２7cmの南北に長い長円形の凹みが認

7号焼土 8号焼土 9号焼土 1０号焼土

11号焼土 1２号焼土

13号焼土

14号焼土
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　第６項　土坑・ピット

　本項では、発掘時に古代相当面に帰属するものとされ

た土坑・ピットの記載を行う。前節で扱った中・近世相

当面や、別に報告する縄文時代面を含めて、面・時代の

認定が発掘区毎に共有されていない場合もあるため、発

掘時の判断に従いつつも、特に土坑については、形態や

出土遺物等を勘案して、編集段階で帰属面・時代を変更

したものがある。変更部分については各土坑の記載中に

示した。ピットの帰属面・時代については、発掘時の判

断に従った。なお、個別ピットの記載については、煩瑣

を避け、遺構一覧表に計測値等を示すにとどめた。

（１）土坑

　古代相当面では、比較的小型の円形土坑と、上面が小

判形の平面形で、底部が狭く深い、陥穴と考えられる土

坑の２者が見られる。前者は竪穴建物周辺に多く見られ、

後者は竪穴建物からやや離れた位置、特に東部に広く展

開する。

145号土坑　35- ７-Ｘ-15グリッド　長軸長19０cm、短軸

められ、焼土はこれを覆う。Ａと同じく凹み中に灰黄褐

色ロームが入るもので、焼土化はごく弱いようだ。２cm

の厚さがある。灰、炭化物等に関する記載はない。

93号焼土　２5-89-Ｘ-6グリッド　確認面標高54２.69m。

59cm×51cmの、北辺を下底とするゆがんだ隅丸台形状の

範囲にひろがる。長軸長64cm、短軸長49cm、深さ４cmの、

東西に長い隅丸長方形平面の凹みを覆う。６cmの厚さが

ある。写真記録を欠く。灰、炭化物等に関する記載はな

い。北の96号焼土まで６m、南の２7号竪穴建物まで7.5

mほどあり、周辺には礫や土器片が散在する。

95号焼土　２5-89-Ｘ-8グリッド　確認面標高54２.89m。

67cm×44cmの、北東-南西に長い長円形の範囲にひろが

る。長軸長64cm、短軸長43cm、深さ９cmの、北東-南西

に長い長円形平面の凹みを覆う。写真記録及び土層観察

所見を欠く。灰、炭化物等に関する記載はない。南西の

96号焼土との間は２０cmしかない。

96号焼土　２5-89-Ｘ-8グリッド　確認面標高54２.8m。

3０cm×3０cmの、ほぼ円形の範囲にひろがる。径3０cm、深

さ４cmの円形の凹みを覆う。写真記録及び土層観察所見

を欠く。灰、炭化物等に関する記載はない。

長1００cm、深さ94cm、長軸方位Ｎ-２０°-Ｅ。平面形は東

西に長い隅丸長方形ないし長円形。断面形は逆台形に近

い。覆土は黄褐色土を主体とする。陥穴。

283号土坑　35- ７-Ｘ-13・14グリッド　長軸長174cm、

短軸長8０cm、深さ84cm、長軸方位Ｎ-9０°。平面形は東西

に長い長円形。断面形は深い鍋状で、上部がやや開く。

覆土の上層はにぶい褐色及び褐色土、中・下位は暗褐色

土、黒褐色土を主体とする。陥穴。

317号 土 坑　２5-98-Ｒ-14・15グリッド　長軸長２4２cm、

短軸長14０cm、深さ1２4cm、長軸方位Ｎ-６°-Ｅ。平面形

は南北に長い隅丸長方形。断面形は深い鍋状で、上部が

やや開く。覆土は地山ローム起源の灰黄褐色土、にぶい

黄褐色土を主体とする。下位には黒色土も入る。埋没初

期には東からの流入が目立つ。陥穴。

347号 土 坑　２5-98-Ｑ・R-17・18グ リ ッ ド　長軸長

２1０cm、短軸長15０cm、深さ1２9cm、長軸方位Ｎ-２9°-Ｅ。

平面形は南北に長い楕円形。断面形は深い鍋状で、上部

が開く。覆土は上部に黄橙色土が乗り、中位は黒褐色土、

暗褐色土を主体とする。下位は橙色土、黄橙色土など壁

面の崩落土が主体。陥穴。

383号土坑　２5-98-Ｌ-19グリッド　長軸長18０cm、短軸

長11０cm、深さ99cm、長軸方位Ｎ-65°-Ｗ。平面形は東

西に長い長円形。断面形は深い鍋状で、上部が開く。覆

土は上部に黄橙色土が乗り、中位は黒褐色土、暗褐色土

を主体とする。下位は橙色土、黄橙色土など壁面の崩落

土が主体。陥穴。

384号土坑　２5-98-Ｐ-17グリッド　長軸長２18cm、短軸

長15０cm、深さ134cm、長軸方位Ｎ-38°-Ｅ。平面形は北

東-南西に長い楕円形。断面形は深い鍋状で、上部が開く。

覆土は上部に黄橙色土が乗り、中位は黒褐色土、暗褐色

土を主体とする。下位は橙色土、黄橙色土など壁面の崩

落土が主体。陥穴。

385号 土 坑　２5-98-Ｒ-17・18グリッド　長軸長18０cm、

短軸長1２０cm、深さ1０6cm、長軸方位Ｎ-37°-Ｅ。平面形

は北東-南西に長い隅丸長方形。断面形は深い鍋状で、

上部が開く。覆土は上部に黄橙色土が乗り、中位は黒褐

色土、暗褐色土を主体とする。下位は橙色土、黄橙色土

など壁面の崩落土が主体。陥穴。

405号 土 坑　２5-97-Ｎ-18・19グリッド　長軸長18０cm、

短軸長11０cm、深さ9０cm、長軸方位Ｎ-２6°-Ｗ。平面形
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は北西-南東に長い隅丸長方形。断面形は底面が地山礫

に当たりゆがむが、深い鍋状を呈し、上部が大きく開く。

覆土は上位に褐色土が乗り、以下暗褐色土、黒褐色土が

堆積する。壁際には壁面の崩落土があり、底部近くには

黒褐色土が堆積する。陥穴。

406号土坑　２5-97-Ｌ-19グリッド　長軸長18０cm、短軸

長133cm、深さ1０7cm、長軸方位Ｎ-13°-Ｗ。平面形は南

北に長い隅丸長方形。断面形は深い鍋状で、上部が開く。

覆土は上位に暗褐色土が乗り、中位はにぶい黄褐色土が

厚く堆積する。下位は褐色土、暗褐色土を主体とし、底

部近くは黒褐色土が堆積する。陥穴。

407号 土 坑　２5-97-Ｉ-19・２０グリッド　長軸長19０cm、

短軸長1２8cm、深さ11２cm、長軸方位Ｎ-87°-Ｗ。平面形

は東西に長い楕円形。断面形は深い鍋状で、上部が開く。

覆土の上位には黒褐色土、暗褐色土が乗り、中位ににぶ

い黄褐色土が厚く堆積する。下位は暗褐色土が主体で、

底部近くには黒褐色土が堆積する。陥穴。

408号土坑　２5-97-Ｉ-２０グリッド　長軸長２００cm、短軸

長1２０cm、深さ118cm、長軸方位Ｎ-9０°。平面形は東西に

長い楕円形。断面形は深い鍋状で、上部が開く。覆土は

上位ににぶい黄橙色土が乗り、中位は暗褐色土が主体。

下位には黒褐色土が堆積する。陥穴。

409号 土 坑　２5-97-Ｉ-２０・２1グリッド　長軸長２２２cm、

短軸長14０cm、深さ1２6cm、長軸方位Ｎ-8２°-Ｅ。平面形

は東西に長い楕円形。西部に小さな段がある。断面形は

上部の開いたＵ字状に近い。覆土は上部に黄橙色土が乗

り、中位は黒褐色土、暗褐色土を主体とする。下位は黒

褐色土が厚く堆積する。陥穴。

410号 土 坑　２5-97-Ｈ-２０・２1グリッド　長軸長２4２cm、

短軸長1２０cm、深さ1０7cm、長軸方位Ｎ-11°-Ｅ。平面形

は南北に長い隅丸長方形。断面形は深い鍋状で、上部が

開く。覆土は上部ににぶい黄褐色土が乗り、中位は黒褐

色土、暗褐色土を主体とする。下位には黒色土が堆積す

る。陥穴。

411号土坑　２5-97-Ｋ-２０グリッド　長軸長157cm、短軸

長1００cm、深さ1０3cm、長軸方位Ｎ-78°-Ｗ。平面形は東

西に長い長円形。断面形は深い鍋状で、上部が開く。覆

土の上位は暗褐色土、中位は褐色土で、壁際には壁面崩

落土が入る。底部近くには黒褐色土が堆積する。陥穴。

412号土坑　２5-97-Ｎ-18グリッド　長軸長19０cm、短軸

長14０cm、深さ133cm、長軸方位Ｎ-35°-Ｗ。平面形は北

西-南東に長い隅丸長方形。断面形は深い鍋状で、上部

が開く。覆土は上部に浅黄橙色土、灰黄褐色土が乗り、

中位は暗褐色土を主体とする。下位には黒褐色土、暗褐

色土が堆積する。陥穴。

413号 土 坑　２5-97-Ｎ-18・19グリッド　長軸確認長

6０cm、短軸長6２cm、深さ17cm、長軸方位Ｎ-15°-Ｗ。北

部が4２1号土坑に切られて全容が把握できないが、南北

に長い楕円形の平面形を呈するものと思われる。断面形

は椀状。覆土の上位は褐色土、下位は暗褐色土を主体と

する。4２1号土坑に切られる。

414号土坑　２5-97-Ｎ・Ｏ-18グリッド　長軸長147cm、

短軸確認長55cm。南部が調査区界に切られて全容は把握

できないが、東西に長い隅丸長方形の平面形を呈したも

のと思われる。断面形は鍋状。覆土に関する記録及び写

真記録を欠く。

415号土坑　２5-97-Ｏ・Ｐ-19グリッド　長軸長1０3cm、

短軸長63cm、深さ17cm、長軸方位Ｎ-8０°-Ｅ。平面形は

東西に長い長円形。断面形は浅い鍋状。覆土は黒褐色土

を主体とする。陥穴。

416号土坑　２5-97-Ｐ-18グリッド　長軸確認長13０cm、

短軸確認長6０cm、長軸方位Ｎ-83°-Ｗ。南部が調査区界

に切られて全容は把握できないが、偏円形の平面形を呈

したものかと思われる。断面形は鍋状。覆土に関する記

録及び写真記録を欠く。

421号土坑　２5-97-Ｎ-18・19グリッド　長軸長6０cm、短

軸長56cm、深さ5０cm、長軸方位Ｎ-15°-Ｗ。平面形は南

北に長い偏円形。断面形は鍋状。覆土に関する記録を欠

く。413号土坑を切る。写真記録を欠く。

423号土坑　２5-98-Ｍ-1２グリッド　長軸長２０２cm、短軸

長13０cm、深さ1２２cm、長軸方位Ｎ-9０°。平面形は東西に

長い長円形。断面形は深い鍋状で、上部が開く。覆土は

黒褐色土、暗褐色土を主体とし、壁際に褐色土が入る。

中位に地山起源の橙色土ブロックを多く含む。陥穴。

424号 土 坑　２5-98-Ｋ・Ｌ-1２・13グリッド　長軸長

198cm、短軸長154cm、深さ138cm、長軸方位Ｎ-9０°。平

面形は東西に長い長円形。断面形は深い鍋状に近いが、

中位の壁が崩れ、上部は開く。覆土は黒褐色土、暗褐色

土が主体。上位にAs-Kkを含む褐灰色土が入る。下位に

は地山起源の橙色土ブロックを多量に含む。陥穴。

第２章　発掘された遺構と遺物
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425号 土 坑　２5-98-Ｋ-11・1２グリッド　長軸長２０２cm、

短軸長1００cm、深さ19cm、長軸方位Ｎ-36°-Ｅ。平面形

は北東-南西に長い隅丸長方形。断面形は浅い鍋状。覆

土は黒褐色土を主体とする。

426号土坑　２5-98-Ｋ・Ｌ-11グリッド　長軸長２18cm、

短軸長166cm、深さ118cm、長軸方位Ｎ-17°-Ｅ。平面形

は南北に長い長円形。断面形は底面が乱れるが、深い鍋

状に近い。上部が開く。覆土の上位は暗褐色土、黒褐色

土を主体とし、下位に褐灰色の壁面崩落土が入る。底部

近くには暗褐色土が堆積する。陥穴。

427号 土 坑　２5-98-Ｋ-1０・11グリッド　長軸長19０cm、

短軸長146cm、深さ11０cm、長軸方位Ｎ-7０°-Ｅ。平面形

は東西に長い長円形ないし隅丸長方形。断面形は深い鍋

状で、上部が開く。覆土は暗褐色土、黒褐色土を主体と

する。陥穴。

428号 土 坑　２5-98-Ｉ・Ｊ-11・1２グリッド　長軸長

178cm、短軸長13２cm、深さ1２7cm、長軸方位Ｎ-41°-Ｗ。

平面形は北西-南東に長い長円形ないし隅丸長方形。断

面形は深い鍋状で、上部が大きく開く。覆土は上面に黄

褐色土が乗り、中位は暗褐色土、黒褐色土を主体とする。

底部近くには黒色土が堆積し、壁際にはにぶい黄褐色土

が入る。陥穴。

429号土坑　２5-98-Ｇ-17グリッド　長軸長145cm、短軸

長96cm、深さ116cm、長軸方位Ｎ-87°-Ｗ。平面形は東

西に長い長円形ないし隅丸長方形。断面形は深い鍋状で、

上部が開く。覆土は上面に褐色土が乗り、中位は暗褐色

土を主体とする。底部近くには黒褐色土が厚く堆積する。

陥穴。

430号土坑　２5-98-Ｇ・Ｈ-14グリッド　長軸長17０cm、

短軸長114cm、深さ96cm、長軸方位Ｎ-35°-Ｗ。平面形

は北西-南東に長い長円形ないし隅丸長方形。東部は丸

みが強い。断面形は上部が開く逆台形状。覆土の上位は

還元されて暗緑灰色を呈す。下位は褐色土を主体とする。

陥穴。

第36０図　古代相当面土坑・ピット部分図４
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145号土坑　１a　1０YR5/6　　黄褐色土　締まり弱い。くすんだローム。黒色土のブロックを含む。
１b　1０YR5/6　　黄褐色土　１ａ層よりローム土を多く含む。

２83号土坑　１　7.5YR5/3　　にぶい褐色土　褐色粒子、黒色土粒を僅かに含む。
２　7.5YR4/4　　褐色土　褐色粒子を少量含む。黒色土粒、橙色土粒を僅かに含む。
３　7.5YR3/4　　暗褐色土　褐色粒子、黒色土粒、橙色土粒を僅かに含む。ややしまっている。
４　7.5YR3/1　　黒褐色土　橙色土粒、褐色粒子を僅かに含む。黒色土粒を少量含む。しまっている。
５　7.5YR3/２　　黒褐色土　ローム起源の橙色土粒を少量含む。壁からの崩落土。

317号土坑　１　1０YR4/3　　にぶい黄褐色土　混入物の少ない均質な土質。締まり、粘性あり。炭化物粒、ローム粒を僅かに含む。
347号土坑　１　7.5YR8/8　　黄橙色土　白色粒子を僅かに含む。黄橙色土のブロックを多量に含む。

２　7.5YR3/２　　黒褐色土　白色粒子、褐色粒子、橙色土のブロックを少量含む。
３　7.5YR3/4　　暗褐色土　白色粒子を僅かに含む。褐色粒子を、橙色土粒を少量含む。
４　7.5YR3/２　　黒褐色土　褐色粒子、橙色土粒を僅かに含む。
５　7.5YR5/6　　明褐色土　褐色粒子を、橙色土粒を少量含む。
６　7.5YR8/8　　黄橙色土　黄橙色土のブロックを多量に含む。橙色土壁からの崩落土。
７　7.5YR7/6　　橙色土　橙色土を主体とする。壁からの崩落土。

383号土坑　１　7.5YR8/8　　黄橙色土　白色粒子、褐色粒子を僅かに含む。黄橙色土粒を少量含む。
２　7.5YR3/２　　黒褐色土　橙色土粒、白色粒子を少量含む。褐色粒子を僅かに含む。
３　7.5YR3/4　　黒褐色土　白色粒子を僅かに含む。褐色粒子、橙色土粒を少量含む。
４　7.5YR3/２　　黒褐色土　褐色粒子を僅かに含む。橙色土粒を多量に含む。
５　7.5YR5/6　　明褐色土　褐色粒子を少量含む。橙色土粒を多量に含む。
６　7.5YR8/8　　黄橙色土　黄橙色土のブロックを多量に含む。壁からの崩落土。
７　7.5YR3/3　　暗褐色土　黒褐色土を多量に含む。褐色粒子を僅かに含む。橙色土粒を少量含む。
８　7.5YR5/6　　明褐色土　黒褐色土粒を少量含む。橙色土を多量に含む。
９　5YR7/6　　橙色土　黒褐色土粒を僅かに含む。橙色土を多量に含む。

384号土坑　１　7.5YR8/8　　黄橙色土　白色粒子を僅かに含む。黄橙色土のブロックを少量含む。
２　7.5YR3/２　　黒褐色土　褐色粒子を少量含む。橙色土のブロックを少量含む。
３　7.5YR3/4　　暗褐色土　褐色粒子、橙色土粒を少量含む。黒褐色土粒を僅かに含む。
４　5YR7/6　　橙色土　橙色土を主体とする。壁からの崩落土。
５　7.5YR8/8　　黄橙色土　黄橙色土を主体とする。壁からの崩落土。
６　7.5YR5/6　　明褐色土　褐色粒子、橙色土粒を少量含む。
７　5YR7/6　　橙色土　橙色土を主体とする。壁からの崩落土。
８　1０YR7/6　　明黄褐色土　黒褐色土粒を僅かに含む。橙色土を多量に含む。

385号土坑　１　7.5YR8/8　　黄橙色土　白色粒子、褐色粒子を僅かに含む。橙色土粒を少量含む。
２　7.5YR3/２　　黒褐色土　白色粒子、褐色粒子、橙色土粒を少量含む。
３　7.5YR3/4　　暗褐色土　橙色土を多量に含む。黒褐色土粒を僅かに含む。
４　7.5YR3/２　　黒褐色土　褐色粒子、橙色土粒を僅かに含む。
５　7.5YR8/8　　黄橙色土　橙色土を主体とする。壁からの崩落土。
６　5YR7/6　　橙色土　黒褐色土粒、橙色土粒を少量含む。
７　7.5YR5/6　　明褐色土　橙色土粒を少量含む。黒褐色土粒を僅かに含む。
８　7.5YR6/3　　明褐色土　黒褐色土粒を僅かに含む。橙色土を多量に含む。

4０5号土坑　２　1０YR3/3　　暗褐色土　黄褐色粒を少量含む。白色粒を僅かに含む。
３　1０YR２/3　　黒褐色土　黄褐色粒、橙色土粒を僅かに含む。
４　1０YR4/4　　褐色土　壁面崩落土か。橙色土のブロックを少量含む。黄褐色粒を僅かに含む。
５　1０YR3/２　　黒褐色土　白色粒を僅かに含む。

4０6号土坑　１　1０YR3/4　　暗褐色土　白色粒、褐色粒、炭化物粒を僅かに含む。
２　1０YR4/3　　にぶい黄褐色土　褐色粒を少量含む。白色粒を僅かに含む。
３　1０YR4/4　　褐色土　褐色粒を少量含む。黒色土のブロック、黄褐色土を僅かに含む。
４　1０YR3/3　　暗褐色土　黒色土のブロックを少量含む。褐色粒を僅かに含む。
５　1０YR２/1　　黒色土
６　1０YR3/２　　黒褐色土　黒色土のブロックを僅かに含む。

4０7号土坑　１　1０YR２/3　　黒褐色土　白色粒を僅かに含む。
２　1０YR3/3　　暗褐色土　白色粒を僅かに含む。褐色粒を少量含む。下部に黄褐色土が集中する。
３　1０YR２/3　　黒褐色土　褐色粒を僅かに含む。
４　1０YR4/3　　にぶい黄褐色土　褐色粒、炭化物粒、橙色土粒を僅かに含む。
５　1０YR4/4　　褐色土　黄褐色土粒を多量に含む。
６　1０YR3/3　　暗褐色土　橙色土のブロックを多量に含む。
７　1０YR3/２　　黒褐色土　橙色土粒を僅かに含む。

4０8号土坑　１　1０YR4/3　　にぶい黄褐色土　橙色土のブロックを多量に含む。褐色粒を少量含む。
２　1０YR3/4　　暗褐色土　褐色粒、橙色土粒を少量含む。黒色土のブロックを僅かに含む。
３　1０YR3/3　　暗褐色土　橙色土粒を僅かに含む。
４　1０YR3/1　　黒褐色土　やや軟質。
５　1０YR3/1　　黒褐色土　黒色土粒を少量含む。褐色粒を僅かに含む。やや軟質。
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431号 土 坑　２5-98-Ｇ・Ｈ-1２・13グリッド　長軸長

16０cm、短軸長94cm、深さ２０cm、長軸方位Ｎ-65°-Ｅ。

平面形は北東-南西に長いゆがんだ長円形。断面形は浅

い鍋状。覆土の上位は黒褐色土、下位は褐色土を主体と

する。

432号 土 坑　２5-98-Ｇ-11・1２グリッド　長軸確認長

173cm、短軸長174cm、深さ56cm、長軸方位Ｎ-２6°-Ｗ。

南東部が調査区界に切られ、全容は把握できないが、上

面は北西-南東に長い乱れた長円形、中位では南北に長

い長円形の平面形を呈す。断面形は鍋状に近いが底部が

乱れる。覆土の上位は褐色土、下位は暗褐色土を主体と

する。

433号 土 坑　２5-98-Ｆ・Ｇ-1２・13グリッド　長軸長

18０cm、短軸長165cm、深さ15cm、長軸方位Ｎ-71°-Ｗ。

平面形は不定形。断面形は底面が乱れる浅い皿状。覆土

は鉄分の凝集を含む褐灰色土。人為的に掘削されたもの

ではないだろう。

434号 土 坑　２5-98-Ｆ・Ｇ-1２・13グリッド　長軸長

14０cm、短軸長9０cm、深さ1０5cm、長軸方位Ｎ-２3°-Ｗ。

平面形は南西-北東に長い長円形。断面形は幅が狭く、

上部が大きく開く漏斗状。発掘時の土層観察所見では、

上位にＡｓ-Ａが堆積するものとされるが、写真記録を

参照すると灰色の砂質土中に風化した軽石が点在する様

に見える。下位は暗褐色土、黒褐色土を主体とする。陥穴。

第２章　発掘された遺構と遺物
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4０9号土坑　１　にぶい黄褐色土　黄褐色土のブロック、褐色粒を少量含む。黒色土粒を僅かに含む。
２　1０YR4/4　　褐色土　褐色粒を僅かに含む。
３　1０YR3/3　　暗褐色土　黒色土粒を僅かに含む。
４　1０YR２/3　　黒褐色土　橙色土を少量含む。褐色粒を僅かに含む。
５　1０YR3/1　　黒褐色土　黒色土粒を少量含む。褐色粒を僅かに含む。やや軟質。

41０号土坑　１　1０YR3/4　　暗褐色土
２　にぶい黄褐色土　黄褐粒を多量に含む。As-Kk、黒色土粒を僅かに含む。
３　1０YR4/２　　暗褐色土　褐色粒を少量含む。
４　1０YR２/3　　黒褐色土　黄褐色土を僅かに含む。
５　1０YR２/２　　黒褐色土　褐色粒、黒色土粒を僅かに含む。
６・７　1０YR3/２　　黒褐色土　黄褐色土を少量含む。
８　1０YR２/1　　黒色土　やや軟質。

411号土坑　１　1０YR3/3　　暗褐色土　白色粒・褐色粒・炭化物粒を僅かに含む。
２　1０YR4/3　　暗褐色土　白色粒・褐色粒を僅かに含む。
３　1０YR4/3　　にぶい黄褐色土　橙色土のブロックを少量含む。黒色土のブロックを僅かに含む。
４　1０YR4/4　　褐色土　橙色土を多量に含む。
５　1０YR3/２　　黒褐色土　褐色土粒を僅かに含む。

41２号土坑　１　1０YR8/3　　浅黄橙色土　洪水砂を主体とする。砂質。
２　1０YR4/２　　灰黄褐色土　褐色粒を少量含む。鉄分の凝集がある。やや粘質。
３　1０YR3/4　　暗褐色土　黒色土粒を僅かに含む。
４　1０YR3/3　　暗褐色土
５　橙色土を少量含む。褐色粒を僅かに含む。
６　1０YR3/3　　暗褐色土　橙色土粒を僅かに含む。
７　1０YR3/1　　黒褐色土
８　暗褐色土

413号土坑　１　1０YR4/6　　褐色土　褐色粒を少量含む。鉄分の凝集がある。
２　1０YR3/4　　暗褐色土　橙色土のブロック、褐色粒を僅かに含む。

413号土坑　１　1０YR4/6　　褐色土　褐色粒を少量含む。鉄分の凝集がある。
２　1０YR3/4　　暗褐色土　橙色土のブロック、褐色粒を僅かに含む。

415号土坑　１　1０YR3/２　　黒褐色土　褐色粒を僅かに含む。
２　1０YR3/3　　暗褐色土　橙色土のブロック、褐色粒を少量含む。

4２3号土坑　１　7.5YR3/4　　暗褐色土　白色粒子を少量含む。褐色粒子、炭化物を僅かに含む。鉄分の凝集がある。
２　7.5YR3/1　　黒褐色土　褐色粒子、橙色土粒を僅かに含む。鉄分の凝集がある。部分的に還元する。
３　7.5YR4/6　　褐色土　橙色ブロックを少量含む。
４　7.5YR3/4　　暗褐色土　橙色土のブロック、白色粒子を多量に含む。褐色粒子を僅かに含む。
５　7.5YR3/1　　黒褐色土　白色粒子を少量含む。褐色土粒を僅かに含む。橙色土のブロックを多量に含む。鉄分の凝集がある。

4２4号土坑　１　7.5YR3/3　　暗褐色土　白色粒子、褐色粒子、橙色土粒を僅かに含む。
２　7.5YR4/1　　褐灰色土　白色粒子を少量含む。褐色土粒子を僅かに含む。As-Kkを多量に含む。
３　7.5YR3/4　　暗褐色土　白色粒子を多量に含む。褐色粒子、橙色土粒を僅かに含む。
４　7.5YR3/1　　黒褐色土　白色粒子を少量含む。橙色土粒を僅かに含む。
５　7.5YR3/4　　暗褐色土　橙色土のブロック、白色粒子を少量含む。褐色粒子を僅かに含む。
６　7.5YR3/２　　黒褐色土　白色粒子を少量含む。褐色粒子を僅かに含む。橙色土のブロックを多量に含む。

4２5号土坑　１　1０YR3/２　　黒褐色土　黄橙色土粒を少量含む。褐色粒を僅かに含む。
２　1０YR4/3　　にぶい黄褐色土　黄橙色土のブロックを少量含む。

4２6号土坑　１　7.5YR3/3　　暗褐色土　褐色粒子を少量含む。白色粒子、橙色土粒、小礫を僅かに含む。
２　7.5YR3/4　　暗褐色土　白色粒子を多量に含む。褐色粒子、橙色土粒、小礫を僅かに含む。
３　7.5YR3/1　　黒褐色土　白色粒子を少量含む。橙色土粒、小礫を僅かに含む。
４　1０YR3/1　　褐灰色土　白色粒子、橙色土のブロックを少量含む。壁からの崩落土。
５　7.5YR3/4　　暗褐色土　橙色土粒、白色粒子を少量含む。褐色粒子を僅かに含む。

4２7号土坑　１　7.5YR3/4　　暗褐色土　橙色土粒、白色粒子を少量含む。褐色粒子、炭化物を僅かに含む。
２　7.5YR3/4　　暗褐色土　橙色土粒、白色粒子を少量含む。褐色粒子、小礫を僅かに含む。
３　7.5YR3/1　　黒褐色土　白色粒子を多量に含む。褐色粒子を僅かに含む。橙色土のブロックを少量含む。
４　7.5YR4/4　　暗褐色土　褐色粒子、小礫を僅かに含む。橙色土のブロックを多量に含む。

4２8号土坑　１　1０YR5/6　　黄褐色土　褐色粒を少量含む。黄橙色土のブロック、焼土粒、黒色土粒を僅かに含む。上半部は白色粒を多量に含む。
２　1０YR3/4　　暗褐色土　黄橙色土のブロック、褐色白色粒を僅かに含む。
３　1０YR4/6　　褐色土　黄橙色土粒を少量含む。壁からの崩落土。
４　1０YR3/２　　黒褐色土　白色・褐色粒を少量含む。
５　1０YR２/1　　黒色土　褐色粒、黄橙色土粒を僅かに含む。
６　1０YR4/3　　にぶい黄褐色土　黄橙色土のブロックを少量含む。
７　1０YR２/２　　黒褐色土　壁からの崩落土。
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435号 土 坑　２5-98-Ｃ-17・18グリッド　長軸長178cm、

短軸長113cm、深さ9２cm、長軸方位Ｎ-７°-Ｅ。平面形

は南北に長い長円形。断面形は底面が礫層に当たるが、

深い鍋状に近い。上部がやや開く。覆土の上位は灰色が

かった暗褐色土、下位は黒褐色土を主体とする。壁際に

は鉄分の浸潤が見られる。底部近くには褐灰色土が堆積

する。陥穴。

436号 土 坑　２5-98-Ｂ・Ｃ-17・18グリッド　長軸長

２００cm、短軸長11０cm、深さ113cm、長軸方位Ｎ-48°-Ｅ。

平面形は北東-南西に長い長円形ないし隅丸長方形。北

東端が丸みを持つ。断面形は鍋状。中位から上部が開く。

覆土の上位は暗褐色土、中位は黒褐色土を主体とする。

壁際から底部にかけて褐灰色土が堆積する。陥穴。

437号 土 坑　２5-97-Ｓ・Ｔ-17・18グリッド　長軸長

196cm、短軸長116cm、深さ96cm、長軸方位Ｎ-９°-Ｅ。

平面形は南北に長い隅丸長方形。断面形は鍋状で、上部

が開く。覆土は暗褐色土、黒褐色土を主体とする。下位

の壁際には褐色土、底部には黄橙色土ブロックを多く含

む暗褐色土が堆積する。陥穴。

438号土坑　２5-97-Ｓ-17グリッド　長軸長18０cm、短軸

長1０6cm、深さ88cm、長軸方位Ｎ-37°-Ｅ。平面形は北

東-南西に長い長円形ないし隅丸長方形。断面形は鍋状

ないし弱い逆台形状。覆土は上位に暗褐色土が乗り、中

位に褐灰色土が入る。壁際には褐色土、底部近くには暗

褐色土が堆積する。陥穴。

439号 土 坑　２5-98-Ｊ・Ｋ-1０グリッド　長軸確認長

144cm、短軸確認長16cm、深さ-cm、長軸方位Ｎ-7０°-Ｅ。

平面形は南西部が調査区界に切られており、 把握できな

い。断面形は記録を欠く。覆土に関する記録及び写真記

録を欠く。

440号土坑　２5-98-Ａ-18グリッド　長軸長18０cm、短軸

長156cm、深さ54cm、長軸方位Ｎ-49°-Ｅ。平面形は北

第２章　発掘された遺構と遺物
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4２9号土坑　１　7.5YR3/4　　褐色土　白色粒子を少量含む。褐色粒子、橙色土粒を僅かに含む。
２　7.5YR3/4　　暗褐色土　白色粒子を少量含む。褐色粒子、橙色土粒を僅かに含む。
３　7.5YR4/4　　暗褐色土　橙色土のブロック、白色粒子を少量含む。褐色粒子を僅かに含む。
４　7.5YR3/1　　黒褐色土　橙色土のブロックを多量に含む。白色粒子、褐色粒子を僅かに含む。

43０号土坑　１　1０YR4/1　　暗緑灰色土　褐色粒を僅かに含む。還元による変色。やや粘質。
２　1０YR4/4　　褐色土　褐色粒を少量含む。酸化した鉄分の凝集がある。

431号土坑　１　1０YR3/２　　黒褐色土　炭化物粒を少量含む。褐色粒、黄橙色土、焼土を僅かに含む。
２　1０YR4/4　　褐色土　黄橙色土粒を少量含む。

43２号土坑　１　1０YR4/3　　褐色土　褐色粒、白色粒、黄橙色土粒を少量含む。
２　1０YR3/4　　暗褐色土　褐色粒、黄橙色土のブロックを僅かに含む。

433号土坑　１　1０YR5/1　　褐灰色　還元による灰色化。褐色粒を僅かに含む。鉄分凝縮により固く締まる。
434号土坑　１　As-A軽石　発泡のよい白色の軽石。径２～４mm大の軽石が主体。部分的に還元する。

２　7.5YR3/4　　暗褐色土　橙色土のブロックを多量に含む。白色粒子を少量含む。褐色粒子を僅かに含む。鉄分の凝集がある。
３　7.5YR3/1　　黒褐色土　白色粒子を少量含む。褐色粒子を僅かに含む。鉄分の凝集がある。

435号土坑　１　7.5YR3/4　　暗褐色土　白色粒子を少量含む。褐色粒子を僅かに含む。
２　7.5YR3/4　　暗褐色土　白色粒子を多量に含む。褐色粒子を僅かに含む。
３　7.5YR3/1　　黒褐色土　炭化物を少量含む。橙色土粒を僅かに含む。
４　1０YR3/1　　褐灰色土	橙色土のブロックを多量に含む。炭化物を少量含む。黄橙色土粒を僅かに含む。壁からの崩落土。

436号土坑　１　7.5YR3/4　　暗褐色土　白色粒子を少量含む。褐色粒子を僅かに含む。
２　7.5YR3/4　　暗褐色土　白色粒子を多量に含む。褐色粒子を僅かに含む。
３　7.5YR3/1　　黒褐色土　炭化物、橙色土のブロックを少量含む。橙色土粒を僅かに含む。
４　1０YR3/1　　褐灰色土	橙色土のブロックを多量に含む。炭化物を少量含む。黄橙色土粒を僅かに含む。壁からの崩落土。

437号土坑　１　1０YR3/4　　暗褐色土　褐色粒を少量含む。鉄分の凝集がある。
２　1０YR3/２　　黒褐色土　一部還元して灰白色化する。褐色粒を僅かに含む。
３　1０YR3/1　　黒褐色土　還元して青灰色化する。褐色粒を含む。粘質。
４　1０YR4/4　　褐色土　一部赤褐色化する。黄橙色土のブロックを多量に含む。鉄分の凝集がある。
５　1０YR3/3　　暗褐色土　粘性強い。

438号土坑　１　7.5YR3/4　　暗褐色土　白色粒子を少量含む。褐色粒子を僅かに含む。部分的に還元する。
２　7.5YR4/1　　褐灰色土　白色粒子を少量含む。褐色粒子を僅かに含む。部分的に還元する。
３　7.5YR4/6　　褐色土　橙色土のブロックを少量含む。橙色土粒を僅かに含む。
４　7.5YR3/1　　黒褐色土　橙色土粒、炭化物を少量含む。橙色土粒を僅かに含む。
５　1０YR3/4　　暗褐色土　白色粒子を少量含む。褐色粒子を僅かに含む。鉄分の凝集がある。

44０号土坑　１　1０YR3/3　　暗褐色土　褐色粒、白色粒を僅かに含む。
２　7.5YR4/3　　褐色土　褐色粒を僅かに含む。
３　7.5YR3/２　　黒褐色土　褐色粒、黒色土粒を僅かに含む。
４　7.5YR3/1　　黒褐色土　黒色土粒を少量含む。褐色粒を僅かに含む。
５　7.5YR5/6　　明褐色土　黄橙色ローム土粒を少量含む。
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０ 10㎝１:３

東-南西に長い偏楕円形。断面形は椀状。覆土の上位は

暗褐色土、褐色土を主体とし、下位は黒褐色土を主体と

する。

441号土坑　２5-98-Ｂ・Ｃ-２０グリッド　長軸長188cm、

短軸長11０cm、深さ78cm、長軸方位Ｎ-15°-Ｅ。平面形

は南北に長い長円形ないし隅丸長方形。断面形は漏斗状。

中位から上位が大きく開く。覆土は上位に暗褐色土

が厚く堆積し、壁際から中位にかけて暗褐色土があ

る。底部近くには壁面から崩落した褐灰色土が堆積

する。陥穴。

442号土坑　２5-98-Ａ-２０グリッド　長軸長96cm、短

軸長7０cm、深さ２5cm、長軸方位Ｎ-35°-Ｗ。平面形

は北西-南東に長い長円形。北西端に礫が入る。断

面形は鍋状。覆土の上位は黒褐色土、下位は暗褐色土を

主体とする。

443号土坑　２5-98-Ｅ-15グリッド　長軸長15０cm、短軸

長75cm、深さ1２０cm、長軸方位Ｎ-77°-Ｅ。平面形は東

西に長い長円形。断面形は狭い台形。覆土は上位に暗褐

色土、褐灰色土が乗り、壁面から下位にかけて暗褐色土

が厚く堆積する。陥穴。

第366図　古代相当面土坑出土遺物１(483号土坑)
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441号土坑　１　7.5YR3/1　　黒褐色土　白色粒子を少量含む。褐色粒子を僅かに含む。
２　7.5YR3/4　　暗褐色土　白色粒子を多量に含む。橙色土のブロックを少量含む。褐色土粒子を僅かに含む。壁からの崩落土。
３　7.5YR3/1　　黒褐色土　黒色土のブロックを少量含む。
４　1０YR3/1　　褐灰色土　黄橙色土粒を多量に含む。炭化物を少量含む。壁からの崩落土。

44２号土坑　１　1０YR3/２　　黒褐色土　褐色粒、炭化物粒を僅かに含む。
２　1０YR3/3　　暗褐色土　黄橙色土のブロックを少量含む。褐色粒を僅かに含む。

443号土坑　１　7.5YR3/4　　暗褐色土　橙色土粒、白色粒子を少量含む。褐色粒子を僅かに含む。
２　7.5YR4/1　　褐灰色土　白色粒子を少量含む。褐色粒子を僅かに含む。
３　7.5YR3/4　　暗褐色土　白色粒子を多量に含む。褐色粒子、橙色土粒を僅かに含む。
４　7.5YR3/1　　黒褐色土　橙色土のブロック、白色粒子を少量含む。橙色土粒子を僅かに含む。
５　7.5YR3/4　　暗褐色土　橙色土のブロックを多量に含む。白色粒子を少量含む。褐色粒子を僅かに含む。鉄分の凝集がある。

444号土坑　１　1０BG4/1　　暗青灰色土　灰白色粒、青黒色土粒を僅かに含む。
２　1０BG3/1　　暗青灰色土　青黒色土粒・ブロックを少量含む。
３　1０BG6/1　　青灰　明青灰粒を少量含む。

445号土坑　１　7.5YR3/4　　暗褐色土　白色粒子、褐色粒子、橙色土粒を少量含む。
２　7.5YR4/1　　褐灰色土　白色粒子を少量含む。褐色粒子、橙色土粒を僅かに含む。
３　7.5YR4/6　　褐色土　橙色土のブロックを多量に含む。白色粒子を少量含む。鉄分の凝集がある。

446号土坑　１　7.5YR3/3　　暗褐色土　白色粒子を少量含む。褐色粒子、炭化物を僅かに含む。
２　7.5YR4/1　　褐灰色土　白色粒子を少量含む。褐色粒子を僅かに含む。
３　7.5YR4/6　　褐色土　橙色土粒、白色粒子を少量含む。褐色粒子を僅かに含む。
４　7.5YR3/3　　暗褐色土　橙色土のブロック、白色粒子を少量含む。橙色土粒を僅かに含む。
５　7.5YR3/4　　暗褐色土　橙色土のブロックを多量に含む。白色粒子を少量含む。褐色粒子を僅かに含む。鉄分の凝集がある。

447号土坑　１　7.5YR3/3　　暗褐色土　白色粒子を少量含む。褐色粒子、橙色土粒を僅かに含む。
２　7.5YR4/1　　褐灰色土　白色粒子を少量含む。褐色粒子を僅かに含む。
３　7.5YR4/6　　褐色土　橙色土のブロック、白色粒子を少量含む。褐色粒子を僅かに含む。

448号土坑　１　7.5YR3/3　　暗褐色土　橙色土のブロック、白色粒子を少量含む。褐色粒子を僅かに含む。
２　7.5YR3/4　　暗褐色土　橙色土のブロック、白色粒子を多量に含む。褐色粒子を僅かに含む。
３　7.5YR3/1　　黒褐色土　白色粒子を少量含む。橙色土粒を僅かに含む。鉄分の凝集がある。

45２号土坑　１　1０YR3/4　　暗褐色土　畑耕作土。
２　1０YR２/3　　黒褐色土　黄橙色土粒を僅かに含む。黒色土粒を少量含む。
３　1０YR２/２　　黒褐色土　黄橙色土粒を多量に含む。黒色土粒を少量含む。
４　1０YR２/1　　黒色土　黄橙色土粒を僅かに含む。

456号土坑　１　1０YR4/２　　灰黄褐色土　ローム小ブロック、黒色土の小ブロックを含む。一括埋土。粘性、締まり弱い。
２　1０YR２/1　　黒色土　ローム小ブロックを含む。粘性あり。

481号土坑　１　1０YR4/1　　褐灰色土　混入物の少ない均質な土質。締まり弱い。僅かにローム粒を含む。
483号土坑　１　ロームブロックと暗褐色土、褐色土の小ブロックの混土。
489号土坑　１　1０YR3/3　　暗褐色土　混入物の少ない均質な土質。僅かに軽石粒を含む。

２　1０YR4/２　　灰黄褐色土　ローム小ブロックを含む。
３　1０YR3/3　　暗褐色土　粘性・締まりあり。ローム小ブロックを僅かに含む。
４　ロームブロックと暗褐色土のブロックの混土。一括埋土。
５　ロームブロックを主体。暗褐色土のブロックを含む。壁崩落土。　

１
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444号土坑　２5-98-Ｄ・Ｅ-15グリッド　長軸長1２０cm、

短軸長81cm、深さ5０cm、長軸方位Ｎ-43°-Ｗ。平面形は

北西-南東に長い長円形。写真記録では暗青灰色土がさ

らに外側まで不定型に広がるように見える。断面形は椀

状。覆土は暗青灰色土を主体とする。中央部が柱穴状に

表現される。

445号土坑　２5-98-Ａ-16グリッド　長軸長17０cm、短軸

長1００cm、深さ85cm、長軸方位Ｎ-4０°-Ｅ。平面形は北

東-南西に長い長円形。断面形は深い鍋状ないし逆台形。

覆土の上位は暗褐色土、中位は褐灰色土、下位は褐色土

を主体とする。陥穴。

446号 土 坑　２5-97-Ｘ・Ｙ-16・17グリッド　長軸長

17０cm、短軸長76cm、深さ8０cm、長軸方位Ｎ-4０°-Ｅ。

平面形は北東-南西に長い長円形。断面形は深い鍋状な

いし狭い逆台形。覆土の上位は暗褐色土、褐灰色土、中

位は褐色土、壁際から下位にかけて暗褐色土を主体とす

る。陥穴。

447号土坑　２5-97-Ｔ・Ｕ-18グリッド　長軸長171cm、

短軸長11２cm、深さ87cm、長軸方位Ｎ-２7°-Ｅ。平面形

は北東-南西に長い長円形。断面形は幅広の逆台形。覆

土の上位は暗褐色土、中位は褐灰色土、下位は褐色土を

主体とし、壁際に黒褐色土が入る。陥穴。

448号 土 坑　２5-97-Ｖ-18・19グリッド　長軸長19０cm、

短軸長13０cm、深さ87cm、長軸方位Ｎ-38°-Ｅ。平面形

は北東-南西に長い長円形。断面形は幅広の逆台形。覆

土の上位は暗褐色土下位は黒褐色土を主体とする。

452号土坑　35- ７-Ｐ・Ｑ-13グリッド　長軸長18０cm、

短軸確認長２7cm、深さ73cm、長軸方位Ｎ-9０°。北部が発

掘区界に切られ、全容が把握できないが、東西に長い長

円形の平面形を呈したものかと思われる。断面形は鍋状。

覆土は黒褐色土を主体とする。

456号 土 坑　35- ７-Ｐ-13グリッド　長軸確認長95cm、

短軸確認長２5cm、深さ59cm、長軸方位Ｎ-73°-Ｅ。北部

が発掘区界に切られ、全容が把握できないが、東西に長

い長円形の平面形を呈したものかと思われる。断面形は

鍋状。覆土は上位に灰黄褐色土が乗り、下位は黒色土を

主体とする。

481号土坑　２5-98-Ｈ-19グリッド　長軸長8０cm、短軸長

8０cm、深さ２０cm。平面形は円形。断面形は鍋状。覆土は

褐灰色土を主体とする。写真記録を欠く。

482号土坑　２5-98-Ｈ-19グリッド　長軸長93cm、短軸長

87cm、深さ36cm、長軸方位Ｎ-3０°-Ｗ。平面形は偏円形。

断面形は椀状。覆土は暗褐色土を主体とする。写真記録

を欠く。

483号土坑　２5-98-Ｋ-19グリッド　長軸長68cm、短軸長

54cm、深さ8cm、長軸方位Ｎ-5°-Ｗ。平面形は南北に長

い長円形。断面形は皿状。覆土は暗褐色土、褐色土、ロー

ムブロックの混土。写真記録を欠く。須恵器杯、土師器

甕(１)が出土している。

485号土坑　２5-98-Ｌ-16グリッド　長軸長19０cm、短軸

長116cm、深さ11０cm、長軸方位Ｎ-78°-Ｗ。平面形は東

西に長い長円形ないし隅丸長方形。断面形は深い鍋状で、

上部が開く。覆土は上位に暗褐色土、黒褐色土が乗る。

壁際から下位にかけては褐色土が入り、底部には暗褐色

土が堆積する。陥穴。写真記録を欠く。

486号土坑　２5-98-Ｃ-２3グリッド　長軸長58cm、短軸長

55cm、深さ２5cm、長軸方位Ｎ-69°-Ｅ。平面形は円形。

断面形は椀状。覆土に関する記録及び写真記録を欠く。
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495号土坑　１　暗褐色粘質土鉄分沈着あり。
１　１層よりローム粒を多く含む。
２　1０YR4/3　　にぶい黄褐色土　ローム小ブロック、暗褐色土の小ブロックを含む。一括埋土。
３　中小のロームブロックを多く含む。暗褐色土の小ブロックを含む。
４　褐色土　ローム小ブロックを僅かに含む。

497号土坑　１　1０YR5/3　　にぶい黄褐色土ローム・褐灰色土の混土。
２　1０YR3/4　　暗褐色土　軽石粒を含む。
３　ロームブロックと暗褐色土のブロックの混土。

498号土坑　１　ロームブロックを主体とする。褐色土とにぶい黄褐色土のブロックの混土。
２　1０YR4/3　　にぶい黄褐色土　小礫を含む。締まりあり。
３　1０YR4/4　　褐色土　小礫・ロームブロックをまだらに含む。粘性あり。
４　１層に類似。ロームブロックを含む。
５　黒褐色粘質土　地山か。

5０3号土坑　１　1０YR3/3　　暗褐色土　混入物の少ない均質な土質。上部に礫を含む。
２　1０YR4/1　　褐灰色土　中小のロームブロックの混土。黒褐色土の小ブロックを含む。一括埋土。
３　ロームブロックとにぶい黄褐色土の混土。
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488号土坑　２5-98-Ｇ-２０グリッド　長軸長1２4cm、短軸

長9０cm、深さ36cm、長軸方位Ｎ-6°-Ｅ。平面形は北東-

南西に長い楕円形。断面形は椀状。覆土は黒褐色土を主

体とする。写真記録を欠く。

489号土坑　２5-98-Ｌ・Ｍ-18グリッド　長軸長２０6cm、

短軸長16０cm、深さ139cm、長軸方位Ｎ-76°-Ｗ。平面形

は東西に長い長円形ないし隅丸長方形。断面形は逆台形

状。覆土は上位に灰黄褐色土が入り、中位は暗褐色土を

主体とする。下層には壁面由来のロームブロックが堆積

する。陥穴。写真記録を欠く。

490号 土 坑　２5-98-Ｋ・Ｌ-16・17グリッド　長軸長

19０cm、短軸長135cm、深さ1２２cm、長軸方位Ｎ-85°-Ｅ。

平面形は東西に長い長円形ないし隅丸長方形。断面形は

ゆがんだＵ字状に近い。覆土は暗褐色土、黒褐色土を主

体とする。陥穴。写真記録を欠く。

491号土坑　２5-98-Ｋ・Ｌ-14グリッド　長軸長２２０cm、

短軸長15０cm、深さ151cm、長軸方位Ｎ-87°-Ｅ。平面形

は東西に長い長円形ないし隅丸長方形。断面形は深い鍋

状で、中位以上は大きく開く。覆土の上位は暗褐色土、

黒褐色土を主体とする。中位は灰色がかった還元土、下

位は暗褐色土を主体とする。写真記録を欠く。

492号土坑　２5-98-Ｌ-14グリッド　長軸長16２cm、短軸

長1２０cm、深さ２4cm、長軸方位Ｎ-6０°-Ｅ。平面形は北

東-南西に長い長円形。断面形は浅い椀状。覆土は暗褐

色土を主体とする。写真記録を欠く。

493号 土 坑　２5-98-Ｍ-15・16グリッド　長軸長２3０cm、

短軸長154cm、深さ131cm、長軸方位Ｎ-88°-Ｅ。平面形

は東西に長い長円形ないし隅丸長方形。断面形は逆台形

状。覆土は暗褐色土、黒褐色土を主体とする。写真記録

を欠く。

494号 土 坑　２5-98-Ｌ-17・18グリッド　長軸長167cm、

短軸長11０cm、深さ16cm、長軸方位Ｎ-76°-Ｗ。平面形

は東西に長い長円形。断面形は皿状。覆土は黒褐色土を

主体とする。写真記録を欠く。

495号土坑　２5-98-Ｑ-1２グリッド　長軸長1２5cm、短軸

長57cm、深さ17cm、長軸方位Ｎ-8°-Ｗ。平面形は南北

に長い隅丸長方形。断面形はＵ字状。覆土は断面図と土

層観察所見が一致しないが、暗褐色土を主体とするもの

と思われる。写真記録を欠く。

496号土坑　２5-98-Ｑ-1２グリッド　長軸長1２２cm、短軸

長5０cm、深さ２4cm、長軸方位Ｎ-6°-Ｗ。平面形は南北

に長い隅丸長方形。断面形は箱状。覆土に関する記録及

び写真記録を欠く。

497号土坑　２5-98-Ｑ-1２グリッド　長軸長114cm、短軸

長88cm、深さ19cm、長軸方位Ｎ-68°-Ｅ。平面形は東西

に長い偏円形。断面形は椀状。覆土はにぶい黄褐色土及

び暗褐色土を主体とする。写真記録を欠く。

498号 土 坑　２5-98-Ｓ-1０・11グリッド　長軸長２００cm、

第369図　古代相当面土坑出土遺物２(7２２号土坑)
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7２０号土坑　１　くすんだ淡褐色土
２　黒灰褐色土　炭化物、地山の黄褐色土や黒褐色土のブロックを多く含む。
３　黒褐色土　炭化物を多く含む。
４　３層と５層の混土。
５　地山の黄褐色土と２層・３層の混土。

7２1号土坑　１　1０YR3/4　　暗褐色土　1０～3０mmの礫を多く含む。５mm程の粒状の黄褐色土(1０YR5/6)を僅かに含む。
２　1０YR3/２　　黒褐色土　3０～6０mmの礫を少量含む。締まりあり。

7２２号土坑　１　くすんだ淡褐色土
２　黒灰褐色土　大粒の炭化物を多く含む。
３　黒褐色土　礫を少量含む。
４　３層と地山の混土。礫を少量含む。

7２3号・7２4号土坑　１　黒褐色土　炭化物を少量含む。
２　１層と地山の混土。

7２7号土坑　１　くすんだ褐色土
２　１層と３層の混土。
３　よごれた淡褐色土　硬質。地山の礫を含まない。

78０号・781号土坑　１　黒灰褐色土と淡灰褐色土の混土。炭化物を少量含む。
783号土坑　１　くすんだ黄褐色土　地山の小石を多く含む。

２　灰褐色土　炭化物を多く含む。
３　黒褐色土と地山の黄色土の混土。

784号土坑　１　くすんだ黄褐色土　地山の小石を多く含む。
２　灰褐色土　炭化物を多く含む。
３　黒褐色土と地山の黄色土の混土。

１
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短軸長14２cm、深さ1０7cm、長軸方位Ｎ-２7°-Ｅ。平面形

は北東-南西に長い円形ないし隅丸長方形。断面形は逆

台形ないし深い鍋状。覆土は上層にロームブロックやに

ぶい黄褐色土が乗り、下位は褐色土を主体とする。写真

記録を欠く。

499号土坑　２5-98-Ｔ-9・1０グリッド　長軸長9０cm、短

軸長4０cm、深さ55cm、長軸方位Ｎ-15°-Ｗ。平面形は北

西-南東に長い長円形。断面形は箱状。覆土に関する記

録及び写真記録を欠く。

503号 土 坑　２5-98-Ｔ-1２・13グリッド　長軸長17０cm、

短軸確認長9０cm、深さ1２9cm、長軸方位Ｎ-8°-Ｗ。平面

形は南北に長い長円形。断面形は逆台形。覆土の上位は

暗褐色土、下位は褐灰色土を主体とする。写真記録を欠

く。

614号土坑　35- ７-Ｅ-1・２グリッド　長軸長134cm、短

軸長116cm、深さ34cm、長軸方位Ｎ-4２°-Ｅ。平面形は

北東-南西に長い隅丸長方形。断面形は椀状。覆土は黒

褐色土を主体とする。

615号土坑　２5-97-Ｆ-２5グリッド　長軸確認長7０cm、短

軸長7０cm、深さ17cm。南部が調査区界に切られて全容は

把握できないが、北西-南東に長い隅丸長方形の平面形

を呈したものかと思われる。断面形は皿状。覆土は黒褐

色土を主体とする。

616号土坑　35- ７-Ｂ-3グリッド　長軸長1００cm、短軸

長9２cm、深さ4２cm、長軸方位Ｎ-56°-Ｅ。平面形は円形。

断面形は椀状に近いが、中央部が一段深く掘り込まれる。

覆土は黒褐色土を主体とし、下位には礫を多く含む。

720号 土 坑　35-９-Ｍ・Ｎ- ５・６グリッド　長軸長

18２cm、短軸長84cm、深さ6２cm、長軸方位Ｎ-65°-Ｗ。

平面形は北西-南東に長い隅丸長方形。横断面は箱状、

縦断面は鍋状に近い。覆土は黒褐色土を主体とする。底

面近くには地山由来の黄褐色土を多く含む。陥穴。

721号 土 坑　２5-99-Ｉ・Ｊ-14グリッド　長軸確認長

196cm、短軸長13０cm、深さ73cm、長軸方位Ｎ-57°-Ｅ。

平面形は北東-南西に長い方円形。東南部は丸みを持ち、

北西部は直線的。底面北西隅部に亜角礫がある。土層断

面図では南壁際が一段高く表現されているが、写真記録

ではこの部分の２層下位に、壁面崩落土を主体とすると

思われる、小礫を含んだ明るい色調の堆積土があって、

土坑底面のラインはこの下位まで連続する。土層観察所

見で３層とされるものがこの層に相当するものと思われ

る。このため、鍋状の断面形を呈するものと考える。覆

土は壁際に暗褐色土があり、中央に黄橙色土の小ブロッ

クを多く含むにぶい黄褐色土が入る。南東の壁際下位に

壁の崩落土と思われる黄褐色土がある。なお、同土坑に

ついて、上位に暗褐色土、下位に黒褐色土があるとする、

２層構成の土層観察所見も残されているが、写真記録と

対比して３層まで記載されたものを採用した。発掘担当

者は陥穴と判断している。

722号土坑　２5-99-Ｉ・Ｊ-13グリッド　長軸長18０cm、

短軸長93cm、深さ94cm、長軸方位Ｎ-77°-Ｅ。平面形は

東西に長く、西端部が丸みをもつ方円形。断面形は深い

鍋状。覆土は黒褐色土を主体とするが、底面近くには地

山由来の黄褐色土を多く含む。陥穴。灰釉陶器長頸壺(１)

の頸部片が出土している。

723号土坑　２5-99-Ｋ-1２グリッド　長軸長15２cm、短軸

長1２２cm、深さ19cm、長軸方位Ｎ-5２°-Ｅ。平面形は北

東-南西に長い長円形。断面形は鍋状。覆土は黒褐色土

を主体とする。7２4号土坑を切る。

724号土坑　２5-99-Ｋ-1２グリッド　長軸確認長8０cm、短

軸長76cm、深さ9cm、長軸方位Ｎ-53°-Ｅ。平面形は東

部を7２3号土坑に切られて全容は把握できない。北東-南

西に長い楕円形を呈したものと思われる。断面形は鍋状。

覆土は黒褐色土を主体とする。7２3号土坑に切られる。

727号土坑　２5-99-Ｐ・Ｑ-16グリッド　長軸長143cm、

短軸長118cm、深さ7０cm、長軸方位Ｎ-17°-Ｅ。平面形

は南北に長い偏円形。断面形は鍋状。覆土はくすんだ褐

色土を主体とする。壁面から底面にかけては、硬質の汚

れた淡褐色土がめぐる。

780号土坑　２5-99-Ｄ- ４グリッド　長軸長9２cm、短軸

長74cm、深さ19cm、長軸方位Ｎ-83°-Ｅ。平面形は東西

に長い隅丸長方形。断面形は鍋状。覆土は灰褐色土を主

体とする。

781号土坑　２5-99-Ｄ・Ｅ- ３グリッド　長軸長1２０cm、

短軸長58cm、深さ２1cm、長軸方位Ｎ-8２°-Ｅ。平面形は

東西に長い隅丸長方形。断面形は鍋状。覆土は灰褐色土

を主体とする。

783号土坑　２5-99-Ｉ・Ｊ- ７グリッド　長軸長16０cm、

短軸長13０cm、深さ1０3cm、長軸方位Ｎ-46°-Ｗ。平面形

は北西-南東に長い長円形ないし隅丸長方形。断面形は
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785号土坑　１　灰褐色シルト質土と淡褐色シルト質土の混土。
炭化物を少量含む。

786号土坑　１　暗褐色土と地山土の混土。
２　淡褐色土
３　２層と地山土の混土。
４　暗褐色土

787号土坑　１　暗褐色土と地山土の混土。
２　暗褐色土



深い鍋状。覆土の上層はくすんだ黄褐色土、中位に灰褐

色土があり、下位には地山の黄色土を含む黒褐色土が堆

積する。陥穴。

784号土坑　２5-99-Ｌ- ６・７グリッド　長軸長17０cm、

短軸長98cm、深さ86cm、長軸方位Ｎ-87°-Ｅ。平面形は

東西に長い長円形。断面形は深い鍋状。覆土は上位にく

すんだ黄褐色土が入り、中位には灰褐色土、下位には地

山の黄色土を含む黒褐色土が堆積する。陥穴。

785号土坑　２5-99-Ｄ- ４グリッド　長軸確認長1２２cm、

短軸確認長3０cm、深さ２7cm、長軸方位Ｎ-２3°-Ｗ。平面

形は東部が調査区界に切られて全容は把握できないが、

南北に長い長円形を呈するものと思われる。断面形は鍋

状。覆土は褐灰色土と淡褐色土の混土を主体とする。

786号 土 坑　２5-99-Ｉ-1０・11グリッド　長軸確認長

46cm、短軸確認長34cm、深さ1０5cm、長軸方位Ｎ-47°-Ｗ。

東部が調査区界に切られて全容は把握できないが、北西

-南東に長い長円形ないし隅丸長方形の平面形を呈する

ものと思われる。断面形は深い鍋状ないし箱状で、上部

は崩れる。覆土の上位は暗褐色土、淡褐色土で、下位に

は暗褐色土が堆積する。陥穴。

787号土坑　２5-99-Ｋ- ６グリッド　長軸長176cm、短軸

長1００cm、深さ9２cm、長軸方位Ｎ-57°-Ｅ。平面形は北

東-南西に長い長円形。断面形は深い鍋状。覆土は暗褐

色土を主体とする。陥穴。

833号土坑　２5-88-Ｘ・Ｙ-２3グリッド　長軸長２7０cm、

短軸長２０7cm、深さ77cm、長軸方位Ｎ-56°-Ｅ。平面形

は北東-南西に長い不整楕円形。断面形は南上部が開く

ゆがんだＵ字状に近い。覆土に関する記録を欠く。写真

記録からは、倒木痕の可能性があるものと思われる。

836号土坑　２5-99-Ｃ・Ｄ-２０グリッド　長軸長２０5cm、

短軸長11０cm、深さ２２cm、長軸方位Ｎ-8２°-Ｅ。平面形

は東西に長い隅丸長方形。断面形は鍋状。覆土に関する

記録を欠く。

837号土坑　２5-89-Ｄ-２２グリッド　長軸長1２7cm、短軸

長5０cm、深さ16cm、長軸方位Ｎ-２7°-Ｗ。平面形は南北

に長い長円形。断面形は鍋状。覆土に関する記録を欠く。

838号土坑　２5-89-Ｂ-２1グリッド　長軸確認長136cm、

短軸確認長74cm、深さ6２cm、長軸方位Ｎ- ０°。平面形

は南北に長い偏円形。断面形は上位が大きく開くが椀状

に近いものと見られる。覆土に関する記録を欠く。

855号 土 坑　２5-89-Ｄ-２1・２２グリッド　長軸長17０cm、

短軸長6２cm、深さ２5cm、長軸方位Ｎ- ０°。平面形は南

北に長い長円形。断面形は鍋状。覆土に関する記録を欠

く。

856号土坑　２5-89-Ｄ-２２グリッド　長軸長1０8cm、短軸

長46cm、深さ11cm、長軸方位Ｎ-14°-Ｗ。平面形は南北

に長い長円形。断面形は鍋状。覆土に関する記録を欠く。

857号土坑　２5-89-Ｂ-19・２０グリッド　長軸長68cm、短

軸長56cm、深さ14cm、長軸方位Ｎ-85°-Ｗ。平面形は東

西に長い偏円形。断面形は皿状。覆土に関する記録を欠

く。

858号土坑　２5-89-Ｂ-２０グリッド　長軸長15０cm、短軸

長15０cm、深さ33cm。平面形はゆがんだ円形。断面形は

椀状。覆土に関する記録を欠く。

859号土坑　２5-89-Ｄ-２０グリッド　長軸長9２cm、短軸長

53cm、深さ19cm、長軸方位Ｎ-9０°。平面形は東西に長い

楕円形。断面形は鍋状。覆土に関する記録を欠く。

860号土坑　２5-89-Ｃ-２０グリッド　長軸長9０cm、短軸長

55cm、深さ２4cm、長軸方位Ｎ-7０°-Ｅ。平面形は東西に

長い楕円形。断面形は鍋状。覆土に関する記録を欠く。

861号土坑　２5-89-Ｂ-19グリッド　長軸長84cm、短軸長

64cm、深さ13cm、長軸方位Ｎ-86°-Ｅ。平面形は東西に

長い楕円形。断面形は皿状。覆土に関する記録を欠く。

863号土坑　２5-99-Ｅ- ６グリッド　長軸長1０4cm、短軸

長89cm、深さ33cm、長軸方位Ｎ-16°-Ｗ。平面形はゆが

んだ円形。断面形は鍋状。覆土に関する記録を欠く。

864号 土 坑　２5-99-Ｍ・Ｎ- ５グリッド　長軸確認長

11０cm、短軸長118cm、長軸方位Ｎ-68°-Ｅ。円形のドー

ナツ状に粘土がめぐる。粘土除去後の溝はごく浅い皿状

の断面で、これに囲まれた中央部は平坦。覆土に関する

記録を欠く。須恵器椀(１)破片が出土している。

866号土坑　２5-89-Ｗ-3グリッド　長軸長73cm、短軸長

68cm、深さ35cm、長軸方位Ｎ-56°-Ｅ。平面形は円形、

断面形は椀状。覆土は観察所見を欠く。3０号竪穴建物内

にあたる。

876号土坑　２5-97-Ｄ-２グリッド　長軸長1０8cm、短軸長

1０8cm、深さ13cm。平面形は円形。断面形は皿状。覆土

に関する記録を欠く。

877号土坑　２5-99-Ｌ- ４グリッド　長軸長11０cm、短軸

長8０cm、深さ２8cm、長軸方位Ｎ-48°-Ｗ。平面形は北西
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-南東に長い長円形。中心は北部に偏る。断面形は上部

が大きく開く椀状。覆土に関する記録を欠く。

878号土坑　２5-99-Ｍ- ４グリッド　長軸長74cm、短軸

長69cm、深さ２3cm、長軸方位Ｎ-47°-Ｅ。平面形は円形。

断面形は鍋状。覆土に関する記録を欠く。879号土坑を

切る。

879号土坑　２5-99-Ｍ- ４グリッド　長軸確認長7０cm、

短軸確認長4０cm、深さ1２cm、長軸方位Ｎ-３°-Ｗ。平面

形は878号土坑に切られて全容は把握できないが、南北

に長い隅丸長方形を呈したかと思われる。断面形は椀状。

覆土に関する記録を欠く。878号土坑に切られる。

880号土坑　２5-99-Ｍ- ４グリッド　長軸長56cm、短軸

長5０cm、深さ２０cm、長軸方位Ｎ-９°-Ｗ。平面形は円形。

断面形は鍋状。覆土に関する記録を欠く。

881号土坑　２5-99-Ｍ- ４グリッド　長軸長8２cm、短軸

確認長5２cm、深さ２5cm、長軸方位Ｎ-78°-Ｅ。南部が調

査区界に切られるが、円形の平面形を呈したものであろ

う。断面形は鍋状。覆土に関する記録を欠く。

882号土坑　２5-99-Ｍ- ５グリッド　長軸長97cm、短軸

長95cm、深さ14cm、長軸方位Ｎ-７°-Ｗ。平面形は円形。

断面形は浅い鍋状。覆土に関する記録を欠く。

883号土坑　２5-99-Ｔ-16グリッド　長軸長1２０cm、短軸

長1０8cm、深さ45cm、長軸方位Ｎ-45°-Ｗ。平面形は隅

丸方形。断面形は鍋状。覆土に関する記録を欠く。

893号土坑　２5-99-Ｓ-16グリッド　長軸長1０4cm、短軸

長94cm、深さ46cm、長軸方位Ｎ-33°-Ｅ。平面形は円形。

断面形は上部が開く椀状。覆土に関する記録を欠く。

894号 土 坑　２5-99-Ｑ-13・14グリッド　長軸長1０6cm、

短軸長1０4cm、深さ２4cm、長軸方位Ｎ-81°-Ｅ。平面形

は円形。断面形は鍋状。覆土に関する記録を欠く。

895号土坑　２5-99-Ｒ-14グリッド　長軸長15０cm、短軸

長136cm、深さ63cm、長軸方位Ｎ-57°-Ｅ。平面形は円形。

断面形は深い鍋状で、上部が開く。覆土に関する記録を

欠く。

896号土坑　２5-99-Ｒ・Ｓ-13グリッド　長軸長16０cm、

短軸長13２cm、深さ２7cm、長軸方位Ｎ-54°-Ｅ。平面形

は円形。断面形は鍋状。覆土に関する記録を欠く。

897号 土 坑　２5-99-Ｔ・Ｕ-1２・13グリッド　長軸長

6２cm、短軸長6０cm、深さ２０cm、長軸方位Ｎ-8２°-Ｅ。平

面形は円形。断面形は鍋状。覆土に関する記録を欠く。

898号土坑　２5-99-Ｔ・Ｕ-1２グリッド　長軸長9２cm、短

軸長7２cm、深さ3２cm、長軸方位Ｎ-61°-Ｗ。平面形は楕

円形。断面形は椀状。覆土に関する記録を欠く。

899号 土 坑　２5-99-Ｕ-11・1２グリッド　長軸長15０cm、

短軸長14０cm、深さ38cm、長軸方位Ｎ-６°-Ｅ。平面形

はゆがんだ隅丸方形。断面形は鍋状に近いが南辺は皿状

に流れる。覆土に関する記録を欠く。

900号土坑　２5-99-Ｕ-11グリッド　長軸長8０cm、短軸確

認長34cm、深さ33cm、長軸方位Ｎ-74°-Ｅ。南部を調査

区界に切られるが、円形に近い平面形を呈したものと思

われる。断面形は上部が大きく開く鍋状。覆土に関する

記録を欠く。

901号土坑　２5-99-Ｖ-11グリッド　長軸長136cm、短軸

長88cm、深さ5０cm、長軸方位Ｎ-38°-Ｅ。平面形は北東

-南西に長い隅丸長方形。断面形は上部が開く鍋状ない

し逆台形。覆土に関する記録を欠く。

902号土坑　２5-99-Ｖ-11グリッド　長軸長78cm、短軸長

5０cm、深さ18cm、長軸方位Ｎ-84°-Ｗ。平面形は東西に

長いゆがんだ長円形。断面形は椀状。覆土に関する記録

を欠く。

903号土坑　２5-99-Ｗ-1２グリッド　長軸長8０cm、短軸確

認長47cm、深さ41cm、長軸方位Ｎ-43°-Ｗ。平面形は西

部が調査区界に切られ、全容が把握できないが、南北に

やや長い偏円形を呈するかと思われる。断面形は鍋状。

覆土に関する記録を欠く。

904号土坑　２5-99-Ｕ・Ｖ-11グリッド　長軸長1２8cm、

短軸長1０4cm、深さ31cm、長軸方位Ｎ-3０°-Ｅ。平面形

は南北に長い楕円形。断面形は椀状。覆土に関する記録

を欠く。

905号土坑　２5-99-Ｕ-1２グリッド　長軸長11０cm、短軸

長1０4cm、深さ1２cm、長軸方位Ｎ-7２°-Ｅ。平面形は隅

丸方形。断面形は浅い鍋状。覆土に関する記録を欠く。

9０6号土坑を切る。底面に大きな礫があり、礫の周囲を

掘って方形土坑を形成したと解されたものらしい。写真

記録では「イロリ」との注記があるが、上位の16号建物の

囲炉裏とは位置が異なる。土坑としても認め難いように

思われる。

906号 土 坑　２5-99-Ｕ-1２・13グリッド　長軸長17０cm、

短軸長17０cm、深さ1０cm。平面形は円形。断面形は浅い

鍋状。覆土に関する記録を欠く。9０5号土坑に切られる。
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907号 土 坑　２5-99-Ｖ・Ｗ-11・1２グリッド　長軸長

5０cm、短軸長5０cm、深さ17cm。平面形は円形。断面形は

椀状。覆土に関する記録を欠く。

922号土坑　平面形及び位置に関する記録を欠く。断面

観察状況の写真記録のみ残されているが、形状等は把握

できない。鉄分の凝集が不定形に広がっており、植物性

の土壌撹乱である可能性が考えられる。

924号土坑　２6-71-Ａ-1２・13グリッド　長軸長78cm、短

軸長71cm、深さ２8cm、長軸方位Ｎ-16°-Ｅ。平面形は南

北にやや長い偏円形。断面形は鍋状。覆土に関する記録

を欠く。中央にやや大振りの礫が入る。

925号土坑　２5-8０-Ｙ-14グリッド　長軸長83cm、短軸長

78cm、深さ35cm、長軸方位Ｎ-73°-Ｗ。平面形は偏円形。

断面形は椀状。覆土に関する記録を欠く。

926号土坑　２5-8０-Ｙ-15グリッド　長軸長1２9cm、短軸

長1０9cm、深さ55cm、長軸方位Ｎ-43°-Ｗ。平面形は北

西-南東に長い偏円形。断面形は椀状。覆土に関する記

録を欠く。

927号土坑　２5-8０-Ｘ-16グリッド　長軸長1０9cm、短軸

長1０7cm、深さ18cm、長軸方位Ｎ-63°-Ｗ。平面形は偏

円形。断面形は鍋状。覆土に関する記録を欠く。

928号 土 坑　２5-8０-Ｘ・Ｙ-17・18グリッド　長軸長

143cm、短軸長13２cm、深さ２6cm、長軸方位Ｎ-２°-Ｅ。

平面形は円形。断面形は鍋状に近い。覆土に関する記録

を欠く。礫が多く入る。

929号土坑　２5-98-Ｈ-7グリッド　長軸長161cm、短軸長

118cm、深さ3２cm、長軸方位Ｎ-２5°-Ｅ。平面形は北東-

南西に長い長円形。断面形は椀状。覆土に関する記録を

欠く。

930号土坑　２5-98-Ｆ・Ｇ-7グリッド　長軸長16０cm、短

軸長1２4cm、深さ3２cm、長軸方位Ｎ-14°-Ｅ。平面形は

南北に長い長円形。断面形は皿状。覆土に関する記録を

欠く。

931号土坑　２5-98-Ｅ・Ｆ-1０グリッド　長軸長1２２cm、

短軸長98cm、深さ33cm、長軸方位Ｎ-41°-Ｗ。平面形は

北西-南東に長い偏円形。断面形は鍋状。覆土に関する

記録を欠く。

932号土坑　２5-98-Ｄ-1０グリッド　長軸長176cm、短軸

長96cm、深さ76cm、長軸方位Ｎ-11°-Ｗ。平面形は南北

に長い隅丸長方形。断面形は逆台形。覆土に関する記録

を欠く。陥穴。

933号土坑　２5-97-Ｙ-13グリッド　長軸長7２cm、短軸長

7２cm、深さ5cm。平面形は円形。ごく浅く、断面形を明

確に捉えられない。底面は乱れる。覆土に関する記録を

欠く。

934号土坑　２5-97-Ｖ・Ｗ-1２グリッド　長軸長２44cm、

短軸長7０cm、深さ53cm、長軸方位Ｎ-１°-Ｗ。平面形は

南北に長い長円形。断面形は鍋状。覆土に関する記録を

欠く。

936号土坑　２6-8０-Ｙ-13グリッド　長軸長57cm、短軸長

53cm、深さ13cm、長軸方位Ｎ-２8°-Ｗ。平面形は円形。

断面形は浅い椀状。覆土に関する記録を欠く。

937号土坑　２6-8０-Ｘ-14・15グリッド　長軸長78cm、短

軸長76cm、深さ２4cm、長軸方位Ｎ-２6°-Ｅ。平面形は円形。

断面形は椀状。覆土に関する記録を欠く。

1015号 土 坑　35- ９-Ｅ・Ｆ-1０・11グリッド　長軸長

165cm、短軸長164cm、深さ63cm、長軸方位Ｎ-75°-Ｗ。

平面形は円形。断面形は深い鍋状。覆土は黒褐色土を主

体とする。

1016号土坑　35-９-Ｇ・Ｈ-９グリッド　長軸長16０cm、

短軸長156cm、深さ36cm、長軸方位Ｎ-8０°-Ｗ。平面形

は円形。断面形は壁面、底面共にやや乱れるが、椀状に

近い。覆土は黒色土を主体とする。

1018号土坑　35-９-Ｄ-９グリッド　長軸長２14cm、短軸

長78cm、深さ２5cm、長軸方位Ｎ-59°-Ｅ。平面形は北東

-南西に長い楕円形。断面形は椀状。覆土は黒褐色土を

主体とする。土師器細片が出土している。

1019号土坑　35-９-Ｄ-９グリッド　長軸長88cm、短軸

長8２cm、深さ1２cm、長軸方位Ｎ-19°-Ｅ。平面形は円形。

断面形は皿状。覆土は暗褐色土を主体とする。砂質。

1020号土坑　35-９-Ｃ・Ｄ-８グリッド　長軸長1２8cm、

短軸長8０cm、深さ44cm、長軸方位Ｎ-84°-Ｅ。平面形は

東西に長い隅丸長方形。断面形は深い鍋状。覆土は暗褐

色土を主体とする。下部に礫を多く含む。

1173号土坑　２5-99-Ｉ-15・16グリッド　長軸長1２8cm、

短軸長1０6cm、深さ31cm、長軸方位Ｎ-34°-Ｗ。平面形

は北西-南東に長い楕円形。断面形は椀状。覆土の上位

は暗褐色土、下位は黒褐色土を主体とする。

1175号土坑　２5-99-Ｉ-18グリッド　長軸長1０4cm、短軸

長9０cm、深さ２5cm、長軸方位Ｎ-２０°-Ｗ。平面形は北西
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-南東に長い楕円形。断面形は皿状。覆土は黒色土を主

体とする。

1176号土坑　２5-99-Ｇ-16グリッド　長軸長7２cm、短軸

長68cm、深さ２5cm、長軸方位Ｎ-84°-Ｅ。平面形は円形。

断面形は上部が開くが椀状に近い。覆土の上位は黒褐色

土、下位は暗褐色土を主体とする。土師器小片が出土し

ている。

1178号土坑　２5-99-Ｇ-18グリッド　長軸長138cm、短軸

長138cm、深さ２０cm。平面形は円形。断面形は皿状。覆

土は暗褐色土を主体とする。

1180号土坑　２5-99-Ｇ-19グリッド　長軸長15２cm、短軸

長11０cm、深さ36cm、長軸方位Ｎ-1０°-Ｅ。平面形は南

北に長いゆがんだ楕円形土坑が２基直列したかに見える。

東部は深い鍋状、西南部は浅い鍋状の断面形を呈する。

覆土は黒褐色土を主体とする。1191号土坑に切られる。

1182号土坑　２5-99-Ｈ-18・19グリッド　長軸長15２cm、

短軸長77cm、深さ54cm、長軸方位Ｎ-15°-Ｗ。平面形は

南北に長い長円形。断面形は鍋状。覆土は褐色土を主体

とする。壁際に黄褐色砂質土のブロック、やや大振りの

亜角礫が入る。

1183号土坑　２5-99-Ｇ-19グリッド　長軸長8０cm、短軸

長7０cm、深さ16cm、長軸方位Ｎ-17°-Ｅ。平面形は円形。

断面形は椀状。覆土は黒褐色土を主体とする。

1184号土坑　２5-99-Ｈ-19グリッド　長軸長1２２cm、短軸

長1２０cm、深さ２8０cm、長軸方位Ｎ-9０°。平面形は円形を

基本とするが、東部に大きな地山礫があたる。断面形は

浅い鍋状に近い。覆土の上位は黒褐色土、下位は褐色土

を主体とする。

1185号土坑　２5-99-Ｈ-19グリッド　長軸長9０cm、短軸

長84cm、深さ２２cm、長軸方位Ｎ-14°-Ｗ。平面形は円形。

断面形は椀状。覆土は暗褐色土を主体とする。

1186号土坑　２5-99-Ｈ・Ｉ-19グリッド　長軸長64cm、

短軸長54cm、深さ14cm、長軸方位Ｎ-88°-Ｅ。平面形は

東西に長い偏円形。断面形は椀状。覆土は黒褐色土を主

体とする。

1187号土坑　２5-99-Ｉ-19グリッド　長軸長68cm、短軸

長48cm、深さ18cm、長軸方位Ｎ-68°-Ｅ。平面形は東西

に長い偏円形。断面形は椀状。覆土は黒褐色土を主体と

する。

1188号土坑　２5-99-Ｉ-19グリッド　長軸長78cm、短軸

長56cm、深さ3０cm、長軸方位Ｎ-78°-Ｅ。平面形は東西

に長いゆがんだ円形。断面形は緩いＶ字状。覆土は黒褐

色土を主体とする。

1189号土坑　２5-99-Ｆ-17グリッド　長軸長14０cm、短軸

長1２２cm、深さ38cm、長軸方位Ｎ-２０°-Ｗ。平面形は隅

丸方形。東辺がやや長く、西辺は短い。断面形は鍋状。

覆土は黒褐色土と暗褐色土が互層をなす。

1191号土坑　２5-99-Ｇ-19グリッド　長軸長69cm、短軸

長5２cm、深さ２０cm、長軸方位Ｎ-86°-Ｅ。平面形は東西

に長い偏円形。断面形は鍋状。覆土は黒褐色土を主体と

する。

1223号土坑　２5-99-Ｈ-16グリッド　長軸長97cm、短軸

確認長36cm、深さ1０cm、長軸方位Ｎ-48°-Ｅ。1２43号土

坑に切られて、全形が把握できないが、円形ないし隅丸

方形の平面形を呈するものと思われる。断面形は皿状に

近い。覆土は黒褐色土を主体とする。4０号竪穴建物を切

る。1２43号土坑に切られる。

1225号土坑　２5-99-Ｃ-４・５グリッド　長軸長154cm、

短軸長9０cm、深さ49cm、長軸方位Ｎ-38°-Ｗ。平面形は

北西-南東に長い長円形。断面形は鍋状に近いが中央部

が一段深く掘られ、逆凸状を呈する。断面図と土層観察

所見が整合しないが、写真記録を参照すると、覆土の上

位は黒褐色土、中位は暗褐色土を主体としてローム斑を

含み、下位は黒褐色土中に角礫を多く含むものと思われ

る。

1237号土坑　平面及び位置に関する図面記録を欠く。平

面形は円形。断面形は鍋状。覆土の上層は灰褐色土、下

層は暗褐色土を主体とする。

1238号土坑　２5-99-Ｂ・Ｃ- ８・９グリッド　長軸長

155cm、短軸長95cm、深さ56cm、長軸方位Ｎ-63°-Ｅ。

平面形は北東-南西に長い楕円形。断面形は上部が開く

鍋状。覆土の上位は褐灰色土、中位は暗褐色土、下位は

黒褐色土を主体とする。

1239号土坑　２5-99-Ｃ- ９グリッド　長軸長75cm、短軸

長58cm、深さ18cm、長軸方位Ｎ-36°-Ｗ。平面形は北西

-南東に長い長円形。断面形は椀状。覆土は黒褐色土を

主体とする。

1240号土坑　平面及び位置に関する図面記録を欠く。平

面形は隅丸長方形。断面形は鍋状。覆土は暗褐色土を主

体とする。壁際に黒褐色土が入る。
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1241号土坑　２5-99-Ｂ- ６グリッド　長軸長17０cm、短

軸長14０cm、深さ33cm、長軸方位Ｎ-3２°-Ｗ。平面形は

南北に長いゆがんだ長円形。断面形は底部が西に傾くが、

鍋状に近い。覆土は暗褐色土を主体とし、底部近くに黒

色土ブロックが入る。

1242号土坑　２5-99-Ｂ・Ｃ-６グリッド　長軸長145cm、

短軸長136cm、深さ35cm、長軸方位Ｎ-２5°-Ｅ。平面形

は円形。断面形は鍋状。覆土の上位は軽石を多く含む褐

色土、下位は暗褐色土を主体とする。

1243号土坑　２5-99-Ｈ-16グリッド　長軸長２5０cm、短軸

長68cm、深さ13cm、長軸方位Ｎ-２4°-Ｅ。平面形は北東・

南西に長い溝状。断面形は鍋状。覆土は暗褐色土を主体

とする。

1246号土坑　２5-99-Ｇ-11グリッド　長軸長186cm、短軸

長1００cm、深さ46cm、長軸方位Ｎ-1０°-Ｗ。平面形は南

北に長い方円形。北端が丸く、南端は直線的。断面形は

鍋状。覆土は暗褐色土を主体とし、西壁際ににぶい黄褐

色土が入る。1111号ピットと重複する。

1247号土坑　２5-99-Ｆ・Ｇ-11グリッド　長軸長95cm、

短軸長75cm、深さ13cm、長軸方位Ｎ-58°-Ｅ。平面形は

東西に長い長円形。断面形は皿状。覆土は暗褐色土を主

体とする。44号竪穴建物を切る。土師器小片が出土して

いる。

1248号土坑　２5-99-Ｇ-1２グリッド　長軸長6２cm、短軸

長5２cm、深さ1２cm、長軸方位Ｎ-２8°-Ｗ。平面形は北西

-南東にやや長い偏円形。断面形は皿状に近いが東側は

深い。覆土は暗褐色土を主体とする。

1249号土坑　２5-99-Ｆ-13グリッド　長軸長5２cm、短軸

長4０cm、深さ２4cm、長軸方位Ｎ-39°-Ｅ。平面形はゆが

んだ円形。断面形は椀状。覆土は暗褐色土を主体とする。

1250号土坑　２5-99-Ｆ-13グリッド　長軸長56cm、短軸

長5２cm、深さ3０cm、長軸方位Ｎ-58°-Ｗ。平面形はゆが

んだ円形。断面形は中央が深く、不整な漏斗状に近い。

覆土は暗褐色土を主体とする。

1251号土坑　２5-99-Ｅ-1２・13グリッド　長軸長２００cm、

短軸長13０cm、深さ13２cm、長軸方位Ｎ-２8°-Ｗ。平面形

は北西-南東に長い長円形。断面形は深いＵ字状に近い。

覆土の上・下位は暗褐色土を主体とし、中位はやや明る

い色調で礫を多く含む。下層にはやや大振りの円礫が入

る。土師器甕・須恵器杯・灰釉椀等の小破片が出土して

いる。

1252号土坑　２5-99-Ｆ・Ｇ-13グリッド　長軸長74cm、

短軸長74cm、深さ14cm。平面形は円形。断面形は皿状。

覆土は暗褐色土を主体とする。

1253号土坑　２5-99-Ｅ-1２・13グリッド　長軸長134cm、

短軸確認長5０cm、深さ２9cm、長軸方位Ｎ-２8°-Ｗ。平面

形は北西-南東に長い長円形。1２51号土坑に切られて全

容は把握できないが、Ｖ字状に近い断面形を呈するもの

と思われる。覆土の上位は暗褐色土、下位は黒褐色土を

主体とする。

1254号 土 坑　２5-99-Ｇ-13・14グリッド　長軸長7０cm、

短軸長68cm、深さ33cm、長軸方位Ｎ-57°-Ｅ。平面形は

円形。断面形は鍋状。覆土の上位は暗褐色土、下位は黒

褐色土を主体とする。

1255号土坑　２5-99-Ｆ-14グリッド　長軸長9０cm、短軸

長49cm、深さ33cm、長軸方位Ｎ-８°-Ｅ。平面形は南北

に長い長円形。断面形は鍋状。覆土の上位は黒褐色土、

下位は黄褐色土を主体とする。

1256号 土 坑　２5-99-Ｆ・Ｇ-15・16グリッド　長軸長

165cm、短軸長1０5cm、深さ２6cm、長軸方位Ｎ-15°-Ｅ。

平面形は南北に長いゆがんだ長円形。断面形は上部の開

く鍋状。覆土の上位は黒色土、下位は黒褐色土を主体と

する。

1257号土坑　２5-99-Ｇ-11グリッド　長軸確認長38cm、
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1０15号土坑　１　1０YR２/3　　黒褐色土　２００mm程の礫を含む。やや粘質。
1０16号土坑　１　1０YR7/1　　黒色土　1００mm程の礫を含む。やや粘質。
1０18号土坑　１　1０YR3/２　　黒褐色土　ごく小粒の白色軽石、黄橙色粒を多量に含む。鉄分凝縮ブロックを含む。締まりあり。
1０19号土坑　１　1０YR3/3　　暗褐色土　黄橙色粒を含む。砂質土。締まり弱い。
1０２０号土坑　１　1０YR3/3　　暗褐色土　1０～15mmの褐色土のブロックを含む。下層に15０～２００mmの地山河床礫を含む。
1173号土坑　１　1０YR２/２　　黒褐色土　５mm程の軽石を点々と含む。やや粘質。

２　1０YR２/２　　黒褐色土　暗褐色土粒を含む。２０mm程の軽石を含む。
３　1０YR3/4　　暗褐色土　暗褐色ブロック。

1175号土坑　１　1０YR２/1　　黒色土　5０mm前後の礫が点在する。
1176号土坑　１　1０YR3/２　　黒褐色土　やや粘質、小粒の軽石を含む。須恵器片を含む。

２　1０YR3/4　　暗褐色土　黄褐色砂を含む。
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短軸確認長85cm、深さ38cm、長軸方位Ｎ-81°-Ｅ。東部

が44号竪穴建物に切られて平面形状を把握できないが、

断面形は鍋状を呈する。覆土は暗褐色土を主体とする。

土師器小片が出土している。

1258号土坑　２5-99-Ｅ-1０グリッド　長軸長1２4cm、短軸

確認長85cm、深さ46cm、長軸方位Ｎ-５°-Ｗ。西部が44

号竪穴建物に切られて全容は把握できないが、隅丸方形

の平面形を呈するものと思われる。北東隅部は東西に長

い楕円形状に一段深く掘られ、中に大振りの亜角礫が入

る。上位は皿状、北東部は深い椀状の断面形を示す。覆

土の上・下位は暗褐色土、中位に黄褐色土が入る。羽釜

片(１)、土師器鉢片(２)が出土している。

1261号 土 坑　２5-99-Ｂ・Ｃ-15・16グリッド　長軸長

1０２cm、短軸長74cm、深さ11cm、長軸方位Ｎ-71°-Ｗ。

平面形は東西に長い楕円形。断面形は皿状。覆土は暗褐

色土を主体とする。

1262号土坑　２5-99-Ｂ・Ｃ-17グリッド　長軸長134cm、

短軸長13０cm、深さ3０cm、長軸方位Ｎ-74°-Ｅ。平面形

は隅丸方形。断面形は鍋状。覆土は暗褐色土を主体とす

る。

1263号土坑　２5-99-Ａ-17グリッド　長軸長149cm、短軸

長68cm、深さ２3cm、長軸方位Ｎ-２8°-Ｗ。平面形は北西

-南東に長い長円形。断面形は鍋状。覆土はにぶい黄褐

色土を主体とする。下層に暗褐色土及び黒色土のブロッ

クが入る。

1264号土坑　２5-99-Ｂ-19グリッド　長軸長9０cm、短軸
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1178号土坑　１　1０YR3/4　　暗褐色土　黄褐色砂を含む。
118０号土坑　１　1０YR3/２　　黒褐色土　小粒の軽石が点在する。２０～4０mmの軽石を含む。

２　1０YR5/8　　黄褐色土　砂層。
３　1０YR3/4　　暗褐色土　黄褐色砂を含む。

118２号土坑　１　1０YR4/6　　褐色土　締まり弱い。
２　1０YR4/6　　褐色土　黄褐色砂をブロック状に含む。
３　1０YR5/8　　黄褐色土　黄褐色土のブロック。

1183号土坑　１　1０YR3/２　　黒褐色土　黄色の軽石を含む。締まり強い。
1184号土坑　１　1０YR3/２　　黒褐色土　軽石を含む。締まり強い。

２　1０YR3/4　　暗褐色土　２０mm程の黄色の軽石を含む。やや軟質。
３　1０YR4/6　　褐色土　２０mm程の礫を含む。

1185号土坑　１　1０YR3/4　　暗褐色土　黄色の軽石を含む。やや軟質。
２　1０YR4/6　　褐色土　砂質。

1186号土坑　１　1０YR3/２　　黒褐色土　軽石を含む。締まり強い。
２　1０YR3/4　　暗褐色土　２０～4０mmの礫を含む。やや軟質。

1187号土坑　１　1０YR3/２　　黒褐色土　黄色の軽石粒を含む。
２　1０YR5/8　　黄褐色土　砂層。

1188号土坑　１　1０YR3/２　　黒褐色土　黄色の軽石粒を含む。締まりあり。
1189号土坑　１　1０YR3/２　　黒褐色土　3０～6０mmの礫を多く含む。

２　1０YR3/4　　暗褐色土　黄褐色の軽石を含む。
３　1０YR3/4　　暗褐色土　黄褐色砂をブロック状に多く含む。
４　1０YR3/２黒褐色土　軽石粒、２０～5０mmの礫を含む。

1191号土坑　１　1０YR２/２　　黒褐色土　２０～5０mmの礫を含む。締まりあり。
1２２3号土坑　１　1０YR２/3　　黒褐色土　ごく小粒の白色軽石、黄橙色粒を多量に含む。
1２２5号土坑　１　1０YR3/3　　暗褐色土　1０mm程の礫、炭化物を含む。
1２37号土坑　１　1０YR4/1　　褐灰色土　２０mm程の礫、鉄分凝集を含む。

２　1０YR3/3　　暗褐色土　黄色の軽石、鉄分凝集を含む。
1２38号土坑　１　1０YR4/1　　褐灰色土　鉄分凝集を含む。やや軟質。

２　1０YR3/3　　暗褐色土　1０mm程の礫が点在する。
３　1０YR２/1　　黒色土　1００mm程の礫を含む。

1２39号土坑　１　1０YR3/２　　黒褐色土　軽石を含む。締まりあり。
２　1０YR3/２　　黒褐色土　黄色の軽石を含む。締まりあり。
３　1０YR3/3　　暗褐色土　軽石を含む。

1２4０号土坑　１　1０YR3/3　　暗褐色土　鉄分凝集を含む。
２　1０YR3/２　　黒褐色土　鉄分凝集を多く含む。1００～3００mmの礫を含む。

1２41号土坑　１　1０YR3/3　　暗褐色土　黄褐色砂の大ブロックを含む。
２　1０YR3/3　　暗褐色土　軽石、3０～6０mmの礫を含む。
３　1０YR3/3　　暗褐色土　黄褐色砂を多く含む。黄色の軽石が点在する。
４　1０YR3/２　　黒褐色土　２０～4０mmの礫を含む。

1２4２号土坑　１　1０YR4/4　　褐色土　軽石を多く含む。
２　1０YR3/3　　暗褐色土　黄褐色砂、軽石を含む。
３　1０YR3/3　　暗褐色土　黒色土のブロック、軽石を含む。
４　1０YR２/1　　黒色土　黒色土のブロック。

1２43号土坑　１　1０YR3/3　　暗褐色土　ごく小粒の白色軽石、黄橙色粒を多量に含む。小礫を少量含む。
２　1０YR3/3　　暗褐色土　ごく小粒の白色軽石、黄橙色粒・ブロックを含む。

1２46号土坑　１　1０YR3/3　　暗褐色土　ごく小粒の白色軽石、黄橙色粒を多量に含む。
２　1０YR6/4　　にぶい黄褐色土　黄橙色粒を含む。
３　1０YR6/4　　にぶい黄褐色土　黄橙色粒、ブロックを主体とする。
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1２47号土坑　１　1０YR3/4　　暗褐色土　黄橙色粒・ブロックを含む。
２　1０YR6/4　　にぶい黄褐色土　黄橙色粒・ブロックを多量に含む。
３　1０YR3/3　　暗褐色土　ごく小粒の白色軽石、黄橙色粒を含む。

1２48号土坑　１　1０YR3/3　　暗褐色土　ごく小粒の白色軽石、黄橙色粒を多量に含む。
1２49号土坑　１　1０YR3/3　　暗褐色土　ごく小粒の白色軽石、黄橙色粒を多量に含む。

２　1０YR6/4　　にぶい黄褐色土　黄橙色粒・ブロックを含む。
３　1０YR4/4　　褐色土　ごく小粒の白色軽石、黄橙色粒を多量に含む。

1２5０号土坑　１　1０YR3/4　　暗褐色土　ごく小粒の白色軽石、黄橙色粒を多量に含む。炭化物粒を含む。
２　1０YR6/4　　にぶい黄褐色土　黄橙色粒・ブロックを含む。

1２51号土坑　１　1０YR3/1　　黒褐色土　ごく小粒の白色軽石、黄橙色粒を含む。1０～２０mmの礫を少量含む。
２　1０YR5/8　　黄褐色土　ごく小粒の白色軽石、黄橙色粒・ブロックを含む。
３　1０YR3/3　　暗褐色土　黄橙色粒、炭化物粒を含む。やや締まりあり。
４　1０YR6/4　　にぶい黄褐色土　黄橙色粒、明赤褐色粒を全体に含む。1０～5０mmの礫を多量に含む。炭化物粒を少量含む。
５　1０YR3/4　　暗褐色土　黄橙色粒・ブロックを多量に含む。締まり弱い。
６　1０YR3/3　　暗褐色土　黄橙色ブロックを含む。

1２5２号土坑　１　1０YR3/3　　暗褐色土　軽石、黄褐色砂を含む。
２　1０YR3/3　　暗褐色土　２０ ～ 5０mmの礫、黄色の軽石を含む。

1２53号土坑　１　1０YR3/1　　黒褐色土　ごく小粒の白色軽石、黄橙色粒を含む。1０～２０mmの小礫を少量含む。
２　1０YR5/8　　黄褐色土　ごく小粒の白色軽石、黄橙色粒・ブロックを含む。
３　1０YR3/3　　暗褐色土　黄橙色粒、炭化物粒を含む。やや締まりあり。
４　1０YR6/4　　にぶい黄褐色土　黄橙色粒、明赤褐色粒を全体に含む。1０～5０mmの礫を多量に含む。炭化物粒を少量含む。
５　1０YR3/4　　暗褐色土　黄橙色粒・ブロックを多量に含む。締まり弱い。
６　1０YR3/3　　暗褐色土　黄橙色ブロックを含む。
７　1０YR3/3　　暗褐色土　黄橙色粒、炭化物を含む。
８　1０YR3/3　　暗褐色土　黄褐色砂質土のブロックを含む。
９　1０YR3/２　　黒褐色土　1０～２０mmの礫を含む。

1２54号土坑　１　1０YR3/3　　暗褐色土　黄色の軽石まばらに含む。やや締まりあり。
２　1０YR3/２　　黒褐色土　5０～1００mmの礫を含む。
３　1０YR3/２　　黒褐色土　２０～3０mmの礫が点在する。黄褐色砂を含む。

1２55号土坑　１　1０YR２/1　　黒色土　1０～２０mmの礫が点在する。
２　1０YR3/3　　暗褐色土　暗褐色土のブロック。
３　1０YR２/1　　黒色土　5０～7０mmの礫多く含む。

1２56号土坑　１　1０YR２/1　　黒色土　1０～２０mmの礫が点在する。
２　1０YR3/２　　黒褐色土　5０ ～ 7０mmの礫多く含む。
３　1０YR5/8　　黄褐色土　砂質土のブロック。

1２57号土坑　１　1０YR3/4　　暗褐色土　ごく小粒の白色軽石、黄橙色粒を多量に含む。
1２58号土坑　１　1０YR3/3　　暗褐色土　黄橙色粒、炭化物粒を含む。

２　1０YR5/8　　黄褐色土　ごく小粒の白色軽石、黄橙色粒・ブロックを多量に含む。
３　1０YR3/4　　暗褐色土　黄橙色粒、明赤褐色粒を少量含む。

1２61号土坑　１　1０YR3/4　　暗褐色土　ごく小粒の黄橙色粒を全体に含む。締まり弱い。
1２6２号土坑　１　1０YR3/4　　暗褐色土　小粒の黄橙色粒、小礫を全体に含む。やや締まりあり。
1２63号土坑　１　1０YR4/3　　にぶい黄褐色土　ごく小粒の白色軽石、小粒の黄橙色粒を少量含む。

２　1０YR3/3　　暗褐色土　ごく小粒の黄橙色粒を全体に含む。
３　1０YR8/6　　黄橙色土　黄橙色土のブロック。

1２64号土坑　１　1０YR3/4　　暗褐色土　ごく小粒の白色軽石、小粒の黄橙色粒を少量含む。
２　1０YR3/3　　暗褐色土　ごく小粒の黄橙色粒を全体に含む。径５～1０mmの黄橙色ブロックを含む。
３　1０YR3/1　　黒褐色土　小粒の黄橙色粒、小礫を少量含む。粘質性を帯びる。

1２65号土坑　１　1０YR3/4　　暗褐色土　径3０～4０mmの焼土のブロック、炭化物を含む。
２　1０YR3/3　　暗褐色土　小粒の炭化物を僅かに含む。
３　1０YR4/3　　にぶい黄褐色土　ごく小粒の黄橙色粒を全体に含む。

1２67号土坑　１　1０YR3/3　　暗褐色土　ごく小粒の白色軽石、小粒の黄橙色粒を全体に含む。
1２68号土坑　１　1０YR3/4　　暗褐色土　ごく小粒の白色軽石を全体含む。やや締まりあり。
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長53cm、深さ２7cm、長軸方位Ｎ-２7°-Ｅ。平面形は北東

-南西に長い長円形。断面形は鍋状。覆土は暗褐色土を

主体とする。底部近くには、にぶい黄褐色土が入る。

1265号土坑　２5-98-Ｙ-17グリッド　長軸長1０２cm、短軸

長78cm、深さ39cm、長軸方位Ｎ-43°-Ｗ。平面形は北西

-南東に長い楕円形を呈する。断面形は南東部が深く掘

り込まれて、ゆがんだＶ字状に近い。覆土は暗褐色土を

主体とする。底部近くにはにぶい黄褐色土が入る。

1267号土坑　２5-98・99-Ｙ・Ａ-17グリッド　長軸確認

長63cm、短軸長56cm、深さ18cm、長軸方位Ｎ-38°-Ｗ。

平面形は円形。断面形は上部の開く鍋状。覆土は暗褐色

土を主体とする。1２68号土坑に切られる。

1268号土坑　２5-98・99-Ｙ・Ａ-17・18グリッド　長軸

長95cm、短軸長6２cm、深さ17cm、長軸方位Ｎ-5２°-Ｗ。

平面形は北西-南東に長い楕円形。断面形は皿状。覆土

は暗褐色土を主体とする。1２67号土坑を切る。

1269号土坑　２5-98-Ｙ-15・16グリッド　長軸長２14cm、

短軸長188cm、深さ16０cm、長軸方位Ｎ-２5°-Ｅ。平面形

は北東-南西に長い長円形。横断面は上部が開く緩いＶ

字状、縦断面は上部が開く鍋状に近い形状を呈する。覆

土は黒褐色土を主体とし、壁際に灰黄褐色土、明黄褐色

土が入る。

1270号土坑　２5-99-Ｄ-18グリッド　長軸長11０cm、短軸

長1０２cm、深さ31cm、長軸方位Ｎ-85°-Ｗ。平面形は円形。

断面形は鍋状。覆土は黒褐色土を主体とする。

1282号土坑　２5-99-Ｋ-15グリッド　長軸長94cm、短軸

長75cm、深さ２7cm、長軸方位Ｎ-4０°-Ｗ。平面形は北西

-南東方向にやや長い偏円形。断面形は椀状。覆土は暗

褐色土を主体とする。

1283号土坑　２5-99-Ｊ-15・16グリッド　長軸長1２０cm、

短軸長1０3cm、深さ２6cm、長軸方位Ｎ-66°-Ｅ。平面形

は北東-南西に長いゆがんだ偏円形。断面形は浅い椀状。

覆土は暗褐色土を主体とする。下位に黄橙色土のブロッ

クや粒子を多量に含む。

1284号 土 坑　２5-99-Ｉ-15・16グリッド　長軸長86cm、

短軸長6０cm、深さ２6cm、長軸方位Ｎ-２０°-Ｅ。平面形は

北東-南西に長いゆがんだ偏円形。断面形はゆがんだ椀

状。覆土は暗褐色土を主体とする。

1285号土坑　２5-99-Ａ・Ｂ- ５・６グリッド　長軸長

２98cm、短軸長7０cm、深さ4０cm、長軸方位Ｎ-3２°-Ｅ。

平面形は北東-南西に長い長円形。断面形は鍋状。覆土

は暗褐色土を主体とする。羽釜または甑の小片が出土し

ている。

1286号土坑　２5-99-Ｂ・Ｃ-５グリッド　長軸長1２０cm、

短軸長1０6cm、深さ19cm、長軸方位Ｎ-43°-Ｅ。平面形

は円形。断面形は浅い鍋状。覆土は暗褐色土を主体とす

る。

1287号土坑　２5-99-Ｅ・Ｆ-５グリッド　長軸長177cm、

短軸長8０cm、深さ5２cm、長軸方位Ｎ-71°-Ｗ。平面形は

東西に長い長円形。断面形は深い椀状ないしＵ字状。覆

土はにぶい黄褐色土を主体とする。

1288号 土 坑　２5-99-E・Ｆ- ６グリッド　長軸長99cm、

第２章　発掘された遺構と遺物
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1２69号土坑　１　1０YR3/1　　黒褐色土　黄橙色小ブロックを僅かに含む。粘質性を帯びる。
２　1０YR4/２　　灰黄褐色土　地山の黄橙色土を主体とする。黒褐色土の小ブロックを少量含む。
３　1０YR6/6　　明黄褐色土　黄橙色小ブロックを含む。

1２7０号土坑　１　1０YR3/1　　黒褐色土　ごく小粒の白色軽石、黄橙色粒を全体に含む。小礫を少量含む。締まりあり。
1２8２号土坑　１　1０YR3/4　　暗褐色土　黄橙色粒・ブロック、明赤褐色粒を含む。
1２83号土坑　１　1０YR3/4　　暗褐色土　黄橙色粒・ブロックを含む。明赤褐色粒を少量含む。

２　1０YR3/4　　暗褐色土　黄橙色粒・ブロックを多量に含む。
1２84号土坑　１　1０YR3/4　　暗褐色土　黄橙色粒・ブロックを含む。明赤褐色粒を少量含む。
1２85号土坑　１　1０YR3/4　　暗褐色土　黄橙色粒・ブロックを多量に含む。やや締まりあり。
1２86号土坑　１　1０YR3/4　　暗褐色土　ごく小粒の白色軽石、黄橙色粒、明赤褐色粒を含む
1２87号土坑　１　1０YR6/4　　にぶい黄褐色土　ごく小粒の白色軽石、黄橙色粒、明赤褐色粒を含む。
1２88号土坑　１　1０YR3/3　　暗褐色土　ごく小粒の白色軽石、黄橙色粒、明赤褐色粒を多量に含む。

２　1０YR3/4　　暗褐色土　黄橙色粒・ブロックを含む。1０～3０mmの礫を含む。
３　1０YR6/4　　にぶい黄褐色土　黄橙色ブロックを多量に含む。締まりあり。

1２89号土坑　１　1０YR3/3　　暗褐色土　ごく小粒の白色軽石、黄橙色粒を多量に含む。
1２9０号土坑　１　1０YR3/3　　暗褐色土　ごく小粒の白色軽石、黄橙色粒、明赤褐色粒を多量に含む。
1２9２号土坑　１　1０YR3/3　　暗褐色土　ごく小粒の白色軽石、黄橙色粒、明赤褐色粒を含む。
1２93号土坑　１　1０YR3/3　　暗褐色土　ごく小粒の白色軽石、黄橙色粒・ブロック、明赤褐色粒を含む。
1２94号土坑　１　1０YR3/3　　暗褐色土　ごく小粒の白色軽石、黄橙色粒、明赤褐色粒を含む。地山礫(２０～3０mm)を含む。
1２95号土坑　１　1０YR3/4　褐色土　黄橙色粒・ブロックを含む。

２　1０YR6/4　　にぶい黄褐色土　黄橙色ブロックを多量に含む。締まりあり。
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短軸長86cm、深さ54cm、長軸方位Ｎ-５°-Ｗ。平面形は

東西にやや長い偏円形。断面形は深い椀状。覆土は壁際

ににぶい黄褐色土があり、中央に暗褐色土が堆積すると

されるが、写真記録を参照すると、２・３層は地山であ

ろう。

1289号土坑　２5-99-Ｆ- ７グリッド　長軸長1０7cm、短

軸長9０cm、深さ49cm、長軸方位Ｎ-64°-Ｗ。平面形は北

西-南東方向にやや長い偏円形。断面形はゆがんだ椀状。

覆土は暗褐色土を主体とする。

1290号土坑　２5-99-Ｆ・Ｇ-８グリッド　長軸長1２4cm、

短軸長96cm、深さ31cm、長軸方位Ｎ-75°-Ｅ。平面形は

東西に長い偏円形。断面形は浅い椀状ないし皿状。覆土

は暗褐色土を主体とする。

1292号土坑　２5-99-Ｇ- ９・1０グリッド　長軸長1２２cm、

短軸長94cm、深さ38cm、長軸方位Ｎ-67°-Ｗ。平面形は

ゆがんだ円形。底面は円形に落ち込む。断面形はゆがん

だ椀状で、西南部は上位が大きく開く。覆土は暗褐色土

を主体とする。

1293号 土 坑　２5-99-Ｆ・Ｇ-1０・11グリッド　長軸長

1０5cm、短軸長7２cm、深さ37cm、長軸方位Ｎ-7０°-Ｅ。

平面形は東西に長い偏円形。断面形は鍋状。覆土は暗褐

色土を主体とする。

1294号土坑　２5-99-Ｄ-11・1２グリッド　長軸長1２０cm、

短軸長7０cm、深さ5０cm、長軸方位Ｎ-２０°-Ｗ。平面形は

南北に長い長円形。断面形は上部が大きく開くＶ字状に

近い。覆土は礫を含む暗褐色土を主体とする。陥穴。

1295号土坑　２5-99-Ｈ-14グリッド　長軸長16０cm、短軸

長8０cm、深さ3０cm、長軸方位Ｎ-7０°-Ｅ。平面形は東西

に長い長円形。断面形は椀状。覆土は礫を含む暗褐色土

を主体とし、下位には黄橙色土ブロックを多量に含むに

ぶい黄褐色土が入る。

1296号土坑　２5-99-Ｉ-14グリッド　長軸長114cm、短軸

長74cm、深さ3０cm、長軸方位Ｎ-9０°。平面形は東西に長

い偏円形。断面形は椀状。覆土は礫を含む暗褐色土を主

体とし、下位には黄橙色土ブロックを多量に含むにぶい

黄褐色土が入る。

1297号土坑　２5-9０-Ｒ・Ｓ-17グリッド　長軸長184cm、

短軸長136cm、深さ6０cm、長軸方位Ｎ-２０°-Ｅ。平面形

は北東-南西に長い乱れた方円形で北端が丸く、南部は

隅丸方形状を呈す。断面形は鍋状に近い。中部は一段深

く掘り込まれる。覆土は黒褐色土を主体とする。

1298号土坑　２5-9０-Ｒ-17グリッド　長軸長11２cm、短軸

長1０6cm、深さ6２cm、長軸方位Ｎ-7０°-Ｗ。平面形は円形。

断面形は鍋状。覆土は黒褐色土を主体とする。

1300号 土 坑　２5-9０-Ｑ・Ｒ-18・19グリッド　長軸長

17０cm、短軸長13０cm、深さ5２cm、長軸方位Ｎ-13°-Ｅ。

平面形は南北に長い楕円形。下位は椀状の断面形で、中

間に段を持って浅くなり、上位は鍋状に近い。覆土は礫

を含む黒褐色土。下部にやや大振りのものを含む円礫、

角礫が入る。

1304号 土 坑　２5-9０-Ｓ・Ｔ-16・17グリッド　長軸長

164cm、短軸長7０cm、深さ6０cm、長軸方位Ｎ-０°。平面

形は南北に長い長円形。断面形は鍋状。覆土は黒褐色土

を主体とする。
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1２96号土坑　１　1０YR3/3　　暗褐色土　ごく小粒の白色軽石、黄橙色粒、明赤褐色粒を含む。
２　1０YR6/4　　にぶい黄褐色土　黄橙色ブロックを多量に含む。締まりあり。

1２97号土坑　１　1０YR２/２　　黒褐色土　3０～1００mmの礫を多量に含む。
1２98号土坑　１　1０YR２/２　　黒褐色土　3０～1００mmの礫を多量に含む。

２　1０YR6/6　　明黄褐色土　５mm程の礫を多く含む。
13００号土坑　１　1０YR3/２　　黒褐色土　２０～15０mmの礫を含む。土坑全体に5０～２００mmの礫を多く含む。
13０4号土坑　１　1０YR3/２　　黒褐色土　1０～２０mmの明黄褐色(1０YR6/6)の砂礫をまばらに含む。 ５～5０mmの礫が点在する。
13０6号土坑　１　1０YR２/3　　黒褐色土　５mm以下の礫や２０～4０mmの礫を僅かに含む。所々に明黄褐色土(1０YR7/6)を粒状に含む。５～1０mmの炭化物、酸化土を含む。

２　1０YR２/3　　黒褐色土　粒子の細かい褐色土(1０YR4/6)を含む。５～1０mmの礫を多く含む。3０～4０mmの礫を僅かに含む。
131０号土坑　１　1０YR3/4　　暗褐色土　黄褐色土(1０YR5/8)の小ブロックを多く含む。
1311号土坑　１　1０YR3/２　　黒褐色土　黒色土(1０YR２/1)ブロックを多く含む。
131２号土坑　１　1０YR3/２　　黒褐色土　黒色土(1０YR２/1)ブロックを多く含む。
1313号土坑　１　1０YR3/２　　黒褐色土　２０～5０mmの礫、小粒の軽石を含む。
1314号土坑　１　1０YR２/3　　黒褐色土　4０～1００mmの礫を多く含む。5～ 1０mmの礫を僅かに含む。1００mm以上の大礫を数個含む。
1315号土坑　１　1０YR3/２　　黒褐色土　黒色土(1０YR２/1)ブロックを多く含む。
1316号土坑　１　1０YR3/２　　黒褐色土　黒色土(1０YR２/1)ブロックを多く含む。

２　1０YR3/4　　暗褐色土　小粒の軽石を含む。締まりあり。
1318号土坑　１　1０YR3/２　　黒褐色土　黄褐色(1０YR5/8)の粘質土のブロックを含む。
1319号土坑　１　1０YR3/２　　黒褐色土
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1306号土坑　２5-9０-Ｑ-17・18グリッド　長軸長114cm、

短軸長98cm、深さ２6cm、長軸方位Ｎ- ０°。平面形は南

北に長い楕円形。断面形は皿状。覆土は黒褐色土を主体

とする。

1310号土坑　２5-1００-Ｐ-11グリッド　長軸長9０cm、短軸

長76cm、深さ15cm、長軸方位Ｎ-53°-Ｅ。平面形は隅丸

方形。断面形は底面中央が一段下がるが、皿状に近い。

覆土は暗褐色土を主体とする。

1311号土坑　２5-1００-Ｐ-11グリッド　長軸長84cm、短軸

長65cm、深さ17cm、長軸方位Ｎ-63°-Ｅ。平面形は北東

-南西に長い楕円形。断面形は上部は皿状に近いが、北

東部が椀状に一段低く掘り込まれる。覆土は黒褐色土を

主体とする。

1312号土坑　２5-1００-Ｐ・Ｑ-11グリッド　長軸長67cm、

短軸長36cm、深さ11cm、長軸方位Ｎ-75°-Ｅ。平面形は

東西に長い楕円形。断面形は椀状に近い。覆土は黒褐色

土を主体とする。

1313号土坑　２5-1００-Ｎ-11グリッド　長軸長15２cm、短

軸長84cm、深さ45cm、長軸方位Ｎ-68°-Ｗ。平面形は北

西-南東に長い隅丸長方形。断面形は鍋状に近いが、上

部が開く。覆土は黒褐色土を主体とする。

1314号土坑　２5-1００-Ｏ-11・1２グリッド　長軸長13０cm、

短軸長8２cm、深さ1２cm、長軸方位Ｎ-２5°-Ｗ。平面形は

北西-南東に長い楕円形。断面形は底面が乱れるが、皿

状に近い。覆土は黒褐色土を主体とする。

1315号土坑　２5-1００-Ｎ-1２グリッド　長軸長87cm、短軸

長56cm、深さ２8cm、長軸方位Ｎ-3２°-Ｅ。平面形は北東

-南西に長い楕円形。断面形は底面が乱れるが、椀状に

近い。北東部が一段低く掘り込まれる。覆土は黒褐色土

を主体とする。

1316号土坑　２5-1００-Ｎ・Ｏ-13・14グリッド　長軸長

1２０cm、短軸長84cm、深さ２5cm、長軸方位Ｎ-11°-Ｅ。

平面形は南北に長い不整長円形。断面形は底面が乱れる

が、椀状に近い。南部がやや深く掘り込まれる。覆土は

黒褐色土を主体とする。

1318号土坑　２5-1００-Ｉ-14グリッド　長軸長56cm、短軸

長48cm、深さ２０cm、長軸方位Ｎ-76°-Ｗ。平面形は東西

にやや長い長円形。断面形は鍋状。覆土は黒褐色土を主

体とする。

1319号土坑　２5-1００-Ｉ-17グリッド　長軸長11０cm、短

軸長5０cm、深さ２6cm、長軸方位Ｎ-２5°-Ｗ。平面形は北

西-南東に長い長円形。断面形は鍋状。覆土は黒褐色土

を主体とする。

1321号土坑　２5-1００-Ｉ-16グリッド　長軸長1０２cm、短

軸長85cm、深さ16cm、長軸方位Ｎ-49°-Ｗ。平面形は東

西に長い長円形。断面形は皿状。覆土に関する記録を欠

く。

1322号土坑　２5-1００-Ｈ・Ｉ-16グリッド　長軸長84cm、

短軸長47cm、深さ16cm、長軸方位Ｎ-２4°-Ｅ。平面形は

南北に長い長円形。断面形は鍋状。覆土に関する記録を
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13２3号土坑　１　1０YR3/２　　黒褐色土　黄色の軽石を含む。
２　1０YR3/4　　暗褐色土　黄褐色(1０YR5/8)粘質土の小ブロックを含む。
３　1０YR3/4　　暗褐色土　黄褐色(1０YR5/8)粘質土の大ブロックを含む。

13２4号土坑　１　1０YR3/２　　黒褐色土　炭化物、黄色の軽石を含む。
２　1０YR4/4　　褐色土
３　1０YR3/4　　暗褐色土　黄褐色(1０YR5/8)粘質土のブロックを含む。
４　1０YR4/4　　褐色土　小粒の軽石を含む。

13２6号土坑　１　1０YR4/1　　褐灰色　鉄分凝集を含む。やや粘質。
２　1０YR3/２　　黒褐色土　1０～２０mmの礫を含む。
３　1０YR3/4　　暗褐色土　小粒の軽石を含む。

1337号土坑　１　1０YR3/3　　暗褐色土　ごく小粒の白色軽石、黄橙色粒を全体に含む。やや締まりあり。
1356号土坑　１　1０YR3/4　　暗褐色土　ごく小粒の白色軽石、黄橙色粒を少量含む。

２　1０YR3/3　　暗褐色土　明黄褐色小ブロックを含む。
1357号土坑　１　1０YR3/4　　暗褐色土　ごく小粒の白色軽石、黄橙色粒を多量に含む。やや締まりあり。
1358号土坑　１　1０YR3/4　　暗褐色土　ごく小粒の白色軽石、黄橙色ブロックを含む。
1359号土坑　１　1０YR3/1　　黒褐色土　ごく小粒の白色軽石、黄橙色粒を含む。締まりあり。
136０号土坑　１　1０YR２/1　　黒色土　混入物は見られない。やや粘質。
1361号土坑　１　1０YR3/3　　暗褐色土　小粒の黄橙色粒、ブロックを全体に含む。締まり弱い。
136２号土坑　１　1０YR3/1　　黒褐色土　ごく小粒の黄橙色粒、小ブロックを含む。

２　1０YR5/6　　黄褐色土　径５～1０mmの黄橙色ブロックを多量に含む。
1363号土坑　１　1０YR3/3　　暗褐色土　小粒の黄橙色粒、小ブロックを少量含む。
1364号土坑　１　1０YR3/3　　暗褐色土　ごく小粒の白色軽石、黄橙粒を少量含む。
1371号土坑　１　1０YR3/3　　暗褐色土　下層にごく小粒の黄橙色粒を僅かに含むが、混入物はほとんどない。
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欠く。

1323号土坑　２5-1００-Ｈ-16グリッド　長軸長9０cm、短軸

長7０cm、深さ13cm、長軸方位Ｎ-６°-Ｗ。平面形は南北

に長いゆがんだ長円形。断面形は浅い鍋状。土層断面図

が確認できないが、覆土は黒褐色土を主体とするものら

しい。

1324号土坑　２5-1００-Ｈ-17グリッド　長軸長58cm、短軸

長5０cm、深さ２5cm、長軸方位Ｎ-4０°-Ｗ。平面形はゆが

んだ隅丸の三角形。断面形は椀状。土層断面図が確認で

きないが、覆土は黒褐色土を主体とするものらしい。

1326号土坑　２5-1００-Ｏ-11グリッド　長軸長17０cm、短

軸長1２０cm、深さ２２cm、長軸方位Ｎ-1０°-Ｅ。平面形は

東西に長い楕円形。断面形は皿状。覆土は黒褐色土を主

体とし、下位に暗褐色土、上位には褐灰色土が乗る。

1327号土坑　２5-1００-Ｏ-11グリッド　長軸長56cm、短軸

長54cm、深さ16cm、長軸方位Ｎ-3０°-Ｗ。平面形は円形。

断面形は椀状。覆土に関する記録を欠く。

1337号 土 坑　２5-98-Ｐ-1２・13グリッド　長軸長43cm、

短軸長35cm、深さ15cm、長軸方位Ｎ-8０°-Ｅ。平面形は

不整円形。断面形は椀状。覆土は暗褐色土を主体とする。

1356号土坑　２5-98-Ｘ・Ｙ-8グリッド　長軸長8２cm、短

軸長5２cm、深さ33cm、長軸方位Ｎ-２5°-Ｗ。平面形は南

北に長いゆがんだ偏円形。断面形はＶ字状に近いが、東

壁はほぼ直立する。覆土は暗褐色土を主体とする。

1357号土坑　２5-98-Ｗ・Ｘ-8グリッド　長軸長188cm、

短軸長1２０cm、深さ２7cm、長軸方位Ｎ-０°。平面形は南北

に長い長円形。断面形は椀状。覆土は暗褐色土を主体と

する。1358号土坑と重複する。

1358号土坑　２5-98-Ｗ・Ｘ-8グリッド　長軸長114cm、

短軸長114cm、深さ57cm。平面形はゆがんだ円形。断面

形は鍋状。覆土は暗褐色土を主体とする。1357号土坑と

重複する。

1359号土坑　２5-98-Ｘ-9グリッド　長軸長7０cm、短軸長

49cm、深さ２6cm、長軸方位Ｎ-3０°-Ｗ。平面形は南北に

長い楕円形。断面形は鍋状。覆土は黒褐色土を主体とす

る。

1360号土坑　２5-98-Ｘ-9グリッド　長軸長8０cm、短軸長

7０cm、深さ3０cm、長軸方位Ｎ-3０°-Ｅ。平面形は円形。

断面形は鍋状。覆土は混入物の少ない黒色土を主体とす

るとの記載があるが、断面図、写真と土層観察所見が一

致しない。写真記録を参照すると、上位は暗褐色土ない

し褐灰色土、下位は黒褐色土を主体とするか、地山を掘

りすぎたものと思われる。

1361号土坑　２5-98-Ｘ-9グリッド　長軸長7０cm、短軸長

6２cm、深さ35cm、長軸方位Ｎ-44°-Ｅ。平面形は円形。

断面形は鍋状。断面図と土層観察所見が一致しないが、

写真記録を参照すると、覆土の上位は暗褐色土、下位は

黒褐色土を主体とする、あるいは断面図２層が地山を掘

りすぎたものかと思われる。

1362号土坑　２5-98-Ｙ-1０・11グリッド　長軸長166cm、

短軸長1０4cm、深さ1０1cm、長軸方位Ｎ-２1°-Ｗ。平面形

は南北に長い長円形。断面形は横断面は上面が開く逆台
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137２号土坑　１　1０YR3/4　　暗褐色土　ごく小粒の黄橙色粒を全体に含む。締まり弱い。
1373号土坑　１　1０YR3/4　　暗褐色土　小粒の黄橙色粒、小礫を全体に含む。やや締まりあり。
1375号土坑　１　1０YR3/3　　暗褐色土　ごく小粒の黄橙色粒を全体に含む。
1377号土坑　１　1０YR２/1　　黒色土　ごく小粒の黄橙色粒、ブロックを少量含む。粘質性を帯びる。

２　1０YR3/3　　暗褐色土　明黄褐色の小ブロックを主体とする。
1378号土坑　１　1０YR3/3　　暗褐色土　ごく小粒の黄橙色粒、ブロックを少量含む。やや粘質。
1379号土坑　１　1０YR3/1　　黒褐色土　ごく小粒の黄橙色粒、小ブロックを全体に含む。
138０号土坑　１　1０YR3/２　　黒褐色土　ごく小粒の白色軽石、黄橙色粒、明赤褐色粒を含む。
1381号土坑　１　1０YR3/２　　黒褐色土　ごく小粒の白色軽石、黄橙色粒、明赤褐色粒を含む。
138２号土坑　１　1０YR3/4　　暗褐色土　ごく小粒の白色軽石、小粒の黄橙色粒を少量含む。
1391号土坑　１　1０YR3/4　　暗褐色土　小粒の軽石、炭を少量含む。締まりあり。

２　1０YR4/4　　褐色土　砂質。
139２号土坑　１　1０YR3/２　　黒褐色土　3０ ～ 1００mmの礫、小粒の軽石を含む。締まりあり。

２　1０YR3/4　　暗褐色土　２０ ～ 5０mmの礫を含む。締まりあり。
３　1０YR4/4　　褐色土　小粒の軽石を含む。

14２5号・14２6号土坑　１　1０YR3/２　　黒褐色土　大小の褐色砂質土のブロックを多く含む。締まりあり。
14２7号土坑　１　1０YR3/２　　黒褐色土　小粒の軽石を含む。

２　1０YR3/２　　黒褐色土　大小の褐色砂質土のブロックを多く含む。締まりあり。
14２8号土坑　１　1０YR3/２　　黒褐色土　大小の褐色砂質土のブロックを多く含む。締まりあり。

２　1０YR4/4　　褐色土　砂質。黒色土のブロックを含む。
３　1０YR3/4　　暗褐色土　砂質土のブロック。
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形、縦断面は下底と上部がやや広がる弱い袋状。断面図

と土層観察所見が一致しないが、写真記録を参照すると、

覆土の上位は黒褐色土、中位に黄橙色土斑を含む暗褐色

土があり、下位に黒褐色土が堆積するものと思われる。

陥穴。

1363号土坑　２5-98-Ｗ-1０グリッド　長軸長11０cm、短

軸確認長53cm、深さ２1cm、長軸方位Ｎ-11°-Ｅ。東部が

1364号土坑と重複するが、南北にやや長い不整円形の平

面形を呈したものと思われる。断面形は椀状に近い。覆

土は暗褐色土を主体とする。1364号土坑に切られる。

1364号土坑　２5-98-Ｗ-1０グリッド　長軸長1０4cm、短軸

長54cm、深さ２1cm、長軸方位Ｎ-16°-Ｗ。平面形は南北

に長い楕円形。断面形は鍋状に近いものかと思われる。

覆土は暗褐色土を主体とする。1363号土坑を切る。

1371号土坑　２5-98-Ｓ-1０グリッド　長軸長157cm、短軸

長9０cm、深さ9０cm、長軸方位Ｎ-２5°-Ｅ。平面形は北東

-南西に長い長円形ないし隅丸長方形。断面形は横断面

は上部の開くＵ字状、縦断面は深い鍋状。断面図と土層

観察所見が一致しないが、写真記録を参照すると、覆土

の上位は暗褐色土、中位に黒褐色土があり、下位に地山

ローム起源の黄褐色土斑を多く含む黒褐色土が堆積する

ものと思われる。陥穴。

1372号土坑　２5-98-Ｒ-1０グリッド　長軸長156cm、短軸

長8０cm、深さ1０9cm、長軸方位Ｎ-２5°-Ｅ。平面形は北

東-南西に長い隅丸長方形。壁面が乱れるが、縦横断面

共に、深い鍋状ないし箱状。断面図と土層観察所見が一

致しないが、写真記録を参照すると、覆土の最上位中央

に黄灰色の地山ローム及びその斑を含む黒褐色土があ

り、以下に汚れた地山ロームの小斑を多く含む黒褐色土

が堆積する。下層の分層はローム斑の流入方向によって
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14２9号土坑　１　1０YR3/２　　黒褐色土　大小の褐色砂質土のブロックを多く含む。締まりあり。
143０号土坑　１　1０YR２/1　　黒色土　２０～5０mmの礫を少量含む。締まりあり。
1431号土坑　１　1０YR3/２　　黒褐色土　小粒の軽石、褐色砂質土の小ブロックを含む。

２　1０YR3/２　　黒褐色土　大小の褐色砂質土のブロックを多く含む。締まりあり。
143２号土坑　１　1０YR２/1　　黒色土　小粒の軽石を含む。

２　1０YR3/２　　黒褐色土　黄色の軽石、褐色土のブロックを少量含む。
３　1０YR4/4　　褐色土　黒色土のブロックを含む。
４　1０YR3/4　　暗褐色土　褐色砂質土の大ブロックを含む。
５　1０YR4/4　　褐色土　砂質。黒色土のブロックを含む。

1433号土坑　１　1０YR3/２　　黒褐色土　やや粘性あり。
２　1０YR3/4　　暗褐色土　褐色砂質土の小ブロックを少量含む。やや粘性あり。
３　1０YR3/２　　黒褐色土　褐色砂質土の小ブロックを少量含む。締まりあり。
４　1０YR3/4　　暗褐色土　褐色砂質土大ブロックを少量含む。
５　1０YR3/２　　黒褐色土　褐色砂質土大ブロックとの混土。
６　1０YR4/4　　褐色土　黒褐色ブロックを含む。
７　1０YR3/4　　暗褐色土　大小の褐色砂質土のブロックを含む。
８　1０YR3/4　　暗褐色土　砂質土のブロック。
９　1０YR4/4　　褐色土　砂質。黒色土のブロックを含む。

1434号土坑　１　1０YR3/２　　黒褐色土　褐色砂質土の小ブロックを多く含む。5０mm程の礫を少量含む。
1435号土坑　１　1０YR3/２　　黒褐色土　大小の褐色砂質土のブロックを多く含む。
1436号土坑　１　1０YR3/4　　暗褐色土　褐色砂の小ブロックを含む。
1437号土坑　１　1０YR3/２　　黒褐色土　褐色砂質土の小ブロックを多く含む。5０mm程の礫を少量含む。
1438号土坑　１　1０YR3/4　　暗褐色土　

２　1０YR3/4　　暗褐色土　褐色の砂を含む。
３　1０YR4/4　　褐色土　砂質。黒色土・暗褐色土のブロックを含む。

1439号土坑　１　1０YR3/２　　黒褐色土　２０～5０mmの礫を少量含む。
２　1０YR3/4　　暗褐色土　5０～２００mmの礫を多く含む。
３　1０YR3/２　　黒褐色土　褐色砂のブロックを少量含む。
４　1０YR3/２　　黒褐色土　褐色砂のブロックを多く含む。
５　1０YR4/4　　褐色土　砂質土のブロック。

1441号土坑　１　1０YR3/4　　暗褐色土　褐色砂粒、同ブロックを含む。
144２号土坑　１　1０YR5/1　　褐灰色土　鉄分を多く含む。やや粘性あり。
1443号土坑　１　1０YR3/２　　黒褐色土　1０～5０mmの礫を含む。1０mm程の黄色軽石を少量含む。締まり強い。

２　1０YR3/２　　黒褐色土　褐色砂の大ブロック、５～1０mmの軽石を含む。
３　1０YR3/２　　黒褐色土　褐色砂のブロックを少量含む。

1444号土坑　１　1０YR3/２　　黒褐色土　褐色砂の小ブロック、小粒の軽石を含む。
1445号土坑　１　1０YR２/1　　黒色土　褐色砂のブロック、小粒の軽石を含む。

２　1０YR7/1　　黒色土　炭化物を含む。やや軟質。
３　1０YR3/4　　暗褐色土　褐色砂のブロック含む。締まりあり。
４　1０YR3/２　　黒褐色土　炭化物を含む。

1446号土坑　１　1０YR3/２　　黒褐色土　褐色砂のブロック、炭化物を少量含む。
２　1０YR3/２　　黒褐色土　褐色砂のブロックを多く含む。

1447号土坑　１　1０YR3/２　　黒褐色土　褐色砂のブロック、炭化物を少量含む。
1448号土坑　１　1０YR3/２　　黒褐色土　褐色砂の小ブロックを含む。

２　1０YR3/4　　暗褐色土　褐色砂を多く含む。
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いる。陥穴。

1373号 土 坑　２5-98-Ｑ・Ｒ-1０・11グリッド　長軸長

２7０cm、短軸長13０cm、深さ74cm、長軸方位Ｎ-6０°-Ｅ。

平面形は東西に長い長円形で、中央に隅丸方形の掘り込

みを伴う。横断面は鍋状、縦断面は凹凸の多い不定形。

断面図と土層観察所見が一致しないが、写真記録を参照

すると、覆土は暗褐色土を主体とし、壁際の下層にはロー

ム斑が含まれる。

1375号土坑　２5-98-Ｒ-1０グリッド　長軸確認長54cm、

短軸長43cm、深さ54cm、長軸方位Ｎ-45°-Ｅ。西部を

138２号土坑に切られるが、平面形は北東-南西に長い楕

円形を呈するものと思われる。断面形はゆがんだＵ字状

に近い。断面図と土層観察所見が一致しないが、覆土は

暗褐色土を主体とし、壁際にはローム斑が含まれるもの

と思われる。138２号土坑と重複する。

1377号土坑　２5-98-Ｘ-14グリッド　長軸長48cm、短軸

長37cm、深さ２1cm、長軸方位Ｎ-66°-Ｅ。平面形は東西

にやや長い偏円形。断面形はゆがんだ椀状。覆土は黒色

土を主体とする。

1378号土坑　２5-98-Ｖ-1０グリッド　長軸長1００cm、短軸

長36cm、深さ6２cm、長軸方位Ｎ-46°-Ｗ。平面形は北西

-南東に長く、幅の狭い長円形。断面形はゆがんだ鍋状。

覆土は暗褐色土を主体とする。

1379号土坑　２5-98-Ｗ-1２グリッド　長軸長6０cm、短軸

長34cm、深さ２6cm、長軸方位Ｎ-5０°-Ｅ。平面形は北東

-南西に長い長円形。断面形はゆがんだ椀状。覆土は黒

褐色土を主体とする。

1380号土坑　２5-99-Ｅ-19グリッド　長軸長２4０cm、短軸

長8２cm、深さ２4cm、長軸方位Ｎ-２０°-Ｗ。平面形は北西

-南東に長い隅丸長方形。断面形は鍋状。覆土は黒褐色

土を主体とする。

1381号土坑　２5-99-Ｆ-19グリッド　長軸長15０cm、短軸

長11０cm、深さ34cm、長軸方位Ｎ-２3°-Ｗ。平面形は北

西-南東にやや長い隅丸長方形。断面形は鍋状。覆土は

黒褐色土を主体とする。南壁際にやや大型の円礫が入る。

1382号土坑　２5-98-Ｒ-1０グリッド　長軸長7２cm、短軸

長68cm、深さ47cm、長軸方位Ｎ-65°-Ｗ。平面形はゆが

んだ円形。断面形は鍋状。覆土は暗褐色土を主体とする。

底面に砥石状の亜角礫がある。1375号土坑と重複する。

1391号土坑　２5-1００-Ｆ・Ｇ-16・17グリッド　長軸長

145cm、短軸長1０4cm、深さ77cm、長軸方位Ｎ-4０°-Ｅ。

長辺上部は崩れるが、平面形は北東-南西に長い隅丸長

方形。断面形は上部が開く逆台形。断面図と土層観察所

見が一致しないが、写真記録を参照すると、覆土の上位

は暗褐色土相当かと思われ、下位はより暗色で、底部近

くにはローム斑が含まれるらしい。陥穴。

1392号土坑　２5-1００-Ｅ-18・19グリッド　長軸長85cm、

短軸長5０cm、深さ9cm、長軸方位Ｎ-47°-Ｗ。平面形は

北西-南東に長い楕円形。断面形は皿状。断面図と土層

観察所見が一致しないが、写真記録を参照すると、覆土

は暗褐色土を主体とするものと思われる。

1425号土坑　35- ９-Ｒ・Ｓ- ２・３グリッド　長軸長

13０cm、短軸長6０cm、深さ3２cm、長軸方位Ｎ-14°-Ｗ。

平面形は南北に長い隅丸長方形。断面形は鍋状。覆土は

黒褐色土を主体とする。

1426号土坑　35- ９-Ｓ- ３グリッド　長軸長68cm、短軸

長66cm、深さ２1cm、長軸方位Ｎ- ０°。平面形はゆがん
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1449号土坑　１　1０YR3/２　　黒褐色土　褐色砂の小ブロックを含む。
145０号土坑　１　1０YR3/２　　黒褐色土　褐色砂の小ブロックを含む。
1451号土坑　１　1０YR3/２　　黒褐色土　1０～5０mmの礫を少量含む。
145２号土坑　１　1０YR3/２　　黒褐色土　褐色砂の小ブロックを含む。
1453号土坑　１　1０YR3/２　　黒褐色土　黄色の軽石を含む。
1454号土坑　１　1０YR3/２　　黒褐色土　小黄色の軽石を含む。

２　1０YR3/２　　黒褐色土　5０～ ２００mmの礫を少量含む。軽石を含む。
３　1０YR3/２　　黒褐色土　褐色砂を含む。
４　1０YR3/２　　黒褐色土　褐色砂の大ブロックを含む。
５　1０YR4/4　　褐色土　黄色の軽石を含む。

1455号土坑　１　1０YR3/２　　黒褐色土　1０～5０mmの礫を含む。1０mm程の黄色軽石を少
量含む。締まり強い。

２　1０YR3/２　　黒褐色土　褐色砂のブロックを含む。
1456号土坑　１　1０YR3/4　　暗褐色土　２００～3００mmの礫、炭化物、褐色砂のブロック

を含む。
1457号土坑　１　1０YR3/1　黒褐色土　3０～5０mmの礫を少量含む。

２　1０YR２/3　　黒褐色土　3０～5０mmの礫、1０mm程の礫・黄色軽石を含む。
３　1０YR4/4　　褐色土　ブロック。

1458号土坑　１　1０YR3/２　　黒褐色土　褐色砂の小ブロックを含む。
２　1０YR3/２　　黒褐色土　褐色砂の大ブロックを含む。
３　1０YR3/4　　暗褐色土　1０mm程の黄色軽石を含む。
４　1０YR3/4　　暗褐色土　褐色砂多量に含む。

1459号土坑　１　1０YR3/２　　黒褐色土　褐色砂の小ブロック含む。締まりあり。
２　1０YR3/２　　黒褐色土　褐色砂の小ブロックを多く含む。
３　1０YR3/4　　暗褐色土　褐色砂の大ブロックを含む。
４　1０YR3/２　　黒褐色土　褐色砂少量含む。締まりあり。

146０号土坑　１　1０YR3/２　　黒褐色土　黄色軽石を少量含む。締まりあり。
２　1０YR3/4　　暗褐色土　黄色軽石を少量含む。
３　1０YR２/1　　黒色土　ブロック。

1461号土坑　１　1０YR3/２　　黒褐色土　褐色砂のブロックを少量含む。
２　1０YR3/4　　暗褐色土　褐色砂多量に含む。

146２号土坑　１　1０YR7/1　　黒色土　As-Kkを多く含む。
２　1０YR3/２　　黒褐色土　As-Kkを含まない。
３　1０YR２/1　　黒色土　暗褐色土のブロックを含む。

1463号土坑　１　1０YR3/２　　黒褐色土　炭化物、小粒の軽石を含む。
２　1０YR3/２　　黒褐色土　褐色砂粒を含む。1０mm程の黄色軽石を少量含
　　む。
１　1０YR２/3　　黒褐色土　黄色軽石を少量含む。
２　1０YR3/２　　黒褐色土　黒色土、褐色砂のブロック含む。締まりあり。
３　1０YR3/4　　暗褐色土　褐色土ブロック含む。締まりあり。
４　1０YR4/4　　褐色土　砂質土、暗褐色土のブロックを含む。

1466号土坑　１　1０YR3/4　　暗褐色土　1００～２００mmの角礫を含む。
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1467号土坑　１　1０YR２/3　　黒褐色土　黄色の軽石を少量含む。
２　1０YR3/２　　黒褐色土　黒色土、褐色砂のブロックを含む。締まりあり。
３　1０YR3/4　　暗褐色土　褐色土のブロックを含む。締まりあり。
４　1０YR4/4　　褐色土　砂質土暗褐色土のブロックを含む。

149２号土坑　１　5YR3/２　　暗赤褐色土　黒褐色土を主体とし、焼土粒、焼土ブロックを多量に含む。炭化物を少量含む。
１　5YR3/1　　黒褐色土　黒褐色土を主体とし、炭化物を多量に含むが、焼土粒を含まない。
１　5YR3/２　　赤褐色土　焼土のブロックと暗褐色土の混土。

1567号土坑　１　黒褐色土　小礫を多く含む。
２　黄褐色土　地山ローム砂粒を多く含む。

1568号土坑　１　黒褐色土　砂礫を多く含む。粗粒。
２　黒褐色土　砂礫を多く含む。粗粒。黄色粒がやや目立つ。
３　黄褐色土　黄色砂粒を多く含む。

1569号土坑　１　黒色土　砂質土、若干の小礫を含む。
２　黒褐色土　ローム砂粒、小礫を含む。

1571号土坑　１　黒色土　小礫を多く含む。粗粒。
２　黒褐色土　小礫を多く含む。粗粒。黄色砂粒が目立つ。

1573号土坑　１　黒褐色土　ローム粒を多く含む細粒。
２　黒褐色土　１層よりさらにローム粒を多く含む。
３　黒褐色土　２層と同質だが、ロームブロックを含む。
４　黄褐色土　ロームブロック主体。壁面の崩落土か。
５　黒色土　軟質の黒色土を主体とする。

158０号土坑　１　黒褐色土　白色粒、ローム粒・ブロックを含む。
２　黒褐色土　１層と似るがロームブロックを多く含む。
３　黒褐色土　２層よりロームブロックを多く含む。
４　暗褐色土　ロームブロックが他層より少ない。
５　黄褐色土　黄褐色ロームブロックを主体とする。
６　黄褐色土　ロームブロックを多く含む。締まりあり。
７　黄褐色土　６層と近い。黒色土をブロック状に含む。
８　黒色土　若干のロームを含む。

1583号土坑　１　暗褐色土　砂礫含み、僅かに黄色を含む。
２　暗黄褐色土　１層と似るが黄色土を多く含む。やや締まりあり。
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だ円形。断面形は上部が開く浅いＶ字状。覆土は黒褐色

土を主体とする。

1427号土坑　35-９-Ｓ-３グリッド　長軸長7２cm、短軸

長56cm、深さ２4cm、長軸方位Ｎ-1２°-Ｅ。平面形は南北

に長い偏円形。断面形は上部が開く浅いＶ字状。覆土は

黒褐色土を主体とする。

1428号土坑　35-９-Ｓ-３・４グリッド　長軸長1２０cm、

短軸長8０cm、深さ16cm、長軸方位Ｎ-58°-Ｗ。平面形は

北西-南東に長い長円形。断面形は鍋状。覆土は黒褐色

土を主体とする。

1429号土坑　35-９-Ｔ-３・４グリッド　長軸長7０cm、

短軸長56cm、深さ1０cm、長軸方位Ｎ-43°-Ｗ。平面形は

北西-南東に長い隅丸長方形。断面形は鍋状。覆土は黒

褐色土を主体とする。

1430号土坑　35-９-Ｖ・Ｗ- ４・５グリッド　長軸長

２２０cm、短軸長65cm、深さ1２cm、長軸方位Ｎ-75°-Ｅ。

平面形は東西に長い長円形。断面形は皿状。覆土は黒色

土を主体とする。

1431号土坑　35-９-Ｗ- ３・４グリッド　長軸長13０cm、

短軸長74cm、深さ54cm、長軸方位Ｎ-２°-Ｗ。平面形は

南北に長い隅丸長方形。断面形は箱状。西部底面はえぐ

り込まれる。覆土は黒褐色土を主体とする。

1432号土坑　35-９-Ｘ-３グリッド　長軸長２００cm、短軸

長16０cm、深さ55cm、長軸方位Ｎ-２3°-Ｗ。平面形は南

北に長い偏円形。断面形は鍋状。覆土の上位は黒色土、

下位は褐色土を主体とする。

1433号 土 坑　35-９・1０-Ｙ・Ａ-２グリッド　長軸長

3００cm、短軸長16０cm、深さ66cm、長軸方位Ｎ-２8°-Ｗ。

平面形は北西-南東に長い長円形。断面形は上部が開く、

逆台形状に近い。覆土は黒褐色土、暗褐色土を主体とす

る。

1434号土坑　35-９・1０-Ｙ・Ａ-１・２グリッド　長軸

確認長63cm、短軸長76cm、深さ２7cm、長軸方位Ｎ-68°-Ｅ。

平面形は東西に長い長円形。断面形は椀状。覆土は黒褐

色土を主体とする。

1435号 土 坑　35-９・1０-Ｙ・Ａ-２グリッド　長軸長

194cm、短軸長54cm、深さ49cm、長軸方位Ｎ-59°-Ｅ。

平面形は東西に長い長円形。断面形は鍋状。覆土は黒褐

第387図　古代相当面土坑２1・土坑出土遺物８(２115号土坑)

２115号土坑

２116号土坑 ２117号土坑
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色土を主体とする。

1436号土坑　35- ９・1０-Ｙ・Ａ-１・２グリッド　長軸

長２6２cm、短軸長8２cm、深さ4２cm、長軸方位Ｎ-67°-Ｅ。

平面形は東西に長い長円形。断面形は鍋状。覆土は暗褐

色土を主体とする。

1437号土坑　35- ９-Ｙ- １グリッド　長軸長197cm、短

軸長74cm、深さ79cm、長軸方位Ｎ-２8°-Ｗ。平面形は北

西-南東に長い長円形。断面形は箱状。覆土は黒褐色土

を主体とする。

1438号土坑　35- ９-Ｘ- １グリッド　長軸長118cm、短

軸長9０cm、深さ4２cm、長軸方位Ｎ-２°-Ｅ。平面形は南

北に長い楕円形。断面形は鍋状。覆土の上位は暗褐色土

を主体とし、下位は褐色土を主体とする。

1439号土坑　35- ９-Ｕ・Ｖ-２グリッド　長軸長198cm、

短軸長148cm、深さ73cm、長軸方位Ｎ-3０°-Ｅ。平面形

は北東-南西に長い長円形。横断面は椀状、縦断面は鍋状。

覆土は上・下位は黒褐色土、中位は暗褐色土を主体とす

る。中位には礫が多い。

1441号土坑　35- ９-Ｑ- ２グリッド　長軸長54cm、短軸

長31cm、深さ1０cm、長軸方位Ｎ-58°-Ｗ。平面形は北西

-南東に長い楕円形。断面形は浅い鍋状。覆土は黒褐色

土を主体とする。

1442号土坑　35- ９-Ｕ- １グリッド　長軸長58cm、短軸

長4２cm、深さ17cm、長軸方位Ｎ-16°-Ｗ。平面形は南北

に長い偏円形。断面形は上部が開くＶ字状。覆土は褐灰

色土を主体とする。中央に礫が入る。

1443号土坑　２5-99-Ｖ・Ｗ-２２グリッド　長軸長18０cm、

短軸長1０9cm、深さ54cm、長軸方位Ｎ-47°-Ｗ。平面形

は北西-南東に長い隅丸長方形。断面形は上部が開く逆

台形状。覆土は黒褐色土を主体とする。

1444号土坑　35- ９-Ｑ・Ｒ- ２グリッド　長軸長68cm、

短軸長3０cm、深さ1０cm、長軸方位Ｎ-4２°-Ｗ。平面形は

北西-南東に長い楕円形。断面形は椀状。覆土は黒褐色

土を主体とする。

1445号土坑　35- ９-Ｑ- ２グリッド　長軸長155cm、短

軸長13０cm、深さ17cm、長軸方位Ｎ-35°-Ｅ。平面形は

ゆがんだ円形ないし隅丸方形。断面形は皿状。覆土は黒

色土、暗褐色土を主体とする。

1446号土坑　35- ９-Ｓ- ２グリッド　長軸長6０cm、短軸

長5０cm、深さ1０cm、長軸方位Ｎ-73°-Ｅ。平面形は円形。

断面形は皿状。覆土は黒褐色土を主体とする。

1447号土坑　35- ９-Ｓ- ２グリッド　長軸長56cm、短軸

長5０cm、深さ２6cm、長軸方位Ｎ-４°-Ｅ。平面形は円形。

断面形は上部が開く浅いＶ字状。覆土は黒褐色土を主体

とする。

1448号土坑　35-1０-Ａ- １グリッド　長軸長5０cm、短軸

長4０cm、深さ6cm、長軸方位Ｎ-６°-Ｅ。平面形は南北

に長い楕円形。断面形は皿状。覆土は黒褐色土を主体と

する。

1449号土坑　２5-1００-Ａ-２4グリッド　長軸長58cm、短軸

長4２cm、深さ13cm、長軸方位Ｎ-５°-Ｗ。平面形は南北

に長いゆがんだ長円形。断面形は底面が西に下がる鍋状。

覆土は黒褐色土を主体とする。

1450号土坑　２5-1００-Ｂ-２3グリッド　長軸長54cm、短軸

長3０cm、深さ7cm、長軸方位Ｎ-9０°。平面形は東西に長

い隅丸長方形。断面形は浅い鍋状。覆土は黒褐色土を主

体とする。

1451号土坑　２5-1００-Ｂ-２3グリッド　長軸長6２cm、短軸

長4０cm、深さ14cm、長軸方位Ｎ- ０°。平面形は南北に

長い豌豆状。断面形は底部が乱れ、不整。覆土は黒褐色

土を主体とする。

1452号土坑　２5-1００-Ｃ-２２グリッド　長軸長11０cm、短

軸長54cm、深さ1２cm、長軸方位Ｎ-２０°-Ｗ。平面形は北

西ｰ南東に長い長円形。断面形は皿状。覆土は黒褐色土

を主体とする。

1453号土坑　２5-99-Ｙ-２3グリッド　長軸長7０cm、短軸

長45cm、深さ16cm、長軸方位Ｎ- ０°。平面形は南北に

長い長円形。南部が深く掘り込まれる。断面形は椀状。

覆土は黒褐色土を主体とする。

1454号土坑　２5-99-Ｙ-19グリッド　長軸長154cm、短軸

長1００cm、深さ44cm、長軸方位Ｎ-7２°-Ｗ。平面形は北

西-南東に長い長円形。断面形は鍋状。覆土は黒褐色土

を主体とする。底部近くに褐色土が入る。

1455号土坑　２5-99-Ｘ-２3グリッド　長軸長1０２cm、短軸

長1００cm、深さ２6cm、長軸方位Ｎ-1０°-Ｅ。平面形は円形。

断面形は深い皿状。覆土は黒褐色土を主体とする。

1456号土坑　２5-99-Ｔ-２4グリッド　長軸長1０5cm、短軸

長1０3cm、深さ２8cm、長軸方位Ｎ-76°-Ｅ。平面形は円形。

断面形は鍋状。覆土は暗褐色土を主体とする。

1458号土坑　２5-99-Ｕ・Ｖ-２5グリッド　長軸長1００cm、
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短軸長8２cm、深さ71cm、長軸方位Ｎ-19°-Ｅ。平面形は

南北にやや長い偏円形。断面形は深い鍋状。覆土の上位

は黒褐色土、下位は暗褐色土を主体とする。1２２２号ピッ

トと重複する。

1459号土坑　35- ９-Ｖ- １グリッド　長軸長94cm、短軸

長8０cm、深さ２０cm、長軸方位Ｎ-34°-Ｅ。平面形は北東

-南西に長い長円形。断面形は椀状ないし皿状。覆土は

黒褐色土を主体とする。

1460号土坑　35- ９-Ｐ・Ｑ- １グリッド　長軸長95cm、

短軸長84cm、深さ3０cm、長軸方位Ｎ-63°-Ｗ。平面形は

南北に長い楕円形。断面形は椀状。覆土の上層は黒褐色

土、下層は暗褐色土を主体とする。

1461号土坑　２5-99-Ｘ-19・２０グリッド　長軸長145cm、

短軸長6０cm、深さ6２cm、長軸方位Ｎ-4０°-Ｅ。平面形は

北東-南西に長い隅丸長方形。断面形はＵ字状。覆土の

上層は黒褐色土、下層は暗褐色土を主体とする。

1462号土坑　２5・35-99・９-Ｙ-２5・１グリッド　長軸

長２6０cm、短軸長２２4cm、深さ２6cm、長軸方位Ｎ-86°-Ｅ。

平面形は東西にやや長い隅丸方形。断面形は皿状。覆土

は上下位に黒褐色土があり、中位は暗褐色土を主体とす

る。65号竪穴建物を切る。須恵器椀破片が出土している。

1463号土坑　35-９-Ｔ-１・２グリッド　長軸長２1０cm、

短軸長174cm、深さ15cm、長軸方位Ｎ-66°-Ｅ。平面形

は東西に長い楕円形。断面形は皿状。覆土は黒褐色土を

第388図　古代相当面ピット１

２59号ピット

２67号ピット２66号ピット２65号ピット２64号ピット

２63号ピット２6２号ピット２61号ピット２6０号ピット
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２59号ピット　１　1０YR3/4　　暗褐色土　白色・褐色粒を僅かに含む。	　
２　1０YR3/２　　黒褐色土　黄褐色土ブロックを僅かに含む。　
３　1０YR4/4　　褐色土　白色粒を少量含む。黄褐色土粒を僅かに含む。　
４　1０YR3/3　　暗褐色土　

２6０号ピット　１　1０YR3/3　　暗褐色土　褐色土粒、黄橙色土粒を僅かに含む。
２61号ピット　１　1０YR3/２　　黒褐色土　褐色粒を僅かに含む。　

２　1０YR3/3　　暗褐色土　　黄橙色土粒を少量含む。
２6２号ピット　１　1０YR3/3　　暗褐色土　褐色土粒を僅かに含む。
２63号ピット　１　1０YR3/２　　黒褐色土　褐色粒を僅かに含む。　

２　1０YR3/3　　暗褐色土　　黄橙色土ブロック少量含む。褐色粒を含む。
２64号ピット　１　1０YR3/２　　黒褐色土　褐色土粒を少量含む。炭化物粒を僅かに含む。　

２　1０YR3/3　　暗褐色土　　黄橙色土粒を少量含む。　
３　1０YR4/4　　褐色土　黄橙色土ブロックを多量含む。

２65号ピット　１　1０YR3/3　　暗褐色土　褐色土粒、炭化物粒を僅かに含む。
２66号ピット　１　1０YR3/3　　暗褐色土　黒褐色土粒を少量含む。炭化物粒を僅かに含む。	

２　1０YR4/4　　褐色土　黒褐色土粒を僅かに含む。
２67号ピット　１　1０YR3/２　　黒褐色土　褐色粒、黄橙色粒を僅かに含む。黒色土多量含む。
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主体とする。

1466号土坑　２5-99-Ｓ-２4グリッド　長軸長84cm、短軸

長56cm、深さ２０cm、長軸方位Ｎ-5２°-Ｗ。平面形は北西

-南東に長い隅丸長方形。断面形は緩いＶ字状。覆土は

暗褐色土を主体とする。6２号竪穴建物を切る。

1467号土坑　35- ９-Ｒ・Ｓ-１グリッド　長軸長２5０cm、

短軸長２０8cm、深さ6２cm、長軸方位Ｎ-54°-Ｗ。平面形

は南北に長い不整楕円形。中央部は円形土坑状に掘り込

まれる。断面形は鍋状に近く、中央部は椀状に掘り込ま

れる。覆土の上位は黒褐色土、下位は暗褐色土を主体と

する。

1492号土坑　２6-71-Ａ-16・17グリッド　長軸長1０7cm、

短軸長87cm、深さ不明cm、長軸方位Ｎ-37°-Ｅ。平面形

は南北にやや長い不整円形。断面図を欠くため、覆土の

様相を理解しがたいが、73号、74号焼土由来と思われる

焼土、炭化物を多く含むらしい。35号竪穴建物を切る。

須恵器椀(２～４)、四耳壺片(１)などが出土している。

1567号土坑　２5-1００-Ｄ・Ｅ-7グリッド　長軸長148cm、

短軸長1２０cm、深さ44cm、長軸方位Ｎ-4２°-Ｗ。平面形

は北西-南東に長い楕円形。断面形は鍋状に近いが、北

東辺が大きく開く。覆土の上位は礫を多く含む黒褐色土、

下位は黄褐色土粒を多く含む。須恵器杯・椀(１～３)の

破片が出土している。

1568号 土 坑　２5-1００-Ｅ-6・7グリッド　長軸長4０5cm、

短軸長２5０cm、深さ２8cm、長軸方位Ｎ-18°-Ｗ。平面形

は南北に長い隅丸長方形。断面形は鍋状。覆土は黒褐色

土を主体とする。壁際には黄褐色土が含まれる。須恵器

片が出土している。写真記録を欠く。

1569号 土 坑　２5-1００-Ｆ-8・9グリッド　長軸長２1０cm、

短軸長6２cm、深さ6０cm、長軸方位Ｎ-２°-Ｗ。平面形は

南北に長い隅丸長方形。断面形は鍋状。覆土の上位は黒

色土、下位は黒褐色土を主体とする。須恵器椀(１)の破

第389図　古代相当面ピット２

7０7号ピット7０6号ピット 7０8号ピット 731～734号ピット

735・736号ピット 737・739・74０～74２・745号ピット
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片が出土している。縄文時代の83号竪穴建物の上位にあ

る。写真記録を欠く。

1571号 土 坑　２5-1００-Ｅ・Ｆ- ７グリッド　長軸長

２5０cm、短軸長15０cm、深さ44cm、長軸方位Ｎ-71°-Ｅ。

平面形は東西に長い隅丸長方形。断面形は鍋状。覆土の

上位は黒色土、下位は黒褐色土を主体とする。写真記録

を欠く。

1573号 土 坑　２5-1００-Ｆ-8・9グリッド　長軸長133cm、

短軸長6０cm、深さ8０cm、長軸方位Ｎ-17°-Ｅ。平面形は

南北に長い隅丸長方形。断面形は深い鍋状。覆土は黒褐

色土を主体とする。壁際にはロームブロックが含まれ、

底面近くに黒色土が堆積する。縄文時代の83号竪穴建物

を切る。写真記録を欠く。

1580号 土 坑　２5-1００-Ｆ・Ｇ- ８グリッド　長軸長

37０cm、短軸長２7２cm、深さ11０cm、長軸方位Ｎ-68°-Ｅ。

平面形は東西に長い隅丸長方形で、四隅にピットを持つ。

断面形は鍋状。覆土の上位は黒褐色土を主体とし、中位

に暗褐色土、黄褐色土が堆積する。底面近くには黒色土

が乗る。四隅のピットは深さ５～ 9cmほど。西辺には小

さな中段が付く。竪穴状遺構とされる形態である。9２号

竪穴建物を切る。写真記録を欠く。須恵器椀破片(１・２)

が出土している。

1583号土坑　２5-1００-Ｆ・Ｇ- ７グリッド　長軸確認長

２3２cm、短軸長7０cm、深さ34cm、長軸方位Ｎ-18°-Ｗ。

平面形は北部が1574号土坑に切られるが、南北に長い溝

状を呈するものと思われる。断面形は鍋状に近いものと

思われる。覆土の上位は暗褐色土、下位には黄色土を多

く含む。写真記録を欠く。

1596号 土 坑　２5-1００-Ｂ・Ｃ- ９グリッド　長軸長

155cm、短軸長7０cm、深さ37cm、長軸方位Ｎ-２4°-Ｗ。

平面形は北西-南東に長い隅丸長方形。断面形は鍋状。

覆土は黒褐色土を主体とし、西壁から底面にかけて、暗

黄褐色土が堆積する。写真記録を欠く。

1604号土坑　２5-1００-Ｃ・Ｄ- ５・６グリッド　長軸長

２56cm、短軸長1０6cm、深さ２２cm、長軸方位Ｎ-68°-Ｅ。

平面形は東西に長い隅丸長方形。断面形は鍋状。覆土は

黒褐色土を主体とする。写真記録を欠く。

1968号土坑　２5-89-Ｔ-２3グリッド　長軸長95cm、短軸

長95cm、深さ44cm。平面形はゆがんだ円形。断面形は底

面中央が一段下がるが、椀状に近い。覆土は観察所見を

欠く。

1969号土坑　２5-89-Ｒ・Ｓ-２3グリッド　長軸長194cm、

短軸長1０7cm、深さ44cm、長軸方位Ｎ-57°-Ｗ。平面形

は北西-南東に長いゆがんだ長円形。北西辺が広い。断

面形は椀状、北西端に小さな段が着く。覆土は観察所見

を欠く。土師器小片が出土している。

2115号土坑　２5-89-Ｘ・Ｙ-３グリッド　長軸長175cm、

短軸長11０cm、深さ16cm、長軸方位Ｎ-3°-Ｗ。平面形は

東西に長い楕円形。横断面は中央部が窪み、西部の焼土

堆積部は椀状。縦断面では東部が一段低く、椀状を呈す

る。覆土に関する記載及び写真記録を欠くが、西部上層

に焼土が乗る。鉄滓、墨書のある須恵器椀片を含む土師

器、須恵器、縄文土器小片が多数出土している。写真記

録を欠く。

2116号土坑　２5-89-Ｘ・Ｙ-２・３グリッド　長軸確認長

185cm、短軸長13０cm、深さ２6cm、長軸方位Ｎ-34°-Ｗ。

平面形は円形土坑が重なった三累環状に近い。断面形は

浅い皿状。覆土に関する記録を欠く。写真記録を欠く。

2117号土坑　２5-89-Ｘ・Ｙ-２グリッド　長軸長1００cm、

短軸長67cm、深さ２6cm、長軸方位Ｎ-34°-Ｗ。平面形は

南北に長いゆがんだ楕円形。断面形は皿状に近いが中央

部が鍋状に窪む。覆土に関する記録を欠く。須恵器甕口

縁部片、炭化物が出土している。写真記録を欠く。

（２）ピット

　平安時代のピットは、２74基を記載した。遺跡東部で

は、陥穴状の土坑に近接する、あるいは単独のピットが

点在する。中部では、２6号・43号・44号竪穴建物周辺から、

北の4０号竪穴建物、南の２4号竪穴建物にかけて、竪穴建

物の周囲に比較的高い密度でピットが群在する。11０号

竪穴建物周辺や北の段丘下段面でも同様に、竪穴建物と

土坑、ピットが群在する。遺跡西部では、45号・56号・

51号竪穴建物に囲まれるようにピット群と土坑がある。

南部の1０号・11号柵周辺では、竪穴建物が認められず、

ピット群中に円形、長円形の土坑が点在する。
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95０号ピット

94０号ピット939号ピット935号ピット

944～948号ピット

1０63号ピット

968号ピット

967号ピット964号ピット

943号ピット

949号ピット

1０61・1０6２号ピット1０43号ピット
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25-99-F
-9

Ａ
Ａ′

Ａ Ａ′

1065号ピット

1066号ピット

L=536.40m
Ａ Ａ′
1065号ピット

1

L=536.40m
Ａ Ａ′
1066号ピット

1

25-99-F
-8+2

Ａ Ａ′

L=536.40m
Ａ Ａ′1

25-99-E+1-9+3

Ａ Ａ′

L=536.30m
Ａ Ａ′

1

25-99-E+1-10+1

Ａ Ａ′

L=536.30m
Ａ Ａ′

1

25-99-F
-10

Ａ Ａ′

L=536.30m
Ａ Ａ′

1

25-99-F-9+2

Ａ Ａ′
Ａ Ａ′

1073号ピット 1072号ピット
L=536.30m

Ａ Ａ′
1072号ピット

1

1

L=536.40m
Ａ Ａ′
1073号ピット

25-99-G-8+2

Ａ Ａ′

Ａ Ａ′

Ａ Ａ′1079号ピット

1080号ピット

1078号ピット

L=536.40m
Ａ Ａ′
1078号ピット

1

L=536.40m
Ａ Ａ′
1079号ピット

1

L=536.40m
Ａ Ａ′
1080号ピット

1

25-99-G+3
-8

Ａ Ａ′

Ａ Ａ′

Ａ
Ａ′

1081号ピット

1082号ピット

1083号ピット
L=536.50m

Ａ Ａ′
1081号ピット

1

s

L=536.50m
Ａ Ａ′
1082号ピット

1

1

L=536.50m
Ａ Ａ′
1083号ピット

25-99-H-8+3
Ａ Ａ′

Ａ Ａ′

1084号ピット

1085号ピット
L=536.50m

Ａ Ａ′
1084号ピット

1

L=536.50m
Ａ Ａ′
1085号ピット

1

25-99-G+2-9+1

Ａ Ａ′
L=536.40m

Ａ Ａ′

1

25-99-G+2-9+2

Ａ Ａ′

L=536.40m
Ａ Ａ′1

25-99-G+2-10+2Ａ Ａ′
Ａ

Ａ′

Ａ Ａ′

Ａ
Ａ′

Ａ
Ａ′

Ａ Ａ′
Ａ Ａ′

Ａ Ａ′

Ａ
Ａ′

1091号ピット

1092号ピット

1093号ピット

1103号ピット

1104号ピット

1105号ピット 1106号ピット

1107号ピット

1108号ピット

L=536.40m
Ａ Ａ′
1091号ピット

1

L=536.40m
Ａ Ａ′
1092号ピット

1

L=536.40m
Ａ Ａ′
1093号ピット

1

L=536.40m
Ａ Ａ′
1103号ピット

1

L=536.30m
Ａ Ａ′
1104号ピット

1

L=536.40m
Ａ Ａ′
1105号ピット

1

L=536.30m
Ａ Ａ′
1106号ピット

1

L=536.30m
Ａ Ａ′
1107号ピット

1

L=536.30m
Ａ Ａ′
1108号ピット

1

s

25-99-G+3
-11

Ａ Ａ′

L=536.20m
Ａ Ａ′

1

25-99-G+1
-11+3

Ａ Ａ′

L=536.20m
Ａ Ａ′1

０ ２ｍ１: 60

Ａ Ａ′25-99-H-12+2

L=536.20m
Ａ Ａ′1

第395図　古代相当面ピット８

1０91～1０93・11０3～11０8号ピット

1０67号ピット1０65・1０66号ピット

1０84・1０85号ピット

1０7２・1０73号ピット

1０95号ピット

1０94号ピット1０88号ピット

1０96号ピット

1０86号ピット

1０71号ピット1０7０号ピット1０69号ピット

1０81～1０83号ピット

1０78～1０8０号ピット
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25-99-H+1-12+3

Ａ Ａ′

L=536.10m
Ａ Ａ′1

25-99-H+2
-13+2

Ａ

Ａ′

Ａ Ａ′

Ａ
Ａ′

1119号ピット

1098号ピット

1118号ピット

L=536.10m
Ａ Ａ′
1098号ピット

1

L=536.10m
Ａ Ａ′
1118号ピット

1

L=536.00m
Ａ Ａ′
1119号ピット

1

25-99-G-13+2

Ａ Ａ′
L=536.00m

Ａ Ａ′
1

25-99-E+1-14+1

Ａ Ａ′

Ａ
Ａ′

1100号ピット

1101号ピット

L=535.80mＡ Ａ′
1100号ピット

1

1

L=535.80mＡ Ａ′
1101号ピット

25-99-F
-12Ａ Ａ′

L=536.20m
Ａ Ａ′1

25-99-G-11+1

Ａ Ａ′

Ａ
Ａ′Ａ

Ａ′

1109号ピット

1110号ピット 1111号ピット

1246土
L=536.30m

Ａ Ａ′
1109号ピット

1

L=536.30m
Ａ Ａ′
1110号ピット

1

L=536.30m
Ａ Ａ′
1111号ピット

1

25-99-H+2-10+1
Ａ Ａ′

L=536.40mＡ Ａ′

1

25-99-D+1-11+3

Ａ Ａ′

L=536.00m
Ａ Ａ′1

25-99-D-12+1

Ａ Ａ′

L=536.00m
Ａ Ａ′

1

25-99-E+2-14+1

Ａ Ａ′

L=535.90m
Ａ Ａ′

1

2

25-99-H-13+3
Ａ Ａ′

L=536.00mＡ Ａ′

1

25-99-G+2-9+3

Ａ Ａ′

L=536.30m
Ａ Ａ′

1

25-99-G-10

Ａ Ａ′

L=536.20m
Ａ Ａ′

1

2

25-99-F+2-10+1

Ａ Ａ′

L=536.20m
Ａ Ａ′1

2

25-99-I
-8+2

Ａ Ａ′

L=536.20m
Ａ Ａ′1

25-90-R+3
-16+2

Ａ
Ａ′

Ａ Ａ′

Ａ
Ａ′

Ａ Ａ′

Ａ
Ａ′

Ａ Ａ′

Ａ Ａ′

Ａ Ａ′

1138号ピット

1139号ピット

1132号ピット

1134号ピット
1135号ピット

1136号ピット

1133号ピット

1137号ピット

L=539.70mＡ Ａ′
1132号ピット

1

L=539.60mＡ Ａ′
1133号ピット

1

L=539.50mＡ Ａ′
1134号ピット

1

L=539.70mＡ Ａ′
1135号ピット

1

L=539.70mＡ Ａ′
1136号ピット

1

L=539.70mＡ Ａ′
1137号ピット

1

L=539.50mＡ Ａ′
1138号ピット

1

L=539.60mＡ Ａ′
1139号ピット

1

０ ２ｍ１: 60

第396図　古代相当面ピット９

11００・11０1号ピット

1０98・1118・1119号ピット

111２号ピット11０２号ピット

1０99号ピット1０97号ピット

113２～1139号ピット

11０9～1111号ピット

11２8号ピット

11２6号ピット11２5号ピット11２4号ピット11２０号ピット1115号ピット1114号ピット

1113号ピット
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25-90-R+2-17+1 Ａ Ａ′

L=539.50mＡ Ａ′

1

25-90-S
-17+2

Ａ
Ａ′

Ａ Ａ′

1141号ピット

1142号ピット

L=539.60mＡ Ａ′
1141号ピット

1

L=539.70mＡ Ａ′
1142号ピット

1

25-90-S-18

Ａ Ａ′

Ａ Ａ′

Ａ Ａ′
1145号ピット

1144号ピット

1143号ピット

L=539.60mＡ Ａ′
1143号ピット

1

L=539.60mＡ Ａ′
1144号ピット

1

L=539.60mＡ Ａ′
1145号ピット

1

25-90-S+2-18+2

Ａ Ａ′

L=539.60mＡ Ａ′

1

25-90-S-18+2

Ａ Ａ′

L=539.40mＡ Ａ′

1

25-90-S+3
-16+1

Ａ Ａ′

1

L=539.70mＡ Ａ′

25-90
-S+2
-19+1

Ａ Ａ′

L=539.30mＡ Ａ′
1

2

25-90-T-17

Ａ Ａ′

L=539.70mＡ Ａ′

1

25-98-W
-8+2

Ａ Ａ′

L=536.30m
Ａ Ａ′

1

25-
98-
X+3-8

Ａ Ａ′

L=536.50mＡ Ａ′

1
s

25
-8
9-
Y

-7
+3

Ａ Ａ′

L=536.50mＡ Ａ′
1

2

35-9-Y+1
-2+3

Ａ
Ａ′
Ａ Ａ′Ａ Ａ′Ａ

Ａ
′

1191号ピット

1192号ピット 1193号ピット

1194号ピット

L=531.00m
Ａ Ａ′
1191号ピット

1
L=531.00m

Ａ Ａ′
1192号ピット

1

L=531.10m
Ａ Ａ′
1193号ピット

1

2

L=531.00m
Ａ Ａ′
1194号ピット

1

35-9-X
-3

Ａ Ａ′

L=531.10m
Ａ Ａ′

1

35-9-X-2+1
Ａ Ａ′

L=531.00m
Ａ Ａ′1

35-9-W
-3+1

Ａ Ａ′

Ａ

Ａ
′

1198号ピット

1197号ピット
L=531.10m

Ａ Ａ′
1197号ピット

1

2

L=531.10m
Ａ Ａ′
1198号ピット

1

2

35-9-V+2
-2+3

Ａ Ａ′

Ａ
Ａ′

1200号ピット

1199号ピット L=531.10m
Ａ Ａ′
1199号ピット

1

L=531.00m
Ａ Ａ′
1200号ピット

1

2

3

35-9-V-5+1

Ａ Ａ′

L=531.10m
Ａ Ａ′1

35-
9-W
+2
-3

Ａ Ａ′Ａ Ａ′

1203号ピット
1202号ピット

L=531.10m
Ａ Ａ′
1202号ピット

1

L=531.10m
Ａ Ａ′
1203号ピット

1

2

35-9-R+2
-2

Ａ Ａ′

Ａ Ａ′
1209号ピット

1204号ピット L=530.90mＡ Ａ′
1209号ピット

1

2
3 4

L=530.80mＡ Ａ′
1204号ピット

1

22

０ ２ｍ１: 60

第397図　古代相当面ピット1０

1２０4・1２０9号ピット1２０２・1２０3号ピット

1199・1２００号ピット1197・1198号ピット

1141・114２号ピット

1191～1194号ピット

1143～1145号ピット

115０号ピット1149号ピット1148号ピット1147号ピット1146号ピット

114０号ピット

1２０1号ピット

1196号ピット1195号ピット

1161号ピット116０号ピット1159号ピット
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35-9-R-2+1
Ａ Ａ′

L=530.80m
Ａ Ａ′

1
35-
9-Q
+2-2

Ａ Ａ′

L=530.70m
Ａ Ａ′

1

2

35-9-R+2-1+1 Ａ Ａ′

Ａ
Ａ
′

1207号ピット

1226号ピット

L=530.80m
Ａ Ａ′
1207号ピット

1

L=530.80m
Ａ Ａ′
1226号ピット

1

25-99-R+2-25+3
Ａ Ａ′

L=530.90m
Ａ Ａ′

1

35-9-R+2-1+3
Ａ Ａ′

L=530.80m
Ａ Ａ′

1

35-9-Q+1
-2+1 Ａ

Ａ′
1214号ピット

1212号ピット

L=530.60mＡ Ａ′
1212号ピット

1
2

L=530.60m
Ａ Ａ′
1214号ピット

1

35-9-W+1-1+3

Ａ Ａ′

L=531.00m
Ａ Ａ′1

35-9-W+2
-1

Ａ Ａ′

L=531.00m
Ａ Ａ′1

35-9-Y-3+1

Ａ Ａ′

L=531.10m
Ａ Ａ′1

35-9-Y+3
-1+3Ａ Ａ′

L=531.00m
Ａ Ａ′

1

25-100-A-25+3

Ａ Ａ′

L=530.90mＡ Ａ′
1s
2

25-100-C+1-22

Ａ Ａ′

L=531.10mＡ Ａ′

1

25-100-B+2
-21+2

Ａ
Ａ′

Ａ

Ａ′

Ａ Ａ′

1229号ピット

1219号ピット

1220号ピット

L=531.20m
Ａ Ａ′
1229号ピット

1

L=531.10m
Ａ Ａ′
1219号ピット

1

L=531.10m
Ａ Ａ′
1220号ピット

1

25-100-A+2-20 Ａ Ａ′

L=531.30m
Ａ Ａ′1

2

25-99-V+1
-25+2

Ａ Ａ′
1458土

L=531.00mＡ Ａ′

1

35-9-X-2+2

Ａ Ａ′

L=531.10m
Ａ Ａ′

1

35-9-S+2-2+1

Ａ

Ａ
′

Ａ Ａ′
1224号ピット

1225号ピット

1447土 1446土

L=531.00m
Ａ Ａ′
1224号ピット

1

L=531.00m
Ａ Ａ′
1225号ピット

1

25-99-X
-25+3

Ａ Ａ′

L=530.90m
Ａ Ａ′1

25-99-T+2-24+2

62竪

25-100-B+2-20

Ａ Ａ′

L=531.30m
Ａ Ａ′1

35
-9
-Q

-3
+1

Ａ Ａ′
60竪

L=530.50mＡ Ａ′

1

０ ２ｍ１: 60

Ａ Ａ′

51竪建

25-90-W+2-20+2

L=539.10mＡ Ａ′

1

第398図　古代相当面ピット11

1２15号ピット1２13号ピット1２11号ピット

1２1０号ピット1２０8号ピット1２０6号ピット1２０5号ピット

1２２4・1２２5号ピット

1２19・1２２０・1２２9号ピット

1２1２・1２14号ピット

1２０7・1２２6号ピット

1２3２号ピット1２２8号ピット1２２7号ピット 1２3０号ピット 1２31号ピット

1２２3号ピット1２２２号ピット1２２1号ピット

1２18号ピット1２17号ピット

1２16号ピット
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Ａ Ａ′

2362土

25
-9
0-
C+
2 -1
2

L=541.40m
Ａ Ａ′

1

０ ２ｍ１: 60

第399図　古代相当面ピット1２

1398号ピット

第２節　古代相当面の発掘
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1０55号ピット　１　1０YR4/1　　褐灰色土　暗褐色土ブロック、鉄分凝集が見
られる。やや軟質。

1０56号ピット　１　1０YR4/1　　褐灰色土　鉄分凝集が見られる。
1０57号ピット　１　1０YR3/3　　暗褐色土　黄色の軽石を含む。　

２　1０YR4/1　　褐灰色土　鉄分凝集が見られる。
1０58号ピット　１　1０YR4/1　　褐灰色土　締まりあり。
1０6０号ピット　１　1０YR3/3　　暗褐色土　黄褐色砂を含む。　

２　1０YR3/２　　黒褐色土　やや軟質。
1０61号ピット　１　1０YR3/3　　暗褐色土　黄色の軽石を含む。
1０6２号ピット　１　1０YR3/２　　黒褐色土　1０mm程の礫、炭化物を含む。　

２　1０YR3/3　　暗褐色土　黄色の軽石を含む。
1０63号ピット　１　1０YR3/3　　暗褐色土　黄色の軽石を含む。
1０64号～1０66号ピット　１　1０YR3/２　　黒褐色土　炭化物を含む。
1０67号ピット　１　1０YR3/3　　暗褐色土　黄色の軽石を含む。
1０68号ピット　１　1０YR3/3　　暗褐色土　炭化物を含む。
1０69号～1０74号ピット　１　1０YR3/２　　黒褐色土　軽石、炭化物を含む。
1０75号ピット　１　1０YR4/1　　褐灰色土　鉄分凝集が見られる。
1０78号～1０8０号ピット　１　1０YR3/２　　黒褐色土　軽石、炭化物を含む。
1０81号ピット　１　1０YR3/3　　黒褐色土　軽石、炭化物を含む。
1０8２号ピット　１　1０YR3/２　　黒褐色土　軽石、炭化物を含む。
1０83号・1０84号ピット　１　1０YR3/3　　暗褐色土　軽石、炭化物を含む。
1０85号ピット　１　1０YR3/２　　黒褐色土　軽石、炭化物を含む。
1０86号ピット　１　1０YR3/3　　暗褐色土　軽石、炭化物を含む。
1０88号ピット　１　1０YR3/3　　暗褐色土　炭化物、3０ ～ 5０mmの礫が点在する。
1０94号ピット　１　1０YR3/２　　黒褐色土　1０mm程の礫が点在する。
1０95号ピット　１　1０YR3/3　　暗褐色土　黄褐色砂小ブロックを含む。
1０96号ピット　１　1０YR3/3　　暗褐色土　黄色の軽石をまばらに含む。
11２8号ピット　１　1０YR3/3　　暗褐色土　極小の白色軽石、黄橙色粒を含む。
113２号・1133号ピット　１　1０YR3/3　　暗褐色土　褐色土(1０YR4/6)を少量含
　　　　　　　　　　　	む。
1134号ピット　１　1０YR3/3　　暗褐色土　褐色土(1０YR4/6)を少量含む。
1135号ピット　１　1０YR２/3　　黒褐色土　4０㎜程の礫を僅かに含む。
1136号ピット　１　1０YR3/3　　暗褐色土　褐色土(1０YR4/6)を少量含む。
1137号ピット　１　1０YR3/3　　暗褐色土　褐色土(1０YR4/6)を少量含む。２０㎜

程の礫を僅かに含む。
1138号ピット　１　1０YR3/3　　暗褐色土　褐色土(1０YR4/6)を少量含む。
1139号ピット　１　1０YR3/3　　暗褐色土　褐色土(1０YR4/4)を多く含む…
114０号ピット　１　1０YR3/3　　暗褐色土　褐色土(1０YR4/6)を少量含む。
1141号ピット　１　1０YR3/２　　黒褐色土　1０～15㎜の礫をまばらに含む。3０

㎜程の礫を僅かに含む。
114２号ピット　１　1０YR3/２　　黒褐色土　明黄褐色土(1０YR6/6)を多く含む。
1143号ピット　１　1０YR２/２　　黒褐色土　1０㎜程の礫をまばらに、3０～4０㎜

の礫を僅かに含む。
1144号ピット　１　1０YR3/3　暗褐色土　２０mm程の礫を僅かに含む。
1145号ピット　１　1０YR２/3　　黒褐色土　酸化し赤褐色になった土を僅かに

含む。
1146号ピット　１　1０YR3/3　　暗褐色土　褐色土(1０YR4/4)を多く含む。
1147号ピット　１　1０YR3/２　　黒褐色土　２０～7０㎜程の礫を僅かに含む。

1148号ピット　１　1０YR3/２　　黒褐色土　５～1０㎜の礫を僅かに含む。
1149号ピット　１　1０YR3/２　　黒褐色土　５～15㎜の礫を僅かに含む。　

２　1０YR5/6　　黄褐色土　砂礫。
115０号ピット　１　1０YR２/1　　黒色土　２０～5０㎜の礫をまばらに含む。
1159号ピット　１　1０YR3/２　　黒褐色　黄褐色(1０YR5/8)粘質土ブロック混じ

る。
116０号ピット　１　1０YR3/２　　黒褐色土　黄褐色砂ブロック、炭化物を少量

含む。
1161号ピット　１　1０YR3/3　　暗褐色土　極小の白色軽石、黄橙色粒を含む。　

２　1０YR3/２　　黒褐色土　細粒の白色粒、明赤褐色粒を僅か
に含む。やや粘質。

1191号ピット　１　1０YR5/3　　灰黄褐色土　細粒の白色粒、明褐色土ブロッ
クを含む。

119２号ピット　１　1０YR5/3　　灰黄褐色土　細粒の白色粒を含む。
1193号ピット　１　1０YR5/3　　灰黄褐色土　細粒の白色粒を含む。明褐色土

ブロックを少量含む。　
２　1０YR3/1　　黒褐色土　細粒の白色粒、黄褐色粒を含む。

1194号ピット　１　1０YR5/3　　灰黄褐色土　細粒の白色粒、明褐色土ブロッ
クを含む。

1195号ピット　１　1０YR5/3　　灰黄褐色土　細粒の白色粒、黄褐色粒を含む。
明褐色土ブロックを少量含む。

1196号ピット　１　1０YR3/1　　黒褐色土　細粒の白色粒、黄褐色粒を含む。
1197号ピット　１　1０YR5/3　　灰黄褐色土　細粒の白色粒、明褐色土ブロッ

クを含む。　
２　1０YR6/3　　にぶい黄橙色土　砂質土主体。

1198号ピット　１　1０YR5/1　　褐灰色土　細粒の白色粒、黄褐色粒を含む。
２　1０YR6/3　　にぶい黄橙色土　砂質土主体。

1199号ピット　１　1０YR5/3　　灰黄褐色土　細粒の白色粒、黄褐色粒を含む。
明褐色土ブロックを少量含む。

1２００号ピット　１　1０YR5/3　　灰黄褐色土　細粒の白色粒、黄褐色粒を含む。
明褐色土ブロックを少量含む。　

２　1０YR3/3　　褐色土　黄褐色粒を含む。　
３　1０YR6/3　　にぶい黄橙色土　砂質土主体。

1２０1号ピット　１　1０YR5/1　　褐灰色土　細粒の白色粒、黄褐色粒を含む。
1２０２号ピット　１　1０YR5/1　　褐灰色土　細粒の白色粒、黄褐色粒を多量に

含む。
1２０3号ピット　１　1０YR5/1　　褐灰色土　細粒の白色粒、黄褐色粒を含む。

締りあり。　
２　1０YR6/3　　にぶい黄橙色土　砂質土主体。

1２０4号ピット　１　1０YR5/3　　灰黄褐色土　細粒の白色粒、明褐色土ブロッ
クを含む。　

２　1０YR3/3　　褐色土　黄褐色粒を含む。
1２０5号ピット　１　1０YR5/1　　褐灰色土　細粒の白色粒、黄褐色粒を含む。

締りあり。
1２０6号ピット　１　1０YR5/3　　灰黄褐色土　細粒の白色粒、黄褐色粒を含む。

明褐色土ブロックを少量含む。　
２　1０YR5/1　　褐灰色土　黄褐色粒を含む。やや締りあり。

1２０7号ピット　１　1０YR5/1　　褐灰色土　細粒の白色粒、黄褐色粒を含む。
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締りあり。
1２０8号ピット　１　1０YR5/3　　灰黄褐色土　細粒の白色粒、黄褐色粒を含む。
1２０9号ピット　１　1０YR5/1　　褐灰色土　細粒の白色粒、明褐色土ブロック

を含む。　
２　1０YR5/3　　灰黄褐色土　細粒の白色粒、明褐色土ブロッ

クを多量に含む。　
３　1０YR7/6　　黒褐色土　明褐色土粒を含む。　
４　1０YR3/２　　明褐色土　明褐色土ブロック

1２1０号ピット　１　1０YR5/1　　褐灰色土　細粒の白色粒、明褐色土ブロック
を含む。

1２11号ピット　１　1０YR5/3　　灰黄褐色土　細粒の白色粒、黄褐色粒を多量
に含む。

1２1２号ピット　１　1０YR5/1　　褐灰色土　細粒の白色粒、明褐色土ブロック
を含む。　

２　1０YR5/3　　灰黄褐色土　細粒の白色粒、明褐色土ブロッ
クを多量に含む。

1２13号ピット　１　1０YR7/6　　黒褐色土　明褐色土粒を含む。　
２　1０YR3/２　　明褐色土　明褐色土ブロック

1２14号ピット　１　1０YR5/3　　灰黄褐色土　細粒の白色粒、黄褐色粒を含む。
1２15号ピット　１　1０YR5/1　　褐灰色土　細粒の白色粒、明褐色土ブロック

を含む。
1２16号ピット　１　1０YR5/1　　褐灰色土　細粒の白色粒、黄褐色粒を多量に

含む。
1２17号ピット　１　1０YR5/1　　褐灰色土　細粒の白色粒、黄褐色粒を多量に

含む。締りあり。　
２　1０YR5/3　 　灰黄褐色土　細粒の白色粒、明褐色土ブロッ

クを含む。

1２18号ピット　１　1０YR3/２　　黒褐色　２０～3０mm程の礫、炭少量含む。締
まりあり。

1２19号ピット　１　1０YR3/２　　黒褐色　褐色砂質土ブロックを含む。締ま
りあり。

1２２０号ピット　１　1０YR3/２　　黒褐色　褐色砂質土ブロックを含む。締ま
りあり。

1２２1号ピット　１　1０YR3/２　　黒褐色　小軽石を含む。　
２　1０YR3/4　　暗褐色　1０mm程の礫、黄軽石を少量含む。

1２２２号ピット　１　1０YR3/２　　黒褐色　3０mm程の礫、褐色砂小ブロックを
少量含む。

1２２3号ピット　１　1０YR5/1　　褐灰色土　細粒の白色粒を多量に含む。
1２２4号ピット　１　1０YR5/3　　灰黄褐色土　細粒の白色粒、黄褐色粒、明

褐色土ブロックを含む。
1２２5号ピット　１　1０YR5/1　　褐灰色土　細粒の白色粒、黄褐色粒を多量

に含む。締りあり。
1２２8号ピット　１　1０YR3/1　　黒褐色土　黒褐色土ブロックと明黄褐色土

ブロックの混土。
1２２9号ピット　１　1０YR3/1　　黒褐色土　黒褐色土ブロックと明黄褐色土

ブロックの混土。
1２3０号ピット　１　1０YR3/1　　黒褐色土　粘性強い。地山の明黄褐色土粒

を少量含む。
1２31号ピット　１　1０YR3/4　　暗褐色　細粒の白色粒、黄褐色粒、明褐色

土ブロックを含む。
1２3２号ピット　１　1０YR3/２　　黒褐色　褐色砂ブロックを含む。

１ ２ ３

４ ５ ６

７
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第３章　自然科学分析報告

第１節　自然科学分析の概要

　今回の報告対象範囲では、水田遺構における植物珪酸

体分析、竪穴建物の炭化材等の樹種同定等を株式会社パ

レオ・ラボに委託して行った。また、墓坑出土人骨につ

いて、新潟医療福祉大学の奈良貴史教授に鑑定・分析を

依頼した。

　水田遺構の植物珪酸体分析は、11試料を対象とした。

いずれも中世相当面第２区画の南部で採取されたもので

ある。本文記載では採取位置がわかりにくいため、ｄ面

の平面図と土層断面を掲載する。試料番号２・３は、中

世相当面第２区画ａ面に相当する。水田遺構としては明

確に把握されていないが、間層を挟んだ両層で植物珪酸

体が検出されていて、継続的な稲作の可能性が示唆され

る。試料番号４・５及び1０は同b面で採取されたもので、

４・５はイネが検出されていないが、東側トレンチで採

取された試料番号1０ではイネがある。試料６・７は同ｃ

面の試料である。ともにイネの検出量は少ないものの、

ｃ面には株跡、足跡があって、北側では整った田面が確

認されている。試料番号１は第２区画西辺近くにあって、

他の試料との土層対比ができないが、標高からみるとｃ

面に相当する。鉄分凝集を多量に含む層である。試料番

号８及び11はｄ面相当から採取された試料で、多くのイ

ネを検出している。試料番号９は地山礫層直上にある黒

色土で、イネは検出されていない。

　出土人骨の鑑定分析については、前報告では故楢崎修

一郎氏にこれを依頼していたが、氏の急逝により継続す

ることがかなわなくなった。仕事を引き継いでいただい

た奈良教授に感謝するとともに、楢崎氏のご冥福を心か

らお祈りする。今回の報告では、15体を対象とし、年齢

第4０3図　植物珪酸体試料採取位置
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層では小児１、壮年５、熟年以上６、 不明３、性別では

男性６、女性３、不明６という結果を得ている。前報告

では1２体を対象として、幼児・小児４、壮年相当５、熟

年以上相当３、女性７、男性５という結果を得ている。

この地域の主要な墓所は、発掘対象外である発掘区中央

に南北に張り出した尾根の端部にあって、これを含めな

いと、墓葬の全体像を理解することはできないが、東西

両群で年齢、性別共に構成が大きく異なっている点には

注意したい。

　平安時代竪穴建物等の炭化材樹種同定では、対照資料

とした上ノ平Ⅰ遺跡例と共に、ケヤキ、クリなどの堅硬

な部類の樹種が選択されていることが示された。一方、

１号炭窯は、遺構の再検討からも「炭窯」ではない可能

性が高いものとしたが、炭化材がクリと同定され、炭

の用材としてはあまり用いられないものであることがわ

かった。

　なお、同一業務委託内で実施した、天明泥流下畑の植

物珪酸体分析(第２節試料番号1２)、及び炭化材・植物化

石(第４節)の同定結果を併せて掲載した。また、前報告

で記載した6００号土坑からモモ核、中世相当面水田から

オニグルミ核が出土しているが、これについての記載は

天明泥流下畑における自然科学分析と併せて、別途報告

する。

第4０4図　植物珪酸体試料採取位置断面
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Ａライン
１　1０YR7/２　にぶい黄褐色土　細粒白色軽石を含む。鉄分凝縮ブロックを少量含む。締まり弱い。
２　1０YR7/1　灰白色　１層に類似する。鉄分凝縮ブロックを含む。下層に黄橙色洪水層を含む。
３　1０YR8/8　黄橙色土　洪水層か。
４　1０YR6/3　にぶい黄橙色土　黄橙色土、鉄分凝縮ブロックを多量に含む。
５　1０YR6/1　褐灰色土　細粒白色軽石を少量含む。締まり強い。

Ｂ～Ｄライン
１　1０YR6/1　褐灰色土　細粒白色軽石、明黄褐色粒を少量含む。粘質土。
２　1０YR8/1　浅黄橙色土　細粒白色軽石、褐灰色粘質土ブロックを含む。洪水層主体。
３　1０YR5/1　褐灰色土　細粒白色軽石を少量含む。粘性強く、締まり強い。
４　1０YR7/1　灰白色　細粒白色軽石、浅黄橙色砂粒ブロックを少量含む。
５　1０YR3/1　黒褐色土　細粒白色軽石を多量に含む。明黄褐色粒を少量含む。粘質土。
６　1０YR２/1　黒色土　細粒白色軽石を多量に含む。明黄褐色粒を少量含む。粘質土。
７　1０YR7/3　にぶい黄橙色土　明黄褐色粒を多量含む。細粒白色軽石を含む。洪水層か。
８　1０YR２/1　黒色土　僅かに細粒白色軽石を含むが、混入物はほとんど見られない。粘性強く、

締まり強い。水田耕土か。
９　1０YR5/1　褐灰色土　上層に類似するが、粘性は弱い。
1０　1０YR3/1　黒褐色土　細粒白色軽石を少量含む。明黄橙色粒ブロックを少量含む。粘質土。
11　1０YR5/3　にぶい黄褐色土　にぶい黄褐色土ブロック、細粒白色軽石を少量含む。黒色土ブ

ロックを含む。
1２　1０YR２/1　黒色土　８層に類似し、混入物は見られない。粘質土。
13　1０YR5/1　褐灰色土　細粒白色軽石を多量に含む。明黄橙色粒を少量含む。９層に類似する。
14　1０YR6/1　褐灰色土　細粒白色軽石を多量に含む。鉄分凝縮ブロックを含む。締まりあり。
15　1０YR3/1　黒褐色土　細粒白色軽石、明黄褐色粒を少量含む。粘質土。
16　1０YR6/4　にぶい黄橙色土　細粒白色軽石、黒色土ブロックを含む。洪水砂質層主体。
17　1０YR２/1　黒色土　８層、1２層に類似し、混入物は見られない。粘質土。

18　1０YR5/1　灰黄褐色土　細粒白色軽石を多量に含む。明黄褐色粒を少量含む。
19　1０YR3/1　黒褐色土　細粒白色軽石を僅かに含む。粘質土。
２０　1０YR5/3　にぶい黄褐色土　にぶい黄橙色砂質層ブロックを含む。細粒白色軽石を少

量含む。
２1　1０YR２/1　黒色土　混入物は見られない。粘質性強い。
２２　1０YR3/1　黒褐色土　細粒白色軽石を多量に含む。径５～1０㎜の小石を下層に含む。
２3　1０YR7/1　灰白色土　灰白色シルトブロック主体。僅かに細粒白色軽石を含む。
２4　1０YR２/1　黒色土　細粒白色軽石を多量に含む。灰白色シルトブロックを少量含む。

締まりあり。
２5　地山礫層



第 2節　石川原遺跡の植物珪酸体

１．はじめに

　石川原遺跡において行われた発掘調査で、水田と考え

られる遺構面が検出された。この水田遺構を構成する土

層より採取された土壌試料について植物珪酸体分析を行

い、水田遺構について検証した。また、あわせて畑遺構

の土壌についても植物珪酸体分析を行い、畑作物および

遺跡周辺のイネ科植物について検討した。

２．試料と分析方法

　試料は、6区３面の水田遺構より採取された11試料、

および５区１面の畑遺構より採取された１試料の、総計

1２試料である(表１)。これらの1２試料について、以下の

手順にしたがって植物珪酸体分析を行った。

　秤量した試料を乾燥後再び秤量する(絶対乾燥重量測

定)。別に試料約１g(秤量)をトールビーカーにとり、

約０.０２gのガラスビーズ(直径約０.０4mm)を加える。これ

に3０％の過酸化水素水を約２０～3０cc加え、脱有機物処理

を行う。処理後、水を加え、超音波洗浄機による試料の

分散後、沈降法により０.０1mm以下の粒子を除去する。こ

の残渣よりグリセリンを用いて適宜プレパラートを作製

し、検鏡した。同定および計数は、機動細胞珪酸体につ

いてガラスビーズが3００個に達するまで行った。

３．分析結果

　同定・計数された各植物の機動細胞珪酸体個数とガラ

スビーズ個数の比率から試料１g当たりの各分類群の機

動細胞珪酸体個数を求め(表２)、それらの分布を図１に

示した。以下に示す各分類群の機動細胞珪酸体個数は、

試料１g当たりの検出個数である。

　検鏡の結果、No.１～３、６～８、1０、11の８試料よ

りイネの機動細胞珪酸体が検出された。検出個数は1,２００

個(No.６)～13,6００個(No.８)で、このうちNo. １、２、８、

11の４試料においては5,０００個以上を示している。

　イネ以外ではウシクサ族が最も多く検出されており、

No. ９では7０,０００個近くに達している。次いでキビ族が

多く、多くの試料で２０,０００個前後を示している。ヨシ属

はNo. ９において約55,０００個と突出した産出が特徴的で

ある。その他には、ネザサ節型やササ属型、シバ属など

が検出されている。ササ属型は全試料で観察されている

が、半数の試料で5,０００個以下と、個数的には少ない結

果であった。

４．水田遺構について

　上記したように、イネの機動細胞珪酸体がNo.１～３、

６～８、1０、11の８試料より検出されており、このうち

半数の４試料で5,０００個以上を示している。ここで検出

個数の目安として水田址の検証例を示すと、イネの機動

細胞珪酸体が試料１g当たり5,０００個以上という高密度で

検出された地点から推定された水田址の分布範囲と、実

際の発掘調査で確認された水田址の分布とよく対応する

結果が得られている(藤原，1984)。この検証例から、水

田の有無を検証する際は、この5,０００個を目安に、イネ

の機動細胞珪酸体の産出状態や遺構の状況をふまえて判

断されている。今回の石川原遺跡では、No. １、２、８、

11の４試料において5,０００個以上を示しており、水田遺

構である可能性を支持する結果が得られたと判断され

る。

　No. ３、６、７、1０の４試料においては、水田遺構で

ある可能性を支持する個数、5,０００個には達していない。

しかし、少ないながらもイネの機動細胞珪酸体が検出さ

れており、水田と考えられる遺構も検出されているた

め、これらの試料の採取場所においても水田稲作が行わ

れていた可能性は高いように思われる。なお、検出個数

が少なかった要因としては、稲作が行われていた期間が

短かったためにイネの機動細胞珪酸体の密度が低かった

可能性や、洪水などの影響で機動細胞珪酸体密度の高い

第13表　植物珪酸体分析試料一覧表
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試料番号 区 面 遺構名 サンプル番号 土相
No.1 6 3 水田？ 4 にぶい黄橙色土
No.２ 6 3 水田？ 8 褐灰色土
No.3 6 3 水田？ 1０ 黒褐色土
No.4 6 3 水田？ 13 黒色土
No.5 6 3 水田？ 14 褐灰色土
No.6 6 3 水田？ ２1 灰黄褐色土
No.7 6 3 水田？ ２２ 黒褐色土
No.8 6 3 水田？ ２4 黒褐色土
No.9 6 3 水田？ ２6 黒色土
No.1０ 6 3 水田？ 34 褐灰色土
No.11 6 3 水田？ 4２ 黒色土
No.1２ 5 1 畑 砂礫混じり暗灰色土
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第14表　試料１g当たりの機動細胞珪酸体個数

試　料 イネ ネザサ節型 ササ属型 他のタケ亜科 ヨシ属 シバ属 キビ族 ウシクサ族 不明

(個/ｇ) (個/ｇ) (個/ｇ) (個/ｇ) (個/ｇ) (個/ｇ) (個/ｇ) (個/ｇ) (個/ｇ)

1 6,7００ 4,０００ 13,3００ 1,3００ 4,０００ ０ 16,０００ 31,9００ 4,０００

２ 8,6００ 1,２００ 7,4００ ０ 1,２００ 1,２００ 18,4００ ２5,8００ 7,4００

3 4,3００ 1,4００ 11,4００ 1,4００ ２,8００ ０ 18,5００ 38,3００ 5,7００

4 ０ ０ 11,9００ ０ 3,０００ ０ 38,7００ 4０,２００ 6,０００

5 ０ 1,3００ 9,1００ ０ ２,6００ ０ ２２,２００ 36,6００ 1,3００

6 1,２００ ０ ２,5００ ０ 1,２００ ０ 19,8００ ２２,3００ 5,０００

7 3,5００ 1,２００ 3,5００ ０ 1,２００ ０ ２０,０００ 3０,7００ ２,4００

8 13,6００ 1,２００ ２,5００ ０ 14,8００ ０ ２3,5００ 44,5００ 8,6００

9 ０ 1,5００ 6,０００ ０ 55,3００ ０ 9,０００ 68,8００ 9,０００

1０ ２,5００ ０ ２,5００ ０ 3,7００ ０ 1２,4００ 39,6００ ２,5００

11 8,4００ ０ 4,8００ ０ 3,6００ ０ 9,6００ 39,6００ 4,8００

1２ ０ ０ 4,9００ ０ 1,０００ ０ 3,9００ 16,6００ ２,9００



ビ族が産出しているが、このキビ族はタイヌビエといっ

た水田雑草と考えられ、水田遺構や、その周辺に多く生

育していたと推測される。また、水田遺構や、その周辺

の水路や湿地などにはヨシやツルヨシなどのヨシ属も生

育していたとみられ、地山礫層上面のNo. ９の堆積時期

には、ヨシ属の大群落が形成されていたと推測される。

さらに、No.８においても比較的多くのヨシ属が観察さ

れており、ヨシ原を切り開いて水田稲作が行われるよう

になったものの、一部にヨシ属が残存していた様子がう

かがえる。

　試料から検出されているササ属型については主に森林

の下草的存在としての生育が考えられ、ミヤコザサなど

のササ属型のササ類が、遺跡周辺に成立していた森林の

下に分布していたとみられる。

引用文献
藤原宏志(1984)プラント・オパ－ル分析法とその応用－先史時代の水田
址探査－．考古学ジャ－ナル，２２7，２-7．

部分の土壌が流失してしまっていた可能性などが考えら

れる。一方で、この洪水などにより周囲の水田よりイネ

の機動細胞珪酸体がもたらされた可能性もあり、水田遺

構かどうかについては慎重な検討が必要と思われる。

　No.４、５、９においてはイネの機動細胞珪酸体が検

出されていないため、植物珪酸体分析からは、これらの

試料採取場所で水田稲作が行われていた可能性は低いと

判断される。しかしながら、これらの面においても上述

のように耕作期間が短かった可能性や土壌流失の可能性

により、No.４、５、９においてはたまたまイネの機動

細胞珪酸体が検出されなかっただけである可能性も否定

できない。水田遺構かどうかについては、遺構の状況等、

多方面からの情報を検討した上で、判断する必要がある。

５．遺跡周辺のイネ科植物

　全試料から検出されているキビ族には、エノコログ

サやイヌビエなどの野生種の他、アワやヒエ、キビと

いった栽培種も含まれるが、機動細胞珪酸体の形態から

野生種か栽培種かを判断するのは難しい。検鏡の結果、

No.1２におけるキビ族の検出個数が他の水田遺構の試料

と比べても最も少ない点から判断して、５区１面の畑遺

構においてキビ族の栽培種が栽培されていた可能性は低

いと推察される。なお、水田遺構の試料からは多くのキ
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１～３：イネ(ａ：断面、b：側面)　１：No.１、２：No.８、３：No.11
４：他のタケ亜科(ａ：断面、b：側面)　No.１
５、６：キビ族(側面)　５：No.５、６：No.11
７：ササ属型(ａ：断面、b：側面)　No.８
８：ヨシ属(ａ：断面、b：側面)　No.９
９：ウシクサ族(ａ：断面、b：側面)　No.８
1０：シバ属(断面)　No.２



第 3節　石川原遺跡出土人骨の人類

学的研究

新潟医療福祉大学

奈良貴史・佐伯史子

はじめに

　２０14年群馬県埋蔵文化財事業団による八ッ場ダム

建設工事にともなう水没地区内埋蔵文化財の記録保

存調査による発掘調査で複数の人骨が出土した。こ

れは人類学的調査の報告である。骨の計測法はMartin	

and	Saller(1957)と馬場(1991)に、顔面平坦度計測は

Yamaguchi(1973)に、歯の計測法は藤田(1949)に従った。

頭骨の計測値は表１、四肢骨の計測値は表２に示した。

938号人骨

遺存状況：骨の保存状態は概して不良である。頭骨は各

部位が遺存するものの、欠損のため全体の復元が困難で

ある。同定できた部位は図１の黒塗りで示す。その他、

細片化の著しい肋骨・椎骨片が確認される。同定できた

残存歯は次のとおりである。

年齢：確認できる四肢骨の化骨化が完了していることか

ら、成人段階には達していた。頭骨３主縫合の内・外板

とも閉じていないことから、成人段階でも壮年程度と思

われる。

性別：左寛骨の大坐骨切痕の陥入が広いこと、頭骨にお

いて額が垂直に立ちあがり、前頭結節が認められること

から、女性と思われる。

特記事項：前頭骨に前頭縫合が遺存している。上顎の中・

切歯の舌側面に明瞭な窪みがみられ、シャベル型切歯に

相当する。

939号人骨

遺存状況：骨の保存状態は概して良好である。頭骨は顔

面部が一部欠損するが、ほほ完形に近い。同定できた部

位は図２の黒塗りで示す。その他、細片化の著しい肋骨・

椎骨片が確認される。残存歯は次のとおりである。

年齢：上顎左右の第３大臼歯が萌出完了していることか

ら成人段階には達していた。頭骨３主縫合で冠状縫合の

内板が一部閉じていること、咬耗が比較的軽微なことか

ら、成人段階でも壮年期後半程度と思われる。

性別：寛骨の大坐骨切痕が狭く、頭骨においては、額が

垂直に立ち上がらず、前頭結節が認められないことから、

男性と思れる。

推定身長：左脛骨最大長から藤井の推定身長式で算出し

た推定身長は146.5㎝であり、江戸時代平男性の平均155

㎝よりもかなり低い値である。

特記事項：下顎左第３大臼歯が横になって歯槽に埋まっ

た状態の水平埋伏智歯である

940号人骨

遺存状況：骨の遺存状況は概して不良である。同定でき

た部位は図３の黒塗りの部分で示す。その他、細片化の

著しい肋骨・椎骨片が確認される。同定できた残存歯は

次のとおりである。

年齢：右大腿骨近位部の化骨化が終了していることから、

成人段階には達していた。植立している下顎右第１大臼

歯の咬耗がエナメル質に限定されることから、成人段階

でも若い壮年段階と思われる。

性別：性別を推定できる部位が遺存していないため不明。

941号人骨

遺存状況：骨の保存状態は概して不良である。頭骨は各

部位が遺存するものの、欠損のため全体の復元が困難で

ある。同定できた部位は図４の黒塗りで示す。同定でき

た残存歯を以下に示す。

年齢：確認できる四肢骨の骨端部の化骨化が終了してい

ることから、成人段階には達していた。頭骨３主縫合の

うち冠状・矢状縫合の外板が消失していることから、成

人段階でも熟年以上と思われる。

性別：頭骨の眉間の隆起が顕著で、乳様突起が膨隆し、

外後頭隆起が発達することから、男性と推定される。

特記事項：下顎左第３大臼歯が横になって歯槽に埋まっ

た状態の水平埋伏智歯である。上顎の中・側切歯の舌側

面に明瞭な窪みがみられシャベル型切歯に相当する。
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942号人骨

遺存状況：骨の遺存状況は概して不良である。同定でき

た部位は図５の黒塗りの部分で示す。同定できた残存歯

を以下に示す。

年齢：下顎左右の中・側切歯ならびに第１大臼歯が萌出

完了し、第２大臼歯が萌出直前で歯槽の中にあること、

遊離歯の下顎左右第２乳臼歯が確認できることから、1０

歳前後の小児と思われる。

性別：上顎左中切歯の近遠心径が9.34㎜と近世男性平均

8.64㎜(SD　０.4２)よりも１標準偏差以上大きいことか

ら、男性と推定される。

特記事項：上顎の中・側切歯の舌側面に窪みがみられシャ

ベル型切歯に相当する。下顎右第１大臼歯に齲蝕が認め

られる。

956号人骨

遺存状況：骨の遺存状況は比較的良好である。頭骨にお

いては、上顎骨の一部と下顎骨の下顎枝を欠損するもの

の比較的良好な状態で遺存する。同定できた部位は図６

の黒塗りの部分で示す。下顎骨は臼歯部に吸収されか

かった歯槽が１か所確認できるが、その他の歯槽は吸収

されており、無歯顎だったと思われる。歯は確認されて

いない。

年齢：確認できる四肢骨の骨端部の化骨化が終了してい

ることから、成人段階には達していた。頭骨３主縫合の

うち冠状縫合の外板の一部消失していることから、成人

段階でも熟年以上と思われる。

性別：	寛骨の大坐骨切痕が比較的狭く、頭骨においては

眉間の隆起が発達し、額が垂直に立ちあがらず、前頭結

節が認められず、乳様突起が膨隆し、外後頭隆起が顕著

に発達することから、男性と推定される。

特記事項：前頭骨に前頭縫合が遺存している。

961号人骨

遺存状況：骨の遺存状況は概して不良である。同定でき

た部位は図７の黒塗りの部分で示す。一括として取り上

げられた骨の中には、この個体と重複する成人男性と思

われる骨が混在していた。

年齢：確認できる四肢骨の骨端部の化骨化が終了してい

ることから、成人段階には達していた。遺存しているラム

ダ縫合において内板は消失し、外板は半分ほど消失して

いることから、成人段階でも熟年期後半以上と思われる。

性別：乳様突起も小さく、外後頭隆起も発達していない

ことから、女性と推定される。

1280号人骨

遺存状況：骨の遺存状況は不良である。頭骨は顔面部と

頭蓋冠右側を中心に保存される。同定できた残存歯は以

下である。

体幹・四肢骨は細片化が著しく、大腿骨骨幹部が同定で

きただけである。

年齢：上顎左右の第３大臼歯が萌出完了していることか

ら成人段階には達していた。下顎右第１大臼歯の咬耗に

おいて象牙質が線状に露出していることから、成人段階

でも熟年以上の可能性が高い。

性別：大腿骨骨幹部が比較的頑強なことから、男性と思

われる。

特記事項：：中・側切歯の舌側面に明瞭な窪みがみられ

シャベル型切歯に相当する。

1407号人骨

遺存状況：骨の遺存状況は概して不良である。同定でき

た部位は図８の黒塗りの部分で示す。

年齢：左大腿骨の近位骨端の化骨が完了していることか

ら成人段階に達していた。頭骨３主縫合いずれも内・外

板の癒合が全く見られないことから、成人段階でも若い

壮年期前半と思われる。

性別：外後頭隆起の発達が認められないことから、女性

と思われる。

1420号人骨

遺存状況：骨の遺存状況は不良である。細片化が著しい

頭骨・四肢骨片が遺存する。

年齢：遺存する四肢骨の厚さから乳・幼児段階ではない

が、詳細は不明。

性別：性別を推定できる部位が遺存していないため不明。	

1305号人骨

遺存状態：遺存状態は不良である。細片化が著しい四肢

骨片が遺存する。

年齢：年齢を推定できる部位が遺存していないため不明。

性別：性別を推定できる部位が遺存していないため不明。
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1320号人骨

遺存状況：骨の遺存状況は概して不良である。同定でき

た部位は図９の黒塗りの部分で示す。同定できた残存歯

は次のとおりである。

年齢：上顎左右第１大臼歯の咬耗において象牙質が線状

に露出していることから、成人段階でも、熟年以上の可

能性が高い。

性別：左側頭骨乳様突起が大きく膨隆し、大腿骨骨幹部

が頑強なことから、男性と推定される。

	1566 号人骨

遺存状況：骨の遺存状況は不良である。細片化した四肢

骨片が確認できるだけである。唯一同定できた部位は大

腿骨骨幹部後面である。

年齢：大腿骨後面の粗線の発達程度から、成人段階に達

していたと思われる。

性別：	粗線の発達が顕著なことから、断定はできないが

男性と思われる。

1797号人骨

遺存状況：骨の遺存状況は概して不良である。頭骨は、

細片化が著しく、左右の側頭骨岩様部、左下顎体片が確

認される。四肢骨も細片化が著しく同定できたものはな

い。同定できた残存歯は次のとおりである。

年齢：上顎左右第１大臼歯の咬耗において象牙質が線状

に露出していることから、成人段階でも熟年以上の可能

性が高い。

性別：性別を推定できる部位が遺存していないため不明。

特記事項：下顎右第２大臼歯に齲蝕が認められる。中・

側切歯の舌側面に明瞭な窪みがみられ、シャベル型切歯

に相当する。

1824号人骨

遺存状況：骨の遺存状況は不良である。上・下顎骨の歯

列と四肢骨片が遺存する。同定できた残存歯は以下であ

る。

年齢：上顎右第３大臼歯の萌出が完了していることから、

成人段階に達していた。上下大臼歯の咬耗がいずれも象

牙質まで及んでいないことから、成人段階でも若い壮年

程度と思われる。

 性別：	性別を推定できる部位が遺存していないため不

明。

まとめ

　今回発掘された人骨の例数は僅かであるが人骨の年齢

と性別の構成を検討してみる。人骨の推定年齢を未成人

４段階［乳児(０－１歳)］、幼児(１－６歳)、小児(６－

1２歳)、若年(1２－２０歳)］、成人３段階［壮年(２０－4０歳)、

熟年(4０－6０歳)、老年(6０歳以上)］と分類した場合、こ

れらに当てはめることのできる1２個体において、年齢構

成は、小児１個体、壮年５個体、熟年以上６個体である。

近世において乳・幼児死亡率が高かったと思われるが、

乳・幼児の個体は確認できなかった。また、明らかに老

年以上と推定される個体もなかった。壮年の割合が半数

近くを占める。男女の性比については、性別が推定でき

た９個体中、男性６体、女性３体で男性の方が多い。

　また、齲蝕が確認されたのは２個体の２本のみで、観

察された歯の総数２63本から計算された齲歯率は０.76％

でかなり低い。中世から近世に相当する江戸郊外の農村

部の成人の齲歯率は、埼玉県鶴ヶ島市お寺山遺跡０.8%(４

本/486本)(佐倉,	1985)、神奈川県横浜市上の山遺跡

4.6%(８本/173本)(森本他,	199２)、東京都国立市南養

寺遺跡1.9%(４本/２11本)(梶ヶ山他,	1995)である。一

方、江戸府内の成人の齲歯率は、佐倉(1964)によれば深

川雲光院19.3%(1２3本/638本)、深川浄心寺２０.4%(1０8

本/53０本)と報告されている。本遺跡の土坑から検出さ

れた人骨の齲歯率は、従来の農村部の遺跡同様に低い傾

向にある。この差は近世の都市部と農村部の食料などの

生活環境の違いに起因すると思われる。

　計測可能な四肢長骨から、藤井の推定法により男性１

体を推定できた。推定身長は男性146.5㎝と当時として

は低い身長である。
文献
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71：２1-45.
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M a r t i n ’ s	
No.

938 939 941 956 961
計測項目・示数 壮年男性 壮年男性 熟年以上男性 熟年以上男性 熟年以上女性

左 右 左 右 左 右 左 右 左 右
1 脳頭蓋最大長 181 18０ 191 18２

8 脳頭蓋最大幅 136 146

8/1 頭蓋長幅示数 75.5 76.4

9 最小前頭幅

17 バジオン・ブレグマ高 13０ 139

17/1 頭蓋長高示数 7２.２ 7２.8

4０ 顔長

45 頬骨弓幅

47 顔高

48 上顔高

51 眼窩幅 36 39

5２ 眼窩高 31 33

5２/51 眼窩示数 86.1 84.6

54 鼻幅 ２1

55 鼻高

57 鼻骨最小幅

57(２) 鼻骨上幅

61 上顎歯槽突起幅

67 前下顎幅

68(1) 下顎投影最大長

69(1) 下顎体高 ２6

69(3) 下顎体厚 16

7０ 下顎枝高 47

7０a 投影下顎枝高 49

7０(1) 前下顎枝高

71 下顎枝幅 3２

71/7０ 下顎枝示数 68.1

顔面平坦度(Yamaguchi	1973)

57 鼻骨最小幅 8.7 6.4

57a 鼻背稜からの垂線 3.5 1.8

鼻骨平坦度示数 39.8 ２7.4

計測値の単位：mm、括弧内は推定値



第16表　成人四肢骨の計測値

写真２　938号人骨第4０6図　938号人骨
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M a r t i n ’ s	
No.

938 939 941 961
計測項目・示数 壮年男性 送付年男性 熟年以上男性 熟年以上男性

左 右 左 右 左 右 左 右
上腕骨
5 中央最大径 ２２
6 中央最小径 19
7 骨体最小周 61
7a 中央周 68
6/5 骨体横断示数 86.3
大腿骨
6 骨体中央矢状径 ２6 ２7 ２9 ２4
7 骨体中央横径 ２7 ２7 ２9 ２6
8 骨体中央周 83 83 89 8２
9 骨体上横径 36 36 3２
1０ 骨体上矢状径 ２6 ２6 ２２
6/7 骨体中央断面示数 96.２ 1００ 1００ 9２.3
脛骨
1 脛骨全長
1a* 脛骨最大長 313
8 中央最大矢状径 ２6
8a 栄養孔位最大径 ２6 31 3０
9 中央横径
9a 栄養孔位横径 19 ２２ ２1
1０ 骨体中央周
1０a 栄養孔位周 74 84 78
1０b	 骨体最小周
9/8 中央横断示数
計測値の単位：mm、括弧内は推定値



第4０7図　939号人骨 写真３　939号人骨

写真４　94０号人骨第4０8図　94０号人骨
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第41０図　94２号人骨

写真5　941号人骨

第411図　956号人骨

第4０9図　941号人骨
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第414図　13２０号人骨

第41２図　961号人骨 第413図　14０7号人骨
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第４節　石川原遺跡出土植物遺体の

樹種同定

１．はじめに

　群馬県長野原町の石川原遺跡から出土した植物遺体の

樹種同定を行なった。

２．試料と方法

　試料は、２０号竪穴建物、48号竪穴建物、１号炭窯、

２75号ピット、２38号土坑、２46号土坑、561号土坑、１区

C4畑１面、１区C5畑１面、１区C6畑１面、１区C１面炭

化物集中から出土した炭化材と、１号水路脇５区１面か

ら出土した植物化石で、計37点である。また比較試料と

して、上ノ平Ⅱ遺跡の13号住居跡と２3号住居跡の炭化材

６点の分析も行った。同定した試料数は、合計43点となっ

た。

　時期については、２０号竪穴建物は9世紀後半～1０世紀

前半、48号竪穴建物は1０世紀前半、１号炭窯、２75号ピッ

ト、561号土坑は中世か近世前期、１区C4畑１面、１区

C5畑１面、１区C6畑１面と、１区C1面炭化物集中、１号

水路脇５区１面は1783年と考えられ、２38号土坑と２46号

土坑は中近世と思われるが、時期不明である。

　樹種同定では、まず試料を乾燥させ、材の横断面(木

口)、接線断面(板目)、放射断面(柾目)について、カミ

ソリと手で割断面を作製し、整形して試料台にカーボン

テープで固定した。その後イオンスパッタにて金蒸着を

施し、走査型電子顕微鏡(KEYENCE社製　VE-98００)にて検

鏡および写真撮影を行なった。

３．結果

　同定の結果、広葉樹ではカツラ属とサクラ属、ケヤキ、

クリ、コナラ属コナラ節(以下、コナラ節)、ハンノキ属

ヤシャブシ亜属(以下、ヤシャブシ亜属)、クマシデ属イ

ヌシデ節(以下、クマシデ節)、ニシキギ属、ミズキ属の

９分類群と、単子葉のイネ科１分類群がみられた。

　クリが最も多く２1点で、ケヤキが８点、イヌシデ節が

３点、カツラ属とサクラ属、コナラ節、ヤシャブシ亜属、

ニシキギ属、ミズキ属、イネ科が各１点であった。また、

草本類までの同定となった試料が３点、植物繊維？まで

の同定にとどまった試料が１点あった。同定結果を表１

に、一覧を付表１に示す。

　以下に、同定された材の特徴を記載し、図版に走査型

電子顕微鏡写真および試料の全体写真を示す。

(１)カツラ属　Cercidiphyllum　カツラ科　図版１　

1a-1c(No.3０)

　小型の道管がほぼ単独で密に散在する散孔材である。

道管は1０～２０段程度の階段穿孔を有し、道管要素の末尾

にらせん肥厚が確認できる。放射組織は上下端１～３個

が直立する異性で、幅１～２列となる。

　カツラ属にはカツラとヒロハカツラがある。代表的な

カツラは温帯の谷筋の肥沃な土地に生える日本固有種

で、落葉高木の広葉樹である。材は軽軟で、切削加工は

容易である。

(２)サクラ属(広義)　Prunus	s.l.　バラ科　図版１　

２a-２c(No.２1)

　小型の道管が単独ないし数個、放射方向または斜め方

向に複合してやや密に散在する散孔材である。道管は単
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第17表　出土植物遺体の樹種同定結果
遺跡名 上ノ平Ⅱ遺跡 石川原遺跡

合計
時期 1０世紀前半 1０世紀前半 中世か近世前期 1783年 不明

樹種 遺構
13号	
住居跡

２3号	
住居跡

２０号	
竪穴建物

48号	
竪穴建物

1号	
炭窯

２75号	
ピット

561号	
土坑

1区C	
4畑1面

1区C	
5畑1面

1区C	
6畑1面

1区C1面	
炭化物集中

1号水路脇	
5区1面

２38号	
土坑

２46号	
土坑

カツラ属 1 1	
サクラ属 1 1	
ケヤキ 1 ２ 5 8	
クリ ２ ２ 3 1 1 ２ ２ 3 1 4 ２1	
コナラ属コナラ節 1 1	
ハンノキ属ヤシャブシ亜属 1 1	
クマシデ属イヌシデ節 3 3	
ニシキギ属 1 1	
ミズキ属 1 1	
イネ科 1 1	
草本類 3 3	
植物繊維？ 1 1	

合計 3 3 1０ 5 1 1 1 1 ２ ２ 3 3 1 7 43	



穿孔を有し、内壁にはらせん肥厚がみられる。放射組織

は上下端１列が直立する異性で、幅１～５列となる。

　広義のサクラ属には、モモ属とスモモ属、アンズ属、

サクラ属、ウワミズザクラ属、バクチノキ属がある。樹

種同定ではモモ属とバクチノキ属以外は他のサクラ属と

識別できないため、広義のサクラ属とはモモ属とバクチ

ノキ属を除くサクラ属を指す。

(３)ケヤキ　Zelkova	serrata	(Thunb.)	Makino　ニレ科　

図版１　3a-3c(No.13)

　年輪のはじめに大型の道管が１～２列並び、晩材部で

は急に径を減じた道管が多数複合し、接線～斜線方向に

配列する環孔材である。軸方向柔組織は周囲状となる。

道管は単穿孔を有し、小道管の内壁にはらせん肥厚がみ

られる。放射組織は上下端１列が方形となる異性で、幅

１～５列となる。放射組織の上下端には、結晶が認めら

れる。

　ケヤキは温帯から暖帯にかけての肥沃な谷間などに好

んで生育する落葉高木の広葉樹である。材はやや重くて

硬いが、切削などの加工はそれほど困難ではない。

(４)クリ　Castanea	crenata	Siebold.	et	Zucc.　ブナ科　

図版１　4a-4c(No.1)

　年輪のはじめに大型の道管が１～３列並び、晩材部で

は徐々に径を減じる道管が火炎状に配列する環孔材であ

る。軸方向柔組織はいびつな線状である。道管は単穿孔

を有する。放射組織は同性で、単列である。

　クリは、北海道の石狩、日高地方以南の温帯から暖帯

にかけての山林に分布する落葉中高木の広葉樹である。

材は重硬で、耐朽性が高い。

(５)コナラ属コナラ節　Quercus	sect.	Prinus　ブナ科　

図版１　5a-5c(No.２5)

　年輪のはじめに大型の道管が１～２列並び、晩材部で

は急に径を減じた、薄壁で角張った道管が火炎状に配列

する環孔材である。軸方向柔組織はいびつな線状となる。

道管は単穿孔を有する。放射組織は同性で、単列のもの

と広放射組織がみられる。

　コナラ属コナラ節にはコナラやミズナラなどがあり、

温帯から暖帯にかけて広く分布する落葉高木の広葉樹で

ある。代表的なミズナラの材は、やや重く強靭で、切削

加工はやや難しい。

(６)ハ ン ノ キ 属 ヤ シ ャ ブ シ 亜 属　Alnus	subgen.	

Alnaster　カバノキ科　図版１、２　6a-6c(No.17)

　小型の道管が、放射方向に数個複合して分布する散孔

材である。軸方向柔組織は短接線状もしくは散在状とな

る。道管の穿孔は1０～２０段程度の階段状である。放射組

織は単列で、同性である。

　ヤシャブシ亜属は主に温帯に分布する落葉高木または

低木で、ミヤマハンノキやヤシャブシなど４種がある。

材の硬さと重さは中庸である。

(７)クマシデ属イヌシデ節　Carpinus	sect.	Eucarpinus　

カバノキ科　図版２　7a-7c(No.7)

　小型の道管が単独ないし２～７個放射方向に複合して

やや疎らに散在する散孔材である。道管は単穿孔を有す

る。放射組織は同性で、幅１～４列のものと集合放射組

織がみられる。

　クマシデ属イヌシデ節は温帯から暖帯の山林などに分

布する落葉高木の広葉樹である。材はやや重くて硬く、

割裂しにくい。切削加工は中庸である。

(８)ニシキギ属　Euonymus　ニシキギ科　図版２　

8a-8c(No.9)

　小型の道管がほぼ単独で散在する散孔材である。道管

は単穿孔を有し、内壁にはらせん肥厚がみられる。放射

組織は上下端１列が直立する異性で、単列となる。

　ニシキギ属にはニシキギやマユミなどがあり、代表的

なマユミは、北海道から九州までの山地にみられる落葉

高木または小高木の広葉樹である。材は強靭で靭性があ

る。

(９)ミズキ属　Swida　ミズキ科　図版２　9a-9c(No.11)

　小型の道管がほぼ単独で散在する散孔材である。晩材

部では、道管の径が減じる傾向がみられる。道管は２０

～4０段程度の階段穿孔を有する。放射組織は上下端１～

３列が直立ないし方形となる異性で、幅４～８列となる。

　ミズキ属にはミズキやクマノミズキなどがあり、丘陵

地や平地に分布する落葉中高木の広葉樹である。代表的

なミズキの材は、やや硬いが、切削加工は容易である。

(1０)イネ科　Gramineae　図版２　1０a(No.19)

　向軸側の原生木部、その左右の２個の後生木部、背軸

側の篩部の三つで構成される維管束が散在する単子葉植

物の稈である。維管束の配列は不整中心柱となる。維管

束鞘の細胞は比較的薄い。

　イネ科はタケ亜科やキビ亜科など７亜科がみられる単
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子葉植物であるが、対照標本が少なく、同定には至って

いない。

(11)草本類　Herbaceous	plant　図版２　11a(No.39)

　横断面では維管束が確認できたが、維管束の配列や形

状は確認できなかった。そのため、草本類までの同定と

なった。

(1２)植物繊維？　Plant	fiber?　図版２　13a(No.37)

　横断面では維管束の一部らしきものが確認できたが、

試料が微細なため、それ以上の確認が行えなかった。

４．考察

　　９世紀後半～1０世紀前半の２０号竪穴建物の炭化材はケ

ヤキとクリ、イヌシデ節、ニシキギ属、ミズキ属、1０世

紀前半の48号竪穴建物の炭化材はケヤキのみであった。

これらの炭化材はいずれも焼けた建築材と考えられる。

いずれも堅硬な部類の樹種で(伊東ほか，２０11)、建築材

に堅硬な樹種が選択されていたと考えられる。また、上

ノ平Ⅱ遺跡の1０世紀前半の２軒の住居跡の炭化材は、カ

ツラ属とケヤキ、クリで、やはり堅硬な樹種が利用され

ており(伊東ほか，２０11)、傾向は一致する。長野原町内

の楡木Ⅱ遺跡の平安時代の竪穴建物でも、ケンポナシ属

やクリ、コナラ節を中心とした堅硬な部類の樹種が確認

されており(伊東・山田編，２０1２)、傾向は一致する。

　１号炭窯の炭化材はクリ、２75号ピットの炭化材はヤ

シャブシ亜属であった。１号炭窯の炭化材は、燃料材か

焼成した炭製品の可能性が考えられ、２75号ピットの炭

化材は用途不明である。いずれの樹種も薪炭材として多

く利用される樹種である(伊東ほか，２０11)。群馬県内の

平安時代の炭窯ではコナラ属クヌギ節(以下、クヌギ節)

が極めて多く出土しており(伊東・山田編，２０1２)、今回

の１号炭窯の炭化材は地域の傾向とは異なる様相を示し

た。

　中世か近世前期の561号土坑では、コナラ節が出土し

た。試料の用途は不明である。遺跡周辺に生育していた

コナラ節が利用されたと考えられる。

　　1783年の１区C4畑１面、１区C5畑１面、１区C6畑１面、

１区C1面炭化物集中の炭化材は、いずれもクリであった。

いずれも用途は不明である。遺跡周辺に生育していたク

リが利用されたと考えられる。また、１号水路脇５区１

面の植物化石３点は、いずれも草本類であった。

　時期不明の２38土坑の炭化材はクリ、２46土坑の炭化材

はサクラ属とクリ、イネ科植物、植物繊維？であった。

いずれも用途は不明である。また、いずれも遺跡周辺に

生育していた樹木が利用しされたと考えられる。なお、

植物繊維？については、例えばシュロ属などの繊維質の

皮などの可能性が考えられる。

引用文献
伊東隆夫・佐野雄三・安部　久・内海泰弘・山口和穂(２０11)日本有用樹木
誌．２38p，海青社．
伊東隆夫・山田昌久編(２０1２)木の考古学―出土木製品用材データベース―．
449p，海青社．
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第18表　出土植物遺体の樹種同定結果一覧
試料	

No.
遺跡名 遺構種別

遺物	

No.
種類 樹種 時期 備考

1	石川原遺跡 １号炭窯 炭化材 クリ 平安時代
２	石川原遺跡 ２０号竪穴建物 31 炭化材 クマシデ属イヌシデ節 1０世紀前半
3	石川原遺跡 ２０号竪穴建物 33 炭化材 クリ 1０世紀前半
4	石川原遺跡 ２０号竪穴建物 34 炭化材 ケヤキ 1０世紀前半
5	石川原遺跡 ２０号竪穴建物 47 炭化材 ケヤキ 1０世紀前半
6	石川原遺跡 ２０号竪穴建物 5０ 炭化材 クマシデ属イヌシデ節 1０世紀前半
7	石川原遺跡 ２０号竪穴建物 55 炭化材 クマシデ属イヌシデ節 1０世紀前半
8	石川原遺跡 ２０号竪穴建物 56 炭化材 クリ 1０世紀前半
9	石川原遺跡 ２０号竪穴建物 57 炭化材 ニシキギ属 1０世紀前半
1０	石川原遺跡 ２０号竪穴建物 59 炭化材 クリ 1０世紀前半
11	石川原遺跡 ２０号竪穴建物 78 炭化材 ミズキ属 1０世紀前半
1２	石川原遺跡 48号竪穴建物 1 炭化材 ケヤキ 1０世紀前半
13	石川原遺跡 48号竪穴建物 ２ 炭化材 ケヤキ 1０世紀前半
14	石川原遺跡 48号竪穴建物 3 炭化材 ケヤキ 1０世紀前半
15	石川原遺跡 48号竪穴建物 4 炭化材 ケヤキ 1０世紀前半
16	石川原遺跡 48号竪穴建物 5 炭化材 ケヤキ 1０世紀前半
17	石川原遺跡 ２75号ピット 炭化材 ハンノキ属ヤシャブシ亜属 平安時代
18	石川原遺跡 ２38号土坑 一括 炭化材 クリ 不明
19	石川原遺跡 ２46号土坑 1 炭化材 イネ科 不明
２０	石川原遺跡 ２46号土坑 ２ 炭化材 クリ 不明
２1	石川原遺跡 ２46号土坑 3 炭化材 サクラ属 不明
２２	石川原遺跡 ２46号土坑 4 炭化材 クリ 不明
２3	石川原遺跡 ２46号土坑 5 炭化材 クリ 不明
２4	石川原遺跡 ２46号土坑 一括 炭化材 クリ 不明
２5	石川原遺跡 561号土坑 炭化材 コナラ属コナラ節 中世か近世前期
２6	上ノ平Ⅱ遺跡 13号住居跡 炭化材 クリ 1０世紀前半 比較試料
２7	上ノ平Ⅱ遺跡 13号住居跡 炭化材 クリ 1０世紀前半 比較試料
２8	上ノ平Ⅱ遺跡 13号住居跡 炭化材 ケヤキ 1０世紀前半 比較試料
２9	上ノ平Ⅱ遺跡 ２3号住居跡 炭化材 クリ 1０世紀前半 比較試料
3０	上ノ平Ⅱ遺跡 ２3号住居跡 炭化材 カツラ属 1０世紀前半 比較試料
31	上ノ平Ⅱ遺跡 ２3号住居跡 炭化材 クリ 1０世紀前半 比較試料
3２	石川原遺跡 1区C　4畑1面 3 炭化材 クリ 1783年
33	石川原遺跡 1区C　5畑1面 1 炭化材 クリ 1783年
34	石川原遺跡 1区C　5畑1面 3 炭化材 クリ 1783年
35	石川原遺跡 1区C　6畑1面 1 炭化材 クリ 1783年
36	石川原遺跡 1区C　6畑1面 3 炭化材 クリ 1783年
37	石川原遺跡 ２46号土坑 不明炭化物 植物繊維？ 不明
38	石川原遺跡 1号水路脇　5区1面 植物化石 草本類 1783年
39	石川原遺跡 1号水路脇　5区1面 植物化石 草本類 1783年
4０	石川原遺跡 1号水路脇　5区1面 植物化石 草本類 1783年
41	石川原遺跡 1区C1面炭化物集中 一括 炭化材 クリ 1783年
4２	石川原遺跡 1区C1面炭化物集中 一括 炭化材 クリ 1783年
43	石川原遺跡 1区C1面炭化物集中 一括 炭化材 クリ 1783年



写真６　石川原遺跡出土植物遺体の走査型電子顕微鏡写真
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1a-1c．カツラ属(No3０)、２a-２c．サクラ属(No２1)、3a-3c．ケヤキ(No13)、4a-4c．クリ(No１)、5a-5c．コナラ属コナラ節(No２5)、6a．ハンノキ属ヤシャ
ブシ亜属(No17)
ａ：横断面、b：接線断面、ｃ：放射断面



写真７　石川原遺跡出土植物遺体の走査型電子顕微鏡写真・試料採取位置
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6b-6c．ハンノキ属ヤシャブシ亜属(No17)、7a-7c．クマシデ属イヌシデ節(No７)、8a-8c．ニシキギ属(No９)、9a-9c．ミズキ属(No11)、1０a．
イネ科(No19)、11a．草本類(No39)、1２d．草本類(No38～4０)、13a．植物繊維？(No37)　ａ：横断面、b：接線断面、ｃ：放射断面、ｄ：試
料全体写真1a-1c．カツラ属(No3０)、２a-２c．サクラ属(No２1)、3a-3c．ケヤキ(No13)、4a-4c．クリ(No１)、5a-5c．コナラ属コナラ節(No２5)、
6a．ハンノキ属ヤシャブシ亜属(No17)
ａ：横断面、b：接線断面、ｃ：放射断面
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第４章　調査のまとめ

第１節　中近世相当面・古代相当面
調査のまとめ

　本報告では、石川原遺跡の西半部を中心に、中世・近

世及び古代の遺構・遺物を扱った。本節では、発掘調査

資料を通じて得られた、中近世の土地利用の変遷及び、

平安時代集落の様相に関する知見を略述して調査のまと

めに代える。

　１．中・近世の遺構分布と土地利用の変遷
　中・近世の遺構分布を見ると、前報告で扱った遺跡東

部、南から北に延びる尾根の東側に当たる中部、尾根の

西側に当たる西部と、吾妻川寄りの段丘下段の４つの地

区に区分できる。

　畑遺構は、洪水堆積層の有無によって、確認できるか

できないかが分かれることになる。図上で見ると、中世

相当面の畑に比して近世相当面の畑が狭く、残りが悪い

ように表される。これは天明泥流被覆前までの耕作に

よって、洪水堆積層が乱されているためであって、実際

には近世相当面でも、中世面と変わらない、あるいは両

時代ともに、それ以上の広がりを持って畑があったもの

と考えてよいであろう。居住域を示すと考えられる掘立

柱建物は、東部の北寄りに集中し、中部の南寄りにも一

群が認められる他、下段の西端にも孤立的に１棟ある。

焼土は成因・性格が一定しないが、東部・中部にあって、

下段の東端にもある。掘立柱建物と焼土は分布が同傾向

を示していて、焼土も居住域において何らかの機能を有

していたものであろうことが推測される。墓坑は東部と

西部にあって、中部や下段では認められない。ただし、

中部では南西に当たる尾根上にこれが設けられていた可

能性も考えなくてはならない。また、東西で年齢、性別

共に構成が大きく異なっている点には注意したい。土坑

は分布域が広いが、中部から東部に多く、西部や下段に

第415図　近世相当面の遺構

第１節　中近世相当面・古代相当面調査のまとめ
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は比較的少ない。東部には耕地境界を示すような長円形、

あるいは溝状平面を示す土坑が見られ、遺構として認め

られない部分にも畑が広がっていたことを推測させる。

水田は東辺に通路状の構造が付属しているため、中部に

属するものとして考えられよう。

　北の吾妻川寄りにある下位面では、平安時代には鍛冶

遺構を伴う竪穴建物群が作られているが、中・近世相当

面では、西端に掘立柱建物、東端に焼土があるほかは顕

著な遺構がなく、畑が広がっていたらしい。

　遺跡東部は掘立柱建物、焼土と墓が揃っていて、西寄

りには畑が広がる。前報告で記載した３面(近世相当面)

１号溝、４面(中世相当面)１号溝が、基幹水路として生

活水をまかなっていたものであろう。この東部では、縄

文時代の遺構は認められず、平安時代に至ってもごく少

数の竪穴建物が点在し、陥穴がやや多く認められるのみ

という、土地利用度の低い地区に当たる。１号溝の開削

によって居住地としての条件が整えられたものと見られ

る。１号溝は洪水堆積物及び斜面崩落土で完全に埋没し

ており、天明泥流下面では道(４号道)になっていて、水

路としての機能はほぼ失われている。これによるもので

あろう、天明泥流下面での居住の主体は中部、西部に移

動することになる。泥流下面では東端に寺が営まれてい

るが、新たに開削された、西から延々と引水する１号水

路が、ここへの水供給を担うことになる。

　中部は、南北に張り出す尾根の東側を中心とする。東

部と異なり、平安時代にも竪穴建物が作られており、天

明泥流下でも屋敷が並ぶ地区である。天明泥流下で発掘

された57号溝の前身となる水利があったのであろう、中

世相当面にも掘立柱建物と焼土があって、一定の居住域

が、継続的にあったものと考えられる。墓坑のまとまり

は認められていないが、南西の尾根上にこれが営まれて

いた可能性があろう。４面にわたって発掘された水田は、

尾根西側から続く谷に営まれているのだが、谷の東辺に

通路状の構造が付属することから、中部に属するものと

考えて良いものだろう。

　中部と西部の境界をなす尾根は、北に尾を引いていて

地山が高く、天明泥流下面の屋敷や畑の下はすぐに地山

となって、縄文時代の遺構はあるものの、中近世、古代

については相当する面も遺構も認められていない。

　西部は南北に延びる尾根以西である。尾根の西側には

浅い谷があって、北の水田に続く。縄文時代、平安時代

の集落も、この谷に依拠して展開する。中近世相当面で

第416図　中世相当面の遺構

第４章　調査のまとめ
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は、掘立柱建物は認められていないが、谷の縁辺に中世

の墓坑が並び、鍛冶遺構や小祠の痕跡と考えられる列石

があり、他とは異なって座位で葬られる近世の墓坑がま

と　まる。鍛冶は居住域からやや離れた位置にあること

が想定される。墓域を含め、村はずれ的な領域に当たる

のかもしれない。鍛冶工房には複数の炉跡と思われる焼

土があって、継続的な鍛冶作業が想定されるが、上面に

は畑が作られていて、複数世代にわたるような存在では

ない。

　続刊される報告書で詳述されるところであるが、縄文

時代の西部地区には、竪穴建物や列石を持つ大型の集落

が形成されている。また、天明泥流下面でも、屋敷が並ぶ、

集落の中心地区になっている。次項で見るように平安時

代にも多くの竪穴建物が認められる部分であるのだが、

中世・近世相当面では居住に関する遺構が乏しい。縄文

時代から生活の中心として依られてきた湧水、谷地が、

中世のいずれかの時点で埋没し、依るべき水利が失われ

てしまう。これによって、西部での居住は途絶え、遺跡

東部に集落の中心が移動する。ところが、おそらく近世

前期に、遺跡東部の水利を担った１号溝も埋没し、遺跡

東部も居住には適さなくなってしまう。ここで、西の不

動沢からの引水が試みられる。天明泥流下面の53号溝・

１号水路という、現代までつながっていた基幹水路の完

成により、中・西部が再び集落の中心となると共に、東

部には寺院を有するまでに繁栄した村となった、という

ストーリーが描けそうである。

　中世相当面では、中部と西部の間にある谷で水田が確

認されている。第２区画とした地区にあたる。周辺地域

では、天明泥流下面での水田例が少数例あるものの、重

層した水田遺構の発見例は珍しい。この土壌について、

垂直的に試料を採取して、植物珪酸体分析を行ってい

る。ａ面からｄ面のそれぞれで植物珪酸体が検出されて

おり、特に最下位のｄ面では13,6００個/g、上位のａ面で

も8,6００個/gと高い値を示している。ここで、水稲耕作

が継続的に行われていたことが示されるものとみてよい

だろう。次巻の報告に掲載される、天明泥流下畑の植物

珪酸体分析でも、イネが3,０００個/g検出されていて、こ

れによれば陸稲栽培が行われていた可能性もある。しか

しここでは、段整地によって、複数段にわたる平坦な田

面が創出されている。

　開田時期については決定するに足る資料を欠くが、開

田当初の田面を示すであろう、最下位のｄ面に堆積した

第417図　平安時代の主要遺構
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土壌から、最も高密度の植物珪酸体が検出されていると

ころから見ると、気候的に温暖であった中世前期にまで

遡る可能性を考えたいところである。

　一方、田面に相当する場所に、本文では「畑」とした、

平行する線で表現された耕作痕跡の記録があることにも

注意したい。湛水状態にある田や、収穫後の田では、生

成・残存する可能性が低い耕作痕跡と思われる。田面を

被覆する堆積層を生成する洪水の発生時期が判然としな

いが、その時点では、湛水しない状態で作付けされてい

た、あるいはイネ以外の作物が作られていた可能性もあ

る。

　採取された多くの土壌試料からは、イネと共にキビ族

の植物珪酸体が検出されている。分析報告では「キビ族

には、エノコログサやイヌビエなどの野生種の他、アワ

やヒエ、キビといった栽培種も含まれるが、機動細胞珪

酸体の形態から野生種か栽培種かを判断するのは難し

い。」とされる。ここでは、泥流直下面の土壌に当たる試

料番号1２にキビ族の植物珪酸体が少ないところから、キ

ビ族の栽培種が栽培されていた可能性は低く、タイヌビ

エなどの水田雑草を給源に想定されている。これまでの

畑遺構に関する自然科学分析報告に於いても、キビ族型

の栽培作物としての評価は低い。例えば幸神遺跡におけ

るAs-BあるいはAs-Kkを鋤き込んだされる畠状遺構に関

して、耕土相当と見られる試料４～６に含まれる67,０００

～ 83,０００個/gのキビ族型植物珪酸体は作物としてカウ

ントされていない。

　しかし、特に水田の乏しいこの地域にあっては、アワ、

ヒエ、キビなどの穀物は重要な食糧資源であった。例え

ば隣村の大柏木村には、天明噴火災害で被災した畑の損

害の一覧として作成された「吾妻郡大柏木村畑方秋作小

前書上帳」(『群馬県史』資料編11　P471　群馬県198０)が

ある。天明三年の夏に畑に作付けされていたが、火山灰

降下により、収穫が見込めなくなった作物を挙げたもの

である。アサ・ダイズ・アワ・ヒエ・ソバが挙げられて

9世紀

第418図　石川原遺跡周辺の平安時代遺跡と９世紀代の竪穴建物数
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10世紀

第419図　石川原遺跡周辺の平安時代遺跡と1０世紀代の竪穴建物数

第19表　石川原遺跡周辺の平安時代遺跡と出土遺物
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遺跡名 ９世紀 1０世紀 11世紀 灰釉 墨書 鉄器 鍛冶関係遺構・
遺物棟数 棟数 棟数 棟数 棟数 主要文字 棟数 主要器種

石川原 ２8 ２8 １ 17 19
寺・子・休・養丸・卅・井小・小井・
井万・十・物・泉・井万・白・奉・
人面

1２ 刀子・鎌・紡錘車・釘 ○

上野Ⅰ ５ ２ 中・地 １ 刀子
上野Ⅱ ２ ２ ３ １ 不明 ○
上ノ平Ⅰ 1２ 18 1０ ９ 得・東・凡・小 13 刀子・鎌・紡錘車・釘・鏃 ○
上原Ⅰ ８ ７ ２ ２ 鉇・刀子
上原 III ８ ８ ９ ３ 刀子・釘 ○
上原 IV ２ ２ ２
川原湯勝沼 ３ １ 刀子・錐
三平Ⅰ ６ １ やっとこ・釘 ○
下田 ５ 14 1０ ４ 田・仲・佐・柾 ４ 刀子・鎌・鑿
下原 １ ２ ２ １ 佐
下湯原 ３ ２ ３ １ □
立馬Ⅰ ４ ３ ２ 釘
中棚Ⅰ ８ １ ５ ６ 佐・表・三家・山・人・赤 ２ 刀子・釘 ○
中棚Ⅱ 11 ３ ４ ３ ６ 赤 ７ 刀子・釘・鎌
西久保Ⅳ １
楡木Ⅰ ５ ４ 佐？ ３ 刀子・鏃・苧引金 ○

楡木Ⅱ ６ ２8 16 ５ 三家・長奉・佐・木・県・上 1０ 刀子・鏃・紡錘車・火打金・斧・
釘 ○

花畑 ３ ２ 佐・凡

林宮原 ９ ５ ５ ４ 主・十・東・永隆・由人・心・		呰・
源 ３ 苧引金・紡輪・斧 ○

東原Ⅰ遺跡	 １
山根Ⅳ ７ １ １ １ 刀子 ○
横壁勝沼Ⅲ ０ １ １
横壁中村 19 １ １ １ □ ２ 紡錘車・鋤先・鏃 ○



いて、畑面積から見るとアワが49％、ヒエが17％を占め

る。また、次項で扱うように、平安時代集落においても、

アワが多く出土している。当地では古代から継続的に、

夏作の主食穀物としては、キビ族型の植物珪酸体を生産

する作物が主力であったことがわかるのである。キビ族

型の植物珪酸体を多出し、かつ畑としての遺構が認めら

れる場合には、雑穀栽培の可能性を考慮すべきかと考え

る。さらなる調査例・分析例の増加を期待したい。

　２．　平安時代集落の様相
　八ッ場ダム関連で発掘が行われた地域の中でも、吾妻

渓谷より上流、長野原町地域では、縄文時代以後、遺跡

分布が非常に乏しくなる。竪穴建物のまとまりとしての

集落が認められるようになるのは、平安時代、９世紀に

入ってからのことである。楡木２遺跡や向原遺跡では９

世紀前半段階から竪穴建物が認められ、石川原遺跡でも

81号竪穴建物が９世紀中葉に遡るが、９世紀後半になっ

て、竪穴建物数が格段に増えることになる。

　第418・419図は、石川原遺跡周辺地域において、竪穴

建物が認められた遺跡を第19表で紹介した報告書によっ

てプロットしたものである。９世紀段階の吾妻川左岸で

は、川原畑地区の上ノ平Ⅰ遺跡、林地区では中棚Ⅰ・Ⅱ

遺跡、林宮原遺跡、上原Ⅰ・Ⅲ遺跡が1０棟前後の竪穴建

物を持つ集落である。こうした集落の周囲には、楡木Ⅱ

遺跡、下田遺跡、花畑遺跡、三平Ⅰ遺跡など、数棟の竪

穴建物からなる小規模な集落が点在する。右岸では川原

湯地区の石川原遺跡が２8棟、横壁地区の横壁中村遺跡が

19棟の竪穴建物を有し、山根Ⅳ遺跡、上野Ⅰ遺跡、川原

湯勝沼遺跡や下湯原遺跡でも、数棟の竪穴建物が認めら

れている。吾妻川沿いの段丘上から、やや上位にある小

さな平地にまで、竪穴建物が作られている。図の範囲外

になるが、西の長野原地区では、吾妻川右岸の向原遺跡

で1０棟の竪穴建物が調査されている。また、吾妻川の支

流遅沢川に注ぐ赤羽根沢沿いの赤羽根遺跡でも、９棟の

竪穴建物が調査されている。ダム関連開発の進展に伴う

発掘によって、従来知られていなかった遺跡も、数多く

見出されており、こうした集落の展開が、さらに上流の

地域でも達成されていたことを窺わせる。

　1０世紀前半代には、こうした集落が再編成される。吾

妻川左岸をみると、上ノ平Ⅰ遺跡では継続的に竪穴建物

が見られるが、林地区の西部では中棚遺跡の竪穴建物が

ごく少なくなって、楡木Ⅱ遺跡に集約され、林宮原遺跡

でも竪穴数が減少し、これに替わるように、下田遺跡で

多くの竪穴建物が見つかっている。「三家」の墨書に注目

すると、竪穴建物数の推移と軌を一にするように、９世

紀代には中棚Ⅰ遺跡から、1０世紀になると楡木Ⅱ遺跡か

ら出土している。中心的な集落が移動したということを

示唆するものだろうか。右岸では９世紀代に２０棟近い竪

穴建物があった横壁中村遺跡で1０世紀代のものが見つ

かっておらず、石川原遺跡が突出した存在となっている。

　この地域は信濃や越後に抜ける交通路の結節点ではあ

るものの、水田耕地に恵まれていない。楡木Ⅱ遺跡や上

ノ平Ⅰ遺跡で行われた、竪穴建物内土壌の水洗選別に

よって得られた穀類を見ても、ムギ、あるいはアワが大

多数を占め、イネはごく少量にすぎない。イネは、陸稲

栽培あるいは移入されたものと想定されるが、アワ、ム

ギはこの地で生産されたものであろう。イネ以外の穀物

栽培が一般化することが、山間地への集落進出の基盤を

なしている。また、鉄製紡錘車や麻引金の出土は、衣類

の製造もこの地で完結的に行われていたことを示す。さ

らに、鞴羽口や椀形滓や鍛造剥片類を含む鉄滓、砥石な

ど鍛冶関連遺物が出土していることも注意される。衣食

の生産に加え、新開地での作業に不可欠であったであろ

う、鍛冶技能を持った工人による農工具のメンテナンス

を含め、開発に必要なシステムをトータルに備えて、こ

こに進出、居住していたことがわかる。

　律令が崩壊した後、それまで開発の手が及ばなかった

乏水地や山間地にまで、集落が広く展開される。長野原

地域の平安時代集落も、こうした流れの中で成立したも

のであるが、ここでの目的は耕地、農業生産の拡大には

求めがたい。

　石川原遺跡では、「寺」や人面墨画などを含む多数の墨

書土器が出土しており、周辺集落でも、先に述べた中棚

Ⅰ遺跡、楡木Ⅱ遺跡の「三家」、林宮原遺跡の「永隆」「由

人」などを含め、やはり墨書土器が出土している。1０世

紀に入れば、灰釉陶器や須恵器の壺、瓶類など、いわば

奢侈的な品を持つ竪穴建物も増加する。八ッ場ダム関連

遺跡の調査成果により、こうした集落が維持されるため

の、農業生産に代わる開発目的として、この地域の平安

時代遺構として特徴的な陥穴による、イノシシ・シカの
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猟が想定されている。石川原遺跡でも、特に居住域の東

側にこれが広がっていたが、竪穴建物のない地点でも古

代の陥穴が見いだされる例は多く、耕地や集落の防御を

目的とした陥穴ではないことがわかる。これからすると、

発掘対象とならなかった地点でも、陥穴が作られていた

であろうことは想像に難くない。

　「延喜式」によると、上野からは、三河・武蔵と共に最

多である6０張の鹿革が納められることになっており、こ

の想定を助ける。群馬県北部地域で一般的な月夜野型と

される羽釜が主体を占めつつも、吉井型のそれが少量な

がら入っていることや、次節で詳述される土器墨書の

意味内容を見ると、在地の郡司層や富豪層が主導しつ

つ、近隣の有力者と同盟して、この地の開発にあたっ

ていたものと思われる。武具や馬具に欠かせず、高級

な衣料、調度にも利用される鹿革は、大きな富と、さ

らなる有力者とのつながりを生み出したにちがいない。	

第２節　石川原遺跡出土の墨書・刻

書土器について

　はじめに
	 	良く知られているように、奈良・平安時代の集落遺跡

を発掘調査してみつかる文字が記された遺物の圧倒的多

数は、土器の器面に墨で文字が記されたものや、篦や釘

のような道具で文字が刻みつけられたものである。これ

らは墨書土器・刻書土器といわれ、貴重な古代の文字資

料として注目されてきた。最近の研究によって、これら

は、村落内での祭祀や儀礼にあたって用いられたもので

あることが次第にわかってきた。すなわち、土器に文字

を記す行為は、日常什器とは異なるという非日常の標識

を施すことであり、祭祀に用いる土器を日常什器と区別

し、疫神・祟り神・悪霊・鬼等を含んだ意味においての

「神仏」に属する器であることを明記したものと言うこと

になろう。

　わが国古代における墨書・刻書土器の特質は、以下の

ようにまとめられる。

(１)北海道中・東・北部と琉球列島を除いた全国から、

現在のところ、約1０万点が出土している。

(２)墨書土器や焼成後刻書土器の文字の記入は基本的に

土器の消費地でなされ、焼成前刻書土器の文字の記入は

土器の生産地でなされることが一般的であるが、同じ遺

跡から出土した両者の文字に密接な関連がある場合もあ

る。

(３)数量比では刻書土器の出土量は、墨書土器の出土量

の１割以下に満たない。

(４)全国的に見られるが、とりわけ東日本、中でも関東

地方出土の例が多く、当該期東国村落の特質の一つであ

る。

(５)一文字だけ記されたものが圧倒的多数であり、記さ

れた文字の意味を如何様にでも解釈可能である。

(６)早い例では、すでに８世紀前半に出現、村落内で本

格的に広まっていくのは８世紀後半以降で、９世紀に爆

発的に増加し、飛躍的展開を遂げ、1０世紀中葉以降は急

速に減少していく。

(７)８世紀代の墨書・刻書土器の文字は概して小振りで

書体も端正であるのに対し、９世紀になると次第に文字

も太く大きくなり、字形も崩れ、稚拙な書体のものが多

くなっていく。

(８)それぞれの出土遺跡ごとに、集落の変遷に伴って墨

書・刻書土器の分布が推移していく様子や記された文字

が変化していく。

　なお、墨書・刻書土器を取り扱う場合には、それらが

考古学的な調査によって出土した資料であり、それらの

出土状況や形状についての検討が、資料の特質や、記さ

れた文字内容の意味を正しく解釈し、解明する上で、重

要な意味を有することは今更、言うまでもないであろう。

これまでも、墨書・刻書土器に記された文字内容だけを

安易に取り出して、史料として利用することは厳しく戒

められてきた。しかしながら、それらが文字資料である

以上、記された文字内容の解釈は、最重要の課題である

ことは動かし難い。出土文字資料に記された文字内容を

正しく解釈することによって、出土した遺跡やその周辺

地域の歴史的特質がはじめて解明できるわけである。出

土文字資料を歴史学の史料として有効に利用する上で

も、正確な釈読こそが何より重要な行為であることは申

すまでもあるまい。

		八ッ場ダム建設に伴って発掘調査された吾妻郡長野原

町の石川原遺跡は９世紀第２四半期から11世紀にかけて

営まれた集落遺跡で、6２棟の竪穴建物や多数の土坑、ピッ
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トが発掘されている。ここからは7０点の墨書・刻書土器

が出土した。

　内訳は墨書土器69点、焼成後刻書土器１点であり、墨

書土器の内の１点(3０竪-19)は、黒色土器椀体部外面へ

の１文字の墨書と体部内面に箆磨きで「×」の記号が記さ

れたものが伴う。本遺跡において出土した文字資料は、

ほぼ墨書土器であると言ってよいだろう。

　検出された古代集落の規模が大きいことにも因るが、

これまで知られている限り、吾妻地域の１遺跡における

墨書・刻書土器の出土事例としては最多である。	

　うち、刻書土器は、6０号竪穴建物出土の９世紀第３四

半期～第４四半期の須恵器椀の底部内面に焼成後に「十」

と刻書されたもの(6０竪-1０)のみで、それ以外の69点は

すべて墨書土器である。7０点に及ぶ墨書・刻書土器が出

土している中で、墨書土器と刻書土器との比率がこれほ

ど極端な例は珍しい。

		現在までのところ、古代の吾妻郡内において本遺跡に

次いで墨書・刻書土器が多く出土しているのは、東吾妻

町大字三島字四戸に所在する四戸遺跡で、上信自動車

道吾妻西バイパスの建設に先立って、当事業団が平成

２5(２０13)～２8(２０16)・3０(２０18)年度に総計２２,1００.55㎡

を発掘調査し、合計で16点の墨書・刻書土器が出土した。

四戸遺跡では、墨書・刻書土器の出土総点数が、本遺跡

に比べて圧倒的に少量であるので、単純に比較しがたい

部分があるが、刻書土器の出土量が少ない点は共通して

いると言ってよい。ただ、四戸遺跡における奈良・平安

時代集落の規模から見れば、墨書・刻書土器の出土量は

非常に少なく、当該期出土土器総量に占める割合は極め

て少ないが、本遺跡では、検出された古代集落の規模に

ほぼ見合った分量の墨書・刻書土器が出土していると言

うことが出来る。

　以下、本遺跡出土の墨書土器について、1.時期、２.器

種・形状、3.文字記入部位、4.出土遺構、5.記載内容の

各点について見ていくことにする。

　１．時期について
　出土した墨書・刻書土器は、９世紀第２四半期～1０世

紀のものである。この点は、全国各地における集落遺跡

出土の墨書・刻書土器の全般的な傾向と合致している。

　９世紀第２四半期～第３四半期のものが３点(81竪

-２・３・７)、９世紀第３四半期のものが８点(19竪

- １、２6竪-1２、4０竪-３・４・８、43竪-７、54竪-１、

7０竪-１)	、９世紀第３四半期～第４四半期のものが14

点(43竪-13、6０竪1０、71竪-３、87竪- ５・７・８・９・

２7・3０・31・35・36・4２・46)	、９世紀第４四半期の

ものが１点(73竪-２)、９世紀後半のものが２1点(43竪

-６・８・1０・11・14、 1０4竪-４、115竪-３、遺構外-５

～1０・14・18・19・２3～２7)、1０世紀第１四半期のもの

が９点(3０竪-５～８・18～２1、 33竪- ２)、1０世紀第１

四半期～第２四半期のものが４点(48竪-５・６、87竪

-４・６)、1０世紀前半のものが８点(２7竪-２・３・６・

11、31竪-２・３・５、39竪-３)、1０世紀のものが２点

(２115号土坑-１・２)である。	９世紀のものが47点、1０

世紀のものが２3点となり、本遺跡から出土した墨書・刻

書土器の殆どのものは９世紀後半～1０世紀前半の間に収

まっている。

		東吾妻町四戸遺跡では、16点の墨書・刻書土器の年代

別では、８世紀代のものが３点、９世紀後半のものが1０

点、1０世紀代のものが３点であり、本遺跡からは出土し

なかった８世紀代の資料が少量ながら存在するものの、

９世紀後半～ 1０世紀代のものがほとんどであるという

点では、本遺跡と四戸遺跡出土の墨書・刻書土器に共通

する傾向が見られる。

　四戸遺跡においては、本遺跡に比べて墨書・刻書土器

の出土総数が圧倒的に少ないにも拘わらず、８世紀代の

ものが少量ながら見られる点については、四戸遺跡が、

本遺跡比べて古代吾妻郡の中枢地域である郡家所在推定

地及びその郡家に近接した位置に所在したであろう吾妻

郡唯一の白鳳期創建の本格的寺院の遺跡である金井廃寺

により近い位置にあることや、四戸遺跡からは、全国的

にも出土事例が極めて稀な、ほぼ完形に近い大型の奈良

三彩短頸壺が竪穴建物から出土していることなど、当該

期におけるごく一般的な集落遺跡とは様相を異にしてい

る点なども考慮すべきであろう。

　２．器種・形状について
	 	本遺跡出土の墨書・刻書土器7０点の内、黒色土器11点

(２7竪-２・３・６・11、3０竪-５・６・７・８・18・19、

7０竪-１)以外の59点はすべて須恵器で、土師器は１点も

存在しない。須恵器への極端な偏りは特筆すべきであろ
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うが、全国的にみて、墨書・刻書土器に占める土師器・

須恵器の割合は、その地における同時期の土師器・須恵

器の割合に一致していることが多く、一般的には、文字

を記すにあたって須恵器あるいは土師器が意図的に選ば

れていたケースは非常に少ない。同様に、杯や椀のよう

な供膳具か、甕のような貯蔵具かというような使い分け

はあるが、杯・椀・皿など供膳具の中における器種の使

い分けは全く意識されていないことも判明している。本

遺跡出土の墨書・刻書土器に須恵器が占める割合が非常

に高いことは、本遺跡における同時期の土器全般の傾向

によるものと考えられる。因みに、四戸遺跡のおいても、

須恵器が1２点、土師器が4点と出土した墨書・刻書土器

における須恵器の割合が大きかった。

　吾妻郡域から出土する奈良・平安時代の須恵器の供給

源については、現在までのところまだ明確には解明され

ていないが、高崎市の旧倉渕村地域を経由すれば、上野

国南西部における当該期の一代窯業地帯である現・安中

市秋間地区からの搬入も可能であり、また、当該期の須

恵器窯が多く発見されている利根・沼田地域からの流通

も想定することが出来る。しかしながら、墨書・刻書土

器以外の当該期における須恵器の占める割合の大きさか

ら見るならば、現在のところはまだ１基も発見されては

いないものの、吾妻郡内に須恵器窯が存在し、多くはそ

こから供給されたと見るのが自然かもしれない。吾妻郡

内からは、すでに古代の瓦窯は発見されており、山間の

傾斜地が多く、原料となる粘土や燃料となる木材の供給

という面からも窯業生産には適した地域である。比較的

近い地域に須恵器の供給元が存在していたと見るのが自

然であろう。

		器形は、須恵器・黒色土器を問わず、すべてが供膳具

である杯・椀型土器である。この点も全国的な墨書・刻

書土器の傾向と完全に合致している。

　３．文字記入部位について
	本遺跡出土の墨書・刻書土器7０点の文字記入部位の内

訳は、体部のみに文字が記されているものが4０点、底部

のみに文字が記されているものが２9点、底部と体部の双

方に文字が記されているものが1点である。なお、71号

竪穴建物出土の71竪-３は、体部外面に「寺」という文字

が記された上に、さらに体部内面にも墨痕が看取出来た

が、体部内面の墨痕については文字の痕跡か否か判断で

きなかったので、体部外面に文字が墨書されたものとし

て取り扱った。

　本遺跡出土の墨書・刻書土器においては、体部と底部

に文字が記される比率は、体部記載のものが若干多い。

（１）底部記載のもの

	 	椀・杯の底部に文字が記されたもの3０点の内、内外面

２箇所に記されたものが９点(19竪-１、87竪-６・７・８・

3０・31・4２、遺構外-８・９)、底部外面に文字が記され

たものが15点(4０竪-３・４、43竪-８・1０、7０竪-１、73

竪-２、81竪-２・３・７、87竪-４・５・９・36・46、

遺構外-19)、底部内面に記されたものが６点(２6竪-1２、

43竪-６・11、6０竪-1０、87竪-２7、遺構外-18)出土して

いる。底部内外面に文字が墨書されたものの内の87竪

-31は、さらに体部外面にまで文字が記され、合計3箇所

に文字が記されている。また、底部内面に文字が記され

た6０竪-1０は刻書であることは先述した通りである。底

部に文字が記されたものとしては、外面に記された例が

圧倒的に多いということになる。

　これを時期別にみると、底部に墨書された例で９世紀

代のものは２8点(19竪-１、２6竪-1２、4０竪-３・４、43竪

-６・８・1０・11、6０竪-1０、7０竪-１、73竪-２、81竪

-２・３・７、87竪-５・７～９・２7・3０・31・36・4２・

46、遺構外-８・９・18・19)と、圧倒的多数を占めている。

　杯・椀の底部の内外面２箇所に文字が記された９点の

内の６点(87竪-６～８・3０・31・4２)は、いずれも87号

竪穴建物から出土しており、それら６点は、いずれも

「小井」という文字が記されている。それら以外で底部の

内外面に文字が記されたものをみると、杯・椀の底部の

内外面２箇所に文字が記されたものでは、中世の石積遺

構出土の遺構外-８が底部内外面ともに「小井」と記され、

遺構外-９が底部内外面ともに「井万」と記されているな

ど、87号竪穴建物出土の６点に記された「小井」という文

字と何らかの関連性が想起させられるような文字が記さ

れていることも特筆に値しよう。

　本遺跡出土の墨書・刻書土器においては、杯・椀にお

ける文字の記入部位や方向が、記入された文字によって

異なる事例が多く見受けられ、土器に文字を記入する行

為の目的や、墨書・刻書土器の用途・機能と密接に結び
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ついて行われていた可能性が高かったことが想定出来

る。

（２）体部記載のもの

　体部に文字が記されたものは41点である。その内、体

部内面に文字が記されたものは６点(3０竪-２1、31竪-５、

33竪-２、遺構外-６・２4・２6)、体部外面に文字が記さ

れたものは33点(２7竪-２・３・６・11、3０竪-５～８・

18～２０、31竪-２・ ３、4０竪-８、43竪-７・13・14、48

竪-５・６、54竪-１、71竪-３、87竪-35、1０4竪-４、

２115号土坑-１・２、遺構外-５・７・1０・14・２3・２5・

２7)、他に体部内外面２箇所に文字が記されたものが２

点(115竪-３、 39竪-３)ある。体部内面に文字が記され

たもの６点の内の４点が、文字記入の方向が判明するも

のであるが、４点とも正位の記載である。体部外面に文

字が記されたものと体部内外面に文字が記されたもの計

35点における体部外面への文字の記入では、方向不明な

もの11点(２7竪-６、3０竪-18、39竪-３、43竪-13、48竪

-５・６、115竪-３、 ２115号土坑-１・２、遺構外-1０・

２3)を除くと、正位の記入が17点(２7竪-２・11、3０竪-５

～ ８・２０、4０竪-８、54竪-１、87竪-31、87竪-35、1０4

竪-４、遺構外-５・７・14・２5・２7)、横位の記入が４

点(２7竪-３、31竪-２・３、43竪-７)、倒位の記入が３

点(3０竪-19、43竪-14、71竪-３)となり、正位の記入が

圧倒的多数ということになる。

　体部外面に墨書されたもの33点の内の17点(２7竪-２・

３・６・11、3０竪-５～８・18～２０、31竪-２・３、48竪

-５・６、２115号土坑-１・２)と、体部内面に墨書され

たもの６点の内の３点(3０竪-２1、31竪-５、33竪-２)と、

内外面共に墨書されたもの(39竪-３)が、1０世紀代のも

のである。土器の体部に文字が記入された41点の内の２1

点が1０世紀代のものである。

（３）文字記入部位と年代との関係

	 	土器に文字が記入された時期と土器製作の時期との間

には、然程大きくはないもののある程度の時間差が生じ

ている可能性もあながち否定できないところであるが、

その点を考慮に入れたとしても、底部に文字が記されて

いるものは概ね９世紀代のものであり、体部に文字が記

されているものでは1０世紀代のものが多数であるという

顕著な傾向が、本遺跡出土の墨書・刻書土器に関して認

められるところである。言い換えれば、本遺跡の地にお

いては、土器に文字を記入する際に、９世紀代には底部

に、1０世紀になってからは体部に、それぞれ文字を記入

する傾向が強かったということが出来る。もちろん、当

時の人々の認識には、９世紀とか1０世紀という時代区分

の認識が存在するわけではないので、本遺跡の地におい

ては、年代が下がるにしたがって、次第に、土器に文字

を記入する位置が土器の底部から体部へと変化していく

傾向にあったということになろう。

　時期によって記された文字の種類や字形・書体が変化

するということはこれまでも多く指摘されてきたところ

であるが、これほど明確に、土器における文字記入の位

置が年代によって変化することが明確に指摘できた事例

は、稀有な事例として特筆すべきであろう。

　４．出土遺構について
（１）墨書・刻書土器の出土状況

　本遺跡出土墨書・刻書土器7０点の内、圧倒的多数の54

点が竪穴建物からの出土である。それ以外には中世の石

積遺構から３点(遺構外-８・９・1０)が出土している。

土器はいずれも９世紀後半のもので、遺構外-８が須恵

器椀、遺構外-９・1０	が須恵器杯である。他に遺構から

出土したものとしては、２115号土坑から２点(２115号土

坑-１・２)がある。他に遺構外から出土したものが11点

(遺構外-５～７・14・18・19・２3～２7)ある。

		竪穴建物からの出土が主である点も、東日本各地にお

ける奈良・平安時代の集落遺跡から出土する墨書・刻書

土器の全般的な傾向と全く合致している。

　本遺跡における墨書・刻書土器出土竪穴建物の分布状

況を見ると、墨書・刻書土器が出土した竪穴建物が、調

査対象地内の特定のエリアに集中しているというわけで

はないようである。また、特定の文字が同じ竪穴建物か

ら出土するような事例は少なくないが、特定の文字が出

土した竪穴建物が、集落内の特定のエリアに集中して

いるというような顕著な傾向も全く見出すことは出来な

かった。関東地方における当該期の大規模集落の遺跡で

は、特定の文字が記された資料が出土した竪穴建物が集

落内の特定のエリアにある程度集中し、出土文字別のグ

ルーピングが可能で、集落内における特定の文字を「標
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識」とした単位集団の分布論が展開できるような遺跡も

少なくないのであるが、本遺跡においては、墨書・刻書

土器の出土数はそれなりに多いものの、そのような分析

視角を設定することは出来なかった。

		本遺跡において墨書・刻書土器が出土した竪穴建物は

19棟である。その内、19・２6・33・39・54・6０・7０・

71・73・1０4・115号など11棟の竪穴建物からは墨書・刻

書土器は１点しか出土していない。墨書・刻書土器が複

数点出土した８棟の竪穴建物では、２7号竪穴建物から４

点(２7竪-２・３・６・11)、3０号竪穴建物から８点(3０竪

-５～８・18～２1)、31号竪穴建物から３点(31竪-２・３・

５)、4０号竪穴建物から３点(4０竪-３・４・８)、43号竪

穴建物から７点(43竪-６～８・1０・11・13・14)、48号

竪穴建物から２点(48竪-５・６)、81号竪穴建物から３

点(81竪２・３・７)、87号竪穴建物から13点(87竪-４～９・

２7・3０・31・35・36・4２・46)がそれぞれ出土している。

（２）複数の墨書土器が出土した竪穴建物

　次に、一棟の竪穴建物から複数点の墨書・刻書土器が

出土している事例を見る。3０号竪穴建物から８点、43号

竪穴建物から７点、87号竪穴建物から13点など、いくつ

かの竪穴建物からは、それぞれある程度まとまった量の

墨書土器が出土していることは特筆すべきである。

　3０号竪穴建物では出土した墨書土器８点の内、判読可

能な７点すべてが「石本」と記されたものである。

　31号竪穴建物では出土した３点の墨書土器すべてが

「井マ」と記されたものである。

　4０号竪穴建物では出土した３点の墨書土器すべてが

「子」と記されたものである。

　81号竪穴建物では出土した墨書土器３点の内、判読可

能な２点の墨書土器いずれもが「小井」と記されたもので

ある。

　87号竪穴建物からは13点と、本遺跡において一棟の竪

穴建物から最も多くの墨書土器が出土しているが、出土

した墨書土器13点の内、判読可能なものは1２点で、その

内の1０点が「小井」と釈読出来る。特に、87号竪穴建物か

らは、杯・椀型の土器の複数個所に文字が記されたもの

が６点(87竪-６・７・８・3０・31・4２)あるが、それら

いずれも「小井」という文言が記されており、そのことに

何がしかの強い意味が存在したことが推測できる。

　また、７点の墨書土器が出土した43号竪穴建物では、

判読可能なものが５点であるが、その内で「子」と記され

たものが「風構え」の中に入るもの(43竪-14)を含めて２

点ある。一棟の竪穴建物から複数点出土する墨書・刻書

土器の殆どが同一文字である他の類例から見れば、同一

文字が記されたものがまとまって出土しているとまでは

言い難いものの、半数近くを占めていることは注目すべ

き点であろう。「子」の文字は、先述した通り、4０号竪穴

建物から出土した３点すべてに記されており、それらと

の関連性が考えられる。

（３）本遺跡における墨書・刻書土器出土竪穴建物の傾向

	 	以上のように、本遺跡においては、同じ竪穴建物から

出土した墨書土器には同じ文字が記される傾向が非常に

強いことが、特徴として指摘できるようである。

　集落遺跡出土の墨書・刻書土器に記された文字が意味

するところとしては、従来より、それぞれの単位集団に

おける標識的文字、例えるならば、一面としては後世の

「屋号」に類するようなものであった可能性が高いものと

見られてきたが、本遺跡における墨書・刻書土器につい

て見れば、竪穴建物ごとに同じ内容の文言が記された事

例が多いことから、竪穴建物単位を基礎とする単位集団

の存在を想定することが可能であり、記された文字はそ

れぞれの単位集団の標識的文字であったと解釈すること

が可能であろう。

　５．記載内容について
	 	本遺跡出土の墨書・刻書土器7０点の内、全く判読不能

な も の が15点(２7竪-６・11、3０竪-18、39竪-３、43竪

-８・13、48竪-５・ ６、81竪-７、 87竪-46、２115号 土

坑-１・２、遺構外-1０・２3・２6)ある。また、体部内外

面２箇所に墨書された71号竪穴建物-３の須恵器杯、1０4

号竪穴建物-４須恵器椀と中世の石積遺構出土遺構外-14

の須恵器杯は、いずれも体部内面に記された方が判読不

能ないしは文字であることの是非すら不明なものであ

る。

　本遺跡出土の墨書・刻書土器で、ある程度判読が可能

で、記された字数についてもほほ確定出来るものは55点

である。そのうちの２9点が２文字記載されたものである。

　一般的に集落遺跡出土の墨書土器は、１文字か２文字
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程度しか文字が記されないものが殆どで、特に１文字し

か記されないものが圧倒的に多いという特徴が指摘され

ているが、本遺跡では、判読可能なものの内、２文字が

記されたものの方が多いという点も、わが国における古

代の墨書・刻書土器の出土事例の中では特徴的と言えよう。

（１）「小井」、「井小」、「井万」、「井」、「泉」

		87号竪穴建物から13点の墨書土器が出土し、その内「小

井」と記されたものが1０点出土したことは先述した通り

である。「小井」という文言が記されたものとしては、他

に、81号竪穴建物出土の須恵器杯の底部外面に墨書され

たものの２点がある(81竪２・３)。また、87号竪穴建物

からは、須恵器杯の底部外面に「井」と墨書されたものが

１点出土しているが(87竪-9)、これも元来は「小井」と記

されていたものである可能性も存在する。

　そのように考えて良いならば、87号竪穴建物から出土

した13点の墨書土器の内の判読可能な1２点の内の11点が

「小井」と記されたもので占められているということにな

り、この竪穴建物に関連する人々の間において、「小井」

という文字が有した意味の重要性が伺える。

　いずれにせよ、本遺跡から出土した墨書・刻書土器71

点の中で、「小井」と墨書されたものが合計で14点あり、

この文言が記されたものが、記載内容別に見れば最多で

ある。

　また、これら「小井」という文言が記された墨書土器は

87号竪穴建物出土の87竪-４・87竪-６の２点以外はいず

れも９世紀のものであり、1０世紀の２点を含めたそれら

いずれもが底部に記されており、しかもそれらの内半数

に当たる７点が底部内外面２箇所に記されたものである

ことも特徴的である(ただし、87号竪穴建物出土の87竪

-31のみは、須恵器椀の底部内外面に「小井」の文言が墨

書された他に、さらに体部外面に正位で「小井」の文言が

墨書されている。本遺跡から出土した墨書・刻書土器の

中で、土器の器面3箇所に文字が記された唯一の事例で

ある。)。

　また、遺構外からも底部内面に「井小」と墨書された須

恵器椀が１点出土している(遺構外-18)。「井小」の文言

は、81・87号竪穴建物等から計14点出土している「小井」

と記された墨書土器の文言を、字順を入れ替えたもので

ある。古代においては、漢字の字順を前後で入れ替え

ても、同一の意味を有するような場合が往々にしてある

ので(呪術的な意味があるのではないかと考えられてい

る)、そのように釈読出来る可能性を有するものを含め

て３点存在している「井小」と記された墨書土器を、81号

竪穴建物から２点(81竪- ２・３)、87号竪穴建物から1０

点(87竪-４～８・２7・3０・31・36・4２)がそれぞれ出土

している墨書土器に記された文言である「小井」との密接

な関連を想定したとしても、あながち間違いとは言い難

いのである。

		さらに、31号竪穴建物からは須恵器皿の体部外面に横

位で「井マ」と墨書されたものが２点(31竪-２・ ３)と、

須恵器椀の体部内面に正位で「□〔井ヵ〕マ」と墨書された

ものが１点(31竪-５)と、出土した３点の墨書土器すべ

てが「井マ」と記されたものである。さらには、１点しか

墨書土器が出土しなかった115号竪穴建物からは須恵器

椀の体部内面に「井」と墨書されたものが見られる(115竪

-３)。

		中世の石積遺構からは３点の墨書土器が出土している

が(遺構外-８～1０)、判読不能の１点(遺構外-1０)を除く

と、１点は須恵器杯の底部内外面２箇所に「井万」と墨書

されたもので(遺構外-９)、もう１点は須恵器椀の底部

内外面２か所に「小井」と墨書されたものである(遺構外

-８)。「泉」の文字が墨書されたものは、1０4号竪穴建物

から出土した須恵器椀体部外面に正位で記されたものと

(1０4竪-４)、9０-K-8グリッドから出土した須恵器椀の体

部内面に正位で墨書されたもの(遺構外-６)、出土位置

がわからないが、須恵器杯の体部外面に正位で墨書され

たもの(遺構外-14)がある。「泉」という文字が記された

墨書土器３点では、いずれも体部で正位に文字が記され

ている点が共通していることも特徴的である。

　このように、本遺跡からは「小井」と記されたもの14点、

現状で「井」とのみ釈読可能なものが２点、さらに「井マ」

と釈読可能なものが３点、「井万」と釈読出来るものが１

点と、「井」の文字を共通する墨書土器が２０点出土してい

ることは注目される。また、それらとあたかも関連する

かのような「泉」の文字が記されたものが３点存在するこ

とも、示唆的である。本遺跡における調査範囲からは、

井戸や湧水点のようなものが明確な遺構として検出され

ているわけではないので、井戸や湧水点等に関わる祭祀

に関連した文字とも、また、それらの墨書土器が、調査
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対象範囲内における特定のエリアから検出された遺構群

からまとまって出土しているというわけでもないので、

地理的なまとまりを指名したものとも考え難いところで

あり、また、「井」の文字や、「小井」、「井小」、「井万」、「泉」

などの各文字それぞれの意味するところ自体は不明と言

わざるを得ないものの、「井」の文字あるいは「井」の関連

する文字を通字とした各単位集団において、個々の単位

集団の枠を越えた、さらに上の段階の、ある程度広範囲

な集団的結合を示していた可能性も仮定することが可能

である。

　また、「井」の文字を仮に氏族名の一部と推測するなら

ば、これも飽くまでも可能性の一つに過ぎないが、渡来

系氏族である白井史氏、井上忌寸氏や神祇祭祀新関わる

氏族である井辺首(斎部、伊部、員弁、忌部)氏等が候補

に挙げられる。既存の史料には勿論、上野国内における

白井史氏や井上忌寸氏、井辺等の存在を裏付けるものは

現在のところはないが、上野国に関する古代の史料その

ものが僅少なので、既存の史料に見えないことは推測の

妨げとはなり得ない。

（２）「石本」、「石」

	 	本遺跡から出土した墨書・刻書土器で、「小井」と記さ

れた墨書土器14点に次いで多いのが、そのように釈読出

来る可能性があるものを含めて８点となる「石本」と墨

書されたものである(２7竪-２、3０竪-５～８・19 ～ ２1)。

２7号竪穴建物から１点(２7竪-２)出土している他は、い

ずれも3０号竪穴建物からの出土である。3０号竪穴建物か

らは８点の墨書土器が出土しているが、内、判読不能の

ものが１点あるので(3０竪-18)、判読可能な７点すべて

が「石本」と釈読可能なものということになる(3０竪-５～

８・19 ～ ２1)。

　これら「石本」と記された８点の墨書土器は、いずれも

1０世紀前半代で、体部内外面に文字が記入されている。

文字記入の方向は、3０号竪穴建物出土の黒色土器椀１点

(3０竪-19)が倒位で記されている以外、体部内外面に正

位で文字が記されている(２7竪-２・3０竪-５～８・２０・

２1)。

　器種は黒色土器の椀がほとんどで、２7号竪穴建物から

１点(２7竪-２)、3０号竪穴建物から５点出土している(3０

竪-５～８・19)。それ以外の２点はいずれも3０号竪穴建

物から出土した須恵器椀である(3０竪-２０・２1)。本遺跡

から出土した墨書・刻書土器7０点の内で、黒色土器のも

のは11点に過ぎないが(２7竪-２・３・６・11、3０竪-５

～８・18・19、7０竪-１)、7０号竪穴建物出土の底部外面

に「休」と墨書されたもの(7０竪-１)が９世紀第３四半期

である以外は、1０点すべて1０世紀前半代のもので、４点

(２7竪-２・３・６・11)が２7号竪穴建物から、６点(3０竪

-５～８・18・19)が3０号竪穴建物からと遺構ごとにまと

まって出土している点も特徴的である。

　本遺跡出土の黒色土器が使用された墨書土器11点の

内、記された文字が判読可能なものは８点で(２7竪-２・

３、3０竪-５～８・19、7０竪-１)、その内、7０号竪穴建

物出土の９世紀第３四半期の黒色土器の底部外面に「休」

と墨書されたもの(7０竪-１)以外は、いずれも「石本」と

いう文言が記されたもので、しかも1０世紀前半代のもの

である。「小井」と記された須恵器のほとんどが９世紀代

のものであったが、９世紀第２四半期から第４四半期に

亘っており、少量とは言え1０世紀代のものも含まれてい

たのに対して、「石本」と記された墨書土器は、器種の点

からも、また、時期的にも、極端にまとまっていること

は特徴的である。

　なお、遺構外から出土した９世紀後半代の須恵器椀の

体部外面に正位で「石」の１文字が墨書されたものが１点

存在するが(遺構外-２5)、「石本」と墨書された一連の墨

書土器８点と、記載内容において何らかの関連を有する

可能性を考慮しておく必要があるかもしれない。

		「石本」という文言が意味するところについても、僅か

２文字であるので、率直に言って如何様にも解釈可能な

ところではあるが、敢えて具体的に一案を示すならば、

飽くまでも可能性の一つにしか過ぎないところではある

が、仮に人名の一部としてみた場合、「石」の文字は石上

氏・石上部氏などの氏族名の一部を示したものと見るこ

とも不可能ではない。上野国碓氷郡磯部郷や石馬郷は、

石上氏・石上部氏との関連が想定されており、碓氷郡内

からは、安中市堀端に所在する郷原遺跡等、「石」と記さ

れた墨書土器がまとまって出土した遺跡がいくつか存在

している。また、古代の碓氷郡や隣郡の甘楽郡周辺の遺

跡からは、石上氏、石上部氏、及びその同族である物

部氏等に関連する古代の文字資料がいくつも出土してい

る。また、高崎市山名町所在の神亀３(7２6)年銘を有す
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る金井沢碑にも「鍛師磯マ君身麻呂」の名がみえる。また、

「石本」の「本」という文字は「奉」の異体字の字形としても

解釈することが出来るので、「石本」という文言を、仮に

「石上」氏、「石上部」氏の某が何物かを神仏に「奉」った

と解釈することも一案としては可能であろう。また、仮

に、これら「石本」という文言の「本」の文字を「奉」の異体

字と解釈するならば、本遺跡の遺構外から出土した須恵

器椀の体部外面に正位で「奉」と墨書された土器(遺構外

-７)との関連性も考えられることになる。

　仮に、本遺跡から出土した墨書土器に記された「石本」、

「石」の文字が、古代の氏族名である石上氏、石上部氏と

関連するものだとすれば、これまでほとんど判明してい

ない古代吾妻郡内における氏族の動向を知る上での重要

な手掛かりとなるところである。また、もし、本遺跡出

土の「石本」、「石」という文字が記された墨書土器が、石

上氏、石上部氏等の氏族名と関連するものと仮定するな

らば、87号竪穴建物から出土した９世紀第３四半期～第

４四半期頃の須恵器椀の体部外面に「物」と記された墨書

土器(87竪-35)との関連も考えなければならなくなる。

この墨書土器も、僅か１文字のみ記載されたものなの

で、文字内容については如何様にも解釈することが可能

であるが、「石本」、「石」と記された墨書土器が、石上氏、

石上部氏の氏族名と関連するとの仮定が有効であるなら

ば、この87号竪穴建物-35の墨書土器に記された「物」の

文字については、飽くまでも仮定に過ぎないところなが

らも、石上氏、石上部氏同族である物部氏との関連が想

起できるところとなる。物部氏に関わる文字資料は、高

崎市矢中町の矢中村東遺跡出土の「物部私印」の銅印や高

崎市吉井町の矢田遺跡から出土した「物部郷長」と刻書さ

れた紡輪、高崎市箕郷町の下芝五反田遺跡から出土した

「物」と記された墨書土器等、古代の碓氷郡・甘楽郡・多

胡郡・群馬郡一帯から出土しており、上野国南西部の平

野部に広く分布していた様子が判明している。

　また、本遺跡に比して古代吾妻郡の中枢部により近く、

古代吾妻郡内における中心的な集落の一つであった可能

性が濃厚である東吾妻町三島の四戸遺跡からは、９世紀

後半の須恵器甕体部外面に焼成前に「石」の文字が刻書さ

れたものが1点出土している。

　飽くまでも、想定可能な仮説の一つに過ぎないところ

であるが、群馬郡から多胡郡、甘楽郡、碓氷郡にかけて

の地域に広く分布していた石上氏、石上部氏及びその同

族である物部氏の集団の一部が、吾妻郡の開発に関わっ

て入植していた可能性や、元来、吾妻郡に居住していた

氏族たちが、上野国南西部の平野部に勢力を有した石上

氏、石上部氏、物部氏などの豪族たちと擬制的同族関係

を結んでいたこと等を示唆する史料の一つとして位置づ

けることも出来なくはないということを、一案として示

しておく。

	（３）「寺」

　その他の資料では、記載内容の点から見れば、僅か１

点に過ぎないものの、「寺」の１文字が記されたものが、

71号竪穴建物から出土している(71竪-３)。９世紀第３

四半期～第４四半期の須恵器杯の体部外面に記されたも

のである。なお、この土器にはもう１箇所、体部内面に

墨痕が見られるが、文字であるか否かを含め、判読不能

である。本遺跡においては、瓦塔片や仏鉢型土器のよう

な仏教信仰を直接的に示すような遺物の出土はなく、ま

た、近隣にも古代寺院や古代の仏堂の遺構が検出された

遺跡は存在していない。しかしながら、寺院や仏堂等と

直接的な関連が見られないような古代の集落遺跡から

「寺」や「仏」等の文字が記された墨書・刻書土器が出土し

た事例は、全国でも枚挙に暇がないので、本遺跡出土の

「寺」と記された墨書土器についても、寺院や仏堂との直

接的な関連を想定する必要はない。古代の民衆にとって

は、必ずしも堂宇を備えたり、また、恒久・常備的なも

のでなくとも、仏教的な信仰や儀礼をおこなう場や空間

が、その時点において「寺」と認識されることもあったこ

とが、同時期の『日本霊異記』などの記述からも伺えると

ころである。

		なお、54号竪穴建物から出土した須恵器杯の体部外面

に正位で「寸」と記されたもの(54竪-１)も、「寺」の文字

の下半分の「寸」の部分に当たることから「寺」の文字を省

画した異体字として解釈することが可能である。ただ、

勿論、文字の意味は確定できないが、そのまま「寸」とい

う文字として記された可能性も、さらには、「村」という

文字の省画した異体字として記された可能性すらも存在

しないわけではないので、54号竪穴建物-１については、

現状では「寺」の文字が記されたものと断定することは出

来ない。仮に、この「寸」の文字が「村」という文字を省画
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した異体字と解釈するならば、33号竪穴建物から出土し

た1０世紀第１四半期の須恵器椀の体部内面に正位で「邑」

と記された墨書土器(33竪-２)との関連を想定すべきで

あろう。

　このように、１文字しか記されていない墨書・刻書土

器については、如何様にも解釈することが可能であるの

で、記された文字の内容を特定することは、実際には不

可能であり、飽くまでもいくつかの可能性が提示できる

に過ぎないのが、墨書・刻書土器を資料として扱う上で、

最も困難な点である。

　吾妻郡内唯一の本格的な古代寺院の遺跡は、７世紀後

半頃の創建と考えられる東吾妻町金井に所在する金井廃

寺である。上野国内において、７世紀に建立されたこと

が明らかな寺院遺跡は、前橋市総社町の山王廃寺、伊勢

崎市本関町～上植木本町の上植木廃寺、太田市寺井町～

天良町の寺井廃寺と東吾妻町の金井廃寺の４箇所しかな

く、金井廃寺は、上野国において最も重要な寺院の一つ

の遺跡であることは間違いない。しかも、上野国中央平

野部から離れた山間の吾妻郡の地に、早くも７世紀後半

には本格的な寺院が建立されていたことは、地域の歴史

を考える上で極めて重要と言えよう。

　これら上野国内四箇所の７世紀創建寺院の遺跡のう

ち、前橋市総社町に所在する山王廃寺からは「放光寺」・

「方光」と記された文字瓦が出土し、高崎市山名町所在の

山ノ上碑や「長元三年上野国不与解由状案」(所謂「上野

国交替実録帳」、東京国立博物館蔵九条家本『延喜式』裏

書)定額寺項に見える放光寺の遺跡であることはほぼ確

実となったものの、「長元三年上野国不与解由状案」定額

寺項に見える法林寺、弘林寺、慈廣寺の三箇寺について

は、現在までのところ、その遺跡がどこであるのか全く

不明である。これら三箇寺が、国家によって国分寺に並

ぶ官寺としての扱いを受けた定額寺であることからも、

大規模な寺院であったことに相違ないので、山王廃寺＝

放光寺跡を除いた上野国内の三箇所の７世紀建立寺院の

遺跡は、これら定額寺三箇寺の遺跡と見ることが自然で

ある。そうであるならば、金井廃寺は、「長元三年上野

国不予解由状案」定額寺項に見える法林寺、弘林寺、慈

廣寺のどれかの遺跡に当たるということになる。

　本遺跡と金井廃寺とでは相当の距離があるので、金井

廃寺が上野国内に建立された代表的寺院の一つであった

としても、金井廃寺の存在が、本遺跡に何がしかの影響

を直接的に与えていたとは想像し難いところであるが、

古代においては山間の僻遠の地というイメージが強い吾

妻郡において、早くも７世紀後半には本格的な仏教寺院

が建立されていたことは、古代におけるこの地域の経済

力や先進性を考える上で重要な要素であると言えよう。

（４）「子」

	 	4０号竪穴建物からは３点の「子」と記された墨書土器が

出土している(4０竪-３・４・８)。時期はいずれも９世

紀後半のものであるが、器形と文字記入の部位・方向は、

4０号竪穴建物-４は須恵器杯底部外面、4０号竪穴建物-８

は須恵器椀体部外面正位、4０号竪穴建物-３は須恵器皿

底部外面と、器形と文字記入の部位や方向にはまちまち

な点もあるが、それでも「子」の文字が記されている点で

は共通しており、むしろ、この竪穴建物における「子」の

文字への拘りと言うか執着と言うか、意味の大きさが伺

えるところである。

　「子」の文字は、他に43号竪穴建物から２点が出土して

いる(43竪-1０・14)。43号竪穴建物からは、先述した通

り７点の墨書土器が出土し、内２点は判読不能なので

(43竪-８・13)、釈読出来たものは５点であった。その

内の２点が、「子」と記されたものであり、43号竪穴建物

においても「子」の文字の有した意味の大きさが伺える。

内1点は「風構え」の中に「子」の文字が記されている(43竪

-14)。

		「子」の文字が記された計５点の墨書土器も、いずれも

１文字のみの記載であるので、如何様にも解釈すること

が可能であるが、敢えて解釈の１案を示すと、現在の高

崎市吉井町周辺で造られた上野国分寺跡及びその周辺か

ら出土した焼成前刻書された文字瓦に見える氏族名ない

しその一部としての「子」の文字との関連で、氏族名ない

しその一部と見做す解釈である。そうなると、『続日本紀』

天平神護２(766)年５月壬戌(８日)条に見える「在二上野

国一新羅人子午足等一百九十三人、賜二吉井連一。」の記

事とも関わる可能性も想定出来る。

　もし仮に、本遺跡から５点出土している「子」の文字を、

『続日本紀』天平神護２(766)年５月壬戌(８日)条や上野

国分寺跡出土文字瓦に見える氏族名ないしその一部とし

て解釈することが可能と考え、敢えて推測に推測を重ね
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るならば、本遺跡の地と多胡郡との関連がさらに想定出

来ることになる。そうなると、先述した本遺跡出土の「石

本」、「石」と土器に墨書された文字を石上氏、石上部氏

の氏族名と関連付ける仮説において、石上氏、石上部氏、

物部氏等が盤踞した群馬郡から多胡郡、甘楽郡、碓氷郡

に至る地域との関連をさらに補強することにもなるので

あるが、飽くまでも推測に推測を重ねた可能性の一つに

過ぎない。

（５）その他

	 	これらの他、遺構外から出土した９世紀後半の須恵器

椀の体部外面に、人面墨書土器に見られる髭の表現が描

かれたものがあること(遺構外-５)も特筆すべきである。

人面そのものではなく、人面墨書土器において極めて特

徴的な描写の一つである髭のみが描かれた事例も、神奈

川県平塚市の相模国府関連遺跡群等において出土してい

る。

　群馬県内からの人面墨書土器の出土は、現在までのと

ころ、太田市新田の西今井２遺跡からの出土事例２点な

どごく少数の事例しかないが、同じ吾妻郡内の東吾妻町

三島の四戸遺跡から、小破片であるため不明確な部分が

多く確定的なことは言えないながらも、一案として、人

面墨書土器の髭の部分の表記である可能性が考えられな

くもないものが出土している。本遺跡出土の事例遺構外

-５と吾妻郡内における２箇所の遺跡から人面墨書土器の

髭の部分の描写と見られる土器が出土していることは注

目できる。

		また、43号竪穴建物出土の９世紀第３四半期の須恵

器杯の体部外面に横位で「養丸」と墨書されたもの(43竪

-７)は、ファーストネームの人名を記したものである可

能性と、丸薬の名称を記したものである可能性が考えら

れる。集落遺跡からの出土であることから見れば、丸薬

名であるとはいささか考え難いので、ファーストネーム

の人名と見た方が良いであろう。なお、人名としてみた

場合、人名の「麻呂」の表記が「丸」へと変化していくのは

概ね９世紀の頃であるので、その点においても、この43

竪-７の土器の年代観は一致しており、人名としての推

測を傍証出来る。ファーストネームのみの記述と見た場

合、周知である氏の名を省略した可能性や、氏の名を持

たない階層の人物である可能性、さらには仮名(けみょ

う)である可能性などが考えられよう。

　６．まとめ
	 	 	以上、	本遺跡から出土した7０点の墨書・刻書土器につ

いて見てきた。

　それらは、時期的にはすべて９世紀第２四半期～1０世

紀前半の間に収まっており、須恵器・黒色土器を問わず、

すべてが供膳具である杯・椀型土器であることは、集落

遺跡出土の墨書・刻書土器の全国的な傾向と完全に合致

している。

		本遺跡出土の墨書・刻書土器については、土器におけ

る文字記入の位置が年代によって変化していることが判

明した。全国的な古代の墨書・刻書土器の傾向では、年

代によって文字の記入部位が明確に変化すると言うこと

は無く、むしろ、官衙・寺院等、文字が、行政や信仰に

おける情報伝達の手段として日常的に使用された場所の

遺跡では、底部に文字が記されたものが多く、集落遺跡

から出土する事例では体部に記されるものが比較的多い

というような、漠然とした傾向が指摘されてきたが、本

遺跡のように、土器における文字記入部位の変化が、年

代によって変化する傾向が強いという現象が明確に指摘

できた事例は、本遺跡に限った傾向であるとしても、稀

有な事例の一つとして特筆すべきであろう。

　また、本遺跡においては、同じ竪穴建物から出土した

墨書土器には同じ文字が記される傾向が非常に強いこと

が、特徴として指摘できるようである。集落遺跡出土の

墨書・刻書土器に記された文字が意味するところとして

は、従来、それぞれの単位集団における標識的文字、例

えるならば、一面としては後世の「屋号」に類するような

ものであった可能性が高いものと見られてきたが、本遺

跡における墨書・刻書土器について見れば、竪穴建物ご

とに同じ内容の文言が記された事例が多いことから、竪

穴建物単位を基礎とする単位集団の存在を想定すること

が可能であり、記された文字はそれぞれの単位集団の標

識的文字であったと解釈することが可能であろう。

		一般的に集落遺跡出土の墨書土器は、１文字か２文字

程度しか文字が記されないものがほとんどで、特に１文

字しか記されないものが圧倒的に多いという特徴が指摘

されているが、本遺跡では、判読可能なものの内、２文

字が記されたものの方が多いという点も、わが国におけ
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る古代の墨書・刻書土器の出土事例の中では特徴的と言

えよう。

		さらに内容的には、石上氏、石上部氏、物部氏、子氏

などの氏族名との関連を推測することが可能なものが存

在していることも、本遺跡出土の墨書・刻書土器の特徴

として挙げて良いだろう。現段階においては、推測に推

測を重ねた、まだ根拠の薄弱な一つの仮説に過ぎないと

ころではあるが、もし、本遺跡から出土した墨書・刻書

土器に記された文字が、それらの氏族との関連する文字

であるならば、上野国南西部に勢力を有した氏族たちと

の密接な関連が想定出来ることになり、古代吾妻郡の開

発動向や支配の在り方を知る上での手掛かりにもなり得

る可能性を有している。

		いずれにせよ、吾妻郡に関しては既存の古代の史料が

非常に僅少であり、また従来、古代の文字資料の出土も

非常に少なかったので、同郡における古代の様相はほと

んど不明であったと言っても過言ではない。しかしなが

ら、一方で、古代の吾妻郡は、上野国内でも僅少な白鳳

期創建の本格的古代寺院である金井廃寺の存在や、「長

元３(1０3０)年上野国不与解由状案」(所謂「上野国交替実

録帳」)諸郡官舎項の「吾妻郡」には「長田院」、「伊参院」と

いう郷倉ないし郡家別院と考えられる施設につての記述

があるなど、山間部であり、国府や東山道駅路沿線の地

からは僻遠の場所というイメージが強く、また３郷しか

所在しない下郡であるにもかかわらず、上野国内におい

ても独特の存在感を示す特異な地であった。本遺跡から

出土した71点の墨書・刻書土器は、そうした山間部の僻

遠の地に在りながらも、独特の存材感を示した古代吾妻

郡実態の解明に向けての一つの手掛かりを与える重要な

資料群と位置付けることが出来る。
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掲載番号 種類	 器種 墨書/刻書 時期
1 19号竪穴建物-1 須恵器 杯 墨書　底部内外面２箇所　「亥」 9世紀第3四半期
２ ２6号竪穴建物-1２ 須恵器 椀 墨書　底部外面　「中」 9世紀第3四半期
3 ２7号竪穴建物-２ 黒色土器 椀 墨書　体部外面正位　「石本」(石奉か) 1０世紀前半
4 ２7号竪穴建物-3 黒色土器 椀 墨書　体部外面横位　「□三」 1０世紀前半
5 ２7号竪穴建物-6 黒色土器 椀 墨書　体部外面方向不明　判読不能 1０世紀前半
6 ２7号竪穴建物-11 黒色土器 椀 墨書　体部外面正位　判読不能 1０世紀前半
7 3０号竪穴建物-5 黒色土器 椀 墨書　体部外面正位　「石本」(石奉か) 1０世紀第1四半期
8 3０号竪穴建物-6 黒色土器 椀 墨書　体部外面正位　「石本」(石奉か) 1０世紀第1四半期
9 3０号竪穴建物-7 黒色土器 椀 墨書　体部外面正位　「石本」(石奉か) 1０世紀第1四半期
1０ 3０号竪穴建物-8 黒色土器 椀 墨書　体部外面正位　「□〔石ヵ〕本」(□奉か) 1０世紀第1四半期
11 3０号竪穴建物-18 黒色土器 椀 墨書　体部外面　判読不能 1０世紀第1四半期
1２ 3０号竪穴建物-19 黒色土器 椀 墨書　体部外面倒位　「石本」(石奉か)　内面篦磨き　「×」 1０世紀第1四半期
13 3０号竪穴建物-２０ 須恵器 椀 墨書　体部外面正位　「石本」(石奉か) 1０世紀第1四半期
14 3０号竪穴建物-２1 須恵器 椀 墨書　体部内面正位　「石本」(石奉か) 1０世紀第1四半期
15 31号竪穴建物-２ 須恵器 皿 墨書　体部外面横位　「井マ」(井部か) 1０世紀前半
16 31号竪穴建物-3 須恵器 皿 墨書　体部外面横位　「井マ」(井部か) 1０世紀前半
17 31号竪穴建物-5 須恵器 椀 墨書　体部内面正位　「□〔井ヵ〕マ」(□部か) 1０世紀前半
18 33号竪穴建物-２ 須恵器 椀 墨書　体部内面正位　「邑」 1０世紀第1四半期
19 39号竪穴建物-3 須恵器 椀 墨書　体部内外面　判読不能 1０世紀前半
２０ 4０号竪穴建物-3 須恵器 皿 墨書　底部外面　「子」 9世紀第3四半期
２1 4０号竪穴建物-4 須恵器 杯 墨書　底部外面　「子」 9世紀第3四半期
２２ 4０号竪穴建物-8 須恵器 椀 墨書　体部外面正位　「子」 9世紀第3四半期
２3 43号竪穴建物-6 須恵器 杯 墨書　底部内面　「下」 9世紀後半
２4 43号竪穴建物-7 須恵器 杯 墨書　体部外面横位　「養丸」 9世紀第3四半期
２5 43号竪穴建物-8 須恵器 椀 墨書　底部外面　判読不能 9世紀後半
２6 43号竪穴建物-1０ 須恵器 杯 墨書　底部外面　「子」　写真のみ掲載 9世紀後半
２7 43号竪穴建物-11 須恵器 椀 墨書　底部内面　「卅」 9世紀後半
２8 43号竪穴建物-13 須恵器 椀 墨書　体部外面　判読不能 9世紀第3～第4四半期
２9 43号竪穴建物-14 須恵器 椀 墨書　体部外面倒位　「風構え＋子」 9世紀後半
3０ 48号竪穴建物-5 須恵器 椀 墨書　体部外面　判読不能 1０世紀第1～第２四半期
31 48号竪穴建物-6 須恵器 椀 墨書　体部外面　判読不能 1０世紀第1～第２四半期
3２ 54号竪穴建物-1 須恵器 杯 墨書　体部外面正位　「寸(＝寺)」 9世紀第3四半期
33 6０号竪穴建物-1０ 須恵器 椀 刻書　底部内面焼成後刻書　「十」 9世紀第3～第4四半期
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掲載番号 種類	 器種 墨書/刻書 時期
34 7０号竪穴建物-1 黒色土器 椀 墨書　底部外面　「休」 9世紀第3四半期
35 71号竪穴建物-3 須恵器 杯 墨書　体部外面倒位　「寺」　体部内面墨痕	 9世紀第3～第4四半期
36 73号竪穴建物-２ 須恵器 杯 墨書　底部外面　「□〔日ヵ〕」 9世紀第4四半期
37 81号竪穴建物-２ 須恵器 杯 墨書　底部外面　「小井」 9世紀第２～第3四半期
38 81号竪穴建物-3 須恵器 杯 墨書　底部外面　「小井」 9世紀第２～第3四半期
39 81号竪穴建物-7 須恵器 椀 墨書　底部外面　判読不能 9世紀第２～第3四半期
4０ 87号竪穴建物-4 須恵器 杯 墨書　底部外面「小井」 1０世紀第1～第２四半期
41 87号竪穴建物-5 須恵器 杯 墨書　底部外面　「小井」 9世紀第3～第4四半期
4２ 87号竪穴建物-6 須恵器 杯 墨書　底部内外面２箇所　「小井」 1０世紀第1～第２四半期
43 87号竪穴建物-7 須恵器 杯 墨書　底部内外面２箇所　「小井」 9世紀第3～第4四半期
44 87号竪穴建物-8 須恵器 椀 墨書　底部内外面２箇所　「小井」 9世紀第3～第4四半期
45 87号竪穴建物-9 須恵器 杯 墨書　底部外面　「井」 9世紀第3～第4四半期
46 87号竪穴建物-２7 須恵器 杯 墨書　底部内面　「小井」 9世紀第3～第4四半期
47 87号竪穴建物-3０ 須恵器 椀 墨書　底部内面「井」　外面「小井」 9世紀第3～第4四半期
48 87号竪穴建物-31 須恵器 椀 墨書　底部内外面２箇所、体部外面正位　「小井」 9世紀第3～第4四半期
49 87号竪穴建物-35 須恵器 椀 墨書　体部外面正位　「物」 9世紀第3～第4四半期
5０ 87号竪穴建物-36 須恵器 椀 墨書　底部外面　「小井」 9世紀第3～第4四半期
51 87号竪穴建物-4２ 須恵器 椀 墨書　底部内外面２箇所　「小井」 9世紀第3～第4四半期
5２ 87号竪穴建物-46 須恵器 椀 墨書　底部外面　判読不能 9世紀第3～第4四半期
53 1０4号竪穴建物-4 須恵器 椀 墨書　体部外面正位　「泉」　内面判読不能 9世紀後半
54 115号竪穴建物-3 須恵器 椀 墨書　体部外面　判読不能　　体部内面　「井」 9世紀後半
55 ２115号土坑-１ 須恵器 椀 墨書　体部外面　判読不能 1０世紀
56 ２115号土坑-２ 須恵器 椀 墨書　体部外面　判読不能 1０世紀
57 遺構外-5 須恵器 椀 墨書　体部外面正位　人面髭の表現か？ 9世紀後半
58 遺構外-6 須恵器 椀 墨書　体部内面正位　「泉」 9世紀後半
59 遺構外-7 須恵器 椀 墨書　体部外面正位　「奉」 9世紀後半
6０ 遺構外(3-3面石積)-8 須恵器 椀 墨書　底部内外面２箇所　「小井」 9世紀後半
61 遺構外(3-3面石積)-9 須恵器 杯 墨書　底部内外面２箇所　「井万」 9世紀後半
6２ 遺構外(3-3面石積)-1０ 須恵器 杯 墨書　体部外面　判読不能 9世紀後半
63 遺構外-14 須恵器 杯 墨書　体部外面正位　「泉」　体部内面　判読不能 9世紀後半
64 遺構外-18 須恵器 椀 墨書　底部内面　「井小」 9世紀後半
65 遺構外-19 須恵器 椀 墨書　底部外面　「小井」 9世紀後半
66 遺構外-２3 須恵器 椀 墨書　体部外面　判読不能 9世紀後半
67 遺構外-２4 須恵器 皿 墨書　体部内面横位　「中」 9世紀後半
68 遺構外-２5 須恵器 椀 墨書　体部外面正位　「石」 9世紀後半
69 遺構外-２6 須恵器 椀 墨書　体部内面　判読不能 9世紀後半
7０ 遺構外-２7 須恵器 椀 墨書　体部外面正位　「白」 9世紀後半
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中・近世面
近世相当面　第１区画

畑 グリッド 範囲(m) 畝方位 挿図 PL.
a面1号畑 ２5-9０-Q～R-5～8 13.3×14.6 N-5～11°-E 13・14 ２
a面２号畑 ２5-9０-L～O-13～15 9.3×7.1 耕作具先端痕跡 13・14
a面3号畑 ２5-8０-L～O-18～4 ２4×4０ N-7°-W/N-4°-E 13・15・16 ２
a面4号畑 ２5-8０-P・Q-２０・２1 ２.5×２.5 N-3０°-W 13・15・17
a面5号畑 ２5-8０・9０-O・P-16・17 4.5×3.5 N-1２～15°-W/N-２1°-W 13・15・17
b面1号畑 ２5-8０-U・V-２２・２3 8.5×3.5 N-86°-E 13・18
b面２号畑 ２5-8０-S～X-1２～２1 5.5×47 N-84～86°-W 13・18
b面3号畑 ２5-8０-O～R-16～２２ 1０×1０・8.5×8.5・8×5.5 N-89～93°-E/N-45°-E/N-45°-E 13・19

復旧坑 グリッド 規模(長×短×深cm) 長軸方位 挿図 PL.
復旧坑63 ２5-9０-B～D-3～5 6２5×374×1２8 N-66°-E 13・２０・２1 ２・3
復旧坑64 ２5-9０-C・D-5・6 668×２13×11２ N-63°-E 13・２０・２1 ２・3
復旧坑65 ２5-9０-C・D-6～8 8０9×199×9２ N-36°-W 13・２０・２1 3
復旧坑66 ２5-9０-H～J-4・5 5０9×38２×96 N-71°-E 13・２０・２２ 3
復旧坑68 ２5-9０-D・E-13～15 674×184×76 N-２6°-E 13・２０・２２ 4
復旧坑69 ２5-9０-E・F-1２・13 71２×２13×75 N-49°-W 13・２０・２3 4
復旧坑7０ ２5-9０-F～I-11～13 967×２5０×75 N-57°-W 13・２０・２3 4
復旧坑71 ２5-9０-G-11 185×15２×7２ N-4°-W 13・２０・２3 4
復旧坑7２ ２5-9０-G・H-11・1２ (5０3)×177×4２ N-56°-W 13・２０・２3 4
復旧坑73 ２5-9０-G～I-5～7 8０6×２91×1０２ N-34°-W 13・２０・２4 4
復旧坑74 ２5-9０-I・J-8～1０ 87２×２85×11０ N-２4°-W 13・２０・２4 4
復旧坑84 ２5-8０-K～M-19～２1 (874)×２００×84 N-5０°-E 13・２5 4
復旧坑85 ２5-8０-M・N-19～２1 (486)×-×46 N-53°-E 13・２5 4

近世相当面　第２区画
畑 グリッド 範囲(m) 畝方位 挿図 PL.

1号畑 ２5-98・99-Y・A-11～17 ２3×5 N-２～13°-E ２6～２8
２号畑 ２5-99-A～I-9～18 35.7×31.8 N-8°-W ２6～２8・31 5
3号畑 ２5-98-I・J-8～13 ２２.２×5.２ N-1０°-W ２6・２9・13２
4号畑 ２5-98・99-X～K-1～9 ２4.8×２1.1 N-２5～3０°-W ２6～２8 5
5号畑 ２5-99-B～K-4～8 16×33 ２6・3０～3２ 5
6号畑 ２5-99-E～J-1～4 8.２×２０ N-9～1２°-W ２6・3０ 6

近世相当面　第3区画
畑 グリッド 範囲(m) 畝方位 挿図 PL.

1号畑 ２5-89-G～K-２２～２4 16m×8.3m N-8～1０°-W 33・34
２号畑 ２5-88・89-X～C-２２～２5 11m×15m N-17～19°-W/N-9～11°-W 33・34 6

溝 グリッド 規模(長m×幅cm×深cm) 方位 挿図 PL.
２8号溝 ２5-89-B～D-17～２０ 14×46～69×２5～4０ N-3０°-W 33・35 6・7
２9号溝 ２5-89-A・B-２ 6.1×16～44×1～16 N-75°-E 33・36 6

近世相当面　第4区画
畑 グリッド 範囲(m) 畝方位 挿図 PL.

1号畑 ２5-98-R-9・1０ 4.5×5.3 N-０° 37 7

近世相当面　第5区画
畑 グリッド 範囲(m) 畝方位 挿図 PL.

1号畑 35-8-S～Y-5～9 11.5×２4.6 W-２7～3０°-W 38・13２

近世相当面　洪水砂流入区画
グリッド 範囲(m) 挿図 PL.

洪水砂流入区画 ２5-88・98-S～V-２5～２ 1０×8.5 39 7

中世相当面　第1区画
畑 グリッド 範囲(m) 畝方位 挿図 PL.

1号畑 ２5-8０-P～R-19～２3 8×13 N-5０°-W 4２・43 8
２号畑 ２5-8０-O～R-16～２1 17.２5×1２.２5 N-5０～55°-W 4２・43 8
3号畑 ２5-8０-M・N-２２・２3 4.8×5 N-37～4２°-E 4２・44 8
4号畑 ２5-8０・9０-K～M-２２～２ 7.２×9.２ N-２5°-E 4２・44・48 8・9
5号畑 ２5-8０-J～O-18～２3 16×11.1 N-２5～4０°-W 4２・44・48 8・9
6号畑 ２5-8０・9０-E～L-２1～4 ２6.5×２9 N-２5～２7°-E/N-37°-E/N-65°-E 4２・45 1０・13
7号畑 ２5-8０-N・O-２5 ２.２×3.２ N-２０°-E 4２・46・48 1０
8号畑 ２5-9０-N～Q-4～7 ２２×1２ N-8～1０°-E 4２・46・48 1０・11
9号畑 ２5-9０-O～S-1～4 15×15 N-２°-E/N-7°-E 4２・46・48 1０・11
1０号畑 ２5-9０-K～N-２～6/２5-9０-L～N-3～5 1０×9.5/6.5×8.6 N-1０°-E/N-２3°-W 4２・47・48 11・1２・14
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石列 グリッド 規模(m) 長辺方位 挿図 PL.
２号石列 ２5-9０-H・I-3 115.２～117.6×83.２～86.4 N-53°-E 45・49～51 13・14

道 グリッド 規模(長m×幅cm) 方位 挿図 PL.
17号道 ２5-8０-O～S-16～２1 ２4×5０～1００ N-3２°-E 43・48 1２・14

溝 グリッド 規模(長m×幅cm×深m) 方位 挿図 PL.
47号溝 ２5-8０・9０-S～H-16～1０ 73×6０～1００×39 N-13°-E/N-5０°-E/N-7°-E 5２・53 15・16
48号溝 ２5-8０・9０-S～H-16～1０ 73×8０～1２０×4２ N-13°-E/N-5０°-E/N-7°-E 5２・53 15・16

建物 グリッド 規模(長×幅m) 長辺方位 挿図 PL.
２9号建物 ２5-8０-N～P-２０～２２ 1０.6×6.85 N-3０°-E 54～61 17～２5・177

中世相当面　第２区画
a面

溝 グリッド 規模(長m×幅cm×深m) 方位 挿図 PL.
8号溝 ２5-9０-O～R-11～18 ２7.6×1００～35０×２8～48 N-36°-W/N-3°-E 63・64 16・17
1２号溝 ２5-9０-L・M-13～15 7.２×２5～4０×8 N-35°-E 63・64 17
13号溝 ２5-9０-L・M-13～15 7.２×3０～7０×11 N-35°-E 63・64 17
14号溝 ２5-9０-K～O-11 15.4×5０～1００×２3～3２ N-81°-E 63・64 ２6
15号溝 ２5-9０-O・P-15 4.1×6０×5～7 N-81°-E 63・64 ２6
58号溝 ２5-9０-G～O-1０～17 47.1×5０～11０×２5～35 N-44°-E 63・64 ２6
59号溝 ２5-9０-G～O-1０～17 47.1×5０～11０×２5～47 N-44°-E 63・64 ２6
6２号溝 ２5-9０-I～K-15～17 ２２.6×1００～16０×43 N-15°-W/N-２０°-W 63・64 ２6

b面
耕地区画 グリッド 範囲(m) 特記事項 挿図 PL.

A区 ２5-9０-G～O-1０～15 35×5 65・71 ２7
B区 ２5-9０-H～Q-1０～17 34×5～7.8 65・71 ２7
C区 ２5-9０-I～L-13～18 1２.8×２０.5 65・71 ２7
D区 ２5-9０-K～P-13～16 ２０×6～1２.5 65・69 ２7
E区 ２5-9０-J～Q-15～19 ２4.5×1２.5 65・69 ２7
F区 ２5-9０-K～Q-18～２２ ２4.5×11.7～14 65・68 ２7
G区 ２5-9０-L～O-２２・２3 1０.6×5 65・68 ２7

畑 グリッド 範囲(m) 畝方位 挿図 PL.
1号畑 ２5-9０-J・K-14 1.6×3.２ N-35°-E 65・71 ２8
２号畑 ２5-9０-O・P-14・15 4.7×3.5 N-6～11°-W/N-3°-W 65・69 ２8
3号畑 ２5-9０-N～Q-1０～18 1０.6×11.5 N-85°-E 65・69・7０ ２8

溝 グリッド 規模(長m×幅cm×深cm) 方位 挿図 PL.
61号溝 ２5-9０-H～N-1０～15 3０.1×5０～7０×15～17 N-65°-E 65・71 ２8・3２
49号溝 ２5-9０-P・Q-11～19 ２5×1００～19０×２5～31 N-1２°-W 65・69・7０ 3０

c面
耕地区画 グリッド 範囲(m) 特記事項 挿図 PL.

A区 ２5-9０-H～L-1０～17 1２.5×２1 7２・79 ２7・31～34
B区 ２5-9０-L～O-1０・11 13.3×２.7 7２・79 ２7・31～34
C区 ２5-9０-M～O-11・1２ 9.２×7.8 7２・79 ２7・31～34
D区 ２5-9０-L・M-1０・1２ 3.5×4.8 7２・79 ２7・31～34

畑 グリッド 範囲(m) 畝方位 挿図 PL.
1号畑 ２5-9０-J・K-1２ 1.5×０.5 N-２3°-W 7２・79 33
２号畑 ２5-9０-H・I-14 1.8×２.２ N-4０°-W 7２・75・79

水田 グリッド 範囲(m) 特記事項 挿図 PL.
1号水田 ２5-9０-I～Q-1２～18 東西31.5m、南北17m 株跡・足跡 7２・74～76・79 31
２号水田 ２5-9０-K～Q-15～18 16.9×２3 木杭痕跡・1号畦 7２・74～76・78・79 31・33
3号水田 ２5-9０-K～Q-18～２1 ２3×8 7２・74・75・78 31・33
4号水田 ２5-9０-K～P-２1・２２ ２1.4×２.8 7２・74・78 31
5号水田 ２5-9０-K-P-２1～２4 ２1.4×3.8 西端が北に延びる 7２・74・78 31
6号水田 ２5-9０-L～P-２２～２4 ２２.6×3.6 7２・74・75・78 31
7号水田 ２5-9０-L～P-２3～２5 16.5×２.7 7２・74・78 31
8号水田 ２5-9０-L～P-２4・２5 13×２.２ 7２～74・77・78 31
9号水田 ２5-9０・1００-M～P-２4～1 1２.２×4 7２～74・77・78 31
1０号水田 ２5-9０・1００-L～P-２5～２ ２1.２×1.4 7２～74・77・78 31
11号水田 ２5-1００-M～P-1・２ 1２.5×3.5 7２～74・77・78 31
1２号水田 ２5-1００-N～P-1～4 1０.1×7.8 7２～74・77・78 31
13号水田 ２5-1００-O～Q-２～4 9×２.3 7２～74・77・78 31
14号水田 ２5-1００-P～R-２～4 7×6.２ 7２～74・77・78 31
15号水田 ２5-1００-R～U-3～6 1０×8.5 7２・73・77 31
16号水田 ２5-1００-S～W-4～6 1０.5×11 7２・73・77 31
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溝 グリッド 規模(長m×幅cm×深㎝) 方位 挿図 PL
5０号溝 ２5・9０・1００-K～N-19～3 4０×6０～1２０×19 N-15°-W 7２・75・77・78・8２ 35
51号溝 ２5-9０-J～O-13～18 ２8.5×２4～4０×9～２4 N-65°-E/N-２5～3０°-E 7２・74～76・79・81 36
5２号溝 ２5-9０・1００-P～W-14～5 77.6×3０～5０×1０ N-3０～7２°-W 7２・73・77～79・83

d面
水田 グリッド 範囲(m) 特記事項 挿図 PL

1号水田 ２5-9０-L～P-11～13 16.２5×4.5 畝間溝状の痕跡 84・87 37
２号水田 ２5-9０-L～P-1２～15 18.２×5.7 84・87・88 37
3号水田 ２5-9０-M～P-14・15 15×6.4 84・87・88 37
4号水田 ２5-9０-L-14・15 ２×２ 84・87・88 37
5号水田 ２5-9０-J・K-16～18 8.1×3.7 畝間溝状の痕跡 84 37
6号水田 ２5-9０-M-Q-15～18 15.4×8.4 畝間溝状の痕跡 84 37
7号水田 ２5-9０-K～M-17～19 8.5×7.7 84・86 37

8号水田 ２5-9０-M～P-17～19 1２.5×3.5 畝間溝状の痕跡　西端が北に
延びる 84・86 37

9号水田 ２5-9０-K～P-18～２1 19.3×6.3 畝間溝状の痕跡 84・86 37
1０号水田 ２5-9０-L～P-２０～２3 18.２×9.6 畝間溝状の痕跡 84・86 37

溝 グリッド 規模(長m×幅cm×深m) 方位 挿図 PL
54号溝 ２5-9０-L～O-14・15 15.２5×7０～115×1０ N-8０°-W/N-75°-E 84・86・88 39

石積 グリッド 規模(長×幅m) 方位 挿図 PL
石積 ２5-9０-K～M-14～19 4×3.5/4.２×1.6 南群　N-35°-E 89 4０

中世相当面　第3区画
畑 グリッド 範囲(m) 畝方位 挿図 PL

a面1号畑 ２5-98・99-V～B-11～17 ２０×２5 N-74～75°-E 9０ 41
a面２号畑 ２5-98・99-Y～D-1０～19 16m、南北２6 N-8～1０°-W 9０ 41
b面1号畑 ２5-98・99-Y～B-14～16 8m、南北8.5 N-75～8０°-E 9２ 41
b面２号畑 ２5-99-A～C-15～17 7.5m、南北9 N-15°-W 9２ 41
b面3号畑 ２5-99-N～S-7～13 17×２1.5 N-1～２°-E 9０・93 41

中・近世面遺構
掘立柱建物 グリッド 規模(長×幅m) 棟方位 挿図 PL

19号掘立柱建物 35-7-L・M-1２・13 (7)×3.7 N-8°-W 1０3 49・5０
２3号掘立柱建物 ２5-99-J・K-1０・11 5.4×3.4 N-7～9°-W 95・96・1００ 4２・43
２7号掘立柱建物 ２5-99-M・N-２・3 5.14～5.8×4.4２～4.6 N-8～1０°-W 95・97・1００ 43・44
２8号掘立柱建物 ２5-99-B・C-3・4 4.8～4.9×3.6～3.7 N-84°-E 95・98・1００ 44・45
２9号掘立柱建物 ２5-99-F・G-9・1０ 4.5～4.7×3.85～3.6０ N-8０°-E 95・99・1００ 45～47
3０号掘立柱建物 ２5-99・1００-Y～B-２０・２1 5.56×3.4 N-74°-E 1０1・1０２ 47・48
掘立柱建物A ２5-99-G・H-3・4 4.16～4.２×3.9～4.０6 N-11°-W 95・1０5・1０6
掘立柱建物B ２5-99-D・E-3・4 4.75～4.86×4.15～4.２6 N-7２～8０°-E 95・1０7
掘立柱建物C ２5-98-X・Y-5～7 7.8×3.6 N-7°-W 95・1０8・1０9

柵 グリッド 長(m) 方位 挿図 PL
7号柵 ２5-99-J・K-18 4.78	 N-9０° 1０4 5０
8号柵 ２5-99-K-15 1.3０	 N-11°-W 1０4 5０
15号柵 ２5-98-X-5～7 6.95	 N-7°-W 1０4 51
16号柵 ２5-88・98-T-２5・1 ２.００	 N-3°-W 1０4 51

墓坑 グリッド 規模(長×短×深cm) 長軸方位 遺物等 挿図 PL
938号土坑 ２5-8０-Q-19・２０ 9０×78×16 N-34°-E 銭 113 5２・177
939号土坑 ２5-8０-P-19 1０9×1０4×4２ N-49°-W 銭・煙管 113・114 5２・53・178
94０号土坑 ２5-8０-M・N-２２・２3 119×115×２7 N-75°-E 煙管・釘・漆片 115 53・178
941号土坑 ２5-8０-M-２3 9２×88×２1 N-3０°-W 銭・煙管 115・116 53・54・178
94２号土坑 ２5-8０-N-２3 1０1×77×２8 N-15°-W 銭・煙管 115・117 54・178
956号土坑 ２5-8０-L-２3・２4 9０×74×２5 N-２6°-W 釘 115・117 54・55・178
961号土坑 ２5-71-E-16・17 9２×88×16 N-7０°-W 銭・煙管・釘 118 55・178
1２8０号土坑 ２5-9０-V-２２ 17０×94×4２ N-13°-W 銭 119・13０ 56・178
14０7号土坑 ２5-1００-M-8・9 158×119×２5 N-２０°-E 119 56
14２０号土坑 ２5-1００-O-5・6 1２０×75×２２ N-35°-W 1２０ 57
13０5号土坑 ２5-9０-H-11 11０×11０×２7 銭 1２０ 57・58・179
13２０号土坑 ２5-9０・1００-Q-２5・1 17２×1０5×13/２０ N-7０°-E 1２1 58
1566号土坑 ２5-1００-F-8 88×61×9 N-9°-W 1２1 59
1797号土坑 ２5-9０-I・J-２1・２２ 1０1×56×3０ N-47°-W 1２２ 59・6０
18２4号土坑 ２5-9０-B-11 153×79×1０ N-２5°-W 1２２ 6０
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焼土 グリッド 規模(長×短cm) 挿図 PL.
35号焼土 35-R-11 58×２5 1２4 61
36号焼土A　35-8-S-11 3２×14 1２4 61
36号焼土B　35-8-S-1０ 1２×8 1２4 61
37号焼土 不明 61
4０号焼土 ２5-99-G-4 7０×6０ 1２4 61
48号焼土 ２5-99-Q-6 48×4０ 1２4 61
49号焼土 ２5-99-Q-6 4０×34 1２4 61・6２
5０号焼土 ２5-99-Q-7 43×36 1２4 6２
51号焼土 ２5-99-Q-6 38×38 1２4 6２
5２号焼土 ２5-99-P-6 ２8×２6 1２4 6２
53号焼土 ２5-99-P-6 38×34 1２4 6２

焼土 グリッド 規模(長×短cm) 挿図 PL.
54号焼土 ２5-99-P-6 58×4０ 1２4 6２
55号焼土 ２5-99-P-6 ２5×２5 1２4 63
6０号焼土 ２5-99-F-14 176×9２ 1２5 63
61号焼土 ２5-99-B-3 84×58 1２5 63
6２号焼土 ２5-99-H-9 5０×3０ 1２5 63
63号焼土 ２5-8０-O-２3 7０×34 1２5 63
75号焼土 ２5-89-J-19 164×(8２) 1２6・1２7 64
76号焼土 ２5-89-J-２０ 9０×54 1２6・1２7 64
77号焼土 ２5-89-J-２０・２1 98×8０ 1２6・1２7 64
78号焼土 ２5-89-J-２２ 45×45 1２6・1２7 64
8０号焼土 ２5-89-H-２1 7２×(6０) 1２6・1２7 64

炭窯 グリッド 規模(長×短×深cm) 長軸方位 挿図 PL.
1号炭窯 ２5-9０-W・X-15・16 4.45×3.００ 本体N-4～9° -E・焚き口N-17° -E 1２8 65・66

近世相当面土坑 グリッド 規模(長×短×深cm) 長軸方位 出土遺物等 挿図 PL.
645号土坑　 35-8-R-1２ 48×4０×16 N-3０°-W 13２・135 67
646号土坑　 35-8-R・S-1２ 89×85×1２ N-67°-W 13２・135 67
647号土坑　 35-8-R・S-11 119×81×81 N-85°-E 13２・135 67
648号土坑　 35-8-T-1０ 9２×8２×36 N-54°-E 13２・135 67
649号土坑　 35-8-U-9・1０ ２94×73×56 N-8°-E 13２・135 68
65２号土坑　 35-9-A-8・9 364×58×69 N-15°-W 13２・135 68
653号土坑　 35-9-B-8・9 49０×6０×45 N-4°-E 13２・135 68
656号土坑　 ２5-9０-M-16 156×137×２6 N-67°-E 135 68
657号土坑　 35-9-A-5 347×8２×２２ N-45°-W 13２・135 68・69
658号土坑　 35-9-B-6 (137)×61×２6 N-55°-W 135 69
659号土坑　 35-8-X-9・1０ ２57×83×1０6 N-1０°-W 13２・136 69
663号土坑　 35-8-W-11 96×89×1０ N-14°-W 13２・136 69
664号土坑　 35-8-W・X-1２ 69×53×63 N-8０°-E 13２・136 69
665号土坑　 35-9-C-1２ 83×78×18 N-２8°-W 13２・136 7０
666号土坑　 35-8-W・X-8 79×73×15 N-13°-W 13２・136 7０
667号土坑　 35-8-W-1０・11 1０２×68×46 N-9°-W 13２・136 7０
668号土坑　 35-8-V・W-11・1２ 1０9×1０9×２０ 13２・136 7０
669号土坑　 35-8-V-11・1２ 1０8×86×２２ N-13°-W 13２・136 71
67０号土坑　 35-8-U・V-11 189×58×２9 N-77°-W 13２・136 71
671号土坑　 35-8-V-11 71×69×47 N-41°-W 13２・136 71
67２号土坑　 35-9-B-7 78×63×２4 N-19°-W 13２・136 71
673号土坑　 35-9-B-7 (7２)×48×17 N-3２°-W 13２・136 71・7２
68０号土坑　 ２5-99-K-17 69×61×6 N-39°-W 13２・136 7２
681号土坑　 ２5-99-J-17 61×5２×7 N-64°-W 13２・136 7２
68２号土坑　 ２5-99-J-17 4０×(19)×6 N-1０°-W 13２・136 7２
683号土坑　 ２5-99-N-18 ２２9×13２×3２ N-83°-E 13２・137 7２・73
684号土坑　 ２5-99-M・N-16・17 545×4２×4０ N-81°-E 13２・137 73
685号土坑　 ２5-99-N-16・17 338×7２×3０ N-1０°-W 13２・137 73
686号土坑　 ２5-99-N-15・16 ２２4×67×44 N-6°-W 13２・137 73
687号土坑　 ２5-99-N-15 ２69×78×4２ N-19°-W 13２・137 73
688号土坑　 ２5-99-O・P-15 (179)×78×5２ N-9°-W 13２・136 74
689号土坑　 ２5-99-Q-15 113×78×２3 N-79°-E 13２・137 74
69０号土坑　 ２5-99-O～Q-15 565×4２×２5 N-7０°-E 13２・137 74
691号土坑　 ２5-99-P-14 ２15×9２×41 N-3０°-W 13２・137 74
69２号土坑　 ２5-99-O-1２・13 ２48×79×3０ N-7°-W 13２・137 74
693号・698号土坑　 ２5-99-N・O-1２・13 354×59×5０ N-1０°-W 13２・138 75
694号土坑　 ２5-99-M・N-1２ 345×67×２２ N-14°-W 13２・138 75
695号土坑　 ２5-99-M-13 186×63×２3 N-7２°-E 13２・138 75
696号土坑　 ２5-99-O・P-14・15 (8０)×64×5０ N-17°-W 13２・136 75・76
697号土坑　 ２5-99-N-6・7 479×89×41 N-1２°-W 138 76
717号土坑　 ２5-99-J-２ 8２×76×17 N-14°-W 131・139 76
718号土坑　 ２5-99-J-２ 78×76×11 N-74°-W 131・139 76
719号土坑　 ２5-99-J・K-２ 74×69×18 N-1２°-W 131・139 76
7２8号土坑　 ２5-99-G-5 68×66×5 N-２6°-E 131・139 77
7２9号土坑　 ２5-99-G-4 6２×55×8 N-7°-W 131・139 77
73０号土坑　 ２5-99-G-4 76×73×9 N-44°-W 131・139 77
731号土坑　 ２5-99-G-4 63×56×1０ N-２8°-W 131・139 77
73２号土坑　 ２5-99-G-4 61×58×8 N-4°-E 131・139 77
733号土坑　 ２5-99-G-3・4 84×77×1０ N-5２°-W 131・139 77
734号土坑　 ２5-99-G-4 88×87×18 N-8０°-E 131・139 77
735号土坑　 ２5-99-G・H-4 67×65×9 N-54°-W 131・139 77
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近世相当面土坑 グリッド 規模(長×短×深cm) 長軸方位 出土遺物等 挿図 PL.
736号土坑　 ２5-99-G・H-4 81×75×13 N-２8°-W 131・139 77
737号土坑　 ２5-99-G・H-4 115×81×17 N-54°-E 131・139 78
738号土坑　 ２5-99-G・H-3・4 1０9×7０×9 N-68°-E 131・139 78
739号土坑　 ２5-99-G・H-3 95×73×1２ N-37°-E 131・139 78
74０号土坑　 ２5-99-H-3 69×66×9 N-3０°-E 131・139 78
741号土坑　 ２5-99-H-3・4 69×64×11 N-78°-W 131・139 78
74２号土坑　 ２5-99-H-3・4 8２×8０×14 N-59°-W 131・139
743号土坑　 ２5-99-H-4 98×88×14 N-5０°-W 131・139 78
744号土坑　 ２5-99-H-4 147×87×14 N-２°-E 131・139 78
745号土坑　 ２5-99-H・I-4 143×138×14 N-73°-E 131・14０ 79
746号・747号土坑　 ２5-99-H-3・4 173×9０×18 N-２8°-E 131・14０ 79
748号土坑　 ２5-99-H-3 9０×84×9 N-9°-W 131・14０ 79
749号土坑　 ２5-99-I-3・4 177×111×15 N-54°-E 131・14０ 79
75０号土坑　 ２5-99-I-4 76×7０×1２ N-4０°-W 131・14０ 79
751号土坑　 ２5-99-I-4 1２4×81×13 N-53°-W 131・14０ 79
75２号土坑　 ２5-99-I-4 81×(73)×11 N-33°-W 131・14０ 79
753号土坑　 ２5-99-I-4 73×69×13 N-16°-W 131・14０ 8０
754号土坑　 ２5-99-I-4 8２×7０×13 N-35°-W 131・14０
755号土坑　 ２5-99-I-3・4 7０×67×16 N-37°-W 131・14０ 8０
756号土坑　 ２5-99-I-3 68×6２×8 N-86°-W 131・14０
757号土坑　 ２5-99-I-3 8２×77×17 N-35°-W 131・14０ 8０
758号土坑　 ２5-99-I-3 8２×74×7 N-２9°-W 131・14０ 8０
759号土坑　 ２5-99-J-3 8０×68×1２ N-74°-W 131・14０
76０号土坑　 ２5-99-J-3・4 9０×8２×15 N-6°-W 131・14０ 8０
761号土坑　 ２5-99-J-4 9２×85×14 N-31°-W 131・14０ 8０
76２号土坑　 ２5-99-J-4 86×8２×13 N-２3°-E 131・14２ 8０
766号土坑　 ２5-99-G・H-4 81×67×13 N-5２°-W 131・139
767号土坑　 ２5-99-G-3・4 1００×89×16 N-84°-E 131・14２
768号土坑　 ２5-99-I-4 86×76×14 N-84°-W 131・14２
964号土坑　 ２5-99-R-1 4２×4２×２5 13０・14２ 8０・81
965号土坑　 ２5-99-R-1 (3２)×43×２２ N-２０°-E 13０・14２
966号土坑　 ２5-89・99-Q・R-２5・1 138×13０×5２ N-77°-E 13０・14２ 81
967号土坑　 ２5-99-R-1 9０×7２×47 N-81°-E 13０・14２ 81
968号土坑　 ２5-99-R-1 5０×45×39 N-16°-W 13０・14２ 81
969号土坑　 ２5-99-R-1 47×4０×２3 N-89°-E 13０・14２ 81・8２
97０号土坑　 ２5-99-R-1 6０×57×２０ N-65°-E 13０・14２ 8２
971号土坑　 ２5-99-Q-1 8０×74×5２ N-83°-E 銭 13０・141・14２ 8２・179
97２号土坑　 ２5-99-Q-1 1２０×5０×２０ N-7２°-E 13０・14２ 8２
973号土坑　 ２5-99-Q-1 7０×6０×33 N-２5°-E 13０・14２ 8２
974号土坑　 ２5-99-Q・R-1 5０×4０×33 N-6°-W 13０・14２ 83
975号土坑　 ２5-99-Q-1 5２×5０×２２ N-68°-E 13０・14２ 83
976号土坑　 ２5-99-Q-1 5０×48×4２ N-38°-W 13０・14２ 83
977号土坑　 ２5-99-Q-２ 5０×5０×37 13０・14２ 83
978号土坑　 ２5-99-P・Q-1 8０×5０×31 N-6２°-E 13０・143 84
979号土坑　 ２5-99-O-２ 46×46×4０ 13０・143 84
98０号土坑　 ２5-99-O・P-２ 4０×34×44 N-２０°-W 13０・143 84
981号土坑　 ２5-99-Q-２ 8２×66×56 N-1０°-E 13０・143 84
98２号土坑　 ２5-99-V-7 6０×58×２7 N-64°-E 13０・143 85
983号土坑　 ２5-99-Q・R-1 14０×78×38 N-77°-E 13０・143 85
984号土坑　 ２5-99-Q-1・２ ２1０×65×２1 N-6°-W 13０・143 85
985号土坑　 ２5-99-Q-２ 5０×5０×33 13０・143 85
986号土坑　 ２5-99-Q・R-２ 54×5０×２9 N-２3°-E 13０・143 86
987号土坑　 ２5-99-P-1 7２×58×44 N-53°-E 13０・143 86
988号土坑　 ２5-99-O-２ 68×6２×61 N-58°-E 13０・143 86
989号土坑　 ２5-99-Q・R-２ (58)×55×3２ N-59°-W 13０・143 86・87
99０号土坑　 ２5-99-R-２ 73×6２×58 N-35°-W 13０・143 86・87
1０11号土坑　 ２5-99-P・Q-２ 8０×7２×55 N-78°-E 13０・143 87
1０1２号土坑　 ２5-99-O-２ 83×7２×55 N-２°-E 13０・143 87
1０13号土坑　 ２5-99-O-1 36×34×37 N-73°-W 13０・143 88
1０14号土坑　 ２5-99-R-1・２ 56×5０×37 N-58°-W 13０・143 88
1０81号土坑　 ２5-99-U・V-8 8０×59×２6 N-8０°-E 13０・143 88
1０8２号土坑　 ２5-99-V-8 45×39×13 N-64°-E 13０・143 88・89
1０83号土坑　 ２5-99-V-8 67×67×17 13０・145 89
1０84号土坑　 ２5-99-V-8 13０×11２×68 N-53°-E 13０・145 89
1０85号土坑　 ２5-99-U-6 4０×33×２9 N-14°-W 13０・145 89
1０86号土坑　 ２5-99-U-7・8 14０×1２4×61 N-4０°-W 13０・145 89・9０
1０87号土坑　 ２5-99-V・W-7 76×7０×37 N-1２°-W 13０・145 9０
11０1号土坑　 ２5-99-Q-1・２ 14０×11０×79 N-71°-W 13０・145 9０
11０２号土坑　 ２5-99-O-4 13０×1２4×13 N-64°-E 陶器碗片、砥石、石製品 13０・144・145 9０・91・179
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11０4号土坑　 ２5-99-L・M-２ 8０×7０×1２ N-68°-E 陶器碗 145 91
1111号土坑　 ２5-99-K-3 83×83×1０ 131・145 91・9２
1141号土坑　 ２5-99-K-3 11２×11０×18 N-51°-E 131・145 9２
119２号土坑　 ２5-99-C-8 76×54×19 N-81°-E 131・145 9２
1193号土坑　 ２5-99-B・C-8 85×75×1０ N-65°-E 131・145 9２
1194号土坑　 ２5-99-B-7 78×78×11 131・145 93
1195号土坑　 ２5-99-B-6 78×76×15 N-6°-E 131・145 93
1196号土坑　 ２5-99-B・C-5 7２×7０×1０ N-8２°-E 131・145 93
1197号土坑　 ２5-99-A-5 8２×74×２3 N-6２°-E 131・146 93
1198号土坑　 ２5-99-A-5 84×8０×19 N-38°-W 131・146 94
1199号土坑　 ２5-99-B-4 1００×94×15 N-7０°-E 131・146 94
1２００号土坑　 ２5-99-A-4 148×11０×２０ N-4０°-E 131・146 94
1２０1号土坑　 ２5-99-A-4・5 8２×78×18 N-２°-E 131・146 94・95
1２77号土坑　 ２5-9０-U-２1・２２ 1２4×8０×49 N-16°-E 13０・146 95
1２78号土坑　 ２5-9０-V-２２ 146×1０7×57 N-1２°-W 13０・146 95
1２79号土坑　 ２5-9０-V-２２・２3 17０×96×45 N-3°-W 13０・146 95
1２81号土坑　 ２6-81-A・B-２０・２1 1０6×99×49 N-37°-E 13０・146 96
13０3号土坑　 ２5-9０-V-２２ 17０×(6０)×35 N-6°-W 13０・146 96
13０9号土坑　 ２5-9０-S-19 1０7×8２×２7 N-83°-W 146 96
159０号土坑　 ２5-99-X-9 66×49×２6 N-２０°-W 146 96
16００号土坑　 ２5-1００-B・C-4・5 144×114×45 N-1０°-W 陶器皿 146 96・97・179
1634号土坑　 ２5-98-Y-3・4 86×78×1２ N-17°-W 147 97
1635号土坑　 ２5-99-A-3・4 (1０6)×1２０×17 N-4°-W 147 97
1636号土坑　 ２5-98-Y-4 7２×7０×9 N-73°-E 147 97
18２5号土坑　 ２5-99-B-3 31０×1０3×33 N-85°-E 石臼 131・147 98

中世相当面土坑 グリッド 規模(長×短×深cm) 長軸方位 出土遺物等 挿図 PL.
699号土坑 ２5-99-K・L-14 159×117×3２ N-75°-E 151・158 1００
7００号土坑 ２5-99-J-1２ 81×7０×19 N-68°-E 151・158 1００
7０1号土坑 ２5-99-K-11・1２ 1０5×94×２6 N-59°-W 151・158 1００
7０２号土坑 ２5-２5-99-L～N-1０ 855×49×２1 N-77°-E 151・158 1００
7０7号土坑 ２5-99-M-8 73×43×9 N-85°-E 151・158 1０1
7２5号土坑 ２5-99-N・O-14 14２×8２×16 N-17°-W 151・158 1０1
7２6号土坑 ２5-99-N・O-13 ２14×116×19 N-75°-E 151・158 1０1
774号土坑 ２5-99-H-6 1０7×59×19 N-84°-E 151・158 1０1
775号土坑 ２5-99-K-6・7 115×6０×41 N-83°-E 151・158 1０２
776号土坑 ２5-99-H-4 1０7×98×41 N-２9°-W 151・158 1０２
777号土坑 ２5-99-H-3 16２×1０9×46 N-17°-W 151・158 1０２
779号土坑 ２5-9０-P・Q-15 1００×7２×8 N-3°-E 158 1０２
78２号土坑 ２5-99-I-1２ (２２5)×133×48 N-２5°-W 151・158 1０２・1０3
798号土坑 ２5-89-Y-1０ 35×3２×49 N-78°-W 15０・158 1０3
799号土坑 ２5-9０-A-11 6２×59×4２ N-68°-W 15０・158 1０3
8００号土坑 ２5-9０-B-1０ 8２×63×43 N-19°-E 15０・158 1０3
8０1号土坑 ２5-9０-B-1０ 86×5２×14 N-8°-E 15０・159 1０3・1０4
8０２号土坑 ２5-9０-C-8・9 (313)×58×２1 N-51°-W 15０・159 1０4
8０3号土坑 ２5-9０-D-1０ 66×6０×1２ N-64°-E 15０・159 1０4
8０4号土坑 ２5-9０-B-1２ 61×4２×２２ N-4°-E 15０・159 1０4
8０5号土坑 ２5-9０-C-11 1０7×34×31 N-38°-E 15０・159 1０5
8０6号土坑 ２5-9０-D・E-14 78×7０×43 N-8°-W 15０・159 1０5
813号土坑 ２5-9０-O・P-17 9０×85×1２ N-49°-E 159 1０5
814号土坑 ２5-9０-M-18 8０×6０×6 N-２9°-W 159 1０5
815号土坑 ２5-9０-M-18 7０×6２×1０ N-２1°-W 159 1０5・1０6
816号土坑 ２5-9０-L-18・19 1２8×8２×11 N-77°-W 159 1０6
8２9号土坑 ２5-89-A-２4 (146)×1２２×3０ N-1０°-W 153・159 1０6
83０号土坑 ２5-89-A-２3・２4 ２1０×11０×58 N-０° 土師器小片 153・159 1０6
831号土坑 ２5-88・98-W・X-２5・1 (345)×16０×46 N-15°-W 153・16０ 1０6
83２号土坑 ２5-88-X-２5 (２3２)×95×55 N-8°-W 153・16０ 1０7
834号土坑 ２5-88-X-２5 (375)×(1０4)×51 N-14°-W 153・16０ 1０7
835号土坑 ２5-88・98-W・X-２5・1 (66)×46×37 N-２8°-W 土師器小片 153・16０ 1０7
86２号土坑 ２5-99-D・E-5 14０×49×1２ N-4°-W 151・16０ 1０7
1０17号土坑 ２5-99-M-２ 11０×81×33 N-1°-E 151・16０ 1０7
1０31号土坑 35-9-D-8 44×38×1０ N-13°-W 154・16０ 1０7・1０8
1０3２号土坑 35-9-E-5 ２37×65×２０ N-２°-W 154・16０ 1０8
1０33号土坑 35-9-E-5 78×66×11 N-45°-W 土師器小片 154・16０ 1０8
1０34号土坑 35-9-D～F-6・7 51２×5０×36 N-87°-E 土師器・須恵器小片 154・16０ 1０8
1０35・1０4２号土坑 35-9-E～G-7 73０×74×33 N-8２°-E 須恵器小片 154・16０ 1０8・1０9
1０36号土坑 35-9-F・G-7・8 396×6０×17 N-8２°-E 土師器・須恵器小片 154・161 1０9
1０37号土坑 35-9-H-8 ２4０×8０×17 N-71°-E 須恵器小片 154・161 1０9
1０38号土坑 35-9-I-1０・11 338×78×35 N-3°-W 土師器小片 154・161 1０9
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1０39号土坑 35-9-J-11・1２ 376×6２×4２ N-1０°-W 154・161 1０9
1０4０号土坑 35-9-J-11・1２ 316×84×48 N-6°-W 154・161 11０
1０41号土坑 35-9-F・G-7・8 ２5０×6０×9 N-75°-E 154・16０ 11０
1０43号土坑 35-9-F・G-4・5 4２０×5０×２7 N-8２°-E 154・161 11０・111
1０44号土坑 35-9-G-4 ２38×86×46 N-79°-E 須恵器小片 154・161 111
1０45号土坑 35-9-F・G-4 1２6×8０×２4 N-3°-W 須恵器小片 154・161 111
1０46号土坑 35-9-G-3・4 7０×67×２２ N-7°-E 154・161 111
1０47号土坑 35-9-G-6 66×5０×16 N-15°-W 154・161 111・11２
1０48号土坑 35-9-J-3 114×7２×39 N-０° 154・161 11２
1０49号土坑 35-9-J-3・4 118×1０6×36 N-68°-E 須恵器小片 154・161 11２
1０5０号土坑 35-9-I・J-4 (14２)×6０×61 N-88°-E 154・16２ 11２
1０51号土坑 35-9-I-4 (6０)×8０×44 N-9０°-E 154・16２ 11２・113
1０5２号土坑 35-9-I-4 11２×86×63 N-8２°-E 154・16２ 113
1０53号土坑 35-9-I-4 1２０×1０4×49 N-０° 土師器小片 154・16２ 113
1０54号土坑 35-9-I・J-4・5 14０×88×２6 N-０° 154・16２ 113
1０55号土坑 35-9-I-5 1００×7０×4０ N-75°-E 154・16２ 113
1０56号土坑 35-9-K・L-4・5 1２２×54×38 N-２7°-W 土師器小片 154・16２ 114
1０57号土坑 35-9-J-5 1０6×86×57 N-8０°-E 154・16２ 114
1０58号土坑 35-9-I・J-5 98×7２×58 N-88°-E 154・16２ 114
1０59号土坑 35-9-H・I-4 ２２０×96×56 N-8０°-E 土師器・須恵器小片 154・16２ 114
1０6０号土坑 35-9-K-5・6 1００×(8０)×２7 N-78°-E 土師器・須恵器小片 154・16２ 115
1０61号土坑 35-9-I-4 1０4×88×59 N-88°-E 土師器小片 154・16２ 115
1０6２号土坑 35-9-F・G-4 (1００)×7０×13 N-０° 154・161 115
1０63号土坑 35-9-J-6 16０×84×18 N-86°-E 16２ 115
1０64号土坑 35-9-J・K-5 384×54×43 N-86°-E 154・163 115
1０65号土坑 35-9-I・J-5 (19０)×5０×41 N-86°-E 154・16２ 116
1０66号土坑 35-9-J～L-5・6 545×1０4×49 N-77°-E 須恵器小片 154・16２　　　　　　　　　　　　　　　　116
1０67号土坑 35-9-K-6 196×1００×8 N-8°-W 土師器小片 154・163 116
1０68号土坑 35-9-K・L-6 4２8×54×9 N-81°-E 154・163 116
1０69号土坑 35-9-P-9 171×46×２２ N-7°-W 154・163 117
1０7０号土坑 35-9-O-7・8 4０２×66×5２ N-1０°-W 154・163 117
1０71号土坑 35-9-O-7 (58)×44×15 N-77°-E 154・163 117
1０7２号土坑 35-9-T-11 1０5×8２×35 N-66°-W 154・163 117
1０73号土坑 35-9-T-11 8０×7０×19 N-49°-W 154・163 118
1０74号土坑 35-9-R-8・9 178×6０×61 N-1０°-W 154・163 118
1０75号土坑 35-9-I-13・14 1２8×9０×19 N-85°-E 154・163 118
1０76号土坑 35-9-I-4 (5０)×54×8 N-87°-E 154・16２ 118
1０77号土坑 35-9-J-14・15 ２88×68×54 N-6°-W 154・163 118
1０78号土坑 35-9-I・J-13・14 133×114×54 N-２8°-E 154・163 119
1０79号土坑 35-9-E-6 19０×7０×36 N-8０°-E 154・164
1116号土坑 ２5-99-R-3・4 396×46×5２ N-２°-E 151・164 119
11２6号土坑 ２5-99-R-6 1２4×58×3２ N-1０°-W 151・164 119
11２9号土坑 ２5-99-P・Q-6・7 35０×87×15 N-9°-W 151・164 119
1174号土坑 ２5-99-I・J-16 13０×6２×２3 N-81°-E 151・164 1２０
1179号土坑 ２5-99-G-18 19０×49×17 N-67°-E 151・164 1２０
119０号土坑 35-9-D・E-7 64×5２×34 N-7０°-E 154・164 1２０
1２０２号土坑 ２5-99-G・H-15 ２5０×6０×33 N-18°-E 151・164 1２０
1２０3号土坑 ２5-99-H-13 54×5０×13 N-０° 151・164 1２1
1２０4号土坑 ２5-99-H-1０・11 54×46×13 N-68°-E 151・164 1２1
1２０5号土坑 ２5-99-C-8 138×86×19 N-０° 151・164 1２1
1２1２号土坑 ２5-99-A-２０・２1 3２０×7０×69 N-7°-W 15２・164 1２1
1２13号土坑 ２5-99-C-19 1０4×68×38 N-84°-E 151・164 1２２
1２14号土坑 ２5-99-D-19 ２8２×85×54 N-1２°-W 151・165 1２２
1２15号土坑 ２5-99-C-２０ 1０4×1０4×15 - 15２・165 1２２
1２16号土坑 ２5-99-C-17 34０×7０×5２ N-14°-W 151・165 1２２
1２17号土坑 ２5-99-A-4・5 1０4×1０２×２8 N-46°-W 153・165 1２3
1２18号土坑 ２5-99-A-4・5 115×1００×3２ N-6２°-E 153・165 1２3
1２19号土坑 ２5-99-C-8 7０×5２×14 N-75°-E 151・164 1２3
1２２０号土坑 ２5-99-C-8 45×43×37 N-38°-W 151・165 1２4
1２２1号土坑 ２5-99-C-6 6２×58×51 N-２8°-W 151・165 1２4
1２２２号土坑 ２5-99-C-5 5０×4２×37 N-66°-E 151・165 1２4
1２２4号土坑 ２5-99-C-4 6２×3０×8 N-44°-E 151・165 1２4
1２36号土坑 ２5-99-A・B-4 65×58×54 N-15°-W 153・165 1２5
1２44号土坑 ２5-99-E-8 1２０×1０3×14 N-２7°-W 151・165 1２5
1２45号土坑 ２5-99-E-8 (14０)×76×２０ N-２２°-W 151・165 1２5
1２6０号土坑 ２5-99-C-18・19 ２86×6０×5０ N-15°-W 151・165 1２5
13０1号土坑 ２5-9０-S-16 155×1２０×38 N-75°-E 内耳片 165 1２6・179
13０8号土坑 ２5-99-H-1０・11 ２3０×15０×19 N-9°-E 166 1２6・179
1317号土坑 ２5-1００-N-14 1２4×94×２２ N-47°-W 166 1２6
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近世相当面土坑 グリッド 規模(長×短×深cm) 長軸方位 出土遺物等 挿図 PL.
13２8号土坑 ２5-98-S-8・9 3２０×8２×47 N-２5°-W 15２・166 1２7
13２9号土坑 ２5-98-V-7・8 ２２1×7２×46 N-２０°W 15２・166 1２7
1336号土坑 ２5-98-P-1０ ２48×5０×3０ N-81°-E 15２・166 1２7
1344号土坑 ２5-99-A-1０ 1０8×4０×２4 N-87°-E 15２・166 1２7
1345号土坑 ２5-99-A-9 1２２×88×4２ N-88°-E 15２・166 1２8
1346号土坑 ２5-99-A-9 7０×4０×２7 N-86°-E 15２・166 1２8
1347号土坑 ２5-99-A-7・8 78×68×２6 N-０° 15２・166 1２8
1348号土坑 ２5-98-Y-9 16２×11２×２２ N-1２°-W 15２・167 1２8
1349号土坑 ２5-98-Y-11・1２ 314×56×66 N-7°-W 15２・167 1２9
135０号土坑 ２5-98-Y-8・9 388×5０×44 N-15°-W 15２・167 1２9
1353号土坑 ２5-98-A-1２・13 147×5０×44 N-5０°-E 15２・167 1２9
1355号土坑 ２5-98-W・X-5～8 89２×54×5２ N-16°-W 15２・167 1２9・13０
1367号土坑 ２5-98-U-7・8 44２×58×3０ N-5°-E 土師器小片 15２・167 13０
1368号土坑 ２5-98-U-8 16０×4０×２7 N-０° 15２・167 13０
1369号土坑 ２5-98-U-8 144×64×16 N-17°-W 15２・167 13０
137０号土坑 ２5-98-U-8・9 ２8０×5０×14 N-5°-W 15２・169 131
1384号土坑 ２5-9０-F-9 5０×46×14 N-4２°-E 銭 168・169 179
1393号土坑 ２5-1００-G-19・２０ ２２4×6０×36 N-２4°-W 169 131
1394号土坑 ２5-1００-I-17 3２０×5０×5２ N-２6°-W 169 131・13２
1399号土坑 ２5-1００-J-17 (116)×7０×２9 N-4０°-W 169 13２
14０1号土坑 ２5-1００-L-16 (146)×6２×35 N-38°-W 169 13２
15２1号土坑 ２6-81-A・B-18・19 314×２18×78 N-75°-E 内耳片 168・169 13２・179
153０号土坑 ２6-81-F・G-11・1２ 476×6０×34 N-3°-E 169 133
1535号土坑 ２5-9０-O-8 114×1００×２6 N-13°-W 169 133
1597号土坑 ２5-1００-C・D-1０ ２２０×55×58 N-63°-E 土師器小片 169 133
1691号土坑 ２5-89-J-２3・２4 93×91×31 N-4０°-E 151・17０ 133
169２号土坑 ２5-89-I・J-２3・２4 ２２6×93×19 N-２°-W 151・17０ 133
1693号土坑 ２5-89-I-２4 3０6×1２０×46 N-35°-W 151・17０ 134
1694号土坑 ２5-89-I-２3・２4 ２０7×68×61 N-8°-W 151・17０ 134
1695号土坑 ２5-89-H・I-２3・２4 138×9０×17 N-5°-W 151・17０ 134
1696号土坑 ２5-89-J-２4・２5 ２9０×1００×47 N-1０°-W 151・17０ 134
1697号土坑 ２5-89-I-２4・２5 4０4×65×5０ N-13°-W 151・171 134
1698号土坑 ２5-89・99-J-２5・1 38０×58×58 N-8°-W 151・17０ 134
1699号土坑 ２5-89・99-I・J-２5・1 47０×148×41 N-15°-W 151・17０ 134
17００号土坑 ２5-89・99-I-２5・1 ２7２×65×33 N-19°-W 151・17０ 134・135
17０1号土坑 ２5-99-G-1 76×67×51 N-55°-E 151・171 135
17０２号土坑 ２5-99-G・H-1 ２38×11０×61 N-4２°-W 151・171 135
17０3号土坑 ２5-99-E・F-1 18０×58×13 N-8０°-E 151・171 135
17０4号土坑 ２5-99-E-1 ２4０×1００×16 N-4°-W 151・171 135
17０5号土坑 ２5-99-D・E-1 11２×9２×２5 N-4０°-W 151・171 135
17０6号土坑 ２5-89・99-D・E-２5・1 1２２×1００×39 N-83°-E 151・171 135
17０7号土坑 ２5-99-G-1 (18０)×1２０×57 N-65°-E 151・171 135
17０8号土坑 ２5-89-G-２3 (96)×(4０)×２２ - 151・171 136
17０9号土坑 ２5-89-J-２０・２1 37０×8０×53 N-7°-W 151・171 136
171０号土坑 ２5-89-I・J-19 76×6０×２０ N-6°-E 171 136
1731号土坑 ２5-89-H・I-２4 15０×44×34 N-86°-E 151・171 136
173２号土坑 ２5-89-H・I-２4 8２×68×18 N-18°-W 151・171
1733号土坑 ２5-89-J-２０ 1００×94×1２ N-5°-W 151・17２ 136
1734号土坑 ２5-89・99-I-２5・1 86×56×２8 N-16°-W 土師器小片 151・17０
1735号土坑 ２5-98-S-２ ２０5×114×２5 N-1０°-W 153・17２ 137
1756号土坑 ２5-98-T-２・3 7０×7０×1２ - 153・17２ 137
1757号土坑 ２5-98-U-２・3 96×9０×13 N-２０°-W 153・17２ 137
1758号土坑 ２5-98-T・U-6・7 186×86×２7 N-13°-W 15２・17２ 137
1759号土坑 ２5-98-U-7 19０×63×２5 N-13°-W 15２・17２ 137
176０号土坑 ２5-98-T-4 185×78×47 N-4°-W 153・17２ 137
1761号土坑 ２5-98-V-1・２ 14０×45×35 N-1０°-E 土師器小片 153・17２ 138
176２号土坑 ２5-88-U-２4・２5 (338)×7０×31 N-8°-E 土師器小片 153・17２ 138
1763号土坑 ２5-98-T・U-4 ２14×6０×39 N-8２°-E 153・17２ 138
1764号土坑 ２5-98-T・U-4 3２5×(7０)×38 N-78°-E 153・17２ 138
1765号土坑 ２5-98-W-1 145×46×39 N-8°-W 153・17２ 138
178２号土坑 ２5-98-U-3・4 5０×4０×２8 N-85°-E 153・17２ 138
1783号土坑 ２5-88-U-２5 16０×6２×２０ N-11°-W 153・17２ 139
1785号土坑 ２5-88・89-X-２5・1 186×4０×5２ N-4°-W 153・17２ 139
1787号土坑 ２5-98-T-4 114×7０×２8 N-1０°-W 153・173 139
1788号土坑 ２5-98-X-6 19０×54×２０ N-85°-E 15２・173 139
1789号土坑 ２5-98-W-２・3 ２1２×7０×6２ N-1０°-W 153・173 139・14０
179０号土坑 ２5-98-V・W-6・7 53０×57×85 N-14°-W 15２・173 14０
1791号土坑 ２5-98-V-5 17０×7０×２3 N-16°-W 153・173 14０
179２号土坑 ２5-88-U-２4 (165)×63×41 N-1０°-W 153・173 14０
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1793号土坑 ２5-98-T・U-7・8 184×5０×4０ N-8°-W 15２・167 14０
1794号土坑 ２5-89・99-B・C-２5・1 34０×87×75 N-14°-W 173 14０・141
1795号土坑 ２5-98-W-5 175×1０3×14 N-33°-E 内耳または焙烙片 153・173 141
1796号土坑 ２5-99-A-1・２ ２２5×1０5×4０ N-7°-E 153・173 141
1798号土坑 ２5-89・9０-Y・A-２ 18０×55×14 N-81°-W 153・173 14２
1799号土坑 ２5-98-X-２ 17０×1２０×２9 N-8０°-E 153・173 14２
18００号土坑 不明 ２２8×-×２6 不明 174 14２
18０1号土坑 ２5-89-W-２ 1０4×76×41 N-1２°-W 153・174 14２
18０２号土坑 ２5-89-W-２ 1２０×5２×55 N-13°-E 153・174 14２
18０3号土坑 ２5-89-W-２・3 46０×6０×79 N-15°-W 153・174 143
18０4号土坑 ２5-89-W-3 (２85)×8０×56 N-14°-W 153・174 143
18０5号土坑 ２5-99-A-1・２ 6０×5０×２２ N-57°-E 153・174 143
18０6号土坑 ２5-98・99-Y・A-1・２ 8０×78×1２ N-6２°-W 153・174 143
18０7号土坑 ２5-89・99-B-２5・1 7０×7０×14 - 153・174 144
18０8号土坑 ２5-99-A・B-1 7０×64×15 N-6０°-E 153・174 144
18０9号土坑 ２5-98-X-4 ２16×5０×6２ N-3°-W 153・174 144
181０号土坑 ２5-99-B-1 1０２×74×２5 N-7０°-E 153・174 144
1811号土坑 ２5-89-B・C-２5 8０×6０×67 N-17°-W 151・173 144・145
181２号土坑 ２5-99-A-1 155×1２０×85 N-81°-E 153・174 145
1813号土坑 ２5-98-X-4 9０×(5０)×38 N-5°-W 153・174 145
1814号土坑 ２5-89-D-２5 ２7０×96×38 N-4°-E 151・174 145
1815号土坑 ２5-99-D-1・２ 113×86×36 N-5°-W 151・175 145
1816号土坑 ２5-99-C-1 94×6２×13 N-7°-E 151・175 145・146
1817号土坑 ２5-99-C-２ 54×4２×13 N-85°-E 151・175 146
1818号土坑 ２5-89-D-２4・２5 3００×98×２２ N-84°-E 151・175 146
1819号土坑 ２5-99-A-1・２ 14０×5０×57 N-1０°-W 153・175 146
18２０号土坑 ２5-99-B・C-２ ２66×88×２5 N-75°-E 151・175 146
18２1号土坑 ２5-99-C-1・２ 1００×67×２6 N-5°-W 151・175 147
18２２号土坑 ２5-99-B-1・２ 74×5２×16 N-17°-E 153・175 147
18２6号土坑 ２5-99-C-２ (85)×5２×16 N-5°-W 151・175 147
18２7号土坑 ２5-99-A-1 ２54×1０２×84 N-17°-W 153・174
18２8号土坑 - - - 147
18２9号土坑 ２5-98-W・X-1 ２8０×175×3２ N-13°-W 153・175 147・148
183０号土坑 ２5-99-B・C-２・3 3０5×1２5×44 N-1２°-W 土師器小片 151・175 148
1831号土坑 ２5-98-Y-1 ２9０×64×73 N-7°-W 153・175 148
183２号土坑 ２5-98-X-3 ２75×46×66 N-２3°-W 153・176 148
1834号土坑 ２5-99-A-1 (17０)×14０×55 N-13°-W 153・174 149
1835号土坑 ２5-88・89・98・99-Y・A-２5・1 33０×1２０×41 N-２０°-W 153・176 149
1836号土坑 ２5-89-I-２０ 7０×43×7 N-75°-E 151・176 149
1837号土坑 ２5-99-B・C-1・２ 16０×9０×35 N-1２°-W 151・176 149
1838号土坑 ２5-88・89-Y・A-２5 ２9０×(8０)×２6 N-67°-E 153・176
1839号土坑 ２5-98-X-1 165×55×8２ N-7°-W 153・176 149
184０号土坑 ２5-98-X-1 (２２０)×114×91 N-1０°-W 須恵器小片 153・176 15０
1841号土坑 ２5-88・98-X-２5・1 (195)×(6０)×86 N-7°-W 153・176
184２号土坑 ２5-98-X-1 (95)×14０×63 N-15°-W 153・176
1843号土坑 ２5-98-X-1 ２5０×74×83 N-8２°-W 153・176
1844号土坑 ２5-98-X-1・２ (1０4)×97×8 N-２２°-W 153・176 15０
1845号土坑 ２5-88・89・98・99-Y・A-２5・1 176×16０×45 N-16°-W 153・176 15０
1846号土坑 ２5-88-Y-２5 186×97×33 N-36°-E 153・176 15０
185０号土坑 ２5-98-Y-1 6０×6０×1０ N-０° 153・177 151
1851号土坑 ２5-98-Y-1 ２8０×9０×19 N-17°-E 153・177 151
185２号土坑 ２5-88・98-W・X-２5・1 31０×1２０×38 N-13°-W 177 151
1853号土坑 ２5-98-T・U-3 17０×6０×14 N-8０°-E 153・177 151
1854号土坑 ２5-89-X-1 ２35×55×8０ N-２０°-W 153・177 15２
1855号土坑 ２5-98-U-２ 19０×6０×39 N-16°-W 153・177 15２
186０号土坑 ２5-89-K-２3・２4 59２×88×57 N-15°-W 土師器小片 151・177 15２
1861号土坑 ２5-89-K-２3・２4 434×13０×64 N-3°-W 151・177 15２
1873号土坑 ２5-98-X-1 (5０)×1２０×17 - 土師器小片 153・177 153
1874号土坑 ２5-98-X-1・２ (1２０)×118×- N-２０°-E 153・177 153
1875号土坑 ２5-88-Y-２5 (87)×(5０)×46 N-1０°-E 153・177 153
1876号土坑 ２5-88-Y-２5 (1０5)×9０×２7 N-15°-E 153・177 153・154
1877号土坑 ２5-89-A-２5 6０×46×16 N-67°-E 153・177 154
1878号土坑 ２5-89-B-２5 63×57×16 N-31°-W 153・178 154
1896号土坑 ２5-89-C-２5 6０×54×17 N-1０°-W 151・178 154
1897号土坑 ２5-99-B-1 166×93×58 N-5°-W 153・178 154
1898号土坑 ２5-99-B-1 (7０)×65×２4 N-7２°-E 153・178 154
1899号土坑 ２5-89-B-２4 8０×6２×２3 N-２０°-W 153・178 154・155
19００号土坑 ２5-99-A-２ 39０×1００×54 N-1２°-W 153・178 155
19０1号土坑 ２5-89-X・Y-1 ２3０×6２×76 N-8０°-E 153・177 155
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19０２号土坑 ２5-99-B-２・3 314×65×74 N-7°-W 153・178 155
19０3号土坑 ２5-99-B-２・3 ２6０×75×78 N-7°-W 153・178
19０4号土坑 ２5-99-A・B-２ ２２０×(65)×45 N-7°-E 153・178
19０5号土坑 ２5-88-Y-２5 11０×6０×２２ N-7０°-E 153・178 155
1914号土坑 ２5-98-X-1・２ ２1０×5０×94 N-16°-E 153・178 156
1915号土坑 ２5-89-I-２２ 11０×9０×２3 N-6°-W 151・178 156
1916号土坑 ２5-98-Y-1 4０×3０×38 N-5０°-W 153・178 156
1917号土坑 ２5-89-J-19・２０ 14２×57×２6 N-8°-W 151・178 156
1918号土坑 ２5-89-I-２1 ２34×98×39 N-15°-W 土師器小片 151・178 156
19２5号土坑 ２5-99-A-２ (２０8)×(8０)×34 N-3°-W 153・178 157
19２6号土坑 ２5-88-Y-1 54×5０×31 N-5０°-E 153・178 157
19２7号土坑 ２5-88-Y-1 85×44×19 N-77°-E 153・178 157
19２8号土坑 ２5-89-Y-２・3 33０×(4０)×44 N-3°-W 153・178 157
19２9号土坑 ２5-88-Y-1 (1２０)×11２)×２9 N-1０°-E 土師器小片 153・178 157
197０号土坑 ２5-89-R-２２ 137×(46)×45 N-19°-W 179 158
1971号土坑 ２5-89-R・S-２3・２4 (1２5)×9０×２3 N-87°-E 179 158
197２号土坑 ２5-89-R・S-２4 11０×(86)×２4 N-２°-W 179 158
1974号土坑 ２5-89-M-２5 ２34×9２×15 N-79°-E 151・179 158
1975号土坑 ２5-89-M-２5 15０×68×２1 N-8０°-E 151・179 158
1976号土坑 ２5-89-M・N-２5 115×58×14 N-63°-E 151・179 158
1977号土坑 ２5-89-N-２5 1２6×8２×14 N-8０°-W 151・179
1978号土坑 ２5-89・99-N-２5・1 17０×97×15 N-1０°-W 151・179
1979号土坑 ２5-89-L・M-２4 177×66×34 N-２０°-W 151・179 158
198０号土坑 ２5-89-M-２4・２5 136×64×２3 N-89°-E 151・179 158
1981号土坑 ２5-89-M・N-２4・２5 ２０3×9０×２8 N-1２°-W 151・179 159
198２号土坑 ２5-89-O-２4・２5 168×75×16 N-14°-W 151・179 159
1983号土坑 ２5-89-O-２4・２5 ２０3×118×31 N-２3°-W 151・179 159
1995号土坑 ２5-89-N・O-２２ 4０6×84×２２ N-85°-E 151・179 159
1996号土坑 ２5-89-P-２０ 9０×9０×２1 - 151・179
1997号土坑 ２5-89-O-２２ 6０×5２×1２ N-36°-W 151・179
1998号土坑 ２5-89-P-２２・２3 ２２０×(4０)×1０ N-０° 151・18０
1999号土坑 ２5-89-P-２２・２3 ２7０×56×1２ N-1０°-W 151・18０
２０００号土坑 ２5-89-O-２3 (13０)×4２×7 N-1０°-E 151・18０
２００1号土坑 ２5-89-O-２3 96×74×２3 N-17°-W 151・18０
２００２号土坑 ２5-89-O・P-２3 9０×76×２5 N-3°-E 151・18０
２００3号土坑 ２5-89-M-２０ 53×47×1２ N-37°-W 151・18０
２００4号土坑 ２5-89-O-２3 (5０)×64×16 N-74°-E 151・18０
２００5号土坑 ２5-89-O-２3 146×(65)×２1 N-4°-W 151・18０
２００6号土坑 ２5-89-P-２２ ２87×6０×45 N-9°-W 151・18０ 159
２００7号土坑 ２5-89-O-２3・２4 7２×２5×9 N-7°-E 151・18０ 159
２００8号土坑 ２5-89-O-２3・２4 15２×5２×17 N-64°-E 151・18０ 16０
２００9号土坑 ２5-89-Q-２1・２２ (33０)×1０6×53 N-5°-W 須恵器甕片 151・18０ 16０
２０1０号土坑 ２5-89-Q・R-２２ 345×15０×59 N-81°-E 151・18０ 16０
２０11号土坑 ２5-89-L・M-２０ (36０)×118×16 N-86°-W 須恵器壺片 151・18０ 16０
２０1２号土坑 ２5-89-L・M-２０ (２8２)×1０3×２０ N-87°-W 151・18０ 16０
２０13号土坑 ２5-89-M-２０・２1 ２85×1２０×36 N-88°-E 151・18０ 16０・161
２０14号土坑 ２5-89-O-２２ 6０×44×17 N-74°-E 151・181 161
２０15号土坑 ２5-89-L・M-２０・２1 9０×73×11 N-85°-E 151・181 161
２０16号土坑 ２5-89-Q-２3 93×8２×35 N-3°-W 151・181 161
２０17号土坑 ２5-89-O・P-２3 1２２×9０×31 N-1２°-E 151・181 161・16２

中世相当面ピット グリッド 規模(長×短×深cm) 挿図 PL.
3２6号ピット ２5-97-J-２3 3０×２8×２6 18２ 16２
3２7号ピット ２5-97-J-２3 38×34×4 18２ 16２
3２8号ピット ２5-97-J-２3 ２8×２1×9 18２ 16２
3２9号ピット ２5-97-J-２3 33×２9×２8 18２ 16２
33０号ピット ２5-97-J-２4 ２4×２3×17 18２ 16２
331号ピット ２5-97-J-２3 ２4×２1×9 18２ 16２
33２号ピット ２5-97-J-２4 17×16×5 18２ 163
333号ピット ２5-97-K-２4 ２０×18×15 18２ 163
334号ピット ２5-97-K-２4 ２０×18×11 18２ 163
335号ピット ２5-97-J-２4・２5 ２5×２4×17 18２ 163
336号ピット ２5-97-J-２5 ２6×２3×19 18２ 163
646号ピット 35-9-C-15 36×２7×２9 154・18２ 163
647号ピット 35-9-C-15 4２×34×２6 154・18２
648号ピット 35-9-C-15 ２9×２7×38 154・18２
649号ピット 35-9-B-15 34×２8×２２ 154・18２
65０号ピット 35-9-B-15 48×44×13 154・18２
651号ピット 35-9-B-14 ２8×２3×11 154・18２

近世相当面ピット グリッド 規模(長×短×深cm) 挿図 PL.
341号ピット ２5-97-K-２4 ２6×２２×16 148 98
34２号ピット ２5-97-K-２3・２4 ２２×２1×２3 148 98・99
345号ピット ２5-97-K-２4 ２7×２０×13 148 99
346号ピット ２5-97-K-２3 ２4×２２×1２ 148 99
347号ピット ２5-97-K・L-２4 ２1×16×11 148 99
68０号ピット 35-8-V-9 3２×3０×13 148
681号ピット 35-8-X・Y-9・1０ 41×35×２1 148 99
976号ピット ２5-99-Q-1 36×34×37 13０・148 99
977号ピット ２5-99-Q-1 34×3０×15 13０・148 99
1２45号ピット ２5-1００-D-1０ (4２)×44×44 148
1２46号ピット ２5-1００-D-1０ 44×36×4２ 148

中世相当面土坑
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中世相当面ピット グリッド 規模(長×短×深cm) 挿図 PL.
65２号ピット 35-9-B-14 39×33×２5 154・18２ 163
653号ピット 35-9-B-14 3０×２6×13 154・18２
654号ピット 35-9-B-13 51×２5×14 154・18２
655号ピット 35-9-A-13 48×35×18 154・18２
656号ピット 35-9-A-1２ 38×36×34 154・18２
657号ピット 35-9-A-1２ 45×3０×２6 154・18２
658号ピット 35-9-A-1２ 5２×48×２０ 154・18２
659号ピット 35-9-A-13 43×35×２０ 154・18２
66０号ピット 35-9-C-9 ２9×２8×1２ 154・18２
661号ピット 35-9-A・B-9 44×33×２1 154・18２
66２号ピット 35-9-A-9 ２5×２4×２２ 154・18２
663号ピット 35-8-Y-9 ２5×２4×16 154・18２
664号ピット 35-8-X-11 38×31×２3 154・183
665号ピット 35-8-X-11 ２4×２０×19 154・183
666号ピット 35-8-X-11 ２6×２5×２０ 154・183
667号ピット 35-8-W-1０・11 19×18×1０ 154・183
668号ピット 35-8-W・X-1０ ２6×２4×7 154・183
669号ピット 35-8-W-1０ ２8×２7×２２ 154・183
67０号ピット 35-8-W-1０ 3０×２9×33 154・183 163
671号ピット 35-8-X-1０ ２9×２3×２０ 154・183
67２号ピット 35-8-X-1０ 3０×２7×11 154・183
673号ピット 35-8-X-1０ ２7×２5×9 154・183
674号ピット 35-8-X-1０ 31×２6×18 154・183
675号ピット 35-8-W-1０ ２6×２4×14 154・183
676号ピット 35-8-W-1０ ２8×２6×２1 154・183 163
677号ピット 35-8-W-9 ２4×２4×11 154・183
678号ピット 35-8-W-9 33×31×17 154・183
679号ピット 35-8-W-9 ２6×２5×２０ 154・183
68２号ピット 35-8-U-7 33×3２×1２ 154・183
683号ピット 35-8-U-7 4２×41×15 183
684号ピット 35-8-T・U-8 41×36×２7 183 164
685号ピット 35-8-T-8 36×34×17 183
686号ピット 35-9-B-7 37×3２×13 154・183
687号ピット 35-9-B-7 3０×２7×39 154・183
688号ピット ２5-99-M-9 ２4×２２×11 151・183 164
689号ピット ２5-99-J-9 ２3×２1×16 151・183
69０号ピット ２5-99-I-8・9 47×41×43 151・183 164
691号ピット ２5-99-J-8 31×２7×２２ 151・183 164
69２号ピット ２5-99-I-8 5０×33×19 151・183
694号ピット ２5-99-I-8 ２5×２3×15 151・183
695号ピット ２5-99-I-8 3０×２8×２０ 151・183 164
696号ピット ２5-99-I-8 (２4)×２２×17 151・183
697号ピット ２5-99-I-8 (２6)×２０×２２ 151・183
698号ピット ２5-99-I-8 ２２×２０×18 151・183
699号ピット ２5-99-I-8 ２6×２3×19 151・183
7００号ピット ２5-99-I-8 4２×２6×16 151・183
7０1号ピット ２5-99-I-8 ２8×２5×２6 151・183
7０２号ピット ２5-99-I-9 ２4×２２×14 151・184
7０3号ピット ２5-99-I-9 3２×２4×２２ 151・184
7０4号ピット ２5-99-I-9 31×２7×33 151・184 164
7０5号ピット ２5-99-I-1０ 36×31×37 151・184 164
711号ピット ２5-99-D-3 37×２8×16 151・184 164
71２号ピット ２5-99-D-3 ２6×２4×14 151・184 164
713号ピット ２5-99-D-3 ２9×２6×２3 151・184 164
714号ピット ２5-99-D-3 (２０)×19×15 151・184 164
715号ピット ２5-99-F-3 33×3０×53 151・184 164
716号ピット ２5-99-G-3 ２7×２5×46 151・184 164
717号ピット ２5-99-G-3 34×33×53 151・184 164
718号ピット ２5-99-G・H-3 ２２×２０×31 151・184 165
719号ピット ２5-99-H-3 ２4×２1×２8 151・184 165
7２０号ピット ２5-99-H-4 3２×3０×35 151・184 165
7２1号ピット ２5-99-H-4 35×33×6２ 151・184 165
7２２号ピット ２5-99-I-6 31×２8×２０ 151・184 165
7２3号ピット ２5-99-I-5・6 ２8×２6×２1 151・184 165
7２4号ピット ２5-99-H-3 3０×２6×61 151・184 165
7２5号ピット ２5-99-H-3・4 48×２8×54 151・184
7２7号ピット ２5-99-H-4 31×２7×55 151・184
7２8号ピット ２5-99-G-4 39×37×64 184
785号ピット ２5-99-I-8 ２1×(14)×55 184

中世相当面ピット グリッド 規模(長×短×深cm) 挿図 PL.
795号ピット ２5-9０-A-9 ２1×２０×7 15０・184 165
796号ピット ２5-9０-A-9・1０ ２3×２1×7 15０・184 165
797号ピット ２5-9０-B-9 37×3２×２1 15０・184 165
798号ピット ２5-9０-A・B-9 ２6×２5×1２ 15０・185 165
799号ピット ２5-9０-B-9 16×14×1２ 15０・185 166
8００号ピット ２5-9０-B-8 ２6×２２×1０ 15０・185 166
8０1号ピット ２5-9０-B-11 53×41×２０ 15０・185 166
8０２号ピット ２5-9０-C-1２ 39×37×11 15０・185 166
8０3号ピット ２5-9０-C-11 ２０×16×5 15０・185 166
8０4号ピット ２5-9０-C-11 34×２9×２1 15０・185 166
971号ピット ２5-99-Q・R-6 7２×6２×33 151・185 166
97２号ピット ２5-99-Q-6 5２×48×5２ 151・185 166
973号ピット ２5-99-P-7 44×4０×２6 151・185 167
974号ピット ２5-99-Q-7 39×35×19 151・185 167
975号ピット ２5-89-W-4 ２5×２3×35 185
978号ピット 35-9-C-6・7 4０×２8×18 154・185 167
979号ピット 35-9-C-6 48×２7×19 154・185 167
98０号ピット 35-9-C-6 58×２０×1２ 154・185 167
981号ピット 35-9-C-9 ２4×２０×16 154・185 167
98２号ピット 35-9-C-8 38×２6×13 154・185 167
983号ピット 35-9-D-8 ２6×２4×２4 154・185 167
984号ピット 35-9-C-7 33×２8×39 154・185 168
985号ピット 35-9-E-7 ２２×18×6 154・185 168
986号ピット 35-9-E-8 3０×２7×1０ 154・186 168
987号ピット 35-9-E-8 ２8×２6×15 154・186 168
988号ピット 35-9-F-7 ２6×２4×14 154・186 168
989号ピット 35-9-F-8 ２4×２3×15 154・186 168
99０号ピット 35-9-F-8 ２０×２０×16 154・186 168
991号ピット 35-9-F-6 ２０×18×18 154・186 168・169
99２号ピット 35-9-F-7 ２8×２4×17 154・186 169
993号ピット 35-9-F-7 38×２3×15 154・186 169
994号ピット 35-9-G-7 ２２×19×13 154・186 169
995号ピット 35-9-Q-9 ２5×２4×２6 154・186 169
996号ピット 35-9-S-8 3２×２8×36 154・186 169
997号ピット 35-9-D-3・4 44×41×16 154・186 169
998号ピット 35-9-F・G-4 3２×3０×２3 154・186 169
999号ピット 35-9-D-3 3２×3０×51 154・186 169
1００4号ピット ２5-99-I-14 ２8×２3×２０ 151・186 17０
1００5号ピット ２5-99-H-14 3０×２9×２6 151・186 17０
1００6号ピット ２5-99-H-14・15 3０×２8×18 151・186 17０
1００7号ピット ２5-99-H-13 3０×２6×38 151・186 17０
1００8号ピット ２5-99-H-13 46×3２×17 151・186 17０
1００9号ピット ２5-99-H-13 41×37×1２ 151・186 17０
1０1０号ピット ２5-99-I-1２ 3０×3０×51 151・186 17０
1０11号ピット ２5-99-I-1２ ２8×２8×17 151・186 17０・171
1０1２号ピット ２5-99-H-1２ (3０)×33×２０ 151・186 171
1０13号ピット ２5-99-H-1２ ２6×２3×２5 151・186 171
1０14号ピット - (-)×(-)×２０ 186
1０15号ピット - (-)×(-)×18 186
1０3０号ピット ２5-99-H-1２ ２8×２4×２3 151・186 171
1０31号ピット ２5-99-H-1２ ２6×２3×17 151・186 171
1０3２号ピット ２5-99-H-1２ 49×45×16 151・186 171
1０33号ピット ２5-99-H-1２ (4０)×36×２２ 151・186 171
1０34号ピット ２5-99-H-1２ ２8×２4×16 151・186 171
1０35号ピット ２5-99-H-1２ (２6)×3０×13 151・186 17２
1０36号ピット ２5-99-H-1２ 38×２8×16 151・186 17２
1０37号ピット ２5-99-H-1２ 37×(２6)×15 151・186 17２
1０38号ピット ２5-99-H-1２ 34×3２×14 151・186 17２
1０39号ピット ２5-99-H-1２ (２6)×3０×２1 151・186 17２
1０4０号ピット ２5-99-H-11 34×２9×13 151・187 17２
1０41号ピット ２5-99-H-11 ２6×２２×15 151・187 17２
1０4２号ピット ２5-99-I-11 3２×２6×39 151・187 17２・173
1０44号ピット ２5-99-C-4 ２２×２０×14 151・187 173
1０45号ピット ２5-99-C-4 ２7×２6×9 151・187 173
1０46号ピット - (-)×(-)×２4 187 173
1０5０号ピット ２5-99-C-4 34×33×２3 151・187 173
1０59号ピット ２5-99-C-4 ２4×２4×15 151・187
115２号ピット ２5-9０-O-13 38×3０×65 187
1153号ピット ２5-8０-Q-２０・２1 4０×38×36 187 173
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中世相当面ピット グリッド 規模(長×短×深cm) 挿図 PL.
1２84号ピット ２5-98-T-1 47×3２×17 153・187
1２85号ピット ２5-88-T-２5 36×34×２3 153・187
1２86号ピット ２5-88-X-２5 66×43×14 153・187 173
1２87号ピット ２5-98-Y-２ 6２×(51)×1２ 153・187 173
1２88号ピット ２5-98-W-２ 41×39×31 153・187 173
1２89号ピット ２5-89-A-２4・２5 36×3２×47 153・187 173・174
1２9０号ピット ２5-98-Y-1 45×41×14 153・187 174
1２91号ピット ２5-88-V-２4 41×36×41 153・188 174
1２9２号ピット ２5-88-U・V-２4 4２×38×31 153・188 174
1２93号ピット ２5-88-V-２4 51×39×3２ 153・188 174
1２94号ピット ２5-88-V-２5 49×4０×２9 153・188 174
1２95号ピット ２5-88-X・Y-２5 4０×35×２4 153・187 174
1２96号ピット ２5-98-V-7 4０×39×33 15２・188
1２97号ピット ２5-98-S-8 ２8×２6×２9 15２・188 174
1２98号ピット ２5-98-W-7 55×37×２5 15２・188 174
1２99号ピット ２5-98-T・U-3 38×34×4２ 153・188 174
13００号ピット ２5-99-U-8 45×39×16 15２・188 175
13０1号ピット ２5-98-V-7 4２×33×15 15２・188
13０２号ピット ２5-99-W-２ 49×38×２8 153・188 175
13０3号ピット ２5-99-C-２ 31×3０×3２ 188 175
13０4号ピット ２5-89-C-２4 47×41×14 151・188 175
13０5号ピット ２5-98-X-5 4０×33×3０ 153・188 175
13０6号ピット ２5-98-Y-3・4 45×38×19 153・188 175
13０7号ピット ２5-98-Y-4 4０×37×38 153・188 175

中世相当面ピット グリッド 規模(長×短×深cm) 挿図 PL.
13０8号ピット ２5-99-B-3 3０×２3×２２ 153・188 175
13０9号ピット ２5-99-A・B-3 45×36×２２ 153・188 175・176
131０号ピット ２5-99-B-3 5２×47×２6 153・188 176
1317号ピット ２5-98・99-Y・A-3 69×58×２4 153・188 176
1318号ピット ２5-98-U-4 33×２8×２7 153・188 176
1319号ピット ２5-99-B-２ 31×２7×17 153・188 176
13２０号ピット ２5-98-W-3 4２×37×２3 153・188 176
13２1号ピット ２5-98-W・X-3 3２×２9×4０ 153・188 176
13２２号ピット ２5-98-Y-5 45×39×２3 153・188 176
13２3号ピット ２5-98-Y-6 43×41×13 15２・188 176・177
13２8号ピット ２5-89-I・J-２０ 46×41×57 151・189 177
13２9号ピット ２5-89-J-２０ 3２×3０×5２ 151・189 177
133０号ピット ２5-89-J-２０ 39×36×44 151・189 177
1331号ピット ２5-89-K-19・２０ (46)×64×6０ 189 177
133２号ピット ２5-89-K-２０ 43×38×59 151・189 177
1333号ピット ２5-89-K-２1 48×39×45 151・189 177
1355号ピット ２5-89-P・Q-２０ ２２×18×7 151・189
1356号ピット ２5-89-Q-２1 19×17×8 151・189
1357号ピット ２5-89-Q-２２ ２5×２２×15 151・189
1358号ピット ２5-89-Q-２1 ２3×２０×16 151・189
1359号ピット ２5-89-P-２1 ２1×２1×17 151・189
136０号ピット ２5-89-O-２3 ２4×２3×16 151・189

竪穴建物 グリッド 規模(長×短×深m) 方位 出土遺物等 時期 挿図 PL.
19号竪穴建物 ２5-98-J・K-２3・２4 3.２4×２.99×０.２5 N-8０°-E 土師器・須恵器　墨書 9世紀後半 194・195 18２・183・419
２０号竪穴建物 35-6・7-Y・A-5・6 3.０×２.87×０.０5 N-77°-E 土師器・須恵器　羽釜 9～1０世紀 196・197 183～185・4２０

２1号竪穴建物 35-8・9-Y～B-7・8 4.２3×4.２２×０.19 N-81°-E
土師器・須恵器・ロクロ土師器・
羽釜

1０世紀前半 198・199 186・187・4２０

２２号竪穴建物 35-8-U～W-8・9 3.9２×3.２4×０.38 N-59°-E 土師器・須恵器・灰釉陶器 9世紀後半 ２００・２０1 187・188・4２1
２3号竪穴建物 35-8-U・V-1０・11 （3.55）×3.69×０.17 N-63°-E 土師器・須恵器・羽釜・鉄鎌 1０世紀前半 ２０２ 189・19０・4２1

２4号竪穴建物 ２5-99-E・F-3～5 4.93×4.44×０.２5 N-7°-W
土師器・須恵器・羽釜・鉄鎌・
火打金

1０世紀前半 ２０3・２０4 19０～19２・4２1

２5号竪穴建物 ２5-99-I・J-8・9 ２.38×1.74×０.19 N-79°-E なし ２０5 193

２6号竪穴建物 ２5-99-H・I-8・9 5.7２×5.67×０.4２ N-２°-W
土師器・須恵器・灰釉陶器　墨
書

9世紀後半 ２０6～２1０ 193～198・4２２

２7号竪穴建物 ２5-89-V～X-3・4 5.２6×5.２２×０.65 N-81°-W
土師器・須恵器・灰釉陶器　墨
書　鉄製紡茎・刀子・鎌・砥石

1０世紀前半 ２11～２14
199～２０1・4２3・
4２4

3０号竪穴建物 ２5-89-V～X-3・4 6.０6×5.２×０.68 N-8２°-W
土師器・須恵器・黒色土器・羽
釜　墨書鉄製紡錘車

1０世紀前半 ２15～２19
２０1～２０3・
4２4～4２6

31号竪穴建物 ２5-9０-A・B-２・3 4.59×4.5×０.53 N-15°-W
土師器・須恵器・灰釉陶器　墨
書　鎌・刀子

1０世紀前半 ２２０～２２２ ２０4～２０6・4２7

3２号竪穴建物 ２5-96-P・Q-19・２０ 4.36×3.9２×０.7２ N-86°-E
土師器・須恵器・黒色土器・灰
釉陶器

1０世紀前半 ２２3～２２6
２０6～２０9・4２7・
4２8

33号竪穴建物 ２5-99-U・V-5・6 (4.47)×(3.85)×０.16 N-78°-E 土師器・須恵器　墨書 1０世紀前半 ２２7・２２8 ２０9・２1０・4２8

35a号竪穴建物 ２5・２6-8０・71-Y・A-15～17 4.5２×4.4×０.1 N-78°-E
土師器・須恵器・灰釉陶器・鞴
羽口・鉄片

1０世紀前半 ２２9・２3０ ２11・２1２・4２8

35b号竪穴建物 ２5・２6-8０・71-Y・A-15～17 5.98×5.36×０.２8 N-59°-E(南壁) ２２9・２3０ ２11・２1２

36号竪穴建物 35-9-D・E-3・4 3.48×3.18×０.18 N-86°-E(南壁)須恵器 9世紀後半 ２31・２3２
181・２13・２14・
4２9

37号竪穴建物 35-9-D・E-6・7 4.11×3.18×０.37 N-66°-E 土師器・須恵器 9世紀後半 ２33・２34
181・２15～２17・
4２9

38号竪穴建物 35-9-H～J-6・7 3.74×3.54×０.5２ N-85°-E 土師器・須恵器　墨書 9世紀後半 ２35～２37
181・２17～２19・
4２9

39号竪穴建物 35-9-H・I-4・5 5.41×4.０２×０.5 N-69°-E 土師器・須恵器・羽釜　墨書 1０世紀前半 ２38～２41
181・２２０～２２２・
4２9・43０

4０号竪穴建物 ２5-99-G・H-15・16 4.88×4.73×０.47 N-87°-E 土師器・須恵器　墨書 9世紀後半 ２4２～２45
２２3～２２7・43０・
431

4２号竪穴建物 ２5-99-C～E-19・２０ 4.9２×4.２7×０.２5 N-15°-W 土師器・須恵器 11世紀前半 ２46～２48 ２２7～２２9・431

43号竪穴建物 ２5-99-C～E-1０・11 4.71×4.64×０.59 N-65°-E
土師器・須恵器・石製紡錘車・
釘　墨書

9世紀後半 ２49～２54
２3０～２33・43２・
433

44号竪穴建物 ２5-99-E～G-1０・11 5.7２×5.17×０.44 N-4°-W(西壁)
土師器・須恵器・羽釜・釘・刀
子

1０世紀後半 ２55～２59
２34～２38・433・
434

45号竪穴建物 ２5-9０-T・U-13・14 3.1×２.98×０.34 N-66°-E 土師器・須恵器 9世紀後半 ２6０・２61 ２38～２4０・434
46号竪穴建物 ２5-9０-S・T-18～２０ 4.65×4.19×０.２3 N-19°-E 土師器・須恵器・鉄製紡茎 9世紀後半 ２6２・２63 ２41～２43・434
47号竪穴建物 ２5-1００-L・M-14・15 3.8×２.8２×０.２7 N-65°-E 土師器・須恵器・鎌 9世紀後半 ２64・２65 ２43～２45・434

古代相当面



遺構一覧表

544

竪穴建物 グリッド 規模(長×短×深m) 方位 出土遺物等 時期 挿図 PL.

48号竪穴建物 ２5-1００-I・J-16・17 4.54×3.89×０.34 N-87°-W
土師器・須恵器・灰釉陶器・羽
釜　墨書

1０世紀前半 ２66～２69 ２46～２49・435

5０号竪穴建物 ２5-1００-J～L-1２・13 5.16×3.93×０.87 N-87°-E 土師器・須恵器・灰釉陶器 1０世紀前半 ２7０～２7２ ２49～２5２・436
51号竪穴建物 ２5-9０-U～W-18・19 (4.44)×4.38×０.36 N-5０°-E 土師器 9世紀後半 ２73 ２5２～２54・436
5２号竪穴建物 ２5-9０-M・N-２・3 3.２×3.15×０.1２ N-２1°-E 土師器・須恵器 1０世紀後半 ２74 ２54・２55・436
53号竪穴建物 ２5-1００-O・P-14・15 (3.２9)×(1.48)×０.46 N-65°-E 須恵器 1０世紀 ２75・２76 ２56・２57・436
54号竪穴建物 ２5-98・99-Y・A-6・7 5.55×２.64×０.18 N-8２°-W 土師器・須恵器　墨書 9世紀後半 ２77・２78 ２57・２58・436

55号竪穴建物
２5・２6-9０・1００・81・91-Y・
A-２5・1

4.9２×4.77×０.33 N-２9°-E 土師器・須恵器 9世紀後半 ２79・２8０ ２59～２61・437

56号竪穴建物 ２5-9０-D・E-11・1２ 3.54×２.56×０.２1 N-58°-E 土師器・須恵器 9世紀後半 ２81 ２61・２6２・437

57号竪穴建物 ２5-1００-P-11・1２
( 3.58)×( ２.００)×
０.０２

N-8０°-E 羽釜 1０世紀 ２8２ ２63・437

59号竪穴建物 ２5・35-99・9-V・W-２5・1 6.２8×5.78×０.２1 N-83°-E 土師器・須恵器 9世紀後半 ２83～２86 ２64～２66・437

6０号竪穴建物 35-9-O～Q-２・3 4.２5×3.76×０.48 N-55°-E 土師器・須恵器　墨書・刻書 9世紀後半 ２87～２89
２67～２69・437・
438

61号竪穴建物 ２5-99-S・T-２5 3.48×２.75×０.39 N-76°-E 土師器・須恵器 9世紀後半 ２9０・２91 ２7０～２73・438

63号竪穴建物 ２5・35-99・9-T-２5・1 ２.31×２.11×０.53 N-14°-W 須恵器・羽釜 1０世紀前半 ２9２
２7０・２7２～２74・
438

65号竪穴建物 ２5・35-99・9-S・T-２5・1 ２.81×２.76×０.44 N-74°-E 土師器・須恵器 9世紀後半 ２93
２7０・２71・２74・
２75・439

6２号竪穴建物 ２5-99-S・T-２3～２5 3.84×3.２7×０.39 N-２２°-W
土師器・須恵器・羽釜・灰釉陶
器

1０世紀前半 ２94～２96 ２76～２79・439

64号竪穴建物 ２5・２6-1００・91-Y・A-1 3.２7×２.84×０.２1 N-86°-E 土師器・須恵器 9世紀後半 ２97・２98 ２79～２81・439

66号竪穴建物 ２6-71-D・E-11～13 5×3.36/4.87×０.39 N-２1°-W 土師器・須恵器・羽釜
9世紀後半
～1０世紀

２99・3００
２81・２8２・439・
44０

69号竪穴建物 ２6-81-F・G-11・1２ 3.96×3.33×０.２ N-79°-E 土師器・須恵器 9世紀後半 3０1・3０２ ２83～２85・44０

7０号竪穴建物 ２5・２6-9０・81-Y～B-1２～14 5.88×5.43×０.55 N-56°-E 土師器・須恵器　墨書 9世紀後半 3０3～3０7
２85～２88・44０・
441

71号竪穴建物 ２6-81-B・C-17～19 5.19×4.14×０.54 N-78°-E 土師器・須恵器・砥石　墨書 9世紀後半 3０8～31２
２89～２93・441・
44２

73号竪穴建物 ２5-9０-U～W-1～3 4.73×4.２２×０.39 N-6２°-E 土師器・須恵器　墨書 9世紀後半 313～315 ２93～２95・44２
76号竪穴建物 ２5-9０-W・X-２・3 (3.5)×(２.73)×０.０6 N-94°-E(南壁)須恵器 1０世紀前半 316 ２96・443

81号竪穴建物 ２5-89-T・U-1・２ 5.1×4.95×０.56 N-84°-W 土師器・須恵器・砥石　墨書
9世紀中葉
から後半

317～319
２97～２99・443・
444

87号竪穴建物 ２5-1００-A・B-7～9 6.74×5.97×０.5 N-8０°-E
土師器・須恵器・鉄製紡錘車・
椀状滓　墨書

9世紀後半 3２０～3２6
181・２99～3０２・
444～447

91号竪穴建物 ２5-1００-A・B-4～6 4.11×3.69×０.13 N-7２°-E 土師器・須恵器 9世紀後半か 3２7 181・3０２・447
9２号竪穴建物 ２5-1００-G・H-8 ２.34×(1.53)×０.０5 N-64°-E 須恵器 9世紀後半 3２8 3０3・447

99号竪穴建物 ２5-89-H～J-19・２０ (5.67)×5.34×０.36 N-74°-E(北壁)
土師器・須恵器・灰釉陶器・羽
釜・土製品円筒形・釘・砥石

11世紀前半 3２9～331
3０4・3０5・447・
448

1０3号竪穴建物 ２5-98-T・U-２・3 4.95×4.38×０.37 N-15°-W(西壁)
土師器・須恵器・灰釉陶器・羽
釜・砥石

1０世紀後半 33２～334 3０5～3０8・449

1０4号竪穴建物 ２5-9０-B・C-11・1２ (4.3)×4.17×０.48 N-59°-E(北壁)
須恵器・黒色土器・羽釜・刀子　
墨書

9世紀 335～337 3０8～31０・449

1０5号竪穴建物 ２5-9０-B・C-11・1２ (4.２6)×4.11×０.45 N-66°-E 須恵器・灰釉陶器・羽釜 9世紀後半 338・339
3０8・3０9・311・
31２・45０

11０号竪穴建物 ２5-98-X・Y-２・3 4.83×4.68×０.57 N-79°-E 土師器・須恵器 1０世紀 34０・341 313～317
11２号竪穴建物 ２5-9０-B・C-11・1２ 4.18×3.76×０.２6 N-65°-E 灰釉陶器・石皿 9世紀後半 34２ 31２・313・45０
114号竪穴建物 ２5-89-L・M-２２・２3 4.０２×3.48×０.２5 N-4°-E 土師器・須恵器・黒色土器 9世紀後半 343・344 317・318・45０
115号竪穴建物 ２5-89-P・Q-２4・２5 3.38×3.０8×０.０8 N-6°-W 土師器・須恵器・羽釜 9世紀後半 345 319・45０
116号竪穴建物 ２5-89-R-２4・２5 (3.5２)×(1.56)×０.０6 N-73°-E 土師器・須恵器 346 319
118号竪穴建物 ２5-89-Q・R-２２～２4 4.２7×3.84×- N-89°-E 土師器・須恵器 347 319

鍛冶関係遺構 グリッド 規模(m) 方位 出土遺物等 挿図 PL.
２号鍛冶 35-8-U・V-7・8 8.9×4.０ N-54°-E 土師器・須恵器・鉄滓 349～351 3２０・3２1・45０
3号鍛冶 35-8-X-5 4.1×２.1 N-74°-E 349・35２ 3２1

柵 グリッド 長(m) 方位 挿図 PL.
1０号柵 ２5-88・89-Y～B-２1 7 N-89°-E 353・354 3２２
11号柵 ２5-89-A～D-19～２1 1２.4 N-66°-E 353・354 3２２・3２3
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焼土 グリッド 規模(長×短cm) 挿図 PL.
7号焼土 35-7-L-9 4０×35 355・356 3２3
8号焼土 35-7-N-9 117×87 355・356 3２3
9号焼土 35-7-L-5 36×２7 355・356 3２3
1０号焼土 35-7-L-8 57×45 355・356
11号焼土 ２5-97-D-２２	 4２×4２ 356 3２3
1２号焼土 ２5-97-R-２4 9０×63 356
13号焼土 35-7-X-1 9０×6０ 355・356
14号焼土 ２5	・35-97・7-X-２5	・1 6０×57 355・356
15号焼土 ２5-97-Y-２5 57×39 355・357
16号焼土 ２5-98-A-２5 ２3×２２ 355・357
17号焼土 ２5-97-Y-２3	 39×3０ 355・357
18号焼土 ２5-97-Y-２3	 6０×45 355・357
19号焼土 ２5-97-Y-２4 69×36 355・357
２０号焼土 ２5-97・98-Y・A-２4・２5 87×4２ 355・357

焼土 グリッド 規模(長×短cm) 挿図 PL.
２1号焼土 ２5-97-Y-２5 45×4２ 355・357
２２号焼土 ２5-97・98-Y・A-２4 78×66 355・357
43号焼土 ２5-87-Y-２3 57×4２ 357 3２4
44号焼土 ２5-87・88-Y・A-２3 6０×45 357 3２4
45号焼土 ２5-88-A-２3 84×81 357 3２4
46号焼土 ２5-89-C-２２ 45×33 357 3２4
56号焼土 ２5-8０-X・Y-15 ２4×18 357 3２4
57号焼土 ２5-8０-T-２０ 45×45 357 3２4
59号焼土 ２5-8０-T-17 48×4２ 357 3２4
81号焼土A ２5-9０-B-11 54×51 3２4
81号焼土B ２5-9０-B・C-11 45×(２3) 3２4
93号焼土 ２5-89-X-6 59×51
95号焼土 ２5-89-X-8 67×44
96号焼土 ２5-89-X-8 3０×3０

古代相当面土坑 グリッド 規模(長×短×深cm) 長軸方位 出土遺物等 挿図 PL.
145号土坑 35-7-X-15 19０×1００×94 N-２０°-E 36２・363 3２5
２83号土坑 35-7-X-13・14 174×8０×84 N-9０°-E 陥穴 36２・363 3２5
317号土坑 ２5-98-R-14・15	 ２4２×14０×1２4 N-6°-E 陥穴 36２・363 3２5・3２6
347号土坑 ２5-98-Q・R-17・18 ２1０×15０×1２9　 N-２9°-E 陥穴 36２・363 3２6
383号土坑 ２5-98-L-19 18０×11０×99 N-65°-W 陥穴 36２・363 3２6
384号土坑 ２5-98-P-17 ２18×15０×134 N-38°-E 陥穴 36２・363 3２6
385号土坑 ２5-99-R-17・18 18０×1２０×1０6 N-37°-E 陥穴 36２・363 3２6・3２7
4０5号土坑 ２5-97-N-18・19 18０×11０×9０ N-２6°-W 陥穴 36２・363 3２7
4０6号土坑 ２5-97-L-19 18０×133×1０7 N-13°-W 陥穴 36２・363 3２7
4０7号土坑 ２5-97-I-19・２０ 19０×1２8×11２ N-87°-W 陥穴 36２・363 3２7・3２8
4０8号土坑 ２5-97-I-２０ ２００×1２０×118 N-9０° 陥穴 36２・363 3２7・3２8
4０9号土坑 ２5-97-I-２０・２1 ２２２×14０×1２6 N-8２°-E 陥穴 36２・364 3２7・3２8
41０号土坑 ２5-97-H-２０・２1 ２4２×1２０×1０7 N-11°-E 陥穴 36２・364 3２7～3２9
411号土坑 ２5-97-K-２０ 157×1００×1０3 N-78°-W 陥穴 36２・364 3２9
41２号土坑 ２5-97-N-18 19０×14０×133 N-35°-W 陥穴 36２・364 3２9
413号土坑 ２5-97-N-18・19 (6０)×6２×17 N-15°-W 36２・364 3２9
414号土坑 ２5-97-N・O-18 147×(55)×- 36２・364
415号土坑 ２5-97-O・P-19 1０3×63×17 N-8０°-E 陥穴 36２・364 3２9・33０
416号土坑 ２5-97-P-18 (13０)×(6０)×- N-83°-W 36２・364
4２1号土坑 ２5-97-N-18・19 6０×56×5０ N-15°-W 36２・364
4２3号土坑 ２5-98-M-1２ ２０２×13０×1２２ N-9０° 陥穴 36２・364 33０
4２4号土坑 ２5-98-K・L-1２・13 198×154×138 N-9０° 陥穴 36２・364 33０
4２5号土坑 ２5-98-K-11・1２ ２０２×1００×19 N-36°-E 36２・364 33０
4２6号土坑 ２5-98-K・L-11 ２18×166×118 N-17°-E 陥穴 36２・364 331
4２7号土坑 ２5-98-K-1０・11 19０×146×11０ N-7０°-E 陥穴 36２・364 331
4２8号土坑 ２5-98-I・J-11・1２ 178×13２×1２7 N-41°-W 陥穴 36２・364 331
4２9号土坑 ２5-98-G-17 145×96×116 N-87°-W 陥穴 36２・365 331
43０号土坑 ２5-98-G・H-14 17０×114×96 N-35°-W 陥穴 36２・365 33２
431号土坑 ２5-98-G・H-1２・13 16０×94×２０ N-65°-E 36２・365 33２
43２号土坑 ２5-98-G-11・1２ (173)×174×56 N-２6°-W 36２・365 33２
433号土坑 ２5-98-F・G-1２・13 18０×165×15 N-71°-W 36２・365 33２
434号土坑 ２5-98-F・G-1２・13 14０×9０×1０5 N-２3°-W 陥穴 36２・365 333
435号土坑 ２5-98-C-17・18 178×113×9２ N-7°-E 陥穴 36２・365 333
436号土坑 ２5-98-B・C-17・18 ２００×11０×113 N-48°-E 陥穴 36２・365 333
437号土坑 ２5-97-S・T-17・18 196×116×96 N-9°-E 陥穴 36２・365 333
438号土坑 ２5-97-S-17 18０×1０6×88 N-37°-E 陥穴 36２・365 334
439号土坑 ２5-98-J・K-1０ (144)×(16)×- N-7０°-E 36２・365
44０号土坑 ２5-98-A-18 18０×156×54 N-49°-E 36２・365 334
441号土坑 ２5-98-B・C-２０ 188×11０×78 N-15°-E 陥穴 36２・365 334
44２号土坑 ２5-98-A-２０ 96×7０×２5 N-35°-W 36２・367 334
443号土坑 ２5-98-E-15 15０×75×1２０ N-77°-E 陥穴 36２・367 335
444号土坑 ２5-98-D・E-15 1２０×81×5０ N-43°-W 36２・367 335
445号土坑 ２5-98-A-16 17０×1００×85 N-4０°-E 陥穴 36２・367 335
446号土坑 ２5-97-X・Y-16・17 17０×76×8０ N-4０°-E 陥穴 36２・367 335
447号土坑 ２5-97-T・U-18 171×11２×87 N-２7°-E 陥穴 36２・367 336
448号土坑 ２5-97-V-18・19 19０×13０×87 N-38°-E 36２・367 336
45２号土坑 35-7-P・Q-13 18０×(２7)×73 N-9０° 36２・367 336
456号土坑 35-7-P-13 95×(２5)×59 N-73°-E 36２・367 336
481号土坑 ２5-98-H-19 8０×8０×２０ 36２・367
48２号土坑 ２5-98-H-19 93×87×36 N-3０°-W 36２・367
483号土坑 ２5-98-K-19 68×54×8 N-5°-W 土師器・須恵器 36２・366・367
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485号土坑 ２5-98-L-16 19０×116×11０ N-78°-W 陥穴 36２・367
486号土坑 ２5-98-C-２3 58×55×２5 N-69°-E 36２・367
488号土坑 ２5-98-G-２０ 1２4×9０×36 N-6°-E 36２・367
489号土坑 ２5-98-L・M-18 ２０6×16０×139 N-76°-W 陥穴 36２・367
49０号土坑 ２5-98-K・L-16・17 19０×135×1２２ N-85°-E 陥穴 36２・368
491号土坑 ２5-98-K・L-14 ２２０×15０×151 N-87°-E 36２・368
49２号土坑 ２5-98-L-14 16２×1２０×２4 N-6０°-E 36２・368
493号土坑 ２5-98-M-15・16 ２3０×154×131 N-88°-E 36２・368
494号土坑 ２5-98-L-17・18 167×11０×16 N-76°-W 36２・368
495号土坑 ２5-98-Q-1２ 1２5×57×17 N-8°-W 36２・368
496号土坑 ２5-98-Q-1２ 1２２×5０×２4 N-6°-W 36２・368
497号土坑 ２5-98-Q-1２ 114×88×19 N-68°-E 36２・368
498号土坑 ２5-98-S-1０・11 ２００×14２×1０7 N-２7°-E 36２・368
499号土坑 ２5-98-T-9・1０ 9０×4０×55 N-15°-W 361・368
5０3号土坑 ２5-98-T-1２・13 17０×(9０)×1２9 N-8°-W 36２・368
614号土坑 35-7-E-1・２ 134×116×34 N-4２°-E 361・368 336・337
615号土坑 ２5-97-F-２5 7０×7０×17 37０ 337
616号土坑 35-7-B-3 1００×9２×4２ N-56°-E 37０ 337
7２０号土坑 ２5-99-M・N-5・6 18２×84×6２ N-65°-W 陥穴 37０ 337
7２1号土坑 ２5-99-I・J-14 (196)×13０×73 N-57°-E 陥穴 361・37０ 337・338
7２２号土坑 ２5-99-I・J-13 18０×93×94 N-77°-E 陥穴　須恵器 361・369・37０ 338・45０
7２3号土坑 ２5-99-K-1２ 15２×1２２×19 N-5２°-E 361・37０ 338
7２4号土坑 ２5-99-K-1２ (8０)×76×9 N-53°-E 361・37０ 338
7２7号土坑 ２5-99-P・Q-16 143×118×7０ N-17°-E 359・37０ 338・339
78０号土坑 ２5-99-D-4 9２×74×19 N-83°-E 361・37０ 339
781号土坑 ２5-99-D・E-3 1２０×58×２1 N-8２°-E 361・37０ 339
783号土坑 ２5-99-I・J-7 16０×13０×1０3 N-46°-W 陥穴 361・37０ 339
784号土坑 ２5-99-L-6・7 17０×98×86 N-87°-E 陥穴 361・37０ 339・34０
785号土坑 ２5-99-D-4 (1２２)×(3０)×２7 N-２3°-W 361・371 34０
786号土坑 ２5-99-I-1０・11 (46)×(34)×1０5 N-47°-W 陥穴 361・371 34０
787号土坑 ２5-99-K-6 176×1００×9２ N-57°-E 陥穴 361・371 34０
833号土坑 ２5-88-X・Y-２3 ２7０×２０7×77 N-56°-E 361・371 34０・341
836号土坑 ２5-99-C・D-２０ ２０5×11０×２２ N-8２°-E 361・371 341
837号土坑 ２5-89-D-２２ 1２7×5０×16 N-２7°-W 361・371 341
838号土坑 ２5-89-B-２1 136×(74)×6２ N-０° 361・371 341
855号土坑 ２5-89-D-２1・２２ 17０×6２×２5 N-０° 361・371 341・34２
856号土坑 ２5-89-D-２２ 1０8×46×11 N-14°-W 361・371 34２
857号土坑 ２5-89-B-19・２０ 68×56×14 N-85°-W 361・371 34２
858号土坑 ２5-89-B-２０ 15０×15０×33 361・371 34２
859号土坑 ２5-89-D-２０ 9２×53×19 N-9０° 361・371 34２・343
86０号土坑 ２5-89-C-２０ 9０×55×２4 N-7０°-E 361・37２ 343
861号土坑 ２5-89-B-19 84×64×13 N-86°-E 37２ 343
863号土坑 ２5-99-E-6 1０4×89×33 N-16°-W 361・37２ 343
864号土坑 ２5-99-M・N-5 (11０)×118×- N-68°-E 須恵器 37２ 343・45０
866号土坑 ２5-89-W-3 73×68×35 N-56°-E 37２ 344
876号土坑 ２5-97-D-２ 1０8×1０8×13 37２ 344
877号土坑 ２5-99-L-4 11０×8０×２8 N-48°-W 361・37２ 344
878号土坑 ２5-99-M-4 74×69×２3 N-47°-E 361・37２ 344
879号土坑 ２5-99-M-4 (7０)×(4０)×1２ N-3°-W 361・37２ 344
88０号土坑 ２5-99-M-4 56×5０×２０ N-9°-W 361・37２ 344
881号土坑 ２5-99-M-4 8２×(5２)×２5 N-78°-E 361・37２ 344・345
88２号土坑 ２5-99-M-5 97×95×14 N-7°-W 361・37２ 345
883号土坑 ２5-99-T-16 1２０×1０8×45 N-45°-W 359・37２ 345
893号土坑 ２5-99-S-16 1０4×94×46 N-33°-E 359・37２ 345
894号土坑 ２5-99-Q-13・14 1０6×1０4×２4 N-81°-E 359・37２ 345・346
895号土坑 ２5-99-R-14 15０×136×63 N-57°-E 359・37２ 346
896号土坑 ２5-99-R・S-13 16０×13２×２7 N-54°-E 359・373 346
897号土坑 ２5-99-T・U-1２・13 6２×6０×２０ N-8２°-E 359・373 346
898号土坑 ２5-99-T・U-1２ 9２×7２×3２ N-61°-W 359・373 346・347
899号土坑 ２5-99-U-11・1２ 15０×14０×38 N-6°-E 359・373 347
9００号土坑 ２5-99-U-11 8０×(34)×33 N-74°-E 359・373 347
9０1号土坑 ２5-99-V-11 136×88×5０ N-38°-E 359・373 347
9０２号土坑 ２5-99-V-11 78×5０×18 N-84°-W 359・373 347
9０3号土坑 ２5-99-W-1２ 8０×(47)×41 N-43°-W 359・373 348
9０4号土坑 ２5-99-U・V-11 1２8×1０4×31 N-3０°-E 359・373 348
9０5号土坑 ２5-99-U-1２ 11０×1０4×1２ N-7２°-E 359・373 348
9０6号土坑 ２5-99-U-1２・13 17０×17０×1０ 359・373 348
9０7号土坑 ２5-99-V・W-11・1２ 5０×5０×17 359・373 348
9２２号土坑 - -×-×- 348
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9２4号土坑 ２6-71-A-1２・13 78×71×２8 N-16°-E 359・373 349
9２5号土坑 ２5-8０-Y-14 83×78×35 N-73°-W 359・373 349
9２6号土坑 ２5-8０-Y-15 1２9×1０9×55 N-43°-W 359・373 349
9２7号土坑 ２5-8０-X-16 1０9×1０7×18 N-63°-W 359・373 349
9２8号土坑 ２5-8０-X・Y-17・18 143×13２×２6 N-２°-E 359・374 35０
9２9号土坑 ２5-98-H-7 161×118×3２ N-２5°-E 36２・374 35０
93０号土坑 ２5-98-F・G-7 16０×1２4×3２ N-14°-E 36２・374 35０
931号土坑 ２5-98-E・F-1０ 1２２×98×33 N-41°-W 36２・374 35０
93２号土坑 ２5-98-D-1０ 176×96×76 N-11°-W 陥穴 36２・374 351
933号土坑 ２5-97-Y-13 7２×7２×5 36２・374 351
934号土坑 ２5-97-V・W-1２ ２44×7０×53 N-1°-W 36２・374 351
936号土坑 ２6-8０-Y-13 57×53×13 N-２8°-W 359・374 351
937号土坑 ２6-8０-X-14・15 78×76×２4 N-２6°-E 359・374 35２
1０15号土坑 35-9-E・F-1０・11 165×164×63 N-75°-W 374 35２
1０16号土坑 35-9-G・H-9 16０×156×36 N-8０°-W 374 35２
1０18号土坑 35-9-D-9 ２14×78×２5 N-59°-E 土師器 36２・374 35２・353
1０19号土坑 35-9-D-9 88×8２×1２ N-19°-E 36２・374 353
1０２０号土坑 35-9-C・D-8 1２8×8０×44 N-84°-E 36２・374 353
1173号土坑 ２5-99-I-15・16 1２8×1０6×31 N-34°-W 361・374 353
1175号土坑 ２5-99-I-18 1０4×9０×２5 N-２０°-W 374 353・354
1176号土坑 ２5-99-G-16 7２×68×２5 N-84°-E 土師器 374 354
1178号土坑 ２5-99-G-18 138×138×２０ 361・375 354
118０号土坑 ２5-99-G-19 15２×11０×36 N-1０°-E 361・375 354
118２号土坑 ２5-99-H-18・19 15２×77×54 N-15°-W 361・375 354・355
1183号土坑 ２5-99-G-19 8０×7０×16 N-17°-E 361・375 355
1184号土坑 ２5-99-H-19 1２２×1２０×２8０ N-9０° 361・375 355
1185号土坑 ２5-99-H-19 9０×84×２２ N-14°-W 361・375 355
1186号土坑 ２5-99-H・I-19 64×54×14 N-88°-E 361・375 355・356
1187号土坑 ２5-99-I-19 68×48×18 N-68°-E 361・375 356
1188号土坑 ２5-99-I-19 78×56×3０ N-78°-E 361・375 356
1189号土坑 ２5-99-F-17 14０×1２２×38 N-２０°-W 361・375 356
1191号土坑 ２5-99-G-19 69×5２×２０ N-86°-E 361・375 356
1２２3号土坑 ２5-99-H-16 97×(36)×1０ N-48°-E 361・375 357
1２２5号土坑 ２5-99-C-4・5 154×9０×49 N-38°-W 361・375 357
1２37号土坑 - -×-×- 357
1２38号土坑 ２5-99-B・C-8・9 155×95×56 N-63°-E 361・375 357
1２39号土坑 ２5-99-C-9 75×58×18 N-36°-W 361・375 358
1２4０号土坑 - -×-×- 358
1２41号土坑 ２5-99-B-6 17０×14０×33 N-3２°-W 361・375 358
1２4２号土坑 ２5-99-B・C-6 145×136×35 N-２5°-E 361・375 358
1２43号土坑 ２5-99-H-16 ２5０×68×13 N-２4°-E 361・375 359
1２46号土坑 ２5-99-G-11 186×1００×46 N-1０°-W 361・375 359
1２47号土坑 ２5-99-F・G-11 95×75×13 N-58°-E 土師器 361・377 359
1２48号土坑 ２5-99-G-1２ 6２×5２×1２ N-２8°-W 361・377 359
1２49号土坑 ２5-99-F-13 5２×4０×２4 N-39°-E 361・377 359・36０
1２5０号土坑 ２5-99-F-13 56×5２×3０ N-58°-W 361・377 36０
1２51号土坑 ２5-99-E-1２・13 ２００×13０×13２ N-２8°-W 土師器・須恵器・灰釉陶器 361・376・377 36０・451
1２5２号土坑 ２5-99-F・G-13 74×74×14 361・377 36０
1２53号土坑 ２5-99-E-1２・13 134×(5０)×２9 N-２8°-W 361・377
1２54号土坑 ２5-99-G-13・14 7０×68×33 N-57°-E 361・377 361
1２55号土坑 ２5-99-F-14 9０×49×33 N-8°-E 361・377 361
1２56号土坑 ２5-99-F・G-15・16 165×1０5×２6 N-15°-E 361・377 361
1２57号土坑 ２5-99-G-11 (38)×85×38 N-81°-E 361・376・377 361
1２58号土坑 ２5-99-E-1０ 1２4×(85)×46 N-5°-W 羽釜 361・377 36２・451
1２61号土坑 ２5-99-B・C-15・16 1０２×74×11 N-71°-W 36２・377 36２
1２6２号土坑 ２5-99-B・C-17 134×13０×3０ N-74°-E 361・377 36２
1２63号土坑 ２5-99-A-17 149×68×２3 N-２8°-W 361・377 36２
1２64号土坑 ２5-99-B-19 9０×53×２7 N-２7°-E 361・377 36２・363
1２65号土坑 ２5-98-Y-17 1０２×78×39 N-43°-W 361・377 363
1２67号土坑 ２5-98・99-Y・A-17 63×56×18 N-38°-W 361・377 363
1２68号土坑 ２5-98・99-Y・A-17・18 95×6２×17 N-5２°-W 361・377 363
1２69号土坑 ２5-98-Y-15・16 ２14×188×16０ N-２5°-E 361・378 363・364
1２7０号土坑 ２5-99-D-18 11０×1０２×31 N-85°-W 361・378 364
1２8２号土坑 ２5-99-K-15 94×75×２7 N-4０°-W 361・378 364
1２83号土坑 ２5-99-J-15・16 1２０×1０3×２6 N-66°-E 361・378 364
1２84号土坑 ２5-99-I-15・16 86×6０×２6 N-２０°-E 361・378 364・365
1２85号土坑 ２5-99-A・B-5・6 ２98×7０×4０ N-3２°-E 羽釜（甑か) 361・378 365
1２86号土坑 ２5-99-B・C-5 1２０×1０6×19 N-43°-E 361・378 365
1２87号土坑 ２5-99-E・F-5 177×8０×5２ N-71°-W 361・378 365
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古代相当面土坑 グリッド 規模(長×短×深cm) 長軸方位 出土遺物等 挿図 PL.
1２88号土坑 ２5-99-E・F-6 99×86×54 N-5°-W 361・378 365・366
1２89号土坑 ２5-99-F-7 1０7×9０×49 N-64°-W 378 366
1２9０号土坑 ２5-99-F・G-8 1２4×96×31 N-75°-E 361・378 366
1２9２号土坑 ２5-99-G-9・1０ 1２２×94×38 N-67°-W 378 366
1２93号土坑 ２5-99-F・G-1０・11 1０5×7２×37 N-7０°-E 378 366・367
1２94号土坑 ２5-99-D-11・1２ 1２０×7０×5０ N-２０°-W 陥穴 378 367
1２95号土坑 ２5-99-H-14 16０×8０×3０ N-7０°-E 361・378 367
1２96号土坑 ２5-99-I-14 114×74×3０ N-9０° 361・379 367
1２97号土坑 ２5-9０-R・S-17 184×136×6０ N-２０°-E 359・379 367・368
1２98号土坑 ２5-9０-R-17 11２×1０6×6２ N-7０°-W 359・379 368
13００号土坑 ２5-9０-Q・R-18・19 17０×13０×5２ N-13°-E 359・379 368
13０4号土坑 ２5-9０-S・T-16・17 164×7０×6０ N-０° 359・379 368
13０6号土坑 ２5-9０-Q-17・18 114×98×２6 N-０° 359・379 369
131０号土坑 ２5-1００-P-11 9０×76×15 N-53°-E 379 369
1311号土坑 ２5-1００-P-11 84×65×17 N-63°-E 379 369
131２号土坑 ２5-1００-P・Q-11 67×36×11 N-75°-E 379 369
1313号土坑 ２5-1００-N-11 15２×84×45 N-68°-W 379 37０
1314号土坑 ２5-1００-O-11・1２ 13０×8２×1２ N-２5°-W 379 37０
1315号土坑 ２5-1００-N-1２ 87×56×２8 N-3２°-E 379 37０
1316号土坑 ２5-1００-N・O-13・14 1２０×84×２5 N-11°-E 379 37０
1318号土坑 ２5-1００-I-14 56×48×２０ N-76°-W 359・379 371
1319号土坑 ２5-1００-I-17 11０×5０×２6 N-２5°-W 359・379 371
13２1号土坑 ２5-1００-I-16 1０２×85×16 N-49°-W 359・379 371
13２２号土坑 ２5-1００-H・I-16 84×47×16 N-２4°-E 359・379 371
13２3号土坑 ２5-1００-H-16 9０×7０×13 N-6°-W 359・38０ 371
13２4号土坑 ２5-1００-H-17 58×5０×２5 N-4０°-W 359・38０ 371
13２6号土坑 ２5-1００-O-11 17０×1２０×２２ N-1０°-E 38０ 371
13２7号土坑 ２5-1００-O-11 56×54×16 N-3０°-W 38０ 37２
1337号土坑 ２5-98-P-1２・13 43×35×15 N-8０°-E 36２・38０ 37２
1356号土坑 ２5-98-X・Y-8 8２×5２×33 N-２5°-W 361・38０ 37２
1357号土坑 ２5-98-W・X-8 188×1２０×２7 N-０° 361・38０ 37２
1358号土坑 ２5-98-W・X-8 114×114×57 361・38０ 373
1359号土坑 ２5-98-X-9 7０×49×２6 N-3０°-W 361・38０ 373
136０号土坑 ２5-98-X-9 8０×7０×3０ N-3０°-E 361・38０ 373
1361号土坑 ２5-98-X-9 7０×6２×35 N-44°-E 361・38０ 373
136２号土坑 ２5-98-Y-1０・11 166×1０4×1０1 N-２1°-W 陥穴 361・38０ 374
1363号土坑 ２5-98-W-1０ 11０×(53)×２1 N-11°-E 361・38０ 374
1364号土坑 ２5-98-W-1０ 1０4×54×２1 N-16°-W 361・38０ 374
1371号土坑 ２5-98-S-1０ 157×9０×9０ N-２5°-E 陥穴 36２・38０ 374
137２号土坑 ２5-98-R-1０ 156×8０×1０9 N-２5°-E 陥穴 36２・381 374・375
1373号土坑 ２5-98-Q・R-1０・11 ２7０×13０×74 N-6０°-E 36２・381 375
1375号土坑 ２5-98-R-1０ (54)×43×54 N-45°-E 36２・381 375
1377号土坑 ２5-98-X-14 48×37×２1 N-66°-E 36２・381 375
1378号土坑 ２5-98-V-1０ 1００×36×6２ N-46°-W 36２・381 375・376
1379号土坑 ２5-98-W-1２ 6０×34×２6 N-5０°-E 36２・381 376
138０号土坑 ２5-99-E-19 ２4０×8２×２4 N-２０°-W 381 376
1381号土坑 ２5-99-F-19 15０×11０×34 N-２3°-W 381 376
138２号土坑 ２5-98-R-1０ 7２×68×47 N-65°-W 36２・381 376
1391号土坑 ２5-1００-F・G-16・17 145×1０4×77 N-4０°-E 陥穴 359・381 377
139２号土坑 ２5-1００-E-18・19 85×5０×9 N-47°-W 381 377
14２5号土坑 35-9-R・S-２・3 13０×6０×3２ N-14°-W 36０・381 377
14２6号土坑 35-9-S-3 68×66×２1 N-０° 36０・381 377
14２7号土坑 35-9-S-3 7２×56×２4 N-1２°-E 36０・381 378
14２8号土坑 35-9-S-3・4 1２０×8０×16 N-58°-W 36０・381 378
14２9号土坑 35-9-T-3・4 7０×56×1０ N-43°-W 36０・38２ 378
143０号土坑 35-9-V・W-4・5 ２２０×65×1２ N-75°-E 36０・38２ 378
1431号土坑 35-9-W-3・4 13０×74×54 N-２°-W 36０・38２ 378・379
143２号土坑 35-9-X-3 ２００×16０×55 N-２3°-W 36０・38２ 379
1433号土坑 35-9・1０-Y・A-２ 3００×16０×66 N-２8°-W 36０・38２ 379
1434号土坑 35-9・1０-Y・A-1・２ (63)×76×２7 N-68°-E 36０・38２ 379
1435号土坑 35-9・1０-Y・A-２ 194×54×49 N-59°-E 36０・38２ 379
1436号土坑 35-9・1０-Y・A-1・２ ２6２×8２×4２ N-67°-E 36０・38２ 379・38０
1437号土坑 35-9-Y-1 197×74×79 N-２8°-W 36０・38２ 38０
1438号土坑 35-9-X-1 118×9０×4２ N-２°-E 36０・38２ 38０
1439号土坑 35-9-U・V-２ 198×148×73 N-3０°-E 36０・38２ 38０
1441号土坑 35-9-Q-２ 54×31×1０ N-58°-W 36０・38２ 381
144２号土坑 35-9-U-1 58×4２×17 N-16°-W 36０・38２ 381
1443号土坑 ２5-99-V・W-２２ 18０×1０9×54 N-47°-W 36０・38２ 381
1444号土坑 35-9-Q・R-２ 68×3０×1０ N-4２°-W 36０・38２ 381
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1445号土坑 35-9-Q-２ 155×13０×17 N-35°-E 36０・38２ 38２
1446号土坑 35-9-S-２ 6０×5０×1０ N-73°-E 36０・38２ 38２
1447号土坑 35-9-S-２ 56×5０×２6 N-4°-E 36０・38２ 38２
1448号土坑 35-1０-A-1 5０×4０×6 N-6°-E 36０・38２ 38２
1449号土坑 ２5-1００-A-２4 58×4２×13 N-5°-W 36０・383 383
145０号土坑 ２5-1００-B-２3 54×3０×7 N-9０° 36０・383 383
1451号土坑 ２5-1００-B-２3 6２×4０×14 N-０° 36０・383 383
145２号土坑 ２5-1００-C-２２ 11０×54×1２ N-２０°-W 36０・383 383
1453号土坑 ２5-99-Y-２3 7０×45×16 N-０° 36０・383 384
1454号土坑 ２5-99-Y-19 154×1００×44 N-7２°-W 36０・383 384
1455号土坑 ２5-99-X-２3 1０２×1００×２6 N-1０°-E 36０・383 384
1456号土坑 ２5-99-T-２4 1０5×1０3×２8 N-76°-E 36０・383 384
1458号土坑 ２5-99-U・V-２5 1００×8２×71 N-19°-E 36０・383 385
1459号土坑 35-9-V-1 94×8０×２０ N-34°-E 36０・383 385
146０号土坑 35-9-P・Q-1 95×84×3０ N-63°-W 36０・383 385
1461号土坑 ２5-99-X-19・２０ 145×6０×6２ N-4０°-E 36０・383 385
146２号土坑 ２5・35-99・9-Y-２5・1 ２6０×２２4×２6 N-86°-E 須恵器 36０・383 386・451
1463号土坑 35-9-T-1・２ ２1０×174×15 N-66°-E 36０・383 386
1466号土坑 ２5-99-S-２4 84×56×２０ N-5２°-W 36０・383 386
1467号土坑 35-9-R・S-1 ２5０×２０8×6２ N-54°-W 36０・385 386
149２号土坑 ２6-71-A-16・17 1０7×87×- N-37°-E 須恵器 384・385 386・387・451
1567号土坑 ２5-1００-D・E-7 148×1２０×44 N-4２°-W 須恵器 384・385 387・451
1568号土坑 ２5-1００-E-6・7 4０5×２5０×２8 N-18°-W 須恵器 359・385
1569号土坑 ２5-1００-F-8・9 ２1０×6２×6０ N-２°-W 須恵器 359・385
1571号土坑 ２5-1００-E・F-7 ２5０×15０×44 N-71°-E 359・385
1573号土坑 ２5-1００-F-8・9 133×6０×8０ N-17°-E 359・385
158０号土坑 ２5-1００-F・G-8 37０×２7２×11０ N-68°-E 須恵器 359・386 451
1583号土坑 ２5-1００-F・G-7 （２3２）×7０×34 N-18°-W 359・385
1596号土坑 ２5-1００-B・C-9 155×7０×37 N-２4°-W 359・385
16０4号土坑 ２5-1００-C・D-5・6 ２56×1０6×２２ N-68°-E 359・386
1968号土坑 ２5-89-T-２3 95×95×44 386 387
1969号土坑 ２5-89-R・S-２3 194×1０7×44 N-57°-W 土師器 386 387
２115号土坑 ２5-89-X・Y-3 175×11０×16 N-3°-W 土師器・須恵器・鉄滓　墨書 387 451
２116号土坑 ２5-89-X・Y-２・3 （185）×13０×２6 N-34°-W 387
２117号土坑 ２5-89-X・Y-２ 1００×67×２6 N-34°-W 須恵器 387

古代相当面ピット グリッド 規模(長×短×深cm) 挿図 PL.
２59号ピット ２5-97-M-19 67×59×33 36２・388 388
２6０号ピット ２5-98-M-1２ 47×4２×18 36２・388 388
２61号ピット ２5-98-K-11 46×39×２5 36２・388 388
２6２号ピット ２5-98-H-16 49×47×47 36２・388 388
２63号ピット ２5-98-H-17 39×37×２２ 36２・388 388
２64号ピット ２5-98-J-1２ (7２)×5０×２２ 36２・388 388
２65号ピット ２5-98-A-14 84×36×6 36２・388 388
２66号ピット ２5-97-W-16 6２×49×4０ 36２・388 388・389
２67号ピット ２5-97-I-16 ２3×18×２1 36２・388 389
7０6号ピット ２5-99-J・K-14 3０×２8×２5 361・389 389
7０7号ピット ２5-99-J-13 3０×２6×11 361・389 389
7０8号ピット ２5-99-J-13 ２8×２２×17 361・389 389
731号ピット ２5-99-D-4 ２０×18×２０ 361・389 389
73２号ピット ２5-99-D-4 ２０×２０×19 361・389 389
733号ピット ２5-99-D-4 3２×3０×16 361・389 389
734号ピット ２5-99-D-4 ２０×18×２０ 361・389 389
735号ピット ２5-99-E-4 ２２×18×18 361・389 389
736号ピット ２5-99-E-4 ２4×２3×２２ 361・389 389
737号ピット ２5-99-D-3 13×11×14 361・389 389
738号ピット ２5-99-D-3 ２０×２０×11 361・39０ 39０
739号ピット ２5-99-D-3 ２4×２２×２２ 361・389 39０
74０号ピット ２5-99-E-3 ２０×２０×9 361・389 39０
741号ピット ２5-99-D・E-3 ２4×２２×２２ 361・389 39０
74２号ピット ２5-99-D-3 ２０×18×9 361・389 39０
743号ピット ２5-99-E-3 ２２×14×3０ 361・39０ 39０
744号ピット ２5-99-E-3 ２０×18×17 361・39０ 39０
745号ピット ２5-99-E-3 3０×２２×4 361・389 39０
746号ピット ２5-99-E-4 ２3×２２×34 39０ 39０
747号ピット ２5-99-H-3 ２5×２5×31 361・39０ 39０
748号ピット ２5-99-H-3 ２6×２6×34 361・39０ 39０
749号ピット ２5-99-H-3 ２8×２8×35 361・39０ 39０
75０号ピット ２5-99-H-3 ２０×２０×15 361・39０ 39０

古代相当面ピット グリッド 規模(長×短×深cm) 挿図 PL.
751号ピット ２5-99-G-4 16×14×4０ 361・39０
75２号ピット ２5-99-I-6 ２9×２8×6２ 361・39０ 39０
753号ピット ２5-99-I-7 ２4×２4×51 361・39０ 39０
754号ピット ２5-99-I-7 ２1×２０×38 361・39０ 391
755号ピット ２5-99-I-7 ２3×２０×２1 361・39０ 391
756号ピット ２5-99-I-8 13×1０×1０ 361・39０ 391
757号ピット ２5-99-I-7 17×16×56 361・39０ 391
758号ピット ２5-99-I-7 ２２×18×49 361・39０ 391
759号ピット ２5-99-E-4 ２２×２０×13 39０ 391
76０号ピット ２5-99-I-8 35×２6×48 391 391
761号ピット ２5-99-I-8 3０×２6×44 391 391
76２号ピット ２5-99-I-8 3０×２２×33 391 391
763号ピット ２5-99-I-8 ２０×２０×37 361・391 391
764号ピット ２5-99-I-8 ２4×２1×5０ 361・391 391
765号ピット ２5-99-I-8 3０×２5×61 361・391 391
766号ピット ２5-99-I-8 ２8×２4×3０ 361・391 391
767号ピット ２5-99-I-7 ２２×２０×47 361・39０
768号ピット ２5-99-I-7 18×16×5０ 361・39０
769号ピット ２5-99-I-6 18×18×3２ 361・39０
771号ピット ２5-99-E-4 33×3０×9 39０ 391
77２号ピット ２5-99-J-11 ２9×２8×3２ 361・391 391
773号ピット ２5-99-J-1０ ２8×２8×1２ 361・391 39２
774号ピット ２5-99-I-11 ２8×２２×48 361・391 39２
775号ピット ２5-99-I-9 ２4×２3×２7 361・391 39２
776号ピット ２5-99-I-9 ２０×(17)×２０ 361・391 39２
777号ピット ２5-99-K-1０ ２6×２5×２3 361・391 39２
778号ピット ２5-99-K-1０ ２8×２4×２3 361・391 39２
779号ピット ２5-99-K-9 ２7×２6×２8 361・391 39２
78０号ピット ２5-99-I-7 ２8×２4×4０ 361・39０ 39２
781号ピット ２5-99-H-6・7 (48)×(14)×61 361・391 39２
78２号ピット ２5-99-H-7 3２×(16)×45 361・391 39２
783号(11２9)ピット ２5-99-H-7・8 3２×２8×61 361・391 39２
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784号ピット ２5-99-H-7 31×２8×5０ 361・391 39２
786号ピット ２5-99-I-9 ２6×２5×18 391 39２
787号ピット ２5-99-I-9 15×15×1２ 391 39２
788号ピット ２5-99-I-9 ２２×２1×２4 391 39２
8０7号ピット ２5-88-Y-２3 ２7×２6×16 361・391 393
8０8号ピット ２5-88-Y-２3 34×3２×4２ 361・391 393
8０9号ピット ２5-88-Y-２4 ２7×２6×２1 361・391 393
81０号ピット ２5-88-Y-２3・２4 ２7×２２×２9 361・39２ 393
811号ピット ２5-88-Y-２3・２4 31×3０×２3 361・39２ 393
81２号ピット ２5-89-A-２3 ２8×２8×43 361・39２ 393
813号ピット ２5-89-A-２3 56×5０×71 361・39２ 393
814号ピット ２5-89-B-２3 ２7×２4×46 361・39２ 393
815号ピット ２5-89-B-２4 ２4×２２×18 361・39２ 394
816号ピット ２5-89-A・B-２２ 44×4０×4０ 361・39２ 394
817号ピット ２5-89-A-２1 ２6×２3×17 361・39２ 394
818号ピット ２5-89-A-２1 ２２×２２×２5 361・39２ 394
819号ピット ２5-89-A-２1 36×２8×２6 361・39２ 394
8２０号ピット ２5-89-B-２1 ２6×２5×２０ 361・39２ 394
8２1号ピット ２5-89-B-２1 ２０×２０×２6 361・39２ 394
8２２号ピット ２5-89-A-２ 3２×3０×２7 361・39２ 394・395
8２4号ピット ２5-88・89-Y・A-２1 ２8×(２０)×1２ 361・39２ 395
887号ピット ２5-89-C-２２ 45×4２×57 361・39２ 395
888号ピット ２5-89-C-２3 45×4０×39 361・39２ 395
889号ピット ２5-89-A-２4 ２8×２4×5０ 361・39２ 395
89０号ピット ２5-89-A-２4 ２5×２5×45 361・39２ 395
891号ピット ２5-89-A-２4 ２3×２3×66 361・39２ 395
89２号ピット ２5-89-A-２4 35×(２２)×47 361・39２ 395
893号ピット ２5-89-A-２4 34×２０×73 361・39２ 395
894号ピット ２5-89-A-２3・２4 37×２6×61 361・39２ 395
895号ピット ２5-89-B-２4 36×(２０)×47 361・39２ 396
896号ピット ２5-89-B-２4 ２1×２1×38 361・39２ 396
897号ピット ２5-89-B-２4 35×２3×3０ 361・39２ 396
898号ピット ２5-89-B-２4 ２２×19×17 361・39２ 396
899号ピット ２5-89-C-２０・２1 3２×２7×49 361・39２ 396
9００号ピット ２5-89-D-２２ 16×14×44 39２ 396
9０1号ピット ２5-89-E-２２ 18×17×15 393 396
9０6号ピット ２5-89-C-２０・２1 3０×２8×34 393 396
9０8号ピット ２5-89-C-２０ ２２×２０×14 393 397
9０9号ピット ２5-89-D-２０ 3０×3０×２5 393 397
91０号ピット ２5-89-D-２０ 16×16×16 393 397
911号ピット ２5-89-D-２０ 19×18×15 393 397
91２号ピット ２5-89-D-２０ ２1×18×18 393 397
913号ピット ２5-89-C-２1 48×２０×49 393 397
914号ピット ２5-89-C-２０ 18×18×２7 393 397
915号ピット ２5-89-C-２０ ２０×２０×54 393 397・398
917号ピット ２5-89-C-２０ ２０×18×２6 393 398
918号ピット ２5-89-D-２０ ２3×２２×6０ 393 398
919号ピット ２5-89-D-２０ 3２×２5×63 393 398
9２２号ピット ２5-89-C-19・２０ ２6×２6×4０ 393 398
9２3号ピット ２5-89-C-19 36×２8×6０ 393 398
9２4号ピット ２5-89-C-19 3２×3０×35 393 398
9２5号ピット ２5-89-D-19 ２4×２２×２3 393 398
9２6号ピット ２5-89-C-19 ２２×２２×２3 393 399
9２7号ピット ２5-89-C-19 3０×3０×54 393 399
9２8号ピット ２5-89-B-19 ２3×２1×38 393 399
9２9号ピット ２5-89-B-２０ ２２×２０×２3 393 399
93０号ピット ２5-89-B-２０ ２4×２０×19 393 399
931号ピット ２5-89-B-２０ ２２×17×4０ 393 399
93２号ピット ２5-89-B-２０ ２２×２０×２3 393 399
933号ピット ２5-89-B-18 ２9×２9×35 393 399・4００
934号ピット ２5-89-C-18 3２×２8×48 393 399
935号ピット ２5-89-C-18 ２8×２２×２7 394
936号ピット ２5-89-C-２０ ２1×17×２9 393 399
939号ピット ２5-99-D-5 3０×２０×２5 361・394 399
94０号ピット ２5-99-E-6 (3０)×4０×1２ 361・394 399
941号ピット ２5-99-R・S-16 3０×２２×２3 359・394 4００
94２号ピット ２5-99-R・S-16 ２4×(２０)×２２ 359・394
943号ピット ２5-99-R-15 5０×48×２3 359・394 4００
944号ピット ２5-99-V・W-11 35×34×5 359・394 4００

古代相当面ピット グリッド 規模(長×短×深cm) 挿図 PL.
945号ピット ２5-99-W-11 57×48×16 359・394 4００
946号ピット ２5-99-V-11 33×２8×14 359・394 4０1
947号ピット ２5-99-V-11 38×3２×２3 359・394 4０1
948号ピット ２5-99-V-11 18×14×２6 359・394 4０1
949号ピット ２5-99-W-11 3０×２4×２5 359・394 4０1
95０号ピット ２5-99-V-11・1２ 44×4０×3０ 359・394 4０1
951号ピット ２5-99-V-1２ 4２×3２×35 359・394 4０1
95２号ピット ２5-99-W-1２ 38×38×39 359・394 4０1
964号ピット ２6-71-A-1２ 4０×34×２3 359・394 4０1・4０２
965号ピット ２5-8０-Y-13 5０×43×15 359・394 4０２
966号ピット ２5-8０-Y-13・14 71×-66×２4 359・394 4０２
967号ピット ２5-8０-X・Y-17 56×51×15 359・394 4０２
968号ピット ２5-8０-Y-17 38×3２×1２ 359・394 4０２
1０43号ピット ２5-99-C-3 34×3０×11 394 4０２
1０55号ピット - -×-×２０ 4０２
1０56号ピット - -×-×２０ 4０２
1０57号ピット - -×-×18 4０２
1０58号ピット - -×-×14.5 4０3
1０6０号ピット - -×-×２6 4０3
1０61号ピット ２5-99-D・E-7・8 3０×２4×２4 361・394 4０3
1０6２号ピット ２5-99-D・E-7 (２０)×２２×19 361・394 4０3
1０63号ピット ２5-99-E-9 ２０×２０×5０ 361・394 4０3
1０64号ピット ２5-99-E-9 ２8×２4×２7 361・394 4０3
1０65号ピット ２5-99-F-8 ２０×18×47 361・395 4０3
1０66号ピット ２5-99-F-8 ２3×２２×２6 361・395 4０3・4０4
1０67号ピット ２5-99-E-8 16×14×２２ 361・395 4０4
1０68号ピット ２5-99-E-9 ２２×２０×17 361・394 4０4
1０69号ピット ２5-99-E-9 ２8×２8×4０ 361・395 4０4
1０7０号ピット ２5-99-E-1０ ２２×２２×53 361・395 4０4
1０71号ピット ２5-99-E・F-1０ ２8×２3×4０ 361・395 4０4
1０7２号ピット ２5-99-E-9 4０×２8×53 361・395 4０4
1０73号ピット ２5-99-F-9 ２２×２０×3０ 361・395 4０4
1０74号ピット ２5-99-F-9 ２3×２3×２7 361・394 4０5
1０75号ピット ２5-99-F-9 ２5×２4×２4 361・394 4０5
1０78号ピット ２5-99-F・G-8 ２２×２1×17 361・395 4０5
1０79号ピット ２5-99-G-8 ２7×２5×２5 361・395 4０5
1０8０号ピット ２5-99-G-8 ２０×16×２3 361・395 4０5
1０81号ピット ２5-99-G-8 3０×3０×18 361・395 4０5
1０8２号ピット ２5-99-G-7 ２7×２5×3２ 361・395 4０5
1０83号ピット ２5-99-G-7・8 3２×3０×２２ 361・395 4０5・4０6
1０84号ピット ２5-99-H-8 3２×3２×53 361・395 4０6
1０85号ピット ２5-99-G-8 ２０×２０×２3 361・395 4０6
1０86号ピット ２5-99-G-9 ２０×18×44 361・395 4０6
1０88号ピット ２5-99-G-9 ２4×２1×11 361・395 4０6
1０91号ピット ２5-99-G-1０ ２０×２０×18 361・395 4０6
1０9２号ピット ２5-99-G-1０ ２２×２０×２6 361・395 4０6
1０93号ピット ２5-99-G-1０ ２8×２4×２7 361・395 4０6
1０94号ピット ２5-99-G-11 ２5×２4×31 361・395 4０7
1０95号ピット ２5-99-G-11 ２5×２4×14 361・395 4０7
1０96号ピット ２5-99-G-1２ 3０×２4×9 361・395 4０7
1０97号ピット ２5-99-H-1２ 3０×２6×13 361・396 4０7
1０98号ピット ２5-99-H-13 ２4×２3×8 361・396 4０7
1０99号ピット ２5-99-G-13 18×16×２０ 361・396 4０7
11００号ピット ２5-99-E-14 4０×3２×15 361・396 4０7
11０1号ピット ２5-99-D・E-14 54×38×35 361・396 4０7・4０8
11０２号ピット ２5-99-F-11・1２ ２4×２3×14 361・396 4０8
11０3号ピット ２5-99-G-1０ ２２×18×3０ 361・395 4０8
11０4号ピット ２5-99-G-1０ ２０×18×16 361・395 4０8
11０5号ピット ２5-99-G-1０ ２２×２０×２5 361・395 4０8
11０6号ピット ２5-99-G-1０ 3０×3０×4２ 361・395 4０8
11０7号ピット ２5-99-G-1０ ２6×18×17 361・395 4０8
11０8号ピット ２5-99-G-1０ ２6×２０×15 361・395 4０8
11０9号ピット ２5-99-G-11 ２6×２4×14 361・396 4０9
111０号ピット ２5-99-G-11 ２２×２1×15 361・396 4０9
1111号ピット ２5-99-G-11 (34)×3２×２5 361・396 4０9
111２号ピット ２5-99-H-1０ 36×34×16 361・396 4０9
1113号ピット ２5-99-D-11 ２5×２4×8 361・396 4０9
1114号ピット ２5-99-D-1２ ２4×２1×8 361・396 4０9
1115号ピット ２5-99-D-14 3２×２7×1０ 361・396 4０9
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古代相当面ピット グリッド 規模(長×短×深cm) 挿図 PL.
1118号ピット ２5-99-H-13 ２6×２０×13 361・396 4０9・41０
1119号ピット ２5-99-H-13 3０×２8×２9 361・396 41０
11２０号ピット ２5-99-H-13 4０×38×35 361・396 41０
11２4号ピット ２5-99-G-9 ２２×２０×２7 361・396 41０
11２5号ピット ２5-99-F・G-9 ２8×２０×55 361・396 41０
11２6号ピット ２5-99-F-1０ ２6×２1×49 361・396 41０
11２8号ピット ２5-99-I-8 ２6×２6×1２ 361・396 41０
113２号ピット ２5-9０-S-16 ２4×２1×16 359・396 41０
1133号ピット ２5-9０-R-16 4２×3０×２7 359・396 411
1134号ピット ２5-9０-R-16 34×２8×２6 359・396 411
1135号ピット ２5-9０-R・S-16 34×33×4０ 359・396 411
1136号ピット ２5-9０-R-16 3０×２6×２1 359・396 411
1137号ピット ２5-9０-R-16 ２5×２4×２8 359・396 411
1138号ピット ２5-9０-R-16 ２6×２4×２3 359・396 411
1139号ピット ２5-9０-R-16 ２０×19×２０ 359・396 411
114０号ピット ２5-9０-R-17 5０×35×47 359・397 411
1141号ピット ２5-9０-R・S-17 3０×２8×19 359・397 41２
114２号ピット ２5-9０-S-17 ２5×２5×19 359・397 41２
1143号ピット ２5-9０-S-17 4２×4０×38 359・397 41２
1144号ピット ２5-9０-S-18 ２7×２4×1２ 359・397 41２
1145号ピット ２5-9０-S-17 ２4×２２×14 359・397 41２
1146号ピット ２5-9０-S-18 3０×２4×31 359・397 41２
1147号ピット ２5-9０-S-18 ２8×２7×36 359・397 41２
1148号ピット ２5-9０-S-16 34×3２×16 359・397 41２・413
1149号ピット ２5-9０-S-19 37×33×２3 359・397 413
115０号ピット ２5-9０-S-16 34×34×２２ 359・397 413
1159号ピット ２5-98-W-8 38×２7×19 36２・397 413
116０号ピット ２5-98-X-7 4０×38×２２ 36２・397 413
1161号ピット ２5-89-Y-7 36×3２×17 36２・397 413
1191号ピット 35-9-Y-２ 3２×3０×11 36０・397 413
119２号ピット 35-9-Y-２ 3０×２２×7 36０・397 413・414
1193号ピット 35-9-Y-２ 41×4０×9 36０・397 414
1194号ピット 35-9-Y-２ 34×２8×1２ 36０・397 414
1195号ピット 35-9-W-3 3０×２7×1２ 36０・397 414
1196号ピット 35-9-W-２ ２4×２4×9 36０・397 414
1197号ピット 35-9-V-3 3０×18×17 36０・397 414
1198号ピット 35-9-V-２・3 ２6×２２×17 36０・397 414

古代相当面ピット グリッド 規模(長×短×深cm) 挿図 PL.
1199号ピット 35-9-V-２ ２０×16×9 36０・397 414
1２００号ピット 35-9-V-２ ２8×２２×２6 36０・397 415
1２０1号ピット 35-9-V-5 ２4×２4×14 36０・397 415
1２０２号ピット 35-9-W-２・3 ２8×２２×3０ 36０・397 415
1２０3号ピット 35-9-W-２ 3０×２9×２9 36０・397 415
1２０4号ピット 35-9-R-２ 4０×3０×２5 36０・397 415
1２０5号ピット 35-9-Q・R-２ ２8×２２×1２ 36０・398 415
1２０6号ピット 35-9-Q-1 34×２8×14 36０・398 415
1２０7号ピット 35-9-R-1 4０×２8×15 36０・398 415・416
1２０8号ピット 35-9-R-２5 3０×3０×16 36０・398 416
1２０9号ピット 35-9-R-1・２ 6０×4０×18 36０・397 416
1２1０号ピット 35-9-R-1 36×２8×16 36０・398 416
1２11号ピット 35-9-W-1 4０×34×7 36０・398 416
1２1２号ピット 35-9-Q-２ 5０×34×２０ 36０・398 416
1２13号ピット ２5-99-W-２5 ２4×18×9 36０・398 416
1２14号ピット 35-9-Q-２ 3０×２5×16 36０・398 416
1２15号ピット 35-9-Y-3 3０×２２×２5 36０・398 417
1２16号ピット 35-9・1０-Y・A-1 34×33×15 36０・398 417
1２17号ピット ２5-1００-A-２5 44×38×3０ 36０・398 417
1２18号ピット ２5-1００-C-２1 5０×4２×8 36０・398 417
1２19号ピット ２5-1００-B-２1 ２２×２０×13 36０・398 417
1２２０号ピット ２5-1００-B-２1 ２6×２２×14 36０・398 417
1２２1号ピット ２5-1００-A-２０ ２6×２6×34 36０・398 417
1２２２号ピット ２5-99-V-２5 34×２8×33 36０・398 417
1２２3号ピット 35-9-W-２ ２5×２3×18 36０・398 418
1２２4号ピット 35-9-S-２ 36×3０×２1 36０・398 418
1２２5号ピット 35-9-S-２ 3２×２3×17 36０・398 418
1２２6号ピット 35-9-R-1 ２０×13×17 36０・398 418
1２２7号ピット ２5-99-T-２4 4０×38×48 36０・398 418
1２２8号ピット ２5-1００-B-19・２０ ２２×17×11 36０・398 418
1２２9号ピット ２5-1００-B-２1 ２6×17×6 36０・398 418
1２3０号ピット ２5-99-X-２5 ２２×18×5 36０・398 418
1２31号ピット ２5-9０-W-２０ 48×4２×２5 398 419
1２3２号ピット 35-9-P・Q-２・3 44×4０×56 36０・398 419
1398号ピット ２5-9０-C-11 15×14×5０ 399 419



第２２表　遺物観察表
２9号建物出土遺物

938号土坑出土遺物

939号土坑出土遺物

94０号土坑出土遺物

941号土坑出土遺物

94２号土坑出土遺物

956号土坑出土遺物
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挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第61図	
PL.177 1 銭貨	熈寧元寶 完形	 外	

内
２.484	
２.０13

厚	
重
０.1２6	
２.1

面の彫は深く、文字、輪、郭が良好。背には鋳走りが見ら
れる。輪、郭は不明瞭。

第61図	
PL.177 ２ 銭貨	咸平元寶

	 外	
内
２.448
1.9０6

厚	
重
０.133
２.２ 面、背ともに文字、輪、郭は明瞭。

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第113図	
PL.177 1 銭貨	銭種不明

	
完形

外	
内
２.6０7	
1.876

厚	
重
1.134	
18.1

銅銭4枚、鉄銭破片1枚が癒着している。穿に紐が残存して
いる。

第113図	
PL.177 ２ 銭貨	寛永通寶か

	
完形

外	
内
２.398	
1.765

厚	
重
０.14０	
２.8

「通」の字が見えており、寛永通寶と思われる。錆に覆われ
ており、詳細は不明。

第113図	
PL.177 3 銭貨	新寛永

	
完形

外	
内
２.431	
1.755

厚	
重
０.158	
２.8 全体に錆が覆われてる。鉄銭か。

第113図	
PL.177 4 銭貨	寛永通寶

	
一部欠損

外	
内
２.２41	
1.741

厚	
重
０.２44	
6.8

4枚が癒着していたとみられる。外側に出ている２枚が鉄銭
で錆に覆われている。

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第114図	
PL.178 1 銭貨	寛永通寶

	
完形

外	
内
２.２39	
1.613

厚	
重
０.437	
9.9 ３枚が癒着。背元が含まれる。輪、郭は判別が可能。

第114図	
PL.178 ２ 銭貨	新寛永

	
完形

外	
内
２.331	
1.8２6

厚	
重
０.２47	
6.０

「寶」が削れてしまっている。２枚目は背側を向いており、
彫は浅い。

第114図	
PL.178 3 鉄製品	鎌か

	
一部

長	
幅
5.4	
２.1

厚	
重
０.２	
9.6

木質痕がある折り返しのようなものがある。刃に当たる部
分も見られるが、詳細不明。

第114図	
PL.178 4 銅製品	煙管(雁首)

	
完形

長	
幅
4.85	
1.5

高	
重
1.8	
1０.7

体部が四角く、つなぎ目を角に持つ。羅宇が一部残存して
いる。

第114図	
PL.178 5 銅製品	煙管(吸口)

	
完形

長	
幅
6.5	
1.1

厚	
重
1.０	
1０.０

小口の断面形状はほぼ正方形で、羅宇接続部分が円形に近
い。口付け付近は断面円形。羅宇が残存し、体部に模様が
あるようにも見えるがはっきりとしない。

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第115図	
PL.178 1 銅製品	煙管(吸口)

	
一部欠損

長	
幅
5.２	
1.０

厚	
重
1.０	
3.０

羅宇が一部残存する。小口～ 1.２cmのところで段が付き、
口付けが細くなる。

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第116図	
PL.178 1 銭貨	寛永通寶

	
完形

外	
内
２.71０	
-

厚	
重
０.495	
6.6

鉄四文銭。全体が錆で覆われており、文字等はないが、径
が大きい。

第116図	
PL.178 ２ 銭貨	不明

	
完形

外	
内
２.3０9	
1.68２

厚	
重
０.688	
1２.7 ５枚が癒着している。鉄銭が含まれ、錆が多い。

第116図	
PL.178 3 銅製品	煙管(雁首)

	
一部欠損

長	
幅
7.０	
1.5

高	
重
２.０	
8.9

火皿が一部欠損する。側面、火皿部分につなぎ目が残存す
る。

第116図	
PL.178 4 銅製品	煙管(吸口)

	
完形

長	
幅
8.5	
1.２

厚	
重
1.２	
9.7 羅宇が残存する。つなぎ目は明瞭。

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第117図	
PL.178 1 銭貨	不明

	
完形

外	
内
２.364	
1.777

厚	
重
０.２73	
4.6

鉄銭を含む２枚が癒着している。錆に多くが覆われており、
銭種は不明。

第117図	
PL.178 ２ 銅製品	煙管(雁首)

	
完形

長	
幅
7.1	
1.5

高	
重
1.9	
1０.6

体部の断面が六角形。小口に直行した線が多く見られる。
羅宇が残存しており、火皿との接続部分が金色の光沢を
持っている。

第117図	
PL.178 3 銅製品	煙管(吸口)

	
完形

長	
幅
9.２	
1.０

厚	
重
1.1	
11.０

小口断面の形状は六角形。口付け近くで断面円形になる。
小口に直行した線が多く彫られる。つなぎ目は判別できな
い。内部に羅宇が残存し、表面の一部に布状有機質が見ら
れる。

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第117図	
PL.178 1 鉄製品	釘

	
完形

長	
幅
3.２	
０.3

厚	
重
０.3	
1.3

頭がやや右寄りに折られている。木質が付着し、脚部は木
口方向の木質が見られる。

遺物観察表
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挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第118図	
PL.178 1 銭貨	古寛永

	
完形

外	
内
２.4２4	
２.００7

厚	
重
1２.２1	
19.０ ７枚が癒着している銭。その内、２枚鉄銭が含まれる。

第118図	
PL.178 ２ 銅製品	煙管(雁首)

	
完形

長	
幅
5.5	
1.6

高	
重
２.２	
1０.4 羅宇が残存する。つなぎ目は明瞭。やや体部が太め。

第118図	
PL.178 3 鉄製品	釘

	
ほぼ完形

長	
幅
２.9	
０.3

厚	
重
０.3	
1.6 木質が残存する釘。脚部が欠損している。

第118図	
PL.178 4 鉄製品	釘

	
完形

長	
幅
4.２	
０.3

厚	
重
０.3	
２.3

体部の途中～木質が直行方向に変化する。板同士の接続部
に使用された釘。

第118図	
PL.178 5 鉄製品	釘

	
一部欠損

長	
幅
(3.15)	
０.3

厚	
重
０.3	
1.０ 頭部が欠損する釘。

第118図	
PL.178 6 鉄製品	釘

	
ほぼ完形

長	
幅
3.6	
０.3

厚	
重
０.3	
1.8 脚部がわずかに欠ける。

第118図	
PL.178 7 鉄製品	釘

	
ほぼ完形

長	
幅
(3.3)	
０.3

厚	
重
０.3	
1.8 脚部が欠損する釘。わずかに木質痕が確認できる。

第118図	
PL.178 8 鉄製品	釘

	
ほぼ完形

長	
幅
3.3	
０.3

厚	
重
０.3	
1.２

脚部が若干欠損する釘。脚部に近いところに木質痕が見ら
れる。

第118図	
PL.178 9 鉄製品	釘

	
完形

長	
幅
２.9	
０.3

厚	
重
０.3	
1.1 脚部がやや曲がる。わずかに木質痕が残存する。

第118図	
PL.178 1０

鉄製品	
釘

	
ほぼ完形

長	
幅
3.4	
０.3

厚	
重
０.3	
1.6 脚部がわずかに欠ける釘。やや木質痕が残存する。

第118図	
PL.178 11

鉄製品	
釘

	
一部欠損

長	
幅
(3.6)	
０.3

厚	
重
０.3	
1.3 頭部とやや脚部が欠ける釘。

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第119図	
PL.178 1 銭貨	天聖元寶

	
完形

外	
内
２.484	
1.996

厚	
重
０.41０	
8.０

３枚が癒着する。面は彫が深く、文字、輪、郭が明瞭。背
に一部骨が付着している。

第119図	
PL.178 ２ 銭貨	元豊通寶

	
完形

外	
内
２.379	
1.891

厚	
重
０.4０4	
8.6

３枚が癒着する。上の元豊通寶は堀が深く、文字、輪、郭
が明瞭。背は輪、郭が明瞭。

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第1２０図	 1 在地系土器	内耳鍋
	
口縁部破片

	 	 	 白色片含む/にぶ
い赤褐 口縁端部は外側に反る。器面はナデ。外面に炭素吸着。 中世

第1２０図	
PL.179 ２ 銭貨	不明

	
完形

外	
内
２.455	
２.０２０

厚	
重
０.663	
15.7

５枚が癒着する。両面とも背側を向いているため、銭種不
明。

第1２０図	
PL.179 3 銭貨	永楽通寶

	
２/3

外	
内
２.463	
２.０67

厚	
重
０.118	
1.０ 破片に割れている。文字、輪、郭の彫は深く明瞭。

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第141図	
PL.179 1 銭貨	寛永通寶

	
1/２

外	
内
-	
-

厚	
重
０.156	
1.０

「通」と「永」の文字のみが残る。劣化しているが文字、輪、
郭は明瞭。

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第144図	
PL.179 1

瀬戸・美濃
陶器	
椀

	
1/２

口	
底
(11.２)	
(5.4)

器	 7.２	 夾雑物少量/暗灰 内面～体部外面下位は褐色飴釉。体部外面中位に沈線。体
部下位と高台は薄く釉を施す。口縁部は藁灰釉を漬け掛け。

18世紀	
尾呂椀

第144図	
PL.179 ２ 石製品	ひで鉢

	
1/3

長	
幅
9.０	
(1２.０)

厚	
重
(7.1)	
414.7 粗粒輝石安山岩

多孔質な石材である。鉢内面の底部は細かい凹凸で構成さ
れ滑らかではない。側面部には棒状あるいは平ノミ状の工
具痕が認められる。底面には矩形の脚が認められる。

第144図	
PL.179 3 石製品	砥石

	
完形

長	
幅
13.4	
3.4

厚	
重
3.4	
２85.7 粗粒輝石安山岩

表裏面と左右両側面はほぼ平坦であり全体的に滑らかで砥
面と考えられる。荒砥。

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第146図	
PL.179 1 肥前磁器	皿

	
底部～高台部破
片

	
底
	
(5.9)

	 	 夾雑物微量/白 底部内面には花唐草文か。高台端部には砂が付着。
17世紀末～
18世紀前半	
１～４は同種
の皿か

第146図	 ２ 肥前磁器	皿
	
口縁部破片

口	(13.０)	 	 	 夾雑物なし/白 口縁部は緩やかに外側に傾き、底部との境界は段になる。
口縁部下内面と底部境に沈線が巡る。

1～ 4は同種
の皿か

第146図	 3 肥前磁器	皿
	
口縁部破片

口	(1２.8)	 	 	 夾雑物なし/白 口縁部は緩やかに外側に傾き、底部との境界は段になる。
口縁部下内面に二重の沈線が巡る。底部境に沈線。

1～ 4は同種
の皿か

第146図	 4 肥前磁器	皿
	
口縁部破片

口	(13.２)	 	 	 夾雑物なし/白 口縁部は緩やかに外側に傾き、底部との境界は段になる。
底部境に文様の端。

1～ 4は同種
の皿か

第146図	
PL.179 5

瀬戸・美濃
陶器	
灯明皿か

	
２/3

口	
底
1０.7	
6.4

器	 1.6	 夾雑物微量/灰白 口縁部は斜めに立ち上がる。内面～体部外面に飴釉、貫入
が入る。底部外面は無釉で煤が付着。 18世紀前半

遺物観察表



1２17号土坑出土遺物

13０1号土坑出土遺物

13０8号土坑出土遺物
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15２1号土坑出土遺物
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挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第165図	 1
瀬戸・美濃
陶器	
椀

	
体部下位～底部

	
底
	
5.０

	 	 夾雑物微量/灰褐 底部内面と体部外面下位～高台は高台端部をのぞき灰釉。
貫入が入る。 江戸時代

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第165図	
PL.179 1 在地系土器	内耳鍋

	
口縁部～体部破
片

	 	 	 夾雑物少量/にぶ
い赤褐

口縁端部は平坦をなす。内面には内耳が残存する。器面は
ナデ。外面に炭素吸着。 中世

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第166図	
PL.179 1 在地系土器	内耳鍋

	
口縁部～体部破
片

	 	 	 夾雑物少量/にぶ
い赤褐

口縁部は斜め外側に立ち上がり、口縁端部は平坦をなす。
器面はナデ。外面に炭素吸着。 中世

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第168図	
PL.179 1 銭貨	開元通寶

	
1/２

外	
内
-	
-

厚	
重
０.173	
1.6

破片に割れる。面の文字、輪、郭は明瞭。背に有機物痕跡
が残存する。

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第168図	
PL.179 1 在地系土器	内耳鍋

	
口縁部～底部破
片1/２

口	
底
２9.1	
２3.7

器	 16.２	 夾雑物少量/にぶ
い赤褐

口縁端部は平坦をなす。内面には内耳が残存し、口縁部と
体部境の器厚は薄く窪み、段をなす。内外面はナデ。底部
は平底。体部外面下位は、胎土が火を受けて鉄分の赤色酸
化が著しい。外面の一部には炭素が吸着。信濃型。

中世

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第19０図	
PL.18０ 1 中国製白磁	椀

	
1/4

	 	 	 夾雑物微量/灰白 内面～体部外面下位は透明釉。体部下位と高台は無釉。削
り出し高台。 14-15世紀

第19０図	
PL.18０ ２

龍泉窯系青
磁	
椀か

	
口縁部破片

	 	 夾雑物微量/灰白 外面に鎬蓮弁文。 13-14世紀

第19０図	
PL.18０ 3

龍泉窯系青
磁	
椀か

	
高台部破片

	
底
	
(6.０)

	 	 夾雑物微量/白 内面の見込みに沈線が巡る。高台境外面に沈線。体部外面
に鎬蓮弁文か。内面中央と高台端部と高台内は無釉。 13-14世紀

第19０図	 4
龍泉窯系青
磁	
椀か

	
口縁部破片

	 	 夾雑物微量/灰白 外面に鎬蓮弁文。 13-14世紀

第19０図	
PL.18０ 5

龍泉窯系青
磁	
椀か

	
高台部破片1/２

	
底
	
(5.8)

	 	 夾雑物微量/灰 底部内面中央には沈線で線描きした8花弁の花文様を描く。
底部内面～高台に青磁釉を施す。高台端部と高台内は無釉。13-14世紀

第19０図	 6
龍泉窯系青
磁	
椀か

	
口縁部破片

	 	 	 夾雑物微量/灰 外面に鎬蓮弁文。内外面に青磁釉を施す。 13-14世紀

第19０図	 7
龍泉窯系青
磁	
不明

	
破片

	 	 	 夾雑物微量/灰 外面に鎬蓮弁文。内外面に青磁釉を施す。 13-14世紀

第19０図	 8
龍泉窯系青
磁	
不明

	
底部破片

	 	 	 夾雑物微なし/灰
白 椀の高台～体部下位の破片か。内外面に青磁釉。 13-14世紀	

5０号竪穴建物

第19０図	
PL.18０ 9

龍泉窯系青
磁	
椀か

	
高台部破片

	
底
	
(6.０)

	 	 夾雑物なし/灰白 高台端部を除き内外面に青磁釉。 13-14世紀

第19０図	
PL.18０ 1０

瀬戸・美濃
陶器	
天目椀

	
口縁部～体部

口	(1０.5)	 	 	 夾雑物微量/灰白
口縁端部は緩やかに外側に開く。口縁部直下で大きく波打
つ。内面～体部外面下位に黒色の天目釉が掛かる。体部下
位は無釉。

17世紀

第191図	 11 在地系土器	内耳鍋か
	
破片

	 	 	 	 白色片含む/黒 器面はヨコナデ。外面に指頭圧痕？。 中世

第191図	 1２ 在地系土器	内耳鍋
	
口縁部～体部破
片

	 	 	 白色片含む/にぶ
い褐

器肉薄い。口縁端部は平坦をなす。口縁部内面と体部の間
に弱い段をなす。器面はヨコナデ。口縁部外面に炭化物が
付着。

中世

第191図	 13 在地系土器	内耳鍋
	
体部～底部破片

	 	 	 白色片を含む/赤
褐 器面はナデ調整。底部は平底。 中世

第191図	
PL.18０ 14

在地系土器	
内耳鍋

	
体部破片

	 	 	 長石粒含む/にぶ
い赤褐

口縁端部は平坦をなす。内面には内耳が残存する。器面は
ナデ。外面に炭素吸着。 中世

第191図	 15 在地系土器	内耳鍋
	
体部破片

	 	 	 夾雑物少量/にぶ
い赤褐 器面はヨコナデ。外面に炭素吸着。 中世

遺物観察表



19号竪穴建物出土遺物

555

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第191図	 16 在地系土器	内耳鍋
	
体部破片

	 	 	 夾雑物少量/黒 器面はナデ。外面に炭素吸着。 中世

第191図	 17 在地系土器	内耳鍋
	
体部破片

	 	 	 白色片含む/にぶ
い赤褐

内面には内耳の一部が残存する。器面はナデ。外面に炭素
吸着。 中世

第191図	
PL.18０ 18

在地系土器	
内耳鍋

	
体部破片

	 	 白色片含む/にぶ
い赤褐 内面には内耳が残存する。器面はナデ。外面に炭素吸着。 中世

第191図	
PL.18０ 19

在地系土器	
内耳鍋

	
口縁部～体部破
片

	 	 	 夾雑物少量/にぶ
い赤褐

口縁端部は平坦をなす。内面には内耳が残存する。器面は
ナデ。外面に炭素吸着。

中世	
46号竪穴建物

第191図	
PL.18０ ２０

在地系土器	
内耳鍋

	
口縁部

	 	 白色片を含む/褐 口縁端部は平坦をなす。内面には内耳の一部が残存する。
外面には炭素が吸着。 中世

第191図	
PL.18０ ２1

在地系土器	
内耳鍋

	
口縁部～体部

	 	 	 夾雑物少量/にぶ
い赤褐

口縁端部は平坦をなす。口縁部と体部の境は段をなす。器
面はナデ。外面は炭素が吸着。 中世

第191図	
PL.18０ ２２

銭貨	
新寛永

	
ほぼ完形

外	
内
２.177	
1.8２6

厚	
重
０.1０4	
1.5 輪が欠けている。彫はやや浅い。

第191図	
PL.18０ ２3

銭貨	
宣和通寶

	
完形

外	
内
２.513	
２.０76

厚	
重
０.148	
3.3 面、背ともに彫が深く、文字、輪、郭が明瞭。

第191図	
PL.18０ ２4

銭貨	
不明

	
1/２

外	
内
-	
-

厚	
重
０.1２1	
1.5

「至」が上に配置される。至道元寶か至元通寶の可能性があ
る。面の彫は深く、文字、輪、郭が明瞭。背の彫はやや浅
いが明瞭。

第191図	
PL.18０ ２5

銭貨	
元祐通寶

	
完形

外	
内
-	
-

厚	
重
２.5０	
5.9

２枚が癒着している。２枚目の銭種は不明。元祐通寶の面
は彫が深く文字、輪、郭が明瞭。２枚目の背側はやや浅い
が輪、郭が明瞭。

第191図	
PL.18０ ２6

銭貨	
海東通寶

	
完形

外	
内
２.485	
1.931

厚	
重
０.166	
4.０ 篆書。面の文字、輪、郭は明瞭。背は彫が浅く不明瞭。

第191図	
PL.18０ ２7

銭貨	
紹聖元寶

	
完形

外	
内
２.449	
２.０83

厚	
重
０.14０	
２.3 面、背ともに彫が深く、文字、輪、郭が明瞭。

第19２図	
PL.18０ ２8

銭貨	
元祐通寶か

	
完形

外	
内
２.5００	
２.０13

厚	
重
０.119	
3.０

文字が鋳詰まりしており、ほぼ読めない。文字が篆書であ
り、上が「元」と見られる。背は鋳不足である。

第19２図	
PL.18０ ２9

銭貨	
乹元重寶

	
3/4

外	
内
２.477	
1.947

厚	
重
０.11０	
1.7 背上月。面、背ともに彫が深く文字、輪、郭が明瞭。

第19２図	
PL.18０ 3０

銭貨	
開元通寶

	
ほぼ完形

外	
内
２.438	
２.０66

厚	
重
０.111	
1.7

背上月。一部輪が欠ける。面、背ともに彫が深く、文字、輪、
郭が明瞭。

第19２図	
PL.18０ 31

銭貨	
治平元寶

	
完形

外	
内
２.336	
1.967

厚	
重
０.117	
２.8

面の彫は深いが文字が鋳詰まりしている。背の彫は浅く、
不明瞭。

第19２図	
PL.18０ 3２

銭貨	
不明

	
1/２

外	
内
-	
-

厚	
重
０.19	
1.1

面は彫がやや浅いが、輪、郭は明瞭。文字がつぶれており、
判読不能。背は輪、郭が明瞭。

第19２図	
PL.18０ 33

銭貨	
不明

	
完形

外	
内
２.413	
２.14２

厚	
重
０.136	
２.5

「元」の文字が下に見えるが、銭種の確定はできない。全体
に反りがあり、背の彫は不明瞭。

第19２図	
PL.18０ 34

銭貨	
天聖元寶

	
完形

外	
内
２.535	
２.０6０

厚	
重
０.136	
3.5 面の彫が深く、文字、輪、郭が明瞭。背は彫が浅く、不明瞭。

第19２図	
PL.18０ 35

銭貨	
明道元寶

	
完形

外	
内
２.471	
２.０5２

厚	
重
０.1０1	
２.２

篆書体。面の彫が深く、文字、輪、郭が明瞭。背は彫が浅
く不明瞭。

第19２図	
PL.18０ 36

銭貨	
元豊通寶

	
完形

外	
内
２.456	
1.939

厚	
重
０.138	
3.7 面の彫が深く、文字、輪、郭が明瞭。背は彫が浅く、不明瞭。

第19２図	
PL.18０ 37

銭貨	
開元通寶

	
完形

外	
内
２.434	
1.95２

厚	
重
０.1０6	
２.０

面の文字、輪は明瞭。郭は削れて無くなる。背は平滑になっ
ている。

第19２図	
PL.18０ 38

銭貨	
元祐通寶

	
完形

外	
内
２.499	
1.864

厚	
重
０.147	
２.9 面の文字、輪、郭は明瞭。背は彫がなく、不明瞭。

第19２図	
PL.18０ 39

銭貨	
寛永通寶

	
完形

外	
内
-	
-

厚	
重
０.75０	
4.9

３枚が癒着している。１枚は破損しているが、　寛永通寶
とみられる。

第19２図	
PL.18０ 4０

銅製品	
鎺か

	
1/２

長	
幅
２.6	
1.1

厚	
重
０.1	
２.6 板状の銅製品が曲げられているもの。詳細不明。

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第195図	
PL.419 1 須恵器	杯

	
２/3

口	
底
13.２	
6.9

高	 3.4	 細砂粒/還元焔/灰
白 ロクロ整形、回転は右回り。底部回転糸切り離し後、無調整。底部内面に墨書。

第195図	
PL.419 ２ 須恵器	杯

	
２/3

口	
底
13.０	
7.4

高	 3.5	 細砂粒・黒色鉱物
粒/還元焔/灰白 ロクロ整形、回転は右回り。底部回転糸切り離し後、無調整。底部内面は平滑。

第195図	
PL.419 3 須恵器	杯

	
1/4

口	
底
1２.０	
6.9

高	 3.２	 細砂粒/酸化焔ぎ
み/灰白

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り離し後、無
調整。切り離しは粗雑。２度やり直しをしている。

内面はやや平
滑。

第195図	
PL.419 4 須恵器	杯

	
1/4

口	
底
13.０	
8.０

高	 3.1	 細砂粒/還元焔ぎ
み/黄灰

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り離し後、無
調整。切り離しは粗雑で1度失敗している。

器面に炭素吸
着。

第195図	
PL.419 5 須恵器	杯

	
1/3

口	
底
1２.8	
6.6

高	 3.5	 細砂粒/還元焔ぎ
み/灰白

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り離し後、無
調整。スムーズに挽きあげられず器面に粘土の凹凸が著し
い。

第195図	
PL.419 6 土師器	台付甕

	
胴部～底部・脚
部欠

	 	 	 	 粗砂粒・細砂粒/
良好/にぶい橙

胴部外面は縦位・横位のヘラ削り。脚台部接合後、周縁部
にナデ調整。内面はヘラナデと考えられるが磨滅。

第195図	
PL.419 7 土師器	小型甕

	
口縁部～胴部中
位1/２

口	 11.8	 	 	 粗砂粒・細砂粒/
良好/橙

口縁部は横ナデ。胴部上位は斜横位の、中位以下は斜縦位
のヘラ削り。内面は横位のヘラナデ。

遺物観察表



２０号竪穴建物出土遺物

２1号竪穴建物出土遺物

556

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第195図	
PL.419 8 土師器	甕

	
口縁部～頸部
1/２

口	 ２０.8	 	 	 粗砂粒・細砂粒/
良好/橙

口縁部は横ナデ。外面の下半部に成形時のナデの面を残す。
胴部外面は横位・斜横位のヘラ削り。内面はヘラナデ。

第195図	
PL.419 9 土師器	甕

	
口縁部～胴部上
位1/4

口	 ２０.8	 	 	 粗砂粒・細砂粒/
良好/橙

口縁部は横ナデ。外面の下半部に成形時のナデの面を残す。
胴部外面は横位のヘラ削り。内面は横位のヘラナデ。

第195図	
PL.419 1０

土師器	
甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 19.０	 	 	 粗砂粒・細砂粒/
良好/橙

口縁部は横ナデ。外面の下半部に成形時のナデの面を残し、
粘土の接合痕が見られる。胴部外面は横位のヘラ削り。内
面は横位のヘラナデ。

外面に煤付着。

第195図	
PL.419 11

土師器	
甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 19.8	 	 	 細砂粒/良好/にぶ
い赤褐

口縁部は横ナデ。外面下半部には成形時のナデの面を残す。
胴部外面は横位のヘラ削り。内面はヘラナデ。

第195図	
PL.419 1２

土師器	
甕

	
胴部～底部

底	 4.9	 	 	 細砂粒/良好/褐
胴部外面の上位は斜横位、それ以下は斜縦位のヘラ削り。
内面は横位のヘラナデと考えられる。底部外面はヘラ削り・
ヘラナデ。

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第197図	
PL.4２０ 1 須恵器	皿

	
1/２

口	
底
14.6	
7.6

高	
台
２.8	
7.8

粗砂粒・細砂粒/
還元焔ぎみ/灰白

ロクロ整形、回転は右回り。底部回転糸切り離し後、高台
を貼付。その後、周縁部にナデ調整。 内面平滑。

第197図	
PL.4２０ ２ 須恵器	椀

	
口縁部～底部
片・高台部欠

口	 15.3	 	 	 細砂粒/酸化焔/に
ぶい黄橙

ロクロ整形、回転は右回り。底部回転糸切り離し後、高台
を貼付。その後、周縁部に横ナデ。

高台剥離後も
継続して使用
か。

第197図	
PL.4２０ 3 土師器	甕

	
口縁部～胴部上
位

口	 19.4	 	 	 細砂粒/良好/橙
口縁部は横ナデ。外面下半部に粘土紐の接合痕を残す。胴
部外面は横位のヘラ削り。内面は横位のヘラナデ。一部に
指ナデ。

第197図	
PL.4２０ 4 土師器	甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 19.7	 	 	 細砂粒/良好/にぶ
い橙

口縁部は横ナデ。外面の口唇部直下に粘土紐の接合痕を残
す。胴部外面は横位のヘラ削り。内面は横位のヘラナデ。

第197図	
PL.4２０ 5 土師器	甕

	
口縁部～胴部上
位２/3

口	 19.6	 	 	 細砂粒/良好/橙 口縁部は横ナデ。外面下半部に粘土紐の接合痕を残す。胴
部外面は斜横位のヘラ削り。内面はハケ状工具によるナデ。

第197図	
PL.4２０ 6 土師器	甕

	
口縁部～胴部上
位1/5

口	 ２1.8	 	 	 粗砂粒・細砂粒/
良好/橙

口縁部は横ナデ。外面の下半部に成形時のナデの面を残し、
粘土紐の接合痕が見られる。胴部外面は横位のヘラ削り。
内面は横位のヘラナデ。

第197図	
PL.4２０ 7 土師器	甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 19.8	 	 	 細砂粒/良好/にぶ
い橙

口縁部は横ナデ。外面の下半部に成形時のナデの面を残し、
粘土紐の接合痕も見られる。胴部外面は横位のヘラ削り。
内面は横位のヘラナデ。

第197図	
PL.4２０ 8 土師器	甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 ２4.8	 	 	 細砂粒/良好/にぶ
い褐

口縁部は横ナデ。外面の一部にナデ残しの部分あり。胴部
外面は横位のヘラ削り。内面は横位のヘラナデ。

口径が小さく
なる可能性あ
り。

第197図	
PL.4２０ 9 土師器	甕

	
胴部上位～下位
1/3

	 	 	 	 細砂粒/良好/橙 外面の上位は斜横位の、以下は斜縦位のヘラ削り。内面は
やや磨滅、横位のヘラナデ。

第197図	
PL.4２０ 1０

土師器	
羽釜

	
口縁部～胴部上
位1/２

口	 ２０.０	 	 	 粗砂粒/良好/にぶ
い褐

口縁部は横ナデ。胴部は鍔部貼付後、縦位のヘラ削り。内
面は横位のヘラナデ。

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第199図	
PL.4２０ 1 須恵器	椀

	
口縁部～体部片

口	 15.8	 	 	 細砂粒/酸化焔/明
黄褐 ロクロ整形、回転は右回りか。

第199図	
PL.4２０ ２ 土師器	甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 9.9	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
酸化焔/明黄褐 ロクロ整形、回転方向不明。内面胴部はヘラナデ。 ロクロ土師器

第199図	
PL.4２０ 3 須恵器	羽釜

	
口縁部～鍔片

口	 ２２.０	 	 	 細砂粒/酸化焔/に
ぶい黄橙 ロクロ整形、回転方向不明。鍔は貼付。

第199図	
PL.4２０ 4 須恵器	羽釜

	
口縁部～鍔片

	 	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
酸化焔/オリーブ
褐

ロクロ整形、回転方向不明。鍔は貼付。

第199図	
PL.4２０ 5 須恵器	壺

	
3/4

口	
底
14.4	
13.０

高	 ２1.7	 細砂粒・粗砂粒・
礫/還元焔/黄灰

ロクロ整形、回転は右回り。底部はヘラ削り、器面摩滅の
ため単位不鮮明、胴部は下半まで回転ヘラ削り。

第199図	
PL.4２０ 6 須恵器	羽釜

	
胴部下位～底部
片

底	 7.4	 	 	 細砂粒・粗砂粒・
礫/酸化焔/にぶい
黄褐

ロクロ整形か。外面は底部・胴部下位ともヘラ削り。内面
はヘラナデ。

遺物観察表
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挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第２０1図	
PL.4２1 1 須恵器	杯

	
1/5

口	
底
1２.０	
5.6

高	 3.7	 細砂粒/還元焔/灰
黄 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第２０1図	
PL.4２1 ２ 須恵器	椀

	
底部～体部下位
片

底	 7.6	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/褐灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第２０1図	
PL.4２1 3 灰釉陶器	長頸壺

	
口縁部～頸部片

口	 11.8	 	 	 微砂粒/還元焔/灰
黄 ロクロ整形、回転は右回りか。施釉方法不明。

第２０1図	
PL.4２1 4 土師器	小型甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 11.7	 	 	 細砂粒/良好/灰褐 口縁部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

第２０1図	
PL.4２1 5 土師器	甕

	
口縁部～胴部上
半片

口	 18.8	 	 	 細砂粒/良好/明赤
褐

口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ
ナデ。

第２０1図	
PL.4２1 6 土師器	甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 19.２	 	 	 細砂粒/良好/明赤
褐

外面頸部に輪積み痕が残る。口縁部～頸部は横ナデ、胴部
はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

第２０1図	
PL.4２1 7 土師器	甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 19.8	 	 	 細砂粒/良好/橙 口縁部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

第２０1図	
PL.4２1 8 土師器	甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 ２２.０	 	 	 細砂粒/良好/明赤
褐

外面頸部に輪積み痕が残る。口縁部～頸部は横ナデ、胴部
はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第２０２図	
PL.4２1 1 土師器	甕

	
胴部下位小片

口	 1２.4	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
良好/灰黄褐 内面胴部に輪積み痕が残る。胴部下位はヘラ削り。

第２０２図	
PL.4２1 ２ 須恵器	羽釜

	
口縁部～鍔片

	 	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
酸化焔/にぶい黄
橙

ロクロ整形、回転方向不明。鍔は貼付。

第２０２図	
PL.4２1 3 須恵器	羽釜

	
胴部下位～底部
片

底	 7.０	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
酸化焔/にぶい黄
橙

ロクロ整形。底部と胴部はヘラ削り。内面はヘラナデ。

第２０２図	
PL.4２1 4 須恵器	甕

	
口縁部小片

口	 19.6	 	 	 細砂粒/酸化焔・
燻し/黄灰 ロクロ整形。

	
PL.4２1 5 須恵器	羽釜

	
口縁部片

	 	 	 	 細砂粒/酸化焔/灰
黄 ロクロ整形。口縁端部は平坦面をつくる。

	
PL.4２1 6 須恵器	羽釜

	
口縁部片

	 	 	 	 細砂粒/酸化焔/浅
黄

ロクロ整形、回転方向不明。鍔は貼付、胴部は縦方向のヘ
ラ削り。

第２０２図	
PL.4２1 7 鉄製品	鎌

	
２/3

長	
-
9.1	
-

-	
重
-	
-

非常に劣化している。柄の部分に木質が残存している。柄
の装着部の折返し等は不明。

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第２０4図	
PL.4２1 1 須恵器	杯

	
3/4

口	
底
9.4	
5.２

高	 ２.5	 細砂粒・粗砂粒/
酸化焔/橙 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第２０4図	
PL.4２1 ２ 須恵器	杯

	
底部片

底	 6.4	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
酸化焔/にぶい黄
橙

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第２０4図	
PL.4２1 3 灰釉陶器	椀

	
体部下位～底部
片

底	 6.4	 	 	 微砂粒/還元焔/灰
黄

ロクロ整形、回転は右回り。高台は貼付。施釉方法は漬け
掛けか。

大原２号窯式
期

第２０4図	
PL.4２1 4 土師器	甕

	
底部片

底	 1２.4	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
良好/にぶい黄橙 底部と胴部はヘラ削り。内面はヘラナデ。

第２０4図	
PL.4２1 5 須恵器	羽釜

	
口縁部～鍔片

	 	 	 	 細砂粒/酸化焔/褐 ロクロ整形。鍔は貼付、鍔の上下はナデ。

	
PL.4２1 6 須恵器	羽釜

	
口縁部片

	 	 	 	 細砂粒/酸化焔/に
ぶい黄橙 口縁部は横ナデ、鍔は貼付。

第２０4図	
PL.4２1 7 鉄製品	鎌

	
完形

長	
幅
11.6	
3.０

厚	
重
０.1	
5０.8 折り返しがある鎌。上方に伸びるように刃が付く。

第２０4図	
PL.4２1 8 鉄製品	火打金

	
1/4

長	
幅
(4.1)	
1.０

厚	
重
０.3	
4.5 途中～欠損する。現状で山形等は確認出来ない。

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第２０9図	
PL.4２２ 1 須恵器	皿

	
口縁部一部欠損

口	
底
13.4	
6.9

高	 ２.6	 細砂粒・粗砂粒・
礫/還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第２０9図	
PL.4２２ ２ 須恵器	皿

	
口縁部一部欠損

口	
底
1２.6	
6.5

高	 ２.8	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

遺物観察表
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挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第２０9図	
PL.4２２ 3 須恵器	皿

	
口縁部一部欠損

口	
底
1２.7	
7.1

高	 ２.6	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第２０9図	
PL.4２２ 4 須恵器	皿

	
口縁部一部欠損

口	
底
13.5	
6.7

高	 ２.9	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第２０9図	
PL.4２２ 5 須恵器	皿

	
口縁部一部欠損

口	
底
13.1	
6.3

高	 ２.8	 細砂粒・粗砂粒・
礫/還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第２０9図	
PL.4２２ 6 須恵器	杯

	
口縁部一部欠損

口	
底
13.２	
6.8

高	 4.０	 細砂粒・粗砂粒・
礫/還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第２０9図	
PL.4２２ 7 須恵器	杯

	
3/4

口	
底
13.２	
6.7

高	 3.7	 細砂粒・粗砂粒・
礫/還元焔/黄灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第２０9図	
PL.4２２ 8 須恵器	杯

	
3/4

口	
底
13.7	
7.3

高	 3.7	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/黄灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第２０9図	
PL.4２２ 9 須恵器	杯

	
1/3

口	
底
1２.8	
6.6

高	 3.4	 細砂粒・粗砂粒・
礫/還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第２０9図	
PL.4２２ 1０

須恵器	
椀

	
口縁部片

口	 1２.8	 	 	 細砂粒/良好/暗灰
黄 ロクロ整形、回転方向不明。

第２０9図	
PL.4２２ 11

須恵器	
椀

	
底部片

底	 7.２	 	 	 細砂粒・粗砂粒・
礫/還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第２０9図	
PL.4２２ 1２

須恵器	
椀

	
体部～底部

底	 7.6	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰白 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。 外面の底部に

墨書。
第２０9図	
PL.4２２ 13

須恵器	
椀

	
底部

底	 7.4	 	 	 細砂粒/還元焔/灰
白 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第２０9図	
PL.4２２ 14

須恵器	
椀 1/２ 口	

底
15.２	
7.5

高	 5.8	 細砂粒・粗砂粒/
酸化焔/浅黄

内面黒色処理。ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸
切り、高台は貼付。

第２０9図	
PL.4２２ 15

灰釉陶器	
長頸壺

	
口縁部小片

口	 1０.０	 	 	 微砂粒/還元焔/灰
黄 ロクロ整形。施釉方法不明。

第２０9図	
PL.4２２ 16

土師器	
甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 19.8	 	 	 細砂粒/良好/にぶ
い赤褐

口縁部と頸部下半は横ナデ、頸部上半はナデ、胴部はヘラ
削り。内面胴部はヘラナデ。

	
PL.4２２ 17

土師器	
甕

	
口縁部片

	 	 	 	 細砂粒/良好/明褐 口縁部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

第２1０図	
PL.4２２ 18

須恵器	
甕

	
口縁部～胴部下
位

口	 ２5.8	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
酸化焔/にぶい褐

頸部にて口縁部と胴部を接合。口縁部はロクロ整形後、内
外面ともヘラナデ。胴部は外面に平行叩き痕がかすかに残
るがほとんどナデ消されている。内面は無文のアテ具痕が
残る。

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第２13図	
PL.4２3 1 黒色土器	椀

	
1/２

口	
底
11.6	
5.6

	 	 細砂粒/酸化焔/に
ぶい橙

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼
付。内面は底部～胴部に放射状、口縁部は横方向のヘラミ
ガキ。

第２13図	
PL.4２3 ２ 黒色土器	椀

　	
完形

口	
底
14.２	
6.1

高	 4.4	 細砂粒/酸化焔/に
ぶい黄橙

内面黒色処理。ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転ヘ
ラナデ。内面はヘラミガキ、器面摩滅のため単位不鮮明。

外面体部に墨
書。

第２13図	
PL.4２3 3 黒色土器	椀

	
口縁部～体部片

口	 1２.０	 	 	 細砂粒/酸化焔/に
ぶい黄橙

内面黒色処理。ロクロ整形、回転は右回りか。内面は体部
に放射状、口唇部に横方向のヘラミガキ。

外面体部に墨
書。

第２13図	
PL.4２3 4 黒色土器	椀

	
口縁部～体部片

口	 8.8	 	 	 細砂粒/酸化焔/に
ぶい黄橙 内面黒色処理。ロクロ整形、回転は右回りか。

第２13図	
PL.4２3 5 黒色土器	椀

	
口縁部片

口	 11.8	 	 	 細砂粒/酸化焔/明
褐

内面黒色処理。ロクロ整形。内面は口縁部が横方向、体部
は連弁状ヘラミガキ。

第２13図	
PL.4２3 6 黒色土器	椀

	
体部～底部片

底	 5.０	 	 	 細砂粒/酸化焔/に
ぶい黄橙

内面黒色処理。ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸
切り無調整。内面は底部～体部に放射状のヘラミガキ。

外面底部に墨
書。

第２13図	
PL.4２3 7 黒色土器	椀

	
口縁部片

口	 1２.8	 	 	 細砂粒/酸化焔/橙 内面は黒色処理。ロクロ整形、回転方向不明。内面は横方向のヘラミガキ。

第２13図	
PL.4２3 8 黒色土器	椀

	
口縁部～体部片

口	 1０.8	 	 	 細砂粒/酸化焔/に
ぶい黄橙

内面黒色処理。ロクロ整形、回転は右回りか。内面は体部
～口縁部に放射状のヘラミガキ後口縁部に横方向のヘラミ
ガキ。

第２13図	
PL.4２3 9 黒色土器	椀

	
口縁部～体部片

口	 11.０	 	 	 細砂粒/酸化焔/に
ぶい黄橙

内面黒色処理。ロクロ整形、回転は右回りか。内面は体部
～口縁部に放射状のヘラミガキ後口縁部に横方向のヘラミ
ガキ。

第２13図	
PL.4２3 1０

黒色土器	
小椀

	
口縁部・底部の
一部欠損

口	
底
9.5	
4.5

	 	 細砂粒/酸化焔/明
黄褐

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り。高台は貼
付。内面はヘラミガキが施されているが、煤が厚く付着し
ているため、単位不明。

外面口縁部と
内面に煤が付
着。

第２13図	
PL.4２3 11

黒色土器	
椀

	
体部～底部片

底	 5.２	 	 	 細砂粒/酸化焔/に
ぶい黄

内面黒色処理か二次被熱によって吸炭が消えている。ロク
ロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。内面に
放射状ヘラミガキ。

外面体部に墨
書。

第２13図	
PL.4２3 1２

黒色土器	
椀

	
体部下位～底部
片

底	 7.０	 	 	 細砂粒/酸化焔/明
褐

内面黒色処理。ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸
切り無調整。

第２13図	
PL.4２3 13

須恵器	
椀

	
3/4

口	
底
1２.3	
6.8

高	 3.9	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰白 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第２13図	
PL.4２3 14

須恵器	
椀

	
口縁部～体部片

口	 11.8	 	 	 細砂粒/酸化焔/に
ぶい黄橙 ロクロ整形、回転は右回りか。

第２13図	
PL.4２3 15

須恵器	
椀

	
口縁部～体部片

口	 13.4	 	 	 細砂粒/還元焔/灰
白 ロクロ整形、回転は右回りか。 内外面の一部

に煤付着。

遺物観察表
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挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第２13図	
PL.4２3 16

須恵器	
椀

	
底部片

底	 8.8	 	 	 細砂粒/酸化焔/に
ぶい褐

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼
付が剥落。

第２13図	
PL.4２3 17

須恵器	
椀

	
口縁部～体部片

口	 13.3	 	 	 細砂粒/還元焔/灰
白 ロクロ整形、回転は右回りか。

第２13図	
PL.4２3 18

須恵器	
椀

	
口縁部片

口	 11.8	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/黄灰 ロクロ整形、回転方向不明。

第２13図	
PL.4２3 19

須恵器	
椀

	
口縁部～体部片

口	
底
15.8	
7.２

	 	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰白

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台を貼
付か。

第２13図	
PL.4２3 ２０

須恵器	
椀

	
体部～底部片

底	 4.4	 	 	 細砂粒/酸化焔/に
ぶい橙 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第２13図	
PL.4２3 ２1

須恵器	
椀

	
体部～底部部片

底	 5.２	 	 	 細砂粒/還元焔/黄
灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第２13図	
PL.4２3 ２２

須恵器	
杯

	
底部片

底	 5.２	 	 	 細砂粒/酸化焔/淡
黄 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第２13図	
PL.4２3 ２3

灰釉陶器	
皿

	
口縁部～体部片

口	 13.8	 	 	 微砂粒/還元焔/灰
黄 ロクロ整形、回転は右回りか。施釉方法は漬け掛け。 大原２号窯式

期

第２13図	
PL.4２3 ２4

灰釉陶器	
折縁皿

	
1/3

口	
底
11.8	
7.２

高	 ２.3	 微砂粒/還元焔/灰
白

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転ヘラナデ、高台は
貼付。内面見込み部に重焼き痕が残る。施釉方法は漬け掛
けか。

大原２号窯式
期

第２13図	
PL.4２3 ２5

灰釉陶器	
椀

	
1/２

口	
底
15.8	
8.２

高	 5.２	 微砂粒/還元焔/灰
黄

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切りか、高台は
貼付。施釉方法は漬け掛け。

大原２号窯式
期

第２13図	
PL.4２3 ２6

灰釉陶器	
皿

	
体部～底部片

底	 6.4	 	 	 微砂粒/還元焔/灰
白

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転ヘラナデ、高台は
貼付。施釉方法は漬け掛け。

大原２号窯式
期

第２13図	
PL.4２3 ２7

灰釉陶器	
椀

	
底部1/２

底	 8.０	 	 	 微砂粒/還元焔/黄
灰

ロクロ整形、回転は右回りか。底部は回転ヘラナデ、高台
は貼付。施釉方法不明。内面底部に重焼き痕。

大原２号窯式
期

第２14図	
PL.4２3 ２8

灰釉陶器	
椀

	
体部～底部片

底	 7.6	 	 	 微砂粒/還元焔/灰
白

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。
内面見込み部に重焼き痕が残る。施釉方法は漬け掛けか。

大原２号窯式
期

第２14図	
PL.4２4 ２9

灰釉陶器	
椀

	
底部片

底	 6.２	 	 	 微砂粒/還元焔/灰
オリーブ

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転ヘラナデ、高台は
貼付。施釉方法不明。高台は打ち欠かれている。

第２14図	
PL.4２4 3０

灰釉陶器	
椀

	
底部片

底	 7.２	 	 	 微砂粒/還元焔/灰
黄

ロクロ整形、回転は右回りか。底部はヘラナデ、高台は貼
付。施釉方法不明。高台端部に重焼き痕が見られる。

大原２号窯式
期

第２14図	
PL.4２4 31

灰釉陶器	
椀

	
口縁部片

	 	 	 	 微砂粒/還元焔/灰
白 ロクロ整形。施釉方法不明。

光ヶ丘1号窯
式期～大原２
号窯式期

第２14図	
PL.4２4 3２

灰釉陶器	
長頸壺

	
口縁部片

口	 13.8	 	 	 微砂粒/還元焔/灰
白 ロクロ整形、回転方向不明。施釉方法不明。

第２14図	
PL.4２4 33

須恵器	
長頸壺

	
頸部片

	 	 	 	 細砂粒・粗砂粒・
褐色粒/酸化焔/に
ぶい黄橙

ロクロ整形、回転方向不明。頸部内面は吸炭により黒色化。

第２14図	
PL.4２4 34

須恵器	
広口壺

	
口縁部

口	 ２1.０	 	 	 細砂粒・粗砂粒・
礫/還元焔/灰白

頸部に胴部との接合面が残る。ロクロ整形、回転方向右回
り。

第２14図	
PL.4２4 35

土師器	
甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 18.０	 	 	 細砂粒/酸化焔/灰
褐 ロクロ整形。内面胴部はヘラナデ。 ロクロ土師器

第２14図	
PL.4２4 36

土師器	
甕

	
口縁部～頸部片

口	 ２０.3	 	 	 細砂粒/酸化焔/に
ぶい黄橙 ロクロ整形。 ロクロ土師器

第２14図	
PL.4２4 37

土師器	
甕

	
胴部下位～底部
小片

底	 8.０	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
良好/橙 底部と胴部はヘラ削り。内面はヘラナデ。

第２14図	
PL.4２4 38

須恵器	
甕

	
口縁部片

	 	 	 	 細砂粒・粗砂粒・
礫/還元焔/灰白 ロクロ整形。

第２14図	
PL.4２4 39

須恵器	
羽釜

	
口縁部～鍔片

	 	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
酸化焔/オリーブ
黒

ロクロ整形、鍔は貼付。

第２14図	
PL.4２4 4０

須恵器	
羽釜

	
口縁部～胴部上
位片

口	 ２5.8	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰オリー
ブ

ロクロ整形。高台は貼付。

	
PL.4２4 41

須恵器	
椀

	
底部片

台	 6.6	 	 	 細砂粒/酸化焔/橙 ロクロ整形、回転方向不明。底部はナデ、高台は貼付。

	
PL.4２4 4２

土師器	
甕

	
口縁部片

	 	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
良好/にぶい橙 口縁部は横ナデ。

	
PL.4２4 43

須恵器	
椀

	
底部片

台	 6.２	 	 	 細砂粒/酸化焔/に
ぶい黄橙 ロクロ整形、回転方向不明。底部はナデ、高台は貼付。

	
PL.4２4 44

須恵器	
羽釜

	
口縁部片

	 	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
酸化焔/にぶい黄
橙

ロクロ整形、回転方向不明。鍔は貼付。

	
PL.4２4 45

須恵器	
羽釜

	
口縁部片

	 	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
酸化焔/灰白 ロクロ整形、回転方向不明。鍔は貼付が剥落

第２14図	
PL.4２4 46

鉄製品	
紡茎

	
一部欠損

長	
径
(18.3)	
０.5

-	
重
-	
11.1

先端がかぎ状になっている紡茎。紐の痕跡も残存している
が、途中が欠損している。

第２14図	
PL.4２4 47

鉄製品	
刀子か

	
一部

長	
幅
3.9	
1.０

厚	
重
０.4	
3.9

茎部分か。茎の一部とみられる部分のみが残存し、錆も多
く付着する。

第２14図	
PL.4２4 48

鉄製品	
不明

	
一部

長	
幅
(4.7)	
２.5

厚	
重
０.7	
２6.5 両刃の金属製品。錆に覆われている部分があり、詳細不明。

遺物観察表



3０号竪穴建物出土遺物

560

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第２17図	
PL.4２4 1 黒色土器	椀

	
２/3

口	
底
1２.8	
6.２

高	 4.3	 細砂粒・粗砂粒・
礫/酸化焔/橙

内面黒色処理。ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸
切り無調整。内面は底部～口縁部に十字状ヘラミガキ後口
縁部に横方向のヘラミガキ。

第２17図	
PL.4２4 ２ 黒色土器	椀

	
3/4

口	
底
14.8	
6.8

高	 5.7	 細砂粒・粗砂粒/
酸化焔/にぶい黄
橙

内面黒色処理。ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸
切り、高台は貼付。内面に花弁状のヘラミガキ。

第２17図	
PL.4２4 3 黒色土器	椀

	
２/3

底	 6.6	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
酸化焔/橙

内面黒色処理か、二次被熱を受けたか。ロクロ整形、回転
は右回り。底部は回転ヘラナデ、高台は貼付。内面は底部
～口縁部に花弁状ヘラミガキ。

第２17図	
PL.4２4 4 黒色土器	椀

	
1/２

口	
底
11.4	
5.２

高	 3.7	 細砂粒・粗砂粒・
礫/酸化焔/にぶい
橙

内面は黒色処理。ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転
糸切り無調整。

第２17図	
PL.4２4 5 黒色土器	椀

	
1/4

口	
底
1２.8	
6.4

高	 4.6	 細砂粒/酸化焔/に
ぶい橙

内面黒色処理。ロクロ整形、回転は右回りか。内面は底部
～体部に放射状、口縁部に横方向のヘラミガキ。

外面体部に墨
書。

第２17図	
PL.4２5 6 黒色土器	椀

	
1/4

口	
底
1２.8	
6.２

高	 4.4	 細砂粒/酸化焔/に
ぶい黄橙

内面黒色処理。ロクロ整形、回転は右回りか。内面は底部
～体部に放射状、口縁部に横方向のヘラミガキ。

外面体部に墨
書。

第２17図	
PL.4２5 7 黒色土器	椀

	
２/3

口	
底
11.２	
5.０

高	 3.1	 細砂粒・粗砂粒/
酸化焔/にぶい褐

内面黒色処理。ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸
切り無調整。

外面体部に墨
書。

第２17図	
PL.4２5 8 黒色土器	椀

	
3/4

口	
底
13	
5.6

高	 4.9	 細砂粒・粗砂粒/
酸化焔/灰黄褐

内面黒色処理。ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸
切り無調整。内面は底部～体部下位に放射状、体部中位～
口縁部に横方向のヘラミガキ。

外面体部に墨
書。

第２17図	
PL.4２5 9 黒色土器	椀

	
1/3

口	
底
13.２	
5.8

高	 4.1	 細砂粒/還元焔/黒 内外面黒色処理。ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第２17図	
PL.4２5 1０

黒色土器	
椀

	
1/3

口	
底
11.8	
5.6

高	 3.3	 細砂粒・粗砂粒・
礫/酸化焔/にぶい
黄橙

内面黒色処理。ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸
切り無調整。

第２17図	
PL.4２5 11

黒色土器	
椀

	
1/２

口	
底
1２.8	
6.２

底	 3.5	 細砂粒・粗砂粒/
酸化焔/明黄褐

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。内
面は底部～体部に放射状、口縁部に横方向のヘラミガキ。

第２17図	
PL.4２5 1２

黒色土器	
椀

	
口縁部～体部片

口	 1２.7	 	 	 細砂粒/酸化焔/に
ぶい黄橙

内面黒色処理。ロクロ整形、回転は右回りか。内面は横方
向ヘラミガキ後間隔の空いた放射状のヘラミガキ。

第２17図	
PL.4２5 13

黒色土器	
椀

	
２/3

口	
底
11.4	
5.２

高	 3.9	 細砂粒・粗砂粒・
礫/酸化焔/橙

内面は黒色処理。ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転
糸切り無調整。

第２17図	
PL.4２5 14

黒色土器	
椀

	
底部片

	 	 	 	 細砂粒/酸化焔/橙 内面黒色処理。ロクロ整形、回転方向不明。底部はヘラ削り。内面は底部～体部に放射状ヘラミガキ。
第２17図	
PL.4２5 15

黒色土器	
椀

	
口縁部片

口	 13.4	 	 	 細砂粒/酸化焔/に
ぶい黄橙 内面黒色処理。ロクロ整形、回転方向不明。

第２17図	
PL.4２5 16

黒色土器	
椀

体部下位～底部
片

底	 5.２	 	 	 細砂粒/酸化焔/に
ぶい黄橙

内面黒色処理。ロクロ整形、回転は右回りか。底部は回転
糸切り無調整。

第２17図	
PL.4２5 17

黒色土器	
椀

	
口縁部片

口	 14.4	 	 	 細砂粒・褐色粒/
酸化焔/橙 内面黒色処理。ロクロ整形、回転は右回りか。

第２17図	
PL.4２5 18

黒色土器	
椀

	
体部片

	 	 	 	 細砂粒/酸化焔/橙 内面黒色処理。ロクロ整形、回転は右回りか。 外面体部に墨
書。

第２18図	
PL.4２5 19

黒色土器	
椀

	
3/4

口	
底
14.０	
7.０

高	 6.２	 細砂粒・粗砂粒/
酸化焔/橙

内面黒色処理。ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転ヘ
ラナデ、高台は貼付。内面は底部～体部に花弁状、口縁部
に横方向のヘラミガキ。

外面体部に墨
書。

第２18図	
PL.4２5 ２０

須恵器	
椀

	
２/3

口	
底
11.4	
4.8

高	 3.6	 細砂粒・粗砂粒・
褐色粒/酸化焔/明
褐

内面黒色処理。ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸
切り無調整。

外面体部に墨
書。

第２18図	
PL.4２5 ２1

須恵器	
椀

	
3/4

口	
底
1２.２	
6.6

高	 4.1	 細砂粒/還元焔/灰
白 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。 内面体部に墨

書。
第２18図	
PL.4２6 ２２

須恵器	
杯

	
ほぼ完形

口	
底
1２.8	
6.０

高	 3.5	 細砂粒・粗砂粒・
礫/還元焔/灰黄 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第２18図	
PL.4２6 ２3

須恵器	
杯

	
1/4

口	
底
11.8	
5.０

高	 3.6	 細砂粒/酸化焔/明
黄褐 ロクロ整形、回転は右回りか。底部は手持ちヘラ削り。

第２18図	
PL.4２6 ２4

須恵器	
椀

	
3/4

口	
底
13.6	
7.8

高	 5.9	 細砂粒・粗砂粒・
礫/還元焔/灰白 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第２18図	
PL.4２6 ２5

須恵器	
椀

	
２/3

口	
底
1２.9	
5.8

高	 4.２	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰黄 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第２18図	
PL.4２6 ２6

須恵器	
椀

	
1/3

口	
底
13.２	
6.6

高	 5.5	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰黄 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第２18図	
PL.4２6 ２7

須恵器	
椀

	
口縁部～底部片

口	
底
1２.8	
5.０

高	 4.5	 細砂粒・粗砂粒・
褐色粒/酸化焔/に
ぶい黄橙

ロクロ整形、回転方向不明。

第２18図	
PL.4２6 ２8

須恵器	
椀

	
口縁部片

口	 13.6	 	 	 細砂粒/還元焔/灰
白 ロクロ整形、回転方向不明。

第２18図	
PL.4２6 ２9

須恵器	
椀

	
口縁部～体部片

口	 1０.8	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰白 ロクロ整形、回転は右回りか。

第２18図	
PL.4２6 3０

須恵器	
椀

	
体部～底部

底	 7.1	 	 	 細砂粒/還元焔/灰
白 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第２18図	
PL.4２6 31

灰釉陶器	
皿

	
口縁部片

口	 13.8	 	 	 微砂粒/還元焔/灰
白 ロクロ整形、回転方向不明。施釉方法は漬け掛け。 大原２号窯式

期
第２19図	
PL.4２6 3２

灰釉陶器	
椀

	
口縁部片

口	 11.8	 	 	 微砂粒/還元焔/褐
灰 ロクロ整形、回転方向不明。施釉方法不明。 大原２号窯式

期

遺物観察表



31号竪穴建物出土遺物

561

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第２19図	
PL.4２6 33

灰釉陶器	
椀

	
体部片

底	 6.6	 	 	 微砂粒/還元焔/灰
白

ロクロ整形、回転方向不明。高台は貼付。施釉方法は漬け
賭けか。

大原２号窯式
期

第２18図	
PL.4２6 34

須恵器	
甕

	
口縁部～胴部下
位

口	 ２1.２	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰

口縁部はロクロ整形、胴部は器面が剥離しており整形技法
不明。

第２19図	
PL.4２6 35

須恵器	
羽釜

	
口縁部～胴部上
位片

口	 ２０.6	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
酸化焔/灰黄

ロクロ整形、鍔は貼付、胴部は鍔へ向けてのヘラ削り。内
面胴部はヘラナデ。

第２19図	
PL.4２6 36

須恵器	
羽釜

	
口縁部～鍔片

口	 16.6	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/褐灰 ロクロ整形。鍔は貼付。

第２19図	
PL.4２6 37

須恵器	
甕

	
口縁部

	 	 	 	 細砂粒・粗砂粒・
礫/還元焔/黄灰 ロクロ整形、回転方向不明。口唇端部は欠損。

第２19図	
PL.4２6 38

須恵器	
甕

	
口縁部片

口	 47.２	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/黄灰 口縁部は内外ともロクロ整形。

第２19図	
PL.4２6 39

鉄製品	
紡茎

	
ほぼ完形

長	
径
２6.3	
０.5

-	
重
-	
45.０

カギ状になる端部が欠損している。もう一方は残存とみら
れる。

第２19図	
PL.4２6 4０

鉄製品	
紡輪

	
ほぼ完形

径	
厚
5.8	
０.２

-	
重
-	
２０.9

軸径に当たるところは直径０.5cm。一部に錆ぶくれが見ら
れる。

第２19図	
PL.4２6 41

鉄製品	
紡茎か

	
破片

長	
径
(4.6)	
０.6

-	
重
-	
5.０

断面円形。両端部が欠損している。一部金属部分が劣化し、
錆だけになっている。

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第２２1図	
PL.4２7 1 土師器	杯

	
口縁部～体部片

口	 14.9	 	 	 細砂粒/良好・燻
し/にぶい黄褐

口縁部は横ナデ、体部はヘラミガキ。内面は体部にヘラミ
ガキ、口縁部下位に螺旋状暗文。

第２２1図	
PL.4２7 ２ 須恵器	皿

	
1/２

口	
底
13.7	
6.０

高	 3.3	 細砂粒/還元焔/灰
白

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り後ヘラナデ、
高台は貼付。

外面体部に墨
書。

第２２1図	
PL.4２7 3 須恵器	皿

	
3/4

口	
底
13.5	
6.２

	 	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰白

ロクロ整形、回転は右回り。底部はヘラナデ、高台は貼付
が打ち欠かれている。

外面体部に墨
書。

第２２1図	
PL.4２7 4 須恵器	皿

	
口縁部片

口	 13.6	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/浅黄 ロクロ整形、回転方向不明。

第２２1図	
PL.4２7 5 須恵器	椀

	
体部片

	 	 	 	 細砂粒/還元焔/に
ぶい黄 ロクロ整形、回転は右回りか。 内面体部に墨

書。
第２２1図	
PL.4２7 6 須恵器	杯

	
口縁部片

口	 14.6	 	 	 細砂粒/還元焔/淡
黄 ロクロ整形、回転方向不明。

第２２1図	
PL.4２7 7 須恵器	杯

	
体部下位～底部
片

底	 8.4	 	 	 細砂粒/還元焔/灰
白 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第２２1図	
PL.4２7 8 須恵器	椀

	
3/4

口	
底
15.7	
7.8

	 	 細砂粒/酸化焔/灰
黄

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転ヘラ削り、高台は
貼付が剥落。

第２２1図	
PL.4２7 9 須恵器	椀

	
口縁部片

口	 14.8	 	 	 細砂粒/還元焔/灰
白 ロクロ整形、回転は右回りか。

第２２1図	
PL.4２7 1０

須恵器	
椀

	
体部～底部片

底	 7.6	 	 	 細砂粒/還元焔/黄
褐 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第２２２図	
PL.4２7 11

須恵器	
椀

	
体部～底部片

底	 8.０	 	 	 細砂粒/還元焔/に
ぶい黄橙

ロクロ整形、回転は右回りか。底部は回転糸切り、高台は
貼付。

第２２２図	
PL.4２7 1２

須恵器	
椀

	
体部～底部片

底	 6.０	 	 	
　

細砂粒/還元焔/浅
黄 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第２２２図	
PL.4２7 13

須恵器	
椀

	
体部～底部1/２
片

底	 7.０	 	 	 細砂粒・粗砂粒少
量/還元焔/灰白 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第２２２図	
PL.4２7 14

灰釉陶器	
皿

	
底部片

底	 7.8	 	 	 微砂粒/還元焔/灰
白

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転ヘラナデ、高台は
貼付。施釉方法は漬け掛け。内面底部に重焼き痕が見られ
る。

大原２号窯式
期

第２２２図	
PL.4２7 15

灰釉陶器	
椀

	
体部下位～底部
片

口	 16.０	 	 	 微砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回りか。体部下位は回転ヘラ削り。施釉方法は不明。
大原２号窯式
期

第２２図	
PL.4２7 16

灰釉陶器	
椀

	
体部片

	 	 	 	 微砂粒/還元焔/灰
白 ロクロ整形、回転方向不明。施釉方法不明。

第２２２図	
PL.4２7 17

土師器	
甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 ２０.8	 	 	 細砂粒/酸化焔/浅
黄橙

ロクロ整形、回転方向不明。頸部にヘラによるあたりが見
られる。 ロクロ土師器

第２２２図	
PL.4２7 18

須恵器	
甕

	
底部片

底	 1２.０	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
良好/灰黄 底部には木葉痕が残る。

第２２２図	
PL.4２7 19

鉄製品	
刀子

	
一部欠損

長	
幅
13.6	
1.1

厚	
重
０.3	
11.7 切っ先が欠損する刀子。関部分が錆に覆われている。

第２２２図	
PL.4２7 ２０

鉄製品	
不明

	
破片か

長	
幅
5.２	
２.２

厚	
重
０.1	
5.２

全体が薄い板状の鉄製品。鎌などが考えられるが、背のよ
うなものは見られない。

遺物観察表
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挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第２２5図	
PL.4２7 1 黒色土器	椀

	
1/3

口	
底
1２.０	
4.8

高	 4.3	 細砂粒/酸化焔/黒
褐

内外面黒色処理。ロクロ整形、回転は右回り。底部回転糸
切り無調整。

第２２5図	
PL.4２7 ２ 須恵器	椀

	
1/3

口	
底
14.7	
7.6

高	
台
5.4	
7.4

細砂粒/酸化焔/灰
白

ロクロ整形、回転は右回り。底部回転糸切り離し後、高台
を貼付。その後周縁部にナデ調整。

内面・底部外
面は平滑。器
面に炭素吸
着。

第２２5図	
PL.4２7 3 須恵器	椀

	
体部中位～底部
片

	 	 	 	 細砂粒/酸化焔/灰
黄

ロクロ整形、回転は右回り。底部回転糸切り離し後、高台
を貼付。その後、周縁部にナデ調整。高台は剥落。 内面平滑。

第２２5図	
PL.4２7 4 須恵器	椀

	
体部下位～底部

底	 6.1	 	 	 細砂粒/酸化焔/灰
黄 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

内面平滑。底
部外面に炭素
吸着。

第２２5図	
PL.4２7 5 須恵器	椀

	
体部中位～底部
片

底	 6.２	 	 	 粗砂粒・細砂粒/
酸化焔/にぶい黄
橙

ロクロ整形、回転は右回り。底部回転糸切り離し後、高台
を貼付。その後、周縁部にナデ調整。

高台端部摩
耗。内面平滑。

第２２5図	
PL.4２7 6 須恵器	椀

	
体部中位～底部
片

底	 6.8	 	 	 細砂粒/還元焔/黄
灰

ロクロ整形、回転は右回り。底部回転糸切り離し後、高台
を貼付。その後、周縁部にナデ調整。

高台端部摩
耗。底部内面
平滑。

第２２6図	
PL.4２7 7 灰釉陶器	椀

	
口縁部片

口	 15.8	 	 	 水簸/還元焔/灰白 ロクロ整形、回転は右回り。外面の体部下位に回転ヘラ削り。施釉は刷毛掛けか。
光ヶ丘１号窯
式期。

第２２6図	
PL.4２7 8 土師器	小型甕

	
口縁部～胴部中
位

口	 1２.3	 	 	 粗砂粒・細砂粒/
酸化焔/にぶい橙

ロクロ整形、回転は右回り。口縁部は横ナデ。胴部内面は
ナデ調整。

器面やや磨
滅。ロクロ土
師器。

第２２6図	
PL.4２7 9 土師器	小型甕

	
口縁部片

口	 13.０	 	 	 細砂粒/酸化焔/に
ぶい橙 ロクロ整形。口縁部は横ナデ。 ロクロ土師

器。

第２２6図	
PL.4２7 1０

土師器	
甕

	
口縁部～胴部中
位

口	 ２０.1	 	 	 粗砂粒/良好/にぶ
い橙

口縁部～胴部上位まで横ナデ。胴部外面は縦位のヘラ削り。
内面は横位のヘラナデ。

第２２6図	
PL.4２7 11

土師器	
甕

	
口縁部～胴部下
位２/3

口	 19.4	 	 	 粗砂粒/良好/にぶ
い橙

口縁部～胴部上位は横ナデ。胴部外面は縦位のヘラ削り。
内面は横位のヘラナデの上に斜縦位の指ナデ。強く調整し
ている部分はヒビ割れを補修した痕跡か。

破砕後、火熱
を受けたか。

第２２6図	
PL.4２8 1２

土師器	
甕

	
口縁部～胴部上
位1/4

口	 18.9	 	 	 細砂粒/良好/にぶ
い褐

口縁部は横ナデ。胴部外面は横位のヘラ削り。内面は横位
のヘラナデ。

第２２6図	
PL.4２8 13

土師器	
甕

	
胴部中位～底部
1/4

底	 6.０	 	 	 粗砂粒・細砂粒/
良好/灰黄褐

胴部外面は斜縦位のヘラ削り。内面は縦位・横位のヘラナ
デ。

第２２6図	
PL.4２8 14

須恵器	
小型甕

	
胴部下位～底部
片

底	 7.０	 	 	 粗砂粒・細砂粒/
酸化焔/にぶい橙

ロクロ整形、回転は右回り。底部回転糸切り離し後、無調
整。胴部外面はナデ調整。

第２２6図	
PL.4２8 15

土師器	
甕

	
胴部片

	 	 	 	 粗砂粒/良好/にぶ
い橙 外面はハケ目、内面はナデ。

第２２6図	
PL.4２8 16

須恵器	
小型広口壺

	
頸部～底部1/3

底	 8.０	 	 	 粗砂粒・白色鉱物
粒/還元焔/灰

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り離し後、ナ
デ調整か。外面体部の中位以下に回転ヘラ削り。

外面に自然釉
付着。

第２２6図	
PL.4２8 17

石製品	
砥石

	
完形

長	
幅
14.6	
２.8

厚	
重
２.7	
２００.6 砥沢石

砥面は表裏面と左右両側面及び下部小口面に5面認められ
る。表裏面は研ぎ減りにより中央がやや窪んだ形態である。
左右両側面はほぼ平坦である。左側面には縦方向の線条痕
が集中する。下部小口面も滑らかでほぼ平坦であり断面Ｖ
字状の線条痕が認められる。

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第２２8図	
PL.4２8 1 須恵器	椀

	
口縁部～体部片

口	 13.4	 	 	 細砂粒/還元焔/灰
白 ロクロ整形、回転は右回りか。

第２２8図	
PL.4２8 ２ 須恵器	椀

	
1/２

口	
底
18.０	
6.6

高	 7.０	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰白 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。内面体部に墨書。

第２２8図	
PL.4２8 3 須恵器	椀

	
1/２

口	
底
14.7	
6.8

	 	 細砂粒・粗砂粒/
酸化焔/にぶい黄
橙

ロクロ整形、回転は右回りか。底部切り離し方法不明、高
台は貼付が剥落。

第２２8図	
PL.4２8 4 須恵器	椀

	
体部～底部

底	 5.０	 	 	 細砂粒・粗砂粒・
礫/還元焔/灰白 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第２２8図	
PL.4２8 5 須恵器	甕

	
胴部片

	 	 	 	 細砂粒・粗砂粒・
礫/還元焔/黒

外面は叩き痕をヘラナデで消している。内面は無文のアテ
具痕が残る。

	
PL.4２8 6 土師器	甕

	
口縁部片

	 	 	 	 細砂粒/良好/にぶ
い黄橙 ロクロ整形か。

	
PL.4２8 7 土師器	甕

	
口縁部片

	 	 	 	 細砂粒/良好/橙 口縁部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

遺物観察表



35号竪穴建物出土遺物

36号竪穴建物出土遺物

37号竪穴建物出土遺物

38号竪穴建物出土遺物
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挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第２3０図	
PL.4２8 1 須恵器	椀

	
口縁部片

口	 15.6	 	 	 細砂粒/還元焔/灰
黄 ロクロ整形、回転方向不明。

第２3０図	
PL.4２8 ２ 須恵器	椀

	
口縁部片

口	 13.8	 	 	 細砂粒/酸化焔/明
黄褐 ロクロ整形、回転方向不明。

第２3０図	
PL.4２8 3 須恵器	椀

	
口縁部片

口	 15.8	 	 	 細砂粒/還元焔/灰
黄 ロクロ整形、回転方向不明。

第２3０図	
PL.4２8 4 須恵器	椀

	
底部1/3

底	 7.6	 	 	 細砂粒/還元焔/に
ぶい黄褐 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第２3０図	
PL.4２8 5 須恵器	椀

	
底部

底	 7.２	 	 	 細砂粒/還元焔/灰
白 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第２3０図	
PL.4２8 6 灰釉陶器	皿

	
1/4

口	
底
13.２	
6.8

高	 3.5	 微砂粒/還元焔/灰
黄

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転ヘラナデ、高台は
貼付。施釉方法は刷毛塗りか。

光ヶ丘１号窯
式期

第２3０図	
PL.4２8 7 緑釉陶器	椀

	
体部下位～底部
片

底	 7.０	 	 	 微砂粒/還元焔/オ
リーブ灰

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転ヘラナデ、高台は
貼付。体部は内外面ともヘラミガキ。内面見込み部にトチ
ン痕が残る。

東海産1０世紀
前半代

第２3０図	
PL.4２8 8 土師器	甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 17.6	 	 	 細砂粒/良好/橙 口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部は刷毛
状工具によるヘラナデ。

第２3０図	
PL.4２8 9 土師器	甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 1２.０	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
酸化焔/浅黄 ロクロ整形。 ロクロ土師器

	
PL.4２8 1０

土師器	
甕

	
口縁部片

口	 ２０.6	 	 	 細砂粒/良好/橙 口縁部は横ナデ。

	
PL.4２8 11

土師器	
甕

	
口縁部～頸部片

	 	 	 	 細砂粒/良好/明赤
褐 口縁部～頸部は内外面とも横ナデ。

	
PL.4２8 1２

土師器	
甕

	
口縁部片

	 	 	 	 細砂粒/良好/にぶ
い橙 口縁部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

	
PL.4２8 13

土師器	
甕

	
口縁部片

	 	 	 	 細砂粒/良好/にぶ
い橙 口縁部は横ナデ。 ロクロ土師器

	
PL.4２8 14

土師器	
甕

	
口縁部～頸部片

	 	 	 	 細砂粒/良好/にぶ
い褐 口縁部～頸部は内外面とも横ナデ。

	
PL.4２8 15

土師器	
甕

	
口縁部片

	 	 	 	 細砂粒/良好/にぶ
い橙 口縁部は横ナデ。 ロクロ土師器

	
PL.4２8 16

土師器	
甕

	
頸部～胴部上位
片

	 	 	 	 細砂粒/良好/にぶ
い橙

頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面は頸部がハケ目が残
るヘラナデ。

	
PL.4２8 17

須恵器	
羽釜

	
口縁部～胴部上
位片

	 	 	 	 細砂粒/還元焔/灰
黄 ロクロ整形。鍔は貼付を打ち欠きか。内面はヘラナデ。

	
PL.4２8 18

須恵器	
羽釜

	
口縁部片

	 	 	 	 細砂粒/酸化焔/灰
白 ロクロ整形、回転方向不明。鍔は貼付が剥落。

	
PL.4２8 19

須恵器	
椀

	
口縁部片

	 	 	 	 細砂粒/還元焔/灰
黄 ロクロ整形、回転は右回りか。

第２3０図	
PL.4２8 ２０

土製品	
羽口

	
一部

長	
外
(5.9)	
(6.7)

内	
重
(２.4)	
7０.4

羽口の破片。細かい礫とスサがやや含まれる。胎土の焼け
ている様子が見られる。

第２3０図	
PL.4２8 ２1

鉄製品	
不明

	
一部欠損

長	
幅
5.1	
０.7

厚	
重
０.4	
6.4

断面で刀子状にも見えるが、折れ曲がっているので断定で
きず詳細は不明。

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第２3２図	
PL.4２9 1 須恵器	皿

	
3/4

口	
底
13.０	
7.０

高	 ２.8	 細砂粒/還元焔/黄
灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第２34図	
PL.4２9 1 須恵器	皿

	
体部下位～底部

底	 6.０	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼
付が剥落。

第２34図	
PL.4２9 ２ 須恵器	杯

	
1/２

口	
底
13.8	
6.8

高	 3.8	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/褐灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第２34図	
PL.4２9 3 土師器	甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 18.０	 	 	 細砂粒/良好/明褐 口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

第２34図	
PL.4２9 4 土師器	甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 19.２	 	 	 細砂粒/良好/明褐 口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第２36図	
PL.4２9 1 土師器	杯

	
1/4

口	 14.8	 細砂粒/良好/赤褐 口縁部は横ナデ、稜下の体部上半はナデ、体部下半～底部は手持ちヘラ削り。

遺物観察表
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挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第２36図	
PL.4２9 ２ 須恵器	杯

	
1/２

口	
底
14.4	
6.8

高	 3.5	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰白 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第２36図	
PL.4２9 3 須恵器	杯

	
1/3

口	
底
1２.1	
6.4

高	 3.8	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/黒褐 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第２36図	
PL.4２9 4 須恵器	杯

	
完形

口	
底
14.２	
8.０

高	 3.9	 細砂粒・粗砂粒・
礫/還元焔/灰白 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第２36図	
PL.4２9 5 須恵器	杯

	
3/4

口	
底
14.０	
7.6

高	 3.２	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第２36図	
PL.4２9 6 須恵器	椀

	
２/5

口	
底
14.０	
6.8

高	 7.０	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰オリー
ブ

ロクロ整形、回転は右回り。底部切り離し技法は器面摩滅
のため不明、高台は貼付。

第２36図	
PL.4２9 7 土師器	甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 1２.０	 	 	 細砂粒/良好/明赤
褐

外面口縁部に輪積み痕が残る。口縁部～頸部は横ナデ、胴
部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

第２37図	
PL.4２9 8 土師器	甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 19.０	 	 	 細砂粒/良好/赤褐 口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

第２37図	
PL.4２9 9 須恵器	壺

	
胴部上半片

細砂粒・粗砂粒/
還元焔/黒褐 ロクロ整形、回転は右回りか。残存部の中位にヘラナデ。

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第２4０図	
PL.4２9 1 黒色土器	椀

	
口縁部～体部片

口	 16.8	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
酸化焔/にぶい黄
橙

内面黒色処理。ロクロ整形、回転は右回り。内面は口唇部
が横方向、体部は放射状ヘラミガキ。

第２4０図	
PL.4２9 ２ 須恵器	椀

	
体部下位～底部
片

底	 5.6	 細砂粒/還元焔/灰
黄 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第２4０図	
PL.4２9 3 須恵器	椀

	
口縁部片

細砂粒/還元焔/黄
灰 ロクロ整形。 内外面の体部

に墨書。

第２41図	
PL.4２9 4 須恵器	鉢

	
体部下半～底部
片

底	 7.２	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰黄 ロクロ整形、回転は右回りか。底部はヘラ削り。

第２41図	
PL.4２9 5 須恵器	壺

	
胴部下位片

底	 16.２	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/暗灰黄

ロクロ整形、回転は右回り。高台は貼付、胴部の一部にヘ
ラナデ。

第２41図	
PL.4２9 6 土師器	甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 ２1.6	 細砂粒・粗砂粒/
酸化焔/浅黄橙

ロクロ整形。胴部には部分的にヘラ削りが施されている。
内面は胴部にハケ目が残るヘラナデ。 ロクロ土師器

第２41図	
PL.4２9 7 土師器	甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 19.０	 細砂粒/良好/明赤
褐

口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ
ナデ。

第２41図	
PL.43０ 8 土師器	甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 ２０.4	 細砂粒/良好/灰褐 口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

第２41図	
PL.43０ 9 土師器	甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 16.8	 細砂粒・粗砂粒/
酸化焔/浅黄橙 ロクロ整形。内面は胴部にハケ目が残るヘラナデ。 ロクロ土師器

第２41図	
PL.43０ 1０

須恵器	
羽釜

	
口縁部～胴部下
位片

口	 ２０.8	 細砂粒・粗砂粒・
礫/還元焔/にぶい
黄橙

ロクロ整形、回転は右回りか。鍔は貼付。胴部は下～鍔へ
向けてのヘラ削り。内面はヘラナデ。

第２41図	
PL.43０ 11

須恵器	
甕

	
胴部下位～底部
片

底	 15.０	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/褐灰

ロクロ整形。底部はヘラ削り、胴部に平行叩き痕が残る。
内面はヘラナデ。

第２41図	
PL.43０ 1２

須恵器	
甕

	
胴部下位～底部
片

底	 1２.5	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/暗褐

ロクロ整形、回転は右回りか。底部はヘラ削り、胴部には
平行叩き痕がかすかに残る。

第２41図	
PL.43０ 13

須恵器	
甕

	
胴部下位～底部
片

底	 16.8	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰黄

ロクロ整形、回転は右回り。底部と胴部はヘラ削り。内面
はヘラナデ。

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第２44図	
PL.43０ 1 須恵器	皿

	
1/3

口	
底
13.２	
7.1

高	 3.1	 細砂粒・粗砂粒・
礫/還元焔/礫 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。外面の体部に墨書。

第２44図	
PL.43０ ２ 須恵器	皿

	
口縁部一部欠損

口	
底
13.8	
6.7

高	 3.1	 細砂粒・粗砂粒・
礫/還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第２44図	
PL.43０ 3 須恵器	皿

	
体部～底部

底	 7.０	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰白 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。外面の底部に墨書。

第２44図	
PL.43０ 4 須恵器	杯

	
ほぼ完形

口	
底
13.3	
8.２

高	 3.5	 細砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。 外面の底部に
墨書。

第２44図	
PL.43０ 5 須恵器	杯

	
口縁部一部欠損

口	
底
13.3	
6.8

高	 3.7	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰黄 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。
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挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第２45図	
PL.43０ 6 須恵器	杯

	
1/２

口	
底
1２.２	
5.4

高	 3.8	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰黄 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第２45図	
PL.43０ 7 須恵器	杯

	
3/4

口	
底
13.２	
7.1

高	 3.3	 細砂粒/還元焔/黄
灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第２45図	
PL.431 8 須恵器	椀

	
ほぼ完形

口	
底
15.5	
7.5

高	 5.4	 細砂粒・粗砂粒/
酸化焔/浅黄 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。外面の体部に墨書。

第２45図	
PL.431 9 須恵器	椀

	
1/２

口	
底
15.1	
7.4

細砂粒・粗砂粒/
酸化焔/にぶい黄
橙

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼
付が剥落。

第２45図	
PL.431 1０

須恵器	
椀

	
２/3

口	
底
16.3	
6.6

細砂粒・粗砂粒/
酸化焔/にぶい黄
橙

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第２45図	
PL.431 11

須恵器	
椀

	
3/4

口	
底
15.7	
7.２

細砂粒・粗砂粒・
礫/酸化焔/浅黄

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼
付が剥落。

第２45図	
PL.431 1２

須恵器	
椀

	
体部下半～底部

底	 6.6	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰黄 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第２45図	
PL.431 13

土師器	
台付甕

	
脚部片

脚	 7.9	 細砂粒/良好/橙 脚部は内外面とも横ナデ。

第２45図	
PL.431 14

土師器	
甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 17.6	 細砂粒/良好/橙 口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ
ナデ。

第２45図	
PL.431 15

土師器	
甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 1２.２	 細砂粒/良好/明赤
褐

口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ
ナデ。

第２45図	
PL.431 16

土師器	
甕

	
頸部～胴部下位
片

細砂粒・粗砂粒/
良好/にぶい橙

内面胴部に輪積み痕が残る。口縁部～頸部は横ナデ、胴部
はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

第２45図	
PL.431 17

土師器	
甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 19.6	 細砂粒/良好/明赤
褐

口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ
ナデ。

第２45図	
PL.431 18

土師器	
甕

	
口縁部～胴部中
位

口	 1２.２	 細砂粒/良好/にぶ
い赤褐

口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ
ナデ。 台付甕か。

第２45図	
PL.431 19

須恵器	
甕

	
口縁部片

細砂粒・粗砂粒/
還元焔/黒 ロクロ整形。

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第２48図	
PL.431 1 須恵器	杯

	
3/4

口	
底
7.8	
4.6

高	 ２.3	 細砂粒・粗砂粒/
酸化焔/灰黄褐 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第２48図	
PL.431 ２ 須恵器	杯

	
ほぼ完形

口	
底
7.8	
4.０

高	 ２.3	 細砂粒/酸化焔/明
赤褐

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。内
外面の口縁部に油煙付着。

灯火に使用
か。

第２48図	
PL.431 3 土師器	甕

	
口縁部片

口	 ２6.6	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
良好/明赤褐 口縁部は横ナデ、内面胴部はヘラナデ。

第２48図	
PL.431 4 土師器	甕

	
口縁部～胴部片

口	 ２２.6	 	 	 細砂粒・粗砂粒・
礫/良好/黒褐 口縁部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

第２48図	
PL.431 5 土師器	甕

	
口縁部～胴部片

口	 ２3.２	 	 	 細砂粒・粗砂粒・
礫/良好/にぶい黄
橙

口縁部は横ナデ、胴部はヘラ削り、器面摩滅のため単位不
鮮明。内面胴部はヘラナデ。

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第２5２図	
PL.43２ 1 須恵器	杯

	
5/6

口	
底
13.２	
7.２

高	 3.9	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/黄灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第２5２図	
PL.43２ ２ 須恵器	杯

	
1/２

口	
底
13.4	
8.０

高	 3.０	 細砂粒/還元焔/褐
灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第２5２図	
PL.43２ 3 須恵器	杯

	
1/２

口	
底
13.8	
6.9

高	 3.1	 細砂粒・粗砂粒・
褐色粒/酸化焔/に
ぶい黄橙

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第２5２図	
PL.43２ 4 須恵器	杯

	
4/5

口	
底
13.1	
7.3

高	 3.7	 細砂粒・粗砂粒/
酸化焔・燻し/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第２5２図	
PL.43２ 5 須恵器	杯

	
ほぼ完形

口	
底
13.6	
7.8

高	 3.5	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第２5２図	
PL.43２ 6 須恵器	杯

	
1/２

口	
底
1２.9	
7.5

高	 3.4	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰白 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。 内面の底部に

墨書。
第２5２図	
PL.43２ 7 須恵器	杯

	
1/２

口	
底
14.２	
6.4

高	 4.5	 細砂粒/還元焔/灰
黄 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。 外面体部に墨

書。
第２5２図	
PL.43２ 8 須恵器	椀

	
1/5

口	
底
13.０	
7.０

高	 4.０	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。 外面の底部に

墨書。

第２5２図	
PL.43２ 9 須恵器	杯

	
体部下位～底部
片

底	 7.6	 細砂粒/還元焔/黄
灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

遺物観察表
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挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第２5２図	
PL.43２ 1０

須恵器	
杯

	
底部片

底	 7.０	 細砂粒/還元焔/灰
白 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。 外面の底部に

墨書。
第２5２図	
PL.43２ 11

須恵器	
椀

	
２/3

口	
底
15.7	
7.6

高	 6.5	 細砂粒・粗砂粒・
礫/還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。内面の底部に墨書。

第２5２図	
PL.43２ 1２

須恵器	
椀

	
口縁部～体部
1/3

口	
底
14.２	
7.２

高	 5.5	 細砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第２5２図	
PL.43２ 13

須恵器	
椀

	
体部下位～底部
片

底	 9.０	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰黄 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。外面の体部に墨書。

第２5２図	
PL.43２ 14

須恵器	
椀

	
口縁部～体部片

口	 13.6	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。 外面の体部に

墨書。
第２53図	
PL.43２ 15

須恵器	
椀

	
体部下位～底部

底	 7.7	 細砂粒・粗砂粒・
礫/還元焔/灰白 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第２53図	
PL.43２ 16

須恵器	
椀

	
体部下位～底部

底	 7.9	 細砂粒・粗砂粒・
礫/還元焔/灰白 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第２53図	
PL.43２ 17

須恵器	
椀

	
体部下位～底部
片

底	 7.０ 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第２53図	
PL.43２ 18

須恵器	
椀

	
体部下位～底部
片

底	 6.8	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰黄 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第２53図	
PL.43２ 19

灰釉陶器	
椀

	
1/6

口	
底
16.０	
8.２

高	 4.4	 微砂粒/還元焔/灰
黄

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転ヘラナデ、高台は
貼付。施釉方法は刷毛塗り、施釉は内外口縁部～体部と内
面底部。

光ヶ丘１号窯
式期古段階

第２53図	
PL.433 ２０

須恵器	
長頸壺

	
口縁部片

口	 1２.０	 細砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形。

第２53図	
PL.433 ２1

土師器	
台付甕

	
脚部片

脚	 8.6	 細砂粒/良好/にぶ
い黄橙 脚部は横ナデ。

第２53図	
PL.433 ２２

土師器	
台付甕

	
脚部片

脚	 9.1	 細砂粒/良好/にぶ
い褐 脚部は横ナデ。

第２53図	
PL.433 ２3

土師器	
甕

	
口縁部～胴部上
半片

口	 13.２	 細砂粒/良好/褐 口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ
ナデ。

第２53図	
PL.433 ２4

土師器	
甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 1０.9	 細砂粒/良好/橙 口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ
ナデ。

第２53図	
PL.433 ２5

土師器	
甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 1２.4	 細砂粒/良好/にぶ
い赤褐

口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ
ナデ。

第２53図	
PL.433 ２6

土師器	
甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 ２1.０	 細砂粒/良好/にぶ
い橙

口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ
ナデ。

第２53図	
PL.433 ２7

土師器	
甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 ２1.２	 細砂粒/良好/黒 口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ
ナデ。

第２53図	
PL.433 ２8

土師器	
甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 ２０.4	 細砂粒/良好/橙 口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ
ナデ。

第２53図	
PL.433 ２9

土師器	
甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 ２０.8	 細砂粒/良好/にぶ
い赤褐

口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ
ナデ。

第２53図	
PL.433 3０

土師器	
甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 ２０.8	 細砂粒/良好/明赤
褐

口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ
ナデ。

第２53図	
PL.433 31

土師器	
甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 19.8	 細砂粒/良好/明赤
褐

口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ
ナデ。

第２54図	
PL.433 3２

土師器	
甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 19.6	 細砂粒/良好/明赤
褐

外面口縁部に輪積み痕が残る。口縁部～頸部は横ナデ、胴
部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

第２54図	
PL.433 33

須恵器	
甕

	
口縁部片

細砂粒・粗砂粒・
礫/還元焔/案灰黄 ロクロ整形。

第２54図	
PL.433 34

石製品	
紡輪

	
完形

長	
幅
4.２	
4.２

厚	
重
1.9	
45.1 珪質粘板岩

正面は全体的に非常に滑らかであり周縁部に比較的幅の広
い線条痕がわずかに認められる。側面～裏面にかけてはな
だらかな稜がわずかに認められ面取り加工の痕跡と考えら
れる。孔径1０㎜。

第２54図	
PL.433 35

鉄製品	
釘

	
一部

長	
幅
(２.3)	
０.5

厚	
重
０.5	
1.1 脚部～体部の一部まで残存する。

第２54図	
PL.433 36

鉄製品	
釘

	
一部

長	
幅
(3.０)	
０.6

厚	
重
０.6	
1.8 頭部が欠損した釘。頭部の折り返し部分に近いか。

遺物観察表
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挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第２58図	
PL.433 1 土師器	鍔付鉢

	
口縁部～体部下
位

口	 16.4	 細砂粒・粗砂粒・
礫/良好/にぶい橙

口縁部下に鍔が貼付か、剥落痕がある。口縁部は横ナデ、
貼付痕の上下はナデ、体部はヘラ削り。内面は口唇部が横
ナデ、口縁部～体部はヘラナデ。

第２58図	
PL.433 ２ 須恵器	杯

	
1/3

口	
底
8.5	
4.6

高	 ２.8	 細砂粒・粗砂粒/
酸化焔/にぶい黄
橙

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第２58図	
PL.433 3 須恵器	杯

	
1/4

口	
底
9.8	
5.０

高	 ２.3	 細砂粒・粗砂粒/
酸化焔/にぶい黄
橙

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り後ナデ。 内外面の口縁
部に煤付着。

第２58図	
PL.433 4 須恵器	椀

	
体部下位～底部
片

底	 6.4	 細砂粒/還元焔/灰
白

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転ヘラナデ、高台は
貼付。

第２58図	
PL.433 5 須恵器	椀

	
体部下位～底部
片

底	 6.1	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第２58図	
PL.433 6 須恵器	椀

	
体部下位～底部
片

底	 4.8	 細砂粒・粗砂粒/
酸化焔/にぶい橙 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第２58図	
PL.433 7 須恵器	椀

	
体部下位～底部
片

底	 7.２	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第２58図	
PL.433 8 須恵器?	小瓶

	
胴部片

細砂粒・粗砂粒/
還元焔/黄灰

ロクロ整形、回転は右回りか。胴部下位は回転ヘラ削り。
外面上半に降灰付着。

第２58図	
PL.433 9 土師器	甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 ２6.０	 細砂粒・粗砂粒/
良好/黒褐

口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ
ナデ。

第２58図	
PL.433 1０

土師器	
甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 ２6.２	 細砂粒・粗砂粒/
良好/にぶい褐

口縁部～頸部と胴部の一部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内
面胴部はヘラナデ。

第２58図	
PL.433 11

土師器	
甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 ２1.8	 細砂粒/良好/褐 口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ
ナデ。

第２58図	
PL.433 1２

土師器	
甕

	
口縁部～胴部上
位片

細砂粒・粗砂粒/
良好/明赤褐

口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ
ナデ。

第２58図	
PL.433 13

土師器	
甕

	
口縁部～胴部上
位片

細砂粒・粗砂粒/
良好/赤褐 口縁部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

第２58図	
PL.433 14

土師器	
甑

	
胴部下位片

細砂粒・粗砂粒/
良好/にぶい橙

底部周囲は横ナデ、胴部下位はヘラ削り。内面胴部はヘラ
ナデ。

第２58図	
PL.434 15

土師器	
脚付鍋

	
脚部(三脚の一
脚)

	 	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
良好/にぶい橙 脚部は鍋身に接合。表裏左右各面ともナデ。

第２59図	
PL.434 16

土師器	
羽釜

	
口縁部～胴部上
位片

口	 ２4.1	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
良好/にぶい黄褐

鍔は貼付。口縁部は横ナデ、鍔の上下はナデ、胴部はヘラ
削り。内面はヘラナデ。

第２59図	
PL.434 17

土師器	
羽釜

	
口縁部～胴部上
位片

口	 ２２.6	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
良好/黒褐

鍔は貼付。口縁部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面は口唇
部が横ナデ、胴部はヘラナデ。

第２59図	
PL.434 18

土師器	
羽釜

	
口縁部～胴部上
位片

	 	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
良好/橙 鍔は貼付、鍔の上下は横ナデ。胴部はヘラ削り。

第２59図	
PL.434 19

土師器	
羽釜

	
口縁部～胴部上
位片

	 	 	 	 細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

鍔は貼付。口縁部は横ナデ、胴部はナデ、内面は器面摩滅
のため整形不明。

第２59図	
PL.434 ２０

須恵器	
皿

	
3/4

口	
底
1０.8	
6.２

高	 3.０	 細砂粒/酸化焔/に
ぶい黄橙

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り後高台を貼
付が剥落。

第２59図	
PL.434 ２1

鉄製品	
釘

	
一部欠損

長	
幅
(6.5)	
０.4

厚	
重
０.4	
8.4

頭部の先端と脚部が欠損する釘。有機質と炭が残存してい
る。

第２59図	
PL.434 ２２

鉄製品	
鎌か

	
破片

長	
幅
6.9	
２.２

厚	
重
０.5	
14.２ 錆に覆われており詳細不明。全体が錆でふくれている。

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第２61図	
PL.434 1 須恵器	杯

	
3/4

口	
底
1２.０	
6.０

高	 3.4	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。焼
成時の歪みが見られる。

第２61図	
PL.434 ２ 須恵器	椀

	
口縁部～体部片

口	 16.8	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰黄 ロクロ整形、回転は右回りか。

第２61図	
PL.434 3 土師器	甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 15.8	 	 	 細砂粒/良好/明赤
褐

口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ
ナデ。

遺物観察表
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挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第２61図	
PL.434 4 土師器	甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 17.２	 	 	 細砂粒/良好/明赤
褐

口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ
ナデ。

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第２63図	
PL.434 1 須恵器	杯

	
体部下位～底部
～片

底	 7.０	 	 	 細砂粒/還元焔/灰
白 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第２63図	
PL.434 ２ 土師器	甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 ２０.8	 	 	 細砂粒/良好/明赤
褐

外面頸部に輪積み痕が残る。口縁部～頸部は横ナデ、胴部
はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

第２63図	
PL.434 3 土師器	甕

	
口縁部～頸部片

口	 19.２	 	 	 細砂粒/良好/にぶ
い赤褐 口縁部は内外面とも横ナデ。

第２63図	
PL.434 4 土師器	甕

	
胴部下位～底部

底	 4.０	 	 	 細砂粒/良好/明赤
褐 底部と胴部はヘラ削り。内面はヘラナデ。

	
PL.434 5 土師器	甕

	
口縁部～頸部片

口	 17.０	 	 	 細砂粒/良好/にぶ
い赤褐 口縁部は横ナデ。

	
PL.434 6 土師器	甕

	
口縁部片

	 	 	 	 細砂粒/良好/明赤
褐 口縁部は横ナデ。

第２63図	
PL.434 7 鉄製品	紡茎

	
破片

長	
径
(8.3)	
０.5

-	
重
-	
5.6 断面円形。下端部および上部が欠損している。

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第２65図	
PL.434 1 須恵器	椀

	
1/4

口	
底
15	
8

高	 5.7	 細砂粒/還元焔/灰
黄 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第２65図	
PL.434 ２ 土師器	甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 ２1.8	 	 	 細砂粒/良好/明赤
褐

口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ
ナデ。

第２65図	
PL.434 3 土師器	甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 18.０	 	 	 細砂粒/良好/明赤
褐

口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ
ナデ。

第２65図	
PL.434 4 土師器	甕

	
胴部下位～底部
片

底		 4.０	 	 	 細砂粒/良好/褐 底部と胴部はヘラ削り。内面はヘラナデ。

第２65図	
PL.434 5 鉄製品	鎌

	
ほぼ完形

長	
-
16.9	
-

厚	
重
０.２	
73.5 柄の装着部は折り返される。先端部は欠損している。

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第２68図	
PL.435 1 黒色土器	椀

	
口縁部～体部片

口	
底
14.8	
7.4

	 	 細砂粒/酸化焔/橙 内面黒色処理。ロクロ整形、回転方向不明。

第２68図	
PL.435 ２ 須恵器	椀

	
口縁部～体部片

口	
底
13.8	
6.０

	 	 細砂粒/還元焔/浅
黄 ロクロ整形、回転は右回りか。

第２68図	
PL.435 3 須恵器	椀

	
口縁部～体部片

口	 15.6	 	 	 細砂粒/還元焔/浅
黄 ロクロ整形、回転は右回りか。

外面体部に焼
成前のヘラ刻
きか。

第２68図	
PL.435 4 須恵器	椀

	
体部～底部

底	 4.5	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/浅黄 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第２68図	
PL.435 5 須恵器	椀

	
口縁部～体部片

	 	 	 	 細砂粒/還元焔/灰
白 ロクロ整形、回転は右回りか。 外面の体部に

墨書。
第２68図	
PL.435 6 須恵器	椀

	
口縁部片

	 	 	 	 細砂粒/還元焔/に
ぶい黄 ロクロ整形。 外面の口縁部

に墨書。
第２68図	
PL.435 7 須恵器	鉢

	
体部下位片

底	 18.０	 	 	 細砂粒/酸化焔/に
ぶい赤褐 体部最下位はヘラ削り、下位はヘラナデ。内面はヘラナデ。

第２68図	
PL.435 8 灰釉陶器	皿

	
口縁部片

口	 19.２	 	 	 微砂粒/還元焔/オ
リーブ灰

ロクロ整形、回転は右回りか。体部下位は回転ヘラ削り。
施釉方法は刷毛塗りか。

光ヶ丘1号窯
式期

第２68図	
PL.435 9 土師器	甕

	
口縁部～胴部中
位片

口	 16.０	 	 	 細砂粒/酸化焔/に
ぶい黄橙 ロクロ整形。胴部は中位までヘラ削り。

第２68図	
PL.435 1０

土師器	
甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 19.8	 	 	 細砂粒/良好/浅黄
橙

口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ
ナデ。

第２68図	
PL.435 11

土師器	
甕

	
口縁部片

口	 18.8	 	 	 細砂粒/良好/にぶ
い黄橙 口縁部は内外面とも横ナデ。

第２68図	
PL.435 1２

土師器	
甕

	
1/２

口	
底
19.4	
4.8

高	 ２5.０	 細砂粒・粗砂粒/
良好/明黄橙

口縁部～頸部は横ナデ、胴部と底部はヘラ削り。内面は底
部～胴部がヘラナデ。

	
PL.435 13

土師器	
甕

	
口縁部～胴部上
位片

	 	 	 	 細砂粒/良好/浅黄
橙 口縁部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

遺物観察表
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挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

	
PL.435 14

土師器	
甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 18.０	 	 	 細砂粒/良好/浅黄
橙

口縁部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部は木目痕が残
るヘラナデ。

	
PL.435 15

土師器	
甕

	
口縁部片

口	 19.０	 	 	 細砂粒/良好/褐 外面頸部に輪積み痕が残る。口縁部は横ナデ、口唇端部に
１条の凹線が巡る。

	
PL.435 16

土師器	
甕

	
口縁部片

口	 1０.０	 	 	 細砂粒/良好/橙 ロクロ整形か。 ロクロ土師器

	
PL.435 17

土師器	
甕

	
口縁部片

口	 18.０	 	 	 細砂粒/良好/橙 口縁部は横ナデ。

	
PL.435 18

土師器	
甕

	
口縁部片

口	 （２０.０） 	 	 細砂粒/良好/橙 口縁部は横ナデ。

	
PL.435 19

須恵器	
不明

	
口縁部片

	 	 	 	 細砂粒/酸化焔/に
ぶい黄橙 ロクロ整形、回転方向不明。 鉢か。

第２68図	
PL.435 ２０

須恵器	
甕

	
胴部上位～胴部
1/3

	 	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰白 内外面とも胴部中位はヘラナデ、頸部付近はロクロ整形。

第２69図	
PL.435 ２1

須恵器	
甕

	
胴部下位～底部
片

	 	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰　 内外面とも叩き痕、アテ具痕をナデ消している。

第２68図	
PL.435 ２２

須恵器	
甕

	
胴部片

	 	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/暗褐

外面は平行叩き痕が残るが、内面はアテ具痕がナデ消され
ている。

第２68図	
PL.435 ２3

須恵器	
甕

	
胴部片

	 	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰

外面は平行叩き痕が残る。内面はヘラナデでアテ具痕は消
されている。

第２68図	
PL.435 ２4

須恵器	
甕

	
口縁部片

	 	 	 	 細砂粒・粗砂粒・
礫/還元焔/オリー
ブ黒

ロクロ整形。

第２69図	
PL.435 ２5

須恵器	
羽釜

	
口縁部片

口	 18.０	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
酸化焔/灰黄 ロクロ整形。鍔は貼付、胴部は鍔へ向けてのヘラ削り。

第２69図	
PL.435 ２6

須恵器	
羽釜

	
口縁部～胴部上
位片

	 	 	 	 細砂粒・粗砂粒・
礫/酸化焔/暗灰黄 ロクロ整形。鍔は貼付。胴部はヘラ削り。

第２69図	
PL.435 ２7

須恵器	
羽釜

	
口縁部～胴部上
位片

	 	 	 	 細砂粒・粗砂粒・
礫/酸化焔/暗灰黄 ロクロ整形。鍔は貼付。胴部はヘラ削り。

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第２7２図	
PL.436 1 黒色土器	椀

	
口縁部片

口	 14.8	 	 	 細砂粒/酸化焔/褐 内面黒色処理。ロクロ整形、回転は右回りか。内面は横方向のヘラミガキ。
第２7２図	
PL.436 ２ 黒色土器	椀

	
底部片

底	 6.4	 	 	 細砂粒/酸化焔/に
ぶい黄橙

内面黒色処理。ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸
切り無調整。

第２7２図	
PL.436 3 須恵器	皿

	
3/4

口	
底
13.２	
8.4

高	 ２.5	 細砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

	
PL.436 4 須恵器	杯

	
口縁部片

	 	 	 	 細砂粒/還元焔/灰
白 ロクロ整形、回転は右回りか。

第２7２図	
PL.436 5 須恵器	椀

	
口縁部～体部片

口	 15.8	 	 	 細砂粒/還元焔/暗
黄灰 ロクロ整形、回転は右回りか。

第２7２図	
PL.436 6 須恵器	椀

	
体部下位～底部
片

底	 5.8	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰白 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第２7２図	
PL.436 7 須恵器	椀

	
底部片

底	 7.２	 	 	 細砂粒・粗砂粒・
礫/還元焔/灰白

ロクロ整形、回転は右回りか。底部切り離し技法不明、高
台は貼付。

第２7２図	
PL.436 8 灰釉陶器	椀

	
口縁部片

口	 15.8	 	 	 微砂粒/還元焔/灰
白 ロクロ整形、回転方向不明。施釉方法不明。

第２7２図	
PL.436 9 土師器	小型甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 1０.6	 	 	 細砂粒/良好/橙 口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ
ナデ。

第２7２図	
PL.436 1０

土師器	
甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 17.8	 	 	 細砂粒/良好/明黄
褐

口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削りか、器面摩滅のた
め不鮮明。内面胴部はヘラナデ。

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

	
PL.436 1 土師器	甕

	
口縁部片

	 	 	 	 細砂粒/良好/橙 口縁部は横ナデ。

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第２74図	
PL.436 1 須恵器	杯

	
1/3

口	
底
7.8	
4.０

高	 3.０	 細砂粒/酸化焔/橙 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

遺物観察表
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挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

	
PL.436 ２ 土師器	小型甕

	
底部片

底	 6.０	 	 	 細砂粒/良好/明褐 底部・胴部ともヘラ削り、内面はヘラナデ。

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第２76図	
PL.436 1 須恵器	壺

	
底部片

底	 8.4	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/褐灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第２76図	
PL.436 ２ 須恵器	甕

	
胴部下位～底部
片

底	 15.6	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/浅黄

底部と胴部の底部周囲はヘラ削り、胴部下位はヘラナデ、
器面摩滅のため単位不鮮明。内面はヘラナデ。

第２76図	
PL.436 3 須恵器	甕

	
胴部下位片

底	 1２.4	 	 	 細砂粒・粗砂粒・
礫/還元焔/にぶい
黄褐

胴部は底部周囲にヘラ削り、下位はヘラナデ。内面はヘラ
ナデ。

第２76図	
PL.436 4 須恵器	甕

	
胴部片

	 	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰

外面は平行叩き痕が残るが、内面はアテ具痕がかすかに残
るがほとんどナデ消されている。

第２76図	
PL.436 5 須恵器	甕

	
胴部片

	 	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰黄

外面は残存部下半が斜め、上半が横方向のヘラナデにより
叩き痕を消している。内面はアテ具痕がかすかに残るがほ
とんどナデ消されている。

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第２78図	
PL.436 1 須恵器	杯

	
1/3

口	
底
1２.２	
6.6

高	 3.5	 細砂粒・粗砂粒・
礫/還元焔・燻し/
オリーブ黒

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。 外面体部に墨
書。

第２78図	
PL.436 ２ 須恵器	杯

	
口縁部～体部片

口	 13.8	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰白 ロクロ整形、回転は右回りか。

第２78図	
PL.436 3 土師器	小型甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 11.6	 	 	 細砂粒/良好/にぶ
い赤褐

口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ
ナデ。

第２78図	
PL.436 4 土師器	甕

　	
口縁部～胴部上
位片

口	 ２２.０	 	 	 細砂粒/良好/明赤
褐

外面口縁部に輪積み痕が残る。口縁部～頸部は横ナデ、胴
部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

第２78図	
PL.436 5 土師器	甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 17.9	 	 	 細砂粒/良好/橙 外面口縁部に輪積み痕が残る。口縁部～頸部は横ナデ、胴
部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

第２78図	
PL.436 6 土師器	甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 17.4	 	 	 細砂粒/良好/にぶ
い赤褐

外面口縁部に輪積み痕が残る。口縁部～頸部は横ナデ、胴
部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

第２78図	
PL.436 7 土師器	甕

	
胴部下位～底部
片

底	 5.6	 	 	 細砂粒/良好/にぶ
い橙 底部と胴部はヘラ削り。内面はヘラナデ。

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第２8０図	
PL.437 1 須恵器	杯

	
体部下位～底部
片

底	 9.２	 	 	 細砂粒/還元焔/灰
白 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第２8０図	
PL.437 ２ 須恵器	椀

	
口縁部片

口	 13.6	 	 	 細砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形、回転方向不明。

第２8０図	
PL.437 3 土師器	甕

	
胴部下位～底部
片

底	 4.8	 	 	 細砂粒/良好/にぶ
い黄橙 底部と胴部はヘラ削り。内面はヘラナデ。

第２8０図	
PL.437 4 土師器	甕

	
口縁部～胴部上
位片

	 	 	 	 細砂粒/良好/橙 口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ
ナデ。

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第２81図	
PL.437 1 須恵器	杯

	
底部1/4

底	 7.０	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第２81図	
PL.437 ２ 須恵器	椀

	
口縁部～体部片

口	 1０.8	 細砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回りか。胴部下位は回転ヘラ削り。外面上半に降灰付着。

第２81図	
PL.437 3 土師器	甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 17.8	 	 	 細砂粒/良好/明赤
褐

口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ
ナデ。

第２81図	
PL.437 4 土師器	甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 19.8	 	 	 細砂粒/良好/明赤
褐

口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ
ナデ。

第２81図	
PL.437 5 土師器	甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 19.8	 	 	 細砂粒/良好/赤褐 口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

遺物観察表
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挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

	
PL.437 1 須恵器	羽釜

	
口縁部～胴部上
位片

	 	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
酸化焔/橙 ロクロ整形、回転方向不明。鍔は貼付。胴部はヘラ削りか。

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第２86図	
PL.437 1 須恵器	杯

	
完形

口	
底
13.２	
7.4

高	 3.3	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第２86図	
PL.437 ２ 須恵器	杯

	
完形

口	
底
13.7	
7.０

高	 3.7	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰白 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第２86図	
PL.437 3 須恵器	杯

	
1/２

口	
底
13.２	
8.０

高	 3.4	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔・燻し/灰

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。底
部は疑似高台状を呈す。

第２86図	
PL.437 4 須恵器	鉢or椀

	
体部下位～底部
片

底	 7.6	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰黄

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。体
部の整形は器面剥離のため不明。

第２86図	
PL.437 5 土師器	甕

	
口縁部～胴部上
半片

口	 ２1.6	 	 	 細砂粒/良好/明赤
褐

口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ
ナデ。　

第２86図	
PL.437 6 土師器	甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 ２２.２	 	 	 細砂粒/良好/明赤
褐

外面口縁部に輪積み痕が残る。口縁部～頸部は横ナデ、胴
部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

第２86図	
PL.437 7 土師器	甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 19.8	 	 	 細砂粒/良好/赤褐 口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

第２86図	
PL.437 8 土師器	甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 19.4	 	 	 細砂粒/良好/明赤
褐

口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ
ナデ。

第２86図	
PL.437 9 土師器	甕

	
口縁部片

口	 19.8	 	 	 細砂粒/良好/にぶ
い黄橙 口縁部は内外とも横ナデ。

第２86図	
PL.437 1０

土師器	
甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 11.6	 	 	 細砂粒/良好/明褐 外面頸部に輪積み痕が残る。口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

第２86図	
PL.437 11

土師器	
甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 14.6	 	 	 細砂粒/良好/黒褐 口縁部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

第２86図	
PL.437 1２

土師器	
甕

	
胴部下位～底部

底	 3.4	 	 	 細砂粒/良好/明赤
褐 底部と胴部はヘラ削り。内面はヘラナデ。

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第２88図	
PL.437 1 黒色土器	椀

	
1/２

底	 6.6	 	 	 細砂粒/還元焔/灰 内外面とも黒色処理。ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。
第２88図	
PL.437 ２ 須恵器	杯

	
２/3

口	
底
13.8	
7.4

高	 3.3	 細砂粒・粗砂粒・
礫/還元焔/灰黄 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第２88図	
PL.437 3 須恵器	杯

	
２/3

口	
底
14.２	
7.3

高	 3.9	 細砂粒・粗砂粒・
礫/還元焔/灰黄 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第２89図	
PL.437 4 須恵器	杯

	
２/3

口	
底
1２.9	
7.4

高	 3.4	 細砂粒/還元焔/黄
灰

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。底
部は疑似高台状を呈す。

第２89図	
PL.437 5 須恵器	杯

	
２/3

口	
底
13.２	
7.０

高	 3.5	 細砂粒/還元焔/黄
灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第２89図	
PL.437 6 須恵器	杯

	
1/3

口	
底
13.5	
7.２

高	 3.3	 細砂粒/還元焔/灰
白

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整、切
り離しは２度行われている。

第２89図	
PL.437 7 須恵器	椀

	
1/２

口	
底
14.3	
7.０

高	 4.9	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第２89図	
PL.438 8 須恵器	椀

	
２/3

口	
底
15.3	
8.8

高	 5.9	 細砂粒/還元焔/灰
黄 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第２89図	
PL.438 9 須恵器	椀

	
口縁部片

口	 1２.２	 	 	 細砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回りか。

第２89図	
PL.438 1０

須恵器	
椀

	
底部

底	 6.8	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔・燻し/暗
灰

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り後回転ヘラ
ナデ、高台は貼付。

内面に焼成後
の刻書。

第２89図	
PL.438 11

土師器	
甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 19.6	 	 	 細砂粒/良好/にぶ
い褐

口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ
ナデ。

第２89図	
PL.438 1２

土師器	
甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 ２1.２	 	 	 細砂粒/良好/にぶ
い赤褐

外面口縁部に輪積み痕が残る。口縁部～頸部は横ナデ、胴
部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

第２89図	
PL.438 13

土師器	
甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 ２3.8	 	 	 細砂粒/良好/明赤
褐

口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ
ナデ。

遺物観察表
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挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第２89図	
PL.438 14

土師器	
甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 ２3.8	 	 	 細砂粒/良好/明赤
褐

口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ
ナデ。

第２89図	
PL.438 15

土師器	
甕

	
口縁部～胴部下
位

口	 19.8	 	 	 細砂粒/良好/明赤
褐

外面口縁部に輪積み痕が残る。口縁部～頸部は横ナデ、胴
部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

第２89図	
PL.438 16

土師器	
甕

	
口縁部～胴部上
位

口	 13.２	 	 	 細砂粒/良好/にぶ
い赤褐

外面頸部に輪積み痕が残る。口縁部～頸部は横ナデ、胴部
はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

	
PL.438 17

土師器	
甕

	
口縁部片

口	 （２０.０）	 	 	 細砂粒/良好/にぶ
い赤褐 口縁部は横ナデ。

第２89図	
PL.438 18

須恵器	
甕

	
胴部片

	 	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰

外面は平行叩き痕が残るが、内面はアテ具痕がナデ消され
ている。

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第２91図	
PL.438 1 須恵器	杯

	
1/3

口	
底
13.０	
1０.０

高	 3.4	 細砂粒/還元焔/灰
白 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第２91図	
PL.438 ２ 須恵器	椀

	
底部1/２

底	 8.２	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第２91図	
PL.438 3 須恵器	椀

	
1/２

口	
底
16.０	
8.２

高	 6.０	 細砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第２9２図	
PL.438 1 須恵器	椀

	
体部下位～底部
1/２

底	 8.０	 	 	 細砂粒・粗砂粒少
量/還元焔/灰白

ロクロ整形、回転方向不明。底部切り離し方法不明、高台
は貼付。

第２9２図	
PL.438 ２ 須恵器	羽釜

	
口縁部～胴部上
位片

口	
鍔
２０.０	
２1.8

	 	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰黄

ロクロ整形、回転は右回り。外面胴部に輪積み痕が残る。
鍔は貼付。

第２9２図	
PL.438 3 須恵器	羽釜

	
口縁部～胴部下
位片

口	 17.7	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
酸化焔/灰黄 ロクロ整形。鍔は貼付。胴部はヘラ削り。

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第２93図	
PL.439 1 須恵器	椀

	
２/3

口	
底
14.6	
7.4

高	 5.5	 細砂粒・粗砂粒・
礫(長石他)/還元
焔/黄灰

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第２93図	
PL.439 ２ 土師器	甕

	
口縁部～胴部
1/4

口	 1２.4	 	 	 細砂粒/酸化焔/に
ぶい黄褐 ロクロ整形、回転方向不明。

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第２95図	
PL.439 1 須恵器	椀

	
口縁部片

口	 15.4	 	 	 細砂粒/還元焔/灰
白 ロクロ整形、回転は右回りか。

第２95図	
PL.439 ２ 須恵器	椀

	
体部～底部片

底	 6.２	 	 	 細砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第２95図	
PL.439 3 須恵器	椀

	
1/２

口	
底
13.8	
6.4

高	 6.２	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰黄

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整、体
部下位はヘラナデ及びナデ。

第２95図	
PL.439 4 灰釉陶器	椀

	
1/5

口	
底
13.6	
6.4

高	 4.6	 微砂粒/還元焔/灰
白

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転ヘラナデ、高台は
貼付。施釉方法は漬け掛け。

大原２号窯式
期

第２95図	
PL.439 5 灰釉陶器	椀

	
底部1/２

底	 8.4	 	 	 微砂粒/還元焔/黄
灰

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転ヘラナデ、高台は
貼付。施釉方法は漬け掛け。

虎渓山1号窯
式期

第２95図	
PL.439 6 土師器	甕

	
口縁部片

口	 16.０	 	 	 細砂粒/良好/明赤
褐 口縁部～頸部は横ナデ。

	
PL.439 7 土師器	甕

	
口縁部片

口	 約２０.０	 	 	 細砂粒/良好/赤褐 口縁部は横ナデ。

第２95図	
PL.439 8 土師器	甕

	
口縁部片

口	 ２4.8	 	 	 細砂粒/良好/暗褐 口縁部は内外とも横ナデ。

第２96図	
PL.439 9 須恵器	壺

	
口縁部片

口	 14.０	 	 	 細砂粒/還元焔/黒
褐 ロクロ整形、回転方向不明。

第２96図	
PL.439 1０

須恵器	
甕

	
口縁部～胴部片

口	 ２6.8	 	 	 細砂粒・粗砂粒少
量/還元焔/暗赤灰 ロクロ整形、回転方向不明。胴部下半はヘラ削り。

遺物観察表
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挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第２95図	
PL.439 11

須恵器	
甕

	
頸部～胴部片

	 	 	 	 細砂粒・粗砂粒少
量/還元焔/黄灰 ロクロ整形、回転方向不明。

第２96図	
PL.439 1２

須恵器	
羽釜

	
口縁部～胴部上
位片

	 	 	 	 細砂粒・粗砂粒・
礫/酸化焔/にぶい
褐

ロクロ整形。鍔は貼付。胴部はヘラ削り。

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第２98図	
PL.439 1 須恵器	杯

	
1/２

口	
底
1２.8	
8.０

高	 3.２	 細砂粒・粗砂粒・
礫/酸化焔/浅黄 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第２98図	
PL.439 ２ 土師器	甕

	
口縁部～頸部片

口	 19.０	 	 	 細砂粒/良好/明赤
褐

口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ
ナデ。

第２98図	
PL.439 3 土師器	甕

	
口縁部～頸部片

口	 19.２	 	 	 細砂粒/良好/にぶ
い褐 口縁部～頸部は横ナデ。

第２98図	
PL.439 4 土師器	甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 18.8	 	 	 細砂粒/良好/にぶ
い褐

口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ
ナデ。

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第3００図	
PL.439 1 須恵器	皿

	
２/3

口	
底
1２.6	
6.8

高	 3.1	 細砂粒/やや酸化
焔きみ/灰白 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り。高台は貼付。

第3００図	
PL.439 ２ 須恵器	杯

	
1/5

口	
底
14.4	
8.２

高	 3.8	 細砂粒/還元焔/灰
黄 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第3００図	
PL.439 3 須恵器	杯

	
底部片

底	 7.０	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰白 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第3００図	
PL.439 4 須恵器	杯

	
底部片

底	 7.０	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰黄 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第3００図	
PL.439 5 須恵器	椀

	
1/２

口	
底
18.8	
9.０

	 	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰白

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り後回転ヘラ
ナデ、高台は貼付が剥落。

第3００図	
PL.439 6 須恵器	椀

	
口縁部～体部片

口	
底
15.4	
6.6

	 	 細砂粒/酸化焔/に
ぶい黄橙 ロクロ整形、回転は右回りか。

第3００図	
PL.439 7 須恵器	椀

	
体部～底部片

底	 7.6	 	 	 細砂粒・粗砂粒・
礫/還元焔/灰白

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼
付。内面底部に重焼き痕が見られる。

第3００図	
PL.439 8 須恵器	椀

	
体部下位～底部
片

底	 6.4	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰黄 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

	
PL.439 9 須恵器	椀

	
口縁部片

	 	 	 	 細砂粒/還元焔/灰
白 ロクロ整形、回転は右回りか。

	
PL.439 1０

須恵器	
椀

	
口縁部片

	 	 	 	 細砂粒/還元焔/黄
灰 ロクロ整形、回転は右回りか。

	
PL.439 11

須恵器	
椀

	
高台部片

台	 8.０	 	 	 細砂粒/還元焔/黄
灰 高台は貼付、高台の底部との接合面に回転糸切り痕が転写。

第０００図	
PL.439 1２

土師器	
甕

	
胴部下位～底部
片

底	 5.０	 	 	 細砂粒/良好/にぶ
い黄褐 底部と胴部はヘラ削り。内面はヘラナデ。

第3００図	
PL.439 13

土師器	
甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 19.２	 	 	 細砂粒/良好/明赤
褐

外面頸部に輪積み痕が残る。口縁部～頸部は横ナデ、胴部
はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

第3００図	
PL.44０ 14

土師器	
甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 ２7.２	 	 	 細砂粒/良好/にぶ
い橙

外面頸部に輪積み痕が残る。口縁部～頸部は横ナデ、胴部
はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

	
PL.44０ 15

土師器	
甕

	
口縁部～頸部

口	 ２０.4	 	 	 細砂粒/良好/にぶ
い橙 頸部に輪積み痕が残る。口縁部は横ナデ。

	
PL.44０ 16

土師器	
甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 19.０	 	 	 細砂粒/良好/橙 口縁部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

	
PL.44０ 17

土師器	
甕

	
口縁部～胴部上
位片

	 	 	 	 細砂粒/良好/明赤
褐 口縁部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

	
PL.44０ 18

土師器	
甕

	
口縁部～頸部

	 	 	 	 細砂粒/良好/明赤
褐 口縁部に輪積み痕が残る。口縁部は横ナデ、頸部はナデ。

第3００図	
PL.44０ 19

須恵器	
羽釜

	
口縁部～胴部上
位片

口	
鍔
18.4	
２２.２

	 	 細砂粒/酸化焔/暗
灰黄

ロクロ整形。鍔は貼付。胴部は鍔へ向けてのヘラ削り。内
面の鍔裏に指頭痕が残る。

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第3０1図	
PL.44０ 1 須恵器	杯

	
1/4

口	
底
13.7	
7.6

高	 3.1	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰黄 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

遺物観察表
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挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第3０1図	
PL.44０ ２ 土師器	甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 1２.8	 	 	 細砂粒/良好/明赤
褐

口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ
ナデ。

第3０1図	
PL.44０ 3 土師器	甕

	
口縁部～頸部片

口	 15.０	 	 	 細砂粒/良好/にぶ
い赤褐

口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ
ナデ。

第3０1図	
PL.44０ 4 土師器	甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 ２０.6	 	 	 細砂粒/良好/赤褐 口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

第3０1図	
PL.44０ 5 土師器	甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 ２1.０	 	 	 細砂粒/良好/にぶ
い赤褐

口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ
ナデ。

第3０1図	
PL.44０ 6 土師器	甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 ２０.２	 	 	 細砂粒/良好/赤褐 外面口縁部に輪積み痕が残る。口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

第3０1図	
PL.44０ 7 土師器	甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 19.8	 	 	 細砂粒/良好/褐 内面頸部に輪積み痕が残る。口縁部～頸部は横ナデ、胴部
はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第3０6図	
PL.44０ 1 黒色土器	椀

	
1/3

口	
底
14.２	
7.4

高	 5.5	 細砂粒・粗砂粒/
酸化焔/にぶい黄
橙

内面黒色処理。ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸
切り無調整。内面は底部～体部下半に放射状、体部上半～
口縁部に横方向のヘラミガキ。

外面の底部に
墨書。

第3０6図	
PL.44０ ２ 黒色土器	椀

	
1/4

口	
底
1２.8	
6.０

高	 5.4	 細砂粒・粗砂粒/
酸化焔/にぶい黄
橙

内面黒色処理。ロクロ整形、回転は右回りか。底部は回転
糸切り後周囲をヘラ削りか。内面は底部～体部に放射状、
口縁部に横方向のヘラミガキ。

第3０6図	
PL.44０ 3 黒色土器	椀

	
底部片

底	 6.4	 	 	 細砂粒/酸化焔/に
ぶい黄橙

内面黒色処理。ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸
切り無調整。内面はヘラミガキ、器面摩滅のため単位不鮮
明。

第3０6図	
PL.44０ 4 黒色土器	椀

	
体部～底部片

底	 7.6	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
酸化焔/にぶい橙

内面黒色処理。ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸
切り無調整。内面はヘラミガキ、単位不鮮明。

第3０6図	
PL.44０ 5 須恵器	杯

	
1/3

口	
底
14.２	
8.２

高	 3.6	 細砂粒・粗砂粒・
礫/還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第3０6図	
PL.44０ 6 須恵器	杯

	
1/3

口	
底
13.8	
7.２

高	 3.6	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/黄灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第3０6図	
PL.44０ 7 須恵器	杯

	
1/4

口	
底
1２.２	
5.6

高	 3.5	 細砂粒/還元焔/灰
白 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第3０6図	
PL.44０ 8 須恵器	椀

	
1/4

口	
底
1２.6	
5.8

高	 4.1	 細砂粒/還元焔/灰
白 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第3０6図	
PL.44０ 9 須恵器	杯

	
1/3

口	
底
13.6	
7.6

高	 3.5	 細砂粒・粗砂粒・
礫/還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第3０6図	
PL.44０ 1０

須恵器	
杯

	
1/3

口	
底
1２.6	
7.０

高	 3.4	 細砂粒・粗砂粒・
礫/還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第3０6図	
PL.44０ 11

須恵器	
杯

	
口縁部～体部片

口	 15.8	 	 	 細砂粒/還元焔/灰
黄 ロクロ整形、回転は右回りか。

第3０6図	
PL.44０ 1２

須恵器	
杯

	
体部～底部２/3

底	 6.5	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第3０6図	
PL.44０ 13

須恵器	
杯

	
体部～底部片

底	 8.6	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/黄灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第3０6図	
PL.44０ 14

須恵器	
杯

	
体部下位～底部
片

底	 7.6	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰白 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第3０6図	
PL.44０ 15

須恵器	
椀

	
1/4

口	
底
14.０	
7.8

高	 5.4	 細砂粒/還元焔/灰
白 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第3０6図	
PL.44０ 16

須恵器	
椀

	
1/3

口	
底
13.8	
7.4

高	 5.9	 細砂粒・粗砂粒・
礫/還元焔/黄灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第3０6図	
PL.44０ 17

須恵器	
椀

	
1/4

口	
底
14.6	
8.０

高	 5.4	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/淡黄 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第3０6図	
PL.44０ 18

須恵器	
椀

	
体部～底部片

底	 7.２	 	 	 細砂粒/還元焔/灰
白 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第3０6図	
PL.44０ 19

須恵器	
椀

	
体部下位～底部
1/２

底	 7.6	 	 	 細砂粒・粗砂粒少
量/還元焔/灰　 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第3０6図	
PL.44０ ２０

土師器	
台付甕

	
脚1/２

脚	 9.4	 	 	 細砂粒/良好/橙 脚部は横ナデ。

	
PL.44０ ２1

土師器	
台付甕

	
底部

底	 （２.０）	 	 	 細砂粒/良好/赤褐 脚部は貼付。底部周囲は横ナデ。

	
PL.44０ ２２

土師器	
台付甕

	
底部

底	 （3.０）	 	 	 細砂粒/良好/赤褐 脚部は貼付。胴部はヘラ削り、底部周囲は横ナデ。

第3０7図	
PL.441 ２3

土師器	
甕

	
口縁部～胴部上
半

口	 19.5	 	 	 細砂粒/良好/橙 口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ
ナデ。

第3０7図	
PL.441 ２4

土師器	
甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 18.3	 	 	 細砂粒/良好/明赤
褐

口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ
ナデ。

遺物観察表
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挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第3０7図	
PL.441 ２5

土師器	
甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 1２.8	 	 	 細砂粒/良好/にぶ
い褐

口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ
ナデ。

第3０7図	
PL.441 ２6

土師器	
甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 19.０	 	 	 細砂粒/良好/褐 口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ
ナデ。

第3０7図	
PL.441 ２7

土師器	
甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 ２２.4	 	 	 細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ
ナデ。

第3０7図	
PL.441 ２8

土師器	
甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 18.２	 	 	 細砂粒/良好/橙 口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ
ナデ。

第3０7図	
PL.441 ２9

土師器	
甕

	
口縁部～頸部片

口	 17.8	 	 	 細砂粒/良好/明赤
褐 口縁部～頸部は横ナデ。

第3０7図	
PL.441 3０

土師器	
甕

	
胴部下位～底部
片

底	 5.4	 	 	 細砂粒/良好/明赤
褐 底部と体部はヘラ削り。内面はヘラナデ。

	
PL.441 31

土師器	
甕

	
口縁部片

	 	 	 	 細砂粒/良好/橙 口縁部は横ナデ。

	
PL.441 3２

土師器	
甕

	
口縁部～頸部片

口	 19.０	 	 	 細砂粒/良好/赤褐 口縁部は横ナデ、頸部はナデ。

第3０7図	
PL.441 33

石製品	
不明

	
不明

長	
幅
(19.5)	
(13.6)

厚	
重
(２.5)	
8０9.4 粗粒輝石安山岩

内面及び外面は曲面で構成され明確な工具痕は認められな
い。

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第311図	
PL.441 1 黒色土器	椀

	
口縁部～体部片

口	
底
11.8	
4.8

	 	 細砂粒/酸化焔/黒 内外面黒色処理。ロクロ整形、回転は右回りか。

第311図	
PL.441 ２ 須恵器	杯

	
3/4

口	
底
1２.7	
7.6

高	 3.8	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第311図	
PL.441 3 須恵器	杯

	
ほぼ完形

口	
底
1２.6	
6.6

高	 3.3	 細砂粒・粗砂粒・
礫/還元焔/黒褐 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。 外面の体部に

墨書。
第311図	
PL.441 4 須恵器	杯

	
２/3

口	
底
13.6	
7.０

高	 3.3	 細砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第311図	
PL.441 5 須恵器	杯

	
1/4

口	
底
14.4	
8.4

高	 ２.9	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/黄灰

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。内
面口縁部に漆または煤が付着。

第311図	
PL.441 6 須恵器	杯

	
体部～底部1/4

底	 7.6	 	 	 細砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第311図	
PL.441 7 須恵器	杯

	
底部1/２

底	 8.０	 	 	 細砂粒・粗砂粒少
量/還元焔/灰 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第311図	
PL.441 8 須恵器	椀

	
２/3

口	
底
16.3	
9.０

高	 6.２	 細砂粒・粗砂粒・
礫/還元焔/灰黄 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第311図	
PL.441 9 須恵器	椀

	
体部下位～底部
片

底	 8.8	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰黄 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第311図	
PL.441 1０

須恵器	
長頸壺か

	
胴部下半片

	 	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回りか。胴部下位は回転ヘラ削り。

第311図	
PL.441 11

土師器	
台付甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 1０.8	 	 	 細砂粒/良好/にぶ
い赤褐

口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ
ナデ。

第311図	
PL.441 1２

土師器	
台付甕

	
脚部片

脚	 8.4	 	 	 細砂粒/良好/にぶ
い褐 内外面とも横ナデ。

第311図	 13 土師器	台付甕
	
脚部

脚	 8.０	 	 	 細砂粒/良好/褐 内外面とも横ナデ。

第311図	
PL.44２ 14

土師器	
甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 ２０.０	 	 	 細砂粒/良好/赤褐 外面頸部に輪積み痕が残る。口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

第31２図	
PL.44２ 15

土師器	
甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 19.8	 	 	 細砂粒/良好/明赤
褐

口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ
ナデ。

第31２図	
PL.44２ 16

土師器	
甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 19.２	 	 	 細砂粒/良好/明赤
褐

口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ
ナデ。

第31２図	
PL.44２ 17

土師器	
甕

	
口縁部～胴部上
半

口	 14.２	 	 	 細砂粒/良好/褐 内面頸部に輪積み痕が残る。口縁部～頸部は横ナデ、胴部
はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

第31２図	
PL.44２ 18

土師器	
甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 ２1.6	 	 	 細砂粒/良好/にぶ
い赤褐

口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ
ナデ。

第31２図	
PL.44２ 19

土師器	
甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 13.4	 	 	 細砂粒/良好/明赤
褐

口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ
ナデ。

第31２図	
PL.44２ ２０

土師器	
甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 17.8	 	 	 細砂粒/良好/橙 口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ
ナデ。

遺物観察表



73号竪穴建物出土遺物

76号竪穴建物出土遺物

576

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第31２図	
PL.44２ ２1

土師器	
甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 ２1.０	 	 	 細砂粒/良好/橙 外面口縁部に輪積み痕が残る。口縁部～頸部は横ナデ、胴
部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

第31２図	
PL.44２ ２２

土師器	
甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 19.２	 	 	 細砂粒/良好/にぶ
い赤褐

外面口縁部に輪積み痕が残る。口縁部～頸部は横ナデ、胴
部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

第31２図	
PL.44２ ２3

土師器	
甕

	
口縁部～胴部上
位片

	 	 	 	 細砂粒/良好/明赤
褐

口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ
ナデ。

第31２図	
PL.44２ ２4

土師器	
甕

	
胴部下位～底部
片

底	 3.3	 	 	 細砂粒/良好/にぶ
い褐 底部と胴部はヘラ削り。内面はヘラナデ。

第31２図	
PL.44２ ２5

土師器	
甕

	
胴部下位～底部
片

底	 4.1	 	 	 細砂粒/良好/褐 底部と胴部はヘラ削り。内面はヘラナデ。

	
PL.44２ ２6

土師器	
甕

	
口縁部片

口	 ２０.０	 	 	 細砂粒/良好/明赤
褐 口縁部は横ナデ。

	
PL.44２ ２7

土師器	
甕

	
口縁部片

口	 18.０	 	 	 細砂粒/良好/橙 口縁部は横ナデ。 　

	
PL.44２ ２8

土師器	
甕

	
口縁部～胴部上
位片

	 	 	 	 細砂粒/良好/明赤
褐 口縁部は横ナデ、内面胴部はヘラナデ。

第31２図	
PL.44２ ２9

須恵器	
甕

	
口縁部片

口	 ２4.０	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。口縁部下半はヘラナデ。

第31２図	
PL.44２ 3０

石製品	
砥石

	
完形

長	
幅
4.２	
3.4

厚	
重
２.２	
54.3 変質デイサイト

表裏面と左右両側面は全体的に非常に滑らかであり砥面と
判断される。下部小口面も全体的に非常に滑らかであり砥
面として利用された可能性がある。上部小口面は部分的に
平滑面が認められ折断(破損)後にこの形態で機能したと考
えられる。

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第315図	
PL.44２ 1 黒色土器	椀

	
口縁部～体部片

	 	 	 	 細砂粒/酸化焔/橙 内面黒色処理。ロクロ整形、回転は右回りか。内面は口縁部が横方向、体部は放射状のヘラミガキ。
第315図	
PL.44２ ２ 須恵器	杯

	
1/6

口	
底
13.6	
7.8

高	 3.０	 細砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。 外面底部に墨
書。

第315図	
PL.44２ 3 須恵器	椀

	
1/２

口	
底
14.０	
7.6

高	 5.8	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第315図	
PL.44２ 4 須恵器	椀

	
口縁部～体部片

口	 14.０	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/黄灰 ロクロ整形、回転は右回りか。

第315図	
PL.44２ 5 須恵器	椀

	
口縁部～体部片

口	 1２.8	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回りか。

第315図	
PL.44２ 6 須恵器	椀

	
口縁部～体部片

口	 1２.6	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/オリーブ
黒

ロクロ整形、回転は右回りか。

第315図	
PL.44２ 7 須恵器	椀

	
口縁部～体部片

口	 14.8	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/黄灰 ロクロ整形、回転は右回りか。口縁部に歪みが見られる。

第315図	
PL.44２ 8 須恵器	椀

	
体部～底部1/２

底	 8.4	 	 	 細砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第315図	
PL.44２ 9 須恵器	椀

	
体部～底部

底	 8.０	 	 	 細砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り後周囲をヘラナデ、高台は貼付。
第315図	
PL.44２ 1０

土師器	
甕

	
口縁部～頸部片

口	 15.8	 	 	 細砂粒/良好/にぶ
い赤褐

口縁部と頸部下半は横ナデ、頸部上半はナデ。内面は横ナ
デ。

第315図	
PL.44２ 11

土師器	
甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 ２０.０	 	 	 細砂粒/良好/橙 口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ
ナデ。

第315図	
PL.44２ 1２

土師器	
甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 16.4	 	 	 細砂粒/良好/にぶ
い橙

口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ
ナデ。

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第316図	
PL.443 1 黒色土器	杯

	
1/4

口	
底
1２.8	
5.6

高	 4.０	 細砂粒/還元焔/黒 内外面黒色処理。ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。
	

PL.443 ２ 須恵器	杯
	
口縁部片

	 	 	 	 細砂粒/還元焔/に
ぶい黄橙 ロクロ整形、回転方向不明。

第316図	
PL.443 3 須恵器	椀

	
口縁部～体部片

口	 14.8	 	 	 細砂粒/酸化焔/浅
黄 ロクロ整形、回転は右回りか。

第316図	
PL.443 4 須恵器	椀

	
口縁部～体部片

口	 13.２	 	 	 細砂粒/還元焔/灰
黄 ロクロ整形、回転は右回りか。

第316図	
PL.443 5 須恵器	椀

	
底部1/２

底	 9.4	 	 	 細砂粒/酸化焔/に
ぶい黄橙 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第316図	
PL.443 6 須恵器	壺

	
胴部片

	 	 	 	 細砂粒/還元焔/灰
黄 ロクロ整形。

遺物観察表
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挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第318図	
PL.443 1 須恵器	皿

	
一部欠

口	
底
13.3	
7.4

高	 ２.9	 細砂粒・粗砂粒・
礫/還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り。高台は貼付。

第318図	
PL.443 ２ 須恵器	杯

	
3/4

口	
底
1２.9	
6.1

高	 3.7	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰白 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。 外面口縁部に

墨書。
第318図	
PL.443 3 須恵器	杯

	
２/3

口	
底
13.6	
7.２

高	 3.4	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。 外面口縁部に

墨書。
第318図	
PL.443 4 須恵器	杯

	
3/4

口	
底
1２.9	
7.6

高	 3.２	 細砂粒・粗砂粒・
礫/還元焔/灰黄

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。焼
成時の歪みが見られる。

第318図	
PL.443 5 須恵器	杯

	
1/２

口	
底
13.6	
7.4

高	 3.7	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰黄 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第318図	
PL.443 6 須恵器	杯

	
底部片

底	 7.０	 	 	 細砂粒/還元焔/灰
白 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第318図	
PL.443 7 須恵器	椀

	
底部1/4

	 	 	 	 細砂粒/還元焔/灰
白

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転ヘラナデ、高台は
貼付、打ち欠かれている。

外面底部に墨
書。

第318図	
PL.443 8 須恵器	杯

	
口縁部～体部

底	 5.7	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第318図	
PL.443 9 須恵器	椀

	
口縁部～体部片

口	 15.8	 	 	 細砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回りか。

第318図	
PL.443 1０

須恵器	
椀

	
体部～底部片

底	 6.6	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転ヘラナデ、高台は
貼付が剥落。

第319図	
PL.443 11

土師器	
甕

	
２/3

口	
底
19.7	
4.3

高	 ２6.3	 細砂粒・粗砂粒/
良好/明赤褐

口縁部～頸部は横ナデ、胴部と底部はヘラ削り。内面は底
部～胴部がヘラナデ、口縁部は横ナデ。

第318図	
PL.443 1２

土師器	
甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 19.6	 	 	 細砂粒/良好/赤褐 口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

第319図	
PL.443 13

土師器	
甕

	
口縁部片

口	 17.6	 	 	 細砂粒/良好/明赤
褐

口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ
ナデ。

第319図	
PL.443 14

土師器	
甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 15.8	 	 	 細砂粒/良好/明赤
褐

口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ
ナデ。

第319図	
PL.443 15

土師器	
甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 19.8	 	 	 細砂粒/良好/黒褐 口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

第319図	
PL.444 16

土師器	
甕

	
胴部下位片

底	 5.０	 	 	 細砂粒/良好/明赤
褐 胴部は外面がヘラ削り、内面はヘラナデ。

	
PL.444 17

土師器	
甕

	
口縁部片

	 	 	 	 細砂粒/良好/明赤
褐 口縁部は横ナデ。

	
PL.444 18

土師器	
甕

	
口縁部片

	 	 	 	 細砂粒/良好/明赤
褐 口縁部は横ナデ。

	
PL.444 19

土師器	
甕

	
口縁部片

	 	 	 	 細砂粒/良好/にぶ
い赤褐 口縁部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

	
PL.444 ２０

土師器	
甕

	
口縁部片

	 	 	 	 細砂粒/良好/橙 口縁部は横ナデ、頸部はナデ。

第319図	
PL.444 ２1

須恵器	
甕

	
胴部上位片

	 	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/黄灰 胴部と口縁部は接合。内面はヘラナデ。

第319図	
PL.444 ２２

	
砥石

	
1/２?

長	
幅
(1２.4)	
(11.4)

厚	
重
(6.3)	
13２1.4 砥沢石

金属用仕上げ砥石。剥離成形後研磨整形。砥石使用面は表
面と左側面。表面中央がやや凹む。右側面と裏面は整形時
のもの。表面下部に刃均し痕あり。鉄錆付着。上半部欠損。

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第3２２図	
PL.444 1 黒色土器	椀

	
口縁部～体部片

口	 13.6	 	 	 細砂粒/酸化焔/淡
黄

内面黒色処理。ロクロ整形、回転は右回りか。内面は体部
に放射状、口縁部に横方向のヘラミガキ。

第3２２図	
PL.444 ２ 須恵器	皿

	
完形

口	
底
13.２	
7.4

高	 ２.8	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰白 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第3２２図	
PL.444 3 須恵器	皿

	
1/２

口	
底
14.０	
7.０

高	 3.1	 細砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。焼成時の歪みが見られる。
第3２２図	
PL.444 4 須恵器	杯

	
3/4

口	
底
14.1	
7.5

高	 3.7	 細砂粒/還元焔/黄
灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。 外面底部に墨

書。
第3２２図	
PL.444 5 須恵器	杯

	
3/4

口	
底
13.3	
7.０

高	 3.4	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰白 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。 外面の底部に

墨書。
第3２２図	
PL.444 6 須恵器	杯

	
3/4

口	
底
13.4	
7.3

高	 3.6	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。 外面底部に墨

書。
第3２3図	
PL.444 7 須恵器	杯

	
２/3

口	
底
13.０	
6.4

高	 3.6	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰黄

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。底
部は疑似高台状を呈す。

内外面の底部
に墨書。

第3２3図	
PL.444 8 須恵器	椀

	
1/3

口	
底
1２.6	
6.２

高	 4.０	 細砂粒/酸化焔・
燻し/暗オリーブ ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。 内外面の底部

に墨書。
第3２3図	
PL.445 9 須恵器	杯

	
1/5

口	
底
13.8	
7.6

高	 3.6	 細砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。 外面底部に墨
書。

第3２3図	
PL.445 1０

須恵器	
杯

	
3/4

口	
底
14.２	
8.０

高	 4.1	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰白 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第3２3図	
PL.445 11

須恵器	
杯

	
完形

口	
底
13.7	
6.9

駈	 3.7	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/黄灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

遺物観察表



578

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第3２3図	
PL.445 1２

須恵器	
杯

	
1/3

口	
底
13.5	
7.4

高	 3.3	 細砂粒/還元焔/灰
白 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第3２3図	
PL.445 13

須恵器	
杯

	
1/２

口	
底
13.4	
7.０

高	 3.6	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第3２3図	
PL.445 14

須恵器	
杯

	
1/4

口	
底
13.6	
8.０

高	 3.6	 細砂粒/還元焔/灰
白 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第3２3図	
PL.445 15

須恵器	
杯

	
1/3

口	
底
13.8	
7.4

高	 3.3	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第3２3図	
PL.445 16

須恵器	
杯

	
1/4

口	
底
13.3	
7.２

高	 3.7	 細砂粒/還元焔/黄
灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第3２3図	
PL.445 17

須恵器	
杯

	
1/5

口	
底
1２.8	
6.8

高	 3.4	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/にぶい褐 ロクロ整形、回転は右回りか。底部は回転糸切り無調整。

第3２3図	
PL.445 18

須恵器	
杯

	
口縁部片

口	 11.8	 	 	
細砂粒/
内：酸化焔	
外：還元焔/
内：明暗褐	
外：灰

ロクロ整形、回転方向不明。

第3２3図	
PL.445 19

須恵器	
杯

	
口縁部片

口	 13.8	 	 	 細砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形、回転方向不明。

第3２3図	
PL.445 ２０

須恵器	
杯

	
口縁部1/4

口	 13.8	 	 	 細砂粒/還元焔/灰
白 ロクロ整形、回転方向不明。

第3２3図	
PL.445 ２1

須恵器	
杯

	
口縁部～体部片

口	 13.8	 	 	 細砂粒/還元焔/黄
灰 ロクロ整形、回転は右回りか。

第3２3図	
PL.445 ２２

須恵器	
杯

	
体部下位～底部
片

底	 7.7	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第3２3図	
PL.445 ２3

須恵器	
杯

	
体部～底部片

底	 7.０	 	 	 細砂粒・礫/還元
焔・燻し/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第3２3図	
PL.445 ２4

須恵器	
杯

	
底部片

底	 7.０	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰黄 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り。

第3２3図	
PL.445 ２5

須恵器	
杯

	
体部下位～底部
片

底	 7.6	 	 	 細砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第3２3図	
PL.445 ２6

須恵器	
杯

	
体部下位～底部
片

底	 7.２	 	 	 細砂粒/還元焔/オ
リーブ灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第3２4図	
PL.445 ２7

須恵器	
杯

	
底部1/4

底	 8.０	 	 	 細砂粒/還元焔/灰
白 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。 外面底部に墨

書。
第3２4図	
PL.445 ２8

須恵器	
杯

	
底部片

底	 7.０	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

	
PL.445 ２9

須恵器	
杯

	
口縁部片

	 	 	 	 細砂粒/還元焔/黄
灰 ロクロ整形、回転方向不明。

第3２4図	
PL.445 3０

須恵器	
椀

	
3/4

口	
底
16.3	
8.０

高	 5.6	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰白 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。内外面底部に墨書。

第3２4図	
PL.445 31

須恵器	
椀

	
口縁部一部欠

口	
底
15.7	
8.０

高	 5.7	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰白 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

内外面底部と
外面体部に墨
書。

第3２4図	
PL.446 3２

須恵器	
椀

	
２/3

口	
底
13.6	
7.０

高	 7.1	 細砂粒・粗砂粒・
礫(1０㎜前後含む)
/還元焔/灰

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第3２4図	
PL.446 33

須恵器	
椀

	
２/3

口	
底
14.6	
8.２

高	 5.4	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰白 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第3２4図	
PL.446 34

須恵器	
椀

	
1/２

口	
底
15	
8.０

高	 6.1	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰白 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第3２4図	
PL.446 35

須恵器	
椀

	
1/２

口	
底
17.０	
8.8

高	 7.０	 細砂粒/還元焔/黄
灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。外面底部に墨書。

第3２4図	
PL.446 36

須恵器	
椀

	
体部～底部1/２

底	 7.０	 	 	 細砂粒/還元焔/灰
白 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。外面底部に墨書。

第3２4図	
PL.446 37

須恵器	
椀

	
口縁部片

口	 15.8	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/黄灰 ロクロ整形、回転方向不明。

第3２4図	
PL.446 38

須恵器	
杯

	
口縁部～体部片

口	 13.8	 	 	 細砂粒/還元焔/黄
灰 ロクロ整形、回転は右回りか。

第3２4図	
PL.446 39

須恵器	
椀

	
口縁部片

口	 13.8	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰黄 ロクロ整形、回転方向不明。

第3２4図	
PL.446 4０

須恵器	
椀

	
口縁部～体部片

口	 16.8	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/褐灰 ロクロ整形、回転方向不明。

第3２4図	
PL.446 41

須恵器	
椀

	
口縁部～体部片

口	 13.8	 	 	 細砂粒/還元焔/黄
灰 ロクロ整形、回転は右回りか。

第3２5図	
PL.446 4２

須恵器	
椀

	
底部

底	 7.6	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。内外面の底部に墨書。

第3２5図	
PL.446 43

須恵器	
椀

	
体部～底部片

底	 5.6	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔・燻/黒褐 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第3２5図	
PL.446 44

須恵器	
椀

	
体部下位～底部
片

底	 9.２	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰白 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

遺物観察表



91号竪穴建物出土遺物

9２号竪穴建物出土遺物

579

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第3２5図	
PL.446 45

須恵器	
椀

	
体部下位～底部
片

底	 9.２	 	 	 細砂粒/還元焔/灰
白 ロクロ整形、回転方向不明。底部は回転ナデ、高台は貼付。

第3２5図	
PL.446 46

須恵器	
椀

	
底部片

	 	 	 	 細砂粒/還元焔/灰
白

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り後周囲をヘ
ラナデ、高台は貼付。

外面底部に墨
書。

第3２5図	
PL.446 47

須恵器	
椀

	
底部片

底	 7.２	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
酸化焔/浅黄橙

ロクロ整形、回転方向不明。底部切り離し技法不明、高台
は貼付。

第3２5図	
PL.446 48

須恵器	
椀

	
底部

底	 7.０	 	 	 細砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第3２5図	
PL.446 49

土師器	
台付甕

	
脚部片

	 	 	 	 細砂粒/良好/褐 脚部と胴部は接合、詳細は不明。胴部は外面がヘラ削り、
内面はヘラナデ。

第3２5図	
PL.446 5０

土師器	
台付甕

	
脚部片

脚	 6.9	 	 	 細砂粒/良好/にぶ
い赤褐 脚部は内外面とも横ナデ。

第3２5図	
PL.446 51

土師器	
台付甕

	
脚部

脚	 8.4	 細砂粒/良好/にぶ
い赤褐 脚部は内外面とも横ナデ。

第3２5図	
PL.446 5２

土師器	
台付甕

	
脚部

脚	 9.4	 	 	 細砂粒/良好/にぶ
い赤褐 脚部は内外面とも横ナデ。

第3２5図	
PL.446 53

須恵器	
凸帯付四耳
壺

	
胴部片

	 	 	 	 細砂粒/還元焔/灰
胴部上位はロクロ整形、凸帯と耳状突起は貼付。胴部の凸
帯より下位はヘラナデ。内面はヘラナデであるが、アテ具
痕がかすかに残る。

第3２5図	
PL.446 54

須恵器	
長頸壺

	
口縁部片

口	 14.０	 	 	 細砂粒/還元焔/暗
灰 ロクロ整形、回転は右回りか。

第3２5図	
PL.446 55

土師器	
甕

	
口縁部～胴部片

口	 11.4	 	 	 細砂粒/良好/にぶ
い褐

口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面は口縁部が
横ナデと一部にヘラナデ、胴部はヘラナデ。

第3２5図	
PL.446 56

土師器	
甕

	
口縁部～胴部中
位片

口	 1２.２	 	 	 細砂粒/良好/にぶ
い赤褐

口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ
ナデ。

第3２5図	
PL.446 57

土師器	
甕

	
口縁部～胴部中
位

口	 18.8	 	 	 細砂粒/良好/明赤
褐

内面胴部に輪積み痕が残る。口縁部～頸部は横ナデ、胴部
はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

第3２5図	
PL.446 58

土師器	
甕

	
口縁部片

口	 ２０.２	 	 	 細砂粒/良好/暗褐 口縁部は内外面とも横ナデ。

第3２5図	
PL.446 59

土師器	
甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 19.8	 	 	 細砂粒/良好/明褐 口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

第3２5図	
PL.446 6０

土師器	
甕

	
胴部下位～底部
片

底	 5.０	 	 	 細砂粒/良好/にぶ
い褐 底部と胴部はヘラ削り。内面はヘラナデ。

	
PL.446 61

土師器	
甕

	
口縁部片

	 	 	 	 細砂粒/良好/明赤
褐 口縁部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

第3２5図	
PL.446 6２

須恵器	
甕

	
口縁部片

	 	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/褐灰 ロクロ整形。

第3２6図	
PL.446 63

須恵器	
甕

	
口縁部片

	 	 	 	 細砂粒・粗砂粒・
礫/還元焔/灰 ロクロ整形。

第3２6図	
PL.447 64

須恵器	
甕

	
口縁部片

	 	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/褐灰 ロクロ整形。

	
PL.447 65

須恵器	
甕

	
口縁部片

口	 （２6.０）	 	 	 細砂粒/還元焔/灰
黄 ロクロ整形、回転方向不明。

第3２6図	
PL.447 66

鉄製品	
紡錘車

	
一部欠損

長	
輪
径
16.1
5.２

軸
径	
重

０.6
	
31.8

紡茎と紡輪に破損する。軸の断面は丸く、軸の両端部は欠
損する。

第3２6図	
PL.447 67

鉄滓	
椀形滓

	
1/２

縦	
横
9.8	
11.1

厚	
重
4.3	
494.3

細かな発泡が見られるが、滓質はやや密。木質痕が多く残
存する。

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第3２7図	
PL.447 1 須恵器	椀

	
口縁部片

口	 13.4	 	 	 細砂粒/還元焔/暗
灰黄 ロクロ整形。

第3２7図	
PL.447 ２ 須恵器	椀

	
口縁部～体部片

口	
底
２０.０	
9.8

	 	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回りか。

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第3２8図	
PL.447 1 須恵器	椀

	
3/4

口	
底
14.7	
7.２

高	 5.5	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰黄 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第3２8図	
PL.447 ２ 須恵器	椀

	
3/4・高台剥落

口	
底
14.4	
7.5

細砂粒・粗砂粒/
還元焔/暗灰黄

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼
付が剥落。

遺物観察表



99号竪穴建物出土遺物

1０3号竪穴建物出土遺物

580

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第33０図	
PL.447 1 須恵器	杯

	
完形

口	
底
9.3	
5.7

高	 3.２	 細砂粒・粗砂粒/
酸化焔/灰黄 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第33０図	
PL.447 ２ 須恵器	杯

	
完形

口	
底
8.7	
4.8

高	 3.1	 細砂粒・粗砂粒/
酸化焔/にぶい黄 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第33０図	
PL.447 3 須恵器	杯

	
完形

口	
底
8.２	
5.4

高	 ２.8	 細砂粒・粗砂粒/
酸化焔/灰黄 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第33０図	
PL.447 4 須恵器	杯

	
ほぼ完形

口	
底
8.7	
4.9

高	 3.1	 細砂粒・粗砂粒/
酸化焔/にぶい黄
橙

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第33０図	
PL.447 5 須恵器	杯

	
完形

口	
底
9.1	
5.２

高	 ２.9	 細砂粒・粗砂粒/
酸化焔/黄灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第33０図	
PL.447 6 須恵器	杯

	
ほぼ完形

口	
底
9.２	
5.０

高	 3.1	 細砂粒・粗砂粒/
酸化焔/にぶい黄 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第33０図	
PL.447 7 須恵器	杯

	
完形

口	
底
8.8	
5.２

高	 ２.6	 細砂粒・粗砂粒/
酸化焔/にぶい黄
橙

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第33０図	
PL.447 8 須恵器	杯

	
3/4

口	
底
9.０	
4.6

高	 3.０	 細砂粒・粗砂粒/
酸化焔/にぶい黄
橙

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第33０図	
PL.448 9 須恵器	杯

	
一部欠

口	
底
8.5	
4.5

高	 3.1	 細砂粒・粗砂粒/
酸化焔/にぶい黄
橙

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第33０図	
PL.448 1０

須恵器	
杯

	
２/3

口	
底
8.8	
5.２

高	 ２.4	 細砂粒・粗砂粒・
礫/酸化焔/にぶい
黄橙

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第33０図	
PL.448 11

須恵器	
杯

	
２/3

口	
底
9.5	
4.4

高	 ２.7	 細砂粒/酸化焔/に
ぶい黄橙

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。雑
な成整形。

第331図	
PL.448 1２

須恵器	
杯

	
1/２

口	
底
8.8	
5.０

高	 ２.1	 細砂粒/酸化焔/に
ぶい黄

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。内
外面に煤付着。

第331図	
PL.448 13

須恵器	
杯

	
1/3

口	
底
9.5	
5.２

高	 ２.8	 細砂粒・粗砂粒/
酸化焔/浅黄橙 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第331図	
PL.448 14

須恵器	
杯

	
1/4

口	
底
8.２	
4.4

高	 ２.3	 細砂粒・粗砂粒/
酸化焔/にぶい黄
橙

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第331図	
PL.448 15

須恵器	
杯

	
体部下位～底部

底	 4.8	 細砂粒・粗砂粒/
酸化焔/にぶい黄
橙

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第331図	
PL.448 16

須恵器	
杯

	
ほぼ完形

口	
底
8.5	
5.1

高	 ２.8	 細砂粒・粗砂粒/
酸化焔/黄灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第331図	
PL.448 17

須恵器	
椀

	
1/4

口	
底
9.6	
6.０

高	 5.２	 細砂粒/酸化焔/に
ぶい黄橙

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。内
面は底部～胴部下位にかけてヘラナデ。

第331図	
PL.448 18

灰釉陶器	
小瓶

	
胴部下半～底部
片

底	 4.7	 細砂粒/還元焔/黄
灰

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。施
釉方法不明。内面胴部の一部と割れ口に煤付着。

第331図	
PL.448 19

土師器	
小型甕

	
1/5

口	
底
15.6	
11.２

細砂粒・粗砂粒/
良好/橙

口縁部～頸部は横ナデ、胴部上位と中位はナデ、下位～底
部はヘラナデ。内面は器面が荒れており整形不明。

第331図	 ２０ 土製品	円筒形
	
端部～胴部片

径	 18.4	 細砂粒・粗砂粒/
良好/にぶい黄

端部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面はヘラナデ、単位不
鮮明。

第331図	
PL.448 ２1

須恵器	
羽釜

	
口縁部～胴部上
位片

口	
鍔
２２.２	
２5.２

細砂粒・粗砂粒・
礫/酸化焔/黄褐 ロクロ整形。鍔は貼付。胴部はヘラナデ。内面はヘラナデ。

第331図	
PL.448 ２２

須恵器	
羽釜

	
口縁部下半～胴
部上位片

鍔	 ２０.4	 細砂粒・粗砂粒/
酸化焔/浅黄 ロクロ整形。鍔は貼付。胴部はヘラナデ。内面はヘラナデ。

第331図	
PL.448 ２3

鉄製品	
釘

	
一部欠損

長	
幅
1０.6	
０.9

厚	
重
０.5	
65.5

頭部を折り返し、断面長方形の体部を持つ釘。有機質痕跡
が錆に残存している。

第331図	
PL.448 ２4

鉄製品	
不明

	
一部欠損

長	
幅
1２.２	
０.6

厚	
重
０.3	
２０.０

断面長方形の鉄製品。ほとんどが錆で覆われている。両端
部が欠損している。

第331図	
PL.448 ２5

	
砥石

	
完形

長	
幅
14.4	
6.２

厚	
重
7.9	
485.9 粗粒輝石安山岩

楕円形礫利用。多孔質、金属用荒砥～中砥石。表面と右側
面に研面及び刃均し痕あり。特に表面はよく使い込まれて
おり、平坦で刃均し痕も深い。

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第334図	
PL.449 1 土師器	杯

	
完形

口	
底
9.２	
4.7

高	 3.1	 細砂粒/酸化焔/に
ぶい黄橙

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。内
外面体部に煤付着。

第334図	
PL.449 ２ 灰釉陶器	椀

	
底部

底	 7.9	 細砂粒/還元焔/灰
白

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転ヘラナデ、高台は
貼付。施釉方法不明、釉垂れが顕著。

大原２号窯式
期

第334図	
PL.449 3 灰釉陶器	小瓶

	
口縁部

口	 3.7	 微砂粒/還元焔/オ
リーブ黄 ロクロ整形。施釉方法不明。

第334図	
PL.449 4 土師器	甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 ２5.8	 細砂粒・粗砂粒/
良好/にぶい黄橙

口縁部は横ナデ、頸部はナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部
はヘラナデ。

遺物観察表



1０4号竪穴建物出土遺物

1０5号竪穴建物出土遺物

11２号竪穴建物出土遺物
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挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第334図	 5 土師器	甕
	
口縁部～胴部下
位片

口	 ２1.２	 細砂粒・粗砂粒/
良好/灰黄褐

口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面は胴部～頸
部にかけてヘラナデ。

第334図	
PL.449 6 土師器	甕

	
口縁部～胴部下
位片

口	 ２8.０	 細砂粒・粗砂粒・
礫/良好/橙

口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面は胴部～頸
部にかけてヘラナデ。

第334図	
PL.449 7 須恵器	羽釜

	
口縁部～胴部上
位片

口	
鍔
２1.5	
２5

細砂粒・粗砂粒/
酸化焔/明黄褐 ロクロ整形。鍔は貼付。胴部はナデ。内面はヘラナデ。

第334図	 8 須恵器	羽釜
	
口縁部～胴部上
位破片

口	
鍔
２２.０	
２5.6

細砂粒・粗砂粒/
酸化焔/にぶい黄
橙

ロクロ整形。鍔は貼付。胴部はヘラナデ。内面は全面にヘ
ラナデ。

第334図	
PL.449 9 	砥石

	
ほぼ完形

長	
幅
(11.7)	
(3.０)

厚	
重
7.7	
317.9 砥沢石

長方形角礫利用。金属用仕上げ砥石。右上端一部欠損。ほ
ぼ全面使用されているが、右側面は自然面が一部残る。

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第337図	 1 黒色土器	椀
	
体部下位～底部
片

底	 7.０	 細砂粒・粗砂粒・
褐色粒/酸化焔/に
ぶい黄橙

内外面黒色処理。ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転
糸切り無調整。内面は放射状ヘラミガキ。

第337図	 ２ 須恵器	杯
	
口縁部～体部片

口	 1２.０	 細砂粒/還元焔/灰
白 ロクロ整形、回転は右回り。

第337図	
PL.449 3 須恵器	椀

	
3/4

口	
底
14.9	
6.8

高	 5.6	 細砂粒/酸化焔/灰
黄 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第337図	
PL.449 4 須恵器	椀

	
1/3

口	
底
14.6	
6.２

高	 4.8	 細砂粒/還元焔/灰
白 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。 内外面口縁部

に墨書。
第337図	
PL.449 5 須恵器	椀

	
3/4

口	
底
14.０	
6.6

細砂粒・粗砂粒/
酸化焔/灰黄

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼
付が欠損後再調整が行われている。

第337図	 6 須恵器	椀
	
1/3

口	
底
1２.8	
4.9

高	 3.9	 細砂粒/還元焔/灰
黄 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第337図	 7 須恵器	椀
	
底部

底	 6.０	 細砂粒・粗砂粒・
礫/酸化焔/にぶい
黄橙

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第337図	 8 灰釉陶器	皿
	
口縁部～体部小
片

口	 1２.8	 微砂粒/還元焔/灰
白 ロクロ整形、回転は右回りか。施釉方法は刷毛塗りか。 光ヶ丘１号窯

式期

第337図	 9 須恵器	羽釜
	
口縁部～胴部上
位片

口	
鍔
２０.０	
２２.5

細砂粒/酸化焔/暗
灰黄 ロクロ整形。鍔は貼付。

第337図	
PL.449 1０

須恵器	
甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 4０.3	 細砂粒・粗砂粒・
礫/還元焔/灰

口縁部と胴部は頸部にて接合。口縁部はロクロ整形、内面
頸部はヘラナデ。胴部は内外面とも叩き痕、アテ具痕をナ
デ消している。

第337図	
PL.449 11

鉄製品	
刀子

	
ほぼ完形

長	
幅
15.7	
1.5

厚	
重
０.4	
２1.3 　 大きな錆の塊が付着する。

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第339図	
PL.45０ 1 須恵器	椀

	
口縁部～体部片

口	
底
1２.8	
5.8

細砂粒/還元焔/灰
白 ロクロ整形、回転は右回り。

第339図	
PL.45０ ２ 須恵器	椀

	
底部片

底	 6.3	 細砂粒/酸化焔/に
ぶい黄橙 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第339図	
PL.45０ 3 灰釉陶器	椀

	
口縁部～体部片

口	 13.7	 微砂粒/還元焔/灰
白 ロクロ整形、回転は右回りか。施釉方法不明。 大原２号窯式

期？
第339図	
PL.45０ 4 灰釉陶器	椀

	
高台部1/4

底	 6.9	 微砂粒/還元焔/灰
白

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転ヘラナデ、高台は
貼付。

虎渓山１号窯
式期

第339図	
PL.45０ 5 須恵器	羽釜

	
口縁部～鍔部片

口	
鍔
18.０	
２1.０

細砂粒・粗砂粒/
酸化焔/橙 ロクロ整形。鍔は貼付。

第339図	
PL.45０ 6 須恵器	羽釜

	
口縁部～胴部上
位片

口	
鍔
16.8	
２０.6

細砂粒・粗砂粒/
酸化焔/明黄褐 ロクロ整形。鍔は貼付。

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第34２図	
PL.45０ 1 灰釉陶器	椀

	
1/5

口	
底
13.1	
5.9

高	 4.8	 微砂粒/還元焔/灰
白

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転ヘラナデ、高台は
貼付。施釉方法は漬掛け。内面底部に重焼き痕が残る。

第34２図	 ２ 灰釉陶器	椀
	
底部片

底	 8.０	 細砂粒・粗砂粒・
礫/還元焔/灰白

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼
付。内面に煤が付着。

第34２図	 3 灰釉陶器	椀
	
口縁部～体部片

口	 13.8	 微砂粒/還元焔/灰
白 ロクロ整形、回転は右回りか。施釉方法は漬掛け。

大原２号窯式
期～虎渓山１
号窯式期

遺物観察表



114号竪穴建物出土遺物

115号竪穴建物出土遺物

２号鍛冶出土遺物

483号土坑出土遺物
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挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第34２図	
PL.45０ 4 石製品	石皿

	
完形

長	
幅
31.4	
15.２

厚	
重
1０.０	
1０9００ 粗粒輝石安山岩

表裏面の中央付近に滑らかな部分が認められその中央部は
特に滑らかである。表裏面は自然面と判断され大形板状角
礫を利用する。上下両側面と左右両側面は打割面で構成さ
れる。

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第344図	 1 黒色土器	椀
	
口縁部～体部片

口	 13.8	 細砂粒・粗砂粒/
酸化焔/黒 内外面黒色処理。ロクロ整形、回転は右回りか。

第344図	 ２ 黒色土器	椀
	
口縁部～体部片

口	 14.０	 細砂粒・粗砂粒/
酸化焔/にぶい黄
橙

内面黒色処理。ロクロ整形、回転は右回りか。

第344図	
PL.45０ 3 須恵器	椀

	
２/3

口	
底
15.3	
6.7

高	 6.1	 細砂粒・粗砂粒/
酸化焔/灰黄 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第344図	
PL.45０ 4 須恵器	椀

	
1/3

口	
底
16.２	
7.０

高	 6.3	 細砂粒・粗砂粒/
酸化焔/にぶい黄

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切りか、高台は
貼付。

第344図	 5 須恵器	椀
	
体部下位～底部
片

底	 6.8	 細砂粒・粗砂粒・
礫/酸化焔/にぶい
黄橙

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第344図	 6 須恵器	椀
	
体部下位～底部
片

底	 7.０	 細砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第344図	
PL.45０ 7 土師器	甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 ２０.０	 細砂粒/良好/にぶ
い褐

口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ
ナデ。

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第345図	 1 須恵器	椀
	
口縁部～体部下
位

口	 14.０	 細砂粒/酸化焔/浅
黄橙 ロクロ整形、回転は右回り。

第345図	 ２ 須恵器	椀
	
体部下位～底部
片

底	 6.6	 細砂粒/還元焔/灰
黄 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第345図	
PL.45０ 3 須恵器	椀

	
体部小片

細砂粒/酸化焔/に
ぶい黄 ロクロ整形。 外面体部に墨

書。

第345図	 4 須恵器	羽釜
	
口縁部～胴部上
位片

口	
鍔
２1.０	
２4.０

細砂粒・粗砂粒・
礫/還元焔/灰 ロクロ整形。鍔は貼付。胴部は鍔へ向けてのヘラ削り。

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第351図	
PL.45０ 1 須恵器	椀

	
体部下位～底部
片

底	 8.０	 	 	 細砂粒/還元焔/灰
白 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第351図	
PL.45０ ２ 土師器	甕

	
体部下位～底部
片

底	 7.０	 	 	 細砂粒/良好/褐灰 底部と胴部はヘラ削り。内面はヘラナデ。

第351図	
PL.45０ 3 土師器	甕

	
口縁部片

口	 ２０.２	 	 	 細砂粒/良好/にぶ
い黄褐 口縁部は内外面とも横ナデ、外面に凹線が１条巡る。

第351図	
PL.45０ 4 土師器	甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 18.8	 	 	 細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

口縁部～頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ
ナデ。

第351図	
PL.45０ 5 土師器	甕

	
口縁部片

口	 ２２.8	 	 	 細砂粒/良好/にぶ
い褐 口縁部は内外面とも横ナデ。

第351図	
PL.45０ 6 土師器	甕

	
口縁部片

口	 ２1.０	 	 	 細砂粒/良好/橙 外面口縁部に輪積み痕が残る。口縁部は内外面とも横ナデ。

第351図	
PL.45０ 7 石製品	火打石

	
完形

長	
幅
1.5	
1.7

厚	
重
1.1	
3.1 流紋岩 縁辺部に微細剥離痕が認められる。全体的に風化殻が認め

られ小形亜角礫を利用する。
第351図	
PL.45０ 8 鉄滓	椀形滓

	
一部欠損

縦	
横
5.8	
5.1

厚	
重
２.4	
5０.4

発泡が少なく滓質はやや密。方形状の空洞が見られ、炭痕
跡か。

第351図	
PL.45０ 9 鉄滓	 	

一部欠損
縦	
横
8.２	
6.4

厚	
重
２.5	
144.1

裏に細かい発砲が見られるが、滓質は密。一部に木質が見
られる。

第351図	
PL.45０ 1０

鉄滓	
椀形滓

	
一部欠損

縦	
横
7.０	
6.０

厚	
重
２.5	
1０1.5

発泡が少なく滓質はやや密。中央が大きく凹む。やや砂を
含む。

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第366図	 1 土師器	甕
	
胴部片

	 	 	 	 粗砂粒/良好/橙 外面はヘラ削り後にヘラ磨き。内面もヘラ削りの上にヘラ
磨き。

内面に炭化物
厚く付着。

遺物観察表
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挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第369図	
PL.45０ 1

灰釉陶器	
(原始灰釉)	
長頸壺

	
口縁部～頸部

口	 7.２	 	 	 細砂粒/還元焔/暗
オリーブ

ロクロ整形、回転は右回りか。頸部にて胴部と接合。頸部
～口縁部は内外に自然釉が付着。

鳴海3２号～折
戸1０号窯式期

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第37２図	
PL.45０ 1 須恵器	椀

	
体部～底部1/２

底	
台
7.０	
7.０

	 	 粗砂粒・細砂粒/
酸化焔/にぶい黄
橙

ロクロ整形、回転は右回り。底部回転糸切り離し後、高台
を貼付。その後周縁部にナデ調整。

高台端部は磨
滅著しい。外
面に炭素吸
着。

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第376図	
PL.451 1 土師器	甕

	
口縁部～胴部上
位片

口	 17.4	 	 	 細砂粒/良好/にぶ
い褐

外面口縁部に輪積み痕が残る。口縁部～頸部は横ナデ、胴
部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第376図	
PL.451 1 須恵器	羽釜

	
口縁部～鍔片

口	 ２1.０	 細砂粒・粗砂粒/
酸化焔/にぶい褐 ロクロ成形。鍔は貼付。内面はヘラナデ。

第376図	
PL.451 ２

土師器	
鉢

	
口縁部～体部上
位片

細砂粒・粗砂粒/
良好/浅黄橙

口唇部は横ナデ、体部はヘラ削り。内面体部はヘラナデか、
器面摩滅のため単位不鮮明。

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第383図	
PL.451 1 須恵器	椀

	
体部～底部片

底	 8.０	 	 	 細砂粒・粗砂粒少
量/還元焔/灰白

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切りか、高台は
貼付。

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第384図	
PL.451 1 須恵器	凸帯付壺

	
胴部片

	 	 	 	 細砂粒/還元焔/灰
頸部にて胴部と口縁部を接合、凸帯は貼付。凸帯より下位
の胴部には平行叩き痕が残る。内面はアテ具痕をナデ消し
ている。

第384図	
PL.451 ２ 須恵器	椀

	
体部～底部片

底	 7.０	 	 	 細砂粒/還元焔/灰
黄 ロクロ整形、回転方向不明。高台は貼付。

第384図	
PL.451 3 須恵器	椀

	
底部

底	 6.０	 	 	 細砂粒/酸化焔/に
ぶい黄橙 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第384図	
PL.451 4 須恵器	椀

	
口縁部片

口	 13.8	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰黄 ロクロ整形、回転方向不明。

第384図	
PL.451 5 須恵器	甕

	
胴部片

	 	 	 	 細砂粒/還元焔/灰 外面は格子目状叩き痕が残るが、内面の同心円状アテ具痕はほとんどナデ消され、かすかに痕跡が残る。

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第384図	
PL.451 １

須恵器	
椀

	
口縁部片

口	 1２.8	 	 	 細砂粒/還元焔/褐
灰 ロクロ整形、回転方向不明。

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第384図	
PL.451 １

須恵器	
椀

	
口縁部片

口	 15.０	 	 	 細砂粒/還元焔/灰
白 ロクロ整形、回転方向不明。

第384図	
PL.451 ２

須恵器	
椀

	
口縁部片

口	 1２.8	 	 	 細砂粒/還元焔/浅
黄 ロクロ整形、回転方向不明。

第384図	
PL.451 ３

須恵器	
椀

	
口縁部片

口	 14.０	 	 	 細砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形、回転方向不明。

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第386図	
PL.451 1 須恵器	椀

	
体部下位～底部
片

底	 7.０	 	 	 細砂粒・粗砂粒・
礫/還元焔/浅黄 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

遺物観察表
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挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第386図	
PL.451 ２ 須恵器	椀

	
底部片

底	 7.7	 	 	 細砂粒/還元焔/灰
白 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第386図	
PL.451 3 須恵器	甕

	
口縁部～頸部片

	 	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/褐灰 頸部にて口縁部と胴部を接合。口縁部はロクロ整形。

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第387図	
PL.451 1 須恵器	椀

	
口縁部片

口	 14.8	 細砂粒/還元焔/灰
白 ロクロ整形、回転は右回りか。 外面体部に墨

書。

第387図	
PL.451 ２ 須恵器	椀

	
口縁部～体部小
片

細砂粒/酸化焔/に
ぶい黄褐 ロクロ整形、回転は右回りか。 外面体部に墨

書。

挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第4００図	
PL.451 1 須恵器	杯

	
２/3

口	
底
1２.6	
6.０

高	 3.5	 細砂粒・粗砂粒/
酸化焔/にぶい黄
橙

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第4００図	
PL.451 ２ 須恵器	椀

	
1/２

口	
底
13.２	
6.4

高	 4.０	 細砂粒/酸化焔/明
黄褐 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第4００図	
PL.451 3 須恵器	杯

	
ほぼ完形

口	
底
1２.8	
6.4

高	 3.8	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第4００図	
PL.451 4 須恵器	杯

	
２/3

口	
底
1２.4	
6.０

高	 3.7	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/黄灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第4００図	
PL.451 5 須恵器	椀

	
２/3

口	
底
1２.6	
5.9

高	 4.２	 細砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。 外面体部に墨
書。

第4００図	
PL.451 6 須恵器	椀

	
口縁部～体部片

口	 14.０	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/黄灰 ロクロ整形、回転は右回りか。 内面の体部に

墨書。
第4００図	
PL.451 7 須恵器	椀

	
口縁部～体部片

口	 13.4	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰白 ロクロ整形、回転は右回りか。 外面の体部に

墨書。
第4０1図	
PL.45２ 8 須恵器	椀

	
底部片

底	 7.4	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。 内外面底部に

墨書。

第4０1図	
PL.45２ 9 須恵器	杯 口縁部～底部片 口	底

14.8	
7.5

高	 3.5	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/オリーブ
黒

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。 内外面底部に
墨書。

第4０1図	
PL.45２ 1０

須恵器	
杯

	
小片 細砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形。 外面体部に墨

書。

第4０1図	
PL.45２ 11

黒色土器	
椀

	
体部下半～底部
片

底	 8.4	 	 	 細砂粒/酸化焔/黒 内外面とも黒色処理。ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第4０1図	
PL.45２ 1２

須恵器	
椀

	
体部～底部

底	 6.4	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/褐灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第4０1図	
PL.45２ 13

須恵器	
椀

	
体部下半～底部

底	 5.6	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰白 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第4０1図	
PL.45２ 14

須恵器	
杯

	
口縁部欠損

底	 5.9	 細砂粒/還元焔/灰
白 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。 内外面体部に

墨書。
第4０1図	
PL.45２ 15

須恵器	
椀

	
1/２

口	
底
14.4	
7.２

高	 5.２	 細砂粒/還元焔/灰
白

ロクロ整形、回転方向は右回りか。底部切り離し方法は器
面剥離のため不明、高台は貼付。

第4０1図	 16 須恵器	椀
	
体部下位～底部
片

底	 7.０	 細砂粒/酸化焔/灰
黄

ロクロ整形、回転は右回りか。底部は回転ヘラナデ、高台
は貼付。底部は粘土板を２枚重ねあわせて成形。

第4０1図	
PL.45２ 17

須恵器	
椀

	
体部～底部片

底	 6.4	 	 	 細砂粒/酸化焔/灰
黄

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転ヘラナデ、高台は
貼付。内面に雑なヘラミガキ。

第4０1図	
PL.45２ 18

須恵器	
椀

	
体部下位～底部

底	 7.6	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰白 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。内面底部に墨書。

第4０1図	
PL.45２ 19

須恵器	
椀

	
底部

底	 6.8	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼
付。高台端部に乾燥時のアテ具痕が残る。

外面底部に墨
書。

第4０1図	
PL.45２ ２０

須恵器	
椀

	
体部～底部

底	 6.4	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
酸化焔/にぶい黄
褐

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第4０1図	
PL.45２ ２1

須恵器	
椀

	
体部下半～底部
片

底	 6.6	 細砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第4０1図	
PL.45２ ２２

須恵器	
椀

	
底部片

底	 7.8	 	 	 細砂粒・粗砂粒・
礫/還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第4０1図	
PL.45２ ２3

須恵器	
椀

	
体部下位～底部
片

底	
台
6.8	
6.3

細砂粒/還元焔/灰
黄

ロクロ整形、回転は右回りか。底部は切り離し技法は不明、
高台は貼付。

外面体部に墨
書。

第4０２図	
PL.45２ ２4

須恵器	
皿

	
口縁部２/3欠損

口	
底
1２.8	
6.8

台	
高
6.4	
２.6

細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰白 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。内面口縁部に墨書。

第4０２図	
PL.45２ ２5

須恵器	
椀

	
口縁部～体部片

	 	 	 	 細砂粒/酸化焔/に
ぶい橙 ロクロ整形。 外面体部に墨

書。

遺物観察表
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挿　図	
PL.No. No.

種 類	
器 種 残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調	

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第4０２図	
PL.45２ ２6

須恵器	
椀

	
体部片

	 	 	 	 細砂粒/還元焔/浅
黄 ロクロ整形。 内面体部に墨

書。
第4０２図	
PL.45２ ２7

須恵器	
椀

	
口縁部片

	 	 	 	 細砂粒/酸化焔/に
ぶい黄 ロクロ整形。 外面の口縁部

に墨書。
第4０２図	
PL.45２ ２8

須恵器	
杯

	
口縁部片

	 	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰黄 ロクロ整形、回転は右回りか。

第4０２図	
PL.45２ ２9

灰釉陶器	
椀

	
1/3

口	
底
15.8	
7.6

高	 5.２	 微砂粒/還元焔/灰
白

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転ヘラナデ、高台は
貼付。施釉方法は刷毛塗りか。

光ヶ丘１号窯
式期

第4０２図	
PL.45２ 3０

須恵器	
把手付壺

	
把手

細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰白 把手は貼付、把手は多角形状に面取りされている。

第4０２図	
PL.45２ 31

須恵器	
甕

	
胴部片

	 	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰黄

外面には平行叩き痕が残る。内面はヘラナデ、無文のアテ
具痕が残る。

第4０２図	 3２ 土師器	甕
	
口縁部～胴部上
位片

口	 ２０.０	 細砂粒・粗砂粒/
良好/橙

口縁部は横ナデ、稜下～底部は手持ちヘラ削り。口縁部～
頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り、内面胴部はヘラナデ。

第4０２図	
PL.45２ 33

須恵器	
羽釜

	
口縁部～胴部上
位片

口	 ２1.4	 	 	 細砂粒・粗砂粒/
酸化焔/橙

ロクロ整形。鍔は貼付。胴部は鍔へ向けてのヘラ削り。内
面の鍔裏に指頭痕が残る。

第4０２図	
PL.45２ 34

土師器	
高杯

	
杯身部片

稜	 8.3	 	 	 細砂粒/良好/明赤
褐

杯身部の口縁部(稜上)は縦方向、底部は放射状ヘラミガキ。
内面は横ナデ。

古墳時代中期
５世紀代

第4０２図	
PL.45２ 35

	
玉

	
完形

長	
幅
1.２	
1.２

厚	
重
０.3	
０.6 滑石

表面は滑らかであり研磨整形されたと考えられる。裏面は
全体的に剥離面であるが部分的に研磨の可能性のある面が
認められる。側面は面取り加工痕が認められる。

第4０２図	
PL.45２ 36

	
石権(錘)

	
完形

長	
幅
7.3	
4.3

高	
重
２.２	
88.1 変質デイサイト

鈕部分も作出され平面形は手斧形に整形され厚みがあり、
刃は付いていない。一部に剥離痕が残るが、全面よく研磨
され、線状痕が残る。上部にφ０.4㎝の紐通し孔あり。１
両約41 ～ 4２g、88.1gは２両強か。

遺物観察表
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